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表紙 絵 : Matsubaguchi Tadao 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の 0S 名 で す 。 
CP/M,P-CP/M,CP/M Plus, CP/M-86.CP/M-68K, 
CP/M-8000, C-DOS は DIGITAL RESEARCH 

XENIX, MS-DOS, Macro 80.0S/2 は MICROSOFT 
SONY Filer は SONY 

MSX-DOS は アス キー 

S1-0S は MULTISOLUTIONS 

0S-9, 0S-9/68000 は MICROWARE 

UCSD p-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
FLEX は TSC 
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「URBO PASCAL, Sidekick は BORLAND INTERNATIO 
NAL 

LSI C は LSI JAPAN 

HuBASIC は ハドソン ソフ ト 

SUPER BASE, WICS は キャ リー ラボ 

の 登録 商標 で す 。 その 他 フ ログ ラム 名 , CPU 名 は 
一 般 に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は , 
SRUMa マ テグ (は 明記. で いま せん 。 

本 誌 に 掲載 され た すべ て の フロ グラ ム は 著作 権 法 
上 , 個人 で 使用 する ほか は 無断 複製 する こと を 禁 
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SOFTWARE INFORMATION 


14 話題 の ソフ トウ ェ 新 作 ソ フト 情報 


。 GAME HEVIEW 


16 ヘル ツ ォ ー ク / プ ロフ ェ ッ ショ ナル 麻雀 悟空 E/ ハ ー レ ッシュ 


SPECIAL HEVIEW 


18 イース I( 第 1 話 ) 華 門 真人 
ci: メー サリ アン (その 2) 西川 善司 
pp 第 4 の ユニ ッ ト ら 2 9 
。。 われ ら 電 勝 遊戯 民 (1) ご 
C4 ゲー ム は 僕ら の キャ ン バ ス だ 前 2 
人 @ 連 載 / 紹介 / シ ステ ム お 2 た : と 
猫 と コン ピュ ー タ 第 PB 回 9 
CD ぼく は か ぐ や 姫 ” ele 
2 OhIX LIVE In B8 ei 2 
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00 マリ オ ネ ッ ト (X1/X1turbo) 條 る 本 司 
ささ や き の ス テッ プ (IMZ- -e500) 岡上 圭 作 
C 調 言語 講座 PHO-68K 第 2 回 5 
09 ほ い ほ い ファ イル 術 | 人 すま 
特別 講義 
09 と アセ ン ブ リ 言語 リン ク し て 使う 中 
[ XB8000 あ な た の 知ら な い 世 界 
gg CONCERTO-X68K 
DATA PRO-68K/CARD PRO- -58K 
80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 第 1 回 0 
11/ 目指 せ シ ュー ティ ング ea 
] or 実用 ⑦) オ プ ジ ェ クト 指向 の ゲー ム ブ ログ ラミ ング 最終 回 に 
FV オブ ジェ クト 指向 の ゆく え 所 
の X6800 BASI 入 門 最終 回 
19 必殺 サン プリ ング 戦法 Na 
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X17 ミュ ー ズ メン 有人 ケー ション 


| パソ コン フリ ー ク た ちら へ 


\ 4 4A 
ュ コウ サフ アリ 設計 
X1 シ リー ズ の 高 機能 を 継承 し た コン パチ ブ 
ル 設 計 、 蓄 積 さ れ た 豊富 な ソフト ウェ ア 資 
産 が 利用 で きま す 。 *※ カ セッ ト テ ー プ ソフ ト は 利用 で きま せん 。 
@ 伝統 を 受け 継い だ 多彩 な グ 5 
ラフ ィ ッ ク 機 能 や スー パー イン ボ 
ー ズ 機能 、 サ ウン ド 機 能 @ J1S 第 
1 水準 準拠 漢字 ROM 内 蔵 (漢字 
ユー ティ リティ ソフ ト 付 ) @5"FDD 
1 基 内 蔵 、 別 売 の CZ-53F ( 標 
準 価 格 19.800 円 ) の 増設 で デュ 
アル ドラ イブ も 可能 ユー ザー 
定義 の キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ 機能 


マチ ナ P ツ 7 ルル 端子 


コン ピュ ー タ 画面 を ビデ オォ 録画 で きる 一 一 。 
ビデ オ や ビデ オ 入 力 端 子 つ き テ レビ と ダイ 
レク ト に 接続 、 マ ル チ ビ ジュ アル 端子 が パソ 
コン シー ン を 鮮やか に 彩り ます た と えば 
ゲー ム 、 プ レイ し な が ら そ の 過程 を その まま 
録画 、 後 で 再生 すれ ば 攻略 法 も 研究 で き 
る し 、 隠れ キャ ラク タ や ウラ 技 も 確認 で きる 。 
また ベス トス コア の 達成 や 最終 面 を クリ ア し 
た 決定 的 瞬間 も バッ チリ 残せ ます 。 


どちら か ら 始 め る か 。 ニ ュー エン ター 


HE シス 搭載 


リア ル な キャ ラク タ で 迫力 あふ れる ゲー ム が 


楽し め る ホー ム エ ン ター テイ メン トシ ステ ム を 
X1 選 搭載 じ し ま じ た 。 NE シス テム 瑞 用 カズ タ 
ム CPU や 高 機能 多 色 化 スプライト IC、6 重 
和音 の サウ ンド 機能 、 さ ら に マル チ ヒ ビジ ュ ア 
ル 端 子 接続 に よる 鮮明 画像 、 ソ フト は コン 
パク ト な 専用 IC カ ー ド 。 こ の 新 し さ が オモ シ 
ロ さ 、 も う 遊 び 心 は トッ プ ギ ア …。 次 世代 ゲ 
ー ム が 思い っ きり 楽し め ま す 。 


計 鮮 や か な 画像 / マ ル チ ビ ジュ アル 端子 に 
よる 鮮明 画像 。 ゲ ー ム プレ イ を ビデ オ に 録 
画 も 0K。 

一 リア ル な キャ ラク タ / 最 大 32X64 ド ッ ト の 大 

迫力 キャ ラク タ で 、 よ り リ アル な ゲー ム ブ レイ 。 
還 多 彩 な カラ ー 表 現 / 表 示 色 は 512 色 中 

256 色 同時 表示 、 キ メ 細か な 色彩 で 表現 力 

が さら に アッ フ 。 

画 迫 る サウ ンド /6 オ クタ ー フ 6 重 和 音 の サウ 
ンド 機能 で さら に ひろ が る 臨場 感 。 

画 |C カ ー ド / ソ フト は 手のひら に 入る 専用 

IC カ ー ド 、 遊 び 心 が 一 気 に 加 速 す る 新 し さ 。 


次 世代 ゲー ム マ シン の 高 感度 


- シス アツ ッ 25 


サウ ンド 、 ア ー ト 、 通 信 も …。 こ れ は 成長 する 

楽し み 。 テ レビ や ビデ オ の 映像 を カラ ー 静 

止 画 で 瞬時 に 取り 込め る カラ ー イ メー ジ ボ 

ー ド #、 ス テレ オタ イプ の FM 音源 #*2、 話題 

の ネッ トワ ー ク に アク セス し た り 仲間 同士 で 

デー タ や メッ セー ジ を 交換 で きる パソ コン 

通信 ** も サポ ー ド 及 ます 

※ 1 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド II CZ-8BVZ2 標準 価格 39,800 円 

_ 熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC2 標準 価格 69,800 円 

-※2 ステ レオ タイ プ FM 音源 ボー ド ( ス ピー カー2 本 1 組 標準 装備 ・ ミ ュー ジッ クツ ー ル 同 梱 ) 

CZ-8BS1 標準 価格 23,800 円 


※3 モデ ム ユ ニッ ト (300 ボ ポー) CZ-8TM1 標準 価格 29.800 円 ・ モ デム ユニ ッ ト 
_ (Q00 ボ ー/1200 ボ ー 自 動 切換 ) CZ-8TM2 標準 価格 49.800 円 


テイ メン トマ シン 登場 。 


圏 専 用 パッ ド /HE シス テム 専用 の パッ ド を 
同 梱 、 思 いっ きり ゲー ム に 熱中 。 


Systenm 
この マー ク は ホー ム エ ン ター 
テイ メン トシ ステ ム の 意味 で す 。 
X1twin の HE シス テム 用 ソフ ト 
に は 、 こ の マー ク の つい て いる 
IC カ ー ド を ご 使用 くだ さい 。 


@ ソフ ト は コン ハク ト な 


バッ 専用 |IC カ ー ド 
ES 


グー 究 杯 式 会 社 


bg 9 7| 


パソ ヨン デ テレビ 


へ バ //tuin 


@ パー ノ ナ ル コン ヒュ ー タ オキ キー ボー ド ログ -B30C- 昌 KK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 99.800 円 
@ 14 型 カラ ー デ ィ ス フレ イ テ レ ビ ビグ -B830D-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 98,000 円 
@ チル トス タン ド CZ-6ST 1- 日 (ブラッ ク ) 標準 価格 5,800 円 


9 お 問い 合わ せ は … シ ャ ー フ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 傘 (06)621-1221( 大 代表 ) 


電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 衝 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) へ 


SHARP 


ハー/ の 父 夫 が フン トナ リー な ネネ ペレ ーション を 生 久 だ し て いる 。 イ ン テ リ ジェン ト な 機能 に 


イー ジー オペ レー ショ ン の 統合 型 表 計算 ソフ ト 

BUSINESS PRO-60K 

画 CZ-212BS 標準 価格 68,000 円 
スプ レッ ド シ ー ト ( 表 計 算 )、 デ ー タ ベー スズ 、 
グラ フ 作 成 機能 を 緊密 に 一 体 化 させ た 
統合 ビジ ネス ツー ル で す 。 マウ ス 対 応 の 
es NI 最大 16 個 の マル 
チ ウ イン ドウ 、 高 度 度 な エディ タ 機 能 、 豊 全 宮 な 
関数 群 な ど 、 初 心 者 か ら フ プロフェ ッ シ ョ ナル 
まで 幅広 く お な 使い いた だ ける ソフ ト 。 定型 
業務 、 各 シ ミュ レー ショ ン に も 対応 で きる よ 
う 集計 、 再 計算 も スピ ー デ テイ で す 。 


カー ド 型 リレー ショ ナル デー タベース 
CARD PRO-66K 
較 CZ-226BS 標準 価格 29,800 円 


スク リー ン エ テイ タ 内 蔵 の 高 機能 通信 ソフ ト 
Communication PRO-6GK 
画 CZ-223CS 標準 価格 19.800 円 


コマ ンド 型 リ レー ショ ナル デー タベース 
AIAI PRO-68K 
一 CZ-220BS 標準 価格 58,000 円 
コマ ンド 入力 を 軽減 する ヒス トリ ー 機 能 、 昧 
線 ド ライ バー 付 レ ポー トラ イタ ー 機 能 A 
31 桁 の 高度 な 演算 精度 。 まだ コマ ンド 型 
RDB と し て は 初 の イメ ー ジ 表示 機能 を 装 
備 、 イ (メー ジス キャ ナ 等 で 取り 込ん だ 絵 や 
与 A i a 強力 な ADL 
人 度 な アプ リ ケ ー シ ョ 
et nin eh dis 
処理 も で きま す 。 


| 
日 誠 9 レー ショ ナル アー タベース ・ マ ネー ジメント シス テム < DATA PRO-68EK > 
| まま る すすま:| 


TL TE CEE DN LEN RES ERD KATE EEE EC 


マウ ス を 使っ た 簡単 損 作 の 楽 講 ワ ー プ ブロ 
MUSICG PRO-66K 

画 CZ-213MS 標準 価格 18,800 円 
メロ テツ 詳 、 ビ アノ 諾 、 最 大 8 パー ト の スコ ア 
(総譜) を 日 由 な レイ ウト で 書き 込ん 7 
議 面 を 、 内 蔵 の FM 音源 で 演奏 で きる 楽 
詳 ワ ー ー ブ プ "n & 演奏 用 ミュ ー ジ ッ ク ツ ー ル 
で す 。 音符 デー タ の 入力 / 編 集 (複写 ・ 削 
A et 
ン メ ニュ ー が か ら 症 音符 や 記号 を 選ん で 五 線 
議 に 置い て いく だ け で 楽譜 が 入力 で きま す 。 
「SOUND PRO-68K」 と の 連動 も 可能 。 


AD PCM 機 能 を サポ ー ト し た サン フリ ング エ デ プイ タダ 
Sampling PRO-66K 

田 CZ-215MS 標準 価格 17,800 円 
X68000 の AD PCM 機 能 を 活か す エ ディ 
タ 。 録 音 し た 音声 を 波形 表示 し 、 を それ を エ 
テイ ッ ト で きる WAVE EDITOR、 録音 し た 
50 音 デー タ で て X68000 が し ゃ で る SPEACH 
EDITOR な ど を サポ ー ト 。 ま た 短い サン プ 
リン グ 音 を 長く 伸ばし て 持続 音 が 作れ る 
ルー プ 処理 機能 も 装備 。 サ ンプ リン グ し た 
デー タ は BASIC ブ ログ ラム で も 使用 可能 。 
効果 音 や な し ゃ で り を 多彩 に 活か せま す 。 


Fiea 4 Pa 当 i 138 tueca Pe 
[a] に ー 選 1 *| 3 A 


AT KER 
SRGER 1EVEK 
| さ か 


FPS 


CK Ca に 1 回 


M 音 源 を フル サポ ー ト する サウ ンド エア デイ タ 
SOUND PRO-66K 

画 CZ-214MS 標準 価格 15,800 円 
まる で スタ ジオ の コン ソー ル バ パネ ル を 操作 
する 感覚 で 音 作り が 楽し め る サウ ンド エ 
ラグ ィング ツー ル 。 マ ア を 使 っ て FM 音源 
の ノッ パ ラメ ー タ を 直接 指定 し た り 、 エ ン ベ ロ 
ー プ や ビブ ラー ト を 音 の イメ ー ジ 、 た と えば 
明る い / 暗 い 、 鋭 い / や わら か いな ど 、 言 葉 に 
よる 指定 で 思い どぉ り の 音色 が 作成 で き 
ます 。 サ ン フ リン グ シ ン セ サイ ザ で お な じみ 
の 3 次 元 表示 する モー ド も 装備 。 


8 2 ご ワ ジ アノ を RR. プ が へ SW 


クソ ァ 7 テ ァ ブ マ ア ン 人 バ あ みる カ る 誠 革 
レフ トウェア が X5977 ワ を ゲー ム 。 BN 


オォ オリジ ナリ ティ を 活か せる ボ ポップ アート ツ ー ル 
NEW Print Shop PRO-66K 
田 CZ-221HS 標準 価格 19.800 円 
オリ ジ ナ リティ あふ れる は が き 、 便 せん 、 グ リ 
ー テ イィ イング カー ド 等 を 簡単 に 作成 、 印 刷 で 
きる ホー ム プ ブロ ダク ティビティ ツー ル 。 ほとん 
と の 処理 アイ コン で 表示 し 、 マ ウス て 選ぶ 
フレ ンド リー な ビジ ュ ア ルコ ント ロー ル 。 高 
機能 グラ フィ ッ ク エ ディタ も 内 蔵 、 デ ゲー タ の 
加工 ・ 修 正 も OK。X た BASIC(Gnmg_save) 
て 作成 し た グラ フィ ッ ク デ ー タ や ZS STAFF 
PRO-68K で 作成 し た デー タ も 活用 で きま す 


SHARP 


NE W 
PrintShop 
IPRO-68K | 


ソフ トウ ェ ア 開 発 ツ ー ル セッ ト 
THE 福 袋 V2.0 


画 CZ-224LS 標準 価格 9.980 円 


マル チタ スク 、 リ アル タイ ム オ ペレ ー テ イン グ シ ステ ム 

10 月 発売 予定 
X68000 の 持つ 高度 な グラ フィ ッ ク 環 境 は 
も ちろ ん 、AD PCM、FM 音 源 と グラ フィ ッ 
クス の 同時 再生 処理 と いっ だ マルチ メデ テイ 
ア に 対応 。. 本 格 的 な オー バー ラッ ピン グ 
マル チ ウ イン ドウ が サポ ー ト され 、 ブ ログ ラ 
ミン グレ ベル か ら ア プリ ケー ショ ン レ ベル ま 
て 使い や すく 機能 的 な 環境 を 提供 し ます 。 
※0S-9 は マイ クロ ウェ ア 社 の 登録 商標 で す 。 


「 ア PO と 区 さる 理 店 が わあ みる 。 


ソフ トウ ェ ア 開 発 に 役立つ じ コ ン パ イラ 
eompilen PRO-60K 
較 CZ-211LS 標準 価格 39.800 円 
X68000 の ソフ トウ ェ ア 開 発 に 役立つ C ュ 
ン パ イラ (XC)、BASIC-C じ コン バー タ (X 
BAStoC) 、 ア セン ブラ (X Assembler)、 
リン カ (X Linker)、 デ バッ が ガ (X Debugger)、 
アー カイ バ (X Archiver)、 コ ン バ ー タ (XX 
Converter) か ら な る ツー ル 。 Human68K 
上 に お ける プログ ラム 開発 を 効率 良く サ 
ポー ト し ます 。 
@ ズ -BASIC の ソー スジ ログ ラム を XC の 
ソー ス フ ブロ グラ ム に 変換 する BASIC-C 
コン バー タ で 、 共 -BASTC に よる シン 語 
開発 を サポ ー ト 。 
@ べ し は (言語 の 最も 基本 的 な 仕様 (K& 
R) に 準拠 し 、ANSI 仕 様 も 取り 入れ た 最 
新 バ バー ジョ ン 。 ま た 標準 ライ ブラ リ 、 日 本 語 
ライ ブラ リ 、IOCS ラ イブ ラリ 、DOS ラ イブ プラ 
リ 、 BASIC ラ イプ ラリ な ど 、 ハ ーー ド ウェア を 
サポ ー ト し た 豊富 な ライ プラ リ ( 約 700 種 ) 
が 用 意 き さき れ て いま す 。 


シュ ー テ ィング Og ES oa Nar 
ゲー ム ジン 
園 CZ-217AS 
標準 価格 
7, 800 円 


ブロ ッ ク ゲ ー ム 
園 CZ-222AS 


標準 価格 
7,800 円 


シャ ー プ オリジナル ソフ トウ ェ ア 


^ ヾ 68OOO 


フル スロ ッ ト ル 


ドラ イブ ゲー ム 
8 月 発売 予定 


熱血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 


= で 


『 
“ « a 
さる 
や 委 
・ 0 穫 N 9 - 


スポ ボーッ ゲ ー ム 較 邊 
10 月 発売 予定 


ーー ニー ーーーーーー デ 


i 


各 シ ステ ム ハ ウ ズ の アプ リケーション も 続々 登場 


@ 日 本 語 ワ ー プ ロ 

EW( イ ー・ ダ ブリ ュー) 

e 表 集 計 ・ デ ー タ ベー ス 
ビジ レス AD 68K 

@ 統合 化 ソ フト 
Kamikaze (神風 ) 

@ グラフィック ツー ル 

Z'S STAFF PRO-68K 


> Hyper UD 


Hyper UD Com・Vi リン ク 
@ 通信 ソフト 

X Link PRO-68K 

'@ OS 


_CONCERT-X68K 


CP/M-68K エ ミュ レー タ 

CP/ M:68K 

CP/M-68K エ ミュ レー タ 

@ シス テム ユー ティ リティ 

BASIC 拡 張 関数 パッ ケー ジ 

アイ コン エディ ター 

ワズ クキ ャ ッ シ ャ ー。, 7) 

WINDEX PRO-68K 

ファ イル レル レ コンバータ 

アプ リケーション ソフ ド 
PS-HDD MAKE "ver2.0 


.@ ゲー ム 


ハウ メニ ・ ロ ボッ ト 
魔神 宮 
グラ ンド マス ター 


.DOME 


王 海 。 
スペ ー ス ハリ ヤー 
4 ピコ 

源平 討魔 伝 

ザ ・ ラ スベ ガス 


レ リ ク ス 


マン ハッ タン ・ レ クイ エム 
桃太郎 伝説 


38,000 円 イー スト 帳 
98,000 円 MASH SYSTEMS 
68,000 円 帆 サ ムシ ンク グ グッド 


58,000 円 張 ) ツァ イト 
16,800 円 イー スト 映 


35,000 円 内 C&B 


19,.800 円 シス ポー ト 帆 


99 ,800 円 狼 アク セス 
19,800 円 帳 計 測 技 研 


110,000 円 ニュ ー ウ ェ イ ブ . 


30,000 円 ニュ ー ウェ イプ 


9,800 円 , 帆 計 測 技研 
4,800 円 由 計 測 技研 
6,800 円 帆 計 測 技研 
8,000 円 帳 ジ ェ ー・ イ ー・ エ ル 
20,000 円 ニュ ー ウ ェ イ ブ 


9,800 円 パコ ン シ ョ ッ プ バド ツン 


9,500 円 林 アー ド デ ィ ンク 
7, 800 円 帆 ザ イン ・ ソ フト 
9,800 円 幅 ザ イン ・ ソ フト 
9,800 円 シス テム サコ ム 
6,500 円 路 シ ステ ム ソ フ ト 
6,800 円 電波 新聞 社 
6,800 円 デー タウ ェ ス ド 幌 
7,800 円 電波 新聞 社 
9,800 円 日 本 デ ク ス タ 帳 
7,200 円 ボー ステ ッ ク 幌 
7,800 円 帆 リ バー ヒル ソフ ト 
~7, 800 円 帆 ハ ド ソン 


※ こ の 他 、 既 発売 、 発 売 予 定 の ソフ ト が 約 110 本 。 詳し は X68000 シ : 
リー ズ 用 「SOFTWARE FIEED」 を ご 参照 下さ い 。 


さ 


グ ャ ー/ 杯 会 社 sm い e ゎ t は シャ ー プ 電子 棋 器 事業 本 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 新宿 区 市 谷 由 町 8 番 地 公 (03)260-1161( 大 代表 ) へ 。 


みえ 


・ 和 SE - ユン 4 に 


THO 


EE TT 


Ey PS-HDG8040 
RE: (40MHDD・ 高 速 タ イプ ー40M/ ms) 


PS-HD68020 


ds ( X68K 環境 設定 及び イン ス トー ル TOO L) 


特に 高 機能 グラ フィ クス や 、 ビジ ネス デー ター を 扱 
うた め に は 、 ど うし て も 高 水準 。 ハ ー ド デイ スク が 必要 
と な り ま す 。 リア ル タ イ ム 処 理 と 、 高 い 信頼 性 を 実現 
する X68000 専 用 の オリ ジ ナ ル ハ ー ド ディ スク で す 。 


どなた に も HDD が 簡単 に セッ ト で きる よう に し まし だ 。 
専用 イン ター フェ イス ケー ブル も つい て いま す 。 
更に 、 今 回 X 68000 上 で 起動 する アプ リケーション 
ソフ ト を ハー ド デ ィ スク か ら と 起 動き せる た め の ソ フト 
「HDD MAKE Ver2.0」( 定 価 9.800 円 ) を 同 模 
まし 


ao 


し 
X-68000 の 人 気 の 秘 密 に 、 す ぐれ た デザ イン も あり 
ます 。 本 HDD は 、 を の 美的 感覚 を を こ な う こと な く 、 あ 
な た の X68000 を シス テム アッ プ し ます 。 


*g198,000』 i 


ご 注文 の 際 は 、 在 庫 の 確認 の 上 、 現 金 書 留 ま た は 


ss 
ジ 
di 


ここ 
に 
は zz 見 


| 


①Z's STAFF の 画像 ファ イル を LOAD&SAVE 
で きる Z-LOAD( ), Z-SAVE( ) 等 の 拡 
張 Basic コ マン ド 。 

② プ リン ター コン トロ ー ル LPOUT( ) コ マン ト 。 

③DOS の ファ ンク ショ ン 命 令 DOS( ) ラ マン ド 。 

〈④ カ ラー ハー ドコ ピー ブリ ンタ ー ド ライ バー、 PRN 
DRVCL. SYS コマ ンド 。 ⑤ る その他 。 


。etet と どい ー 江 導 SSS 対 球 記 


銀行 振込 で お 申し 込み 下さ い 。 
送料 は 、 ご 注文 の 際 に お 問い 合わ せ 下 さい 。 
商品 は すべ て 新品 、 保 証書 付き で す 。 


| 向 ロ ロロ 5 賠 @1/ ド ケー ブル @ ア フリ ケー A 

ショ ン HDD・MAKE ソ フト @ ニュ ー 福 袋 ソ で E な “ 

フト @ 保 証書 を H 
て # 


パソ コン ショ ッ プ ハドソン 
札幌 市 中 央 区 南 1 条 西 2 丁目 丸井 今井 3F 谷 (011)241-5367 
で .8.H シ ステ ムシ ョ ッ プ 人 ハドソン 
札幌 市 豊平 区 平岸 3-5 谷 (01)841-5155 


USIC Editor 


谷 の 種類 の 設定 も で きま す 


MI KR EE DU TE OOE SNE SR PO SO TN 
4 まじ にょ 


この た び は 、 日 本 科 ワ ー ド プロ ャ ッ サ 《EW) (て ケア か -) を お 調 い 上 げ 隊 $、 績 < 有 区 うこ ござ ずい ます 


oi DE 0K KO DE JRE SED や BB 
a wm 


ラジ ー ラ ( ーー Pe 
* ん RM の oy 
ES Se 一目 次 と 率 引 の 自動 作成 


画面 に 表示 され た 鍵盤 と や マウ ス で 選択 する だ け の 手軽 さき. オリ ジ ナ ル 曲 も 簡 
単に 譜面 に 書き 表す こと が で きま す 。 ユ コード 、 リズム 、 ラ 


SHARP X58000 対 応 
1.800(E1 付 ) 


バ ソ コン が 持つ グラ フィ ッ ク 機 能 、 ミュ ー ジ ッ ク 機 能 、 
サウ ンド 機能 な ど 、 こ れ ら の 独立 し た マル チ 機 能 を 統 
合 し た ハイ バーUD。 プ ログ ラミ ング する こと な く 、 絵 

音 が 自由 に エディ ッ ト で きる クリ エイ ティ ブ ソ フト で 
す 。 パソ コン 紙 居 、 ア ニメーション 、 パ ー ソ ナル ゲー 
ム 、 デ スク トッ ププ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 各 種 教材 、 さ ら 
に ビデ オ 編 集 に 有効 に 利用 で きま す 。 


Editor 
RAPHICS CE 
画面 いつ っ ぱい に ペン や プラ シン 、 ス プレ ー な と を 使っ て 絵 や 文字 が 自由 に 描 


け ま す 。 円 や 四角 、 直 線 を 書い た り 、 塗 りつ ぶし も 思い の まま 。65537 色 中 あら か じ め 設 定 し て な いむ テ ロップ を シナ リオ 
240 色 を 同時 表示 可能 で す の 手順 に 従っ て 流す こと が で きま す 。 文字 サ 


イズ 、 エ ッ ジ ング 、 バッ ク カ ラー の 指定 は 自 
ピ RITE Editor 


由 。 テロ ッ プ の 方 向 、 場所 、 スピ ー ド も 選べ 
32 X48 ドッ ト 、64 96 ド ッ ト の スプ ライ トカ * 有 用 


ます 
成 で きま す 。 人物 や 動物 な どの キャ ラク ター 
を いく つも 作成 し て お いて 、 こ れ を 続け て 表示 
すれ ば アニ メー ショ ン や パー ソナ ルケ ゲー ム 
が 作れ ます 。 ス プラ イト の 表示 順 訂 、 速 度 、 
移動 量 、 移 動 ル シート が 決め られ ます 


ター ン は も ちろ ん 、 楽 


機能 の 数 を 重視 する 現在 の 日 本 語 ワ ー プ ロ 
の 中 に あっ て は 、 EW は 非常 に 個性 的 で すず 
当たり 前 の こと で す が 、 ワ ー プ ロ 本 来 の 機能 
と 操作 性 を 重視 し 、 シ ンプ ル で 使い や すい ワ 
ー ブ プロ を 目指 し まし た 。 で すか ら 、 スク ロー ル な ご ども 早い で すし 、 印刷 も 、 
わざ わざ メニ ュー に 戻ら な く て も 瞬時 に 印刷 モー ド に 入れ る 使い や すさ で 
す 。 また 、 索引 や 目次 の 自動 作成 な ど 、 まさ に 文書 作り に 徹し た 個性 が 光 
り ま す 。 


一 じじ W の 主 な 特長 強力 な 印刷 機能 を ドキ ュ メ ント 作成 に 便利 な 目次 、 索 
引 の 自動 作成 エディ タモ ー ド の 標準 サポ ー ト 独自 の カナ 漢字 変換 プロ 
モッ サ E1 標 準 搭載 区 他 文 書 参照 や カッ ト & ペー スト が 行なえ る マル チ ウ イン 
ド 処 理 ゆ 編集 画面 か ら の 0S コ マン ド 及び ユー ザー プロ グラ ム 実 行 ゆ 表 を 合 
む 文 章 で の 強力 な ブロ ッ ク 操 作 y MULTIPILAN に 準拠 し た コマ ンド メニ ュ 
ー 方 式 を WORD MASTER に 準拠 し た コン トロ ー ル コマ ンド も 容易 ファ 
イル の 大 きき に 制限 の な い 仮 想 メ モリ ー 方 式 採用 バッ クア ッ プ ファ イル を 自 
動作 成す る 安全 設計 邊 0S 上 で 稼働 し 標準 テキ スト ファ イル を 生成 し ます 。 


SHARP X58000 対 応 半 38,000(E1 付 ) 


/ ビ ピュ ョ ー デ タ と と こも に 


選 公 『 イー スト 株 式 会 社 本 社 ノ 〒!5| 東京 者 渋谷 区 代々 木 !-3-| 傘 (03)374-1980( 代 表 ) 


コン ティ ニュ ー 攻 万 
りら プ レイ ロー ルプ レイ ンク グー ム 2 リ ダ ター: A 4's シダ ター_ ミ 


イシ ター の 復活 
黄金 の 騎士 ギル は 数 々 の 危険 を 乗り 越え 、 見 事 ド ルアー ガ 打 倒 を 末 し 
た .。 囚われ て いた 恋人 カイ も ドル アー ガ の 魔力 が 解け 、 人 間 の 和光 に 戻 
る を の SG だ 

ドル アー ガ の 魔力 に より 修復 され て いた 搭 は 、 魔 力 を 失 な うと 再び 
元 の 廃虚 へ と 化し た 。 モ ンス ター た ち は よ り 狂 竣 に な り 、 二 人 は 出口 
さえ も わか ら な く な っ て し まっ た 。 だ が 、 こ の 暗 国 の 世界 を 救う た め 
カイ と ギル は 、 女神 イシ ター の 力 の 源 『 ブ ルー・ ク リス タル ・ ロ ッ ド . 
を 手 に 、 何 と し て も 搭 を 脱出 し な けれ ば な ら な い 


友 苦 機種 用 好評 発売 中 


C 一 8801SR 以 降 
a (VA を 除く ) 


PC 一 9801 シ リー ズ | 
( 旧 PC 一 9801 を 除く | 

名 Gs-153| PC 一 9801U シ リー ス 
Lg SC | 


D |400 ラ イン カラ ー モ ニタ ー 
を 御 使用 下さ い 
フロ ッ ビ ー テ ィ ス クト ド 
ライ フ は 純 製 品 を 食 使 
用 下さ い 。 メ モリ ー256 
KB 以上 必要 
F M 音 源 対応 
ジョ イス ティ ッ ク 対 応 


C 一 9801 シ リ ee 区 
(IPC ニ 9801 を 除く ) 


※ ロ ロロ -PBB シ リー スズ 動作 可 「 漢字 HOM 必 要 。 
時 代 が 求め た 通信 ソフ ト 


^ ヾ 68OO0O 
通信 ソフ ト 
\18.800 


「 だ ~ み の る 」 は 、X68000 用 に 開発 され だ 通信 ソフ ト で す 。 
ど な だ に で も 簡単 に 操作 が で き パ ソコ ン 通 信 を 楽し り で い だ だ くだ め に 


/ 月 中 旬 発 売 


開発 され まし た 。 
1 . バ ッ ク ロ グ 機 能 バック ログ と は 、 通 信 6.Human68K の 呼出 通信 中 に Human 
の 内 容 を バッ ファ に 記録 し て お きい つ で 68K を 呼び 出し て 別 の 作業 を する こと が 
も 通信 の 内 容 を 参照 し 内 容 の 一 部 また は で きま す 。 
全部 を 送信 し た り フ ァイル に 記録 し た り 7.ESC シ ー ケ ンス を サポ ー ト し て いま す 。 
で きま す 。 バッファ の 人 容量 は 設定 に より ハー ド 的 に 対応 で き な い も の 以外 は サポ 
) 8 自由 に 変更 する こと が で きま す 。 初 期 設 ー ド し まじ た 。 
が Cc9801 定 は 32K バ イト で す 。 8.XMODEM 対 応 SUM、CRC128/ 
: 88S 才 で は こ 2598 2 . ハ ング アッ プ 回 避 機 能 モデ ム に 誤っ て 1024 を サポ ー ト し 送信 時 は SUM プ CRC 
二 0 1024 バイト ミド へ S な ど を 送っ て し まい 今 ま で は 電源 を を 自動 判別 し ます 。 
人 信 # 9 和 能 で す 。 遂 人 時 は CRC 切る し か 方 法 が あり ませ ん で し た が 、 か 9. モ デム 登録 モデ ム の 設定 が な く な り 信 
Re る 文字 を 半角 平仮名 に 変 な り の 確率 で 回 避 し ます 。 ほ 線 を コン トロ ー ル する 機器 以外 の モデ 
3. 画 面 モ ー ド 純粋 な 80X25 行 モー ド を 画 ム す べ て に 対応 し ます 。 
2 3 の 編 kr 面 制御 で つく り だ し まし た 。 10. フ ァイル 内 容 の 参照 通信 中 に ファ イル 
まる eh 969 ァイル 4 . セ ンタ ー 登 録 今 ま で の よう に 登録 で き の 内 容 を 参照 で も き アップロード す る 時 な 
し だ 20 人 る セン ター の 制限 が あり ませ ん 。 ディス どの 内 容 確認 が 容易 に で きま す 。 
ク の 容量 が 有る 限り 登録 可能 で す 。 11. 仮 名 変換 半角 カタ カナ 文字 を 半角 ひら 
5 . KEY ヒストリー 機能 11 個 前 まで の キー か な に 変換 し て 表示 する こと が で きま す 。 


入力 を 覚え て お り 同 じ キ ーー 入力 を する 場 
合 な ど 簡 単に 入力 で きま す 。 


戦 便 の アド ベン チャ ー リ ・ パース 
テン キー と スペ ー ス キー 又は ジョ イィ 2 
ステ ィ ッ ク だ け で ゲー ム が で きま る 本 当 に この 城 な の か 
で し て 確か に それは 旬間 に 用 き 付い て いる も の 
と 同一 の も の だ っ た 。 失 われ た 記憶 の 中 、 た だ 一 つ 残 っ 
て いる その 城 は 私 を 悩ま せ て や まな 8 し 3 
が 日 の 前 に ある 。 そ の 錆び 付い た 大 き な 問 を 手 で 押し 
た 。 門 は 大 き な 音 を 響かせ な が ら 開 いた 。 さ な が ら 辺 り 
に 侵 人 者 を 知ら せる よう に 。 
失わ れ た 記憶 を 取り 戻す た め に 謎 の 城 に 足 を 踏み 人 れ 
た 主人 公 が 見 た も の は ……。 


' ぎ 797 1 (AT トン PC-8801 シ リー 
7 PS=9801 シ ウー ズ 

HIGH QUALITY ADVENTURE GAME RT 7.8BUU 
※ し ノ フリ リー 

RR 


10 回 線 が 8400/1800/300bps 自動 識別 PSC bit ) 
(登録 料 \3.000 会 費 無 料 ) \ い ホス トコ ンピュータ ー 使 用 


全 シ リー ズ 発 売 中 
PC-980| 


シリ ー ズ 
半 7,000 


FF MR リス 


の か 。 \7.000 
ーー 好評 発売 中 


オー ト ダ イヤ ル 、 お トロ グイ ン 、 
FA A EE ジロ に ド バ ラ : 
YY / ー タ の 設定 、 エ スケ ー プ シー ケン ス フロ ント プロ セッ サ に SPS-NET 了 入会 法 Lu 
応 、、 プア I た こる き = 4 
rd LR JET-CORE™M 在 住所 氏名 電話 番号 年 齢 職業 希望 パスワード 
に ーー ツー や ペン ネー ム 自己 紹介 シス テム 構成 
採用 じ て 、 ラ フラ 通信 。 * 850 円 切手 を 添え て SPS ま で メモ 紙 を お 送り 下さ い 。 折 り 返 し 案内 を お 


送り 致し ます の で それ に し た が っ て 御 入 金 下 さい 。 入 金 確認 後 正 式 会 員 


則 マ イコ ン ハ ウス 1509.600bps 対 応 と し て 登録 致し ます 。 
@ GU ビ E ら アク セス は 無料 で す の で 一 度 覗 いて 見 て は いか が で し ょ うか "7 


半 9 ,.800 TEL(0945)46-] 1B7( 代 表 )24 時 間 運 営 (NBIXN) ゲ スト ID(GUEST) 


の 製品 は 全国 の 有名 デパート 、 パソ コン ショ ッ プ で お 求め に な れ ま す . 尚 、 お 求め に な れ な い 場 合 、 郵 便 局 

に て お 申し 込み くだ さい @ 口座 番号 郡山 5-12298 @ 加入 者 名 帆 エ ス ・ ビ ー・ エ ス 金額 代金 合計 ゅ 通信 

3 お (0245)4552220 。( 齋 古 一 衝 望 ゲー ムン フト 名 、 数 量 、 代 金 合計 年齢 、 氏 名 、 機 種 名 、 テ ー ブ か ディ スク の 種類 。 (一 週間 以上 
RA(0245)451804(GIGI かかり ます の て 、 お 急ぎ の 方 は 現金 書留 を ご 利用 くだ さい 。 そ の 場合 、 お つり の いら な いよ うに お 願い し ます 。) 


機 種 メデ ィ ア 定価 発売 日 


ソー サリ アン 追加 シナ リオ 98F VM VX 528DD 3,800 ‘88-7-28 
ソー サリ アン 追加 シナ リオ 98U UV UX 3.5 eDD 3,800 ‘88-7-28 
ソー サリ アン 追加 シナ リオ 88SH シ リー ズ 52D 3.800 '88-7-29 
ソー サリ アン 追加 シナ リオ ” X1turbo 5 8D 3.800 "887*89 


リー- サ リィ 1 44 (用 | ソー サリ アン 追加 シナ リオ 88VA シ リー ズ 52DD 3,800 88.7・89 
me ns 呈 、、// | ノー サリ アン ユー ティ リティ -DISK 98F VM VX 52DD 3.800 887@P 
シナ リ ォ 市 | 且 作 7 | ソー サリ アン ユーティ リティ -DISK 98U UV UX 3.5 2DD 3.800 '88-7-22 
ae 2 ! 糧 瞳 科 人 人 | ソー サリ アン ・ コ ユー ティ リティ -DISK 88SH シ リー ズ 52D 3.800 '88.7.89 

ーー < く 人 、 メ ソー サリ アン ・ ユ ー テ ィ リ ティ -DISK |” X1turbo 52D 3.800 ''98-7:29 
| ソー サリ アン ・ ユ ー テ ィ リ ティ -DISK 88VA シ リー ズ 52DD 3.800 '88・7-g9 


nw my TLE oP : て Ss 0 DTI 
PY EMT YA 後 も 続々 と 発売 され る 「 ソ ー サ リア ン 」 の 追加 シナ リオ て シナ リオ ディ スク Vol.1 これ で 「 ソ ー サ リア ン 」 の シナ リオ は 全部 で G0 本 に な り ま す 。 同一 機種 ・ メ ディ ア の | ソー サリ アン 」 が 必要 で す 


a 


らい け に え の 神 殿 ォ 』 lu P : 4. ああ 、 ジ ョ セ フ ィ 


ちる 村 の 近く の 古代 遺跡 | ー ヌ は 今 何処 に 
君 は まだ クリ ア し て いな い 待望 の 追加 シナ リオ 創刊 の 婦 記 か モン スタ ー な な え バ トレ 
見 れ た 新 月 の 夜 に 若い 娘 を 【 i 。 トド テ 
ン + 人 世界 去 『 つこ 1 + 城 の 才 
SUCERIAN SYSTEM SUENARIU 破滅 に は Df b 、 涼 い 込み 行 
1 | ング % | 
| 
し ーー g 
Vol. ] t B 
方 提 
1. 魔性 の 記 3. 悪魔 に 魅 い られ た 5 
h 合 い の と ある 名 も 無き 島 て 何 多 アマ ソン の 語 
な 事件 か 起き て いた (つる ぎ ) 
2 ER 故 多く の 足 金 履 を 出す 鉱山 の 村 て SNS 
Ss 疫病 か は や り た し た と いう 情報 カ 
息 を 絶 な ンー あっ で 
; こ 訪 不 明 に な り 、 礎 物 か 邊 る 
っ て 、 海 農 の 住家 た っ た その 人 ヵ の 山 の 窪地 に 恨 人 上 
こい っ た いと の よう な 謎 か 秘め : て い | 7 
れ て !【 カ た < え ナ ) 道 は 落 盤 の た め 閉 さ され て い 7 


ゲー ム 性 アッ プ & エ ンタ ー テ ィ メ ント 羨望 の ユー ティ イリ ティ 発表 。 


SOCERIAN SYSTEM UTILITY 1 De a scsi gia 
{ユー ティ リティ ・ テ ィ ス ク 」 は ソー サリ アン ・ シ ステ ム の 自由 度 を 高め 現 ユ ー ザ ー の ニー ズ に 答え た り 、 フ ァ ル コム 「 ソ ー サ リア ン 」 の スタ ッ フ が 直接 ユー ザー ヘ へ メッ セー ジ を 伝え る 一 種 の メ テ ィ ア で す 。 同一 機種 ・ メ ディ ア の 「 ソ ー サ リア ン 」 が 必要 で す 。 


. 魔法 を か ける BAー サ ワウ アン トウ クイ 


「 ソ ー サ リア ン 」 で 自分 の 思い 通り の 魔法 を か ける に は 相当 大 変 で し た か 「 ソ ー サ リア ン 」 に ちな ん た クイ ス を 当社 の 最 年 少 ス タ 
ここ で は 180 種 類 の 魔法 を 一 胃 で か け て 買え ます 。 ッ フ 「 タ ッ チ ャ ン 」 の 司会 て お 楽し み 下 さい 。 


の > 28、 332 細 略 コ 、 名 前 の 変更 7. お 便り コー ナー 


テン も の リム 
めも の みん っ クル NE こ 「 ソ ー サ リア ン 」 は キャ ラク ター に 名 前 を つけ る と き に アル ファ ベッ ト し {ソー サリ アン 」 の ユー サー・ ア ン ケ ー ト 葉書 を お 送り 堪 
いた 方 の ご 意見 や スタ ッ フ の メッ セー ジ シ を 当社 の 若き シ 


ドイ マオ アト だ だ の かう 
いる アイ テム の 名 前 も か えら れ ま す 。 8 ドラ ゴン と 戦う ナリ オラ イタ ー「 い か ちゃ ん 」 の DJ で お 送り 致し ます 。 


8 に ィ en PP か 使え な か っ た の て すか 、 ひ ら か な や カタ カナ の 名 前 か 付け られ 持っ て 
【 


「 ソ ー サ リア ン 」 で は 一 定 の 条件 を 満た す て ド ラゴン 軍団 と 戦え る モー ト か 出現 し ます か 、 無 条件 て 
ーー 3“ | 1 

1 . 道具 の 売買 4. ユー ザー ディ スク ツール ドラ ゴン と 戦え る よう に な っ て いま す 。( 弱 いと 負け ます が か 。) 

「 ソ ー サ リア ン 」 は 自分 の 買っ て 装備 し て いる  「 ソ ー サ リア ン 」 に 付 層 の ユー ザー ティ スク の バッ クア ッ プ や 新しい 

武器 や 防具 か 同じ 物 で キャ ラク ター どう し の 道 。 ユー ザー ティ スク を 作っ た り 、 別 々 の セー ブフ テー ター の キャ ラク ター の ヨ .「 ミ ニ ミ ニ ・ ソ ー サ リア ン 」 


具 の 交 換 か 出来 ませ ん で し た が ここ で 武器 や 入れ 換え か 可能 で す 。 「 ソ ー サ リア ン 」 の 15 本 の シナ リ オ を 題材 に し た 
防具 を 売買 出来 ます の て 、 キ ャ ラク ター 間 の 武 ゲー ム で す 。「 ソ ー サ リア ン 」 の キャ ラク ター が 
器 の 交換 や 自分 の 持っ て いる 武器 や 防具 を 一 時 5. 日 GM 参加 する 形式 で 4 人 まで 一 緒 に 遊べ ます 。 最初 に 
的 に 売っ て 保存 し て お く こ と も 可能 で す 。 「 ソ ー サ リア ン 」 で は 機種 毎 に 収録 され て いる BGM か 若干 異な り ま す 。 ゴー ル し た キャ ラク ター に は 賞品 と し て 経験 値 


ユー ティ リティ ー・ デ ィ ス ク に は 未収 録 の BGM の 一 部 か 収録 され て お (EXP) が 雅 え ます 。「 ソ ー サ リア ン 」 を ブレ イ 
り 聞 く こ と か が 出来 る よう に な っ て いま す 。 し た ユー ザー に は 大 受け の ゲー ム で す 。 


通信 販売 (送料 無料 ) 
e 現金 書 劉 の 場合 ーー 
氏名 ・ 機 種 名 ・ 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 を 明記 し て 、 現金 書留 て お 申し 込み く た さ い 。 
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FalcCom 生計 千 人 9 ・ 代 金 絢 の 場合 


電話 や FAX や ハハ 力 キ て 、 品 名 ・ 機 種 名 ・ 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 を 明記 し て 、 
Personal Computer Software お 申し 込み くだ さい 。 商品 お 届け 時 に 商品 代金 を お 支払 いく だ さい 。 


調 〒190 東京 都立 川 市 柴崎 町 8-1-4 トミ オー ビル TEL 0425¢27)5501 こら FAX 0425¢88)2714 


hen 

7 』 

7/ //// A Litd. 
〒064 札幌 市 中 央 区 南 10 条 西 15 丁 目 ム ラ カ ミ ビル 3F 分 011-561 1370 
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A NK 
N 


ヽ エア CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 バフ 
用 ソ フト ワ CZ-6BE\ RD 


) 
2 


8.900 X12 回 払い 
分 割 も OK グ 


es 


PM 
7 時 ( 介 7/14、21、8/4、11、17、18、25 


ペペ 
m3.500 幅 CZ-5\C p0MB ハ ー ド テ 1 スク 内 蔵 
CZ-601C 標準 タ gE AS 5000 円 お 買い の 5 
CZ-601D 15 型 カラ ー テ イ スス レイ テレ ビ (0.39mm ピ ツ 9 MM 抽選 券 進 呈 。( 東 京 の み ) 
も la 0 
Cs 定価 \ 5: 
結晶 に つく っ て も らい まし た 。 
- ロ り ビ (5) 
1F モ デル 20 又 は X12 ー ボ 
ェ デ ル 20 の カ ^ 


5 イ ンチ 内 歳 型 ギラ イ が 
間 定 特価 \2.800 


ーー 人 和仁 洒 算 ブロ セ ッ サ 
価 \49 CZ-6BPl 数 WW SO a 
¥ 32,5 ボケ コソ ンコ ナー へ と つう 
価格 \17 800 シャ ー pC-Ee00 定価 \22.000 
(0) 00 CPU、RAM 容 量 32 
NR 77,800 

PC-E \28.800 

32KB 

特価 24800 


yt18000 
y109 800 EE 


な ど 


EF を セッ ト し た も の て で 、 
で きま す . 


デル 3U NL ッッ 
て AM \218.000 @ cz-820C \ 69 .800 
| K ゞ パッ ょ れ た "横綱 」 が 


セ ヽ 
本 proc \109.800 
es 種類 の ソフ ト が パ どう ク 
つい て と ます 。 
ッ ク モ びっ くり 特価 
\19,800 
Ed ーーー ] 
= KDM-30M ど L 300/ 1P0U ホ ボー 
関西 電機 ッ ク モ 特価 ぎ \165000 


オム ロン MD-2400B an0 te00/6400 ボ ー 
ッ ク モ 特価 \42y800 


ッ ー ポ /MZ-8500 際 リン 
ラー 漢字 熱転写 ブ プリンツ 
特価 販売 中 


が 02F 相 当 品 で す 
\32,8 xX! 
0 マウ ス CzZ-8PCE 
ッ ク モ 

間 KIIAI( タ ー ポ モデ ル I0 を 放り ィ ら -MX! ] cz-8PK5 江 補 ドッ トブ リン タイ 
DS 特価 \4,800 < ッ ク モ 特価 \6980 

こ フゥ スパ バッド あり ます 。 -8PK6 リピ ン 湯 ドッ トブ リン タダ (67 ッ ンチ) 

0 本 便利 な マウ スパ バッド の 00o より CZ-8PK トモ 張 価 \89:800 


全国 代金 引き 換え 配達 


お 申し : 
ra 時 エー 1 本 / 
会 計 が で きま す 。 配 達 日 の 指定 も で きま す 


月 々 5 
eg 
I 払い を 併用 し て 欲し いも の 先取 り / 


現金 書留 な ら 


和志 代田 区 神田 
ル 十 電機 通信 販売 部 


。 銀行 振込 な ら 
良行 店 仙 No 894047 


PRO STAFF Wj 


の 03-851-991 

ノ ク モ 5 ' 

クモ 7 中) 874 
モニ ュー セン ター 店 〆 03-551-0987 


THE SOFTOUCH 


[IM 
山川 


スペ ー ス ズ スハ リア 

M.U.L.E. 

ラス トド ト ェ ハルマ ダ グドン 
エグ ザイ ル ・ 破 戒 の 偶像 
ARCUS 
イー 
が s+ リリ ター 
eit 
アド ベン チャ ー ゲ ー ム イン ター プリ ター 電脳 作家 
Toys& Tools Human68K 


スイ ター 


7 タ 2 onx 1988.8. 


ある よう 


公 月 の SPECIAL REVIEW。 もう 読ん で く 
だ か: が 。 国人 


て た で し ょ 。 6 月 24 日 発売 の 最新 ソフ ト 1 
gv ey ti 
- 生 懸命 ガン バッ た ん だ よ 。 ま だ 7 月 に は TT 


か が ら ハ イド ライ ド 3 が 発売 きれ る 子 定 だ し , 
RPG フ ァ ン は と っ て も 忙し い 夏 を 迎え そう 。 
て も 。 これ らち の RPG を 見 て に い に る と ,。 を れき て 


本 格 派 RPG の 世界 を 目指 し て いた 基本 路線 か 
に 冒険 活劇 RPG と 呼ん て も 
な ひと つの ジャ ン ル が 完成 きれ つつ 
な 気 が す る ね 。 

を の ジャ ン ル 分 け は と も きま 伏 距 
りな ゲー ム プ テン の ひと り と し て ほ 。 いま の 
の ウン そし て 


ら 。 到 近 で て は 新た 
いい よう 


読者 が 選ぶ 今月 の ゲー ム ベ スト 10 


発売 され た と た ん に 直 僚 に 大 っ た の が ソー サ 
リア ン 。 や っ ぱり ね 。 3 位 以下 を 大 きく 引き 離 
し て 源平 討魔 伝 と トッ プ 争 い を 繰り 広げ て いま 
す 。 パ ソコ ン ゲ ー ム て 初め て 「 剣 と 魔法 」 の 世 
界 を 知っ た と いう 人 が , 以来 「 ア ー サ ー 王 」 を 
座右 に 置い て る , な ぁ ん て 言っ て まし た っ け 。 
ゲー ム 大 好き で よかっ た ね 。 

イー ス IH』 も 見 逃 せ ませ ん 。 次 は きっ と 上 位 に 
入っ て くる で し ょ う 。 う ん , 今度 どなた か 順位 
予想 を や っ て み ま せ ん か 7? 宛先 は Oh 編集 室 


完成 も 間近 と な っ た X68000 の ドラ 
・ ス ピリ ッ ト , R-TYPE と イシ 

ター で す 。 そ し て 最後 は X1 ユ ー ザ 

RR 3 


Or デマ ュー 


ーー C1 


」 Wag ie p00 


じす 1 すす | 
reOr tless 


Ftatus 


ハイ ドラ イド の 次 に 来る る の に ぜひ 期待 し て 
きだ いも ⑳ だ 人 負 。 

さき て, 皆さん お 待ち か ね の 今 月 の X68000 最 
新 ゲ ー ム 情報 か らい っ て み ま し ょ う 。 まず は 
PS か ら ザ ドリ クー シャ オプ ・ イ シン ター が 
を そし て テク ノ ソ フト か ら は サン ダー フォ ー ス 
i 
言 と JDS の 名 監督 , そし て 先月 A 列 車 I の ぅ 3 
= 1 の No 
に ウー ッ ク が 発売 され る 予定 びっ て 。 上 の 
ど 真 を 見 て も わか る よう に や や 発売 の 遅れ て 
いる ドラ ゴン ・ ス ピリ ッ ト や 8 月 発売 予定 の 
R-TYPE も 順調 に 仕上 が っ て いる よう だ し , 
都内 某所 で は アフ ター バー ナー プロ ジェ クト 
が スタ ー ト し だ らし いし , コリ ャ , ます ます 
し く 生 0 そう だ 。 よ と ころ で 。 発 月 全て 了 月 
発売 子 定 びと お 伝え し た 熱血 高校 ドッ ジ ボ ー 
ル 部 は , ちょ っ と 遅れ て 秋 頃 に な る みた い 。 
も う 少 し 待っ て て ね 。 


~ 


ゲー ム ベ スト 10 係 で す 。 
| . 源 平 討魔 伝 
ke アッシ 
.SUPER 大 戦略 

. 三 国 志 

=: ベス ペー スハ リア ー 
. イ ー ス I 

ーー 

スー パー レイ ドッ ク 
9 . ぎ ゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 2 
10 . 上 海 
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さて , これ まで X68000 関 係 の ソフ ト 情 報 は , 
ゲー ム は この 「SOFTWARE INFORMATION」 
で , ツー ル 類 は 「X68000 あ な た の 知ら な い 世 
界 」 で : と 梁 所 で 組 介 し て だ わけ だ けど ,。 ず 
いぶ ん と 発売 され る ソフ ト の 数 が 多く な っ て 
きそう な 気配 な の で , 来 月 か ら は 一 本 化し て , 
この THE SOEFTOUCH の な か に 新しく X68000 
ソフ ト 情 報 コ ー ナ ー を 新設 し た い 


る わけ 。 誰か その ユー ナー に 付け る いい ネー 
ミン グ が あっ 朗 ち ハガキ に 書い て 送っ て くだ 
る いな 。 採用 され た 方 に は 1988 年 型 最新 モ デ 
ル の Oh!※ ロ ゴブ 入り オリ ジ ナ ル シ ャ ー プ "ペン を 
ドー ン と 杜 華 に 1 本 差し 上 げ ち ゃ いま し ょ う 。 
いや ー。 本 当 に 太っ 腹 の Oh!X 編 集 宝 で すこ 
た / を My し や よ まあ し すね 。 


次 … 7 月 2 日 現在 発売 中 護 … 近 日 発売 予定 
文 ス ペー スハ リア ー 

スペ ハリ と 聞け ば , X68000 版 の こと だ と 思っ て 
いた X1 コ ユー ザー の た め に X1 版 が つい に 発売 され る 
こと に な っ た 。 ゲ ー ム の 内 容 な ん て も う 説 明 す る 
まで も な い が , 意外 と その シナ リオ に つい て は 知 
ら な い 場 合 が 多い の で , あえ て ここ て 簡単 に 紹介 
し て お く と , 超自然 現象 と 凶悪 な 魔 生 物 に 侵略 さ 
れ た ドラ ゴン ラン ド を 救う べく , 超 能 力 戦 士 ハリ 
アー は オー トロ ッ ク 式 ラン チャ ー を 手 に 単身 戦い 
を 挑む の だ っ た …… , と いう も の 。 さあ, あと は 
ドム や アイ ダ な ど お 馴 染み の 敵 キ ャ ラ 相 手 に , 3 
D ジ ュー ティ ネン グ ア ク ショ ン を 存 分 に 楽し も う 。 


X1/X1turbo 用 5”2D 版 2 枚 組 7,800 円 

(2 ドラ イブ 専用 ) 

電波 新聞 社 谷 03(445)611ll 
太 M.U.LE. 


ジン き a ユ 必 テジョヨン と ひび ひと言 で 表現 する に は ,。 あ 
まり に 毛色 の 違っ た ゲー ム 「M.U.L.E.」 が X1 に 登 
場 だ 。 こ の ゲー ム , 簡単 に 説明 する と 遠い 惑星 で 
資源 調査 と 開拓 を 進め て いく わけ だ が , その 間 . 
目 分 の 土地 を 確保 し た り 食 料 を 生産 し し オー クシ 
ョ ン 会 場 に も 足 を 運び , そこ で 儲け れ ば 多目的 ロ 
ボ ポット ・ ミ ュー ル を 買付け , 自分 の 土地 に 設置 し て 
いく と いう も の 。 一 見 地味 だ が , 4 人 プレ イ て 遊 
べ ば , プレ イヤ ー の 個性 が 出 て し まっ て , と っ て 
3 の レイ で きそう 。 

X1/X1turbo 用 

ビー・ ピ ー・ エ ス 
廊 ラ スト ・ ハ ル マ ゲ ドン 

この RPG の 舞台 は , いま か ら 何 万 年 も 先 の 未来 。 
人 類 は 減 亡 し , 地球 を 支配 する も の は いな か っ た 。 
そこ に 現れ た の が , か つて 人 類 に よっ て 減 ぼ され 
た は ず の モン スタ ー た ち 。 地 球 を 我々 の も の に . 
と 奮 い 立 つ 彼ら の 未来 は 順風 満山 の よう に 思え た 。 
が , そん な と き 彼 ら の 前 に 立ち は だ か る 生物 が 。 
人 間 ? いや , そん な は ず は な い 。 彼ら は 減 び た 
は ず だ 。 そ の 生物 は モン スタ ー た ちと 同じ く , 地 
球 を 支配 し よう と 宇宙 か ら や っ て きた エイ リア ン 
だ 5XG5 っ だ 。 そし て いま 。 地球 を めぐ で っ そ で モッ 
スグ ダー を エリ アン の 戦い が 始ま る 。 こ の ラス トド ・ 
ハル マゲ ドン の 主役 は 人 類 で は な い 。 そう, モン 
2 だ あか の だ 。 


5'2D 版 7,800 円 
会 045(931)5815 


四 っ らい 


ズバ 


スペ 5 打 半 細 計 結 


X1/X1turbo 用 5?2D 版 5 枚 組 7,800 円 
(2 ドラ イブ 専用 ) 
ブレ イン グレ イ 分 03(264)3534 


文 エ グ ザ イル ・ 破 戒 の 偶像 

この エグ ザイ ル は , アク ショ ン シ ー ン と RPG シ 
ー ン の 2 つ で 構成 され , アク ショ ン シ ー ン は 源平 
討魔 伝 の デカ キャ ラモー ド , RPG シー ン は ドラ ク 
エタ イフ の 画面 構成 と な か っ て いる 。 そ し て この ゲ 
ー ム は 12 世紀 と いう 時 代 設定 か ら ス ター ト し て , 
9 つ あ る シナ リオ を た 。 | つ ひ と つ 人 解い て いく て うす も 
に , この ゲー ム の 最終 目的 を 知る こと と な り , 舞 
合 も 20 世 紀 へ と 移っ て いく よう だ 。 ア アラ ビア 半島 
を 中 心 に 展開 され る 古代 の 神秘 な 世界 。 は た また 
現代 の 中 東 情勢 が ゲー ム に 取り 込ま れ て いて 楽し 
めそ う 。 また, 発売 日 より 2 週間 以内 に この ソフ 
ト に 付い て いる 応募 用 紙 を 送る と , も れ な く 日 本 
テレ ネッ ト の オリ ジ ナ ルミ ュー ジッ ク CD が 当たる 
オマ ケ も 付い て いる 。 


X1turbo 用 5?2D 版 3 枚 組 8,800 円 

(2 ドラ イブ 専用 ) 

日 本 テレ ネッ ト 谷 03(268)1159 
文 ARCUS 


「RPG に は 様々 な タイ プ が ある わけ だ が , すべ て 

の RPG に お いて 共通 点 が ある 。 それは 経験 値 で あ 
る 。 (中 略 ) この こと に つい て は 最近 , 経験 値 稼 ぎ 
と いう 言葉 が 生ま れ た 。 シナ リオ や グラ フィ ッ ク 
が 変わ っ た だ け で 基本 的 な シス テム は 変わ っ て い 
な か が っ た 。 そ こ で わが ウル フチ ー ム は,。 考え た の 
で ある 。 こ れ ま で の パワ ー プ レイ を 中 心 と し た R 
PG を 第 一 世代 の RPG と 例え る な ら , 第 二 世 代 の R 
PG は テー ブル トー クタ イプ と 考え た わけ で ある 。 
レベ ル , 経験 値 は な く , 会 話 を 中 心 と し , キャ ラ 
の 成長 は デジ タル 的 で は な く ア ナ ロ グ 的 に する 。 
いま , RPG が 新しく な る 」(「RPG に お ける ARCUS 概 
括 論 」 よ り 一 部 抜粋 )。 こ こ か ら も わか る よう に ., 
あの , ウ ルフ チー ム の 意欲 作 が X1 に 初 登場 だ 。88 版 
の も の に か な り の 変更 が 加え られ る 予定 らし く , 
ウル フチ ー ム の 実力 に 期待 し た い 。 


X1/X1turbo 用 5”2D 版 5 枚 組 9,.800 円 
ウル フチ ー ム 谷 03(269)8650 
ヘル ツ ォ ー ク 


2 人 同時 プレ イ も で きる リア ル タ イ ム ・ シ ミュ 
レー ショ ン ゲ ー ム が 登場 だ 。 あ な た の 使命 は 機動 
歩兵 と 破壊 工作 兵器 を 使っ て , 敵 本 拠 地 を 攻め る 
べく 前 線 基地 で 戦い 抜く こと 。 2 人 同時 プレ イ の 
場合 に は , 同じ 画面 の な か を 動き 回 る の で は な く . 
画面 を 縦 に 2 分 割 し し プレ イヤ ー | と プレ イヤ ー 
2 が 別々 の スク ロー ル を し て し まっ た り と , いま 
まで の シミ ュ レ ーション と は 毛色 の 違う も の に 仕 
上 が っ て いる 。 こ の あと の GAME REVIEW で も 紹介 
し て いる の で , そちら の ほう も 参考 に 。 


M.U.L.E. 


X1/X1turbo 用 5"2D 版 6,800 円 

( 要 G-RAM, turbo 以 外 は ジョ イス ティ ッ ク 専 用 ) 

チク ノ ソ ラ ト 人 0956(33)5555 
廊 ザ ・ リ ター ン ・ オ フ プ ・ イ シタ ー 

この ゲー ム は あの ドル アー ガ の 塔 の 続編 で 。 ギ 
ル が ドル アー ガ を 倒し , その 魔力 を 封じ 込め , 恋 
人 の カイ と と も に この 塔 か ら 脱出 する と ころ か ら 
始ま る 。 し か し , ドル アー ガ の 魔力 が 解け た た め 
に その 魔力 に よっ て 修復 され て いた 塔 は 廃寺 と 化 
し , 出口 へ の 道 も 迷路 と な っ て し まっ た 。 さら に 
ドル アー ガ の 呪縛 が 解け て し まっ た た め , モン ス 
ター た ち は 以 前 に も まし て 狂 暴 に な っ て いた 。 果 
た じ て 。 ギル と カイ は 世界 を 救う こと が で きる が , 
それ は あな た の 腕 次 第 。 


X68000 用 5"2HD 版 7,800 円 
信 0245(45)5777 
文民 -TYPE 


昨年 。 ゲ ー ム セン ター で 好評 を 博 し た R-TYPE が 
各 機種 に 移植 され て いる の は 皆さん ご 存じ の と お 
り 。 首 を 長く し て 待っ て いた 方 , お 待た せ し ま し 
た 。 い よい よ X68000 に も 登場 だ 。 炊 々 に 現れ る グ 
ロ テ ス ク な 敵 キ ャ ラ を 相手 に , あな た は 単身 R- 9 
に 乗り 込み , 戦わ な けれ ば な ら な い 。 果 た し て , バ 
イド 帝国 の 支配 者 バイ ド を 倒す こと が で きる だ ろ 
うか 。 ど こま で アー ケー ド 版 の 道 力 に 迫 れ る か 。 

X68000 用 5"2HD 版 7,800 円 

アイ レム 販売 人 06(535)4480 
補 ア ドド ベンチャー ゲー ムイ ンタ ー プ リタ ー 

電脳 作家 (サイ バー ライ ター) 

つい に , X68000 ユ ー ザ ー 念 願 の アド ベン チャ ー 
ゲー ム 用 の コン スト ラク ショ ン キ ッ ト が 登場 し た 。 
Human68k の コマ ンド と し て 扱う こと が で き , この 
ツー ル 専 用 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル も 付い て いる 。 
な お , この アド ベン チャ ー ツ ー ル を 使っ た アド ベ 
ンチ テ チャー ゲー ムシ ナリ ホコ シン テス ト も 予定 き 秋 エ 
お り , 入選 作品 の 一 部 は , 商品 化 が 行わ れる ほか , 
それ 以外 の 作品 は 各 応 募 作 品 ご と に 得点 順位 , 偏 
差 値 , 審査 員 の コメ ント 付き で 返送 され る 。 

X68000 用 5”2HD 版 2 枚 組 4,980 円 

日 コン 連 企 画 谷 06(644)690|1 
※Toys&Tools Human68k 

Human68k の コマ ンド モー ド を 使う うえ で ACOPY 
(複数 の ファ イル を 連結 する ) と いっ た , あれ ば 便 
利 ! と いう よう な も の か ら , QIX( 見 て いる だ け 
で 心 が な ご む 環 境 ソ フト ) と いっ た , こん な の な 
ん の 役 に た つん だ と 思わ せる も の ま て 幅広 く 各 種 
集め た トラ ンジ ェ ン トコ マン ド 集 。 な 大 た どい ちち て 
も , 基本 的 に マニ ュ ア ルレ ス で 使え る 親切 設計 が 


うれ し い 。 
X68000 用 5"2HD 版 6,800 円 
計測 技研 会 0286(22)9811 


THE SOFTOUCH 5 


THE SOFTOUCH 


今月 は 。 シュ ー テ ィング アク ショ ン 「 へ 
ルツ ォ ー ク 」 と , 正統 派 麻雀 ソフ ト 「 プ ロ 
フェ ッ シ ョ ナル 麻雀 悟空 」。 そ し て RPG の 
「 ハ ー レ ッシュ 」 の 3 本 で す 。 う まく すれ 
ば X68000 の ドラ スピ が 間に合う か と 思 


っ て いた けど , 今月 も ハズ レ 。 来 月 , 期 
待 し て いて ね 。 


7 の onx 1988.8. 


2 プレ イヤ ー の 場合 だ と , 左右 に 2 分 割 さ れ 
た 画面 が 上 下 別 々 に スク ロー ル す る シュ ー 
ティ ング ゲー ム 。 熱く な る こと 請け 合い 。 


パッケージ を 見 て , ひと 蘭 前 の スク ロー 


ル シ ュ ー テ ィング か と ょ 一瞬 不安 を 感じ る 。 
デモ を 見 て 。 さす が 技術 の テク ノ ソ フト 。, 
いい 処理 し て る な あと 感心 する 。 そし て ゲ 
ー ム を プレ イ し て みる と , や っ ぱり ヘル ツ 
ォ ー ク に し て よかっ た 1 と な る 。 実際 , 
この パッ ケー ジ は 地味 だ し , な ん と な く (くつ 
ま ら な を そう な 表情 の ゲー ム で ある 。 と ころ が 
ぎっ ちょ ん , 真実 は き に あら ず で ある 。 ブ プ 
ンー する と わか る が , この ゲー ム の 戦略 的 
要素 は 大 戦略 を , 2 分割 スク ロー ル は ボー 
ルプ ブレ イザ ー を 連想 さき せる ほど の 出来 栄え 
な の だ 。 前 評判 は な い に 等 し いこ の テ の ゲ 
ー ム で は , 昔 の 悪夢 の ょ うな 操作 性 が 思い 
出 き れ そ うだ が , その 心配 も な い 。 リ アル 
タイ ム の 要素 と スト ラテ ジッ ク な 要素 が 非 
常に うま く 調 和 し て いて , 
し し まう ソラ クト だ だ 。 と ょ に が か (ツア ョ ュー チャ 
ング と いう より シミ ュ レ ーション の 色 合 \ 
が 強い の で 。 その 筋 が お 好き な 方 は ぜひ 
2 人 用 モー ド で 実際 に プレ イ し て みて は しい 。 
雪 中 度 匠 yp ジレ ジレ (A.N.) 
まず は な に も 見 な いで ゲー ム を や っ て み 


に 2Y マ っ だ り 


る 。 1 外 た っ だ た 。 し ぇ 一 。 な だ ん じゃ これ は ほ 。 


訳 が わか らん 。 今度 は マニ ュ ア ル 片 手 に や 
っ て みる 。 な に な に , 破壊 工作 兵 益 を 作っ 


邊 。 の 前 線 基 地 を 破壊 すれ ば いい の だ と 。 


こり ゃ 単純 な ゲー ム だ こと 。 それ な ら ば , 


H 
1 


1 


1 HR 
LU 


re 
ビジ ユア ルー リア イデア 


ジャ ンジ ャ ン 兵 問 を 作っ て や ろう じゃ な い 
の 。 それ っ , 戦車 だ , 核 ミ サイ ル だ ! 

お お っ, こい つ は 楽し いや 。 作っ た 戦車 や 
ら 歩兵 や ら が , 前 線 基地 に 向かっ て ト ュ ユ ト 
か bou 

, 英 と 衝突 すれ ば 戦闘 びっ て し て 〈《 和 れ 
a 
ビリ 眺め て りゃ いい の か と 思う と , 世の中 
を ん な に 甘く は な か っ た 。 自分 は と に を は 
モビ ルス ー ツ を 操縦 し て , 兵 費 の 輸送 や ら , 
瑞 の 攻撃 や ら 5 で, コモ セコ セ と 画面 を 動き 回 


っ て 大 忙し 。 こ の ゲー ム , 人 間 と 戦う こと 
も で きる の で , コン ピュ ー タ 相手 に ムッ ツ 
リ す る より は , 友達 相手 に ギャ ー ギ ャ ー 
ぎ な が らし 遊ぶ ほう が 健康 的 で しょ う 。 

要 中 度 了 ep pp に らら (H.K.) 
XI/XIturbo 用 5'2D 版 6,800 円 


( 要 G-RAM, turbo 以 外 は ジョ イス ティ ッ ク 専用 ) 
テク タブ イツ フラ トド B0956(33)5555 


24 人 の 対戦 相手 の な か か ら 雀 士 を 選び , 段 
位 戦 , 勝 抜 戦 , 段位 の 3 つの モー ド て 対戦 
で きる 正統 派 4 人 打ち 麻雀 ゲー ム で す 。 


ゆう うー ん , 凄い 。 な に が 凄い っ て , この 麻 
雀 悟空 。 4 人 打ち 麻雀 で 結構 強い ん で す よ 


ー ( 例 に よっ て 私 が 弱い ど だけ か も し れ な い 
が , そん な こと は 気 に し な い )。 で , 麻 人 雀 惜 
空 と いう 名 前 か ら も わか る よう に , 麻雀 に 
出 て くる キャ ラ が 悟空 だ っ た り , 八 欧 だ っ 


た りす る わけ で , 1 人 ひと り の キャ ラ の 多 
が (そう そう , 1 回 1 回 対戦 する 相手 が 培う 
ん で す よ ) 平均 和 了 点 25000 点 と か , 立直 率 
.250 と 上 か 。 数 字 で 見 られ る ん で すさ よー, う 一 
RN 
(っ て いう の は な ん か 変 な 感じ だ けど ) に す 
る ん だ っ た から, な ん て て, 上 が っ た と き の ." 但 
ゃ い 」 と か 「 こ れ で 勝っ た と 思う な よー っ !」 
と か 。 リ アク ショ ン を 付け て <《- 表 な が つっ だ 
た ん だ る ろう 


は っ きり 計る 上: の マルゴ 19 に か こ 
まれ て 麻雀 や っ て る みた いで いま いち 。 湊 
ち 着 け な い ん だ よね ー。 庄 々 と 麻雀 や る 人 
に は いい の か も し れ な いけ ど …… 。 あ と 0.5 
歩 で 完璧 な の に な 一 。 

HDSa ココ コ 33 (で ) 
右手 人 医 し 指 を に, 中 指 を に | に, 薬指 
麻 戦 の 雀 士 を 前 に , 和牛 魔王 , 

: 成 。 英 は 多く , ルー ル は こち ら で 決 め ら 
4 れる が 。 あま り ロ ー カ ル な の も 気 が 引 け 。 

連 記 くら い は いれ て も ら う が カン ウラ は 
な て ぼん や り し て いる と 鳴き 損ね , うっ 
か り 捨 て る と 振り 込み , 時 折 数 秒 の 長 考 に 
ERR みろ に リー チ を か けら 
れ だ り し て , それ で も 早朝 , まだ 明け や ら 
ぬ 空 の 下 , これ か ら 1 日 が 始ま ろう と いう 
すっ きり し た 頭 で 挑 め ば , 慎重 に 慎重 を 重 
ね , 無理 あやせ ず , 振り 込ま ず し て 勝て ぬこ 
と も な し と は いえ 。 NNE 
と 朝刊 も 配達 さ れ , 多少 計算 機 相手 に 「 


を | | に 添え , 


の や ろう 」 な ど と 日 走り 始め る 頃 に は 。 あ 
4 し よ あ れ よ と 裸 に る され, それ て 
持ち 上 直し, 
が た と か" 情 1 


町 半 の 
北 は 初 


人 
貯金 に も の を いも わせ も, 


| EH 5 . WW = 


操作 性 


リク ラド 


座 雀 ジジ ジュ アデ ル 


段 へ と 時 進 し た 。 

実戦 並み の 緊張 感 と 頭脳 を 要求 きれ る , 
久々 の まっ と うな 麻雀 遊戯 で あっ た 。 
ID ココ ココ スス 5 (K) 
XI XIturbo 用 5 2D 版 6,800 円 
シャ ノア ー ル 谷 03(702)0598 


突如 復 
そこ て 光 の 戦士 が 失わ れ た 光 を 求 
め て 立ち 上 が る と いう , RPG な の で す 。 


ee ee eo ee ee ee ee ee ee e ee ee ee ee ee ee ee e ee ee ee ee ee ee ee ee ee ee ee 


いわ ゆる 普通 の ア 


過去 に 封印 され た は ず の 影 の 神 が , 
活 し た 。 


ye この ハー レッ シュ は , 
クシ ョ ン RPG と な っ て お り ま す 。 町 の 住民 
か ら 情 報 を 集め 敵 と 戦っ て 経験 値 や お 金 を 
稼ぐ 。 そい で も っ て , 剣 や 防具 を 買っ た 5 
修理 あし だ た だり, と き に は デカ キャ ラ も 5 登場 
だ りす る アレ で す 。 スクロール es 
し , 画面 消去 は 遅い し , BGM は 変化 に 乏 
rier 
編集 者 は オタ ク し て る よう だ し (失礼 , こ 
し は 関係 な い ) と , 欠点 は 多い の で す が , 
と ころ が どっ こい 。 グ ET いる と 
簡単 に 解け て いく 謎 , そし て 次 々 と 変化 し 
の 06 不 が つる てい (マップ ひど と 。 な か な か 
心地 よい の で す 。 過 去 に , あの ザナドゥ を 
5 時 間 で 飽き た この 私 が , 18 時 間 も の 間 , 
すっ か り 愛 中 に な っ て し まい まし た 。 

いま 話題 の イー ス II や ソー サリ アン は . 
周知 の と お り , すっ か り turbo 専 用 に 
いま す の で ,。 RPG フ ァ ン の X1 ユ ー ザ ー の 
方 は ぜひ こち ら を 召し 上 が っ て みて は い 
が 9T も よう の 2。 
ID pp に レレ (お ) 
リア ル タ イ ム の アク ショ ン RPG で ある 。 
取 近 は , 戦闘 が 起こ る と いち いち 戦闘 画面 
と か に 切り 換 わ っ た りす る の が 多い が , こ 
の ゲー ム は , 敵 の いる 方 向 に 押し つけ る と , 
勝手 に ボカ スカ と 殴り 合っ て くれ る と いう 
実に 安直 な 方 式 で な か な か ょ よろしい 。 傷 直 
し を し な く て も どん どん 傷 が 直っ て いく の 
も いい 。 

ゲラ フィ イィ ッ ク は ば は な か な か きれ いて あお る 。 
人 に 会 っ て 話 を 聞く と き , クロ ー ズ アッ プ 


I 


私 は も っ と 自由 に 空 を 飛び た い の だ っ ! 


ち ね ーー ず : サ タッ キー の (で ) で 一 す 。 達 うち て 
ば 。 と ころ で この 私 は , X68000 と いう と 「 ザ ・ 
コッ ツク ピッツ ド で は かり 衝 ん で いま (も も ちろ 6 
XI で は まじ ゃ べ ん ち ゃ ー だ けど )。 こ の コッ クビ ピ 
ッ ント は これ は これ で と っ て も 満足 じじ てる だ 
けど , や っ ぱり セス ナ 機 や 戦闘 機 み た い に キ リ 
モミ 飛行 は で き な い し , 癒 E 昇 な か る も でき な 
いん で す よ ね ー。 それに 私 は 夕焼け に 染まる 空 


WMUMUMUUMNIUUH UIU UI UTU DU DD 


アル 


RPG ヒジ ュ 


が 出 て くる の は な か な か よい 。 また, 宮殿 
- こ は いか に も と いう 感じ の BCGM が 流れ , 衛 
兵 が 行進 あし て いた だ り し て な か な か 究 囲 気 
が よい 。 お姫様 に 会 い に 行く と ころ も それ 
は て か っ 

難 を 付け れ ば , ファ ミコ ン な ん か の ゲー 
ム に 比べ て 。 詰め が 甘い と いう か ,。 いま い 
ちの か っ だ た る る が ある の が 問題 し いえ る 。 
し が か し 。 2 ソコ ヨン RPM に あり が ちな か な 。 ど ぢ ど え 
nw て も を し だ と ころ を 魔 し た 。 
い ゲ ー ム で ある 。 
SID ココ コ ココ: 
XI/XIturbo 用 
ザイ ン ・ ソ フト 


パラ ンス の い 


(M.Y.) 


5' 2D 版 3 枚 組 7,800 円 
会 0794(31)7453 


港 を 飛び 立ち た いし , 纏 の 景色 も 見 て みた い 。 
ほか に も マッ ハ 2 で ほか の 飛行 機 と も 競争 し た 
い 。 し た いっ っ ! そう も っ と 私 は 自由 に 空 
を 飛び た い の だ ぁ 。 最近 , この 私 が 遊べ た フラ 
まま タ ミ エ レー ジョ キン つ A00 の う コウ クビ ピッ 
ト の ほか に は , ずい ぶん 前 の 投稿 の MZ- 1500 用 
「SKYHOLYDAY」 し か な いじ ゃ な いで すか 。 これ 
で は いけ な いっ ! ね ー, 誰か X68000 に も っ と 
凄い フラ イト シミ ュ レ ーション を 作っ て よ 。 
(すっ か り 他 力 本 願 の ( で ) ) 
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る イー ス | (第 1 話 ) 


a 


Kamon Masato 


工 由 真人 


6 民 の イー ス の 本 に 秘め られ た 新た な る 
謎 に 立ち 向かう た め , 少年 アド ル は 壮大 
な 冒険 の 旅 へ と 旅立つ 。 音 楽 ,。 デザイン 
な ど は 言う に 及ば ず , な か で も 今回 の イ 
ー ス 』 では, 完成 され た スト ー リ ー に ぜ 
ひび 注目 し て いた だ きま た い 。 


X1turDO 用 5"PD 版 4 枚 組 7.800 円 
(Model 10 で は 要 CZ-8BGR2, CZ-8BF1 
5 ドラ イブ 専用 ) 

日 本 ファ ルコ ム 谷 0465(67)6501 


OR 


75 onx 1988.8. 


奥 7 章 ラン ス の 本 ーー 
「 大 丈夫 ? 」 
か わい いそ の 声 で , よう や さく 俺 は 意識 を 取 
り 戻 し だ 。 
『「 こ は 
『 う や ら 。、 ま た も 見 知ら ぬ 土 地 に 来 て し ま 
っ た よう だ 。 故郷 が 妙 に 懐か し い 。 

し か し , そん な か 感傷 に 浸 っ て いら れ た だ の 
人 ア の 家 を 訪れ る まで の こと だ っ た 。 
を う ., 俺 は 助け て くれ た リリア な る 娘 に 連 
ee ジン 
の 村 で は , まず リリ ア の 母 バ ノア を 訪ね た 。 
を こ で 俺 は 悲し い 事実 を 聞か され だ 。 あ 
の リリ ア は 実は 重い 病 い に 侵さ る れ て いる と 
Re そう 忌 

、 俺 は 再び 胸 の うち に 熱い も の が 燃え 
pon を う , 俺 は 行か な けれ 
ば な か ならない に 。 リ リア の だ めい に 


バ ノ ア の 話 に よる と , 了 医者 の フレ ア な ら 
ば リリ ア の た め の 薬 を 作れ る と いう 。 と り 
あえ ぇ ず フ レア を 探 そ を う 。 そ う 思 っ て バ ノ ア 
の 家 を 出 て 村 を 歩き まき わっ て いる と , フレ 
ア の 弟 な る 人 物 に 出会っ た 。 

彼 の 話 に よる と, ア は いま は け は 廃 庶 と 
化し て いる 廃 塊 の な か で 生き 埋め に な っ て 
いる らし い 。 俺 の 新た な 目的 は 決ま っ た だ 。 
手元 に は バ ノ ア に も ら っ た 300G が あ る 。 俺 
は それ で 剣 と 樋 , を し て 楽 草 を 買い 求め た だ 。 
村人 た ちの 話 を 開く だ け 聞 いた らい よい よ ょ 
廃 近 べ と 出発 だ 。 

廃虚 の な か に 入る と , きっ そく モン スタ 
ー ど も の お 出迎え だ 。 久々 の 戦い に 最初 は 
戸惑う 俺 びっ た が , カン さえ 取り 戻せ ば こ 
の 俺 は 次 々 と モン スタ ー と ども を 

な ぎ 倒 し , 体力 の 充実 に 努め た 。 

A 
を の 老人 は 俺 に モン スタ ー の 守っ て いる 宝 
逢 の な か の 物 を 持っ て 来 て て れる よう に 門 
hk の だ 。 よ し きだ 。 と は か り に その モン ミネ 

ー に 戦い を 挑ん だ の は よかっ た だが, 相手 
が 強 す ぎ た 

や っ と の こと て 逃げ 出し た 俺 は , さら に 
体力 を 充実 きせ , 装備 も ふやし て 再び 戦い 
を 挑ん だ 。 1 回 相手 を 切り つけ て は 離れ る 
た いう セッ ト アプ ウェイ 戦法 を と 
っ た 俺 の 前 に , ー は な すす べ で も な 
〈 消 減 し た 。 

2 し て 俺 は 神 界 の 杖 を 手 に し た 。 先 は 
どの 奇妙 な 老人 の 教え に 従い , 女神 像 の 前 
- 立 っ た 俺 に 奇妙 な 変化 が 起こ っ だ 。 そう 
i eet 


Re 7 


・ ア ンド ・ 
シス タ 


俺 は さら に C じ 廃虚 の 探索 を 続け ロダ の 実 
な かどや を 盾 に だ な 。 そ し で て で 十分 に 電 を や に 
俺 は 。 いよ ょ よい ょ 目的 地 で ある 廃 坂 へ と 向 か 
うこ と を 決意 し ヒ だ た 。 


俺 が 村 に 戻る と , 村長 に 出会っ た 。 村 長 
は 廃 玩 に 入る こと を 快く 許し て くれ だ 。 こ 
うし て 俺 は 廃 列 へ べ と 向 か っ た 。 

腐 寺 に 入っ て し ば らく 〈 行 く と, 奇妙 な 部 
屋 を 見 つけ た 。 静 まり 返っ た その 部 屋 の 尋 
に は 神官 の 像 が 立っ て いた 。 その 像 の 前 に 
『 っ た と き 。 た た ずん で いる 俺 を 驚か せる 
ょ うな こと が 起き た 。 イ ー ス の 本 が 1 司 
eo dit まれ て いっ た の 
だ 。 を し て あの 声 が 聞こ えて きだ た だ 。 

i 
の ひと り で あっ た 。 彼 の 日 か ら こ と の 次 第 

が 語ら れ だ 。 

俺 は 廃 塊 を きら に 興 へ と 進ん だ 。 そ し て 
2 PC に 
こう し て 5 冊 の イー ス の 本 を 返し た 俺 は . 
ラン ス の 村 で 起き て いた 不可 思 議 な 出来 事 


の 全容 を 理解 し た 。 を そし て いま や , この 犬 
| 国 イ ー ス も 魔物 の 危機 に きる ら る れ て いる ゐ 


の だ 。 を そこで 地上 を 救っ た 俺 が イー ス を 救 
うべ で く 呼 び 寄 せら れ だ た の だ 。 

も ぉ ちろ ん 俺 は 本 来 の 使命 も 忘れ て は いな 
か っ た 。 俺 は フレ ア を 助け 出る な ( けれ ば な 
ら な い の だ 。 強力 な 英 に な ん どか くじ ける 
うに な っ た 俺 び が , その 度 に 神官 の 部 屋 で 
休息 を と り , 冒険 を 続け た 。 そし て つい に 
を れ ら し き 場 所 を 見 つけ る こと が て さだ 。 
俺 は 澤 身 の 力 を 込め て マト ッ ク を 振り 下 
ろ し た 。 を し て 壁 が 崩れ 、 その な か に いた 
フレ ア を 発見 する こと が で きだ た 。 し か し フ 
レア の 話 に よる と リリ ア を 助け る た め に ば は , 
モル セタ の 花 が 必要 ど だ と いう 。 

俺 は 廃寺 を 突き 進ん だ ど 。 を その 途中 で 俺 は 

デ 4 a る も の を 手 に する こと 
が て きだ な た 。 ァ イ ヤ ー の 魔法 を 装備 し 廃 塊 
re 故 が 立ち も はだか っ た 。 

を そう,。 親玉 の 登場 だ 。 奴 は 手 強 か が っ た だ 。 
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こう し て アド ル は 魔法 が 使え る よう に な っ た の で す 


出す 人 の 害 。 し か し 俺 は ジ ァ 
戦っ た 。 狙う は 奴 の 
ろ で 俺 は 奴 を 倒す 


日 か ら 弾 を 吐き 
イ ヤー の 魔法 で 条 敢 に 
日 だ 。. そら で 人 放 隊 いと とこ 
ここ て が CSE 。 

きき て 俺 は 廃 坂 の 第 2 
第 2 層 と も な る と モン スタ 
に 手紙 い 。 そ 邊 て も 俺 は な ん あか セル セタ 
の 花 と ラ イト の 魔法 を 手 に 入れ る こと が で 
さだ 。 廃 拓 は これ で 終わ り で ある か の よう 
に に た に の ば し が か が し 。 み と 思 らい だ っ て ラテ 
イト の 魔法 を 使っ て みる と , 見 えな か っ た 
047 hE RO ER 
邪悪 な 鈴 と 鉄鉱 石 を 見 つけ 出す こと が 


層 へ と 突入 し た 。 
ペー=E も は さす が 


1 
7 NK 
a 


5 し て , 廃 塊 の 探索 は 終わ っ た だ 。 そう 


座 信 し た 俺 は ウイ ング を 使っ て ラン ス の 村 
へ と 戻る こ を 0 し eg 
第 4 童 好 下 室 

付 に 戻っ た 俺 は さっ を そく フレ ア を 訪ね , 
リリ ア の 薬 を 調合 し て もら っ た 。 こ れ で リ 


りん 時 

し か し 俺 は そう 休ん で いる わけ に 
RE RS 
車 大 な 使命 が ある の だ 。 どこに 行け ば よい 
の だ ろう 。 廃 塊 に ひと つ 開 か な い 扉 が あっ 
だ た 以外, 思い つく 場所 が な い 。 
そん な 俺 の 耳 に , ジラ の 家 の 地 下 室 に 魔 
物 の 気配 が する , と いう 情報 が 飛び 込ん で 
きた 。 俺 は る っ を そく ジラ の 家 へ と 向かっ た 。 
ジラ の 地下 室 に 入っ た 俺 は 。 な に か 怪し い 
ヌメ MP を 感じ た 。 

「 な に か が 。 いる 『」 
俺 は そう 確信 し た 。 
「 米 る な ら 来 い !」 
各 患 な 鈴 の 音 が 地下 室 に 響き わた る と 同時 
に 壁 が する まじ い 勢 いで 期 れ 落ち , そし て 
ジン スグ ンー と 932 見 に > 
モン スタ ー を ファ イヤ ー の 魔法 で け 散 ら 
し , 長 の 向こう に 入っ た 俺 は 。 すぐ に 神官 
YE RG 
うい に 6 司 目 の イ ー ス の 本 が 音 も な く 〈 神 

官 の 像 へ と 吸い 込ま れ て いっ た 。 を そし て 俺 
は 新た な 使命 を 与え られ た 。 神殿 に 行っ て 
2 人 の 女神 を 助け ね ば な ら な い 。 イ ー ス の 
平和 の ため に 

導き の 巻物 を 手 に , 俺 は 例 の 「 開 か ず の 
扉 」 へ と 向かっ た 。 扉 を く で っ た 俺 の 目 の 
朋 に , 極寒 の 世界 が 広がっ て いた 。 本 当 の 
軸 険 は いま ここ か ら 始 まっ た の だ 。 


や っ ぱり イー ス っ て リー すす ーーー 一 ーー 


る て 。 イー ス II の レビ ュー は いか が で し 
だ め ぉ 。 な に な に 。 ま だ 全然 終わ っ て いな い 


マン と 
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tA 


fi 


Ka 
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Cs 
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1 ーー ツー… 


じゃ な いか っ て 。 それ は 当然 で す よ 。 こ ん 
な に 大 き な ス トー リー を 1 回 で 紹介 する な 
ん て と て も じゃ な いけ と 無理 で すか ら ね 。 
と いう わけ で 冒険 物語 一 ス は る ら に 来 月 
へ と 続く の で す 。 


し か し , この スト ー リ ー, 本 当 に 長い で 
す よ 。 な に し ろ マ ッ プ の 大 きき は 前 作 の 3 
41 展 だ で う て す か が から ぬ 。 き らら に さこ か ら 


話 は 地下 宝 か ら 水 の 国 , 火 の 国 を 経て , よ 
う や 〈 神殿 へ と 行き 着く の で す 。 
それ に し て も イー ス の 操作 性 の 良さ は 今 
回 も 健在 で す 。 ス クロ ー ル は 極め て 滑ら か 
て すし 。 キー の レス 洲 ン ツン ス は 技 群 で す 。 た 
だ , 敵 の キャ ラ が 非常 に 多く な る と 一 時 的 
に スピ ー ド が 絡 ち る と い フ ls 
宝 は か の まこ 
Pete た ヤキ みす WW まき 
文 障 の な いよ うな 程度 な の で 許し まし ょ う 。 
こう し た 快適 な 操作 性 と 相まって , イー 
ス の 魅力 し な っ て いる の は , その 綿密 な ま 
で に 計算 し 完成 され て いる バッ クボ ー ン と 
だ る スト ーー リー で す 。 フ セイ ヤー 0 に , 
ゲー ム の 進行 し と も に 物語 の 主人 公 に な り 
きる こと が て きる わけ て です 。 て すか りら 。RP 
G と いっ て も つま ら な い だ け の 経験 値 稼 ぎ 
や , 金 集め を する 必要 が な い の で す ( も ちろ 
ん や ろう と 思え ば いく ら で も や れ ま す が )。 
すなわち , 物語 を 進め よう と 努力 すれ ば 
経験 値 に し ろ 金 , レベ ル に し ろ 自 然 に あと 
か ら 付 いて くる の で す 。 イ ー ス で は アイ テ 
ム で さえ ぇ 敵 に 勝つ た め の も の で は な く , 物 
語 を 進行 きせ る た め の も の に 過ぎ な い の で 


アド ル は 廃 塊 の な か で 美しい 
ED ぶれ 
を フレ ア に 渡せ ば リリ ア を き 
っ と 助け る こと が で きる (( 写 
真 左下 )。 し か し , 廃 塊 に ある 
最後 の 扉 が 開か れ た と き , ア 
ドル の 冒険 の 旅 は , 氷 の 世 界 
か ら 最 後 の 神殿 まで と , まっ 
た く 新 し い 世 界 の な か で , さ 
ら に 続く の で す 


re Ee こら ーー ドー 、 ~~ 
EN KS 
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取 近 は こう いっ た 種類 の RPG も 増え て 
まき まし だ が (これ も すべ て イー ス の キッ 
ト に よる も の で ある と 私 は 思っ て いる ), や 
は り 0 本 家 本 元 び だ け あ っ て その 完成 度 の 高き 
は 目 を 見 張る も の が あり ます 。 そもそも ゲ 
ー ム っ て いう の は , 楽し むか だ た め に ある も の 
で すか ら ね 。 だ か ら こ の イー ス の ,。 と こと 
ん 最後 まで プレ イヤ ー を 楽し ませ よう とい 
う 姿勢 に は 感心 きせ られ ます 。 

イー ス と いえ ば BGM の 魅力 も 忘れ られ 
ませ ん が , 今回 は FM 音源 を 使い 曲 も た 
い へ ん 豊富 に な っ て いま す 。 神官 の 部 屋 で 
は 沙 ち 着い た 感じ の , 村 で は 明る い 感 じ の , 
廃 玩 で は 暗い 感じ の と いっ た 有 曲 の 使い 分 け 
も し っ か り し て むり, 雰囲気 を 盛り 9 上 げ て 
くれ ま す 。 

それ に 付け 加え る な ら ば , X1 版 で は セー 
ブ が 7 カ所 も で きま すか ら (これ は XX1 版 
だ け で す よ 「), か な り 解 き や す く 《 な っ て い 
ます (で も 。 やさし い だ け と いう お わ も 2 で は 
決し て あり ませ ん ん 致命 的 な ハマ リ こ を な 
いと いっ て も ,。 だ くさん セー プ ズ プ て きる た に さこ 
し だ こと は な いて すか がら お 。 

と まあ , 操作 性 , 画面 、 ス ケー ル , そし 
て スト ー リ ー, BGM と どれ も が 前 作 の よる 
を 引き 継ぎ な が が ら も , この イー ス II は より 
向上 し て いる の で す 。 こ れ は や ら な いわ け 
に は いき ませ ん よね 。 と いう わけ で 「 や っ 
ば り イ ー ス は い 一 す 」, な ど 使 い 古 きれ だ た シ 
ャ レ を 残し つつ , 広大 な マッ プ の 征 宮 を 目 
指し て また 来 月 。 
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Nishikawa Zenji 


西川 審 司 


ソー サリ アン は RPG と し て も AVG と 
し て も 楽し め る 要素 を た くさ ん 持っ て い 
ます 。 そ こ て で 今月 は , スグ レ も の の シナ 
リオ と し て 西川 善司 氏 ご 推薦 の 「 呪 われ 

な クマ イー シン ダマ リー 号 スポ ッ ト を 当て 
て , その 人 徹底 解剖 を お 届け し まし ょ う 。 
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こん に ち は , 西川 善司 で す 。 

まず 初め に , 先月 の レビ ュー の 訂正 を し 
て お きま す 。24 ペ ー ジ の 「 暗 き 沼 の 魔法 使 
い 」 の シナ リオ 網 介 て 。 ! パ シバ パシ ウゥ 2 収 ジ 
ヤッ プ ず 使 っ て 一 」 と いう ょ ころ て 。 その 
文 の 前 に 「 魔 女 の 鍋 は ゾン ビ の 出る と ころ 
で 」 と いう 文章 が 抜け て いる ん で す 。 これ 
は ミス デリ ント で て し た 。 ご の ん な きい 。 

それ と 「 音 楽 は 11 和 音 」 と 書い て し まい 
まし た が , 前 回 出没 し た 吉田 賢司 者 に よれ 
ば 「4MHz の Z80 に は 11 和 和音 は 重荷 だ ょ 。 P 
SG3 声 は いつ も 使っ て いる みた だ た い だ け ど 
FM 音源 は 5 一 6 声 し か 使っ て ぃ 
だ まだ を て すす 


シナ ググ ブ 座 導 妨 究 ナ ノダ 


N 


な いみ た だ たい 


さて, 1 は 私 の 大 好き な 「 呪 われ だ た ク 
デーン ジマ リー 号 」 を 徹 必 を ビュ ー し て し ぁ 
いま し ょ 2。 こ の シナ リオ は RPGE し て は 
珍し く , 1 隻 の 船 が 狂 台 で あり ます 。 船内 
で 起き た 殺人 事件 の 犯人 を 披 し た りす る イ 
が ん か も あっ て ,「 推 理 ア 
ー」 の 要素 も も 持っ て いま す 。 少し 練り 直 
せ ば , これ 単体 で 売っ て も 恥ず か し く ヵ 
よ まう だ な だ 削 来 の を ナリ オヤ て 。 礁 名 度 も も か が 1 
の も の で す 。 を そし て 推理 は アト 
の 大 御所 。J.B. ハレ ル ヤ 氏 に 
で 科 
それでは, はじ まり , 


ACTT ジン 人 エル ぞ 


し ば し の 別れ を 告げ び , 事件 


ベン トナ 


ざ ] 和 月 い だ 


< 


は はじまり ー。 


J.B. は , 潮風 に 
現場 の 「 ク イー ンマ リー 号 」 
暗い 階段 を 上 っ て 船上 に 出る と , そこ に は 
杖 を i 見 る か ら に 船長 と いう 人 物 が マ 
スト に 寄り か か っ て に だ 。 
「 ハ レル ヤ や さん で すね 。 わ 
だ だ い だ が の に 申し 訳 な が い の で す が 。 こ の 英 

に 乗る の は や め だ た ほう が いい と 思い ます 」 

J.B. は , 船長 に 事件 に つい て 慌 ね た だ た. 

「 は い , 以前 ある NN お 
か し な こと ば か り 起 こる ん て す 。 


ざさ わざ , 米 て い 


ビッ ド が 殺 き る きれ た の も その 直後 で し た 。 船 
員 だ ち は 船 倉 に な に か 居る らし いと 唱 々 に 


言っ て いま すし 。 本 当 は こん な 船 に 息子 を 
乗せ て お きだ た だ たく は な い の で す が , 息子 は 
ッ ト の イン コ に 逃げ られ て し まっ て か ら と 
すっ か り ふ る さる ぎ こ ん で し まい ま 


ん 


いう も の , 


し C 」 

J.B. は 船長 と 別れ , 船員 の 部 屋 へ と 向 か 
っ だ 。 

アン ドリ ュー と いう 船員 の 部 屋 の ドア を 
軽く ノッ ク し た あと, 部 屋 に 入っ た 。 


「 誰 だ い 。 あん た だ た は.」 


- 乗 り 込 ん だ 。 


J.B. は 事情 を 説明 【 
て 聞い た 。 


た あ と, 事件 に 


0 知ら ん そん な こ と ーーー (こし (は マツ 
2vw 交 シャ レク イ 革 で よく みあ み ら 必 る 育 調 
の は ゆ ひと つて す 和 ね) 


J.B. は な に か 情報 は な いか 
[そう いる る は, 
て つの だ P 
J.B、( ま アッ シン ドリ 
部 屋 を 訪ね た 。 


IT ッ ド は 、 航 倉 で 殺さ き *』 


ネズ ミ が イン コ の 科 を 引い 


を 出 て ボブ の 


ュー の 部 / 


CC 一 


> Ne 
て < jx, 


そこ で 机 の 引き 出し に な に か ある か と 思 
っ て 調べ で だ が, 鍵 が 掛か っ て いて 開か な か 
仕方 な く (ボブ の 部 ) 
.B. は , も う 1 階 


NS ) 


至 多 出 た だ 
山 玉 を 訪ね 』 
ig 
構造 に な っ て いる > っ しい 。 そし て 今度 1 
入れ だ デビ ッ ド の 部 屋 に 入っ だ 。 き れい 
ここ 片付け られ て いた だ た だが, な に か 嫌 な 雰囲気 
を J.B. は 肌 に 感じ な が ら 部 屋 の な か を 提 し 
て みた 。 す る と デビ ッ a の 日 記 が 見 つか っ 
し て みる と 机 の 引き 出し に 船 


部 は 。 際 リ ー の 部 月 
部 屋 の な か に は 赤い ヒ 
配 の 船乗り が いた 。 

「 ハ レル ヤ さ ん, 船長 の 息子 を 元 の セン ト 
エル モ の よう な 明る い 子 に 戻し て あげ て 
だ さい 」 

中邑 。 計 。 こ の 「 や ント エル 」 も いう 言 
葉 に 聞き 覚え が あっ た 。 そう, 確か 茸 , 船 
乗り の 友人 か ら 船 の マス ト に 夜 に な る と 青 
1 い 9 


訪れ れれ だ た 。 
が 生 や し 人 中 


s の よう な も の が 見 える と いう 話 を 聞 
いた だ こと が ある 。 は , 船上 に 


マス ト に 登り , 夜 を 待っ だ 。 


ACT2Z 燃 存 の 見 


樽 が 沢山 ある 部 屋 を 抜け る と ひと 
ア が あっ た 。 この 部 屋 は 暗く 〈, 
た 。J.B. は 部 屋 の 典 で 船 に ぶつ か る 波 を じ 
っ と 見 て いる 少年 に 向かっ て 話し か ! i 


「 お じき ん は 誰 ? る う 、 パ パパ に 頼ま れ で 


つの ド 


NT つ カ か つ 


デビ ッ ド の 部 屋 で 日 記 と 鍵 を 発見 


と 再び 尋ね た 


s 


来 だ 探偵 きん な の 。 で も 

嫌い みた だ たい だ よ 。 だ っ て 突然 。 わけ も 言わ 
ず に 船 を 降り ろ な ん て 言う ん だ 」 

傷つい だ 少年 の 心 を 癒す 術 を 知ら な か っ 
だ J.B. は 、 少年 に 別れ を 告げ , 船倉 の いち 
ば ん 和 興 へ と 向かっ た 。 


ACTS 放 倉 


1 に も やはり 多く の 枚 が 置い て あ 
っ だ と の ある 樽 は すさ て 空 の さ 人 
J.B. は な に か 凶 益 らし いも の が 見 つか 
いか と 槍 を 念入り に 調べ た 。 ひ と つが だ ! 
か の 槍 よ り も 重い 槍 が あっ た ほか は , 特に 
な に も な か っ だ た 。 し か し を そこ で ドア が ある 
の を 見 つけ た 。 鍵 が 掛か っ て いる よう だ っ 
だ 。 先ほど 手 に 入れ た 鍵 を 使う と , 
車 い 音 だ て て 開い た 

な か は 真っ 暗 だ っ だ た 。 し か し 。J.B. は 7: 
人 
に わか に 。 大 
や hk JB, EOL が EL 


を の と き , 鳥 に 


5 
似 た シル エッ ト を 見 だ よう な 気 が し た 。 あ 


ACT74 婦 


J.B. は, 船長 の 息 
ん と か 成功 し , 彼 を 
J.B. は も う 一 度 ア ンド リュ ー の 部 屋 を 訪 
れ た だ た 。 鍵 が 掛か っ て いる 。 彼 は 自分 の 部 屋 
に は いな いよ うだ 。 今度 は ボブ の 部 屋 を 訪 
れ だ 。 ア デン ドリュー は ボブ の 部 屋 の 前 に 
だ とう も 6 ボブ の 様子 を うか が っ て いた ら 
に や ょ JHB。 に 気がつく と 。 落ち 着き の な い 
様子 を 見 せ て こう 言っ た 。 

「 な 。 な ん で も な い 
ボブ の 部 屋 を 出 て 
ge a 

「 ハ レル ヤ さ ん , 私 の 愛用 し て いる 傘 が 見 
② の が ちな が いん で て す 。 ご 存じ あり ませ ん か 」 

b し か し た だ た ら , 誰か が キリ ー の 鍛 を 持ち 

出し て デビ ッ ド を 殺 その 非 を キリ ー に 
か ぶせ よう と し て いる の か も し れ な と 
i に つ に 
J.B. は 船員 の 部 屋 を 行き 来 し 情報 を 集め 
だ の 時 補 ア 
山内 を 探し て みる と マス ト の 上 に キリ ー は 
い だ た 。 な に か 情報 は な いか と 聞く と . 

を だ を うい えば , 今 倍 給 ボ プ が 見 張り 
0 金 の 二 が どう か し た と か 
いっ て 。 見 張 り 役 を 今日 だ け 代 わら で て くれ 
ey て すす 」 

BB: は ボブ が デビ ッ ド の 部 屋 で な に か 
行動 を 起こ す の で は な いか と 思い , 


を 説得 する こと に な 
昭 か ら 降 ろ し た 。 


ン 
LL 


C 再 び キ リ ー の 部 屋 に 


RS 


ンド リュ ー の 次 が 見 えな い 。 


rr 
Fa a a Sr。 rs tr 
た で 


a 
と ボン がい だ た だ 。 し か し , 話し か の と 。 
0 の 


ッ ド を 殺し た 犯人 で も 探し て いろ 」 
と 言う と , 乾 の よう な も の を 小脇 ! に 所 え 。 


ボ グ は 部 ) 


ACT5S 考 二 の 殺人 
J.B. は 船長 が 用 意 し て 
れ ま で 集め た 情報 を 整理 し て いた 。 す る と, 
け だ だ まし い 物 音 が 聞こ えた だ た 。 船倉 の 奥 で , 
な に か あっ た だら しい 。J.B. は 船倉 に 魚 い だ 。 

船倉 に は キリ ー が いた 。 

「 ク ジル 補 きん ,。 NN 日 ボブ が 人 金色 の 需 
を 海 に 捨て る の を 見 まし た 。 
こ を 党 し だ ん て し ょ し うれ 」 


到 宮 出 て いっ が 


くれ だ た 部 屋 て ( こ 


な ん で そん な 


っ き の 物 音 の ほ 


う が 気 に が っ て いた だ 。 人 の 悲鳴 の よう に も 
財 こ えん だ か ら だ っ た だ 。 し か し 。 な に も た な たい 


様子 な の で 船倉 か ら 元 の 部 屋 に 戻る こと に 
ア を 開け て 廊下 に 出る と , ご に 
は うつ ぶせ に な っ て 倒れ て いる ボブ の 死体 

と 彼 の 部 屋 の 机 の 鍵 が あっ た 。 

多 人 は いっ た だ い 誰 な の か 。 い ちば ん 怪し 
か っ だ ホブ プ は る た 。 に まとも なっ て 0 は, 
度 捜 査 線上 か ら 消 し た キリ ー5 ぅ 怪し い 。 ボ 
プ が 殺さ る され だ た とき, キリ ー も 船倉 に いた か 
だ 。 きま だ に 。 アッ ド リュ ー は 開 を て 6 まし 
0 ま ただ, 依頼 主 の 船長 びっ て 捜査 
線上 か ら 外 すこ と は で き な い 。 い っ た い 犯 


で 


Tb 


(で 


定 だ そう て する 6 


で は な く 〈 く て 。 


RR SD NR ERE PC GS は SNSKASAKAEA が SSRZKWSRR き AnNNEYWA い の SN 


HIT.P HAG.P 


ふさ ぎ 込 ん で いる 船長 の 
息子 を 慰め る た め , パー 
ティ は イン コ を 求め て 船 
内 を 東 借 西 走 (写真 左下 )。 
そし て 結果 は ご 覧 の と お 
り (写真 左 )。 心 を 開い た 
少年 は 。 パー ティ の 説得 
を 受け て 船 を 降り る の で 

す 。 右 下 の 写 真 は , これ 
ーー が 噂 の セン ト エ ル モ な の 


の の の の > で す 


セン ト エ ル モ の せん れい を うけ た 


REREAD 


で 
て 


ーー ュー ュー 


は # 誰 な の か 。 こ の 事件 と 「 金 色 の 吉 」 と 
の 関係 は …… 


苦 冶 に アン フォ メー ショ ン = 
いか が で し た だ たか, この アド ベン チャ ー ミ 
ステ リー の 世界 は 。 こ れ を 読ん ど だ け で も 
ツジ クソ ンク し て で (る て でしょ 。 ま だ ッ ー サ リア 
ン の この シナ リオ に 挑戦 し て いな い 人 は , 
ぜひ この 真犯人 を 見 つけ 出し て くだ きい ね 。 


RE EO 
TE 
加 発 売 さ れる そう で す 。 


『 う や ら 信 後 、 ツー サリ アン に は この 
TS れる 了 予 
こ - 娠 し いこ と に 。 オ リサ ジ 


ナル シナ リオ を 一 般 ユ ー ザ ー か ら 募 集 し た 
りす あこ と も 予定 し て いる そう な か の で 5 
か 
ん さよ 。 最 後に も うぅ 一 庶 ご めん な る きい: 擦 調 
pe に が の 0 し 


だ 。 表 中 の 〇 印 は 単に 順番 を 伏せ て ある の 
A 
ころ の 衣 素 が 必要 だ と に 3 う 意 味 で す 。 

て は, また 来 月 と に に だ いと る E, 
ュー ジック ・ モ ー ド 頼む か ら 誰 か 見 つけ 


て くれ 一 。 ま だ,「 シ だ 半 先 SE の わた 
ON ー」 に も お 便 人 で だ さい 8 
AA 1 は, 背 る さん か ら の ハガキ を 中 心 に 
人 を 考え て みる ここ! に し まき 
し ょ う 。 
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THE SOFTOUCH 


@ 第 4 の ユニ ッ ト ど 


THE HL 
LT。 


DPENING RETURN 


GAMESTART ANYKEY 


サイ コバ ワー で 
野望 を 砕け 


Nagasawa Atsuhiro 


長沢 淳 博 


WWWF が 日 本 に 乱入 し て 来 た っ て , そり 
ゃ 大 変 。 な ん と し て も この チャ ン ピ ビオ イン 
ベル ト は 渡す も の か 。 と , ちょ っ と 違う 
よう な 気 も する が , と に か く プ ブロ レス 大 
ファ ン が 作っ た と し か 考え られ な い 楽 し 
い ア ド ベ ンチ ャ ー が 再び 登場 し た の で す 。 


DATA WES1 


XX]1/X1 turDO 用 


5gD 版 3 枚 組 7,B0U 円 
(5p ドラ イブ 専用 ) 


デー タウ モエ スト 信 05(968) 1Z36 


ク ク ohxX 1988.8. 


エッ ツイ て すっ て この グー ム みこ 
の 私 が 解く の 。 ど ー れ , な に な に ,「 第 4 の 
ユニ ッ ト 2 」。 ツ ー っ て ぇ か ら に は 前 作 の 続 
きも の て す な 。 ア レッ 。 玄 の 子 が 出 て きた 
けど 。 ま きる か あの 筋 の アド ベン チャ ー じ ゃ 
な いで し ょ う ね 。 大 素 夫 だ か ら 1 作 目 か 6 
試し に 解い て 
チョ チョ イ の チョ イオ イ っ と 。 


いや ー, この 1 作 目 は な か な か アニ メ ば 
NN 


な バ 


楽し め ま す な 。 それ じゃ この 勢い で ,「 第 4 
の ユニ ッ ト 2」 も いっ て み ま し ょ うか 。 

と 。 思っ だ らら いきなり オー ニン グモ ー 
ド が あり ます ね 。 ち ょ っ と 覗い て み ま し ょ 
うか (これ は アド ベン チャ ー の 基本 で す )》 

わた だ しゃ 。 本 当 に いう と 学園 そ ナ ゥ て 好 
き なん で す 。 前作 は 学校 が 狂人 台 だ っ だ か ら 
公 度 も を うか と 思っ て い だ ら , どう し て な 
か な か 雌 し い 語 み た いじ ゃ な いで すか 。 オ 
マグナ ニ カ タカ ナパ バ パカ リノ / 導 ジ ダ ョ ヨメ ッ テ ィ イィ 
ウノ ハト ッ テ モ ツラ イ (そう で し ょ )。 婁 す 
る に 高級 官僚 が 誘拐 きれ た 事件 を 解決 すり 
や あい いん で が し ょ 。 よう が す , この 私 が 立 


派 に 解決 し て あげ まし ょ 2 う 。 


等 っ て りり) た よ プ ブリ ング ワイン ーー 一 


この 私 は ほ は 。 グ ロン ウイ シン よ (いか ん A。 人 ち 
ょ っ と 無理 が ある よ な 。 これ は 。 ま きまっ, い 
いか )。 こ し な か 博士 。 ス トー リー の 説明 は 
いち 語 を 早く 《 す ませ て ちょ 一 だ い 。 え 
な ん だ か よく わか ら 
な いけ ど , き あ , 行き まし ょ , モス 。 

ー 今 回 の アッ シュ の 出番 は ここ だ け で あ 
a 


つ , エー ジェ ン ト ? 


こ で 待ち 合わ せ ね 。 さ っ を 〈《, あ だ り 


を 調べ て み ま し ょ 。 アラ, いい 車 じ ゃ な い 。 


ね を 。 スス も そう 思う て し ょ 。 え っ, 車 じ 
や なく て あの 人 を 見 ろ っ て 。 まあ, 劣 の ク ク 
も に だ らし な い の ね 。 バ シバ ン (兵士 を た 
だ た いて いろ る 背 ) 
NM 
ンド で 平気 で 兵士 で も 壁 で も バシ バシ だ だ 
く 。 NN に は 「 ポ あみ タタ 』 っ ろ こ も と に う 人 音 を を も 
に , な に も 起こ ら な い 場 合 も ある 。 
あな だ た だ が, たき ざ わる ん 。 サ イボ ー グ 計 
画 っ て 。 かぁ に 。 BS っ て ブリ デス トン 。 し 
ゃ な か っ た サイ ボー グ の こと じゃ な い の 。 
「 ワ ウッ カッ クハ タク ツク トコ 
あ , その 高らか な 笑い 声 は 黄金 バッ ト , 
も と い ダ ー ジ リン に オレ ンジ ペコ 。 紅 奈 & と 
いえ ば アス リー ト 。 本当は 全然 関係 な い ダ 
ル ジ ィ ちゃ ん 。 
た らら ふっ その と お り 。 
ゃ な い は ほど と 強い の よさ 」 


あん だ な ん か 且 し 


2 の つて し 。 0 "bs いし 


次 の まん 由 押 人 上 


の に いき が な サド タカ カー ジ 。 
ざわ 中 尉 い ぃ ー」 
aaa それ に し て も 。 サイ ヨプ フラ スト と は ア 
三 メ デニ メ し て いる 。 

や っ て くれ る じゃ な い 。 ダ ル ジ ィ 。 こっ 
ちゃ も 必殺 の サイ コパ ワー ッ ! 「 ス カッ 」 な 
に も 起こ ら な い 。 これ じゃ まる て 紫 醒 慌 じ 
や ゃ な い の 。 ウツ ッッ ツー, - そ の 機械 。 そり 

。 控 破 り の 反則 よ 。 レ フリ ー 呼 ん で や る 
ee eit 
通用 し て , この 私 の が で き な い の よ 。 も う , 
デン ッ ンク アン 。 しょう が な いわ こう な 9 錠 
肉弾 戦 し か な いっ て 。 や ー ね ーー, 私 は 辺 入 

り 前 の 娘 よ 。 
と いう わけ で , 前 作 か ら お 馴染 み の 戦 


「 セ スー, た 


闘 モー ド 。 関節 技 や コプラ ツイ スト と, を 
の 技 は 決し て ほか の アク ショ ン ゲ ー ム で は 
類 を 見 な い 。 それに ここ で ダル ジィ は ブロ 


ン ウ ィ ン の こと を No.4 と 呼ん 
で 前 作 を 知ら な い 人 で も , この ゲー ム の タタ 
イト ル の 謎 が 少し は 理解 で きる 。 
や っ と 勝っ た わ , これ で 事件 
5 万 事 解決 っ と , アレ ッ , な ん で 私 が 倒れ 
な きゃ な ら な い の 。 な に よ , 勝っ て も 負け 
も 同じ じゃ な い 。 結局 は ハン ガー て UF 
O が どう し だ た っ て いう の よ 。 も ょ っ と , 何 
ぇ えな さい よ ょ 。 衝 屋 に 入れ た だ た か ら っ て , この 
私 が くじ ける わけ な いで し ょ 。 悲し いか ら 
っ て , マッ トレ ス な ん て 使わ な い 。 過 く だ 
っ て ,。 じっと 耐え て 考え る の よ 。 い つか は 
助け が 来る こと を 祈っ て 。 


で いる 。 これ 


ーー 
3 


この 俺 が た き ざ わ 中 尉 だ び 。 る さっき は まっ 
た だ たく で 。 いき な が 0 ドド カー ツジ だ も ん な が 。 な ん て 
や つら だ 。 き っ と この 手 で 必ず 成敗 し て 
れる 。 お っ と そう だ , まず は 地下 2 階 の 調 
査 か が から だ 。 ま ず は カギ を 探し て 、 うー ん に と 
人 は いい 。 や ヤ や パッ 。 ダル ジィ だ 。 送る や 
逃げ けろ , スタ コラ さっ さる 。 

ここ は トイ レ か 。 そ うい えば 最近 便秘 ぎ 
みだし 。 も ょ っ と お 情 り し て ょ と 。 ギー タラ,。 
あー, スッ キリ し た 。 を そう いえ ば , さっき 


N 


出 た ぁ , 必殺 の 関 接 技 攻撃 


量 め 2 当 だ よう な 。 ま ゆあ 、 に いや ゃ や 。 結局 ここ 
は 2 カ所 だ け か 。 じゃあ , 地下 1 階 へ と 行 
っ て みる カ 

と に か 4 議 べ まく ろう ぜ 。 ホラ, 思っ た 
0 ここ に ある だ ろ 。 人 の 話 は よく 聞け 
よ 。 つ いで に コン ピュ ー タ も …… 1 
は か に 行け る と ころ ば は な に か な かい な 。 
2 一 度 捜 査 続行 だ 。 

な た ん と ペパー の スト プア 。 
こと な ら 俺 の 出番 じゃ な いか 。 中 屋 
環 灯 の て 。 て や ん て ぇ , 
で ぇ , と に か く セ ー ブ で ぇ 。 勝 っ た 勝っ た 。 
お お っ , ここ は 収穫 が 多い な ぁ 。 ここ 
うな ら 次 は あそこ じゃ な いか >, 行く ぞ 。 
に 9. 綴 人 相 た る で 。 と ころ で 。 これ で な に 
調べ で る ん だ 。 ほ うほ う , ちゃ ん と 照合 装置 
まで 付い て る じゃ ね ぇ か 。 よ し , 
な た ん て まま どう し て ヤ ア ョ 
いい ん て る 。 

お お っ と ここ で 大 尉 の 乱入 か 。 
だ 女 刈 あっ か 。 

「 カー ド の あり か を 教え ろ 」 
セス , 林 か ら 日 を は る さる むん じゃ ね ぇ 。 は ほら , 
行っ ちまっ だ た じゃ な いか 。 今度 は な に を 調 
べ で る ん だ 7? サイ ボー グ 計 画 と 要 人 誘拐 の 
関係 か み 。 う 一 ん 。 
ー 一 実際 。 この ゲー 
よく 練 ら れ て いて 。, 
る 


eh, 
よし も 


な の 
じゃ 無 
こち と ら 江戸 つ っ F 


俺 は 中 周 


ム の スト ー リ ー 展 開 は 
車 要 な ファ クタ ー で あ 
俺 に は 関係 な いね 。 そ れ よ り , また あ を 
こ へ 戻る ん だ 。 それ っ 。 あん な 奴 や っ つけ 
ちまえ 。 ボ カッ ! ほ ー ら , これ で 新しい 
展開 に な っ た だ ろ 。 ハ ッ ハ ッ ,。 俺 の 謎 み は 
ズバ ズバ 当たる な あ 。 

ここ , 地下 3 階 に は あれ と これ が ある ん 
だ が あ 。 そ し だ たら あの カギ だ っ て こと は 
この 俺 様 に か か れ ば 簡単 。 き て , 戻っ て み 
れ ば 変 な 奴 が いる 。 ト ヒ ニ ー・ ユ リト 環 長 
か 。 な ん だ トイ レ 野 郎 だ な 。 よろし い 。 こ 
こ は 物 々 交換 と し いく か 。 ど う せ また ここ 
は 戻っ て 来る わけ だ か ら な 。 

の ん て と の だい 。 ブ グロ レル ルッ 
若 の 秘密 は これ だ っ た の か 。 ロ ッ カ ー の な 
か か ら と ん で も な いも の を 見 つけ て し まっ 
だ に 0 に する な 、 グ デブ ョ ロン ウィ ン 。 人 人生 、 血 
あり 谷 あ り だ 。 向こう の 部 屋 び は サイ ボー 
グ 計 画 の 真相 まで わか っ て し まっ た ぜ い 。 

俺 は いつ か ら こ ん な 


に コン ピュ 


1 ええ い , まま 
ょ 。 最後 に 残っ た あの 部 屋 に - 突 進 び だ ぁ 『! 
と , に の 


れ て 人 準備 OK。 ユ ニッ ト と コー ド を 忘れ な 
sw ウ に 。 え っ 。 俺 は ムー バン 
中 言 な ん か じゃ な い ぜ 。 とにかく 積 年 の 邊 


・ デ ルー ゴゴ 


み 、, - 気 ( に さこ や ぜ で! 購 ら すんで eo 


あれ が ディ フェ ンス シス テム mam 


どうも, お っ ちょ こち ょ い の た き ざ ぎわ 中 
対 We ん カ *( - は 任せ て お 【 け な い 了 6 EE 
この カー ド を 使う の よ 。 は ほ はら 。 当たっ だ 。 


2 ) 
えっ , カウ ント ダウ ン 継 続 中 ? いき な り 0 


な に よ 。 これ じゃ あま る で スト ー ム じゃ な 
い の 。 
ーー と どう や ら こ れ に は X1 の タイ マ て を 使っ 


て いる らし い 。 

O・C ル ー ム っ て な ん か 嫌 な 雰囲気 ね 。 
応 。 これ と あれ と も ら っ て いき まし ょ 。 
や っ と これ で すべ て の アイ テム カ か 揃っ た も わ 。 
ちら よ うと 。 だ きき ぎわ 申 肝 。 なか に 馬 いて ん の 
ょ 。 エエ ーッ, ツウ ツー,。 この 悪い 連中 っ て こ 
ん な が こと 考え ん た て か の 。 難 オイ テ ー。 か ん やこ 
と て し ょ 。 ポ ムッ 。 あ あら , あん た な ん か 
NN 
見 な いで 。 私 は ょ これ か ら 妥 大 を 助け に 出 か 


NA 
ーー みみ だい な 部 屋 に 行っ て み ま し ょ 。 本 か 


照 イ "装置 が クモ も の な の よ 。 セス 。 あと は 
Ss さわ 中 尉 が 取り 戻し て くれ る は ず だ け 
を だ 。 も に か くり まし ま 。 oo i 
ント ロー ル し て た わけ 。 あ ら , セス 勝手 に 
ドタバタ や っ て る わ ぬ ね 。 

この あたり か ら 。 アニ メ が 中 心 で スト 
ー リ ー が 進む 。 その う を ぇ 情報 を 全部 集め る 
まで て は 「 い く 」 コ マン ド を 実行 し て くれ な 
い 親 切 設計 1 

これ だ け 聞 き 出 せ ば も 5 十 分 。 要 する に 
WWWE は 世界 を 相手 に 自分 ど だ け チ ャ ン ピ 
ォ ン ベル ト を 手 に 入れ よう と し て いた わけ 
ね 。 さあ , 行き まし ょ う 。 ア レッ , な ぜ か 
この 私 が も う ひ と り い 


io や 


に な っ て いる 


O 


し 。 導き 時 っ た 


睦 間 , ドッ カー ン , ドッ カー ン の 大 爆発 。 
TNINTTO mh の 099 


ん で すか 。 もう一度 7 ささ わ 中 尉 に 活躍 し 
て も ら う わ よ 。 を うす れ ば 要 人 も 救出 
だ た し, いよ いよ 潜水 艦 で 脱出 よ 。 


ぞう つ 友 矢 居 が 光 さ 女 /) 


て 淫乱 の 様相 を 星 し て 
ら は 実況 中 継 で お 届け し ます 。 
ルレ ジィ が 突如 リン グ に 乱入 し て 
だ 。 お っ と 。 モス の 声 で デ ロ ン ウ ィ ン が 
逃げ よう と し た ーー。 で も ダメ で す 。 どー や 
ら 敵 に 後ろ は 見 せら れ な いと 判断 し た よう 
靖 a 
て も 負け る わけ に は いか な い 」 と プ ブロ 
a イン は 叫ん で いる 一 。 か , 感動 で す 。 
過去 に No.4 と 呼ば れ だ た こと も あっ た ブロ ン 


きだ ドッ ク 
な ん と ダダ 
まい り ま し 


に ※ AD か 、 多 2 が 5K0、SXc 


5497」 
S 40 て が 5、 き ょ うう 5 1 が 
w さ まし 85 7" う 人 ト !1 
HIT ANY KEY 


どう で すず DS の REL CE 


来たし て 秋 の 海 を 無事 脱 由 で きる か 


ワ ィ ン が , いま は 人 間 と し て 敵 に 立ち 向 か 
お う 二 和 EN 

つい に ダル ジィ と 最後 の 決着 を 着け る た 
め , 両者 が 燃え る よう な 闘志 を みな ぎ き だ 
リン グ で 向かい 合っ て いま す 。 どうやら 6 ら フ 
ロン ウィ ン の セコ ンド に は こし な か 博士 が 
付い て いる 模様 で す 。 これ は 百人 力 の 味方 
が 得 だ よう な も の で て です 。 デ ロッ ウォ ン ,、 ' い 


0 ナマ ーッ 0 T= a 
に ー, - ダ ル ジ ィ が 倒れ まし た 。 息 詰 
きる よう oii こも よう や て いま 終止符 が 
打 だ た れ よ うと し て いま す 。 レフリー の カウ 
ント が 入る 

「 ワ ン , ツー, スリ ー」 

0 まし だ 。 きず です 。 グ シン ツィ ォ ッ 。 


勝利 し まし た 一 。 
クー ワン の 就 万 却 づ 痛 へ ご 張 く = 


いや f=, を で を 息 に し て も こめ ゲー ム 。 か あか 
な か 面白 いじ ゃ な いで すか 。 アド ベン チャ 
ー と いっ て も 操作 は コマ ンド 選択 方 式 で , 
スト ーー リー を 重視 し て に る よう だ し 。 挟ま 
け に イヤ ミ の な い ギ ャ グ は 随所 に 見 られ る 


わ で , ほん と に 素直 に 遊べ ご る アド ベン チャ 
ーー ム で すす 。 
し か も この あと , きら に 続編 も 予定 きれ 


る よう な の で , ブロ ン ウ ィ ン の 謎 も 徐 
人 で すか 
ら 。 ちょ っ と 地味 だ けど , 主流 に 流 き れ な 
い ered ド の KR チッ 


ゲー ム と し て , この 「 第 4 の エニ ッ ト 1 下 逐 
リー ズ は これ か ら も 成長 し て いっ て ほし い ぃ い 


も の で す 。 


THE SOFTOUCH 2 


われ ら 電 脳 遊戯 民 (| ) 


ゲー ム は 僕ら の 


キャ ン 人 バス だ 


Kuramochi Ryoichi 


ーー emm 
訪 持 吉 一 


X68000 の 登場 に より に わか に 活気 づい て 
きた 最近 の ゲー ム 環 境 。 こ れ だ け 我 々 を 
部 くす る その 要因 は いっ た い ど こ に ある 
か 。 機種 の 壁 を 越え その 本 質 に 深く 潜 
入 す る 「 わ れ ら 電脳 遊戯 民 」 が , いま こ 
ご だ スタ ー ト し た 。 


24 onhlx 1988.8. 


ゲー ム &@ 操 る 


去る 昭和 63 年 4 月 11 日 , ゲー ム メ = ーー 
で ある セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス が , 体感 
ニム ル リー ズ 第 8 弾 し し て 「 ギ ャ ラク シ 
ー・ フ ォ ー ス 」 を 発表 し た 。 

この 体感 ゲー ムシ リー ズ に は 大 きく 《 分 け 
て る 2 種類 わり 。 バン ング オン や ペ ビ ー ワ ウェイ 
ト ・ チ ャ ンプ な どの よう に 操作 を 手元 で 行 
う の で は な く 〈 体 全体 を 使う “ 体 が 資本 " タ 
イプ と, 映画 「 ト ッ プ ・ ガ ン 」 の 話題 性 に 
人 っ て マス コミ に も 取り 上 げ し られ た アッ 
ー・ バ バー ナー の よう に , 実際 に マシ ン ( 筐 
体 ) に 乗り 込み 自 機 を 操作 する と , その 方 
向 に マシ ン 自 体 が 傾い た り 回 転 し た り し て 
動く “一 半 規 管 を 刺激 する " タイプ が あり , 
と この と き 発 表 き れ た だ ギャ ラク シー・ ラ クラ ォ ー 
ス は 後者 で あっ た 。 

この ギャ ラク シー・ フ ォ ー ス を 初め て 目 
の 当たり に し た ゲー ム 和 雑誌 の 編集 者 た ちの 
感想 は 。 一 様 に 「 こ りゃ , 恥ず か し い 」 と 


いう も の て あっ だ 。 な に し みろ この マシ ン しほ 。 


ト 部 が 電 飾 ギラ ギラ , ネオ ン サ イン し て る 
の に , 上 部 は フレ ー ム と モニ タ , 操作 系 だ 
で ブッ イヤ ギー の 一 学 一 動 が 丸見え ん 。 マシ 
ン が 前 後に 揺れ ん る の は いい と し て も , 左右 
の 移動 操作 に 連動 し て それ ぞ れ 最大 335 上 度 
まで 回 転 す る の だ 。 つ まり ゲー ム に 熱中 し 
て マシ ン を 左右 に 動か し て いる と , 目 分 の 
体 が マシ ン と 一 緒 に グリ ング リン 回 転 し , 
周囲 に 税 が る ギャ ラリ ー た だ た ちと 思い っ きり 
目 が 合っ て し まっ だ りす る の だ が から , これ 
は 恥ず か し い に 決 まっ て いる 。 

どの アー ケー ド ゲ ー ム に し て も , 初め て 
プレ イ し だ と き と い う も の は アッ と いう 間 
に 玉砕 し て し まっ て , 残る も の と いえ ば 目 
己 嫌悪 と 療 恥 心 だ け 。 し か し , を その ゲー ム 
の 魅力 が プレ イヤ ー の 血 を 沸か せ た だ た りす る 
と も うた だ たいへん 。 「 巻 恥 心 と 自己 満足 を 計 
り に か けり ゃ , 金 が 出 て いく ゲー ム の 世界 」 
な の で ある (古い っ て , そり ゃ 失礼 ) を し 
て を の ゲー ム に ある 程度 慣れ て き て 先 に 進 
め る よう に な っ て くる と ,“ 恥 "が 転じ て " 快 
感 " と な っ て くる 。 

結局 、 ア ー ケ ー ド ゲー ム に 限ら ず 自 分 の 
上 手 な プレ イ と いう の は 人 に 見 られ だ いも 
の な の だ 。 し か し ここ で 面白 い の は , グレ 


イヤ ー の 意識 し し て 「 見 せ だ た い 」 で は な く 《, 


「 見 られ だい 願望 」 が フツ フツ と 湧き 出 て く 
る こと な の だ 。 ゲ ー ム セン ター の テー ブル 
型 で プレ イ し て いて , 背後 に 人 の 視線 を 感 
じ た だ た りす る と ,。 次 第 に 感情 は エキ サイ ト し 
て も. も が し 。 0 et 
と な る か と いう と , さ に あら ず 。 外見 は ま 


すま す 平 静 を 装っ て し まう の で ある 。 

きら に 「 平 静 を 装う 」 意 識 は や が て 「 芸 
術 的 プレ イ 」 願 望 へ と 成長 し ,「 こ こ で て 敵 が 
こう 攻め て 来る か ら か わし て お いて , そこ 
で こう 本 つ ゅ 。 も いう よう に 。 ダ 一 ム の 准 行 


を 把 提 し て 動き に -- 切 無駄 が な く 。 後ろ で 
眺め て いる 人 間 わ 「 う っ …… WE 


せ て し まう ,。 そ ん な プア イオ を 目指 す よ うた に 
が る あの だ 。 

実際 。 これ まで 流行 っ た ゼビウス 。 グラ 
ディ イツ ス 。 ドラ ゴア ャ スピ セリ ッ ド な と の ょ 
う に, 難易 度 が 死ぬ ほ * 高い (少な く と も 
は そう 思っ っ て に る ちる} ジュー テ ィ シ ツク グ に は 
この よう な “芸術 家 " タイ プ の プレ イヤ ー 
が 存在 する の だ 。 

し か し こう か っ る も ん る と 。 も は や が 
セン ター な る も の は , 個人 が ゲー ム を 楽し 
む 場 だ け で は な い 。 ゲ ー ム の 芸術 家 た ち が 
を の 実力 を 発揮 し 披露 する 場 な の で ある 。 
グ 窟 学 の 更 宛 バーム 

昭和 61 年 12 月 に ナム ユ コ が 発売 し た ファ ミ 
ラン 用 ゲー ム ソ フ ト 。「 ブ ョ 野球 ・ フ ァ ミ リ 
ー ス タ ジ ア ム 」 は その後 爆 発 的 な 売れ 行き 
を 見 せ た 。 し か も これ は 一 過 性 の 流行 で は 
なく て 。 ドラ クエ シリ ー ス と 並ん て ファ ミ 
ン メメ アダ 下界 の ロ ツ グ も ラー と な っ だ に だ の め た 。 

し か し 。 なぜ これ ほど まで に 野球 ゲー ム 
が 売れ た と の だ ろう か ? や は り 野 球 に 限ら 
ず 。 誰 し も 上 手 に プレ イ で きれ ば スポ ー ツ 
と いう の は 楽し いも る の な の だ (これ は ゲー 
ム で も 同じ ) 2 人 プレ イ が 可能 な ファ ミス 
タ の 場合 びと , 自分 の 行動 と それ に 対す る 
相手 の リア クシ ョ ン が 加わ れ ば , 勝負 結果 
が 状況 に よっ て 毎回 変化 する の で , こと る 
ら 面 和則 く な る 。 

それに, 実際 に 本 格 的 な 野球 を し よう と 
する と も と 広 に 場所 と 18 人 の メン が パー, そし て 
2 時 間 以 上 の 時 間 と 道具 一 式 が 必要 と な る 。 
I ミー ス に , 18 人 も 
大 の 大 人 が ひし めき 合っ て プレ イ す る わけ 
に は いか だ いし 。 9 回 衰 ま で を 30 分 で 終わ 
らい せる な ん て こと は 当然 で きか な か ない 。 そこ て 
野球 と ゲー ム が 好き な 人 間 は , 4 管 壮 の ス 
ペー ス で 18 人 分 の り の プレイ が で き , お まけ に 
30 分 も あれ ば ひと 試合 分 てく らい は 消化 で き 
る 。 フ ァ ミ コン ゲー ム と いう 環境 を 利 
只 し よう よい う 9 こと に な る の だ 。 

ファ ミス タ 人 気 の あ と , いく つか 野球 ゲ 
= ムツ アァ ミコ ロン 用 に 発売 きれ だ 。 いえ まる も 
まだ を その 傾向 は 続い て いる よう だ 。 し か し, 
その EE れ を 取っ て も まだ ファ テ ミ 人 
も の は 出 て に な な に と これ は まだ た だ もう" 
こよ な の だ あろ うか 。 完 に ie 
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る の だ か ら , 迎撃 する の は 簡単 どろ うに , 

思い つつ 私 は その 理由 を 「 フ ァ ミ スタ の 
適度 な が デフォルメ (deformer : つま り 形 
を 崩し ちゃ うこ と )」 と 「 適 度 な 環境 設定 」 
に ある と 見 た 。 

ファ ミス タ 以 降 の 野球 ゲー ム は , ファ ミ 
スタ と の 相違 点 を 明確 に する た め に いろ い 
ろ な 付加 価値 "を 与 を た た 。 キ ャ ラク ター 
を リア ル に し た り , 画面 の アン グル を 変え 
だ り , キャ ラク ター の 成長 要素 を 加え た り , 
ゲー ム 中 の イベ ント に 凝っ て みた り と ,」 こ 
の まま で は 監督 が 審判 を 殴っ て 退場 し た り , 
選手 が 起こ し た 不祥事 に よっ て クビ に な っ 
だ りす る よう に な る か も し れ な い 。 まあ, 
これ は 実際 の 野球 を 観戦 する 側 か ら す れ ば 
ょ り エ キサ イ テ ィ ング で いい の だ ろう 。 や 
は り 人 に 見 せる 試合 し いう も の は いく ら 6 か 
の ショ ウ ア ッ プ が 必要 だ 。 

し か し この よう な 要素 は , 実際 に ゲー ム 
プレ イ す る 立場 だ ど と あま り 有 難く は な い 。 
キャ ラク ター の 設定 が より リア テル だ っ た り 。, 
イベ ント が し つこ いで ぐら い に 北 っ て いた り 
た る ある 。 が っ て "自己 投影 "が し づら て な 
っ て し まう の で は な いか 。 や は り 愛 着 が わ 
く と いっ た 点 で は , リバ イ バ ー の よう な 5 
寺 身 キャ ラ よ り も , 2 等 身 や 3 等 身 で クリ 
クリ 目玉 の キャ ラ の ほう が 素直 (シン プル ) 
な 分 だ け , 自己 投影 が し や すい と いう こと 
人 あう 。 

結局 , ゲー ム と いう の は “疑似 環境 "な 
の で ある 。 実際 に 東京 ドー ム を 使う わけ に 
は いか な い の だ か ら , 野球 ゲー ム と いう 疑 
似 環境 を 利用 する の だ 。 も ちろ ん プレ イヤ 
ー が 東京 ドー ム に 入場 する よう に ブラ ウン 
I 
有 前 だ ょ よ , 感電 し ちゃ う よ ), 自 己 投 影 と いう 
手段 を 使う の で ある 。 

し か し , この 疑似 環境 に も 自己 投影 し 
pe et 
ば 遊園 地 ほ いう と ころ は いろ いろ な アト ラ 
クシ ョ ン が 用 意 き され て いて 楽し いと ころ だ 
が , 当然 。 入場 料 な る も の を 取ら れる の で て 
遊園 地 が 好き な 人 し か 入ら な い 。 し か し . 
これ が 空き 地 で あれ ば 特に な ん の 設備 が な 
い 代 わり に 誰 で も 好き に 遊べ る 。 も し この 
空き 地 と 野球 道具 が あれ ば , た ち ま ち 野 球 
場 し な る の で ある 。 

つま り , 自己 投影 し や すい 疑似 環境 と は 
この 空き 地 の よ うな も の で ある 。 そう し て 
選手 や ダイ ヤ モ ン ド , スコ アボ ー ド を 用 意 
し て く 牧 だ の が ファ ミス と いう わけ だ 。 
や は り 5 単純 に 野球 を 楽し みた いと いっ た 成 
覚 で プレ イ す る の は 豪華 な グラ ンド より も , 
買 素 な 空き 地 が 気軽 で 熱く ゲ プレイ で きる % 最 


適 の 場所 な の だ 。 
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ここ で パソ コン ゲー ム の 場合 を 考え て み 
ょ う 。 小説 は 文字 情報 し か 与え を て くれ な い 
か ら , 読者 は その 文章 か ら イ マジ ネー ショ 
ン を 働か せ て 自分 どけ の 世界 を 想像 する 。 
だ と えば 「 そ こ に 美しい 女性 が 歩い て 来 た 」 
と 書い て あれ ば , 「 あ あ , き っ と 赤い ドレ ス 
着 て 優 稚 に 歩い て いる の か し らん 」 と , 容 
次 は も ちろ ん , 着 て いる 服 や 歩き 方 まで を 
想像 する 。 し か し , その 想像 し た 世界 は を 
の 次 に 来る 文字 情報 か ら 必 然 的 に 修正 を 余 
儀 な くる れる 。 も し この あと に 「 そ の 女 は 
腰 ミ ノ を 付け て , 踊り な が ら 近 づい て きた だ た 」 
と 書か れ て いれ ば , ビッ クリ し て (を りゃ 
誰 で も ビッ クリ する わな ) 自分 の イマ ジ ネ 
ーション を 根本 か ら 6 変 を な けれ ば な ら な い 。 
し か し , この 意外 性 が 楽し き に つなが っ て 
くる の だ 。 こう し て 小説 は 書き 手 と 読み 手 
の コミ ュ ニ ケー ショ ン の な か に 成立 し て い 
おら 

作家 は 文章 を 面白 くし よう と 自分 の 知識 
や 能力 を 最大 限 に 発揮 し て 文章 を 形成 する 。 
それ に 対し て 読み 手 は , より 一 層 楽 し 〈 読 
5 うと 行間 を 読み 想像 力 を 働か せ , さら に 
は 先 を 子 想 し 結局 は 裏切ら れる 。 この 繰り 
返し は パソ コン ゲー ム で も 同じ だ 。 ゲ ー ム 
の 作者 は , 常に 楽し いも の を 作ろ うと 全身 
全 圭 を 傾け る (を た そう じゃ な い の も 一 部 いる 
よう だ が か が 。 そん たん な 奴 の こと ょ は 知っ た こっ も 
ゃ な い )) そし て プレ ヤー は それ を 受け て 
目 分 の 思う と ころ で リア クシ ョ ン を 与え , 
時 に は 作者 の 思う ツボ に は まっ て , あっ る 
り と 25 ん も て し まう 。 し か し 。 こ の よう ん 。 パ 
ソコ ン ゲ ー ム の 面白 き は, こう いっ た 作者 
と ブレ イヤ ギー と の ぶつ か り 合 い に あ る の だ 。 

こま で 疑似 環境 が どう ちゃ ら と か , 自 
投影 が うん ちゃ ら な ど よ いう う 話 を し て き 
だ が 。 実際 「 ゲ ー ム っ て な ん じゃ ろ 」 し 考 
える と キリ が な い 。 電動 ドリ ル で 5 歯 が 立 
だ な いか も し れ な い 。 ゲーム の 世界 は ショ 
ワウ の 舞台 に も な る し , 野球 場 に も な る 。 ま 
だ は 戦場 や 雀 荘 , 歌舞 伎町 の エッ チ な 街角 
に だ っ て な る わけ だ か ら 6, きま ざま な 可能 
性 を 秘め て いる 。 しかし, アー ケー ド か ら 
バ パク コン ,。 ファ ミコ ン を を 間 ね わ ず 存 在 す る が 
ー ム に も 大 き な 共 通 点 が ある 。 それ は どれ 
を と っ て も 自己 表現 の 場 " で ある と いう 
こと だ 。 

ゲー ムセン ター て 芸術 的 プレ イ を 披露 し 
て いる と きも , そこ に は アピール し て いる 


目 分 が いる 。 フ ァ ミ スタ で 遊ん で いる と き 
は 選手 の 1 人 ひと り に 乗り 移っ て 熱中 し て 


いる 自分 が そし て パソ コン ゲー ム で は 送 
り 手 が 創造 し た 世界 の 中 で 自分 自身 を 演出 
し て くれ る 空間 わ も る ま よ っ て いる 。 こ うし 
て 送り 手 も 受 け 手 も ゲー ム と いう 環境 の な 
か で 自分 と いう も の を 表現 し て いる の で あ 
る 。 

ゲー ム が 自己 表現 の 場 で ある と する な ら 
ば 。 ゲー ム は 文学 界 や スポ ーッ 界 , 果て は 
アイ ドル や バラ エ テ ィ 番 組 を も 含め た 放送 
の 世界 な ど と 共通 する 部 分 も 多い の か も し 
れ な い 。 え っ,。 話 が 飛躍 し て きた っ て ? 
アイ ドル の 場合 も 考え て ご らん な さい な 。 
自己 の 存在 を アビ ピー ル す る た め に は , 
クス や 歌 の ひど る (これ は 逆 か ), スッ トン 
キョ ー が な 性格 な ど を 前 に 出し て 自己 表現 を 
し な いと , 有人 象 無 象 の ひと り よ が り で 終わ 
っ う て し まう の だ よ 。 

こう し て 上 自己 表現 を 主体 に これ まで 著 積 
され た 遺産 , そし て これ か ら 構 築き れる だ 
ろう 新しい 世界 。 こ れ は も う も は や 我々 だ 
けが か いま 見 る こと の で きる 文化” で あ 
る 。 

ゲー ム と いう の は 言い 換え れ ば 誰 で も 自 
由 に 描く こと の で きる キャ ン バ ス (当然 , 
画 布 の こと で ある 。 有 断じて 大 学 構内 ど びと か 
ヨ み ヨ ョ の ノー ト の こ ょ た で は わい) る た 6 
5 の な の だ 。 真 っ 臼 な キャ ン バ ス の 上 に 
り 手 が 面 日 いと 思う 下絵 を 描き , プレ イヤ 

ー は 目 分 な り の カラ ー に 描き 変え て いく の 
に 。 こ の と き 文 化 を 人 制 造 す る こと を どこ か 
に 考え て 描く こと を すれ ば , キャ ン バ ス の 
上 に は ゴッホ や ピカ ン ソ も 真っ 青 の 芸術 作品 
に 仕上げ り る こと だ っ て て きる は ず が だ 。 

を の 逆 に ゲー ム を 単なる 幼稚 な 遊び だ と 
し か 考え て いな けれ は ば, 保母 きん か ら 「 も 
っ と が ん ば り ま し ょ う 」 の ハン コ も か もら 
えな い 子 供 の ぉ 絵描き に し か な ら な い 。 を 
し て その 絵 の 作品 が どちら に 転ぶ か は , 当 
状 , 送り 手 と 受け 手 の 両 方 の 感性 に か か っ 
て くる の で ある 。 


ノレ ツ 


THE SOFTOUcH の グ タ 


みな る さま, 
< そして, 
と 人 きる えて に て くだ さぁ みた か た だ た, ご ざる だ い 
rb まあ 
ホン ニャ ア は と うし と 2 う 転勤 で 東京 に 引っ 
越し て きま し た 。 今年 の は じ め の こと で す 。 


こん に ち も は 。 
も し か し て , 日 猫 の ホン ニャ ア 


トオル は 6 年 生 の 3 学期 で し た 。 も ちろ ん 
転勤 し た の は ホン ニャ ア で は な く て , 彼 の 

一 番 信頼 し て いる トオル の パパ で す 。 
丸の内 の 本 社 は これ で 3 度目 だ し , 転勤 

も 8 回 目 く ら いで す が , 今度 の 引っ 越し だ 
け は 少し よう す が 違 いま し だ 。 ホ ン ニ ャ ア 
が いる か ら で す 。 

ホン ニャ ア は ふし ぎ な こと に , 転勤 が 内 
定 し た 日 の 朝 早 く , 夫 の 電話 が くる より も $ 
前 に 行方 を て ら ま し まし た だ 。 

私 た ち は そ れ ま で に も , 転勤 に な っ た 場 
合 の ホン ニャ ア の こと を , 何 度 も 真剣 に 考 
ぇ えま し た だ 。 彼 は ,。 この 家 を 含め た まわ り の 
自然 の な か で 生き 生き と すご し て いる の だ 
か ら 。 ほか の 環境 に 持っ て いく の は か わい 
と うだ と 上 と 。 3 入 上 も いつ も 思っ て いま し た 。 

申し 遅れ まし た が , わが 家 は 私 と 夫 と 足 
子 の トオル の , 3 人 家族 で す 。 

あの ワガママ 獲 を , 誰か に 代わ っ て 飼っ 
て も ら う な ん て , と て も あり 得 ま せん 。 で 

も 一緒 に 連れ て いく こと は , ホン ニャ ア が 
oe 

考え は いつ も ここ で て 行き 請 ま っ て で て しまい, 

I 


'。' ホン ニャ ア , 月 に 帰る や 


と ころ が 。 い ぎ 「 ホ ン ニ ャ ア の いる 引っ 
越し 」 が 現実 の も の に な っ た だ とき, 肝心 の 
議題 の り 主 が 見 あたら な く な っ て し まっ た だ わ 
け で す 。 お か げ て 心配 な が の も る る こと な が 


ら 。 引 っ 越し の 準備 は いま まで に な く 〈《 混 沖 
と し て し 
引っ 越し を する と き は , 一 番 は じ め に 住 


むと ころ を 決め ます 。 通勤 の こと , 通学 の 
こ と, 毎日 の 生活 の こと を 考え て , で きる 
だ け 望 まほ し いと ころ を 選び ます 。 

住む と ころ が 決ま る と , 通う 学校 も 決ま 
2 の onx 1988.8. 


る し, 家具 や 身 の ま わり の も の の 要 了 不要 も 
予測 で きる の で す 。 


た だ し , そこ に 動物 が 同居 する と な れ ば 


や や 話 が 違っ て きま す 。 以前 の 東京 暮らし 
の よう に だ に 。 マ ンション と いう わり に は いき 
ませ ん 。 一 戸建て の 家 を 見 つけ る の な ら 。, 
2 階 も ある こと だ ろう し , いま の 家具 を を 
の まま 運ん で も 納め られ を そう で す 。 

と いう で あい に , 面倒 な が ら も 浮き 浮き 
し た 環境 定 が 楽し め る は ず な の で す が , 
8 日 だ っ て も 。 9 目だっ て も 。 ホン ニャ ア 
は 戻り ませ ん 。 も し この まま 彼 が 現れ な け 
OE A 
に な り , 計画 は 大 幅 に 変わ っ て くる の で す 。 

こう し て ,。 私 た ち 一 家 は 。 親 1 匹 に だ い 
じ な カギ を 握ら れ て し まい まし た 。 

ホン ニャ ア が 消え て し まっ た 話 を 聞い た 
近所 の 人 た ち は , 「 そ りゃ あ , ほ ん と に リコ 
ウ な 婚 な ん で す よ 。 家族 に 迷惑 が か が か ら な 
いよ うに , 身 を 引い だ ん で すね 」 と , は ほめ 
な ぎり まし 天 。 

を の と き は ほ は もう 10 且 以上 だ ろ て いま し た だ 
し 。 同じ よう な こと を 考え て いた だ 私 ただちに 
と っ て 。 こ ん かつ らい 「 ホ ホン ニ ニャ テア へ の は 
め 言 葉 」 は あり ませ ん で し た 。 

あの キャ ッ ト フ ー ド し か 食べ られ な い ホ 
ン ニ ャ ア が , 自分 か 65 家 を 出 て いく な ん て 
考え られ な い の で す が , 近所 の 人 の 言葉 で 
な か ん だ か ホン ニャ ア と の 別れ が 決ま っ て し 
まっ た よう に 感じ , 急 に 悲し る が 増し て き 
まし 7 。 

を そう は いっ て も , 引っ 越し も いつ まで も 
た め ら っ て は いら れ ま せん 。 夫 は 決め られ 
た 日 か ら 新しい 任務 に つく 《 の です 。 

F 健 まい 」 は 都内 の タン シシ ョ ン と いう こと 
で 地下 鉄線 沿線 に 探し て ほし いと , 会 社 
に 手配 を 依頼 し まし た 。 

を うと 決ま っ だ ら , ホ ン ニ ャ ア は も う 「 帰 
ら ぬ 猫 」 で す 。 私 た ち も あ きら め の 和 気持 ち 
を は っ きり る せな く て は な り ま せん 。 

3 人 で あれ これ 詰 を し まし た だ 。 

ホン ニャ ア が 自分 で 選ん だ 道 な ら , それ 
が 彼 の 幸せ な ん だ 。 それ に , 動物 は 野生 の 


物語 は いつ も 突然 始ま り ま す 。 高沢 家 の 日 
猫 ホ ン ニ ャ ア も , と うと つ に 気 を 変え る の 
が 得意 で す 。 久 し 振り に 古巣 へ 戻っ て きた 
恭子 さん , 今回 は 彼 の 気まぐれ に か な り 忙 
し い 思 い を し た よう す 。 と は いえ , フル メ 
ン バ ー が 揃う と や っ ぱり 無敵 の 「 猫 と コン 
ピュ ー タ 」 ae 


カン , 特に 猫 は 人 間 に は も うな い 神 秘 的 で 
ふし ぎ か な 能力 に 恵まれ て いる か ら ,。 きっ と 
飼い 猫 で な く な っ て も 元気 に 生き さて いく だ 
ろう 。 楽し に 日 次 だ っ た けれ ビ 。 や は すり す 渋 
ン ニ ャ ア と 私 た ち は 別 の 世界 に 住む 者 同士 
で 。 ひ と と き の 出 会 い は これ で 終わ り を 告 
け だ の だ の の ea 

こう な っ て くる と, あの 。 な なか を 犬井 
に 向け て 眠り 呆け て いた 姿 『 は すっ か り 忘 
られ , ホン ニャ ア の イメ ー ジ は 月 の 世界 に 
帰っ て いく 〈《「 か で や 姫 」 み だ い に , 神々 し 
〈 光 いて くる の で し た 。 

さて, お お か だ た だ の 日 用 品 は , ほとん と ど 段 
ボー ル 箱 に 姿 を 変え て 部 屋 の 中 に 積み 上 げ 
られ , 残っ て いる も の は 引っ 越し 当日 に 梱 
名 し て も ら う カラ の タン ス や 食器 棚 , 食卓 
や イス , あと は ほん の 数 日 ぶん の 衣類 と 食 
器 類 に な り ま し た 。 汚れ た 半 皮 な ん か が 決 
し て 残っ て いる は ず は な い の で す 。 

夫 も , 勤務 の た め に , ひと 足 き き に 仮 の 
宿舎 で ある 都内 の ホテ ル に 移っ て いき まし 


| 
9 さぁ , だ い へ ルル | 


汚れ た 毛皮 は , その 日 食卓 の 下 で 発見 き 
We 

毛皮 は 自分 で 動い て , 手 や 体 わ ながめ ま わ 
し て ゆい だ 。 そ 和 れ は 生れ た 「 条 人 (1)」 だ っ た 。 
ホン ニャ ア は 一 気 に 月 か ら 墜 落し て , 私 


の 目 の 前 に いた 。 故障 し た 宇宙 船 の 噴煙 で 
も 浴び た の か ,。 みす ぼら し くく 黒ずみ, か で 


や 姫 の 名 残り は どこ に も な か っ た 。 

「 も し も し ,。 > パパ だ た だい へ ん ! 帰っ て き 
だ の よ 。 ホ ポン ュ テ ャ ア が 」 

言っ て いる 自分 の 声 が 信じ られ な いよ う 
な この 現実 。 で も , や っ ぱり 彼 が 私 た ち を 
も と め て 帰っ て きだ た こと が 満足 だ っ た 。 


夫 の 声 も 嬉し いよ うな , と まどっ だ よう 
な 響き だ 。 た だ 喜ん で いる わけ に は いか な 
いか ら 。 ほん と は 2 人 と も ちょ っ と 動揺 し 
て いる 。 

まず , いそ いで 住ま いり を マン ショ ン か ら 


一 戸建て に 変更 する よう 頼み 直る きる な けれ ば 
な ら な い 。 無理 な 頼み と は 承知 し て いる け 
れ ど , マン ショ ン で 猫 を 飼う こと は で き な 
いし ボテ ャ アデ だ っ て か わい そう が だ 。 
当然 , 引っ 越し も 少し 延期 し な けれ ば な 
ら な いこ と に な る 。 ト オル の 転校 が 遅 の 
の が 飼い 猫 の た め だ な ん て , 誰 に 言え る 
ろう 。 だ くさ る ん の 恥 を 我慢 し て , b 


ろ ん な 決断 を 一 度 に や ら な けれ ば な ら な い 。 


そう 2 だ,。。 ホン ニャ ア は と どう や っ て 運ぶ の 
みう 。 ' 


会 社 の 引っ 越し は いつ も 「 日 通 」 こ と 日 本 


通運 さん が や っ て くれ る こと に な っ て いる 。 


「 あ の , 猫 … な ん か い だ た ら ど うな る ん で し 
まう か コ 
と 打ち 合わ せ に みえ ぇ た 日 通 の 担当 の 方 に 
聞い て みた ら , 
「 ど この 日 通 で も OK と いう わけ じゃ な いん 
営業 所 の 判断 に ま か る れ て る ん で す 


1 

「 や っ ぱり , あん まり 歓迎 じゃ な いん で す 
ね ?」 

P で も 。 よ 区 どけ で し ょ 。 な ん と か オリ に 


入れ て , 運転 台 の そば に で も 乗せ て いく は よ 
う に 言っ て み ま し ょ う 。 た だ いし た 距離 じゃ 
あり ませ ん し ね 」 

引っ 越し の 日 取り も 決ま ら な いう ち に , 
獲 の ほう の 相談 が 先 に 進ん だ 。 

後 学 の た め と 考え て , いま を 盛り の 宅配 
便 や 引っ 越し 産業 の いく つか に , 猫 や ペッ 
ト の 運搬 に つい て 聞い て みた 。 

まず は , 黒い 親 獲 が 子 婚 も くわ ぇ て 運ん 
で いる マー ク で 大 繁盛 の 「 ヤ マト 運輸 」。 

「 モ シモ シ , あの , 引っ 越し も 引き 受け て 
くだ さる る ん で し ょ 7?」 
はい 。 お 受け し て いま す 」 


と 若い 女性 の 声 。 


「 あ の , そう いう と き に 動物 も 運ん で いた 
だ ける ん で し ょ うか ? 」 
「 動 物 っ て いい ます と … な ん で すか ? 」 


「 あ の , 猫 な ん で すけ ど 」 

「 あ … ち ょ っ と お 待ち くだ サイ …… 」 

と 語尾 を 上 げ な が ら , その 人 は 電話 の を 
ば を 離れ て 30 秒 ほ は どす る と, 

「 あ の ぉ , 申し わけ な いん で すけ ど , 動物 
は , その , ちょ っ と …… 扱わ な いこ と に な 
っ て いま す …… すみ ませ ん 」 

「 あ , そう で すか 。 や っ ぱり 自分 で 運ぶ ん 
で すね 。 わ か り ま し た 」 

続い て 8 ば か り 普 ん だ 電話 番号 の , 

ク 引 越し セン ター」, 

「 申 し わけ あり ませ ん …… ね だ (し ども の 
会 社 で は , 生き も の は お 受け し な いこ と に 
な っ て お り ま す 。 はい, 万 一 の と き に 責任 
が 貸 を が いこ と に な り ま ず の て ……」 

つい で に も う ひ と つ , 胴 の な が ぁ ー い ワ 
ン 者 。 タ ダッ クス フン ド が シン ボル の 「 ア ッ 
ド ワーク.』。 


な ツ 


「 動 物 は 何 が 起き る か わか りか ね ます の て, 


お 断り し て いる ん で すけ ど …… ほん と に す 
み ま せ ん 」 

も っ と も な 理由 だ し , 商売 だ か が から な ん で 
も 運ん で くれ る と いう の は , ちょ っ と 甘い 
考え の よう だ 。 き っ と ほとん どの 人 は 自家 
用 車 で 運ぶ の だ ろう けれ ど , 大 き な 動 物 や 
だ くさ ん いる と き は どう する の か な 。 

で も ,「 猫 」 も 「 ア ヒル 」 も 「 犬 」 も 。 みぃ いん 
OT 


・。 日 狂人 


それから あま り 時 間 を か けず に , な ん と 
か っ 月 建て で の 家 あ みつけ て も ら え た 。 小 き 
いけ れ ど ,。 ホン ニャ ア が ホッ と で きる くら 
い の 庭 $ あ る 。 大 手 町 か ら 16 分 。 駅 か ら 4 
分 の と ころ で , 大 き な 団 地 群 と 向 
き 谷 っ で いる ある 。 

ホン ニャ ア は 唯一 の 頼り の 「 日 
通 」 さ ん を 了 予定 し て いた が , 直前 
に な っ て , 研修 旅行 帰り だ と いう 
私 の 見 ( 独 江 の アニ キ で す ) の 車 
で 運ん で も ら え る こと に な っ た 。 
「 あ の イナ イイ ナイ バー を する 氏 " 
か が ? オレ ,。 次 任 は 持た な い ヨ 」 
「 私 た ちゃ も 一 緒 に 乗せ て も ら う か 
な る ん も か な る と 時 うう の 」 

見 は 引っ 越し の 当日 , 荷 を 積ん 
だ トラ ッ タク グ が 上 出 て で に て の と 上 とれ 替 
わり に , 約束 どなり 来 て くれ た 。 

この 日 は 朝 か ら 濾 乱 に 満ち て い 
Wa 

ほか の こと は すべ で て 順調 で な ん 


の 心配 も な か っ た の だ けれ ど , ホン ニャ ア 
を 「 車 に 乗せ て か ら の 間 題 」 の 前 に ,「 乗 せ 
る 間 題 」 が な か な か 深刻 だ っ た の だ 。 

出発 の 子 定時 刻 に ,. ホン ニャ ア が 遊び や 
散歩 に 出かけ な いと も 限ら な い 。 いや, 出 
か ける こと の ぼう が 多い て らい だ 。 な ん と 
か , ちょ うど その ころ 錬 寝 の 態勢 に は いっ 
て くれ な いも の か 。 

トオル の 転校 より も , パ ソコ ン よ り も ( こ 
の こる で は 天 に か りり で な て 。 可 に る だ に EE 
な パソ コン で す ), 何より も ホン ニャ ア に 重 
点 の 置か れ た 引っ 越し に な っ て し まっ た 。 

と ころ が , 兄 の 車 が 来 て か ら の ホン ニャ 
7 は な れれ と も し さだ っ kK 

それ まで は 外 に い だ ホ ン ニ ャ ア が , 部 屋 
の 中 で 正座 し て 待つ よう な か っ こう に な り , 
あの , お 医者 さん に 連れ て いか れる と き に 
入れ られ る 大 キラ イ な 金具 の オリ に も 素直 
に 太っ だ の だ 。 

車 が 走り 出し て か ら も , いつ も の よう に 
狂っ た だ た よう に 甘 れ れ る こと も な く , 2 時 間 半 
を 静か に 耐え て すご し た 。 平 日 で 道路 の 流 
れ が 順調 だ っ だ こと も 幸い し て 。 私 た ち は 
思い が け な く , 穏やか に ホン ニャ ア の 移動 
を 済ま せる こと が で きた 。 

一 度 は 私 た ちと 別れ る つも 0 り 0 だ っ た ホン 
ニャ ア が , 考え ぇ 直し て 帰っ て きだ た よう に 見 
える の も 。 ほん と は だ だ の 気 ま で れ な の か , 
誰 に も わか ら な い 。 

この , ホン ニャ ア の 天性 の パン トマ イム 
に , これ か ら も 魅了 され , 振り まわ る れ な 
が ら , 私 だ ち は 暮 らし て いく こと だ ろう 。 

トオル は , 3 つ 目 の 小学 校 も 楽し 〈 悠 々 
と すご し , 友だち に も 恵まれ て , この 4 月 
か ら は 和 無事, 中 学生 に な っ た 。 徒歩 50 秒 , 
わが 家 の 目 の 前 に ある 公立 中 学校 で . ます 
ます 充実 の 毎日 の よう だ 。 

住ま い が 都 内 に な っ た 一 番 の 利益 は , 夫 
の 通勤 より パソ コン 通信 か も し れ な い 。 都 
内 の ネッ ト な ら 1 時 間 ア クセ モス し て も 200 円 
くら い だ 。 これ は 最高 に あり が だい 。 

で も , つい で に 新宿 の 実家 も 近く な っ て 
し まっ た の で , お ば あちゃ ん の お 説教 も ひ 
ん ば ん に 聞か る れ な けれ ば な ら な い 。 

これ だ けが 。 ちょ っ と つら 5 いか な 7? 

る て 。 ホン ニャ ア の 新しい ナ ワ バリ は ど 
ん な ふう に 展開 する だ ろう か 。。 

注 |) これ が ホン ニャ ア 得 意 の 寝相 で す 。 

2) わが 家 で は , か つて 彼 に 「 イ ナイ イナ イ 

バー」 を 仕込 み ま し た 。 ホ ント で す 。 
※ こ の 連載 は , 昨年 7 月 号 ま で 25 回 に わた り 本 誌 に 
掲載 され まし た 。 ホ ン ニ ャ ア と 高沢 家 と パソ コ 
ン に は , ほか に も いろ いろ な エピ ソー ド が あり ま 
す 。 詳し く は 7 月 下旬 発行 予定 の 『 猫 と コン ピュ 
ー グ ょ ォ や どう 定 。 (編集 子 ) 
猫 と コン ピュ ー タ 2Z 


特 


真夏 の 夜 の 
数 蛋 演算 


数 値 演算 こと 聞い て , な に や ら ド キ ド キ し て くる こい 
う 人 は すでに 演算 の 魔力 に こり つか れ た 人 か も し れ 
ませ ん 。 そ う で な く と も , 数 値 演算 こい う 言 葉 が こ 
と の ほか 刺激 的 な の は , 多く の ユー ザー が その 重要 
性 を 知り な が ら , 同時 に うつ うん ざり する よう な か な 数式 を 
も 思い 浮か べ る か ら で し ょ う 。 し か し , 数 値 を 抄 
こと は 重要 ご す 。 た と えば ぱ ば , 私 た ちか が BASIGC 
に げ な く 使 っ て いる 実数 も コン ピュ ー タ の 内 
「 浮 動 小数 点 」 と 呼ば れる 概念 の も と に 
ます 。 マ シン 語 の 世界 に 入っ て いこ う 
ンピュータ が 扱う こと の で きる 数 値 


い 
ふら コ 
理解 し 


4 な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 で さと フィ ッ ク 
コン ピュ ー タ に お ける 数 値 表 更 …… ド ドド iiiro 8 NN 人 
連立 方 程 式 は 行列 で いこ う causeiseesiie 34 側 に 一 歩 足 を 踏み 入れ る こと. ち 受 け て いる の が か が 
0 難し い 数 学 の 知識 な の " 
i が ある か らむ ず まず か し いい eee 42 こぐ て . 今回 は 数 値 を 扱 の 
と ん で も な く デ タラ メ な 話 ……… “ 計算 能力 に は 人 知 を 超え 
に 解決 可能 と な っ た 問題 も 
そこ に zz が ある か ら A EE CE EE EG NSO TE CIE 5] あり ます 。 また パソ コン 程度 で は 夜 を 徹し て 計算 し 
紹 応用 グラ フィ ッ ク ーー 歪め られ た 光 …… ド mm 6] な けれ ば な ら な いも の も あり ます が , それ も 時 間 さ 
え か け れ ば 必ず 解け る と いう こと で す 。 夏 の 夜 こ そ 
超 応用 AD PCM 一 一 音 の 数 学 ee B4 バ パソ コン な フル に 稼働 させ て みて は いか が で し ょ う 。 
数 値 演算 プロ セッ サ の 活用 一 ーー FLOAT3 十 . 72 


| 科 た 0 直人 か 人 0 定 人 人 も 科 全 人 入選 


コン ピュ ー タ に お ける 数 値 表 現 


パソ コン て で 数 値 演算 を や る 場合 に は 数 学 の 常識 で は 起こ りえ な いこ と も 往々 に し て 発生 し 
ます 。 そ の 多く は 数 値 表 現に 関す る も の で す が ,。 な ぜ そ の よう な こと が 起こ る の か , どう 
すれ ば それ を 避け られ る の か , と いっ た 数 値 演算 の 基礎 の 基礎 か ら 始 め て み ま し ょ う 。 


計 える 

電子 計算 機 し いう ほど だ か ら , コン ピュ 
ー タ は 計算 が 得意 だ と 思わ れ が ち だ 。 が , 
も と も と コン ピュ ー タ は 特定 範囲 で の 整数 
の 加減 算 , せい ぜ い 乗 除算 くら いま で の 演 
算 機 能 し か 持っ て いな い 。 その コン ピュ ー 
タタ が どう や っ て 大 き な 整 数 や 複雑 な 実数 の 
演算 を し て いる か と いう 疑問 は , 我々 人 間 
が 計算 する と きのこ と を 考え ん えれ ば すでに 氷 
解す る 。 

た と えば , 人 は 数 十 杵 ちの 数 の 和 を 即座 
に 求め ゆあ こと こそ できない が 下 の 桁 か ら 
1 必ず す つ 尾 し て 、 株 り 上 が っ て や の と いう 
手順 で 計算 する こと は ほ は て きる 。 また, 衝 
算 に つい て も , 九 九 (つま り 1 桁 の 整数 同 
士 の 掛け 算 ) 程度 を 覚え を て むけ ば , どん な 
に 大 き な 数 どろ うと 掛け あわ せる こと が で 
きる 。 さ きら に 小数 の 演算 を する と き は , 小 
数 点 の 位置 を 調整 する 以外 は , 整数 と まっ 
28 onhixX 1988.8. 


た く 同 じ よ うに 計算 する こと が で きる 点 を 
指摘 し て お く 。 結局 。「 限 られ た 男 囲 の 整 
数 の 四則 演算 」 を 知っ て いれ ば , 大 き な 整 
数 の 演算 や 実数 演算 行う こと は 可能 な わ 
PE 

以下 、。 か な り シ ステ ム よ り の 視点 か ら , 
パソ コン で 行わ れ て いる 数 値 演算 の 実際 を 
紹介 し , 高級 言語 で 数 値 演算 を 行う 際 の 間 


題 点 を 明らか に し て いこ うと 思う 。 まずは, 


数 値 の 内 部 表現 形式 に つい て の 話 か ら 始 め 
上 


= 礎 


オォ セロ ゲー ム の 駒 を 想像 し て ほし い 。 片 
面 が 黒 で 。 も う 片 面 が 白い 円 盤 状 を し た だ 例 
の や ゃ や つ だ 。 こ の 駒 が 1 枚 だ け あ っ た だ と する 


と , 駒の 状態 は 白 が 上 に な っ て いる 状態 と , 


里 が 上 の 状態 の 2 通り が ある 。 駒 が 2 枚 あ 
る と する と , 考え られ る 状態 は , 
黒 黒 


Murata Toshiyuki 


村田 敏幸 


黒 日 
回 、 
FI 日 


の 4 通り だ 。 同様 に 3 枚 の 駒 が あれ ば 58 通 
り 。 4 枚 な ら 16 通 り の 組み 合わ せ が あ る 。 
ここ で 16 通 りな ら 16 通 り の 状態 に , 順に 番 
号 を 振る こと に すれ ば , 0 か ら 15 の 数 を 表 
環 で きる こと を に な る 。 

コン ピュ ー タ は ちょ うど この 「 オ セロ の 
駒 1 枚 」 に あたる 「 ビ ッ ト 」 と いう 単位 を 
デー タ の 最小 単位 し し て いる 。 ふ つう は 58 
ビッ ト を まとめ て 扱い 。 これ を ' 1 バイ ト 」 
と いう 。 1 バイ ト は オセ ロ の 駒 8 枚 だ か ら , 
裏表 の 組み 合わ せ は 2『=256 通 り , 単純 に 
考え れ ば 0 一 255 ま で の 整数 を 表現 で きる 。 

上 の 例 で , 黒 が 表 の 状態 を 0, 日 が 表 の 
状態 を 1 と 決め る と , NN 枚 の 駒の 状態 は N 
桁 の 2 進数 で 表 き る れる よう に な る 。 一 般 に 
コン ビ ピュー タ は 0 か 1 し か わか ら な いと い 
いな が ら , ちゃ ん と 数 を 扱う こと が で きる 
の は ,。 この よう に いく つか の ビッ ト の 集 ま 


り (ビッ ト 列 ) を 2 進数 と し みな し て 扱っ て 
いる か ら に ほか な ら な い 。 


負 を 表 の 万 法 


続い て 負 の 数 の 扱い を 考え る 。 も っ と も 
理解 し や すい の は 「 絶 対 値 表 現 」 と 呼ば れ 
る 方 法 ど 。 こ れ は 数 値 ビ ピット 列 の ほか に , 
も う 1 ビット , 符号 ビッ ト と いう 目印 を 用 
意 し , これ が 0 な ら 正 の 数 , 1 な ら 負 の 数 
と 決め る こと で 負 の 数 を 表現 する 。 こ の 方 
法 な ら 8 ビ ッ ト (7 ビッ ト の 絶対 値 十 符 号 
ビッ ト ) 用 意 す れ ば ー127 一 十 127 の 数 を 表 
現 で きる よう に な る 。 ふ つう は 最上 位 ビ ッ 
ト (2 進数 で 考え る と 最上 位 桁 有 ) を 符号 ビ 
タッ 下 と し 。 

00000001 
な ら 十 1 , 

10000001 
な が ら ご 1 と いう よう に 考え る 。 
絶対 値 表 現 は わか りや すい の だ が , いく 
つか の 欠点 が ある の で , あま り 使 われ る こ 

と は な い 。 まず, 下 に 示す よう に 0 の 表現 
が キキ 0 と 一 0 の 2 つて き て し まう 。 

00000000 
10000000 


ま た, 演算 を する と き に 常に 符号 を 調べ 


て 処理 を 割り 振ら な けれ ば な ら な い の で , 
手間 が か か る と いう 問題 も ある 。 

負 の 数 を 表現 する 2 番目 の 方 法 は 「 ゲ タ 
ば き 表 現 」 と いわ れる も の だ 。 こ の 方 法 は 
任意 の 数 を 0 と みな し て , それ より 1 大 き 
ぃ 数 を 1, 1 小さ い 数 を 一 1 と いう よう に 決 
め る こと で 負 の 数 を 表現 する 。 別 の いい 方 
を する と , ある 定数 (この 定数 を バイ アス 


値 と いう ) を 足す こと で 負 の 数 を 正 に し て - 


扱う 方 滅 と も いえ る 。 た だ たとえば, 
10000000 
は 正直 に 読め ば 128 だ が , これ を 0 だ と 決め 
れ ば , それ に 1 を 足し た , 
10000001 (ほん と は 129) 
と を + し 1 を 引い な 
01111111 (ほん と は 127) 
だ ーー1 と 考え る こと も て で きる わけ だ 。 

ゲタ ば き 表 現 は 特殊 な 用 途 に は 使わ れる 

が 。 や せ は な 一 朋 的 で は な い 。 だ いた だ たい , 
00000000 

が 0 に な ら な い の は 不 自然 に 見 える し , 正 

の 数 だ け を 扱っ て いた 場合 と 統一 が と れ て 

いな い の も 間 題 だ 。 

第 3 の 方 法 は 「1 の 補 数 表現 」 で , ビッ 
ト を すべ て 反転 し た も の を 負 の 数 と し て 扱 
う やり 方 だ 。 一例 を あげ る と, 1 は 。 

00000001 「 


だ か ら , 一 1 は 全 ビ ッ ト を 反転 し て , 
11111110 
も いう よう に 表 き れる 。 こ の 方 潜 は ハー ド 
で 行う の が 簡単 な の で , 一 部 の 大 型 コ ン ピ ビ 
ュー タ で は 採用 る きれ て いる よう だ が , や は 
り 0 が , 
00000000 
11111111 
の 2 種類 びき て し まう な どの 欠点 が ある 。 
4 番目 は 「2 の 補 数 表現 」 で , これ が も 
うっ と も 一 般 的 な 方 決 だ と いえ る 。 ます 。 
00000000 
が 0。 を れれ に 1 を 足し た 。, 
00000001 
が 1 と な り 。 こ こさ まさ で は 正 の 数 だ け を 級 っ 
て いた と きき と 同じ だ 。 て 。 1 は 0 が らら 1 を 
引く こと で 求め る 。 実際 に は 0 か ら 1 を 引 
く 《 こと は で き な い わけ だ が , 最上 位 桁 の も 
う ひ と つ 上 に 1 が ある も の と みな し て 無理 
PO 引い て し は まう 。 1 が 求め だ けれ は , 
( 1 )00000000 
デー) 00000001 
11111111 
と な る 。 
この 方 法 で は 期 せ ず し て , 最上 位 ビ ッ ト 
が 符号 ビッ ト の 役割 を 果たす よう に な っ て 
いる 。 し だ が っ て 。 8 ビット の 場合 の も っ 
と も 大 き な 数 は , 
01111111 
で 127,。 も っ と も 小さ な 数 は , 
10000000 ' 
て 0128 と なる 。 
いよ し 表現 
今度 は 実数 の 表現 方 法 を 探っ て みる 。 ま 
ず 2 進数 で 小数 を 表す 方 法 ど だ が, これ は 次 
の よう に 考 を る 。 
10 進 数 で 表 る され た 数 , 仮に 123 は , 
1xX100 十 2X10 十 3x1 


の 意味 だ っ た 。 この 式 は 。 表 ] 整数 の 表現 
2 1 0 

0 TMR IE 人 1 進数 2 の 補 数 1 の 補 数 ゲタ ば き 絶対 値 
と 書く こと が で きる 。 これ は 127 1111111 11I1111 11I1II1111 91111I111 
名 桁 が それ ぞ れ 10 の 「 桁 数 一 1」 126 1111119 91111119 tl 91111119 
生 の 車 み を 持っ て いる こと を 0 00000010 9999919 
a - 1 010 10000010 99909919 
同人 ei る 。 これ を 拡張 し 1 00009091 0096091. 10960961 99900001 
て 考え る ょ + と 0.123 は , 9 90090000 09009000 10900099 990990900 

1x10-!+2x10-2 上 3X10-3 11111111 1111II116 III1lIll 10000001 
と いう よう に 表 き れ 小数 点 =2 11111119 11111191 9 の 1111119 199900910 
以下 の 人 各 桁 は 10 の マイ ナス 「 小 -126 19909916 190996991 99999916 111l1llll69 
数 点 以下 の 桁 数 」 乗 の 重み を -127 10000001 10000008 99909961 1111111l11 
持っ て いる こと が わが る 。 -128 19009006 -------- 69000060 --------- 


上 の 考え 方 を を の まま 2 進 
数 に あて は め て みる し と, 


10.015( 一 g は 2 進数 を 表す ) 
は , 

1x21 十 0x20 十 0X2-! 十 1x2-2 
し えん ん さよ が と きみ だ ろう 。 この) うだ 
2 進数 で は 小数 点 以 下 の 各 桁 は 2 の マイ ナ 
ス 「 小 数 点 以 下 の 桁 数 」 乗 の 重み を 持っ て 
ぃ る 。 具体 的 に は 小数 点 以下 1 桁 目 は 0.5 
の 重み , 2 桁 目 は 0.25 の 重み , 以下 桁 が 増 
える に 従っ て 重み は 半分 に な っ て いく 〈。 結 
局 例 に 挙げ た 10.01s を 10 進 数 に 直す と, 

1X2 十 1x0.25=2.25 
と な る 。 

2 進数 で の 小数 の 表し 方 が わか れ ば , 簡 
単 な が ら 実 数 の 内 部 表現 を 決め る こと が で 
きる 。 た と え ぇ ば, 整数 部 , 小数 部 も それ ぞ 
れ 8 ビ ッ ト に 固定 し て , 

1101110.11101111p 
を , 

011011108 11101111g 
の 2 バイ ト に 分 け て 格納 する よう に すれ ば 
よい 。 こ の よう な 方 法 を 「 固 定 小数 点 表 現 」 
と いう 。 小 数 点 以 下 が 長 く て 入り きら な い 
場合 は 切り 捨て て し まう か , それ が いや な 
ら 格納 で きる 範囲 の すぐ 下 の 桁 を 「0 捨 1 
入 」 す る こと に な る 。 

いま 例 に 挙げ た 固定 小数 点 表 現 は , 見 方 
を 変え る と 実数 を 256 倍 し て 16 ビ ッ ト 整 数 
に 格納 し だ た よう な 形式 を し て いる 。 その た 
め , 加減 算 は 整数 の 演算 と まっ た 同じ 処 
理 が 使え , 手軽 に 実数 を 扱う こと が で きる 
と いう 利点 が ある 。 

し か し , 実際 に は 固定 小数 点 表 現 は あま 
り 用 いじ 65 れる こと が な い 。 それ と いう の も , 
場合 に よっ て は 有効 桁 数 が 非常 に 小さ く な 
っ て し まう た だ た め だ 。 一例 を 挙げ る 。 

0.0000110011101 
と いう 有効 数 字 2 進 9 桁 の 数 を 先 の 固定 小 
数 点 表 現に 変換 する こと を 考え る 。 小数点 
以下 が 8 桁 を 超え る の で 9 桁 目 で 丸め て (0 
捨 1 入 し て ), 


注 ) ゲタ ば き 表 現 の バイ アス 値 は 86H(19 進 の 128 ) 


特集 コン ピュ ー タ に お ける 数 値 表 現 2 の 


00000000.00001101j 
と な る 。 見 て の と お り , 小数 点 以下 が 入り 
切ら な か っ た た だ ため に 非常 に 多く の 情報 が 失 
つれ て し まる ま ゃ て いる 。 


ここ で 注目 し て ほし いで の は ,。 上 の は う の 
析 が 余っ て いる 点 だ 。 こ の 人 生 っ て に いる ピッ 


ト を も 有効 的 に 活用 する だ た め に は , 小数 点 
の 位置 を 固定 で は な く 左 右 に 動か せる よう 
に すれ ば よい 。 すると, 同じ 16 ビ ッ ト の 領 
域 で も , 

0000.000110011101s 
と いう よう に ゆとり を 持っ て 格納 で き 


まだ が あ 。 こ の の 9 人 
ん 2 だ 。 
浮動 小 正規 化 
浮動 小数 点 表現 は 数 を 指数 部 と 仮数 部 に 
分 ける と ころ に 特徴 が ある 。10 進 数 で いう 
と , ある 数 を , 
XX10* 


の 形式 で 表し た と き の X を 仮数 部 ,Y を 指数 
都 と いう 。 ま た むだ 。 実際 に ュ ン ピュ ー タ て て 合 


われ る 2 進数 で の 浮動 小数 点 表 現 は , 

Xx 2 
の 形式 て 表 る れる こも に な る 。 たとえ は 。 
仮数 部 16 ビ ッ ト の 浮動 小数 点 表 現 で , 10 進 


の 0.5 を 表し て みる と , 
.1000000000000000gx2" 

と な る 。 ここ で 指数 部 を 増減 する こと が , 

小数 点 を 左右 に 動か すこ と に あたる 。 


し こる て 05 は 上 に 志 ト だ た よう に 
.1000000000000000sx2" 『 1 ) 
と 表す 以外 に も 
.0100000000000000sX2) (2 ) 
.0010000000000000gx22 (3) 
.0001000000000000 gp X 2? (4) 


な が ど と な どの 形 で 表す こと も て きる 4。 が 。 有 有 
効 桁 数 が 最大 に な る の は (1) の と き , す な わ 
ち 最 上 傍 ど ビッ ト が 1 の ょ と きだ 。 そこ で 最上 
位 ビ ピット が 1 に な る よう に 指数 部 を 調整 す 
る 操作 が 行わ れれ, これ を 「 正 規 化 」 と いう 。 
(2) 一 (4) は 正規 化 き れ て 1) の 形 と な る 。 
正規 化 は 有効 桁 数 を 確保 する 以外 に も 面 
自 い 効果 を も た ら す 。 
1) 正規 化 さ きれ た 数 は 最上 位 ビ ッ ト が 1 で 
ある こと が わか っ て いる 
2) 常に 正規 化す る と 決め て お け ば , 最上 
位 ビ ッ ト は 常に 1 に な る 
3) 常に 1 な ら 省 略し て も 情報 ( 
い (意味 は 通じ る) 
OO 
きみ よう に ん る 
i 記 
2 の oh x 1988.8. 


は 失わ れ な 


憶 領域 を 節約 する こと は よく 行わ れ , これ 
を 「 ケ チ 表 現 」 と いう 。 浮い た 1 ビット は 
別 の 用 途 に 使う な り , 指数 部 に 回 す な り し 
て も よい わけ だ 。 

ケチ 表現 を 使う と き に 
ら な い の は , 0 の 扱い だ 。 
表現 て 表し て も 條 ビッ ト が 0 に な る ぁ る 。 どう 
や っ て も 最上 位 ビ ピット が 1 に な ら な い 唯 一 
の 例外 だ 。 あ る 数 を 止 規 化 し た 結 栄 , 
位 ビ ッ ト だ けが 1 と な る よう な 場合 に 。 ケ 
ナチ 表現 を 使っ て 最上 位 ビ ッ ト を 省略 する と 
0 と の 区 別 が つか な く wt し まう 


注意 し な けれ ば な 
0 は 浮動 小数 点 


これ を 避け る た め に , 5 4 
印 を つけ る こと を 考え ぇ の 。 拓 


数 部 が ert ら 【 と いう " うに 
決め れ ば よい 。 これ に , 指数 部 の 範囲 
yio 0 を 区 別 す る た 
め に は し な だ の な いこ と だ みう 4 

な お , ここ で は 小数 点 以 下 第 1 位 が 1 に 
な る よう に 正規 化す る 例 を 示し だ た が, 1 の 


位 が 1 に な る よう に 正規 化す る 形式 も ある 。 
その 場合 0.5 は , 

1.000000000000000gX2 
れる 。 


の よう に 正規 化 き 


パソ コ 値 表 現 

そろ そろ 理屈 っ ぱい 話 を 聞い て いる の に 
も 飽き て きだ た だ ろう か ら , 実際 に 身近 な パ 
ソコ ン で 使わ れ て いる 数 値 の 内 i 、 
うな っ て いる か に 話題 を 移 そ う 。 図 | 1 ! 
Nt pits 
整数 , 単 精度 実数 , 倍 精度 実数 , ならび に 
X68000 で 使わ れる 整数 と 実数 の 内 部 表現 フ 
ォ ー マ ッ ト を まとめ て お いた の で , この 図 
を 見 な が ら 以 下 を 読ん で は し い 。 

最初 に 整数 だ ど だ が, X 1,。 MZ は 16 ビッ ト (2 


バイ ト )。 X68000 は 32 ビ ッ ト (4 バイト) 
と いう 違い こそ ある も の の , どちら も 2 の 


よる 符号 付き 整数 で ある こと に 
わり は ない 。 こ こま て 読ん 人 てく て 邊 だ 謗 着 
に は も う 説 明 は いら な い だ ろ 2 う 。 

ビッ ト 数 の 違い は 扱え る 値 の 男 囲 に 表れ, 
16 ビ ッ ト 整数 は ー32768 一 十 32767, 32 ビット 
表 数値 の 表現 可能 範囲 


補 数 表現 に 


OX1, MZ 
整数 一 32768 一 十 32767 
単 精度 土 2.9387359X10 3 土 1.7014118X10, 


倍 精度 


〇 ①X68000 

INT 一 2147483648 一 十 2147483647 
CHAR 0 一 255 

FLOAT 土 |1.1125369292536x10 "一 


土 2.938735877055719X10 9 土 1.701411834604692 x 10#, 


+3, 0 2 xX ud 


整数 で は 一 2147483648 一 十 2147483647 ま で 
の 数 を 表現 で きる 。 まだ, X-BASIC に ある 
char 型 変数 は 無 符 与 8 ビッ ト 整数 で ,0~25 
5 の 男 囲 の 値 を 格納 する こと が で きる 

数 は どの マシ ン で も 潤 動 小数 点 表 現 て 
表 さ る され て いる 。X 1, MZ で は 5 バイ ト の 
単 精度 実数 と し 8 バイ ト の 倍 精 度 実数 が あり , 
X68000 の X-BASIC で は 8 バイ ト の 倍 精 度 
実数 だ けが ある 。 先 に X1,MZ の ほう を 人 解 
読 し て し まう 。 

まず , 仮数 部 は 単 精度 31 ビ ッ ト , 倍 精 度 
55 ビ ッ ト の 絶対 値 表現 で あり , 別に 用 意 き 
れ た 1 ビッ ト の 符号 ビッ ト に ょ より 正負 を 決 
め る よう に な っ て いる 。 ま た, 仮数 部 は ケ 
チ 表 現 で 表 き れ て いる か ら 実 質 的 な 仮数 部 
の 桁 数 は 上 に 示し た も の より 1 桁 ず つ 多 く 


な っ て いる 。 さら に , 正規 化 は 小数 点 以下 
第 1 位 に 1 が くる よう に する 方 式 が 採用 る 


れ て いる 。 

も うお わか り の よう に , 倍 精 度 実数 の は 
う が 単 精度 実数 より も 演算 精度 が 高い の は 
2 より 多く の ビッ ト 数 を 割 い て いる 

多く の 有効 桁 を 得る こと が で きる か ら 
| 

指数 部 は 単 / 倍 精度 と も に 8 ビッ トゲ タ ば 
き 表現 と な っ て お ぢ おり , X1, MZ で は 80H (10 
進 で いう と 128) の バイ アス が か か っ て いる 。 
た だ し , 前 で 話し た 「0 を 表す 特別 な 指数 
の 値 」 と し て 0 が 使わ れ て いる の で ', 有効 
な 値 は 1 一 255。 バイ アス 値 を 引い て 一 127 
mo キ 197 と だ な る 。 

仮数 部 は 絶対 値 表 現 な の に 指数 部 で は ゲ 
タタ ば き 表 現 が 用 いら れ て いる の は 「 ひ と つ 
の 数 の 表現 中 に 2 つの 符号 ビッ ト が ある の 
は 好ま し く な いか ら だ 」 と いう も っ と も ら 
OO 0 の 扱い 
と の 馬 ね 谷 に て こう な ぁ っ て に る の て は な いい 
か と いう 見 方 | て る 

「 0 を 表す 特別 な 指数 部 の 値 」 は 0 に する 
の が 直感 的 で わか りや すい の は 確か だ ろう 。 
し か し , た と えば 0.5 は 浮動 小数 点 形式 で 
は , 

100…… x 20 
と な る よう に , 指数 部 の 0 を 勝手 に 使う わ 


お よび 0 [ 
お よび 0 


お よび 0 
a 


け に も いか な い 。 を その 点 ゲ タ ば き 表 現に す 
れ ば , 0 乗 と 「0 を 表す 指数 部 0 」 と が 区 
別 で きる よう に かなり 。 め で た し めで た し と 
いう わけ だ 。 


X58000 の 数 値 表 現 


続い て X68000 で 使わ れ て いる 倍 精 度 実 
数 の フォ ー マ ッ ト を 見 て みよ う 。X%68000 に 
は 実数 の 表現 方 法 が 2 系 統 あ る 。 ひ と つ は 
俗 に シャ ー プ フォ ー マ ッ ト と 呼ば れる 形式 
で あり , も う ひ と つ は IEEE( ア メリ カ 電 気 
電子 学会 。 ア イ ・ ト リプ ルイ ー と 読む ) の 規 
格 に 治っ た 形式 だ 。X-BASIC の 最初 の バ 
ー ジ ョ ン で は 実数 の 表現 は シャ ー プ 形式 だ 
け だ っ た が ,。 バー ジョ ン 2.00 に な っ た 時 点 
て で 数値 演算 は ドラ イ バ で 行わ れる よう に な 
り 。 ドラ イス 2 を 天 し 替え る こと て シャ ー グ 
形式 と IEEE 形 式 を 自由 に 選べ る よう に な 
っ た 。 

2 つの 形式 を 見 比べ て みる と , フィ ー ル 
NR on 
ビッ ト 数 に 違い は な い 。 だ か ら , どちら の 
ee 
算 精 度 は 変わ ら な い 。 仮 数 部 は 52 ビ ッ ト で 
1 の 位 に 1 が くる よう に 正規 化 き れる 。 指 
数 部 は 11 ビ ッ ト で あり , 3FFmn の ゲタ ば き 
表現 と な っ て いる 。 ま た だ , や は り 0 は 指数 
部 を 0 に する こと で 表す 。 

ここ で , さき ほ と 話 し た X1 や MZ で 使わ 
れ て いる 倍 精 度 実数 の フォ ー マ ッ ト と 比較 
し て みる と , 指数 部 に 3 ビット 多く 使っ て 
いる 分 , 表現 で きる 数 値 の 範囲 は 広く な っ 
て いる こと が わか る 。 逆 に 仮数 部 は 3 ビッ 
ト 少 な い の で 精度 は 劣る こと に な る 。 XX1 
や ゃ や MZ の 倍 精 度 実数 の ほう が X68000 よ り 5 
精度 が 高い と いう の は ちょ っ と 意外 な 結果 
だ あう 。 

と ころ で , まっ た 〈 く 精度 の 同じ 2 つの 形 
式 が 用 意 き れ て いる の は 不 自 然 に 見 える か 
も しれ な い が ,。 これ に は 初期 バー ジョ ン と 
の 互換 性 を 維持 し , 同時 に 標準 的 な IEEE 
規格 も 使 を る よう に する こと て 他 機 種 と の 
互換 性 を も 得 , さら に 浮動 小数 点 演算 プロ 
セッ サ を 使え を る ろ る よう に する 狙い が あっ て の 
こと も 皿 わ れる 。 


IEEE こ 浮動 / 


浮動 小数 点 表現 の フォ ー マ ッ ト に は 「 絶 
対 に こう し な けれ ば な ら な い 」 と いう 決ま 
り は な い 。 そ のだめ, これ まで は 機種 や B 
ASI じ な どの ソフ ト に よっ て バラ バラ の 形 
式 が 使わ れ て きた 。 異 機種 本 で の フォ ー マ 


算 コ ブ プロセッサ 


ッ ト の 互換 性 は 「 あ っ た ほう が いい 」 程 度 
の も の か も し れ な い 。 が ,。 少な (と も 。 同 
じ 機 種 上 びび は どの ソフ ト も 同じ 形式 に 統一 
る きれ て い だ ほ う が 好 まし い の は 確か だ 。 こ 
れ に より 種々 の ソフ ト 間 で デー タ を 共有 で 
きる よう に な る 。 も ちろ ん , 異 機種 間 で も 


互換 性 が あれ ば な お よい わけ だ 。 


者 ず の あて すっ ぱ ぽう だ が 。 だ いた いこ ん 念 


図 1 浮動 小数 点 表現 形式 


OX1, MZ 


15 0 
が 


32 31 30 


わけ で 数 値 表 現 の 統一 化 が 望ま れる よう に 


な り , 数 年 の 歳 月 を か け て 1985 年 , この 世 
界 で の 立法 府 も いえ る IEEE に よっ て , 
ょ う や く 〈 く 浮動 小数 点 表現 形式 の 規格 が 確立 
され た 。 規格 が で き て も , それ に 従わ な け 

れ ば 意味 が な いわ け だ が , IEEE 規 格 に 沿 
OR 
EEE 規 格 は 広く 受け 入れ られ る よう に な っ 


0 


単 精度 EE 仮数 部 
小数 点 符号 ビッ ト 


63 56 55 54 


0 


倍 精 度 仮数 部 


小数 点 ! 符号 ビッ ト 


〇 X68000 


5Z 5 


ーー 
63 62 


ae ロロ 


符号 ビッ ト 小数 点 


〇 IEEE 基 本 形式 


31 30 £322 


仮数 部 


(IEEE フ ォ ー マ ッ ト ) 
1 10 0 


( ウ ャ ー プ フォ ー マ ッ トド) 


0 


単 精度 


し \ 数 点 


図 ど 浮動 小数 点 表 現 の 例 


OX1, MZ 単 精度 

+].9 10000001 00909009 9099909099 90000000 

+9.5 19999999 990990099 999909009 90999900 

-9.5 10000000 10000000 90000009 990900990 

+9.1 911111901 91001100 11001199 110911090 
し 4 10000010 91091091 99091111 11011910 


OX1, 
+1.8 
+9.5 


MZ 倍 精 度 
10009901 09900000 
10900000 90000000 
-9.5 19999999 1990090009 
+9.1 91111101 910911090 
し 4 10000010 91091091 


7 
4 


90900000 
90000000 
90099009 90009900 
11991109 11001100 
99991111 11911910 


⑨⑥ ぐ X68999 倍 精 度 (IEEE フ ォ ー マ ッ ト ) 
+1.9 QOllllll 11110099 09009009 99900990 
+9.5 QOllllll 11100099 99009000 99000990 
-9.5 16111111 11100999 99900999 99990009 
+9.1 99111111 19111991 19911901 19911991 
7 91990990 99001901 99109961 11111911 


99900000 
り 900090000 
90000000 
11091101 
10109010 


900900900 
00000000 
90009900 
11991106 
91101000 


900009000 
900000000 
90000900 
11991191 
11099010 


900009000 
90000000 
リル ルル リル ルリ 
11001108 
10109010 


090900000 
90000000 
90990000 
11001190 
00190001 


900000000 
900000000 
90090000 
160110901 
910101090 


900000000 
900000000 
00000000 
1991190901 
910001990 


09000000 
90000000 
90000000 
19011901 
991011901 


00090000 
90000000 
90900000 
19911010 
90109110 
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0 

数 値 演算 コ プ ロ セッ サ と か 浮動 小数 点 演 
算 コ プロ セッ サ と いう の は 。 その 名 の と お 
5 浮動 小数 点 演 算 を ハー ド で 行う も の だ 。 
CPU の 機能 を ご 〈 自 然 に 拡張 する も の と 
いえ , イン テル 8086/80286/80386 用 の 8087/ 
80287 /80387 や モト ロー ラ 68020/68030 用 
の 68881/68882 が 有名 だ 。 多く の 機種 (た と 
えば 98) で は CPU の すぐ 降 に ソケット が 用 
意 さ れ , ここ に 注 動 小数 点 演算 コ プ ロ セッ 
サ を 差し 込む こと で 実数 演算 速度 を 数 一 数 
十 倍 に 速め る こと が で きる (当然 タフト 
側 で コ プ ロ に 対応 し て いな けれ ば な ら な い 
が 

さて , コ プ セ セッ サ に 対応 する た め に は 。 
数 値 の 表現 形式 も 最初 か ら コ プロ と 同じ も 
の を 使っ て いた ほう が 楽 び 。 そ うす れ ば , 
いざ と いう と き に 相互 変換 な どの 余分 な 処 
埋 を し な て て すす 人 だ みう 。 上 上 記 の コン 旨 玉 
ッ サ は すべ て IEEE 規格 を 採用 し て いる か 
ら , 自然 と ソフ ト 側 の 内 部 フォ ー マ ッ ト も 
IEEE 規 格 に 従っ た も の と な る わけ だ 。 

この よう に IEEE 規格 の 普及 は 数 値 演算 
コ フ ロ セッ サ の 普及 に か な り 助 けら れ た と 
いっ て よい だ ろう 。 実際 。IEEE 規 格 は イ 
ン テ ル 社 の 社内 規格 を 基 に し て 決め られ た 
を う で , IEEE 規格 制 定 前 に 発売 され て い 
た 8087 は 規格 を 先 に 広 ゆ て お く 〈 役割 を 果 た 
し と いた の うた だ 。 

と ころ で , X68000 で 使わ れ て いる (た だ 
し オォ オプション) 浮動 小数 点 演 算 プ ロ セ ッ サ 
は MC68881 だ 。 上 で も 述べ た よう に MC688 
81 は 本 来 MC68020 用 の も の だ か ら , MC680 
00 を MPU と する X68000 で は 使え な いよ う 
に 見 を る 。 が, 68020 と 68881 と の 間 の 連絡 
手続 きわ や エミュ レー ト す る こと で 68000 で 
も 68881 を 使う こと が で きる 。 この 場合 , 688 
81 は 純粋 な コブ プロ セッ サ で は な く 〈 く , どちら 
か と いえ ば 外部 デバ イス の よう な 扱い と な 
る 。 実 際 X68000 用 の 68881 は ソケット に 差 
し 込む と いっ た 簡単 な も の で は な さく, 拡張 
スロ ッ ト に 収め る ボー ド の 形式 で 供給 され 
て Tk%。 


次 換 着 


ここ まで て で の 話 は な ん の 役に立つ の か が と, 
いぶ か し む 読 者 も いる だ ろう 。 内 部 表現 な 
ん て BASIC な どの 高級 言語 を 使う 分 に は 
関係 な いじ ゃ な いか と 思っ て いる か も し れ 
な い 。 し か し , 高級 言語 を 使っ て 数 値 演算 
を 行う と き に こそ を, 内 部 表現 の 知識 が 要求 
され る の だ 。 

数 値 演算 を 行う と き , 必ず 気 を つけ な け 
32 onx 1988.8. 


jp 


れ ば な ら な い の は 「 誤 差 」 の 問題 だ 。 特 に 
コン ピュ ー タ て で 数値 演算 を 行う 場合 , 内 部 
で 2 進 浮動 小数 点 表 現 が 用 いら 和 れ て いる こ 

と か らく る 誤差 が 入り 込 な こと が ある 。 

第 1 に, 我々 が 普段 使っ て いる 10 進 数 を 
コン ピュ ー タ に 入力 し , 10 進 数 か ら 2 進数 
へ 変換 する 過程 で 誤差 が 生じ る 場合 が ある 。 
だ た と えば , 0.1 を 2 進数 で 表し て みる と 

.0110011001100…… B 

と 無限 に 続く 循環 小数 に な っ て し まう 。 内 
部 表現 で は 仮数 部 の ビッ ト 数 に 限り が ある 
の で , 途中 で まる ゆめ な けれ ば な ら な い 。 通 
常 。 格 納 で きる 範囲 の すぐ 下 の 桁 を 0 捨 1 
入 し 。 その 時 点 で どう し て も 誤差 が 入り 込 
こよ に な る 。 

0.1 は 10 回 足せ ば 1 に な る の は 自明 だ が , 
この よう に 誤差 が 入り 込ん だ 0.1 は 10 回 足し 
て も 「1 に 近い 数 」 に し か な ら な い 。 信じ 
られ な い 信 は 次 の よう な プロ グラ ム て 実験 
し て みる と よい 。 なにやら 汚い 数 字 が 並ぶ 
の 6 

10 A=0,1:B=0 

20 FOR I=1 TO 10 
30 B=B+A 
40 NEXT 

50 PRINT B-1.0 

上 の よう に 結果 を 表示 する だ け な ら ば , 
「 あ ぁ , 誤差 が 入っ だ た ん だ な 」 と 納得 する 
こと も で きる か も し れ な い 。 が , 条件 判断 
が か らむ と 事態 は か な り ヤ バ く な る 。50 行 
目 が , 

50 IF B=1.0 THEN 100 

と が の て い だ ら どう いう こま に な る か 考 
えて みて ほし い 。 この 場合 , 正しく 分 岐 き 
せる た だ ため に は , 多少 みっ と も な 〈 く て も 。, 

50 IF ABS(B—1.0) く 1Eー8 
THEN 100 
の よう に , 「B と 1.0 の 差 が 無視 びき る ほど 
小さ けれ ば 分 岐 す る 」 と いう 処理 も しない 

と いけ な い 。 実際 , 数 値 演算 に よく 使わ れ 
る FORTRAN の 世界 で は この よう な 記述 
法 は 常識 に な っ て いる 。 

第 2 に 。 結果 を 表示 する と き に 行わ れる 
内 部 表現 か ら 10 進 数 へ の 変換 の 過程 で も 誤 
差 が 生じ る こと が ある 。BASIC で は 実数 を 
表示 する と き は 10 進 で 何 桁 切っ て , を の 
下 の 桁 を 四捨五入 し て 表示 し て いる 。 た と 
えば, MZ-2500 で は 単 精度 は 10 進 8 桁 , 倍 
精度 は 10 進 16 桁 で 表示 する 。 つ まり , 内 部 
表現 で は きら に 細か い 情 報 が 含ま れ て い 
た と し て も , 表示 の 段階 で まる め ら れ て し 
まう こと に な る 。 試し に 上 の プロ グラ の 
50 行 目 を , 

50 PRINT B 


と し て 実行 し て みて ほし い 。B は 1 だ と 表 
示さ れる だ ろう 。 B か ら 1 を 引い だ も の は 
0 に な ら な か っ だ の に BE は 1 だ し と いう 不 思 
議 な 結果 が 得 ら れる 。 こ れ も 内 部 表現 と 10 
進数 と の 相互 交換 に よる 誤差 の いた ずら だ 。 

いま の 例 で は , 2 進数 へ の 変換 の 際 の 誤 
半 を 表示 する と き に 補っ て くれ だ た わけ だ か 
ら 。 お あり が だ いこ と と も いえ ん る 。 が 、 直し 
い 値 が 表示 され た と し て も , 内 部 で の 値 は 
や は り 誤 差 を 含ん で いる わけ だ か ら ,。 この 
値 を 引き 続き 演算 に 使用 すれ ば , 誤差 が 中 
き 継 が れ て いく こと に な る 。 

まだ た だ, シャ ー グ の マシ ン の 話 で は な い が , 
マイ クロ ソフ ト の BASIC で は か な り 長 い 間 
(も し か する と いま で も )10 進 へ の 変換 時 の 
四捨五入 に バグ が あっ た と いう 恐ろし い 話 
も ある 。 コ ンピュータ の 出力 結果 を 過信 し 
て ほな だら だ ない と いう 。 マ 4 クロ ソン ラ フト か ら 
の 教訓 どろ うか 。 


演算 | 誤差 


演算 時 に お いて も , きま ざま な 理由 で 誤 
差 が 入り 込ん だ り , 精度 が 下がっ た り , 情 
報 が 失わ れ だ りす る 場合 が 考え られ る 。 

だ も る も る 休 。 

(A+B) 一 A 
は B に な る は ず だ が , A に 比べ て B が ずっ 

と 小さ きい 場合 は , 正しい 結果 が 得 ら れ な い 
こと が ある 。 次 の プロ グラ ム を 実行 し て み 
て は し い 。 

10 A!=1234567.8 

20 B!=.12345678 

30 PRINT (A!+B!)—A! 
MZ-2500 で 試し て みた だ ところ, 結果 は , 

.12353516 

と な っ た 。 小数 点 以 下 4 桁 目 以降 が 正しく 
な いこ と が わか る 。 これ は 浮動 小数 点数 の 
加算 の アル ゴリ ズム に 原因 が ある 。 

話 を 簡単 に する た め に 10 進 数 で の 浮動 小 
数 点 表現 で 考え て みる 。 仮数 部 は 3 桁 と し , 
123 よ 1.28 を 足す 株 十 を 見 て みよ う 。 

123 と 1.23 は 浮動 小数 点 表 現に 直す と る を 
れ ぞ れ , 

123 き 123 X10° 
1,2383=.,123x10 

と な る 。 こ の まま で は 足せ な い の で , 人 間 
が 筆算 で や る よう に , 2 数 の 小数 点 の 位置 
を 揃え る (指数 部 を 等 し くす る ) 必要 が あ 
あお 。 する て と 。 

.123 X10° 

.00123 x 103 
の よう に な る は ず だ が , 仮数 部 は 3 桁 だ どか 
ら 入 りき ら な い 部 分 を な が ん と か し な けれ ば 


な ら な い 。 そこ で 4 桁 目 で 四 捨 昔 入 し て , 

.123 x103 

.001 x 103 
と し て か ら 足 すこ と に な り , 

.124 x 103 
と いう 結果 が 得 ら れる 。1.23 の 「0.23」 の 
情報 が な く な っ て いる わけ だ 。 

この よう に 大 きる (指数 部 ) が 極端 に 違 
う 2 数 の 加減 算 で は 小さ きい ほ う の 数 の 情報 
が 失わ れる こと が ある 。 も う ひ と つ ブ ログ 
ラム 例 を 示 そ う 。 


10 A!=0 

20 FOR 1=1 TO 1000 
30 Z! =I/1000! 
40 Al=A!+Z! 
50 NEXT 


60 DE =A!:PRINT Di 

この プロ グラ ム は 0.001- 1 まで を 0.001 
きざみ で 足す プロ グラ ム で , 単 精度 で 計算 
し て お き , 最後 で 倍 精度 の 変数 に 代入 する 
こと で , 結果 は 倍 精度 で 表示 し て いる 。 結 
困 は 500.5 に な り , 単 精度 で 計算 し て も 十分 
正しい 答え が 得 ら れる こと が わか る 。 

な お ,。 FOR ルー プ を , 

20 FOR [=0.001 TO 1.0 STEP 0.001 
の よう に し て いな い の は , すでに 述べ だ よさ 
うに 0.001 を 2 進数 に 変換 し た 際 の 誤差 が 
累積 し な いよ うに する た め だ (実際 に 試し 
て みる と よい )》 

火 に 。 こ の グロ グラ ム を 消し 変形 し て , 
大 きい ほう か ら 足 す よ うに し て みよ う 。 

10 A!=0 

20 FOR I=1 TO 1000 


30 Z!= (1000—I)/1000! 
40 Al=A!+Z! 
50 NEXT 


60 D# =A!:PRINT Di 

演算 の 順序 を 変 を た だ け な の に , 今度 は 
正しい 答え より いく ぶん 小さ な 結果 が 表示 
され る だ ろう 。 どこ か で 情報 が 落ち て いる 
か ら だ 。 なぜ, この よう な 結果 に な る の か 
考え て みて は し い 。 

まだ た だ 。 上 て 示し た プロ グラ タム に お ち お いて, 
途中 の 演算 も すべ て 倍 精 度 で 行う よう に す 
れ ば , どちら で も 正しい 答え が 表示 され る 。 
仮数 部 の ビッ ト 数 が 十分 ある の で , (あま 
り ) 情報 が 失わ れず に すん で いる た め が だ 。 
まる に 「 倍 精度 」 と いえ る 。 


コン ピュ ー タ に お ける 数 値 演算 は な か な 
ヵ : 面 暫 い テー マ だ 。 ここ て 挙げ た 以外 に も 
関数 演算 の アル ゴリ ズム (EXP( 一 双 ) と 1.0/ 


EXP(X) が 等 し いな ら な い の は な ぜ か と か )) 
や 浮動 小数 点 表現 数 の 四則 演算 の アル ゴリ 
ズム 。 も う 少 し 「 高 級 」 な と ころ で は , 多 項 
式 に よる 関数 近似 の 方 法 な ども 紹介 し た か 
っ た の だ が , 本 稿 で は 「 誤 差 に 気 を つけ よ 
う ね 」 と いう 話 で 押 き えて お いた だ ほう が 無 
難 の よう だ 。 最後 に, ご く 単 純 な 誤差 が ら 
み の 話 を し て 終え を る こと に する 。 

いく つか の 例 で , 倍 精度 演算 は 単 精度 に 
比べ て ずっ と 誤差 が 少な いこ と は 確認 で き 
た 。 ま と も な 数 値 演 算 わ する と な れ ば , 多 
少 時 間 が か か ろう と や は り 倍 精度 で 行う の 
が みき や うだ 。 

し か し , 勘違い か ら , 倍 精度 演算 の 利点 
を 生か せな い 場 合 が ある 。 だ た と えば , な る 
べく 高い 精度 で 1/3 を 倍 精 度 の 変数 に 代入 
し だ いも きた, 

10 DE# =1/3 
と し て し まっ て は いけ な い 。 一 般 に BASIC 
で は 黙っ て いれ ば 単 精度 で 演算 が 行わ れる 
の で , いく 〈 ら 倍 精度 の 変数 に 代入 し た と こ 
みろ で , 1/3 は 単 精度 で 計算 さる きれ て し ま う 。 

こう いっ た 理由 で , 倍 精 度 で 結末 を 得 た 
けれ ば , 


10 D せ =1 壮 /3 半 
の よう に , 倍 精 度 で 演算 する こと を 明記 し 
て お か な けれ ば な ら な い 。 

同じ 理由 で , 

10 D# =SIN(0.5) 
て は な 4、 

10 DE# =SIN (0.5 半 ) 
を 使う よう に し た い 。 関 数 の 演算 は 指定 し 
な く て も 倍 精 度 で 行っ て く て れれ ば よい の だ 
が , 多く の 場合 (少な てく と も MZ-2500 で は ) 
特に 指定 し な けれ ば 結果 は 単 精度 で 返っ て 
( る よう だ 。 

以上 の よう に 高い 精度 で 演算 し た けれ ば , 
倍 精度 の 変数 を 使う だ け で 満足 し て し まわ 
ず に , 定数 データ に も 気 を つか っ て も らい 
Ag 

と , こん な と ころ だ 。 少し は 数 値 演算 と 
いう も の に 興味 を 持っ て いた だ けた だ ろう 
か 。 ここ で 述べ だ た こと が , いく てら か で も 読 
者 の 参考 に な れ ば 幸い だ 。 また, 数 値 演算 
を 本 格 的 に や ろう と いう 人 は , 10 進 1 桁 , 
いや 1 ビッ ト に る さえ こだわ っ て , より 高 精 
度 な 演算 を 目指 し て ほし いと 思う 。 先 は ま 
だ 長い 。 


リス ト 1 実数 の 内 部 表現 赤 調べる Z 和 回 グラ ム X1/MZ-500 


6 浮動 小数 点 表現 を 調べ る プロ グラ ム MZ-2599/X 1 


の input D# 

3 の 'd#=pai(1#) 
49 F!=D# 

5 の for rT=1 to 5 


69 Print right$( "9999999"+bin$(asc(mid$(mks$(F!),T,1) )),8)j) "5: 


7 の 9 next 
89 print 
99 for ITI=1 to 8 


199 Print right$( "の 999999"+bin$(asc(mid$(mkd$(D#) ,T,1))),8)j) の 5 


110 next 
129 print 
139 goto 20 


リス ト ら ど 実数 の 内 部 表現 を 調べ る アロ グラ ム X68000 


・ void ma1in( argc, argv ) 
: int argc; 

19: char **argv; 

1 

を 人 。 char Ci 

よき int i,J; 

14: double d; 

15: char *pnt; 


1: /* 

2: ネネ 浮動 小数 点 表現 を 調べ る プロ グラ ム 
3: */ 

4 : 

5: #include <stdio.h> 

6: #include く < く math.h> 

7 

8 

9 


17: if ( argc < 2 ) { 


18: fprintf( stderr, 


19: exit( 1 ); 
20: } 
21: while ( --argo ) 


X68000 


"no arg¥n" ): 


{ 
22: d = atof( *++argv ); 


: /* 


d = P1: */ 
pnt = ( ohar * ) &d; 
for ( も = さ . きも で 8; it+ ) ({ 
C = *pnt+t+; 
for ( J = 0; J < 8; j++ ) ({ 
putchar( ’0’ + ( ( co 〉> 8 ) & 1 ) ); 
で C * ネ = 2: 


} 
putchar( ’ ’ ); 


} 
putchar( ’¥n’ ); 
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特集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 
連立 方 程 式 は 行列 で 


方 程 式 を 解く こと は , 与え られ た 条件 式 か ら 解 の 候補 者 を 見 つけ 出し 最後 に は 真 の 
い 当 て よう と する 探偵 小説 の よう な 面白 さ が あ り ま す 。 こ こ で は 行列 の 概念 を 


ら , 簡単 な BASIC を 使っ て 連 


突然 だ が , 考え た い 


パソ コン を 使っ て いる か が から と いっ て も , 
誰 も が 数 学 が 得意 で は な か っ た だ りす る の で 
す 。 特に 区 を た (きん 書い て さ し ょ ござ ご しょ 
計算 する の は 私 も 不得 手 な わけ で , そう い 
っ た 話 は で きれ ば 遠慮 し た いな と いう の が 
正直 な と ころ で す 。 


し か が し, コン ピュ ー タ の 勉強 を 続け て い 
く と 。 ど うし て も 数 学 の 知識 が 必要 と な り 


ます 。 と いっ て も , 広 男 な 数 学 の すべ て を 
理解 し て おく 必要 は あり ませ ん 。 か な り 以 
前 か ら 。 コ ンピュータ の た だ た め に は 数 学 の 理 
解 が 重要 だ と いう こと は いわ れ て いま し だ 
が 。 最近 は , 数 学 の 多く の 分 野 の な か で も 
離散 数 学 し いっ た 分 野 を 学習 し て お け ば よ 
の Y は な いか と いわ れれ て いま すず す 。 を の 分 
野 は 他 の 数 学 の 分 野 し は か な り 独 立 し て い 
て , あま り 数 学 に 詳し く な く て も 学 汗 する 
こと が で きる も の と 思わ れ ま す 。 それ て で も, 
高校 で 習う 程度 の 数 学 は ぼう し だ た っ て 必要 
で す が 。 ユ ンピュータ を 相手 に 仕事 を し ょ 
ちよ 還っ そい る 人 は 考え て お いた だ ほう が さく 
て し よう 。 

さて 。 コン ピュ ー タ と 数 学 は 切っ て も 切 
れ な い 関 係 に あり ます 。 も と も と コン ピュ 
ー タ は 数 学 の 問題 を 速く 正確 に 解 こ うと 生 
まれ て きた も の で す 。 ご 存じ の 方 も 多い と 
思い ます が , 最初 の コン ピュ ー タ は 大 砲 の 
弾道 を 計算 する た だ ため に 作ら れ ま し ただ た 。 そ し 
て コン ピュ ー タ は 数 学 の 進歩 を 加速 し , 今 
や ユン ピュ ー タ を 利用 し た 新しい 数 学 の 分 
野 が 生ま れつ つ あ り ま す 。 を そこ で , ここ で 
は 純粋 な 数 学 し 。 コン ピュ ー タ の た め の 
学 な どの 違い に つい て の 話し だ いと 思い 
ます 。 な に を や る か と いう と , 数 学 の 基本 
に 返っ た つも り て で 方程式 , 特に 連立 方 程 式 
と いう も の に 取り 組ん で みた いと 思い ます 。 


方 礁 


方 程 式 し は , まだ わか ら な い 解 を 含ん だ 
式 の こと で す 。 こ の わか ら な い 値 を 未知 数 


34 onix 1988.8. 


と いい ,。 * と か みな ど と し て 表現 し ます 。 
だ た と えば , 以下 の よう な 方 程 式 が 与 を られ 
Ge し. あす 
x ィ x 十 3 三 5 
する と この 式 は ぇ は 未知 数 で 何 か わ か ら 
な い 値 だ けど , ぇ が 上 の 式 を 満た す 値 と な 
る こと が 表現 きれ て いま す 。 で は 具体 的 に , 
* の 値 は いく つ に な る の で し ょ うか 。 こ の 
ょ うに 未知 数 の 値 を 実際 に 得る こと を , 方 
程 式 を 解く と いい , 得 ら れ た 値 を 方 程 式 の 
解 と いい ます 。 上 の 式 の 場合 , 方 程 式 を 解 
を 
x= 2 
と な り 。 これ が 解 で す 。 
ここ で きら は に 方 租 式 と いう も の を 考え る 
た め に 次 の 問題 を 考え て み ま し ょ う 。 
〈 問 題 1 > 
次 の 方 程 式 を x に つい て 解き な さい 。 
ax=6b 
あれ , 未知 数 が た くさ ん ある ぞ と 思っ た 
方 が いる か も し れ ま せん ね 。 方 程 式 を に 
つい て 解く と いう こと は x だ け を 未知 数 と 
し て , あと の gc や ぁ 5 な ど は 何 か 決ま っ た 値 
も し て 評 和 濾し が な きい と いう こ ょ で て です 。 具体 
的 に は ぇ 三 な に な に と いっ た 形 の 解 を 導き 
呈 こと が り ます 。 
さて , < 問題 1> は 解け ます か ?7 中 学生 
以上 の 方 な 6 ら 答 を は お わか り で し ょ う 。 を そ 
う 、 単に * 三 5/ ga な ん て 答え て は いけ ませ 
ん ょ ね 。 解 は 以下 の よう に な り は ます 。 
< 問題 1 の 解 > 


p 壮 0 の と き x=b/a 
eg 三 0. = りり の と きき  zx は すべ て の 数 
cg 三 0, 5 考 0 の と き  xz は 解 な し 


どう し て 単純 に x 三 6/a と 答え を て は いけ 
な いか と いう と , a=0 の と き に は , 解 は 
ァ 三 6/g と いう か だ ち で は 表現 で き な い か 
らら です (0 で は 割る こま が で きき な い )。 

この < 問題 1 > で は , 式 を 方 程 式 と し て 
いる か ら 数 学 の 問題 な の で す が , これ が 仮 
に 算数 の 問題 どっ た と する と ァ テ 6/g と 答 
ぇ えて も き ほ ど お か し く あ り ま せん 。 と い 2 
の は , 算数 で は その 式 を 満た す ぇ の 値 を 見 
つけ る こと が で きれ ば よい か ら で す 。 


つ 
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し か し 数 学 の 方 程 式 の 場合 , 与え られ た 
式 を 満た よ す 「 す べ で て の ぇ 」 の 値 を 求め な け 
れ ば な り ま せん 。 ま た を その 解法 も 直感 的 な 
も の で は な く , 理論 的 に 婦 当 で 十分 な も の 
で な けれ ば な ら な い の で す 。 し た が っ て 数 
学 と いう か ぎり は , < 問題 1 の 解 > の よう な 
も の に な ら な けれ ば いけ な い の で す 。 

方 程 式 を 解く と いう こと は , 厳 窓 に いえ 
ば 与え られ た 式 を 満た よ す すべ て の 解 を 求め 
る こと で , だ いた だ たい の 単 純 な 方 程 式 が 解け 
る 程度 に は 解法 の 技術 が 高め られ て いま す 。 
で は , 解け な い 方 程 式 が ある か と いう と, 
実は 結構 単純 な も の で も 解け な い 場 合 も あ 
り 。 微分 方 程 式 と 呼ば れる 方 程 式 で は 解け 
な い 場 合 の ほう が 多かっ だ り し ます 。 

それ で は , 方 程 式 を 解く 方 法 ほ と は と の は ょ 
うな も の で し ょ うか 。 こ れ は 解 方 程 式 に 
を それぞれ 独特 の 解く 方法 が あり ます 。 し か 
し 。 基本 は 変わ り ま せん 。 それ は 以下 の 等 
の 定 義 と 等 式 に 関す る 4 つの 定理 で す 。 
方 程 式 に は 必ず 等 号 “="” が 存在 し ます の 
で , この 定理 は 必ず 使用 可能 で す (だ だ し , 
これ だ け で 必ず 解 が 得 り れる と は 限り ませ 
ん ) 。 

まず 等 号 の 定義 の ら 見 て み ま し ょ う 。 
0) 2 つの 式 が それ ぞ れ 唯一 の 値 を も ち , 

その 値 が 等 し いと き , 2 つの 式 は 等 号 

が か で きる の 。 

う 一 ん , 結構 当たり 前 の こと を いっ て い 
る よう な 気 が し ます ね 。 で は 残る 4 つの 定 
理 を 見 て み ま し ょ う 。 

1) 等 式 の 両辺 に 同じ 値 を 加え て も 等 式 は 
成立 する 。 
2) 等 式 の 両辺 か ら 同 じ 値 を 差し 引い て も 

等 式 は 成立 する 。 

3) 等 式 の 両辺 に 同じ 値 を 掛け て も 等 式 は 
成立 する 。 
4) 等 式 の 両辺 を 0 以外 の 同じ 値 で 割っ て 

も 等 式 は 成立 する 。 

る て , 両辺 と いう 言葉 が 出 て きま し た だ が, 
これ は 等 号 の 右 の 式 を 右辺 , 左 の 式 を 左辺 
と いい 両方 いっ し ょ に 両辺 と いう 数 学 屋 る 
ん の 言葉 で す 。 上 の 定理 は いわ れ て みれ ば 
を うか な と いっ だ も の で す 。 た だ 注意 し て 


ほし い の は 定理 の 4) で す 。 数学 で は いか な 
る 値 で あろ うと も , その 値 を 0 で 割る こと 
は 禁じ られ て いま す 。 と いう より は , 0 で 
割っ た と き の 値 が 定義 きれ て いな い の で す 。 
し た が っ て 値 が わか ら な い の で , 式 を 等 号 
て 結ぶ こと は で きま せん 。 

で は , これ ら を 用 いて 問題 を 解い て み ま 
し ょ う 。 まずは 最初 に 現れ た 方 程 式 zx 十 3 
ー 5 で す 。 方程式 の 解 は + ょ z= な に な に の か 
だ ち に な お ば いい の で 。 そう な る よう に 式 
を 変形 し ます 。 も うお わか り で すね 。 両辺 
か ら 3 を 引け ば よい の で す 。 す る と 。 この 
方 程 式 の 解 で ある ぇ = 2 が 得 ら れ た で は あ 
り ま せん か 。 

いま の 例 の よう に 求め る 式 と 違う 部 分 を 
式 の 他 の 辺 に 寄せ 集め る こと で 解 が 得 ら れ 
ます 。 したがって, 式 中 の 各部 分 (厳密 に は 
各 項 ) が 移っ て いく よう に 見 える の で , こ 
の こと を 移 項 ほしい いま す 。 し か し 実際 は , 
方 程 式 を 解く と き は この 定理 を いち いち 頭 
に 浮か で る 必要 は あり ませ ん 。 単純 な 方 程 
式 の 場合 , 慣れ て くれ ば 反射 的 に 解け る よ 
うに な り ま す 。 

そこ で 再び く < 問題 1> を 解い て み ま し ょ 
う 。 簡単 簡単 , まず 両辺 を g で 割り ます 。 
する と ァ > ニニ な に な に の か っ こう に な り ま す 
ね 。 お や ,。 それ で いい の で し ょ うか 。 co の 
値 は わか ら な い の で す 。 し た が っ て ひ ょ っ 
と する も りか も し 和 れ な いと いう こと で すね 。 
と いう こと は , 簡単 に 両辺 を 。 で 割る こと 
は で きま せん 。 そこ で < 問題 1 の 解 > を 見 
れ ば わか る よう に gg が 0 か ,。 そう で な いか 
を 分 け て 答え て いる の で す 。 

まず が 0 で な いと 仮定 し まし ょ う 。 す 
る と , 両辺 を gz で 割る こと が で き て ぇ テム / gz 
と な り ま す 。 

で は g ニ 0 の と き は , どう な る の で し ょ 
うか 。g ニ 0 の と き , 方 程 式 の 左辺 zz は >* 
が いか な る 値 で も 0 と な り ま す (当たり 前 
で すね )。 そ こ で 右辺 ちり が 0 で あれ ば , この 
式 は * が どん な 値 で も 成立 する こと に な り ま す 。 

世 に 。 の が 0 で な か っ た だ た ら , 式 は の 値 に 
関わ ら ず 絶対 に 成立 し ませ ん 。 し た が っ て , 
- 解 が な い " と いう の が 答え と な り ま す 。 
解 を 求め よ と いう の に “ 解 が な い ” と いう 
の は ちょ っ と お か し いよ うな 気 が し ます が ., 
この へ ん が 数 学 の 正直 な と ころ で “な いも 
の は な い " と 言っ て し まっ て いい の で す 。 

と も か 〈, これ で く 問 題 1 の 解 > が 得 ら 6 
れ ま し た 。 ちなみに 数 学 の 試験 で は 解答 は , 
最初 の < く 問 題 1 の 解 > の よう に し っ か り と 
谷 え て くだ きい 。 数学 の 解答 用 紙 に は 一 定 
O ま グー ネー マッ ト が ある の で 。 を それ に 従っ て 
書か 06004 上 いけ な いよ う で す 。 


先ほど の 解 を 求め る 過程 で 気づい た 方 も 
いる と 思い ます が , 移 項 を 行う こと で , 解 
は 機械 釣 に 何 も 考 え ず に 計算 で きま す 。 と 
いう より , 正しい 解 を で きる だ け 簡 単に 求 
め る よう に 努力 し た 結果 , こう すれ ば 必ず 
解 が 得 5 ら れる の だ と いう 方 法 を あみ 出し た 
の で す 。 与え られ た 手続 きど お り に 計算 を 
する …… これ っ て , コン ピュ ー タ の 一 番 得 
意 と する と ころ じゃ な いで すか 。 でも, こ 
ん な 簡単 な 問題 だ と 何 も コ ンピュータ に や 
ら せ て も , あん まり 意味 が な い の で 問題 を 
も う 少 し 難し くし まし ょ う 。 


を 考え る 


それ で は , 次 の よう な 間 題 が 与え られ た 
と し ます 。 


連立 1 次 


< く 問題 2 > 

以下 の 連立 方 程 式 を 解き な さい 。 
* 十 2 ヶ 三 5 
ox 十 ッッ ー7 


さて , 問題 に は 2 つの 式 が あり ます 。 を 
し て , や は り ァ と 4 と いう 2 つの 未知 数 が 
あり ます 。 一 般 に 連立 方 程 式 と は 複数 の 式 
と 未知 数 を 持っ て いま す 。 そし て , 各 式 の 
中 で 現れ る 同じ 名 前 の 未知 数 は 同一 の も の 
で す ( 当 た り 前 か な ?)。 し た が っ て , 連立 
方 程 式 の 未知 数 は 与え られ た 連立 方 程 式 を , 
すべ て 満足 し な けれ ば な り ま せん (すべ て 
の 式 が 全部 いっ し ょ に 成り 立た な けれ ば な 
り ま せん )。 こ うな っ て くる と 結構 難し そう 
で すね 

一 般 に 方 程 式 の 中 に 現れ る 未知 数 を 1 元 , 
2 元 と 数 え を ます 。 そ し て も う ひ と つ , 式 中 
に 現れ る 未知 数 の 次 元 と いっ た も の が あり 
ます 。 こ れ は それ ぞ れ の 未知 数 の 最大 の 乗 
数 を 表現 し , 1 次 , 2 次 と 数 を ます 。 た と 
えば , < く 問 題 1 > で 与え られ た 式 zz= ニ 5 の 場 
合 , * の 1 乗 が ある の で 1 次 方 程 式 , 42 十 ヶ 
=ー3 は 2 次 方 程 式 し な り ま す 。 し た が っ て , 
< 問題 2> は 2 元 1 次 連立 方 程 式 と なり ま 
す 。 今回 は , この 1 次 連立 方 程 式 に つい て 
詳し く や っ て いこ うと いう 趣向 で す の で , 
他 の 方 程 式 は それ な り の 本 な ど で 勉 強し て 
くだ きい お 。 

て は , < 問題 2 > の 場合 どの よう に し た ら 6 
解 が 得 ら れる の で し ょ うか 。 これ も 最初 の 
方 程 式 の よう に 解く の で す が , ちょ っ と し 
た だ 技術 を 使い ま は す 。 こ の 計算 も や っ て みた 
の が 図 1 で す 。 要 する に , 2 つの 式 を うま いと 
ころ 合わ せ て , * だけ, だ け の 式 を 作ろ 
うと いう わけ で す 。 * だけ, だ け の 式 
な れ ば 簡単 に 解け ます よね 。 

この よう に 複雑 な 問題 は で きる だ け 簡 


単 な 問 題 に 分 解 し た り , 変換 し た り で きれ 
ば し め だ た も の で す 。 し か し コンピュータ に 
解 か せる の は , まだ 早 す ぎ ま す 。 と いう の 
は , 私 だ ち は , も っ と 問題 に つい て 詳し さく 
知る 必要 が あり ます 。 なぜなら コン ピュ ー 
タ に 問題 を 解 か せる た め に は , 確実 に 答え 
が 得 ら れる 方 法 を 知る 必要 が あり ます し ( 図 
1 の 方 法 で 必ず 解 が 導ける と は 限ら な いか 
ら ), で きれ ば 一 番 楽 な 方 法 で 解 を 得 た いと 
いう の が 人 情 で す 。 そこ で 連立 方 程 式 の 特 


性 に つい て も っ と 詳し 〈 く 取り 組ん で み ま し 


よう 
解 が 確実 | れる 条件 


まず , どん な 場合 も 解 が 得 ら れる の で し 
ょ よう か 。 これ っ て , 意外 と 難し か っ た りす 
る の で す 。 そして, 機械 的 に 解く た め に は 
非常 に 重要 な こと で す 。 つ まり 解法 が 完璧 
な も の で な いと , コン ビ ピュー タ に よっ て 得 
られ た 解 が 常に 正しい と は いえ ず , 意味 の 
な い 計 算 を し て し まっ た こと に な る か ら 6 で 
JT。 

も ちろ ん , どん な 場合 も 計算 で き な け れ 
は ば は な ら な いか と いう よ 。 そう で も あり ませ 
ん 。 こう いう 場合 は 解 が 得 ら りら れ な いと いう 
こと が わか れ ば , その 場合 の 計算 は で き な 
いと いう 結果 を 返す こと で , 得 ら れ た 解 の 
正当 性 が 保てる よう に な り ま す 。 し た が っ 
て , 計算 も する 前 に ちゃ ん と し た 解 が 得 ら 
れる か どう か と いう こと を 確認 する 必要 が 
あり ます 。 そこ で 以下 の 問題 の 場合 を 例 に 
て あま し ょ よう 。 

く (問題 3 - 0 > 

以下 の 方 程 式 を 解き な さい 。 

3 ヶ 十 ? 十 2z 三 14 


1 連立 方 程 式 の 解法 ( ら 元 1 次 ) 


& 


i ー( り 
5 々 十 / ニ 7 ー@ 
式 ② の 両辺 を 2 倍 する 。 


I0z 二 27?= ニ 14 一 の 
式 ②" か ら 式 ① の 両辺 を それ ぞ れ 引く 
10x 十 27 三 14 、 ー 
ィ + ナ +2y=5 
OO  、 
4 = 9 
x = 1 


式 ① の 両辺 を 5 倍 す る 。 
5 ヶ 十 10 ヶ = ニ 25 一 ( じ 


式 (か ら 式 ② の 両辺 を それ ぞ れ 引く 
5x+10y=25 


つえ y=7 


特集 連立 方 程 式 は 行列 で いこ う 2 ぢ 


実は この 問題 の 場合 , 基本 的 に これ 以上 
問題 を 簡単 に する だめ の 変形 を する こと は 
で きま せん 。 本当 か な あと 思う 人 は , 試し 
て あて てく だ さい 。 で この よう に 来 箇 数 が 3 つう 
も ある の に 式 が 1 つ し か な い 場 合 , その 式 
以上 に 簡単 に 解 を 限定 する こと は で きま せ 
ん 。 つ まり 単に ( 式 1) を 満た す x, ヶ , 
が 解 だ び だ だ よ と し か いえ な いわ け で す 。 では, 
次 の 場合 は ぼう で し ょ 2 う 。 
(問題 3-1> 

以下 の 連立 方 程 式 を 解き な さい 。 

3z 十 ヵ 十 2z 三 14 

ァ 十 52? 一 2 三 6 
この 場合 ( 式 1) と ( 式 2) か ら は zt 
9,。 9 と <,。 を と を と いっ た 関係 が 導き 出 
きれ ます が , そこ まで で , 解 を 1 つ に 限定 
は で きま せん 。 実際 , < 問題 3-1> か ら 答 ら 
れ た 式 を まとめ た の が 以下 の 関係 式 で す 。 

60( ヶ 一 3) ニー154( 一 1) 55(< 一 2) 
を こ で 上 の 式 値 を 』 と 置く と , 解 と な る *, 
9, を は 以下 の よう に 表せ ます 。 


あお 60 キ 8 
ニー7/154 十 1 
= $155+2 


この を 特に 媒介 変数 (パラ メー タ ) と 
呼ん で いま す 。 したがって, t+ の 値 を 決め 
る と 解 と し な る z, 9, z の 値 の うち 1 つが 
得 ら れ ま す 。 し か し , ここ ま て 解 を 限定 す 
る の が 限界 で す 。 こ れ で も , < 問題 3-0? 
ょ り は 解 の 限定 が で き て いま す が , 1 つ に 
絞る こと は で きま せん 。 で は , 問題 の 式 を 
に LT て か な まし よう 
く 問題 3 - 2 > 

以下 の 連立 方 程 式 を 解き な さい 。 


連立 方 程 式 の 解法 (3 元 1 次 


* 十 59 一 々 = 6 ー(② 
ニー2*ー29 キ 434 テ 0 一 ⑳ 
① 十 2x② 
3 ヶ 十 2 十 2z=|4 
RU の RE 


| 3y 寺 y+2z=| 和 4 一 いり 


5x 十 17 =26 一 ④ 


4x②+③ 
4 十 20 ヶ 一 4 ター2Z4 
ー2 ァ ー 22 十 4 々 = 0 


so) 

2x 十 87 =24 一 ⑤ 
2X(④ー5X(⑤ 

I0x 十 227 三 52 
3 0 =120 
—68y ニー68 

y = 

同様 に し て 
> タニ 3。7 二 |, る テキ 2 


36 onx 1988.8. 


Gxt +zZe=d rote ( 式 1) 
ァ 十 52? 一 < 三 6 SER ( 式 2 ) 
ー2x 一 2 の 47 十 42 三 0 生ま ( 式 3 ) 


この 場合 は 解 を 唯一 の も の と する こと が 
で きま す 。 図 1 に 示し た 要領 で 計算 し た も 
の を 図 2 に 記し ます 。 今 度 は うま くい きま 
し た ね 。 こ の よう に 一 般 に は 連立 方 程 式 の 
場合 , 未知 数 の 数 だ け の 式 が 必要 で す 。 だ た 
だ し 。 未知 数 の 数 だ け あ っ て も 求 ま ら な い 
場合 が あり ます 。 を その 代表 的 な 例 が 次 の 間 
題 で す 。 
< 問題 3-3> 

以下 の 連立 方 程 式 を 解き な さい 。 


34+ y+22=14 ee ( 式 |) 
ーー ( 式 2 ) 
6x 十 2y 十 42 王 286 mm ( 式 4 ) 


この 場合 , 解 は 1 つ に 限定 で きま せん 。 
ょ よく 〈 見 て みる と , ( 式 4 ) は ( 式 1) の 両辺 
を うる 人情 し だ も の で 、( 臣 1J) と 同じ こと し か 
表現 し て いま せん 。 し た が っ て < く 問 題 3-3> 
は 式 は 3 本 あっ て も , 2 本 分 し か な い の と 
同じ で す 。 

それ で 解 が 1 つ に 定まら な いわ け で す 。 
この よう に 2 つの 式 が 実は 同じ 意味 し か 持 
た な か っ た り , ある 式 が 他 の 式 か ら 導 き 出 
きれ だ りす る 場合 、 その 式 は 解 を 限定 する 
の に 役に立ち ませ ん 。 そこ で て 数学 で は , あ 
る 式 が 他 の 式 か が ら 導 き 出 され な いよ うに な 
っ て に いる と き 。 答 式 は 独立 て ある な ど と い 
い 区 別して いま す 。 こ の こと か ら 以 下 の よ さよ 
ク 2 に いう こと が て きま す 。 

1 次 連立 方 程 式 の 解 を も 1 つ に 定め ゆる た だめ 
に は , 独立 し た 条件 式 が 最低 で も 未知 数 の 
数 だ け 必 要 で ある 。 

で は 式 が 4 つ 以 上 あっ だら どう か な と 思 
っ た で し ょ う 。 条 件 式 が 多 す ぎる と 条件 が 
きつ く な り 過 ぎる た め に , 解 の 限定 が 進み 
すぎ て し まい 条件 を 満た す 解 が 存在 し な く 
な り ま す 。 と は いえ ,。 4 つ 以 上 の 式 が あっ 
て も その うち 独立 し て な いも の が あっ て , 
実質 的 に 3 本 の 式 と 同じ よう に な る 場合 は , 
解 を 1 つ に 定め ゆる こと が 可能 で す 。 こ れ で 
解 が 得 ら れる 条件 は ,. は っ きり し まし た だ 。 
連立 方 程 式 の 解 を 導き 出す の に 必要 な 条件 
は 。 いま まで の 話 で わか っ て も ら え を だ と 起 
いま す 。 あ と は , 連立 方 程 式 を 計算 機内 で 
どの よう に 表現 する か と いう こと です 。 


外宮 


ここ か ら は 与え られ た 連立 1 次 方 程 式 を 
どの よう に 朋 く か て は が 《(。 と の よう に ) 
まく 表現 する か と いう こと に つい て 考え て 
は きだ た いと 思い ます 。 こ の こ 上 は 。 デ ー タ 


構造 に 関す る 分 野 に か な り 近 いも の と 思わ 
れ ま す 。 た だ 実際 に は この よう な 数 値 演算 
の 場合 、 か な り 単 純 な ゲー タ 構 造 で ある 配 
列 で けっ こう 間に合う こと が 多い の で す 。 
これ は 数 学 自体 が 極め て 美しく 整理 され て 
いて ,。 まとまっ て いる か ら で す 。 その た だ め 
科学 技術 演算 用 (数 値 演算 用 ) の FORTRAN 
や 。 それ か ら 派 生 し だ た BASIC な どの 言語 は , 
配列 一 筋 の 頑固 者 に な っ て いる の で し た 。 

話 を 数 学 に 戻し まし ょ う 。 実際 。 連立 1 
次 方 程 式 は 行列 と 呼ば れる か た ち で 表現 す 
る こと が で き , これ を うま く 〈 利 用 し て 行列 
の か た ち で 処理 する (解く ) と いう 体系 が 
数 学 で は 完全 に 作ら れ て いま す 。 で は , 行 
列 と は どの よう な も の で し ょ うか 。 行列 と 
は 複数 の 値 を (要素 と いい ます ) ひと ま と 
め に し て 1 つの 値する も の で す 。 下 に 例 
を あけ まし は 1 う 。 

9 1 2 
5 8 10 
2 1 1 

この よう に 行列 と は , 縦 と 横 に 値 を 並べ 
た も の で す 。 そし て 横 に 値 が 並ん で いる の 
を 行 と いい , 上 か ら 第 1 行 , 第 2 行 と 呼び 
ます 。 同様 に 縦 の 並び を 列 と いい , 前 か ら 
第 1 列 。 第 2 列 と 呼び ます 。 つ まり 行列 と 
は 行 と 列 と いう 2 つの 値 の 並び の こと で , 
ほとん どど 漫才 コンビ の 名 前 みた だ いな 命名 法 
が 取ら れ た こと が わか り ま す 。 数学 っ て , 
この へ ん が 割り と いい 加減 な ん で す よ ね 。 

そし て m 行 ヵ n 列 の 構成 の 行列 を m メ ヵ ゃ の 
行列 と いい ます 。 こ の 行列 に も きま ざま な 
も の が 考え られ , 名 前 が つい て いる も の も 
あり ます 。 ま ず は ヵ X ヵ の 行列 、 こ れ を 止 
方 行列 上 いい ます 。 ま た , 行 ま た は 列 が 1 - 
つ し か な い 行 列 に は , ベク トル な ん て し ゃ 
れ た 名 前 が つい て いま す 。 

を し て 大 事 な こ と は この 行列 に も "キー 
X” と いっ た 計算 が 行 を 4 る こと で す 。 お っ 
と その 前 に , 行列 に お ける 等 号 “=" の 意味 
を 知っ て お 〈 必 要 が あり ます 。 つまり, と 
うい う 場 合 に 2 つの 行列 の 式 が 等 し いと 
いえ る の か と いう こと で す 。 こ れ を 正確 に 
知ら ず し て 足し 算 な ど は 語れ ませ ん 。 数 学 
で は これ を “行列 に な ける 等 号 の 定義 な 
ん て 難し そう に いい ます が , 私 た ち は 数 学 
屋 き ん で は な い の で 堅苦しい 話 は 抜き に し 
すず 

行列 に な いて 等 し いと いう こと は , 次 の ・ 
条件 を 満た せ ば 十分 で す 。 つ まり 2 つの 行 
列 が , 同じ 大 きき (同じ 行 数 で 同じ 列 数 ) 
で , 同じ 行 同じ 列 の 要素 が すべ て 等 し けれ 
ば , 等 号 が 成立 し ます 。 し た が っ て 行列 内 
の すべ て の 要素 に つい て , それ と 同じ 位置 


に ある 有 要素 が 等 し いな けれ ば な ら な い の で 
ご (言わ お 衝 て なると, 当然 と いう 気 も する 
な あ )。 

で は , 足し 算 ( 和 ) 
て み ま し ょ う ( 例 1) 。 こ れ は 同じ 行 と 列 の 
値 ど うし を 加え る (引く 〈) こと で 結果 の 行 
列 が 得 ら れ ま す 。 

皆さん は も うお 気 ヴ きだ と 思い ます が , 
この 行列 の 和 足し算 , 引き 算 は , 同じ 大 きき 
(同じ 行 で , 同じ 列 ) の 行列 どう し で し か 行 
うこ と は で きま せん 。 で は 掛け 算 ( 積 ) は 
どう で し ょ うか 。 こ れ は , ちょ っ と 複雑 な 
計算 と な り ま す 。 ま ず は 例 2 を 見 て も らい 
まし よう 。 

よー〈《 見 る と わか る と 思い ます が (わか 
る か な 一 ), 前 の 行列 の 各行 と 後ろ の 行列 の 
人 各 列 の を それぞれ の 有 要素 を 掛け て 和 わ と っ て 
いま す 。 行列 の 掛け 算 は 計算 は 複雑 で す が , 
その 分 よく 用 いら れ ま す 。 

ここ で 注意 し て ほし い の は 。, 行列 の 積 が 
計算 で きる 条件 で す 。 和 や 差 の 場合 は 前 
の 行列 と 後ろ の 行列 の 行 ど うし , 列 ど うし 
# 語 じ 大 きき る で な いと で きま せん で し た 。 
し か し 積 の 場合 。 前 の 行列 の 行 の 大 き さ る と, 
後ろ の 行列 の 列 の 大 きき る が 等 し いこ と が 計 
算 で きる 条件 で す 。 こ れ は と て も ぅ 重要 な こ 

さて, この 行列 の 積 で < 問題 3 - 2 > の 問 
題 を 表現 し て み ま し ょ う 。 す る と ょ と 以下 の ょ 
うに な り ま す 。 


3 1 2 x 14 
1 2 ご 』 y | = | 6 
ー2 この 4 2 0 


どう で て す 。 き れい な も の で し ょ う 。 こ の 
積 の 部 分 を 計算 し て 等 号 の 条件 か ら 各 要素 
を 展開 する と , 元 の 式 に な る こと が わか る 
と 思い ます 。 

ここ で , 未知 数 の 入っ た 行列 (ベク トル ) 
例 ] 行列 の 和 こ 差 


6 


0 年 | 


0 
24 を 6 89 


と 5 引き算 ( 差 ) を 見 


に 注目 し て くだ さい 。 この 問題 を 解 《 く に あ 
だ っ て , 私 た ち が 未 知 数 に つい て 知っ て お 
く こと は , と どの 未知 数 が 何 を 意味 し て いる 
か と いう こと だ け で て です 。 し た が っ て 未知 数 
の 名 前 で ある z, y, < は あく まで も 未知 
数 間 の 区 別れ する た め に つけ た 名 前 な の で 
す 。 も し 式 の 形 な ど で そ の 区 別 が 表現 され 
れ ば , z, 9, < など と いっ た 情報 は 不要 
と な り ま す 。 き て で ん な に 3 うま (。 い < 
の て し ょ う の 。 


行列 し 法 


先ほど の く 間 題 3 - 3 > を , 行列 で 表現 し 
だ も の を よく 見 て くだ さい 。 未知 数 の ベク 
トル と 積 を と っ て いる 行列 (未知 数 の 係数 
行列 と いい ます ) の 第 1 列 は , すべ て 未知 
数 * の 係数 し な っ て いま す 。 お っ と 係数 と 
いう の は 式 の 中 で 。 その 未知 数 や 変数 な ど 
に 掛け て ある 数 の こと で す 。 同 様 に 第 2 列 , 
系 3 列 は 。 それ ぞ れ 7 ヶ , の 係数 し な っ て 
いま すね 。 

この よう に , 行列 に 連立 1 次 方 程 式 を 書 
き 直 し だ た と き に , 行列 の 構造 が 各 係数 の 情 
報 を 表現 で きる よう に な っ て いる の で し た 。 
こう し て みる と , 行列 の よう な 構造 を 持っ 
だ た デー タ が 持つ 意味 の 重要 性 が わか る と 思 
いま す 。 

つい で に 先ほど の 行列 と ベク トル の 積 の 
右辺 の 部 分 も 含め て , 以下 の よう な 行列 を 
作り ます 。 

3 1 2 14 
| 5 一 1 6 
ー2 一 2 4 0 

この 場合 も 最後 の 列 が 定数 で ある こと 
を 区 別 で きま す 。 も うお 気づき の 方 も 多い 
こと と 思い ます が , この よう に 行列 の 形 に 
連立 方 程 式 を 格納 し よう と し て いる の は , 
コン ピュ ー タ (特に BASIC や FORTRAN) 
の 得意 な 配列 も を うま 〈 使 むせ うと いう た めで 
す 。 素 人 で も , 行列 と 配列 が か な り 近 い 関 
係 が ある の が わか る と 思い ます 。 これ に つ 
いて は , 詳し 〈 説 明 し な く て も 大 丈夫 で す 
よね 。 

それ て ほ い よい よ 。 


例 ら 行列 の 積 


2 還っ も 3 
58.10 ee | 
ます] 人 


どの よう に し て 連立 


方 程 式 を 解く の か を 考え て み ま し ょ う 。 最 
も 基本 的 な 方 法 は , 図 1 や 図 2 で や っ た 方 
法 で す 。 こ れ を 簡単 な 手続 き と し て , まし と 
め だ た も の が "掃き 出し 法 " で す 。 名 前 が ち 
ょ っ と 汚い よう な 気 が し ます が , 極め て 基 
本 的 で 有名 な 方 法 (アル ゴリ ズム ) で す 。 
数 学 の 言葉 で 行列 を 掃き 出す と いう こと 
は , 行列 の 意味 を 保っ た まま どこ か を 基準 
( 要 ) と し て , ある 行 や 列 の 要素 を 0 に な 
る よう に 変形 する こと で す 。 掃 き 出 し 法 で 
は く 問 題 3 - 3> の 場合 、 以下 の よう な 形 に 
掃き 出 そ う と し ます 。 


1 VU せ 3 
WE U4 
0 0 まま る 


これ を 未知 数 を 含ん だ 行列 の 形 に 直す と , 
以下 の よう に な ちまき ます 。 


1 0 0 x 3 
0 1 olly| =[」 
0 0 1 る 2 
つま り , この 形 は 求め る べき 連立 方 程 式 の 


解 を 示し て いま す 。 た だ し 注意 し な けれ ば 
な ら な い の は , 変形 を 施す こと で 行列 の 値 
は 変わ っ て いる の で 等 号 で は 結べ ませ ん 。 

さて , と の よう に し て 変形 すれ ば よい の 
で し ょ うか 。 具体 的 に は 。 プロ グラ ム を 見 
て も ら っ だ ほう が て っ と り 早 いと 思い ます 。 
掃き 出し 法 で 3 元 1 次 連立 方 程 式 を 解く プ 
ログ ラム を , リス ト 1 に 示し ます 。 まあ, 
読ん で みて 〈 だ きい 。 こ の や り 方 は 以下 の 
よう が な 処理 を し まず す 。 

まず 第 1 行 第 1 列 の 要素 を 取り 出し , こ 
の 部 分 が 1 に な る よう に 第 1 行 の 要素 を を 
れ ぞ で れ 割 り ま す 。 次 に 第 1 行 第 1 列 を 除く 
喝 1 列 の 要素 が 0 に な る よう に , 行列 の 要 
素 ど うし の 引き 算 を 行い ます 。 こ の よう に 
する こと で , 第 1 列 は 目的 の 行列 と 同じ に 
な り ま す 。 これ を 各 列 に 前 か ら 順 番 に 施す 
こと で , 最後 に は 目的 の 行列 が 得 ら れる こ 
と と な る で し ょ う 。 これ が 掃き 出し 法 で す 。 
プロ グラ ム を 見 れ ば わか る よう に ,。 か な 
り 単純 な プログラム で す 。 で も 実は ブロ グ 
ラム に は 2 つの 欠点 が あり ます 。 ひ と つ は 
未知 数 の 数 が 違う 連立 方 程 式 に 対応 で きる 
ょ うに 拡張 で びき ない こと で す 。 こ れ は BASIC 


5X0 填 8X メ |I 十 IO0X5^5X1 千 8X2 半 10X 了 7 5X3 半 8 ベベ] 寺 |0X 4 


EER は 3 ベベ キナ ペ メス + キ 2X※X 3X3 ナ トト ベ X11+ キ +2X す 4 


と ベリ キキ ペ メイ 1 5 えも ルト る キナ た ZX XI TR 4 


11 19 18 
= |58 9F 63 
6 HH 


特集 連立 方 程 式 は 行列 で いこ う 3Z 


が 再帰 的 プ ゲロ グラ ミン グ が で き な い と いう 
こと に 起因 し て いま す 。 で も X-BASIC で は 
再帰 が で きる の て 拡張 が で きる で し ょ う 。 
X68000 ユ ー ザ ー の 人 は 各自 が ん ば っ て 〈《 だ 
るい ね 。 

を し て も う ひ と つの 欠点 は , この ブロ グ 
ラム を 使っ て いる と わか り ま す が , た ま に 
(か な り ひ ん ば ん に ) 計算 で き な い こと が 
あり ます 。 こ れ は , 与え た 式 が 解 を 1 つ に 
限定 する の に 不 十分 な と き (これ は 先ほど 
な 話し し まし た わ ね) と , 計算 中 に 要素 を 1 
に し た ピピ じ 位置 な の に た また まそ こ が 0 と な 
っ て いる 場合 で す 。 

これ は アル ゴリ ズム 自体 の 欠点 な の で す 


が 式 を 入力 する 順番 を 変え たる こと な と で 
解決 で きま す 。 し か し , で きれ ば ここ まで 


コン ビ ピュータ に る させ だ いも の で す 。 これ は 
結構 簡単 に 解決 で きま す 。 問題 は 1 に し た 


い ぁ z 行 ヵ 列 の 値 が 0 に な っ て いる と き は , 
を れ 以 下 の 行 で ヵ 列 が 値 が 0 で な い 行 と 取 
り 換 えれ ば いい の で す 。 こ れ は 簡単 な 改造 
で すみ ます の で , や っ ぱり が ん ば っ て 〈《 く だ 
きい 。 と に か く 大 事 な こ と は , 数 学 の 技術 
を どの よう に コン ピュ ー タ の ブロ グラ ミン 
グ に 組み 入れ て 便 う か と いう こと な の て す 
が も 。 

きる て 。 掃き 出し 法 は 単純 で プロ グラ ミン 
グ に は 持っ て こい で す 。 し か し 数 学 的 に は 
も っ と 美しい 解法 が あり ます 。 そ れ が Cram 
er の 公式 で す 。 


美しい Cramer も の の 行列 式 
Cramer 法 上 は どん な や り 方 で し ょ うか 。 
を れ を 話す 前 に , この Cramer 法 の 方 針 と い 

みる だ た も の に つい て 請 し まし ょ と う 。 


この Cramer 法 は , 連立 方 程 式 が 与え ら 
た ら , 各 系 数 を 代入 する だ け て で 解 が 得 ら れ 
る よう な 公式 を 作っ て し まお うと いっ だ も 
の て す 。 こ 入 な ら ば コン ピュ ー ダ は 先 ほ と 
の 掃き 出し 法 の よう に 値 を 確認 し な が ら 処 
理 を 行う と いっ だ も の で は な く 《, 直接 与え 
られ た 係数 を も と に 一 気 に 計算 する だ け で 
ょ く な り ま す 。 ま た 数 学 的 に は 解 を 直接 , 
式 で 表現 で きる よう に な り , と て も 美しく 
な り ま す 。 

で は , Cramer の 公式 を 図 3 に 示し ます 。 
どう で す 。 美しい で し ょ う 。 だ が だ 式 中 に 行 
列 の よう だ けど ちょ っ と 違う も の が あり ま 
すね 。 これ が 行列 式 と いう も の で す 。 こ の 
行列 式 は 結構 複雑 な の で あま り 和 触れ た だく は 
な い の で す が , これ が わか ら な いと Cramer 
の 公式 は わか り ま せん の で 簡単 に 説明 し ま 
+ 


O 
リス ト 1-a 切 寺 冊 胃 潜 に まる 解法 (X6BOOO) リス ト 1-D 掃 (X1/X1turbo) 
100 /* 100 REM 法 に 3 元 1 次 連立 
119 7* 欄 き 出し 法 に よる 3 元 1 決 連 立方 程 式 の 解 の 算出 1 元 1 次 連立 方 程 式 の 解 の 算出 
120 /* 120 REM Oh!X 88 8 
130 /* Oh!X 88 8 139 REM ー 
140 /* 149 DIM x(2,3) 
159 int 1,J 159 REM 
169 float value 169 REM 式 値 の 入力 
179 dim float x(2,3) 179 REM 
189 /* 189 CLS 
199 /* 式 値 の 入力 199 FOR i=@ TO 2 
200 /* 299 PRINT i+1; "本目 の 式 を 入力 し ます 。“ 
219 cls 210 FOR j= の 9 TO 2 
229 for i=Q to 2 220 PRINT か ィ は 還 まま り 1 
230 print i+1; "本 目 の 式 を 入力 し ます 。" 230 INPUT " ",va 
240 for j= to. 2 240 x(1i,J)=va 
250 お D で 1 ね も の 1311 ) テ = : 250 NEXT 3 
260 input ",value 269 TINPUT " 式 値 "ya 
279 x(i,J)=value 270 x(1,3)=va 
280 next 289 NEXT i 
299 input “ 式 値 = ",value 299 REM 
300 x(i,3)=value 399 REM 入力 され た 式 の 出力 
319 next 319 REM 
320 /* 329 FOR i=@ TO 2 
3 きき /* 入力 され た 式 の 出力 339 FOR j=@ TO 2 
349 /* 349 PRINT XC FI EC SI で ) "5 
359 for i=Q9 to 2 350 IF Jj<>2 THEN PRINT " + "; 
369 for j=9 to 2 369 NEXT j 
379 Drint (も 947 きま も 319433 ) > 379 PRINT " = "5x(1。3) 
380 if 3KOS then print " + "; 389 NEXT i 
399 next 399 REM 
400 print | = "jix(1。3) 499 REM 掃き 出し 法 の 実行 
419 next 419 REM 
429 /* 429 GOSUB "掃き 出し 法 " 
439 /* 掃き 出し 法 の 実行 439 REM 
449 /* 449 REM 結果 の 出力 
459 Gauss() 459 REM 
469 /* 469 FOR i=9 TO 2 
479 /* 結果 の 出力 479 PRRTN 学 "XX" < ュ キオ 1: 7") = "sr(i。3) 
489 /* 489 NEXT i 
499 for i=⑳ to 2 499 END 
599 Print "XX(「 ith" ) = 5XX(1 は 。3) 509 REM 
519 next 519 LABEL "掃き 出し 法 " 
529 end 529 REM 
539 /* 549 FOR i= の TO 2 
549 /* 掃き 出し 法 550 FOR j=i+1 TO 3 
559 /* 569 CC 
569 func Gauss() 570 NEXT j 
579 int i,),k 589 FOR j=9 TO 2 
580 for i= の 9 to 2 590 IF i=) GOTO " 対 角 要 素 " 
599 for すこ ます to 3 600 FOR k=i+1 TO 3 
699 TER RE EL) 619 X(J,k)=x(J,k)-xX( う 1)*X(1。EK) 
619 next 620 NEXT k 
620 for 3=0 to 2 639 LABEL " 対 角 要 素 " 
639 if 3 くう 3 then ({ 649 NEXT j 
640 for kK=i+1 to 3 659 NEXT i 
659 x(J,k)=x(Jjk)-x(J,1)*x(1,k) 669 RETURN 
660 next 
670 } 
680 next 
690 next 


7090 endfunc 
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行列 式 は 見 た 目 は か な り 5 行列 に 似 て いま 

す が , 両者 に は 大 き な 違 い が あ り ま す 。 を 
れ は 行列 式 は 普通 の 値 を 持つ と いう こと で 
す 。 普通 の 値 し は 3 と か 2.64 と か で す 。 
の よう を な 値 を スカ ラー と いっ て いま す 。 
いう まで も な さく, 行列 っ て 行列 の 値 し か 持 
ち ま せ ん よね 。 図 4 に 行列 式 の 例 を あげ ま 
す 。 行列 式 は , 


> 
こう 


GC ii 
1 科 0 
2 9 4 


の よう に 書き 表し ます 。 

そし て , この 行列 式 の 値 は 360 で す 。 
の よう に 行列 式 は 行列 と し たい へ ん 似 て いま 
す が , スカ ラー 値 を 持っ て いる わけ で すか 
ら 。 等 号 は 普通 の 意味 で 使え ます 。 

る て , どの よう に し て 行列 式 の 値 を 求め 
る の で し ょ うか 。 行列 式 の 値 は , その 行列 
式 の 有 要素 か ら 計 算 る きれ ます 。 し か し 実は こ 
れ が , た だい へ ん 面倒 臭い の で す 。 そして, 
これ こそ コン ピュ ー タ に や ら せ る べき 仕事 


~~ 
ーー 


リス ト ら -a 語 呈 の 交 穫 に る 解法 (X68DD0) 


で す 。 なせ ぜ 面 倒 臭 いか と いう と , 行列 式 の 
大 きき ( 行 数 と 列 数 ) が 変わ る と 行列 式 の 
値 を 求め る 式 も 変わ っ て くる か ら で す (と 
は いえ ぇ え , ちゃ ん と 規則 性 は ある ん だ よ )。 
で は , これ を 計算 する プロ グラ ム を 組ん 
て み ま し ょ まま ょ 言い た いと こ な ん だ けど 。 


図 3 Cramer の 公式 


今回 は 連立 方 程 式 が テー マ だ し 
て る ぼっ て し まう の で し た 。 や っ ぱり 行列 
や 行列 式 は , それ な り の と ころ で 勉強 し た 
ほう が いい でしょ う 身 が 深い で すか ら ね 。 
で も , あっ きり あき ら め て し まう の は 残念 
な の で , 簡単 な 行列 式 の 場合 の 値 の 計算 の 


連立 | 次 方 程 式 
の 1 え ュ 十 22 十 … 十 の jz え ぇ ー ム 
の za え ュ 十 の 22 え 2 + … 十 の zz え ヵ = 62 
の ヵ ュ え ュ 十 の z2 え 2 十 … ルー 


の と き , (2 は 係数 , * は 未知 数 ) 


Pe | 


1 Ei 

の 2」 22 "| bz2 の 2 ヵ 

の zi の z2 ""* の 。 rs 
え 』 一 

aii の 12 に din 

721 の 22 ee dsn 

dani の ヵ 2 ee dnn 


第 7 列 を 
2 で 置き 換え る 。 


リス ト ら -D Orag 面 時 の 状 茸 まき 解法 (X1/X1turbo) 


199 /* 199 REM Cramer の 公式 に よる 3 元 1 次 連立 方 程 式 の 解 の 人 算出 
119 /* Cramer の 公式 に よる 3 元 1 次 連立 方 程 式 の 解 の 算出 119 REM 

129 /* 120 REM Oh!X 88 8 
139 /* Oh!X 88 8 139 REM 

149 /* 149 DIM x(2,3) ,y(2,3) 

150 int i,3 159 REM 

169 float value 169 REM 式 値 の 入力 

179 dim float x(2,3) 179 REM 

189 /* 189 CLS 

19 の /* 式 値 の 入力 199 FOR i=9 TO 2 

209 /* 299 PRINT i+15" 本目 の 式 を 入力 し ます 。" 
210 cls 210 FOR j= の TO 2 

229 for i=9 to 2 220 PRINT "(ツタ オル 1 いで) ニッ 

230 Pri +1 本 有 邊 の 式 を 入力 し ます 。" 239 9! し 10 ON ga 

249 for = の to 2 240 x(i,J)=va 

250 Print EOL" pe 259 NEXT j 

sa input vakue 269 TNPUT " 式 値 = ",va 

270 x(1,J)=value 270 x(i,3)=va 

280 next 28 の 9 NEXT i 

299 input " 式 値 = ",value 299 REM 

300 x(i,3)=value 300 REM 入力 され た 式 の 出力 

319 next 319 REM 

329 /* 329 FOR i= の 9 TO 2 

33 の 9 /* 人 人 力 さ れ た 式 の 出 カ 339 FOR Jj= の 9 TO 2 

349 /* 349 PRINT X(N GH 
nD or lsh Yo 2 350 IF J<>2 THEN PRINT " + "; 
369 FOr J=U ta 2Z 369 NEXT J 

370 Drint も も 4 す )2 まえ ( <・3 キ 3 } 5 370 PRINT “2 "ex(i,3) 

380 FF 22 then print < + ". 389 NEXT i 

399 next 399 REM 

400 print “= "gti,3) 400 REM Cramer の 公式 に よる 解 の 算出 と 出力 
419 next 410 REM 

420 /* 420 i=-1 

439 /* Cramer の 公式 に よる 解 の 人 算出 と 出力 439 GOSUB "Cramer の 公式 " 

449 / ネ * 44 の 9 div=ans 

450 d=det(-1 ) 459 FOR i=9 TO 2 

469 for = の to 2 469 GOSUB "Cramer の 公式 " 

479 print 7 た まま 1") =“";det(i}/d 470 PRINT "X(";i+i;") = "ans/div 

489 next 489 NEXT i 

499 end 499 END 

599 func float det(mi:int) 599 REM 

519 int i,j,k,ans 519 LABEL "Cramer の 公式 " 

529 dim float y(2,3) 529 REM 

539 for i=9 to 2 539 FOR j= の 9 TO 2 

540 for J3209 to 2 540 FOR k= の 9 TO 2 

550 if j=m then { 550 まま isk THEN y(j,k)=x(3,3)} ELSE v(j,k)=xtj,k) 
560 y(i1,3)=x(1,3) 560 NEXT k 

570 } else { 579 NEXT 

580 ます まそ も まま 。J) 589 ans=y(9,9)*y(1,1)*y(2,2)+y(9,1)*y(1,2)*y(2.9)+y(0,2) 
599 } $y(1,0)*y(2,1)-y(0,2)*y(1,1)*y(2,0)-y(0,1)*y(1,0)*y(2,2) 
690 next -y(0,0)*y(1,2)*y(2,1) 

610 next 599 RETURN 

620 ans=y(0,0)*y(1,1)*y(2,2)+y(0,1)*y(1,2)*y(2,0)+y(Q,2) 


*y(1,0)*y(2,1)-y(0,2)*y(1,1)*y(2,0)-y(0,1)*y(1,0)*y(2,2) 


。 ~-Y( の 9,9)*y(1,2)*y(2,1) 
_ 639 return(ans ) 
649 endfunc 


特集 連立 方 程 式 は 行列 で いこ う 2 の 


仕方 を 図 4 に 示し ます 。 

と いう わけ で , 連立 方 程 式 に 戻り まし ょ 
う 。 こ の Cramer の 公式 を 用 いた プロ グラ ム 
を リス ト 2 に 示し ます 。 ど う で す , あん まき 
り 美 し て な いで し ょ う 。 数学 的 に 美しい Cr 
amer の 公式 も 。 プロ グラ ム に する と か た な 
LT す ョ 

とこ で 考え ん て ほし い の は 、 数 学 的 な 奏し 
き と プ ログ ラム 的 な 美しき と の 違い で す 。 
数 学 は 実利 を まっ だ さく 無視 し て いる わけ で 
は な い の で す が 結 構 実 利 を 離れ て , 抽象 的 
で 思想 的 な 美しき を も つ 分 野 で す 。 こ れ に 


対し , コン ピュ ー タ と いう の は 実利 重視 で 


どろ どろ と し た も の を だ た くるん 引き ずっ た 
も の で す 。 こ の 両者 の 違い は あま り に も 大 
区 多く の 問題 を 引き 起こ し ます 。 で は, 
コン ピュ ー タ に と っ て 最も 望ま し い 解 き 方 
(アル コロ リズム) は 。 と どの よう な も の て 
し まう の いり 


三角 分 解 に よ 方 程 式 の 解法 


実際 に コン ピュ ー タ に 連立 方 程 式 を 解 か 
せよ うと する と き , いち ば ん 気 を つけ な け 
れ ば ぼ ば ならない こと は 全て し ょ うか 。 
お そら く 〈 計算 の 効率 だ と 思い ます 。 
ン で 面白 半 分 に プログ ラム を 組ん で いる と 
き は どう で も いい こと で す が ,。 ちゃ ん と 満 
足 の で きる , まし て や 他人 に 見 せる ブロ グ 
ラム な か な ら ば な みき る ら て す 。 また 実際 に コン 
ピュータ に 連立 方 程 式 を 解 か せよ うと する 
と き が どん な 場合 か と 考えれ ば , 解く さき 
式 が か な り 膨大 な たき で ある こと が 子 廻 き 
し ます 。 

この 場合 , 掃き 出し 法 や Cramer の 公式 な 

と ど は 処理 の 効率 が 悪く か な り 使 いづ らい 
Pe きき の 
に は どう すれ ば に ト に の で し ょ うか 。 効率 を 
ト げ る た め の ひ と つの 基準 し な る の は 処理 
速度 で す 。 そこ で 話 を 処理 速度 に 絞っ て , 
を それ を 上 げ る た め に は どう すれ ば よい の か 
図 4 行列 式 


ァ ペ マツ ココ 


それ は , 


た いう こと の 。 考 ん や あな だ い 6 狂い まり 。 

処理 速度 を 上 げ る た め に は , いく つか の 
手段 が 考え を られ ます 。 大事 な こと は 妥 他 よ 
〈 処理 を する と いう こと で す 。 こ れ は 効率 
人 アル ゴリ ズム を 採用 する と いっ た だ た こ 

つが が りき ます 。 だ と えん ば は 多 ( の デー タ 
i みた だ たら 6 有効 な アル ゴリ ズム と tL 

て は クイ ッ ク ソ ー ト が 有名 で す 。 

し か し , この アル ゴリ ズム の 選択 を する 
と き に 気 を つけ な けれ ば な ら な いこ と が あ 
り ま す 。 それは 処理 すべ き デ ー タ の 数 や デ 
ー タ の 特性 , 処理 を 行う と き の き る きま ざま な 
制約 条件 に よっ て , どの アル ゴリ ズム が 有 
効か と いう こと が 大 きく 左右 きれ る と いう 
こと で す 。 そ の だ た だ め ,。 ひと つの 処理 を と っ 
て も た くさ A ん の アル ざ ゴリ ズム とみ が 存在 し て いじ 
ます 。 投入 きれ だ た データ に よっ て 処理 の 戦 
申 を 変え る と いう ダイ ナミ ッ ク プ ロダ ラミ 
ング 上 よい う 手 決 き さえ ある ぐら いて す 。 

き て そこ で , 最終 的 に この 連立 方 程 式 の 
衣 流 て と っ た 7 アル ゴリ スム は 何かと もい うと, 

ご 角 分 解 (LU 分 解 ) を も 用 いた アル ゴリ ズム 
で す 。 れ か ゼ ぜ こ の アル ゴリ ズム を 取っ だ か と 

うと , 以下 の よう な 理由 が あり ます 。 

第 1 に 単純 な 連立 方 程 式 な が なら コン ピュ ー 
タ に いち いち 入力 する ほう が 時 間 が か か っ 
て で し まう の YY は だ いか と いう こと 。 系 2 に , 
と に か く 〈 く 掛け算 が 少な が いこ と で す 。 マ シン 
語 を 知っ て いる 人 は わか る し と 思い ます が , 
掛け 算 は 足し 算 よ り 数 倍 時 間 が か か る の で 
す 。 を の 代わ り 少 し ルー が 増え て いま す 
が 掛け 算 の 回 数 も か な り 少 な が く て な っ て いて , 


ん こち ら の ほう が 近い と 思い ます 。 
の グロ グラ ム を リス トド 9 に 示し きす 。 
: 角 分 解 し は な ん だ ろう と 思っ た 方 も 多 


いで し ょ う 。 これ は 通常 の 行列 を , 以下 の 
ょ うな 2 つの 行列 の 積 に 分 解 し て し まお う 
と いう も の で す 。 


an di2 ⑦13 
dn 22 23 
⑦⑰ 3」 7 32 a 33 


| | テッ 
CI WISA, 
ー di1id22 — Ui2d2i 
の 2」 の 22 
の ⑦1 の 2 の 13 
2」 22 の 23 | = Ui1022023 十 の 2 の 23 の 3 十 21 の 32 の 13 
731 の 32 の 33 ー の 31 の 22 の 1s 一 の ii1 の 32 の 23 一 の 21 の 12 の 33 


リス ト 3-a 還 生 通用 だ 解法 (XBB000) 


リス トコ -D 


lr 0 0 Un Uz Wi 
=— | la la 0 0 422 U2 
la lsz lss 0 0 ws 
例 : 
8 4 12 4 0 0 と 
2 11 13 |=|15 0 022 
14 13 31 (31 0 0 4 


こう する こと で 連立 1 次 式 の 1 つの 未知 
数 の 値 が 確定 し て し まい ます 。 あ と は これ 
を 代入 し て , 残り の 解 を 単純 に 計算 する だ 
け で す 。 結構 , 要領 よく や っ て いる で し ょ 
う 。 な お 三角 分 解 に つい て は ,、 や っ ぱり そ 
れ な り の と ころ で 勉強 し た ほう が いい と 思 
いま す 。 

と に か く コ ンピュータ で 良好 な アル ゴリ 


ズム を 選ぶ と , 足し 算 よ り 掛 け 算 は 時 間 が 
か か る と か 。 メモ リ に 限界 が ある と か , 数 


2 で は 考え られ な い 麗 ろ し く 泥 具 い こと が 
起き る の で す 。 そし て これ ら を 考慮 し て プ 
ログ ラム を 組む こと が 。 効率 の よい 処理 や 
し よう と する と 要求 きれ る の で す 。 

これ は 数 学 の 見 地 か らい えん ば, と ん で も 
な いこ と で す 。 し た が っ て 数 学 的 な (論理 
的 な ) 美しき る な ん て も の は 、 コ ヨン ピ ュー メデ 
に と っ て は あま り 意 味 の な いこ と で す 。 
般 に 数 学 ほ し コン ピュ ー タ と は か な り 仲 が い 
ぃ いと 思わ れ て いる の で す が , 本 当 だ ろう か 
と 考え 込ん で し まう 私 な の で し た 。 


だ ん だ か ん だ よ と いろ て も 。 コ ロン ビ ュ ェ ー ク 
ょ 数学 は お 互い に だ い へ ん 影響 を 与え あっ 
て かい ます 。 著 か ぃ ら 数学 の きま ざま が アイ デ 


ア が コン ピュ ー タ に 取り 込ま れ て きま し た 
し , 最近 数 学 の な か に も コン ピュ ー タ の 優れ 
た 計 質 力 を 普 量 と もし た (要する に コン ピュ 


ー タ に 英 大 な 計算 きせ て 行う ) 分 野 が 現 
れ て きま し た 。 し か し 数 学 で いう 演算 と コ 
ンピュータ で いう 演算 で は 大 き な 意 味 の 開 
き が ある こと が 。 人 回 の 話 で わか っ て い だ 
だ だ ょ 思い ます 。 ' 

て も 。 き コツ ピュ ェ ュー クタ を 詳し く 天 ひだ が っ 
た ら 数 学 は 不可 欠 で す 。 は っ きり 言っ て 私 

は 数 学 が 苦手 で す 。 特 に 式 を 書い て ご し ょ 
5 て で も 。 
ンピュータ を 使っ て いる うち に や っ ぱり 数 
学 は 必要 だ と いう こと で , 私 だ っ て そこ 
こ に 勉強 し て いる の で す よ 。 


三 懇 散 大 用 だ 解法 (X1/X1turbo) 


190 REM 三角 分 解 を 用 いた 3 元 1 次 較 立方 程 式 の 解 の 算出 


109 /* 
119 /* 三角 分 解 を 用 いた 3 元 1 次 連立 方 程 式 の 解 の 算出 110 REM 
129 /* 129 REN 
139 /* Oh !X 8 139 REM 
149 /* 


40 oh x 1988.8. 


Ooh'x 88 8 


140 DIM x(2,3),L(22)」U0(2,2)」Y(2) 


150 int i,J 

169 float value 

176. dim float x{({2,3),L(2,2);U(2,;2) 
180 /* 

190 /* 式 値 の 入力 

200 /* 

219 cls 

2Z20 for izt も Oo 2 

239 print i+1; 本 上 且 の 式 を た 大 力 し ます 。“ 
240 for ) ミ の to 2 

250 print “XX( 239+" ) = 
260 input " ",value 

279 x(i,J)=value 

280 next 

299 input “" 式 値 = ",value 
369 x(1,3) =value 

319 next 

320 /*  - 

330 /* 入力 され た 式 の 出力 

34 の 9 /* 

350 for i=09 も 2 

360 for J=Q to 2 

379 PPint 区 ます 2 人 7 は キ ま < の おい 
380 まま ある then print "+ "“*« 
390 next 

499 DFIDt ご だ っ まく きす 

419 next 

420 /* 

430 /* 三角 分 解 の 実行 

449 /* 

45 の 9 Deocomp( ) 

46 の /* 

470 /* 結果 の 算出 

48 の /* 

499 Solve() 

509 /* 

510 /* 結果 の 出力 

520 /* 

5309 for i-Q9 to 2 

540 の たま も さま すす) = eg (i, 3 
559 next 

569 end 

579 /* 

589 /* 三角 分 解 

599 /* 

699 func Decomp() 

610 int i,Jj,k 

629 float sg 

630 for 150 to-2 

640 L(i,Q0)=x(i,®) 

650 next 

660 まわ が まな to 2 

670 U( の,i ) =x( の, ) /L(9,9) 
680 next 

690 fOr i=t to 2 

7 の 9 ・ 生ま ta 2 

719 S= の 

720 for k=Q to i-1 
730 s=L(J,k)*U(k,i)+s 
740 next 

750 し L(J,1)=x(J,1)-S 
760 next 

770 fOr gsit+tt to 2 

780 に を 3/ 

790 for K= の to i-1 
899 S=L(1,K)*U(K,J))+s 
810 next 

820 U(i,J)=(x(i,J)-s)/L(i,i) 
830 next 

840 next 

850 EoOP ユミ の も Oo:2 

8609 生ま さす 生ま 

870 next 

889 endfunc 

890 /* 

900 /* 結果 の 計算 

919 /* 

920 func Solve() 

3930 nt セ ti 3 

949 float s 

95 の 9 dimm fl]oat y(2) 

969 y( の 9)=x( の 9,.3)/L(9,0) 

970 TOP まま NO 

980 S=0 

990 0 に | 

1000 s=L(i,J)*y(J)+s 
1010 next 

1920 (1)=(X(1,3)-s)/L(1,1) 
1930 next 

1040 の うり そ た グ ) 
1950 for 10. to. 1 
1955 J=1-i 
1060 S=0 

1070 for ks3t1 to 2 

1980 S=U(J,kK)*x(k,3)+s 
10990 next 

11090 x( J,3 ) =Y( 了 J) -s 
1110 next 
1129 endfunc 


150 


1020 
1030 


REM 
REM 式 値 の 入力 
REM 
CLS 
FOR i=9 TO 2 
PRINT 1+1)} "本 目 の 式 を 人 力 し ます 。" 
FOR j=9 TO 2 
PRENT とび キト けら: 
FRPUEL TT Va 
て 1 す ) = ニ YA 


NEXT j) 
INPUT < 式 値 = ',va 
x(i,3)=va 
NEXT i 
REM 
REM 入力 され た 式 の 出力 
REM 


FOR i=9 TO 2 
FOR j)= の TO 2 
PRINT x (1 9) SOHC IAL 
IF Jj<>2 THEN PRINT " + ": 


NEXT j 
PRINT " = ":x(i,3) 

NEXT i 

REM 

REM 三角 分 解 の 実行 

REM 

GOSUB "三角 分 解 " 

REM 

REM 結果 の 人 算出 

REM 

GOSUB "人 算出" 

REM 


REM 結果 の 出力 
REM . 
FOR i=@ TO 2 


PRINE. "X(T :1* よ ) 7) ツェ xt も, す ) 
NEXT i 
END 
REM 
LABEL "三角 分 解 " 
REM 


FOR も = な TO 2 
L(i,0)=x(i,®) 
NEXT i 
FOR 1=1 TO 2 
U(0,i)=x(0,i)/L(Q,0) 
NEXT i 
FOR $=1 TO 2 
FOR. 3=i TO 2 
S= の 
FOR k= の 9 TO i-1 
S=L(J,k)*U(k,i)+s 


NEXT 
L(J,i)=x(J,i)-s 
NEXT J 
FOR J=i+l TO 2 
S=0 
FOR k= の TO i-1 
s=L(i,k)*U(k, J)+s 
NEXT k 
UII CLIGII EYL i 
NEXT J 
NEXT i 
ROR も っ の TO 2 
3 m0 馬 角 - 電 
NEXT i 
RETURN 
REM 
LABEL "算出 " 
REM 


y(0)=x(0,3)/L(0,0) 
FOR £2=1.TO 2 
S=0 
FOR. J=9.PO0 は ー] 
s=L(i,J)*y(J)+s 
NEXT j 
VY CL EEX ea LE EE, 33 
NEXT i 
も, は )= テ アタ (2 ) 
お の 民 。 ま どの TO 1 
J= 1 - ュ 
S=0 
FOR k=j+1 TO 2 
S=U(J,jk)#*S(K,3)+s 
NENT k 
*(J,3) =y(J) -s 
NEXT i 
RETURN 


特集 連立 方 程 式 は 行列 で いこ う 47 


特集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 


7 が ある か らむ ず か し し 


「7 っ て よく わか ら な いけ ど …… , 苦し む 感 じ が 素敵 」 と いう わけ で , と っ て も と 難 


し い 複 素数 の お 話 で す 。 こ こ で は , 複素 数 に 関す る 基礎 知識 と , BASIC で 簡 


演算 を 行う た め の サ ブル ー チ 


方 程 式 カ れ た , 


皆さん は , 虚数 ほ い う も の を 知っ て いま 
すか 。 これ は 自分 自身 を 掛け 合わ せる (2 
乗 す る ) と 負 の 値 に な る と いう 数 の こと で 
だ ただ に る は, 
xz“= —1 
と いう 方 程 式 を 考え て み ま し ょ う 。 通常 の 
数 (実数 ) な ら 2 乗 する と 0 か 止 の 値 に な 
り ま すか ら , この 方 程 式 の 解 は 存在 し ませ 
ん 。 そこ で , 2 乗 す る と 負 に な る よう な 数 
を 「 無 理 や り 考 える 」 の で す 。 た と えば , 
ルー a (2) 
で ある よう な 数 : を 考え ます 。 す な わ ち , 
7 ニー ゾー1 
と いう わけ で す 。 これが 数 学 や 物理 学 で ち 
ょ くち ょ く 〈 く お目にかかる 7 と いう 数 の も っ 
と も 単純 な 定義 に な り ま す 。 7 と いう 名 前 
は 「imaginary number (想像 上 の 数 ) 」 の 
頭 文 字 を 取っ た も の で す 。 
これ で さっ き の 方 程 式 (11) の 解 は も ちろ ん 
と た いう こと に が りあ きす 。 きま だ た 。 こ の) に 
関し て 一 』 (i の 一 1 倍 ) と いう 数 を 考え 
あ と 。 
(一 りり)" デ 【ー リ ※ ル ーー リ 
(一 1) REX KE 
ー( 一 1) メ (一 1) XTX 


ー72 ニ ー1 
と な り ま すか ら , 一 も 方 程 式 1) の 解 で あ 
る こと が わか り ま す 。 た だ し この 変換 は を 
れ は ほど 当たり 前 と いう わけ で は な く , 
axb==b メ Xa 
@ (axb) Xxc=aX (bXc) 
と いう 関係 が 成立 する こと を 仮定 し て いま 


す 。 こ の 関係 は 実数 回 士 で は 明らか で す が , 


虚数 に な いて も 成立 する と 仮定 する わけ で 
すね 。 ま る に 仮定 どら け の 「 空 席 」 な 数 で 
す が , 7 を 導入 し た こと に より , 方 程 式 (1) 
の 解 わ 2 つ (: と 一 7) 求め る こと が で きま 
し だ 。 KE 

ァ タ ーー1n ロ 2 1 な ee (3) 


(n は 0 以上 の 実数 ) 
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と いう 方 程 式 を 考え まし ょ う 。 この 方 竹 式 
の 解 も 虚数 に な り ま す が , この 方 程 式 の 解 
は 7 を 使っ て nxX: と ーnX7 と 表す こと が 
て きま で す ( お わかり よ す よる ね)。 この よう に す 
べ て の 虚数 は 7 の 定数 倍 と し て 表す こと が 


で きる た め , を 虚数 単位 と 呼び ます 。 
それ で は , も っ と 一 般 的 な 2 次 方 程 式 , 
ar2 十 bx 十 c 三 0(a,b,c は 実数 )……… (4) 


に つい て 考え ます 。 こ の 方 程 式 の 解 は 判別 
RM で 

D=Db“ 一 4ac 
と すず ある と よき 。 

ァ ニ (一 b キ /D) /2 
と な り ま す 。 も し , D が 0 以上 な 65) は 2 
つの 実数 に な り ま す が , D が 負 の と き は 実 
数 解 が 存在 し ま ょ せん 。D が 負 の と ょ とき の 方 程 
式 (4) の 解 は , 庶 数 単位 : を 使っ て 

ァ デ (一 b 土 7/ ーD)/2 
と 表せ ます 。 実 数 の 範囲 内 だ け で 2 次 方 程 
式 の 解 を 求め ゆめ よう と する と , 解 が 存在 し な 
い 場 合 と 存在 する 場合 に 分 か れ て し まい ま 
す が , 虚数 : の 助け を 借り る と 必ず 2 つの 
解 を 求め みこ と が で きる よう に な りえ ます 。 
逆 の 見 方 を すれ ば 。 2 次 方 程 式 に 必ず 2 つ 
の 解 を 持た せる た め に : と いう 虚数 が 考 ぇ 
られ だ の だ よい うこ と も て きま す 。 

と ころ で , (5 と (6) の 式 を 見 て わか る と お 
り , 2 次 方 程 式 の 2 つの 解 は 必ず , 

a 十 b・z (a,b は 実数 ) 
と ゆう 形式 を し て いま す 。 そし て 。 実数 と 
虚数 を 組み 合わ せ て で きる この よう な 数 を 
複素 数 (complex number : 複合 し た 数 , 
決し て コン フレ ックス を 持っ た 数 と いう 意 
味 で は な い ) と 呼ん で いま す 。 

る て , 2 次 方 程 式 に 2 つの 解 を 持た せる 
た め に じ に 虚数:# と いう も の が 考え られ た と い 
いま し た が , 同様 に し て 3 次 方 程 式 。 4 次 
ガ 種 式 ,。 ee に 次 数 と 同じ 個数 の 解 を 持た 
せる た だめ に は どん な 数 を 老 を な けれ ば な ら 
な い の で し ょ うか 。 実は それ ら の 高 次 方 程 
式 を 解く 場合 に も 複素 数 の 男 囲 . つ まり 実 
数 と 虚数 の 組み 合わ せ だ け で 十分 で ある こ 
と が わか っ て いま す 。 これが 「 代 数 学 の 基 
本 定理 」 と いう や つ で す 。 すなわち, 「n 次 


Mukouhara Ayumu 


向原 あゆ む 


方 程 式 は 複素 数 の 範囲 で n 個 の 解 を 持つ 」 
と に うさ を で すす 。 

それ で は , n 次 方 程 式 の 解 が n 個 求まる 
ょ うに な る と 何 か い いこ と が ある の で し ょ 
う か 。 実は な ん の 役 に も 立ち ませ ん 。 し か 
し , 同じ 複素 数 が 物理 学 の 分 野 で は 物体 の 
運動 を 記述 する 場合 に 重要 な 人 役割 を 上 果たし 
て いる こと を 知っ て お きま し ょ 3。 

を こ で は , 7 と いう 数 値 は ーー 1 の 平方 根 
と いう 形式 的 な 意味 だ け で な く , も っ と 現 
実 的 な 意味 を 持っ て いる の で す 。 それ に つ 
いて は あと て 説明 し ます が , それ に し て も , 
虚構 の 世界 か ら 6 発想 さ れ た 複素 数 が 現実 の 
世界 と 関わ り を 持っ て いる と は 驚き で も あ 
り ま すね 。 もっとも, 「 負 の 数 」 は 実際 の 世 
界 に は 存在 し ませ ん が 数 学 や 物理 学 で 重要 
な 役割 を 果たし て いる こと を 考え る と ,「 虚 
数 」 や 「 複 素数 」 を それ ほど 特別 視 す る 必 
要 も な い の で すけ ど ね 。 


復 更 算 


ここ で は , 複素 数 の 基本 的 な 演算 に つい 
て 押さ きえ て お きま し ょ う 。 虚構 の 世界 で 扱う 
場合 も 現実 の 世界 で 扱う 場合 も 複素 数 と し 
て の 演算 は 同じ で ですから, これ が すべ で て の 
基本 に な り ま す 。 


複素 数 は , 
クー ァ 十 yi Re (7) 
(x, は 実数 , 7 は 虚数 単位 ) 


の か た だ た ち で 表 る れる 数 で す 。 こ の と き ょ > を 
実数 部 , y を 虚数 部 と 呼び ます 。 2 つの 複 
素数 a ナ +bi と c 二 d7 が 等 し いた め に は ac 
か つ b=d で な く て は な り ま せん 。 すなわち , 
複素 数 の 実数 部 と 虚数 部 は 「 独 立 」 で , 実 
数 部 と 虚数 部 を 定め る と 複素 数 は - 意 に 決 
まり ます 。 ま た , 複素 数 に は 四則 演算 が 定 
義 き れ ま す 。 こ れ は 以下 の よう な 規則 に な 
ます 。 
加算 

(a 寺 bi) 十 (c 寸 di) 

ー(a 十 c) +(b+d)i 
減算 

a キ bb りー (6) 


=(a—c)+(b—d)i 
乗算 

(at+bi) X (c 二 d/) 

ーーac 十 adz 十 bcz 一 bd 

= (ac 一 bd) + (bc 十 ad) i 
除算 

a 十 b: 

c+di 

_ (a+bi) (c—di) 

(c+di)Ae—di) 
_ ac 一 adz 十 bc 十 bd 
C* 十 2 


_ (ac+bd) 一 (ad-bc)7 。 a) 
C* 二 2 


と どれ も 実 数 の 演算 と 同じ 式 の 変形 を し な 
が ら , 途中 で 出 て くる を 一 1 に 置き 換え 
て いる だ け で すか ら , これ は 自然 な 定義 と 
2 素 才 て し よう 。 を そして, ここ て 犬 事 な こ 
と は 実数 の 演算 で 使っ て いた 法則 が を その ま 
ま 使 を る と いう こと で す 。 実際 , 複素 数 の 
虚数 部 も を 0 と する と それ は 実数 と の も の で 
すね 。 複素 数 と は 実数 を 拡張 し た 普遍 的 な 
数 た いう こと が で きる の で す 。 


複素 


複素 数 は 実数 と 虚数 の 組み 合わ せ で す が , 
も っ と 現実 的 な 意味 を 持た な せる こと が で さき 
ます 。 先 に 述べ た よう に , 複素 数 は 実数 部 
と 虚数 部 の 値 を 決定 する と 一 意 に 定まり ま 
まま の る て, 

a 十 bz 
と いう 複素 数 を , 
(a, b) 

と 記述 する 方 法 が 考案 きれ まし た 。 こ の 記 
述 で は 7 と いう 虚数 単位 は 表立っ て 出 て き 
ませ ん が , その 表す 内 容 は 同じ こと で す 。 

さて , この 表記 を 眺め れ ば , これ が xy 平 
面 上 の 1 点 の 表記 に よく 付 て いる こと が わ 
が りき ます 。 だ と ええ は は, (ab) と いう 表記 人 は 
は xy 平面 上 に お いて xx 座 標 が a で y ヶ 座標 が 
b で ある 点 の 表記 と 同一 で す 。 つ まり ,x 軸 
が 実数 で , y 軸 が 虚数 で ある よう な 座標 系 
(平面 ) を 考え る と , すべ て の 複素 数 は その 
平面 内 の 1 点 と し て 認識 する こと が で きる 
よう に な り ま す ( 図 1)。 

図 1 複素 数 と 複素 平面 
に 7 


トル 


(a, b) a+bi 


< ーーーー 


ーーーー 


人 
PD 


_® A 


ここ に お いて , 話 は ち 図 複素 数 の 四則 演算 


ょ っ と 飛 忠 し ます が , a mm 理 
十 bz と いう 複素 数 は xy 平 虚数 
面 上 の 位置 ベク トル ( 原 
点 を 始点 と する ) と 同一 
視 で きる よう に な り ま す 。 
ベク トル と いう と 矢印 ( 有 
向 線 分 ) を 思い 浮か で る 
か も し れ ま せん が , 高校 
や 大 学 の 数 学 で は 物体 の 
位置 を 示す 1 点 の こと を 人 
言い ます (その 点 と は 原 
点 を 始点 と する 有 向 線 分 
の 終点 に 他 な ら な い の で 
す が )。 
実際 の と ころ , 複素 数 
の 演算 は ベク トル の 演算 
と 同じ 演算 が 成立 し ます 。 た と えば , 式 (8), 
(9) に 対応 し て , 


加算 

(a, b) + (c, d) 

= (a+c, b+d) se es (12 
減算 

ac;d) 

=(a—c,b—d) ER (13) 


と いう 関係 が 成立 し ます 。 これ は ベク トル 
の 加減 算 と 同 -- で すね 。 

し か し , 式 ⑩ や (⑪ に 見 られ る よう な 乗除 
算 は ベク トル の 演算 で あま り 見 か ける こと 
が な いよ うに 思わ れれ ます 。 そ れ て は , いっ 
だ いな ん だ あう か が と いう こと で 思い 出る きれ 
る の は 行列 と ベク トル の 積 で す 。 いま, 

X(t hb) 
(a,b) x (0,1) =(—b, a) 
て ある こと を 考え る と 。 
(a。b) X (e。d) 
と いう 演算 は (c,d) と いう ベク トル に 行列 


は 


を 掛け る こと に 等 し て な り ま す (1 次 変換 
を 勉強 し だ た こと の ある 人 な ら わ か り ま す よ 
和 Q り )。 きら に 。 


CO ニニ ーー a (14) 
/ a* 十 b2< 
as b eeeeeeesese 
sm の ms (15) 
で ある よう な り の を 考え る と 上 の 行列 は , 
cos の 一 sin の 
/ 2 十 b2 し 16 
5 ke COS の ! MD 


と 変形 び で きま す 。 こ れ は ベク トル を 角度 の 
だ け 回 転 き せ て , ソ a* 十 b* 倍 する 行列 に 他 
な り ま せん (これ も 1 次 変換 で 出 て きま し 
だ た ね) すなわち 複素 数 の 掛け 算 は ベク トル 
の 回 転 と 拡大 (ある い は 縮小 ) を 意味 する 


(a 寺 c) 十 (b 十 d)』 


/ 
(a—c) +(b—d)i 


アイ y1 = 
(a+bi)/(c+di) 


cdi 
実数 


の で す 。 

それ で は 除算 は どう で し ょ うか 。 あ る 複 
素数 で 割る と いう こと は 逆数 を 掛け る と い 
うこ と で すか ら , 除算 も 回 転 ほ 拡大 に ほか 
な り ま せん 。 実際 。, 


1 
cdi 
は , 
mM4 
(c 十 d7) ld) 
C di 


+d 02+? 
で すか ら 乗 算 と 同様 に 考え る と , 複素 数 の 
割り 算 は , 
ーー 1 エー の 提 1S/ 
C+ Si 一 の ) cost=Y 


Sin の デー 一 
r+ 
と いう 行列 を 掛け る こと が 割り 算 と いう こ 
と に な り ま す 。 これ は 要する に 逆 方 向 の 回 
転 て すね 。 
どう で す , お ぼろ げ な が ら 複 素数 の 演算 
の 意味 が 見 を えて きた と 思い ませ ん か 。 も っ 
と 意味 や を は っ きり る せる た だ め に 図 2 に 複素 
数 の 四則 演算 の イメ ー ジ を 示し て お きま し 
ドラ 。 


復 素 形式 


複素 数 の 乗算 は ベク トル の 回 転 を 意味 し 
て いま す が , 複素 数 は それ 自体 実数 を 回 転 
させ て い だ も の と 見 る こと が で きま す 。 だ た 
と えん は ほ 。 先 に 挙げ た , 


特集 7 が ある か らむ ず か し い 4 ダラ 


(ab) え (1.0) =(a, も ) 
と いう 関係 を 思い 起こ す と , 

a 十 bz 
と いう 複素 数 は 実数 “1” を 複素 平面 上 で 
回 転 し た も の と みな すこ と が で きま す 。 こ 
の と き の 回 転 角 は 明らか に 式 19 と 5 を 満た 
ず 0 て す ( 図 3)。 

この よう に , 複素 数 は 複素 平面 上 の 回 転 

と 同一 視 で きま すか ら , その 記述 を ベク ト 
ル の 長 さ と 実数 軸 に 対す る 回 転 角 で 示し た 
ほう が 都合 の いい こと が 多く あり ます 。 そ し 
て , その よう な 記述 を 複素 数 の 極 形式 と 言 
いま す 。 つまり, 複素 数 の ベク トル の 長き 


を r, 実数 軸 に 対す る 回 転 角 を 9 と する と , 


図 3 か ら , 
a 十 bz デ r(cos の 9 十 7sin6 ) 
だ だ し て =/ e+ 
て ある こと が わか ' り ます 。 
実数 部 と 虚数 部 を 決め れ ば 複素 数 が 一 意 
に 定まる こと を 先 に 説明 し まし だ が , その 
代わ り に ベク トル の 長き さと 回 転 角 (正式 に 
は 偏 ボ 角 と 言う ) を 決め て も 複素 数 を 一 意 に 
定め る こと が で きま す 。 こ の r と の の 組 は 
極座標 と 呼ば れ ま す 。 こ の 極座標 ( 極 形 式 ) 
を 用 いれ ば , 回 転 と 絡め て 複素 数 の 乗除 算 
に 関す る 次 の 公式 を 直感 的 に 理解 する こと 
が たき ます 。 つま り , 
Z1 三 Ti(cos の i 十 7 Sin の 」) 
Zzz 三 rz (cos の : 十 7sin の >) 
と する と き 。, 
Z1Z2 三 Tirs (Cos( の i 十 の >) 十 7sin( の 十 の ) ) 


ta ー (cos( の ー の ) 十 sin( の ー の )) 


= {fr(cos の 十 sin の 1" 
= (coslnd) 直 JR (0 の ) で で" 25) 
が 成立 し ます 。 特 に 0⑳ は 「 ド ・ モ アブ ル の 
定理 」 と 呼ば れる 有名 な 関係 で す が , z を 
1 回 掛け る こと で 9 だ け 回 転 が 行 われ る こ 
と を 考え れ ば 自明 な 関係 で すね 。 
また 。 有 有 名 な 「!「 キ イラ ー の 人 区 」 


e% 三 cos の 9 十 jsSin の 9 26) 
を 用 いれ ば 6⑳3。 (29, 9 の 関係 は , 複素 数 の 
回 転 を 考え ん なく て も , 次 の よう に 純粋 に 指 


数 法則 か ら だ け で も 理解 する こと も で きま 


す 。 
Z1Z2 三 Tie"・roe の 
= fire ti 
(セコ) 27) 
7 の 」 
Zl _T16 re 
Z2 ro2e の ro 
Cl 4 
ーー 28) 
T2 
ーー も 720 


44 onix 1988.8. 


ーー ーー ee の 


と ころ で , 複素 数 を 極 形 式 で 記述 し た と 

き , 三角 関数 の 性 質 か ら 偏 角 は 2z の 整数 倍 
ずれ て いて も 同じ 
任意 の 複素 数 は , 
Zz 三 Y(cos( の 十 2k ヶ ) 十 7sin( の 十 2kz) ) 


(k=0。1.2.3。-…… ) (30) 
と 表す こと が で きま す 。 ささ の しき 。 トド * 征 
アブ ル の 定理 」⑳59 か ' ら , 
2 三 ィ T7Y 1cos( (の 十 2k ァ ) /n) 
十 7sin(( の 十 2k ヶ ) /n) 1! 
(k=0,1.2.3。…… ) Me (31) 
ある いけ は , 
tan (i 
= rln. ot 7 サ 2 1 32) 


導く (こと が て きま す 。 

この 関係 は 偏 角 が (の 9 十 2kz/n) で ある よ 
う な 複素 数 を n 乗 する と , 偏 角 が 9@ に 戻る 
と ゆう こと を だ 意 呈 し ます 。k ト デー0 1 2 や 
(ー1) の と き 式 0 また は 2 で 示さ れる 複素 
数 は すべ て 異な り ま す ( 図 4) か ら , これ 
ら の 式 は 複素 数 の n 乗 根 を すべ て (代数 学 
の 基本 定理 か ら n 個 ある は ず ) 求め る 式 と 
いう こと が で きま す 。 極 形式 を 使用 する と 
複素 数 の 乗除 算 (特に で キ 乗 と で べ キ 乗 根 ) 
を 簡単 に 計算 で きる よう に な る の で す 。 
余談 で す が , 式 69 の 「 オ イラ ー の 公式 」 
て の を み と す る と, 

er=cos(z) +isin(z) 

デニー] 

で すか ら , 両辺 の 自然 対数 を 取っ て , 

iz =loge(—1) 
と いう 関係 を 得る こと が で きま す 。 この 関 
係 を 使う と 対数 関数 の 定義 域 を 止 の 数 だ け 


て が ん 負 の 数 に も 抜天 する こと が て きま す 。 


複素 数 っ て 偉大 て すね 。 


物理 


複素 数 は 数 学 ど だ け で な く 〈 物 理学 に も 応用 
され て いて , 現実 の 物体 の 運動 を 解き 明か 
す た め の 助け し な っ て いま す 。 その 典型 は 
振動 する 物体 の 記述 で す 。 単純 な 例 は 単 振 
動 で し ょ う 。 単 振動 の 変位 は 

z 三 C・e' 
と いう 式 の 実数 部 で 表 る きる れ ます 。 わ ざわ ざ 
z を 使う の は 微分 や 積分 が 簡単 に で きる か 
ら で す 。 言 い 換 えれ ば 微分 ・ 積 分 を すっ き 
り と し た か た だ たち で 行う た め な の で す 。 単 振 
動 の 速度 は 変位 z を 時 間 t で 微分 し た , 

dz 


応用 


er 7oe 
ーー 7 の * ク et (35) 
の 実数 部 で 与え られ ます が , この と き 徹 分 


じ こ と に な り ま す 。 そこ て 


と いう 操作 が , io@ を 掛け る と いう 操作 に 置 
ET 
が わか れ ば , 単 振動 の 加速 度 は 速度 に 
と を 掛け て (時 間 て 微分 し て ). 
dz 
だ 


= Go (i@) (7 の ・Z) 
dt 


ニー (36) 
と な り ま す 。 これ は , 単 振動 の 運動 方 程 式 
(微分 方 程 式 ) に 他 な り ま せん 。 
実際 , 物理 学 に お いて 複素 数 は 運動 方 程 
式 (微分 方 程 式 ) を 解く 場合 に 威力 を 発揮 
し ます 。 減衰 振動 の 運動 方 程 式 , 

dz dz 


ms TR ky 三 (J reves 7) 
を 解い て み ま し ょ う 。 こ の 方 程 式 の 解 が , 

ァ ャ ー(C し ・e ge 38 
て えら れる と する と 。 

dx _ C・e サ ーー 1Azr ES 39) 

dt 

d'x_, dz _,, 5 

da? di 
で すか ら , G7, G9, 0 か ら , 

(m+†RA 寺 kz=0 0 の や 1) 


が 成立 し ます 。 し た が っ て , ん の 満た すべ 
き 関係 は , 

mA“ 十 RA 十 k テ 0 
と な り ま す 。 2 次 方 程 式 の 解 は 一 般 に 2 つ 
の 複素 数 で すか ら , 減衰 振動 も 式 @⑳ と 同様 
の 式 68 で 与 を られ る こと が わか り ま すね 。 
何 か が か キツネ に つま まれ だ よう な 気 が し な い 
で も あり ませ ん が , これ は 運動 方 程 式 の 正 
式 な 解き 方 の ひと つ な の で す 。 

と ころ で , 単 振動 に な いて 微分 は zo を 
掛け る こと で し た 。 それ で は 積分 は どう で 
し ょ う 。 お 察し の と お り , それ は ro で 割 


図 3 複素 数 の 極 形式 


虚数 


x+yi=r(cos@+ising) 


虚数 


人 
(の 十 多 ) 2 
ノ 


1 
ER 


る こと に な り ま す ( 積 分 は 微分 の 逆 演算 )。 
これ か らら ビ ビーン と きる た 人 が に る か も し れ す 
せん が 。 jw と いう も の は 結局 は 工学 の 分 野 
で 多用 きれ る ラプ ラス 変換 (大 学 で 習う こ 
と で すか ら わ か ら な く て いい で す ) の パラ 
が SsS と 同じ よう な も の と いま を る て し ょ 
う 。 こ の アイ デア まで 行き 着 〈 と , 複素 数 
と いう 虚構 の 数 も 現実 と 関わ り の 深い 数 で 
ある こと が お ぼろ げ な が ら 見 えて くる の で 
a 


少し ム を 


これ まで 複素 数 に つい て 説明 し て きた わ 
け で す が , この まま 終わ っ て し まっ て は こ 
の 雑誌 が 『 大 学 へ の 数 学 』」 と か 『 数 学 セミ 
ナー』 と いっ た 類 の 雑誌 と 間違え られ て し 
うか も し れれ まそ せん ね 。 Oh ! え ルツ ョ ッ 
の 雑誌 で すか ら , ちょ いと 簡単 な プロ グラ 
ム を 作っ て み ま し た 。 

それ が リス ト 1 (X-BASIC) お よび リス 
ト 2 (HuBASIC) で す 。 ど ちら も 内 容 は 同 
じ で , 複素 数 の 演算 を 行う た め の サ ブル ー 
チン 集 実数 係数 の 2 次 方 程 式 と 3 次 方 程 
式 の 解 を 求め ゆる た め の プ ログ ラム で す 。 B 
ASIC 上 で サブ ルー チン を 呼び 出し て 遊ん 
で みて 《 く だ さる い 。 少 し は 複素 数 が 身近 に 感 
じ ら 和 て くる て し よう (と いう こよ は ない 
か )。 

プ ブログ ラム を 実行 する と 変数 zfr。 zfi, zf 
pr, zfpt, および, 配列 RR, RI が 定義 る 
れ ま す 。 こ れ は 複素 数 演算 の 結果 を 格納 す 
る だ た め の 変 数 と 配列 の 宣言 で , これ が 終わ 
っ だ ら ダ イレ クト モー ド で サブ ルー チン を 
呼び 出す こと が で きま す 。 

だ た だ し , リス ト 2 の X1 版 で は 実行 時 に 
多少 注意 が 必要 で す 。 それ は , 一 般 の BA 
SIC で は , サブ ルー チン に 引数 を 渡す こと 
が で きき ない た だめ で, サブ ルー チン を 呼ぶ 前 
に 引数 と 同じ 名 前 の 変数 に 値 を 入れ て や ら 
な けれ ば な り ま せん 。 

ブログ ラム て で 定義 きれ て いる サブ ルー チ 
ン の 簡単 な 説明 を 以下 に まとめ て お きま す 
が , zadd(xr, zi, yr, y1) と 書か れ て いる サブ 


ルー チン を HuBASIC で 実行 する た め に は , 
XR= 値 : XI= 値 : YR= 値 : YI= 値 : 
GOSUB “ZADD” 
と いう で あい に し ます (名 前 は すべ て 大 文 
字 に し て (だ る さい)。 
な お , RECTANGULAR_ FORM と いう 
サブ ルー チン の 引数 RADIUS は , X1 で は 


zadd (xr, X/ yr, yl 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 和 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 
zsub(xr, XL yr, yD) 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 差 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 
zmul(xr,。 XL Ye, yl) 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 積 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 
zdiv(xr。 XL YE I) 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 商 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 
polar-form(x。 了 ) 

複素 数 (x, y) を 極 形式 に 変換 し て 長 さ を 変 
数 zfpr に , 偏 角 を 変数 zfpt に 入れ る 。 偏 角 は 0 一 
2z の 男 囲 に 入る よう に 補正 する 。 
rectangular_form(radius, theta) 

長 さ radius, 偏 角 theta で 与え られ る 極 形式 の 
複素 数 を 直交 座標 形式 に 変換 し て 実数 部 を 変数 
zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ る 。 
polar_zmul(xr。 Xi, yr, yi) 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 積 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zffi に 入れ 
る 。 計 算 は 極 形 式 に 変換 し て か ら 行 う 。 
polar_zdiv(xr, Xi, yr, yi) 

複素 数 (xr, xi) と (yr, yi) の 商 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 計 算 は 極 形式 に 変換 し て か ら 行 う 。 
zpow (xr, Xi, n) 

複素 数 (xr, xi) の n 乗 を 計算 し て 実数 部 を 
変数 fr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ る 。 計 算 は 
極 形式 に 変換 し て か ら 行 う 。 
znroot(xr, Xi, n, ith) 

複素 数 (xr, xi) の ith 番 目 の n 乗 根 を 計算 し 
て 実数 部 を 変数 zfr に , 虚数 部 を 変数 zfi に 入れ 
る 。 計 算 は 極 形式 に 変換 し て か ら 行 う 。 
dim2_equation(b, c) 

実数 係数 の 2 次 方 程 式 

x^ 十 bx 十 c=0 


予約 語 (RAD で 始ま る ) に 引っ 掛か る だ た だめ 
XRADIUS と し て あり ます 。 

と いっ た と ころ て で 今回 の 複素 数 の 話 を 終 
わ お ろく と に い だ に し まし ょ う 。 プログ タム の 
な か で と どの よう な こと が 行わ れ て いる か は , 
これ まで の 説明 を 思い 出し な が ら 読 ん で み 
て くだ さい ね 。 


の 解 を 求め る 。 ひと つめ の 解 の 実数 部 を RR(0) に , 
虚数 部 を RI(0) に 入れ る 。2 つめ の 解 の 実数 部 を 
RR(1) に, 虚数 部 を RI(1) に 入れ る 。 
dim3_equation(b, c, d) 
実数 係数 の 3 次 方 程 式 
X? 十 bx< 十 cx 十 d=0 
の 解 を 求め る 。 ひ と つめ の 解 の 実数 部 を RR(0) に , 
虚数 部 を RI(0) に 入れ る 。2 つめ の 解 の 実数 部 を 
RR(1) に , 虚数 部 を RI(1) に 入れ る 。 3 つめ の 解 
の 実数 部 を RR(2) に , 虚数 部 を RI(2) に 入れ る 。 
dim3 check(b, c, d) 
dim3_equation を 実行 し て 得 ら れる 3 次 方 程 式 
の 解 , RR(0) ~RR(2), RI(0) ~RI(2) か ら , 
x" 十 bx“* 十 cx 十 d 
の 値 を 計算 する 。 正 し い 解 で あれ ば 値 が 0 ( 計 
算 誤 差 が 入っ て くる の て で 実際 は 0 に 近い 値 ) に 
な る は ず 。 


※ 3 次 方 程 式 の 解法 (お まけ ) 


X? 寺 bxZ 十 cx 十 d=0 。  …… (a) 
0 

KE こら の 0 (b) 
と 置く と , 方 程 式 (a ) は , 

% 十 pX 十 q=0 08006 0 (c ) 


の か た ち に 変形 で きる 。 
一 方 , 因数 分 解 の 公式 , 

YY パー ツー ツー3uv 

=(Y—u—v) (Yー uu 一 eV) (Yー ou 一 eoV) 

( ぁ は 1 で な い 1 の 3 乗 根 の 片方 ) …… (d) 
か ちら 。 

uv ニーDp/3 光 で od (e ) 

u3+vi=—gq A (f ) 
で ある よう な u と v の 組 を 求め れ ば , X は , 

u 十 vV 

@U+ vV 

@ の "u 十 ov 
と な る 。 こ の と き , (b) の 関係 に より , X の 実 
数 部 か ら b/3 を 引け ば 方 程 式 ( a ) の 解 が 求まる 。 
(e) と (f ) か ら , "と は 方 程 式 , 

Z2 十 qZ 一 p?/27=0 RA ( g ) 
の 解 に な る ( 解 と 係数 の 関係 )) これ か ら u" ま た 
は が 求 ま り , 関係 (e ) を 満た す よ うな u と v 
の 組 を 求め る こ と が で きる 。 この よう に , 3 次 
方 程 式 は 2 次 方 程 式 に 帰着 し て 解く こと が で き 
る 。 


1150 func zmul(xr:ifloat,xi:ifloat,yrifloat,yi:float) 


zfi=xr*yit+txi*yr 


1210 func zdiv(xr;float,xi;float,yr;float,yi;float) 


zfi=(-xr*kyit+txi*yr)/r 


極座標 形式 へ の 変換 


~~ 
リス ト 1 複 舟 数 油 算 の だ め の サ 時 チン (X-BASIO) 
1 float zfr,zfi,zfpr,zfpt 
2 dim float RR(3),RI(3) : end 11609 zfr=xr*yr-xi*yi : 
1999 /* 1179 endfunc 
1 の 19 /* 複素 数 の 和 1189 /* 
1020 /* 1199 /* 複素 数 の 商 
1 の 3 の func zadd(xrifloat,xijfloat,yrifloat,yi:float) 1209 /* 
1040 zfr=xrt+yr ・ る fi=xi+yi 
1959 endfunc 1220 float r 
1969 /* 1230 エニ エネ マエ キヤ ュ ユネ マ ヤマ ュ 
1070 /* 複素 数 の 差 1249 Zf ャ =(xr ネ y エ +X1* ネ yi1)/r : 
1089 /* 1259 endfuno 
1090 func zsub(xrifloat,xiifloat,yrifloat,yi:float) 1260 /* 
1100 zfr=xr-yr : 人 f ミニ x メ ュー ヤ ュ 127 の /* 
1119 endfunc 1280 /* 


複素 数 の 積 


1299 func polar form(x:ifloat,y:float) 
1300 zfpr=sqr(xt*xt+yty) 


1319 1f x= の # and y>= の # then zfpt=pi ( ) /2# 


・ return( ) 


特集 7 が ある か らむ ず か し い 4 ぢ 


if x= の 9# and y<9# then gzfpt=1 .5#*pi( ) : return( ) 
zfpt=atan( 了 /x ) 
if x> の # and y>= の # then return( ) 
if x> の 0# and y<O# then zfpt=pi(2)+zfpt: return( ) 
zfpt=pi ( )+zfpt 

endfuno 


/* 直交 座標 形式 へ の 変換 


func rectangular form(radius;float,theta;float) 
zfr=radius*cos(theta ) 
zfi=radius*sin(theta) 

endfunc 


/* 複素 数 の 積 (極座標 に よる ) 


func polar zmul(xrifloat,xiifloat,yrifloat,yijfloat) 
float ri,r2,t1,t2 
polar form(xr,x1i) : rl1=zfpr : tl=zfpt 
polar form(yr,yi) : r2=zgfpr : t2=zfpt 
rectangular form(rltr2,tl+t2) 
endfuno 


/* 複素 数 の 商 (極座標 に よる ) 


func polar zdiv(xrifloat,xiifloat,yrjifloat,yijfloat) 
float r1,r2,t1,t2 
polar form(xr,xi) : rl=zfpr : tl=zfpt 
polar form(yr,yi) : r2=zfpr : t2=zfpt 
reotangular form(r1/r2,t1- キ 2 ) 
endfuno 
/* 
/* 複素 数 の べ キ 乗 (極座標 に よる ) 
/* 
func zpow(xr;float,xi;float,n;int) 
float r1,t1 
polar form(xr,xi) : rl=zfpr : tl=zfpt 
rectangular form(pow(rl,n),n*tl) 
endfunc 
/* 
に 複素 数 の べ キ 乗 根 (極座標 に よる ) 
* 
func znroot(xr;float,xi;float,n;int,ith;int) 
float ri,ti 
polar form(xr,xi) : rl=zfpr : tl=zfpt 
rectangular form(pow(r1,1#/n ) ,(t1+pi (2 ) *ith ) /n ) 
endfunc 


/* 2 次 方 程 式 の 解法 


func dim2 equation(b:ifloat,cifloat) 
float xl,yl,x2,y2,d 
d=b*b-4#*c 
znroot(d,0#,2,0) : xl=zfr/2# : yl=zfi/2# 
Znroot(d, の #,2,1) : x2=zfr/2# : y2=zfi/2# 
zadd(-b/2#,0#,x1,yl1) P 


DEFDBL A-Z:DEFINT I:DIM RR(3) ,RI(3) 


END 

複素 数 の 和 
OAI 

複素 数 の 差 

LAN ZOU SCPRAKR= ROE TEAL TEERERUEN 

複素 数 の 積 

EL 2 りか 
複素 数 の 商 


LABEL "ZDIV":ZFT=YR*YR+YT*YT:ZFR=(XR*YR+XT*YI)/ZFI 
ZFI=(-XR*YT+XT*YR) /ZFT:RETURN 
# 


極座標 形式 へ の 変換 
LABEL"POLAR_FORM":ZFPR=SQR(X*#X+Y ネ Y ) 
IF(X=9)AND(Y>= の 9)THEN ZFPT=PAI(.5):RETURN 
TF(X=9 の ) AND(Y<9 ) THEN ZFPT=PAI(1.5):RETURN 
ZFPT=ATN(Y/X ) 

IF(X>9)AND(Y>= の 9) THEN RETURN 

TIF(X>9)AND(Y<9 ) THEN ZFRT=PAI(2)+ZFPT:RETURN 
ZFPT=PAIT(1)+ZFPT:RETURN 

UU 


直交 座標 形式 へ の 変換 

; 
LABEL"RECTANGULAR_FORM" : ZFR=XRADIUS*COS ( THETA ) 
ZFI=XRADIUS*SIN(THETA) : RETURN 

’ 


複素 数 の 積 ( 極 座標 に よる ) 

’ 

LABEL" POLAR_ZMUL" : X=XR: Y=XI:GOSUB "POLAR_FORM" 
R1=ZFPR:T1=ZFPT:X=YR:Y=YT:GOSUB "POLAR_FORM" 
R2=ZFPR :T2=ZFPT:XRADIUS=R1*R2:THETA=T1+T2 
GOSUB "RECTANGULAR_FORM" : RETURN 

’ 


| 複素 数 の 商 ( 極 座標 に よる ) 

# 
LABEL"POLAR ZDIV" :X=XR:Y=XT:GOSUB" POLAR_FORM" 
R1=ZFPR:T1=ZFPT:X=YR:Y=YT:GOSUB"POLAR_FORM" 
R2=ZFPR:T2=ZFPT:XRADIUS=R1/R2:THETA=T1-T2 
GOSUB "RECTANGULAR_FORM" :RETURN 


’ 


! 複素 数 の べ キ 乗 ( 極 座標 に よる ) 
M 

LABEL"ZPOW":X=XR:Y=XT:GOSUB" POLAR_FORM" 
R1=ZFPR:T1=ZFPT:XRADIUS=R1"N:THETA=T1*N 
GOSUB "RECTANGULAR_FORM" : RETURN 


2 の onx 1988.8. 
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RR( の )=zfr : RI( の )=zfi 

zadd(-b/2#,9#,x2,y2 ) 

RR(1)=zfr : RI(1)=zfi 
endfuno 


/* 3 次 方 程 式 の 解放 


func dim3 equation(bjifloat,cifloat,d:float ) 
float p,q,wlr,wli,w2r,w2i,tlr,tli 
float u3r,u3i,v3r,v3i,ur,ui,vr,vi 
p=c-b*b/3# : q=2#*b*b*b/27#-b*c/3#+d 
dim2_equation(q,-1#*p*p*p/27# ) 
u3r=RR( の 9) : u3i=RI(O) 
v3r=RR(1) : v3i=RI(1) 
if (u3r= の 9 の ) and (u3i=9) then { 
ur= の : ui= の 
if (v3r= の 9) and (v3i= の 9 の) then { 


Vr= の 0 : マ Y ュ = の 
} else ( 
znroot(v3r,v31,3, の ) : vr=-zfr : vi=zfi 
} 
} else { 


znroot(u3r,u31,.3, の ) : ur=zfr : ui=zfi 
zdiv(-1#*p/3#,09,ur,ui) : vr=-zfr : vi=zfi 
} 
wlr= -0.5# : wli=sqr(3)/2# : w2r=wlr : w2i= -wli 
zadd(ur,ui,vr,vi) 
RR(QO)=zfr-b/3# : RT( の )=zfi 
Zzmul (ur,u1」wlr,w1i) : tir=zfr : 上 1i=zfi 
zmul(vr,vi,w2r,w2i) 
zadd(t1r,t11i,gfr,zfi) 
RR(1) =zfr-b/3# : RI(1)=zfi 
zmul(ur,ui,w2r,w2i) : tlr=zfr : tli=zfi 
zmul(vr,vi,wlir,wli) 
zadd(tlir,tli,zfr,zfi) 
RR{(2)=zfr-b/3# : RI(2)=zfi 
endfunc 


/* 検 信 プロ グラ ム (3 次 方 程 式 ) 


func dim3 check(b,c,d) 
float rr,ri 
int i 
for i= の to 2 
print "第 "i+1 "の 根 :";RR(i) 1" リキ "iRTE(1) 1" ュ " 
zpow(RR(i),RI(i),3) 
で デジ ず ャ  : エデュ ニ g ず ュ 
Zmul1(RR(i) ,RI(i) ,RR(1) ,RI(i ) ) 
rr=rrt+zfrtktb : ri=rit+tzfitb 
rr=rriRR(i)*ct+td : ri=ritRI(i)*c 
color 2 
print "方 程 式 の 値 : "jrr; "+" jri; "i" 
color 3 
next 
endfunc 


チン (HuBASIC) 


複素 数 の べ キ 乗 根 (極座標 に よる ) 
LABEL "ZNROOT" : X=XR: Y=XI: GOSUB" POLAR_FORM" 
R1=ZFPR:T1=ZFPT 
XRADTIUS=R1^ (1/N) : THETA=(T1+PAI (2 )*TTH ) /N 
GOSUB "RECTANGULAR_FORM" : RETURN 

3 


6 2 次 方 程 式 の 解法 


LABEL"DIM2_EQUATION " :D=B*B-4*C 
XR=D:XT=9:N=2:TTH=9:GOSUB "ZNROOT" :X1=ZFR/2:Y1=ZFT/2 
XR=D:X1T=9:N=2:TTH=1:GOSUB "ZNROOT" :X2=ZFR/2:Y2=ZF1I/2 
XR=-B/2:XT=9:YR=X1:YT=Y1:GOSUB"ZADD":RR( の 9)=ZFR:RT( の ) =ZFT 
XR=-B/2:X1= の :YR=X2:Y1T=Y2:GOSUB"ZADD":RR( 1 ) =ZFR:RI(1)=ZFTI 
RETURN 

す 


3 次 方 程 式 の 解法 

LABEL"DIM3 EQUATION ":P=C-B*B/3:Q ニ 2*B*B*B/27-B*C/3+D 
BB=B:CC=C:B=Q:C=-P*P*P/27・GOSUB "DIM2 EQUATTION" 
U3R=RR( の 9) :U31=RI(9):V3R=RR( 1 ) :V3I=RI(1) 
IF(U3R<> の 9 )OR(U31<>9 ) THEN GOTO 1819 

UR= の 9:UT= の 

TF(V3R<> の 9)OR(V3I<>9 ) THEN GOTO 1899 

VR= の 9 の:VI= の 9:GOTO 1830 
XR=V3R:XT=V31:N=3:TTH=9:GOSUB "ZNROOT " : VR=ZFR: VI=ZFI:GOTO 1839 
XR=U3R:XI=U31I:N=3:ITTH= の 9:GOSUB "ZNROOT " : UR=ZFR: UI=ZFI 
XR=-P/3:XT= の :YR=UR:YT=UT:GOSUB "ZDIV":VR=ZFR:VT=ZFT 
W1R=-.5:W11I=SQR( 3 ) /2:W2R=W1R:W21T=-W1T 

XR=UR :X1=UT:YR=VR:YT=VT:GOSUB"ZADD" 

RR( の ) =ZFR-BB/3:RI( の )=ZFT 
XR=UR:X1=UI:YR=W1R:YT=W11I:GOSUB " ZMUL" : T1R=ZFR:T1I=ZFI 
XR=VR:XT=VI:YR=W2R:YT=W21T:GOSUB"ZMUL" :T2R=ZFR:T21=ZFT 
XR=T1R:XI=T11I:YR=T2R:YT=T2T:GOSUB"ZADD" 

RR( 1 ) =ZFR-BB/3:RI( 1 ) =ZFT 

XR=UR:XI=UI : YR=W2R: YI=W2I: GOSUB"ZMUL" : T1R=ZFR:T1I=ZFI 
XR=VR:XI=VI:YR=WIR: YI=W1I:GOSUB"ZMUL" : T2R=ZFR: T2I=ZFI 
XR=T1R:XI=T1I:YR=T2R:YI=T2T:GOSUB"ZADD" 

RR(2) =ZFR-BB/3:RI(2) =ZFI:RETUERN 

す 


検算 プロ グラ ム (3 次 方 程 式 ) 
LABEL"DIM3_CHECK" 

FOR 1I=9 TO 2 

PRINT "第 "iT+1:" の 解 :"iRR(T) "4" RET(T) i" 
XR=RR( 1 ) :XI=RI(T) :N=3:GOSUB"ZPOW" :KR=ZFR :KT=ZFT 
XR=RR(T ) :XI=RI(1) :YR=XR:YT=XT:GOSUB "ZMUL" 
KR=KR+ZFR*B:KT=KI+ZFT*B 
KR=KR+RR( 1 ) *C+D:KI=KT+RT(T)*C 

COLOR 6 

PRINT "方 程 芝 の 値 :" KRI"+4" KEI"1" 

COLOR 7:NEXT I 

RETURN 


せ 集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 - 


いつ も 私 た ちの 気がつか な いと ころ て 活躍 し て いる 「 知 数 」。 か や は 少し だ どけ は Karmon a 
不明 の 数 列 の 真実 の 次 に 触れ て み ま し ょ う 。 普 段 な に げ な く 使 っ て いる 乱数 華 門 真人 


作ら れ て いる の か 。 また, 正 
え し ます 。 


乱数 と いう も の に つい て 考え て み ま し ょ は 乱数 で し ょ うか 。 も ちろ ん ノー で す 。 乱 コン ピュ ー タ と は 命令 (すなわち 数 式 ) に 
う 。 コ ンピュータ に と っ て 乱数 と いう も の 数 と いう 概念 は 単独 で 存在 する わけ で は な 従っ て の み 動 くも の で あり , 数 式 で 表す こ 
は , ゲー ム (アク タク ション ゲー ム や RPG は も ・《〈。 は ほか の 数 と の か か わり で 存在 する も の と の で き な い も の を 計算 する こと が で きる 
ちろ ん の こと だ が , 乱数 を 使っ た アド ベン な の で す 。 で すか ら 当 然 乱 数 列 と いう 数 列 は ず が あり ませ ん 。 


ーー が も いす も の も わっ た ) や シミ 単位 で 考え る こと が 必要 に な る の で す 。 し これ に つい て は が の 有名 な フネ ンプ メイ 
ュ レ ーション で は 欠か すこ と の で き な い も か し 以下 で は この こと を 暗黙 の 了解 と し て , マン 博士 も 「 四 則 演 算 に よっ て 乱数 を 作り 
の で す 。 特別 な 場合 を 除い て 乱数 列 の こと を 乱数 と 出 を うと 試み る 者 は 。 い うま で も な く 〈, 神 
特に ゲー ム な ど で は 高速 に 乱数 を 求め る 表記 する こと に し まし ょ う (を その ほう が 親 に 背 こ うと し て いる の で ある 」 と 語っ て い 
た め 特 殊 な 方 法 が と られ て いる こと が あり し みや すい で すか ら わ ね ) ます (を そもそも, この 人 が 初め て 算術 計算 
ます 。 も っ と も 簡単 な の は Z80 の R レ ジス る さて, その 乱数 で す が も っ と 親しみ や す で 乱数 を 作り 出 を うと し た )。 
タ を 使う も の で す 。R レ ジス タ の 値 は 0 一 い 表 現 で いえ ば ,「 デ タラ メ 」 な 数 で す 。 身 それ で は RND 関 数 を 始め と する (疑似 ) 
127 ま で の 値 を 周期 的 に 繰り 返し て いま す 。 近 な 例 で は サイ コロ な ど が あり ます ね 。 サ 乱数 し は いっ だ いな ん な の で し ょ うか 。 実 
ゲー ム な ど で は , イコ ロ を 振る と 必ず 1 か ら 6 ま で の 目 の 5 は これ ら は 数 式 に 乗ら ない は ず の 乱数 を 無 
LD A,R ちの ひと つが 出 ま す が 。 その うち の どの 目 理 や り 数 式 に 乗せ て し まっ だ も の な の で す 。 
と いう も の を 疑似 的 に 乱数 と 見 た て て いる が 出 て くる の か は まっ た だ く 子 想 で きま せん 。 すなわち , あえ て 「 神 に 背 い て 」 乱 数 を 数 
の で す 。 実際 に は 全然 乱数 で は な い の で す 1 回目 に 2 と いう 目 が 出 て , 2 回 目 に 5 と 式 て ジミ ュ ムレ ケー ト し た も の な の で す 。 も も 
が 。 場合 に よっ て は これ で 十分 , 用 が 足り いう 目 が 出 た と し て も この 2 と 5 の 間 に は みろ ん, 正確 な 意味 で は 乱数 に な り ま せん 。 
て し まい ます 。 Z80 マ シン で は 乱数 系 列 の な ん ら 関 係 が な い の で す 。 だ か ら 「 疑 似 」 乱 数 な の で す 。 
初期 化 に は この レジ スタ を 使う こと が 多く 〈, し か し 実際 問題 と し て , 


いつ で も 新鮮 な 乱数 が 発生 し ます ね 。 こ ん 乱数 の 発 その 現実 INT(RND(1) *6+1) 


な レジ スタ は ,。 ほ か の CPU で は まず お 目 に の サイ コロ な ど は か な り 実 用 に 耐え を ます ね 。 
か が かれ ませ ん か ら , X68000 の X-BASIC で さて , 乱数 は コン ピュ ー タ 上 に も 登場 し 日 常 使う 分 に は 「 疑 伯 」 で ある こと は まっ 
ユー ザー が 乱数 系 列 の 初期 化 を し な けれ ば ます 。BASIC の RND 関 数 な ど が これ に あ だ く (意識 し な てく て すみ ます (こう し た 陰 に 
な ら な いこ と に ムッ と し た 人 も いる こと で 。 たり ます ね 。HuBASIC な ど で は , は で きる だ け 真 の 乱数 に 近い も の を 作ろ 3 
し さす RNDU) と し だ ブログ ラマ だ ちの 努力 が ある の で す 

この よう に 普段 な に げ な 〈 く 使っ て いる 乱 と いう か た だ たち で 0 以上 1 未満 の 起 数 を 発生 。 が ) 
数 で す が , その 実体 は 意外 と 知ら れ て いな する こと に な っ て いま す 。 て すか ら 。 ユン を それでは, コン ピュ ー タ 上 の 疑似 関数 は 
UN た つて 9 す 。 に ョ ュー タ 上 て サザ イラ せ を 作り だ けれ ば ん いっ だ いと どん な 数 式 に 従っ て 動い て いる の 

INT(RND1)*6 二 1) を し よう か 。 
各 義 と すれ ば いい わけ で す 。 
で も , この RND 関 数 は 本 当 に 乱数 な の で 乱 ト 
き て , 現実 的 な 間 題 と し て 乱数 ( 列 ) と は し ょ うか が か? 答え は も ちろ ん ノー で す 。 コ 


いっ だ いな ん な の で し ょ うか 7? よく 使わ ンピュータ に お ける 乱数 は 実は 疑似 乱数 ひと つ 面 白い 実験 を し て み ま し ょ う 。R 
れる 定義 に 「 数 列 の 中 の 数 同士 に な ん ら の 呼ば れる も の で , 乱数 に 似せ た も の で は あ ND 関 数 な どの 疑似 関数 が どれ だ け 真 の 乱 
関係 も 認め られ な いよ うな 数 列 」 と いう も っ て も , 本 当 の 乱数 で は 決し て な い の で す 。 数 に 近い か を 調べ る だ ため の テス ト で す 。 

の が あり ます 。 か みて だ いて いえ ば 、 次 に と ころ で な ぜ 「 も ちろ ん 」 ノ ー と いっ た HuBASIC 上 で リス ト 1 を 実行 し て みて 
な に が 出 て くる か わか ら な い 数 の こと で す 。 の か わか り ま すか 。 乱 数 の 定義 の と ころ で くだ さい 。 リ スト 1 は ひと 目 見 て わか る よ 
知 数 ( 列 ) と いう 表現 を し まし た が , 厳密 に も 述べ た だ たよ うに, 乱数 と は 本 質 的 に 瓦 い に う に 非常 に 単純 な プロ グラ ム で す 。 単に R 
考え る と , ここ で 考え な けれ ば な ら な い の な ん ら 関 係 が な い 存 在 で すか ら , 乱数 を 数  ND 関 数 で PSET を 行っ て いる だ け な の で 
は 乱数 列 な の で す 。 た と ぇ えば, 5 と いう 数 式 で 表現 する こと は 不可 能 な の で す 。 一 方 。 すか ら 6。 も し この RND 関 数 が 本 当 の 乱数 で 


特集 と ん で も な く デ タラ メ な 話 3Z 


ある の な ら ば 当然 どん どん デタラメ な 点 が 
打 た だ た れ て いき , 最後 に は 画面 は 真っ 日 に な 
る は ほ ず て すれ ね 。 

図 1 を 見 て て だ きる い 。 こ れ は リス ト 1 を 
3 時 間 ほ ど 実 行 し 続け て みた だ も の で す 。 ご 
らん の ょ うに 画面 は 真っ 白 に は な ら ず , 模 
様 の よう な も の を 生じ て し まい ます 。 こ の 
模様 は いっ だ たい な ん な の で し ょ うか 。 実は , 
これ は HuBASIC で 使わ れ て いる 「 線 形 合 
同 法 」 と いう 疑似 乱数 発生 法 の 持つ 規則 性 
が 表れ た も の な の で す 。 


線 法 


線形 合同 法 は 現在 の 乱数 発生 : 法 の うち も 
っ と も メジ ャ ー な も の で す 。 こ の 方 法 は 乱 
数 列 <X』> を , 

X ュ ュー(aX。 十 c)mod m 


MI : 肖 (m>0) 
a ・ 乗数 (0 ミ a く <m) 
c : 増 分 (0 ミ Sc てく m) 


Xo : 出発 値 (0 ミ Xo く m) 

と し て 定め る も の で す 。 こ の よう に 定め ら 
れる 数 列 <X。> を 線形 合同 数 列 (inear c 
ongruential sequence) と 呼び ます 。 

この 線形 合同 数 列 は m や a な どの 値 を う 
まく 設定 し て や れ ば きわ め て 乱数 に 近い 性 
質 を 持つ よう に する こと も で きま す 。 し か 
し , この 線形 合同 法 で 生成 し た 疑似 乱数 列 
に は 共通 し た 欠点 が ある の で す 。 す な わ ち 
必ず 「 環 に は まり 込み 」, 周期 性 を 持つ ょ う 
に か る の て すず す 。 こ れい 兆 ほ (テス トド ト し だ ょ 
お り で す 。 も っ と も これ は 線形 合同 法 だ け 
の 欠点 で は な 〈《。 叉 』+ ュ =f (区 。) と いう 数 列 
すべ て の 持つ 特徴 な の で す が 。 

それ で は , この 線形 合同 数 列 は 乱数 と し 
て 失格 な の で し ょ うか 。 も ちろ ん 真 の 乱数 
列 に は 絶対 な りえ ませ ん (これ は 不可 能 
が , 疑似 乱数 と し て 考え た 場合 , 十分 に 使 
いも の に な る の で す (も ちろ ん うま くす や れ 
は 。 て すがり 

ょ り 真 の 乱数 に 近い 線形 合同 数 列 と は と 
ん な 数 列 で し ょ うか 。 最 終 的 に は 必ず 環 に 
は まり 込ん で し まう と し て も $, 周期 を 十分 
に 大 きく て する こと で 環 に は まり 込 り こと を 
に くす る こと し は て きる う て す りす 。 た 
と えば , 100 個 の 乱数 か ら な る 乱数 列 を 待 
た いと し ます 。 こ の と き は 周期 が 101 で あ 
れ ば (すなわち 1 番目 の 数 と 101 番 日 の 数 
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が 同じ に な る ) その 100 個 に 関し て いえ ば 
ほとん ど 乱 数 と し みな すこ と が で きま す ( 環 
に は まり 込ん で いな いと いう 意味 で 
要する に 周期 が 大 きけ れ ば 大 きい は ど 真 
の 乱数 に 近づく の で す 。 それ で は その 周期 
を 大 きく する だ め に は どう すれ ば よい の で 
し よう あの" 


まず 初め に 線形 合同 法 の 乱数 生成 式 の う 
。 倒 m に つい て 才 ん て みあ まし ょ う 。 こ の 
結論 は きわ め て 簡単 で す 。 い ろ い ろ し と 制限 
は あり ます が , 一 般 に は m は 大 きい ほど と よ ょ 
い の で す 。 

と いう の も ぅ 乱数 列 <X』> の 周期 は m を 超 
を る こと が な いか ら で す 。 なぜなら 線形 合 
同数 列 X』 は 一 度 で も X ょ =X,( だ た だ し k> ャ r) 
と な ろう も の な ら を それ 以降 は 必ず , Xrkr= 
XX Hi。 kz 三 え 12。 Xrs= Ketgeee 2 
っ 江 し まい ます 。 つ まり 県 に は る り 和 ム み 。 
周期 な る も の が 生じ て し まう わけ で す 。 

と ころ が この 周期 は m を 超え る こと が で 
き な い の で す 。 考え て みて (だ きい 。 一 般 
に X』 は m で 割っ た 余り で すか ら , m を 超 
える こと は な いわ け で す 。 すなわち, 0 き 
X。 < く m で あり , Xr: は m 通 り の 数 し か と り 
か がい の て す 。 よ っ て 和合 は 大 さき に は うか が か ま 
い の で す 。 

と は いえ , 中 は だ だ 大 きけ れ ば それ で よ 
いと いう わけ で は あり ませ ん 。 い くら 大 き 
く て も あま り 乱 数 に な ら な い 場 合 も あり ま 
すし (周期 は 最大 m で あっ て , 常に m な わ 
け で は な いで すか ら ね ), それ に へ ヘタ に 大 
きく し すぎ る と , 計算 が 面倒 に な っ て し ま 
に 

それ で は どん な 値 が 適当 な の で し ょ うか 。 
まず いえ ん る の は ほ は 。 い て も 大 きい と いっ て も 
処理 で きる 範囲 内 で 選ぶ べき で ある と いう 
こと で す 。 オ ー バ ー フ ロー し よう も の な ら 
一 気 に 面 倒 に な り ま すか ら ね 。 問題 は この 
範囲 の な か で , どの よう な 値 を と る べき か 
と いう こと で す 。 これ は 後述 する 乗数 a に 
も か か わる こと な の で す が , 結論 か らい つっ 
て し まう と , a と m は 互い に 素 (1 以外 の 
公約 数 を 持た な い ) で な けれ ば な り ま せん 。 
これ は 証明 し て いる と か な り 長 て な っ て 面 
倒 な の で す が , 簡単 に いっ て し まう と aXi 
の と りう る 値 が 少な て な っ て し まう と いう 


リス ト ] 乱数 を 調べ る 


10 X=INT(RND( 1 ) *640 ) 
20 Y=1INT(RND( 1 ) *200 ) 
3 の PSET (X,Y) 

4 の 9 GOTO 10 


また, も う ひ と つ 間 題 が あり ます 。 それ 
は m を 2* な どの 演算 語 の 大 きる (た と えば 
32 ビ ッ ト 演 算 で あれ ば 2"2②) と 同じ に する と 
注意 が 必要 に な る と いう こと で す 。m= ニ 2 
と する と , mod の 計算 が 除算 な し で すむ た 
め マ シン 語 で の 計算 が 非常 に 楽に がり ます 。 
反面 。 得 られ る 乱数 の 下位 ビッ ト が か な り 
規則 的 に な っ て し まう と いう 欠点 を 持ち ま 
す 。 こ れ も 説 明 す る と 長く な っ て し まう の 
て 。 そう いう も の な の だ に と 上條 る て くだ 8 あゆ 
(ずい ぶん 強引 だ な 一, 興味 の ある 人 は 参 
考 文献 を 参照 の こと )。 

だ が か がら と いっ て mm デー ダ 2 に し て は いけ な がい 
と いう わけ で は あり ませ ん 。 上位 ビ ッ ト は 
十分 に デタラメ に な っ て いま すか が から 。 上 位 
ビッ ト だ け を 抽出 し て や れ ば , 乱数 と し て 
使い も の に な る の で す 。 要 は 使い 方 の 問題 
で し ょ う 。 計算 の 楽 き る (これ は スピ ー ド の 
速 さ に も つなが る ) と ある 程度 の 精度 を 両 
立 き せる の も いい し , も し 本 当 に 精度 を 求 
め る の で あれ ば , m と し て 2 一 1 や 2* に も 
っ と も ち 近 い 素 数 を 選べ ば よい の で す 。 実際 
問題 し し て 通常 に 使う 分 に は m= テ 2“* と し て 
や る こと の ほう が 多い よう で す (も ちろ ん 
上 位 ビ ッ ト の み を 使い ます が ) 


今度 は 最適 な 乗数 a を 考え て み ま し ょ 2。 
先 に 述べ た よう に , 周期 は 最大 で m で す 。 
で すか ら , 最適 な a と は 周期 を m に する a 
で ある , と いう こと が で きま す 。 周期 が m 
に な る よう な , すべ て の a, c, Xo の 選び 
方 (必要 十分 条件 ) は 次 の よう に な り ま す 。 


1) c と m が 互い に 素 
2) b=aー1 が m を 割り 切る すべ て の 素数 
p の 倍数 で ある 
3) m が 4 の 倍数 で あれ ば , b も 4 の 倍数 
で ある 

1) は だ いた いわ か り ま すね 。 問題 は 2) と 
3) で す 。 実 は これ ら を 満足 すれ ば 自動 的 に 
「a と m は 互い に 素 で ある 」 と いう 条件 を 満 
だ し ます ご ます か 5, て きる だ け 長 い m を 
設定 し , . それ に あわ せ て 1 )~ 3 ) を 満た す 
a と c を 作っ て や れ ば よい わけ で す 。 
具体 的 な 例 で 見 て み ま し ょ う 。m に よく 
使わ れる 値 と し て ,2*,2* 一 1.2"* に も っ と も 
近い 素数 の 3 つが ある と 先 に 述べ まし た が , 
それぞれ に つい て 理想 的 な a や c の 値 を 考 
えて み ま し ょ う 。 

m 三 2* の 場合 

1 から で は 2 と 互い に 素 な 値 , た と えば 
1, 3 な どの 者 数 で われ ば よい こと に な りす ま 
す 。 ま だ た 2) お よび 3) か ら b(=aー1) が 4 の 
倍数 で な けれ ば な ら な いこ と に な り ま す 。 
すなわち a は 4 で 割っ て 1 余る (a mod4=1) 
で が りか 0 は な らら な が いこ と に な り ま す 。 

m 三 2* 一 1 の 場合 

この 場合 は まず m の 約 数 を 探る な けれ ば 
な り ま せん 。 だ と えば m=2%% 一 1 の 場合 は 
約 数 は 3?, 5, 7、13, 19, 37。73, 109 で すか ら , 
これ ら の 数 を 約 数 に 持た な い 数 (た と えば 
4 11 な ど ) を 選び 。 そ れ を c と すれ ば よい 
わけ で す 。 ま ただ, m は この 型 の 場合 4 の 伴 
数 に は な りえ ませ ん か ら , 3) は 考え な く て 
も すみ ます 。 

問題 は 2) で す 。2) に より b が 3, 5, 7, 13, 
19, 37, 73,109 す べ て の 倍数 で な けれ ば な り 5 
ませ ん 。 すなわち, b= ニ n* ネ 3 ネ 5 ネ 7* ネ 13*19 
*※37 73※ ネ 109 ニ 7635497415n (n は 整数 ) で 
な けれ ば な ら な いこ と に な り ま す 。 よって, 
a 三 1 十 7635497415nm で すね (た だ し a<m 
ょ り 0 ミ n ぐ 9)。 この 場合 は うま く a が 1 
以外 に も 存在 し まし た が , 場合 に よる と a 
=.1 し か 存在 し な いと いう こと も ある の で 
注意 が 必要 で す 。:3 は る 
m ニ 2* に も っ と も 近い 素数 の 場合 

この 場合 c は m 以 外 の どん な 数 で も 0K 
と いう こと に な り ま す 。 同様 に し て 3) も 考 
えな く て すみ ます 。 問題 は 2) で この 条件 に 
より a=1 と 固定 され て し まい ます 。 
a=1 で 周期 が m と な り , 万 事 OK と な り 
そう て す が 。 と ころ が そう は いか な い の で 


me 
€ 


す 。 すなわち, 周期 は m で も その 中 で の デ 


タラ メ さ 8 る に 欠け て し ま よう の で す (X』+i= 
(X』 十 c)mod m と な っ て し まう の で すか ら )。 
ここ も か ん が 半 し いと ころ て す 。 


理想 的 台 同 法 

る さて, いろ いろ と 面倒 に な っ て きま し だ た 
の で 少し まとめ て み ま し ょ う 。 く XX』> が より 
真 の 乱数 に 近く な る た だ た め に は で きる だ け 周 
期 が 長い ほう が よい の で し た ね 。 

XX ュー(aX。 十 c)mod m 
で は , より 長い 周期 を 実現 する た め の 条 件 
は 次 の よう に な り ま す 。 
1) 出発 値 Xo 

Xo は 適当 で か まい ませ ん 。 も ちろ ん 使う 
た びに 発生 する 乱数 が 異な る よう に する ただ 
め に は 毎回 Xo を 変え な けれ ば な り ま せん 。 
を その た め に は 前 回 使っ た 最終 値 を 覚え て お 
いて それ を Xo と し て も よい で すし (要する 
に その 数 列 を 氷 遠 に 続け る こと に な る ), よ 
り 簡単 な 方 法 と し て RND 関 数 を 使い 始め た 
と き の 時 刻 な ど を Xo に し て し まう と いう 手 
も 5 あり ます 。 

BASIC で は RANDOMIZE と いう 命令 が 
あり ます が , この 命令 は まさ る しく Xo を 自分 
て 設定 する だめ の 命令 て す 。 これ を うま くく 
使え ば 毎回 違っ だ 乱数 列 や , ある い は 逆 に 
毎回 同じ 乱数 列 を 生成 で きる よう に な る わ 
け で す 。 

20 人 務 

法 m は で きる 限り 大 きい 数 を 選び ます (で 
きれ ば 2 で らい は は ほしい)。m= テ 2 (計算 
の 語 の 大 きる ) と する と 計算 が 非常 に 楽に 
な り ま す が , その 代わ り 先 ほど も 述べ た よ 
り リ に 下位 ビット が あま より デタラメ で な ん か 
っ て し まい ます の で 注意 が 必要 で し ょ う 。 
この よう な 事態 を 避け る (要する に 精度 を 
高く する ) た め に は , 計算 は 少し 面倒 に な 
り ま す が , m と し て 2* 一 ] や ,。 2e に も っ と 
5 近い 素数 を 選べ ば よい わけ で す 。 場 合 に 
応じ て 使い 分 け て くだ さい 。 

3) 乗数 a 

周期 を m と 等 し くす る た め に は 乗数 a の 
と ころ て 述べ た 3 条件 を 満た る なけれ ば な 
り ま せん 。 こ の 条件 を 潤 た し 。 な なか つう 十 
分 に デタラメ な 乱数 列 を 生成 で きる の は m 
=ー2* の と き が ほとん と ど で す (ほか の 場合 は 
a の 自由 度 が 少な く a=1 と な りや すい )。 で 


すか ら , 確実 に 周期 が m で 十分 に デタラメ 
な 乱数 列 を 得 た けれ ば , 

m =2" 

(c は m と 互い に 素 ) 

a mod 4=1 
を 満た よ す も の を 選べ ば よい こと に な り ま す 。 
だ だし, この 場合 は 上 位 ビ ッ ト し か 使用 し 
て は いけ すう せん 。 

また , m チ 2* の 場合 は 周期 が m か つ 十 分 

に デタラメ と する こと が 困難 (不可 能 と は 
限ら な い ) に な り ま す が , その 反面 下位 ビ 
ッ ト も 十分 に 使え ん る よう に な る と いう メ 9 
ッ ト が あり ます 。 で すか ら 精 度 が 必要 に な 
る 場合 は 少し で らい 周期 を 小さ くし て で も 
(詳し く は 述べ ませ ん が うま く や れ ば 周期 
を mー1 と する こと すら で きま す ), m チ 2* 
と すれ ば よい わけ で す 。 必要 と され る 精度 
に よっ て うま くく 使い 分 け て くだ さい 。 


線形 応用 


以上 で 線形 合同 法 の 最適 な 形態 を 見 て き 
た わけ で す が , この 線形 合同 法 を うま く 応 
用 し て や れ ば きら に デタラメ さる を 増し た り , 
周期 を 延び ば し て や る こと が 可能 に な り ま す 。 
この 代表 的 な も の が , 

X=(bX+aXs+c)mod m 
な る 式 て す 。 

この よう に 2 次 合同 法 に まで 拡張 し て や 
4 れれ ば デタラメ さも 増し , また 制約 条件 も ゆ 
る く 〈 く な り ま す 。 この 数 列 が 最長 周期 m を 持 
つっ 条件 は 次 の と お り で す 。 

1) c と m は 互い に 素 
2) b と a-1 の 両方 が m を 割り 切る す で て 

の 素数 p の 倍数 
3) b が 偶数 で あり , m が 4 の 倍数 で あれ 

ば b を 4 で 割っ た 余り と a 一 1 を 4 で 割っ 

た 余り が 等 し て な けれ ば な ら な い 。 ま だ 

b が 偶数 で あり , m が 2 の 倍数 で あれ ば 

b を 2 で 割っ た 余り と a 一 1 を 2 で 割っ た 

余り が 等 し く な けれ ば な らら ない 
4) m が 9 の 倍数 で あれ ば , b も 9 の 倍数 , 

も し く は cb を 9 で 割っ た 余り が 6 と な る 

ま だ, 今度 は 周期 を 増す 拡張 と し て , X 
nH1 を Xs: だけ て な く 。 XX お よび X:- ュ の 関数 
と する こと が 考え られ ます 。 こ うす れ ば 数 
列 が 環 に は まり 込む の は (Xnrr, 区 1) 
=(Xn, Xnr1i) と な る と きか ら に な り ま す 
か ら , 理論 上 は 最長 周期 を m* に する こと が 
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で きる よう に な り ま す が , この 乱数 列 は 実 
際 に は うま くい きま せん 。 周期 は 長く な る 
も の の , デタラメ る が な く な っ て し まう の 
で す 。 し か し 溢 の 式 は 同じ よう な 考え ぇ 方 に 
ょ っ て 長い 周期 と 十分 な デタラメ さる を 実現 
し て いす さす 。 
XX ュー (X。-24 十 XX』-55)mod m 
(n>=55) 
ーー 此 す る と 。 な が ん な が ん だ この 式 は と 介 わ 
れる か も し れ ま せん が ,。 実に うま く で きだ た だ 
式 で 周期 が 最低 で も 2?ー1 も 保証 され , る 
ら に ほとんど 理論 的 な 裏づけ は な い の で す 
し 吐 和 に デタラメ に な っ て いる の で す 。 
この よう な 拡張 法 に より デタラメ さや 有 周 
期 を 延び すこ と が で きま す が , まだ は か に 
も 方 法 は あり ます 。 2 つの 数 列 (必ず し も 
乱数 列 で な く て も よい ) を 結び あわ せ て 第 
3 の 十分 に デタラメ で 周期 の 長い 乱数 列 を 
作る の で す 。 こ の ょ よう な 乱数 生成 法 を か き 
混ぜ 法 と 呼び ます 。 
か き 混 ぜ 法 1 
この 方 法 は 2 つの 数 列 <X>。 < く Yr> と 補 
助 用 の 表 V[0」。 VE1], , Well 
を 使い は す 。 k は 100 で らい が 理想 的 で す 。 
表 V に は <X。> の 最初 の k 個 の 値 を 入れ て 
お きま す 。 
手順 1 X,Y の 生成 
に 数 列 <Xn>, < く Yn> の 次 の 項 を 入 
和 れ ま す 。 
手順 2 j の 抽出 
1 寺 IkY/m| ( lr] と は int(rJ) の こと ) 
と し ます 。 こ の mm は <Y。> を 生成 する と き 
に 法 と し て 使っ た だ 値 で て です から, 」 は Y に よ ょ 
っ て 決ま る 0sj<k の 乱数 ほし いう こと に な 
りさ ます 。 
手順 3 交換 
V[ ji] を 出力 し , V[j]=X と し ます 。 
要する に , 乱数 を また 乱数 化す る よう な 作 
業 で す 。 こ の 方 法 の 優れ た と ころ は 乱数 列 
の 近い 項 の 間 で の 関係 が は と ん と 完全 に な 
く な る 点 に あり ます 。 こ の 方 法 を 使わ な い 
と , ある 数 式 に 従っ て いる 以上 , どう し て 
も 近い 項 同士 に 関連 性 が 生じ や すい の で す 。 
RI 周期 を 
<X。> と さく Ys> の 最小 公 倍数 に で きる の で 
す 。 


tk こよ すく ゆめ の よう な この 方 決 て す が ,。 


ご くま れ に (X。EY。 に か な り 規 則 性 の あ 


る も の を 使用 し た 場合 ) この 方 法 に よっ て , 
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より 規則 性 が 強い 数 列 を 生じ て し まう こと 
が ある の で す 。 を そこで, 次 の か き 泥 ぜ 法 2 
の 登場 で す 。 こ れ は 前 記 の か き 混 ぜ 法 1 を 
改良 し た も の で , し か も 生成 法 は も っ と 簡 
単 で す 。 
か き 混 ぜ 法 2 

これ は 2 数 列 を 使わ な く て も 1 数 列 く X』> 
だ け で 十分 に か き 混 ぜ る こと が で きる 方 法 
で す 。 こ の 方 法 で も 補助 表 V [0], V[1 1, 
ーー , VIk-1] を 使用 し ます 。 ま ず 初 め に 
表 V の な か に <X。> の 最初 の k 項 を 代入 し 
て , 補助 変数 Y に k 十 1 項 を 代入 し て お きま 
す (数 列 Ya。 の 代わ り に Y を 使う わけ で す ) 
手順 1 j の 抽出 

j= [kY/m] と し ます 。 こ こ で m は く X。> 
を 生成 する と き に 法 と し た 数 で すか ら , ] 
は Y に よっ て 決ま る 0s<j<k の 乱数 と いう 
こと に な る わけ で す 。 
手順 2 入れ 替え 

Y ち Vil と し 。、Y を 山 力 し ます 。 VI1、 
に は 数 列 <Xn> の 次 の 項 を 代入 し て お きま 
す 。 

この 方 法 の ほう が は る か に 簡単 で すね 。 
し か も この 方 法 は 手間 が それ ほど か か ら な が 
に も か か わら ず ,。 数 列 を かなり デタラメ 
に し て くれ ます 。 も と の 数 列 <X。> が か な 
5 規則 的 で あっ て も 出力 は 十分 に デタラメ 
と な る の で す 。 


る て, 以上 いろ いろ な 乱数 の 発生 法 を 見 
て きま し た 。 し か し と の 方 法 も 基本 的 に は 

Xnrn=(aXs+c)mod m 
と いう 式 で す 。 あ まり に も いろ いろ な 種類 
の も の を 見 て きだ た の で 少し 混乱 し て し まっ 
だ た か も し れ ま せん ね 。 実際 に 使う 分 に は m 
29 ま た する も の て 十分 で て しょう 。 こ の 方 法 
で す と , な に より も 計算 が 楽に が る と いう 
メリ ッ ト が あり ます 。 を その 代わ り 下 位 ビ ッ 
ト が 規則 的 に な りや すい と いう デメ リッ ト 
も ある の で す が , これ は 上 位 ビ ッ ト を 抽出 
し て や ゃ や れ は す な こ と も て す 。 

きら に これ に か き 混 ぜ 法 2 を 併用 すれ ば 


完璧 で し ょ う 。 実 用 上 は 99% ま で これ で 十 
分 で す 。 実 用 を は る か に 超え て と に か く 真 


の 乱数 を 目指 すん だ と いう 方 は ほか の 方 法 
を 使っ て くだ さい 。 
乱数 列 と いう も の は 無限 の 種類 を 持っ て 


いま す 。 も ちろ ん 発生 法 も 多種 多様 で す 。 
非常 に 簡単 な 発生 法 か ら , 非常 に 高度 な 発 
生 法 まで きま ざま で す 。 で すか ら 当 然 使い 
けけ の 必然 性 が 生じ て くる の で す 。 モン テ 
カル ワ ロ 法 な どの 乱数 を 利用 し た 数値 演算 に 
は どん な に 複雑 に な っ て も 高 精度 な 乱数 ル 
ー チ ン が 必要 に な り ま すし , 反対 に ゲー ム 
な ど で は それ ほど 精度 は 必要 な いわ け で す 。 
Z80 の R レ ジス タ を 使っ た も の か ら , か き 
混ぜ 法 ま で いろ いろ な 乱数 発生 法 が あり ま 
較 PP の この の he の 
きっ と 奥深 い 乱 数 の 世界 が 見 えて くる と 起 
いま す 。 あ な た は 「 神 に 背く 」 こ と が で き 
を て し よう の 。 

最後 に も っ と 乱数 を 究め た いと いう 人 の 
た め に 参考 文献 を 紹介 し ます 。 こ の 本 は 『T 
HE ART OF COMPUTER PROGRAM 
MING』」 と いう 全 14 巻 に も ED 
目 で す 。 こ の 全集 は ACM チ ェ ー リ ンダ 質 
(コン ピュ ー タ 界 の ノー ベル 賞 み た いな も の ) 
受賞 者 で ある コン ピュ ー タ の 大 家 ク ヌー ス 
氏 の 手 に な る も の で , 主 に 数 値 演算 に 関す 
る ググ タミル ッ グ テウ クラ ヨッ ク に つい て 記 る 3 
れ て いま す 。 

コン ピュ ー タ で て 数値 演算 な が な ど を や っ て み 
だ いと 思っ て いる 人 は 一 度 は 読ん で みる こ 
と を お すす めし ます 。 絶対 に 役に立ち ます 。 


この 乱数 に 関し て も 今 ま て ざ さて きた だ た こと 
だ け で な く , 乱数 の 検定 な ど 多 く の こ と が 


述べ られ て いま す 。 


ト で 述べ て きだ た の は 乱数 に 関し て の は ほん 
の きわ り に し か すぎ ませ ん 。 た だ だ 乱数 列 を 


作っ た だ け で は な くく 検定 (本 当 に 正しい 乱 
数 列 に な っ て いる か どう か ) も し な けれ ば 
な り ま せん し , そもそも 乱数 列 が いっ たい 
な ん な の か と いう は っ きり し た 定義 も し て 
に 

最初 に 本 当 の 乱数 は コン ピュ ー タ - 上 で 作 
る こと た は て きか な いん 書き まし た 。 す かめ うる 。 
「 こ れ が 正解 !」 と いう 数 式 な ど は 存在 し な 
いわ け で す 。 逆 に いえ ば それ だ けい くら て 
も や り よ う は ある と いう こと に な り ま す 。 
た っ た ひと つの 乱数 を 発生 きせ る に も 実に 
多種 多様 な 方 法 が 存在 する の で す 。 こ の 決 
し て 正解 に た どり つく こと の な い 乱 数 の 世 
界 を ぜひ 自分 で も 研究 し て みて 〈《 く だ さい 
参考 文献 


に EE メー 
ンス 社 


「 準 数 値 算 法 / 乱数 」」 サイ エ 


5 ツ 生 集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 


が ある か ら 


小学 生 で も 知っ て いる 円 周 幸 。 し か し 
トロ ング な 数 字 で も あり ます 。 そ れ ゆ え に , 


で てこ に 


て きま し た 。 こ ご で は その 震 


人 々 


7 に 


a 

, 某 大 学 の スー パー コン ピュ ー タ に は ょ よっ 
Cb Nn 
と いう 記事 が 新聞 の 片隅 に 載っ た の を 覚え 
て いる 人 は いる だ ろう か 。 新聞 を 読ま な い 
人 は 問題 外 と し て も , あま り い な いよ うな 
気 が す る 。 は っ きり いっ て , 実用 に 向き を 
うに は 思え な い , ほとんど 趣味 で や っ て い 
a 見 える か ら だ ろう 。 実際 。 

弟 の 科学 技術 計算 で は, せい ぜ い 30 桁 も 
Si 

し か し , (一 部 の ) 数 学 屋 さ ん や (一 部 の ) 
計算 機 屋 さ ん に と っ て , 円 周 率 , また は を 
の 計算 は 尽き な い 興 味 の 的 で ある 。 な ぜ な 
b ら 3 と いう 数 は つっ つけ ば つっ つて は FE 
いろ ん な こと が わか っ て くる し , 複雑 な 長 
時 間 の 計算 は 計算 機 の パワ ー を 計る 目安 に 
も な る 。 そし て , 円 周 率 に と りつ か れ た 人 


人 が 日 を 揃え て いう の だ が ,「 を そこ に パイ が 


ある か ら 」 (と 書く と まる で 食べ 物 み た い 
だ な ) じゃ な くっ て , 「 を こ に ヶ が ある か 
BS CL Ek 
う , こそ は 高 精度 計算 界 の 最高 峰 で あ 
, 役 ら は そこ を 目指 す 登 山 家 の 心 境 な の 
僕 の 知人 に も そう いう 人 が いる 。 彼 も 円 
周 率 の 魅力 に と りつ か れ た ひと り で , ずい 
ぶん 昔 そう , MZ-80K や NEC の 名 機 PC- 
8001” が 最新 鋭 び どっ た 頃 か ら , 機会 の ある 


*) x は , 無理 数 で , さら に 超越 数 で も ある 。 


無理 数 と は 無限 に 続き , し か も 循環 し な い ( 何 杵 まで いっ て も 繰り 返 
す 部 分 が な い ) 小数 の こと で ある 。 た と えば , ソ 2 =1.41421356… は 無 
理数 で ある 。 超越 数 と は , 「 代 数 的 で な い 数 」 つ まり 「 有 理 係数 の 代数 方 
欄 式 の 解 に が な が りえ ない 数 」 の こと 。 そ の な ん た ら 方 程 式 と いう の は .。 


aa 十 a。-i 土 …aiX 十 aa。 ニ 0 
(ai, dnー」。 00 a。 は 有理 数 ) 


の 形 で 表 さ れる 方 程 式 。 ど うい うこ と か と いえ ば , 要する に , 超越 数 は 
加減 乗除 や 平方 根 を 用 いる だ け で は , 値 を 決め られ な い の で ある 。 今 回 
紹介 する ブロ グラ ム で は , そう いう 簡単 な 演算 し か 使っ て な い が , ある 
数 列 が , z に , 誤差 を 無視 で きる 程度 に 近づく まで 
だ け の こと で , 別に z=…… と いう 形 で 計算 式 が で き て いて . その 値 を 


この は あら ゆる 定数 の な か で も 
を めぐ っ て さま ざま な 人 々 が 知 


と いっ て も 今年 の 1 月 末 の こと だ 


も ス 
ぼっ 


ご と に , つま りお よそ 計算 機 ほ 名 の つく も 
の に 触れ る た びに , 円 周 率 の 計算 の 腕 を 麻 
いて いた だ の で ある 。 そ し て 去年 , 彼 は 僕 の 
X68000 に 触っ た と き , 当然 の ご と く , この 
ライ フワ ー ク と も いう べき 作業 に 取り か か 
っ だ の だ っ た だ た 。 しかし, その と き 使 えた の 
は , BASIC イ ンタ ブリ タ と , 福袋 の 中 の ア 
セン プラ て と リン ンカ だ り だ っ た 。 を ト や 
彼 は , や は り 当 然 の ご と く ア セン ブラ に 手 
を つ 【 の 人 

それ か ら 1 ヵ月 も し な いう ち に , MC680 
00 の 命令 語 や バス エラ ー や アド レス エラ ー 
と の 戦い 方 を 覚え た 彼 は 5 万 桁 の x を 2 
時 間 弱 で , 1 万 桁 な 6 4 分 半 で 計算 する プ 
ログ ラム を 作り 上 げた の だ っ た 。 スー パー 
コン ピュ ー タ の パワ ー に 比べ る と 。 こん な 
の は どう っ て こと な い 数 字 だ 。 2 億 桁 の 計 
算 に か か っ た 時 間 は た っ た の 6 時 間 半 な の 
だ か ら 。 しかし, これ は 現時 点 の パッ ュ ン 
と し て は お そら (最高 レビ ベル で あろ る ろう 3) 。 
僕 は CPU (MPU) の パワ ー を 計る の に は 。, 
ド ま 7 の マー を より 。 こう いう 証人 息 を 
さる せ だ は ほう が よっ ぽ ど いい の で は な いか と 
選 っ て いる 。 計算 機 の 計算 機 し し て の 実力 


を 知る だ た め に は , こう いう スト ロン グ な の ?④ 
が ちょ うど いい (どこ か に , 80865 で や っ 
だ 人 は いな いか な )。 


r と いう 数 は 計算 機 が この 世に 出現 する 
は る か 昔 か ら 数 学者 た ち を 虜 に し て きた 。 
その 性 質 は 謎 に 満ち , いま だ に よく わか っ 
て いな い に "。 彼ら が ヶ z に ど ビ の ょ うな アプ ロー 
チ を 試み た か , 駆け 足 で 眺め て みょう 。 


計算 し て る わけ で は な い 。 

ほか に も , 有名 な 超越 数 の 例 と し て 自然 対数 の 底 e や オイ ラー 定数 の 
が ある 。 少 なく と も 理系 の 人 に は お 馴染 み で あろ う 。 e も , 近似 計算 し 
つい で に 計算 式 を 掲げ て お こう 。 


か で き な い が , 
に は な る だ ろ う 。 
e = (1/n!) 


人 AkihiKO 


明彦 


Tan 


丹 


1) 「 名 機 」 と 呼ん だ の に は 他意 が ある わけ で は な 
い 。 た だ , 個人 的 に NEC の マシ ン で 好き な の は 唯 
ーー あ れ と いう だ ど だけ の こと だ 。 

2) 今 か ら 考 える と , デバ ッ ガ も な し で よく や っ 
た も ん だ と 思う 。 僕 な ど は 脇 か ら 見 て いて 無責任 
な 助言 ば っ か り し て いた が , 内 心 ひ どく 感心 させ 
られ た も の だ 。 

3) ちな み に け 0/O 誌 に 昔 載 っ た z 計算 の プロ グラ 
ム で は , 1 万 桁 を 計算 する の に Z80 で 1 時 間 50 分 , 
6809 で も 1 時 間 10 分 か か っ て いる 。 

4) 要する に , うん ざり する ほど 長く , そし て 上 単 
調 な 計算 。 た だ し , これ を 実現 し よう と 思っ た ら 
CPU (MPU) の 持っ て いる 命令 を ひと と お り 使い 
尽く すく らい の 根性 が いる らし い 。 

5) 今 は あま り 使わ れ て いな いよ うだ が , 68000 と 
開発 時 期 が 近い 16 ビ ピット CPU だ か ら 選 ん だ だ け の 
こと 。 も っ と も 16 ビ ッ ド で : と いう ご と で あ 入 ば 
80286 ま で は 文句 は いえ まい 。 ど ちら も 現在 の 主力 
機種 に 搭載 され て いる の だ か ら 。 ど ちら に し て も , 
こう いう 勝負 な ら , レジ スタ 長 の 大 きい 68000 が 有 
利 だ ろう 。 アセ ン ブ ラ を 使う 限り で は , 68000 は ど 
う 見 た っ て 32 ビ ピット で ある 。 だから と いっ て 80386 
を 相手 に 持っ て くる の は や っ ぱり 反則 だ ろう と 思 
う が 。 ベン チマ ー ク に し ろ な ん に し ろ , CPU や M 


PU の パワ ー を 比べ る と き に は , フェ アプ レイ な ど 
は あり えな い の だ ろう 。 

アル キ の 万 法 
円 周 率 と いう の は 円 の 直径 に 対す る 円 后 


の 比 で 値 は ご 存じ 3.1415…… て の お る 。 そこ 
で , その 定義 に 戻っ て 円 に な る べく 近い 多 
角形 を 作り , その 辺 の 長き の 合計 を 調べ る 
と いう 方 法 が 長い 問 と られ て きた 。 こ の 方 
法 を と っ だ 人 の な か で いち ば ん の 有名 どこ 
ろ と いえ ば , や は り ア ルキ メデ ス (Archim 
edes) で ある 。 


ちょ っ と し た 練習 問題 


=1/0 1 + 1/1! +1/2! 十 1/3! +1/4 + 


=2,.71828}82… 


計算 を 繰り 返し て いる 


=0.57721566 … 


= 1 十 1 十 1/2 十 1/6 十 1/24 十 … 


ST よこ) よし 
y=lim (1+ ナ + エ + すっ logn) 


特集 そこ に ょ が ある か ら の ば 


図 ] アル キメ デス の 方 法 に よる 円 周 率 の 近似 


半径 r の 円 の 外 接 多角 形 と 内 接 多角 形 を 
考え る 。 ち ょ っ と 考え れ ば わか る が 。 辺 の 
長 さ の 総和 は それ ぞ れ , 

(外周 ) = 2・2 7tan(180"/z ) 
(内 周 ) = n・2 7 sin(180"/ ヵ n) 
で ある ( 図 1)。 きる さて, wm が 大 きく て っ てい 

く と 。 この 2 つの 値 は 2z7 に , それ を 然 む 
ド う に ん も や リブ いく 《。 の まり 

z・sin (180° /n) <z < rn*tan (180° /n) 
で あり , n つ oo (無限 大 ) の と き , 
2・sin(180'/ ヵ ) ニ ァ デ ティ ァ ・tan(180 7) 

と な る は ず だ 。 と いう こと は , も し 無限 の 
辺 を 持つ 正 多 角形 の 周 長 が 計算 で きれ ば , 
の 正確 な 値 が 手 に 入る こと に な る 。 

も ちろ ん 三角 関数 な ど な か っ た 昔 の こと , 
正 接 (tan) や 正弦 (sin) な どの 値 は 一 平 
方 の 定理 な ど を 活用 する 幾何 学 的 手法 に 頼 
る し か な か っ だ の だ 。 ア ルキ メデ ス は 止 6 
角形 か ら 出 発し て 辺 の 数 を 倍々 と 増やし , 
正 96 角 形 に 達し た と ころ て 

中 10/71 る で カス 9 ヤ 17 

し し た 。 小数 に 直し て みよ う 。 


19 /* calculation of pi (2) 
formulas by arctangent 


20 /* 
30 /* 
40 /* a) Gregory & Leibniz 


50 print: print using pi ニニ" 


69 /* b) Machin 


3.1408… く を ヶ ぐ 3.1428… 
まだ や っ と 小数 点 以 下 第 2 位 ま で で ある 。 
で は だ いただい 何 角形 まで 取れ ば まとも な が 
値 が 出る の だ ろう 。 リ スト 1 を 実行 し て み 
て ほし い 。 x の 値 を 聞か れる の で 適当 な 数 を 
入れ る と, 外 接 , 内 接 正 ゃ 角形 を 使っ て 円 
周 率 を 近似 し て くれ る 。 

リス ト の 中 を 見 る と sin( ) や tan( ) は 
平気 で 使っ て いる し , 確か 々 を 近似 する ブ 
ログ ラム だ っ た は ず な の に 。M( ) つま えり 
シス テム が 持っ て いる ヶ の 値 を 角度 の 計算 
に 使っ て いる 。 は っ きり いっ て 紗 道 で ある 
が 。 まあ あく まで テス ト で ある か ら 気 に し 
な い 。% 三 100000000 ( 正 1 億 角形 !) くら 
て 7 いわい に な っ だ こと と 過 う 。 

ちな み に 。 ドイ オツ で は みみ の こと を 「 ル ド 
ルフ (Ludolph) の 数 」 と 呼ぶ が , これ は こ 
の 方 法 を 使っ て z の 値 を 32 桁 まで 計算 し た 
ォ ラ ンダ の 数 学者 の 名 前 か らき て いる 。 役 
は これ だ け の 精度 を 得る の に 正 2 ?2 角形, 
つま り 約 1018 個 の 辺 を 持つ 止 多角 形 を 作り 
計算 に 一 生 を 費やし た と いう 話 だ 。 

この 方 式 は 初等 幾何 の 知識 どけ で 理解 で 
きる し , 感覚 的 に も わか りや すい が , 高い 


精度 を 得る の に は ちと 無理 が ある よう で あ 
る 。 こ の 状態 に 革新 が 起き る に は 17 世 紀 を も 
待た な な けれ ば な ら な か っ だ の で ある 。 


逆 正 接 関数 


に よる 計算 


関数 で ある , な ん て いっ て も 高校 生 以 下 の 
A ん に は よく て わからない だ みう か ら 。 も う 少 
し お わか りや すず て いおう 。 

角度 > の 正 接 を セッ と する , すなわち , 

y=tanl(z) 
の と き , 

x 三 arctan( y) 
の 関係 が 成り 立つ と いう の だ , 要する に 。 
あお あまり わか が かり やす て な らし な か っ だ た だが, 一応 
CRI ER 

で , これ が 円 周 率 の 計算 に どう 役立つ が か 
と いう こと も と を 説明 し じ し ま う 。 

正 接 と いう の は , 要する に 傾き だ 。45 の 
角度 を 持つ 直線 の 傾き は 1。 ち ょ っ と 人 高 級 
な 数 学 で は , 角度 を ラジ アン で 表す 。 なお, 


リス ト 拉 大 の 法 


19 /* calculation of pi (1 ) 
20 /* Archimedes' method 

3 の float Po, Pi , n, theta 
40 input "n=",n 

50 theta=pi ( )/n 


60 Po=n*tan(theta) : Pi=n*sin(theta ) 
79 print using "PI( 外 ) ニ #.## 村 ## オ オオ # オ # す 


8 の goto 40 


リ メ ト の HH 


4#*atan(1#) 


PIT( 内 ) =#.####### 村 人 ##### ) PO。 Pi 


70 print: print using pi ニー 本村" 16#*atan(1#/5#)-4#*atan(1#/239#) 


8 の /* c) Gauss 


90 print: print using pi ニー ###" 48#*atan(1#/18#)+32#*atan(1#/57#)-20#*atan(1#/239#) 


100 /* d) Stormer 


110 print: print using "pi=#.## お お お ##### 


19 /* calculation of pi (3) 
209 /* 
30 /* 
49 float p, 1im= の 9.91# 

59 /* a) Gregory & Leibniz 
60 print space$(15) : time$ 


formulas by aroctangent (infinite SerieS ) 230 


リス ト 識 池下 接 に まる 多 放 所 


24#*atan( 1#/8#)+8#*atan( 1#/57#)+4#*atan(1#/239#) 


220 print "Stormer" 


D=at( 1#/8#,24#)+at( 1#/57#,8#)+at(1#/239#,4#) 


240 print: print using "pi=# おお お #####", D 
250 print space$(15); time$ 


269 end 


279 funo float at( x;float, ajifloat ) 


79 print "Gregory & Leibniz「 

80 p=at(1#,4#) 

90 print: print using pis# おおせ お お ######## > D 
199 /* b) Machin 

110 print space$(15); time$ 

120 print "Machin" 

130 p=at(1#/5#,16#)-at(1#/239#,4#) 

140 print: print using "D1 ニ #、### す ######### 。 D 
159 /* co) Gauss 

160 print space$(15); time$ 

170 print "Gauss" 

180 p=at(1#/18#,48#)+at(1#/57#,32#)-at(1#/239#,20#) 
190 print: print using "DP ユニ #、############「 ) D 
299 /* d) Stormer 

210 print space$(15) ) time$ 


52 onhx 1988.8. 


280 float も 。 x2, y, Ss=1#, b=1#, arC も ern=0 ひ # 
290 int n=9 

300 t=x*a: x2=pow(x,2#) 

319 repeat 


320 y=t/b 

330 arctan=arctant+y*s 
340 も っ も まめ 

350 b=b+2# 

360 S ニ = ニーS 

370 n=n+1 


380 until y<lim 

390 rint RSnN; 
400 return ( arotan ) 
419 endfuno 


(角度 ) X ァ /180= (ラジ アン ) だ か ら , 45° 
を ラジ アン に 直せ ば ァ r/4 に な る 。 と いう こ 
と は; 

tan(z/4) =1 
だ か ら 。 

arctan( 1 ) ニ ァ /4 
に な る こと は 簡単 に わか る と 思う 。 

それ か ら , 証明 を し な いで 紹介 する の は 
非常 に 心苦しい の だ が , 逆 正 接 関数 は 次 の 
ょ うに 級数 ** の 形 で 表せ る こと も , も っ と 
高等 な 数 学 の お か げ で わか っ て いる 。 

arctan( zx) 
ニー ァ ー ダ /3 十 や /5 一 7/7 十 … 
つま り , ァ z の 値 は 次 の よう に し て 求め る こ 
と が て きる 。 
‘alz= 4arctan( 1 ) 
ー4 (1 一 1/3 十 1/5 一 1/7 十 …) 
これ を 見 い だ し だ の は グレ ゴリ ー(Gregory) 
と ライ ブ ニ ッ ツ (Leibniz)9。 こ れ を 見 る 限 
り , 無理 数 で ある も 5, し ょ せん は 簡単 な 
分 数 の 和 に すぎ な い 。 そ うい うわ け で , 計 
算 機 の 出番 と な る 。 それは あと の お ぉ 楽し み 。 
もつ の と も 。: 水 差す よう で 悪い が ,。 あ は よ で 
店 す よ うに , この 公式 は 使い も の に な ら な 
い だ め , も っ と 使え る 公式 が 後世 に な っ て 
現れ る こと に な っ だ た 。 
[bl マチ ン (Machin) の 公式 
7 =16arctan (1/5) 一 4arctan(1/239) 
=ー16(1/5 一 1/3・5? 十 1/5・5? 一 …) 
ー4(1/239 一 1/3・239? 十 1/5・2395 一 …) 
[cl ガウ ス (Gauss) の 公式 
ァ ヶ ー48arctan(1/18) 十 32arctan (1 /57) 
ー20arctan(1/239) 
=48(1/18 一 1/3・18? 十 1/5・185 一 …) 
十 32(1/57 一 1/3・573 十 1/5・575 一 …) 
ー20(1/239 一 1/3・239? 十 1/5・2395 一 …) 
[dl シュ テル マー (Stgrmer) の 公式 

z=24arctan(1/8) +8arctan (1 /57) 

十 4arctan(1/239) 
ー24(1/8 一 1/3・8? 十 1/5・85 一 …) 

+8(1/57 一 1/3・57? 十 1/5・575 一 …) 

十 4(1/239 一 1/3・2393# 十 1/5・2395 一 …) 

この うち [bl と [ld] に つい て は 証明 を 載せ て 
お こう 。 特に, |d| の 証明 の 中 に は ゴチ ャ ゴ 
チャ し て あふ れ か えっ た 数 字 が 劇 的 に 消 ぇ 
失せ る と ころ が ある 。 よ く こ ん な 証明 が で 
きだ も ん だ と 思う の だ が 。 と に か く 。 これ 
ら の 公式 が 正しい の は , リス ト 2 を 実行 す 
れ ば わか る だ ろう 。 

る て, この 4 つの 公式 が 計算 を する 上 で 
と の よう に 有利 か , また は 不利 か を 説明 し 
な よう 。 

ial: 形 は いち ば ん 簡単 な の だ が , この 級 
数 の 収束 は と ん で も な く 遅 い の で ある 。 簡 


図 P-1 Machin の 公式 の 証明 
lb| Machin の 公式 


6 トト 3 
r 三 |6arctan 5 4arctan 239 


tanー=1 
4X11"=44^ く テー=45" く 48"=4X12 
tane= ニ で * と お く と ペペ な て a=arctan— 
a+8= > …(*) と お く 。 


St 
B= 4 み 。 4arctan 5 


1 
tan8 =tan( そ ー4arctan ) 
Pd 1 \ 支 友 
MN 4 tan( 4arctan =) 
1 +tan Ztan(4arctan エ ) oe 


1 
tt 1 
120 こい 

++1 119 


“8= ーarctanss 
(*) よ り テ ァ ニ 16g 十 4Z 
1 
Z39 
( 終 ) 


= 16arctan テ ー4arctanas 


(基本 的 な こと ) 


tan(arctany) ニ ティ , tan( 一 *) ニ ーtanr 


tan(x ャ ナッ y) = (加法 定理 ) 


ー 1ーtanr・tan7 


tan2r ニ ーーBnr (で メー ニッ と お さく) 


1 一 tan* ィ 


図 G- ら Strmer の 公式 の 証明 


[d] Stgrmer の 公式 


2 1 | | 
r 三 24arctan 3 十 8arctan 57 ヤキ 4arctan 寺 3 


tan テ 1 
6X7ー42"< テ 45*<48* ニ 6xX8 
1 
tana ニー ね てく と 、 7 くる て べき a=arctan= 
" NN NN 
し と お <, 
1 
9 ニテ ー6Z ニ イー6arctan 一 
tn テーtan( en ユ ) 


tangd = 
1 +tan 一 ・ tan( 6tan ! さ ) 
_186416 
ー。。 SO0J663 、。 520 
186416 388079 
けけ 17561ee3 
93 247 = 
9 三 arctan<ssnz =2.249 
る る: 
tan8== と お くど と 。 が =arctan テ 1.005… 
8 ブー の ーー の ーー ハン ハン 
り = ニ 2 が 士 ア 7 と お く . 太 太 太 
7 ニ の 一 2/ 2 の 値 か ら 見 当 を つけ て い 
ー tan の 一 tan22 ま まま 衣 廊 る の だ ろう 。 試行 錯誤 の 末 に 
tany== 1+tang・tan28 > と 
- つ イィ ツア 決め た 数 と 考え られ る 。 


_ 388079 3246。 」 
15247 114 239 
388079 3248 AK 


注目 | 
の y=arctan = 注目 
ーー へ 


1 
239 


(*) よ り , ァ 24g 十 49 三 24g 十 4(29 十 7) 


1 


ーー クス と こし | 
=24arctan sg +8arctan jt 4arctan 239 


文 
tan11 三 0.194… 
tan12 = ニ 0.212… か ら 


0.2 を 仮定 し て いる 。 


文 文 
tan( 4arctan で ) 


2tan( 2arc tan 9 


1 tan*(2arctan) 
の 

12 120 に 

5Y2 19 119 
が 


文 文太 


tan( 2arctan +) 


1 
2tan (arctan 5 ) 


1 一 tan: (actn<) 


1 
6 i 


5 
1\* 12 
に 


tan7 三 0.122… 
tan8 三 0.140… か ら 
1 
j=0.125 を 仮定 
壇 支 ] 
tan( zarctan_ ) 
1 1 
ー 2tan( arctan エ ) _ “5 
fl に も 6 
1 一 tan (actn =) 1 (=) 
1 
tan( 4arctan =) 
1 
, 2tan( 2arctan) 
1 
a 3 
1 一 tan (zarctan =) 
.16 
2 83 Al 
16\2 3713 
(9 
tan(6ar t す ) 
ctan 8 
1 1 
- tan( 2arctan ) +tan( aarctan-) 
1 —tan(zarctan エ ) ・ tan( 4arctan) 
16 2016 


_ 63 3713 186416 
」 16.2016 201663 


63 373 
支 文 文 文 


tan28 


=tan(2arctana) 


57 


; 1 
2 
1 一 tan (ac tan 9 


2tan( arc tan =) 


Poco 


| 


特集 そこ に が ある か ら らら 


単 【 ん も 3 


2 


10 倍 の 時 間 が 必要 な の で ある 。 


て は 。; 


ゃ な い 


arctan ( 


1 骨格 求め よう と し て も 。 
も し か する と この 世 の 終 
わり まで か か っ て し まう か も し れ な い ?。 
逆 正 接 関数 の 値 を 級数 展開 で 求め る に は 
ば 小さ きい ほど と 収 
東 “ が 速い 。 こ の 値 は 各 項 に 3 乗 ,5 乗 , 


が 無理 で , 


) の 中 身 が i る ミ け れ は ば 


1 桁 余 分 に 求め よう と 思え は ば 


る 。 変数 lim は 精度 の 目安 で ある 。 あ 
まり 小さ きく する と (精度 を よく する と &), い 
つま で も 計算 が 終わ ら な く な る の で 注意 

MA 記 の 収束 が あま ゆり に 思い や 
ある 。 少し him を リス ト 中 の 値 よ り 小 さ 《 取 
っ て みる と わか る が , lal の 計算 に 手間 取っ 
て いる 。 へ ヘタ を する と 何時 間 も か か る 。 そ 
れ に つき あい た だ た く な い 人 人 は 1 桁 小さ くし て 


示 る きれ 
この や り 方 
と て も じ 


と 掛か っ て いく の で , 項 の 値 が 必要 と る る すう 。 

れ て いる 精度 より 小さ きく な る の が より 速く と に か く 〈 く 遅い 。 で も その 割 に は , [bl lcl 
な る か ら だ 。 こ の 観点 か ら も , 残り の 公式 I NS We 
を 見 て みよ う 。 え , 倍 精 度 で lim の 値 を 最小 限 に 取っ て も 
bl: 1/5 と いう の は , か な り 大 きい 値 Me 


な の で , この 級数 も 収束 が 遅 め だ (al の 級 差 は 大 きい 。 桁 が 大 きく な れ ば な お さる ら だ 2。 
数 ほど で は な い )。 そ の 代わ ゎ り , 計算 式 の 要 これ が 先ほど 公式 al が 使い も の に な ら な い 
素 arctan( ) は 2 つ だ け な の で , その 分 少な と いっ た 理由 で ある 。 お わか り い だ だ けた 
く て すむ 。 速く な る こと が 期待 でき そう だ 。 だ ろう か 。 

[cl : 要素 は 3 つ あ る が SI ) き て 。 ここ で て で ギン ギン ッ に 最適 化 そ を か り け , 


の 中 身 が 小さ きく, 


2 。 


[d| : こ れ も 要 素 が 3 つ 。 し か も arctan(1/8) 


収束 も を こ 


速い だ ろ 高速 化 を 図っ た , 例 の 年 作ら れ た マシ ン 
告 の ブロ グラ フ ム (リス ト 4 ) を お 日 に か け 


よう 。 て この グロ グラ ム に は 多く の 犬 枝 。 少 


の 項 は 収束 が 遅 そ た うに 見 える 。 確か に ふ 技 , アク ロバ ッ ト 的 な 技 も 含め だ た ハイ テク 
つう に や れ ば 収 東 は 遅い に 。 し か し , コン ビ ピ ニッ ク グ が の うま っ て いる 。 こ の リス ト は 公武 
ュー タ に と っ て , 1/82 を 掛け る (これ は 周 | (シェ テル マー の 公式 ) 用 だ が , 少し 笑 


級数 の 項 が 小さ きく な っ て い 
564 で 割る と いう こと に 
ある だ 


表 1 


Gauss 


みう サッ 。 を う 。 BEY 


て , 取っ た 項 数 と, 


(ペー 
に は どう いう 意味 が 
トシ タタ トド ずる 
こと と 同じ な の で ある 。 これ は マシ ン 語 を 
や る と よく わか る の だ が , 
割り 算 よ り は ビッ ト 演 算 の ほう が 得意 で , 
し か も 速い 。 こ こ で 大 きく 〈 時 間 を 稼げ る 。 

リス ト 3 を 走ら せよ う 。 
に つい 


コン ピュ ー ダ は 


それ ぞ れ の 公 
の 近似 値 が 表 


えれ は ば [bl, [cl も で きる 。 計算 桁 数 も 変え ら 
れる 。 を その 変更 法 は いっ て も 面倒 な だ け だ 
か らい わな い 。 ソー スリ スト 中 の ラベ ル が 
すべ て を 語っ て くれ る だ ろう (か 7?.)。 

と に か く 。 この ブロ グラ ム は 約 2 時間 ヵ 
か っ て 5 万 桁 の の 値 を 計算 する の だ 。 参 
考 ま で に , [bl [cl] について, 1 万 桁 計算 る 
せ た と き の 所 要 時 間 を 表 1 に 等 げ て お く 。 

結局 。 この プロ グラ ム で は |d が も っ と も 


つま 


い 


Mk 


Skies 


_ ※arctan 語 の 計算 に , 


_ つう の arctan を 求め 
_ 計算 時 間 は 1 万 桁 の 


7 - 1 aic tang— 4arc tan 


7 =ioeen | 十 32arctan= ーー 


6 分 17 秒 


6 分 06 秒 


20arctanz5s 


4 分 38 秒 (6 分 23 秒 )* 


i 
る サブ ルー チン を 使っ た 場合 。 
ヶ を 求め る の に 要 し た 時 間 と , sae 


小数 に 変換 する 時 間 の 和 で ある 。 ど ちら も 桁 数 の 2 乗 に 比例 し て 時 間 が か か る 。 


_**) 数 列 に つい て , 少し 説明 し て お こ う 。 数 列 と は , いう まで も な く , 


a a2, 9 ぉ 3。 434 9 5, 


く 


と きま て と も ある i 
は 学校 の 教科 書 に 譲る 。 数 列 を 理解 する の に 必要 な 概念 は まだ ある 。 ま 


ず 滞 化 式 (ぜん か し き と 読む ) と は , 
の と うな も の だ 、 た と えば , フィ ボナ ッ チ 数 列 
8 , ーー 


aj 


_ 1 1 2 3 の 


54 onix 1988.8. 


8 a 6y 70。 


の こと だ 。 ちょ う ど BASIC の 配列 の よう な も の だ 。 これ を ひと か ら げ に し 


の 溢 化 式 は , 


dn コッ 9n の as= 1, a,=1 


、) を 項 と いう 。 詳 し い 話 


前 の 項 を 使っ て 次 の 項 を 作る 規則 
の は , 


速く で きる と いう 結論 が 得 ら れ た (だ か ら 
採用 きれ て いる の だ が )。 と いっ て も , これ 
は arctan(1/8) を ビッ トシ フト で 計算 し た 分 
で 稼い で いる の で あっ て , それ が な けれ ば 
どれ も 同 程度 の 速 さ で ある 。 この 部 分 は 速 
い だ け に 相当 に 技巧 的 で ,。 マシ ン 語 を 相当 
知っ て いる 人 で も 解読 する の は 了 央 難 か も し 
れ な い 。 

な お , アル ゴリ ズム の 都合 上 , 計算 桁 数 
に は 限界 が ある 。 それ を 表 2 に 示す 。 収束 
が 遅い と , 項 を だ た くき ん 取ら ね ば な ら が な がい 
の で , を こ に 制限 が 出る の で ある 。arctan( ) 
の 級数 の 分 母 の 係数 は , 1, 3, 5, 
と な っ て いる だ ろう 。 これが と ビ ん と ん 天 き 
く な っ て いっ て 。 16 ビ ッ ト を 超え る と 計算 
で き な い の だ 。 理由 を 説明 し よう 。 これ は 
マシ ン 語 レベ ル の 問題 だ 。68000 の マシ ン 語 
に は , 割り 算 も ちゃ ん と ある 。 しかし, 32 
ビッ ト の デー タ を を 16 ビット の デー タ で 割る 
の が 限界 どか ら , 収束 が 遅い = 項 が た だ くき 
ん 出る = 収束 する 前 に 係数 が 16 ビ ッ ト を 赴 
ぇ える よう な 級数 は この プロ グラ ム で は 計算 
で きか いこ と に な ぁ も の だ 。 た だ た と えば ほ 、 3 万 
桁 て らい 出 を そう と 思っ た だら 。 ガウ ス の 公式 
[cl を 使っ て 6 時 間 半 ほど か けれ ば いい の だ 
が 、 シュ テル マー の 公式 dIC で は, どん な に 
が ん ば っ て も 8 万 桁 な ん て 出せ な い 。 さら 
に マチ ン の 公式 bI で は , 5 万 桁 だ どっ て 出せ 
な い 。 ど ん な に 長い 桁 数 で も 計算 で きる 
般 的 な ゲロ グラ ム は , あれ ば ある に 越し た 
こと は な い が ,。 メモ リ 容 量 や 計算 時 間 な ど 
を 考え る と , むし ろ こ っ ちの 選択 が 止 し か 
2 だ と 思う 。 

まだ まだ 難しい 話 は 続く が , この 手 の 話 
は , スピ ー ド と 効率 と 正確 さき を ギリ ギリ ま 
で 追求 する 円 周 率 の 計算 で は 避け て 通れ な 
いか らし か だ た が な い 。 逆 止 接 関数 の アル ゴ 
リ ズム で は , 計算 時 間 は お お よそ 計算 桁 数 


表 ら 計算 桁 数 の 限界 
_[b] Machin 45000 _ 
lc Gauss 82000 
回 stgrmer 59000 


as=ar-+an-e(n=2) 
で ある 。 反 復 法 アル ゴリ ズム な ど は , 、 | 
数 列 の 和 を 級数 と いう 。 項 を 限り な く 足 し あわ せ て いき , その 和 が あ 上 
る 一 定 の 値 に 近づい て いっ た と する 。 こ の と き , この 級数 は 収束 する と | 
いう 。 級 数 が 収束 する と き に は , 項 の 値 が 次 第 に 0 に 近づい て いく 場合 | 
が 多い 。 本 文中 で arctan( の 代 は , ( TA い ほ ど よ いと いっ > - | 
ーー と で ある 。 


ニ ー の 尊 化 式 で ある 。 


se ee 


Cr 


の やら o コ の の ゆ の ょ の ロロ デ 


に LE 


10: 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ CALCULATION OF PI ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
_EXIT EQU $FF99 
_GETCHAR EQU $FFO の 1 
_PUTCHAR EQU $FFO2 
_PRNOUT EQU $FF05 
_PRINT EQU $FF99 
*NUMB EXAMPLE 4 人 で 83 1 428 172 
36 
Pr EXAMPLE 19999  : 2999 : 1999 : 499 
NUMB EQU 29768 
NUM1 の EQU 59999 
NUMW EQU NUMB/ 2 
NUML EQU NUMB/ 4 
N_SPACE EQU 19 
N_BLOCK EQU 19 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ MAIN PROGRAM ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
・ MAIN 
BSR ATAN 8 
BSR ATAN 57 
BSR ATAN 239 
BSR BCD_CONVERT 
BSR BEEP 
BSR PRINT OUT 
DC.W _EXIT 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 24 ATAN(1/8) ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
ATAN 8 
LEA WORK2+2 ,A6 
MOVE.W  #NUMW,D6 
MOVEQ #3,D3 
MOVEQ #%00100101,D1 
MOVE.B  D3,(PI+3) 
MOVE.W D3,D5 
A_8 SERIES BSR A_8 SER 
BSR SUB_PI 
BSR A_8 SER 
BSR ADD_PI 
BRA A_8 SERIES 
A_8_SER 
A_8_SET ROR .w #6 ,D3 
ROR.B #1,D1 
BCC DIV 8 
CLR.W (A6) 
ADDQ.L #2,A6 
SUBQ.W #1,D6 
BNE DIV 8 
ADDQ.L #4,SP 
RTS 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ キネ 
DIV 8 MOVEA.L A6,A2 
MOVE.L D3,DQO 
MOVE.W D6,D2 
MOVE.W D6,D7 
LSR.W D7 
DIV_8N DIVU D5 , DO 
MOVE.W DO, (A2)+ 
CLR.W DQ 
DBRA D2,DIV_8N 
ADDQ.W #2,D5 
RTS 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 8 ATAN (1/57) ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
ATAN _57 
MOVEQ #3,D5 
MOVEQ #57 ,D の 
MOVE.L #$80999,D1 
MOVE.L #57457,D3 
BSR ATAN 23 
RTS 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 4 ATAN (1/239)  * ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
ATAN 239 
MOVEQ #3,D5 
MOVE.L #239,DO 
MOVE.L #$40000,D1 
MOVE.L #239+4239,D3 
BSR ATAN_23 
RTS 
ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 2nd & 3rd SERIES "ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
ATAN 23 
LEA WORK1+4 ,A4 
LEA WORK2+4 ,A5 
MOVE.W  #NUMW-1.D6 
MOVE.W  #NUML-1.D7 
MOVEA.L A4,.A1 
MOVEA.L A5,.A2 
MOVE.W D6,D2 
SERIES SET DIVU DQ , Di 
MOVE.W  D1,(A1)+ 
MOVE.W  D1,(A2)+ 
CLR.W Di 
DBRA D2,SERIES SET 
BSR ADD_PI 
SERIES 23 BSR SER_23 
BSR SUB_PI 
BSR SER_23 
BSR ADD_PI 
BRA SERIES 23 
: SER_23 MOVEA.L A4,Al 
MOVEA.L A5,A2 
CLR.L D1 
MOVE.L Di,D4 
MOVE.W (Al),Di 
DIVU D3,Di 
MOVE.W  D1,(A1)+ 
BNE DiV 23 


ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
DIV 23 


・ DIV 23 2 


DIV 23 CONT 


D1,D4 
D5, D4 

D4, (A2)+ 

D6, D2 

(A1 ) ,D1 

D3,D1 

D1,(A1)+ 

Di,D4 

D5,D4 

D4,(A2)+ 
D2,DIV 23 CONT 


オ ホ ネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 


ADD PT 


: ADD_LOOP 


ADD_OV 
ADD_END 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
SUB PT 


SUB_LOOP 


SUB_BORR 


SUB_END 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


BCD_CONVERT 


オ ネ ネ ホホ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
MULT_CONV 
MULT_CONT 


CONVERT 


EX_LOOP9@ 


EX LOOP1 


XBCD 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 


PRINT_OUT 


INPUT_ORDER 


GET FE 
CMP C 


GET C 


CMP_P 


PRINTER 


LEA 
LEA 
MOVE . W 
SUB.B 
ADDX.L 
DBRA 
BCC 
ADDQ.B 
BCS 
RTS 


LEA 
LEA 
MOVE .L 
SUB .B 
SUBX .L 
DBRA 
BCC 
SUBQ .B 
BCS 
RTS 


CONVERT 


MOVE .W 


MOVEQ . し 
MOVEA .L 
MOVE . W 
BSR 
DBRA 
SUBQ .L 
SUBQ . W 
DBRA 


RTS 


CLR.L 
MOVE . W 
MULU . W 
ADD.L 
MOVE . W 
SWAP 
MOVE . W 
DBRA 


MOVEQ. L 
LEA 
MOVE . W 
CLR.W 
MOVE . W 
MOVE .B 
SUB .W 
BCS 
ADDQ.B 
BRA 
ADD.w 
MOVE .B 
DBRA 
ADDi .B 
MOVE.B 
RTS 


PRINT 


LEA 
MOVE . B 


PEA 
DC.W 
ADDQ .L 
DC .w 
CMPE .B 
BEQ 
CMPI.B 
BNE 
RTS 
CMPI.B 
BEQ 
CMPI.B 
BNE 
MOVE . W 
MOVEQ . し 
LEA 
BRA 
CMPI.B 
BEQ 
CMPI 、B 
BNE 
MOVE . W 


SUBROUTINE 


WORK2+NUMB+4 , A2 
PT+NUMB+4 ,A ひ 
D7 , D4 

#9,D4 
-{A2),-{(A®) 
D4,ADD_LOOP 
ADD_END 

#1 (AD) 

ADD_OV 


WORK2+NUMB+4 ,A2 
PT+NUMB+ 4 , AO 
D7,D4 

#0,D4 
-{(A2),-(A®) 

D4 , SUB_LOOP 
SUB_END 

#1,- (AO ) 
SUB_BORR 


TO DECIMAL CODE 


#NUM19/29,D7 
PI+2,A2 
PI_PRT,A3 
1(A2),(A3) 
#$30,(A3)+ 
(A2) 
#10000,D1 
PI+NUMB+4,A6 
#NUMW , D6 


#4 ,D4 

A6 , A5 

D6 , D5 
MULT_CONV 
D4,B_C_WORD 
#8,A6 

#4,D6 
D7,B_C_LOOP 


Do, D2 
D5 , MULT_CONT 


#2,D3 
EXP_TBL+2,A4 
(A2 ) , D9 
(A2) 
(A4)+,D5 
#0’,D2 
D5 , DQ 

XBCD 

#1,D2 

EX LOOP1 
D5 , D9 
D2,(A3)+ 
D3,EX LOOP9 
#’9’ ,D の 

DO, (A3 )+ 


PI_PRT,Al 
(Al)+,(INT) 


ORDER 
_PRINT 
#4,SP 
_GETCHAR 
#’E’,DO 
GET_E 
#'e’,DO 
CMP_C 


#’C’,DG 

GET C 

#’c’, DQ 

CMP_P 
#_PUTCHAR, { PRN_DEST ) 
#4,D5 

TITLEC,AQ 

OUTPUT 

#'P’ ,DQO 

PRINTER 

#’'p’ , DO 

INPUT ORDER 

# PRNOUT ,(PRN_DEST ) 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


OUTPUT 


PUT_PI 1 


PUT_PI 2 
PUT PI 3 
PUT_PI 4 


PUT_ CONT 


PUT END 


ネネ ネネ ホネ ホネ ネネ ネネ ネネ 


FIG_OUT 


PRT C 
TAB PRT 


FIG CALC 


FIG_NORMAL 


ト を る る る を る る る る る を る る る 】 


FIG_ CONVERT 


EX LOP9 


EX _LOP1 


X_ASC 


X_ASC_2 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


PRINT LINE 
P_L CONT 


ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


BEEP 


・ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ 
: PUT DQ 


PRN_DEST 


MOVEQ.L #9,D5 


LEA TITLEP,A9 
BSR PRINT LINE 
LEA INT,A9 

BSR PRINT LINE 
MOVE.W #NUM19-1,D7 
CLR.W  D6 

BSR FIG OUT 
MOVEQ.L #9,D4 
MOVE.W D5,D3 
MOVEQ.L #9,D2 
MOVE.B  (A1)+,D9 
BSR PUT_D@ 

DBRA D7,PUT CONT 
LEA BLOCK , A9 
BSR PRINT LINE 
BRA PRINT_ OUT 
DBRA D2,PUT PI 4 
LEA SPACE , A9 
BSR PRINT LINE 
DBRA D3,PUT_PI 3 
LEA LINE_ FEED,A9 
BSR PRINT LINE 
DBRA D4,PUT PI 2 
LEA BLOCK , AQ 
BSR PRINT LINE 
BRA PUT _PI 1 
LEA BLOCK ,A9 
BSR PRINT LINE 
BRA INPUT ORDER 
MOVE.W #’ ’,DQ 
CMPI.B #4,D5 

BEQ PRT C 
MOVEQ .L #118,D1 

BRA TAB PRT 
MOVEQ .L #64,D1 

BSR PUT_D@ 

DBRA D1,TAB PRT 
LEA FIG TAB,AO 
MOVE.W D6,D1 
ADDQ.W #1,D1 

BSR FIG_CONVERT 
SUBQ.W #1,D1 
ADDA.L #4,AQ 
MOVEQ.L #100,D2 
MOVE.W D5,D3 

ADD.W  D2,D6 

DBRA D3,FIG_CALC 
CMPI.W  #NUM10,D6 
BCS FIG_NORMAL 
MOVE.W #NUM19,D6 
MOVE.W D6,D1 

BSR FIG_CONVERT 
LEA FIG_TAB,AQ 
BSR PRINT_LINE 
RTS 


MOVEQ.L #3,D3 


LEA EXP TBL,A2 
MOVE.B #$20,D4 
CLR.B  D2 
MOVE.W  (A2)+,D9 
SUB.W  D9,D1 
BCS X ASC 
ADDQ.B #1,D2 
BRA EX LOP1 
ADD.W DO,D1 
TST.B  D2 

BEQ X_ ASC 2 
MOVE.B #$30,D4 
ADD.B D4,D2 
MOVE.B D2,(AQ)+ 
DBRA D3,EX_LOPQ 
ADD.B  #’0’,D1 
MOVE.B Dl,(A®)+ 
RTS 

CLR.W DO 
MOVE.B (A9)+,D9 
BSR PUT_D9 
OR .B D9,D9 
BNE P_L CONT 
RTS 

MOVE.L  D9,-(SP) 
MOVE.W #7,-(SP) 
DC.W _PUTCHAR 
ADDQ.L #2,SP 
MOVE.L (SP)+,D9 
RTS 

MOVE.W  D9,-(SP) 
DS.W 1 

MOVE.W (SP)+,D9 
RTS 


ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネル ルネ ホネ ネネ ネネ ネル ホネ ネ ホネ ネネ ネネ 


TITLEC 
< も 


: TITLEP 


0 
INT 


: ORDER 


PRINTER or 
FIG_TAB 


: SPACE 


LINE_FEED 
BLOCK 


EXP TBL 


DUMMY 
Pr 

PIT PRT 
WORK 1 
WORK2 


DC .B 13,10,10,” 

DC.B 13,19,19,! 

DC.B 12 

DC.B PR が > か で 

DC .B 13,19,19,' OUTPUT to 
END っ 0 人 人 が 

DC .B 4 ~ 7 13.19, の 9 

DC.B 7 9.9 

DC.B 13,10,0,0 

DC.B 13,10,10,0 

DC.W 19999 

DC .W 1 の 9 の 9 

DC .W 199 

DC .W 19 

DS.B 8 

DS.B NUMB+8 

DS.B NUM109+8 

EQU PI PRT 

EQU WORK 1+NUMB+8 

END 
特集 そこ に ヶ が ある か ら 5 ひ 9 


の 2 乗 に 比例 する 。 た と えば 計算 桁 数 を 2 
倍 に すれ ば 時 間 は 4 倍 か か る の で ある 。 な 
ぜ か 。 計 算 桁 数 すなわち 精度 を 2 倍 に し よ 
うと 思え ば 各 arctan( ) の 級数 は 項 数 を 2 
倍 取 ら ね ば な ら な い 。 こ の アル ゴリ ズム で 
は 1 も 1 項 取る ご と に 一 定 の ペー て (だ もえ 
ば 2 桁 ず つと いう 風 に ) 精度 が 上 が る か ら だ 。 
る ら に 。 計算 桁 数 を 2 倍 に ずれ ば 足し 算 な 
どの 計算 に も 2 倍 の 時 間 が か か る 。 ト ー タ 
ル で て は 4 億 時 間 が か か る こと に な る 。 

ここ で ひと つの 限界 が 見 を えて きだ た 。 と ん 
な に コン ピュ ー タ の 人 性能 が 上 が っ て $, 桁 
数 を ちょ っ と 多く すれ ば , 計算 時 間 は うな 
ぎの ぼり 。 事実 , 大 型 機 の z 計算 競 争 で も , 
80 年 代 初め に 200 万 桁 の ァ を 100 時 間 以 上 も 
計算 し た あたり で 袋小路 に 入っ て し まっ だ 。 


6) 正統 的 な ドイ ツ 語 の 読み 方 で は 「 ラ イブ ニッ 
ツ 」 で いい の だ が , 最近 の ドイ ツ で は どう も 「 ラ 
イブ ニッ ツ 」 と いう 読み 方 が 一 般 的 で ある らし い 。 
と いう こと を 真面目 に 論じ た 文章 を この 前 読ん だ 。 
7) だ いた い 10"0 (も は や 数 えよ う も な い が ) 項 
の 和 を 取ら ね ば な ら な い 。 こ うい う の を 天文 学 的 
数 字 と いう の だ ろう 。 


表 3 反復 法 アル ゴリ ズム に よる の 算出 


(1) の o 三 1, = ニー o 三 1 
十分 な 精度 に な る まで 
の ーー ニー ーー 


'2 


7 ヵ + ュ 一 な ー え (24ー の z+1)。 レオ テキ ニー ザン 


反復 法 リズム 

まず は な に も いわ ず に リス ト 5 を 実行 し 
て みよ ょ よう 。 よ くく わからない が 。 いつの間に 
の りゃ た が "て さき て いる 。 

実は これ は , この 5 年 ほど の 間 , 円 周 率 
の 計算 の 記録 を 塗り 変え た てい る, まっ だ く 
新しい 計算 方 式 な の で ある 。 は っ きり いっ 
て , 僕ら の よう な 過 人 に は , この 新しい 方 
式 の 理論 は まっ だ (と いっ て いい は ほ と わ か 
ら な い 。 これ を 理解 する だ め に は ,。 いや , 


この 理論 は ま ン お く わか ら な い も の な ん だ 


と いう こと を 悟る た め に は , ひと り の 天才 9 
の 話 を する 必要 が ある だ ろう 。 

彼 の 名 は ラマ ヌ ジ ャ ン (Ramanujan) と い 
う 。 な ん と な さく 呈 慣れ な い 有 名 だ が ,。 彼 は オイ え 
ンド 人 の 数 学者 で ある 。 多く の 天才 が そう 
で ある よう に , 小さ い 頃 か ら と び 抜 けた 能 
力 を 発揮 し だ し , 独力 で 数 人 の 人 間 が 一 生 
か か っ て も な し えな いよ うな 仕事 を し , を 
し て 不幸 に も 若く し て 亡くな っ た だ の で あっ 
た 。 そう, ラマ ヌス ジャ ン は 32 歳 の 若き て で てこ 


の 世 を 去っ た 。 ふ つう の 人 間 は , 32 歳 まで 
に と どれ は ほぼ の 仕事 が て きる だ ろう か 。 そ れ 
を 考え る と , 彼 の 偉大 き が わか ろう と いう 
も の だ 。 き ら に , これ も か な り 自 か きる れれ る 
こと だ が , 彼 は 正規 の 教育 を ほとん ど 受 け 
TO 

彼 が 短い 生涯 を 捧げ て 研究 し た 内 容 か ら 
は 多く の 数 学 的 発見 が 生ま れ だ た が, その な 
か の ひと つと し て , 最近 に な っ て 計算 機 の 
だ た だめ に 適し だ を の 反復 計算 : 法 アル ゴリ ズム 
が 導き 出る さる れ た 。 そ の 理屈 は と て も 僕 ご と 
き に 理解 で きる よう な や る し いも の で は な 
に “の で て, 詳細 を 述べ る こと は で き な い が , 
と に か 〈 表 3 に 挙げ た よう な ご くく 簡単 な 計 
算 の 繰り 返し で ァ ヶ を 得る こと が で きる の で 
ある 。 ほ か に も いっ ぱい 公式 は ある が 。 手 
頃 な の を 3 つ 選 ん で みた 。 

繰り 返す ご と に 精度 が 上 が っ て い 〈《 の だ 
が 。 を の 上 が り 方 が また 凄い 。 先 ほ と の arc 
tan( ) の 級数 が どん な に 速く 収 東 し て も $, こ 
れ に は て ん で 歯 が 立 た な い 。 残念 な が ら , 
を その うま み は リ スト 5 で は 味わえ な い 。 1 
万 桁 ,。 10 万 桁 し いう ,。 ふつ う で は 考え られ 


リス ト 詳 反 首 潜 まる 邦 の 計算 


1 の /* caloulation of pi (4) 


20 /* repetition algorithm 
3 の /* 

40 float lim=1E-013# 

50 pi 1( 

60 print: /*print 

70 pi_2() 

80 print: /*print 

90 pi_3() 

100 end 


110 /* part 1 


569 unti] differ<1im 


を 繰り 返す 。 Pz と ヶ が 一 致す る 桁 数 129 func pi 1() 
8 人 n=0 0 桁 A gk An1, Bn, Bn1, Tn, Tni, Xn, Xni,; P, differ 
dt 1 2 150 An=1: Bn=1#/sqr(2#): Tn=1/4#: Xn=1#: P=pow(An+Bn,2#)/(4#*Tn) 
160 repeat 
2 4 170 /*print using "  A# オ ニ #。####### オ #####  B# オ ニオ.############# :」 mn, An, n, Bn; 
3 10 180 /*print using " ニー#.############# XX#=##" mn, Tn, n, Xn 
: : 190 print using "D# ニ #.############# ) nm, P: print 
200 An1=(An+Bn)/2#: Bnl=sqr(An*Bn) 
210 Tnl=Tn-Xn*pow(An-Anl,2#): Xn1=2#* ネ Xn 
220 P=pow( An1,2#) /Tn1 
230 differ=An-Bn: An=An1: Bn=Bn1: Tn=Tn1: Xn=Xn1: =n+ 1 
(2) = ゾ 2 一 1, g。=6 一 4/2 249 unti1 Re プス Er 
ha ニル 250 return( ) 
りあ 269 endfuno 
n+i 2 
No CE 
= 1 の RI une pl_ 
ex ュー(1 十 が) @ ヵ 一 と Yn 290 float Yn, Yn1, An, An1, P, differ 
1 955 300 int n= の 
Pa ニー n=0 0 桁 310 Yn=1#/sqr(2#): An=1#/2#: P=1#/An 
1 0 320 repeat 
339 /*print using "  Y# ニ #.####### す ###### Af# ニ #。############# ) mn, Yn, n, An 
内 3 349 print using "'D# ニ #、######### 介 ### n, P: print 
3 8 350 Yn1=(1-sqr(1-pow(Yn,2#) ) ) /(1+sqr(1-pow(Yn,2#) ) ) 
3609 An1=pow( 1+Yn1 ,2#)*An-Dow( 2#,n+]1#)*Yn1 
4 19 379 differ=abs( pi ( ) -P) 
380 P=1#/An1 
390 Yn=Ynl: An=Anl: n=n+1 
400 until differ<lim 
410 return() 
(3) UE 2 nr = B42 429 endfuno 
ーー? 430 /* part 3 
0 | 449 func pi_3() 
* 1 十 \ イ 1 イー 450 float Yn, Yn1。 An。 An1。 P, differ 
= 4 2n+3 。 1 2 | 460 int n= の 
@zmー(1 十 mg の 一 の yan(1+ at ya) 470 Yn=sqr(2#)-1: An=6#-4#*sqr(2#): P=1#/An 
489 repeat 
1 ンー P 
P。 テー- n=0 0 桁 490  /*print using "  Y# キ ニオ オオ 人 オオ # 相 合格 人 A オ ニオ < オオ ## 人 人 ## > n。 Yn, n, An 
dn 1 8 500 print using "D# ニ #、############「) mn,。 P: print 
519 Yn1=(1-pow(1-pow(Yn,4#) ,1#/4#) )/(1+pow(1-pow( Yn,4#) ,1#/4#) ) 
2 4 1 529 An1=pow( 1+Yn1 ,4#)*An-Dow( 2#,2# ネ m+3#)*Yn1*(1+Yn1+pow(Yn1,2#) ) 
3 171 530 differ=abs(pi()-P) 
540 P= 1#/An1 
4 550 Yn=Ynl: An=Anl: n=n+1 


694 


56 on x 1988.8. 


570 return( ) 
589 endfunoc 
599 /* 


な いよ うな 途方 も な が い レ ベル に な っ て こる を, 
この 方 法 は パワ ー を 発揮 する の で ある 。 必 
要 と な る 精度 を 得る まで ルー プ の 中 を 繰 ! 
返し 回 る の だ が , 1 回 ルー を 回 る ご と に 
ヶ の 真 の 値 と 一 致す る 桁 数 が 2 倍 , また は 
4 僅 と , まる に 指数 関数 的 な 勢い で 伸び て 
いく の で ある 。 これが , 逆 正 接 関数 の 無限 
級数 に よる 方 式 だ と , 1 項 を 計算 し て 加算 
し て も, 精度 は せい ぜ い ぃ 2 一 4 桁 ず つ し か 
上 が っ て いか な い 。 今 年 2 億 桁 の 記録 を 樹 
立 し だ の は , 表 3 (3 ) の アル ゴリ ズム な 
の だ が , その ルー ジ 回 数 は た っ だ た の 14 回 だ 
cs 

と いう こと は , 2 億 桁 の 数 を いく つか 格 
納 す る だ け の メモ リ と, 2 億 桁 の 数 の 足し 
算 , 引き 算 , 掛け 算 , 割り 算 , それ に 平方 
根 の 算出 を 高速 で 行 を る プロ グラ ム さ る さえ あ 
れ ば , あと は リス ト 5 に 載せ た よう な か 命令 
を 並べ る だ け で , 好き な だ け ァ の 値 が 求め 
られ る 。 そう, ブロ グラ ム さ る さえ あれ ば 。 か 
の 計算 に 使わ れ だ た プロ グラ ム は いう まで も 
な い が , 2 億 桁 な ど と いう 現実 と は 遠く 離 
れ た 数 を 計算 する も の だ か ら (打ち 出す と 
ブリ ンタ 用 紙 40 箱 必要 ), その 計算 量 も 手法 
も 想像 を 絶する と いう ほど で は な い に し て 
も , 並み の も の で は な い 。 僕ら が 小学 校 で 
習っ だ た よう な 掛り 算 , 割り 算 の や り 方 は ゎ 
か りや すい 半面 , 計算 機 の アル ゴリ ズム と 
し て 使う に は 効率 が 悪 す ぎる の で ある 。 

を こ で 「 現 時 点 で は も っ と も 効率 の いい 
や り 方 」 と いう や つ を 調べ て は みた の だ が , 
スピ ー ド を 極限 まで 追求 する や り 方 だ け に 
パソ コン に は ちと 荷 が 重い よう だ 。 結局 る 
の や り 方 を 実行 する こと を 僕 は 断念 し た の 
だ 。 なにしろ る 億 (少な く と も 万 ) の 杵 に 達 
する 計算 で ある 。 は っ きり いっ て , 非常 に 
難し い が , その わり に , 円 周 率 を 計算 する 
以外 に は は ほとんど 使 い 道 が な い 。 それ で , 
が だ が か が ば ほ は が ば が かしく な っ て きだ た 。 と いう 
~ の も ある 。X68000 の メモ リ が ちょ っ と くら 
い 広 いと いっ て も , 10 万 桁 計算 で きれ ば い 


8) 僕 は 「 天 才 」 な ど と いう 表現 は 減 多 に 使う も 
の で は な いと 思っ て いる が , 確か に この 世に は , 
天才 の 名 に 恥じ な い , 凡人 に は 到底 理解 で き な い 
よう な 人 間 が た ま に 現 れる の だ 。 

9) か な り 難 し い 理 論 だ と いう の に , ラマ ヌ ジ ャ 
シン は それ を ほとん と 直感 的 に 見 抜い た 。 し か し 見 
抜い た 時 点 で 十分 に 納得 し て 考え る の を や め て し 
まい , それ 以上 の 形式 的 な 証明 を 一 切 し て いな い 。 
彼 に と っ て その 必要 は な か っ た の だ 。 彼 は また . 
研究 成果 を ノー ト に 書き 記し た の だ が , その 中 身 
に し て も , ご く 立 単 な 注 釈 が 添え て あれ ば まだ い 
い ほ う で , ほとん ど は 結果 の 公式 だ け , し か も 自 
己 流 の 表記 を し て いた 。 それ ら は の ちの 数 学者 た 
ち を ひど く 悩 ませ , ノー ト の 解読 と 証明 に は か な 
り 手 間 取 っ た と いう こと だ 。 


い ほ う で あろ う 。 を の 高速 の 掛け 算 に は 大 
量 の 浮動 小数 点 演算 が 必要 な の で (61 ペ ー 
ジ を 参照 ).、 コ プロ セッ サ も な し に 和 無謀 な 戦 


い を 挑ん で , か えっ て 遅く な っ て し まっ た , 


と いう の で は いた だ け な い 。 実際 , 10 万 桁 
くら い だ っ た だ た ら 速 い (アル ゴリ ズム を 使っ て 
得する 分 より も , 浮動 小数 点 演算 を し て 損 


する 分 の ほう が 大 きく 〈 響 いて くる で あろ う 。 


真面目 に , 地道 に , 小学 生 の 真似 を し た ほ 
2 が 結局 は 速い し と いう こと も あり うる 。 急 
が ば 回 れ , まる で ウサ ギ と カメ の お ゎぉ 話 の よ 
う だ 。 教訓 めい て る な あ 。 


この まま で は あん まり な の で , せめ て カ 
メ さ ん に な っ て 地道 に 計算 する プロ グラ ム 
を 作っ て みた 。 ま ず 最 初 に お 断り し て お く 
が 。 この プログ ラム は 実用 的 か どう か と い 
う 点 で は まっ た だく 使 いも の に な ら な い 。 多 
桁 演算 サブ プル ー チ ン と いう より は , 筆算 シ 


ミキ ツー ション と の いう だ ほう が いい て らい 


ンス 


の だ 。 


の プロ グラ ム の 集まり に すぎ な い 。 ま あ 多 

倍 精 度 の 数 を 扱う た め の 1 ステ ッ プ , 試み 

程度 の も あの だ と 思っ て いた だ きた い 。 
ます 。 ここ て 扱っ る て いる 数 は , 

1) 10 進 数 

2) 正 の 数 

3) 固定 小数 点 

と いう , か な り 手 抜き な ぁ る の だ 。 こ の フォ 

ー マ ッ ト の いけ な い の は , 

1) コン ピュ ー タ は 10 進 数 が 苦手 。16 進 数 
か , せめ て 2 進数 に し な いと 遅く て し よ ょ 
う が な い 

2) 正 の 数 だ け で な に が で きる の ? 
生じ ゃ な いん だ か ら 

3) 扱え る 数 の 範囲 が 事実 上 限定 され て し 
まう 。 あ まり 大 き な 数 は 扱え な い 

の だ も この だ ろう 。 とこ か に いい まる る 

が ある か と いえ ば , 

1) わか りや すい 

この 一 点 に 尽き る 。 わ か りや すい と いう の 

は , どん な デメ リッ ト に も 勝る メリ ッ ト な 

も っ と も それ は , プ ブログ ラマ に と っ 


小学 


特集 そこ に ヶ が ある か ら 5 う Z 


て だ け の こと だ が 。 使う 側 は た ぶん ブロ グ 
ラマ の ワガママ な ん か 聞い ちゃ くれ な い だ 
ろう 。 そう, 使い 勝手 が 悪い と いう こと は , 
どん な メリ ッ ト に も 勝る 6 ブ メリ ッ ト な の だ 
か ら 。 

本 題 に 戻る が , ここ で 扱う 数 は 正確 に い 
う と 10 進 数 で は な い 。 む し ろ 1 万 進数 だ 。 
10 進 数 を 4 桁 ず つ 区 切っ て , それ を 1 桁 の 
ょ うな も の と 見 て いる 。 こ の 4 桁 を , 以後 
「 ワ ー ド 」 と いう 単位 で 呼ぶ こと に し よう 。 

固定 小数 点 と 書い た が , 整数 部 は 1 ワー 

ド 。 あ と は みん な 小数 部 。 あ まり 大 き な 数 
は 状 え な いし > うま うす 気づい だ A も に る だ 
ろう が , ヶ の 計算 に 必要 な 革 囲 (これ は BA 
SIC プ ログ ラム で すでに 確か め て ある ) を カ 
バー し , か つ そ れ 以 上 は 扱え を な いよ うに な 
っ て いる 。 ち ょ っ と 面倒 な プロ グラ ム を 作 
る と き は , 必要 最小 限 し か 作ら な いい ほうが 
いい 。「 ど ん な 数 に も 通用 する ルー チン を 作 
る ん だ 」 な ど と 意気 込ん だ ら 6, 必ず ハマ る 。 
事実 , この 手抜き プロ グラ ム で きえ も 僕 は 
か な り 悩 まる れ た 。 

この プロ グラ ム で は , 四則 演算 (加算 , 
減算 , 乗算 。 除算 ) と 平方 根 の 計算 を 行う 
サブ ルー チン を 使っ て , ァ を 反復 法 ア ル ゴ 
リズ ム で 計算 し て いる 。 3 番目 に 紹介 し た 
や り 方 が いち ば ん 効率 が よる そう な の て 
それ を 使っ て いる 。 

使用 言語 は じ 。 ア セン ブラ は 使い た くだ な 
いし , し か し 速 さ きも ほし い , で きれ ば 高級 
言語 が 。 と な れ ば 答え は ひと つ だ が , 理由 
は ほ が に も ある 。 こ の ピロ グ ラム で ば , し 
ば し ば ワー クエ リア か ら わ ざと は み 出 し て 
計算 する こと が あり , その と き に , 配列 の 
添え を 字 の チェ ッ ク が あま い , と いう か チェ 
ッ ク を し な い C だ と 非常 に 助かる 。 こ こ で 
は C の 欠点 を 逆手 に 取っ て いる わけ で , 非 
常に 愉快 で ある 。 

気 に な る スピ ー ド の 点 だ が , この 節 の 初 
め に 書い た と お ちり, 結論 か らい っ て 使い も 
の に な ら な い 。 お そら 〈 1 万 桁 程度 だ どっ た 
ら 。 マシ ン 語 で 書い た arctan( ) を 使う プロ 
グラ ム の ほう が 数 百倍 も 速い (。 な か で も 特 
に 遅い の が 平方 根 だ 。 か な り 複 雑 な 処理 を 
し て ぷる の で 、 パカ みた い に 遅 い 。 やはり 
去年 , 反復 法 で ヶ を 出 を うと し た (こち ら 
の 試み は , 現在 中 断 状態 ) と き に 作っ た , 
マシ ン 語 の 平方 根 の プロ グラ ム が ある の だ 
が 。 そい つの , ざっ と 100 倍 の 時 間 が か か 
SCE BECO NA EE は CS 
や は り ま だ まだ MPU の 力 を 限界 まで は 引っ 
張り 出せ な いよ うだ 。 もっとも, 限界 まで 
引っ 張り 出し た と し て も , 1 万 桁 程度 で は, 
最適 化し た arctan( ) 専用 の プロ グラ ム の ス 
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: /* 
: /* 


wkclr( Wk3, NUMW*2 ): 

mu11( Wk1, Rt2, 4, NUMW+2 ); 

Sub( Ak の , Six, Wk1, NUMW+2 ); 
Sub( YkO、 Rt2, One, NUMW+2 ); 


1=0: 
for (ji) { 


printf( " 
Printf( " y%.id=", 
div( PI, One, Ak0, NUMW+2 ); 

printf( "PI=" ); prt( PI, NUMW-1 ); 


mul( WkO, Yk の , YkO, NUMW+2 ): 
mul( Wki, Wko, wkO, NUMw+2 ): 
Sub( WkO,。 One, Wki, NUMW ): 
sqrt( Wki, Wk の 、 NUMW+2 ); 
sqrt( wkO, Wkl, NUMW+2 ): 


sub( Wk2, One, WkQ, NUMW ): 
add( Wkil, One, WkO, NUMW ): 


div( Yk1, Wk2, Wki, NUMW ): 


add( Wko, One, Yki, NUMW ): 

mul( Wki, Wk0, Wko, NUMW+2 ); 
mul1( Whk2, Wkl, wk1, NUMW+2 ): 
mul( Wk3, AkO, Wk2, NUMW+2 ); 


mul( Wk1, Wko, Yki, NUMW+2 ); 
add( Wk2, Wki, One, NUMW ): 
mul( Wki, Wk2, Ykl, 
mm *= 4; 


gub{ Ak1, Wk3, Wk2, NUMW ): 


copy( AkO, Ak1, NUMW+2); 
copy( YkO, Yki, NUMW+2); 


} 


1++; 
return; 
演算 サ プ ブルー チン */ 
周 定 小数 点 ・ 正 数 専用 */ 


add( n, nl, n2, 1 ) 
*n, *n1 、 #n2; 
1 


int i, m, carry=09; 


for ( ii=1-1: i2=0; i-- ) ( 
mcnlii]+n2[i1]+Toarryi 
3f ( m>=CARDINAL。 ) { 
carry=i1; 
m -= CARDINAL; 
} else carry=0; 
nti]=mi 


| 


return; 


sub( n, nl, n2, 1 ) 


tn, ni, *#n2; 
1; 
int i, m, CaFYY こ ひ : 


for ( i=l-1; 1>=0: i-- ) { 
mm=n1Ei]-n2[1]-Carry: 
3f ( m<② ) { 
- QAF エ YY ニ =1 : 
m += CARDINAE: 
} else carry=09; 
mn[ 1]=mi 


} 


return; 


mul( n, ni, n2, 1 ) 

*n, *nl, tn2; 

まう 

int i, m; 

wkclr( n, 1 ): 

for ( ii=1-1: 1>= の 0: 1-- ) { 
mull( mulwk+1。 nl, n2[i], 1+2-i )) 
add( n+i-1, n+i-1, mulwk, 1+3-i1 ); 

} 


return; 


muli( n, ni, k, 1 ) 

* ま mn 。 *nl; 

k, 1; 

int i, m, CAF エ Y ニ の : 


a&%、1d=", i ); prt( AkO, NUMW ):*/ 
i ): prt( YkO, NUMW ):*/ 


/* 足し */ 
/* ncni+n2 */ 
/* 桁 上 げ */ 
/ ネ オー バー フロ ー は 無視 、 
/* 引き 算 。 ーー 
/* nsnli-n2 (但し ni>n2) キ / 
/* 桁 下 げ を / 
/* 掛け _/ 
/* n=n1*n2 */ 
/* 下 半 分 の 桁 は 計算 し な い */ 
/* オー バー フロ ー は 無視 */ 
/* 1 桁 の 数 と の 掛け 算 */ 

n=ni*k */ 


/* n=n 


ビー ド に は と て も じゃ な い が 追 いつ け な い 。 
100 万 桁 ,1000 万 桁 し に っ た バカ で か い 数 に 
な ら な いと ,。 つま り ル ー プ "を か けた 効果 が 
本 当 に 表れ る と きま で は , おそ らく も と は 
取れ まい 。 この 最低 条件 を クリ ア す る の は , 
パソ コン に は 和 荷 が 重い の だ ろう 。 

プロ グラ ム の 解説 は あま りす る 気 が し な 
い 。 和 足し算, 引き算 , 掛け 算 は まあ 当たり 
前 の 手順 を ふん で いる が , 割り 算 や 平方 根 
は 本 当 に 面倒 な の で , 今 思 い 出す だ け で も 
ぞっと する 。 そ うそ を そう, 計算 桁 数 は , プリ 
プロ セッ サ の NUMB で 指定 す る 。 10 進 で (N 
UMBxX 2 ) 桁 の 計算 わす る こと に な る 。 

まあ と に か 〈 走 ら せ て みよ う 。PI= と 書 
か れ た 後ろ の 数 字 が 。 し だ い に を に 近づい 
て に て の が わか る だ る うか と いっ て も 。 
ふつ う の 人 は , ァ z の 値 を せい ぜ い 5 一 6 桁 
し か 知ら な い だ ろ うか ら , まる で 和 無 意 味 な 
数 字 に 見 える か も し れ な い 。 ァ ヶ の 値 が 変わ 
ら な く な っ ただ とき に , お お むね いい 精度 で 
出 て いる と 判断 し て ほし い 。 と いう の は , 
掛け 算 や 割り 算 を する 桁 数 は 限ら れ て いる 
か ら だ 。 た と えば ァ を 100 桁 求め よ う と 思っ 
だ ら , 途中 の 計算 で 使う 値 の 精度 は . それ 
より 少し 深く , た と えば 104 桁 と か , 108 桁 
と か 取ら な く て は , 最後 の 桁 あ た り で 誤差 
が 出 て し まう 。 

きっ き カ メ さ ん な ど と いっ た が , 実は 
コ き ん だ っ た よう だ 。 も サテ ちょ っ うと まし ん 
プ ブログ ラム を 組み だ た か っ だ た の だ が 。 まあ を 
れ で も 基本 的 な と ころ は 教え た つも 0 だ か 
ら 5, 我 と 思わ ん 方 は 10 万 杵 で も 100 万 桁 で も 
0 つて (まし いう 。 


結局 , 円 周 率 な ん て , 茶 筒 で も 持っ て き 
て , 巻尺 で 測れ ば いい ん だ , と 逃げ て この 
詰 を 終わ る こと に し よう 。 完全 な 茶 筒 と 正 
確 な 巻 羽 が あれ ば , た っ た 1 回 の 割 9 算 で 
を 求め る こと が で きる の だ 。 円 周 率 は ハ 
マ る と 本 当 に 恐ろし い 。 僕 は 深入り し た ( 
な い 。 それ に し て も 。 今回 は や た ら 小 学生 
の 苦 を 思い 出し だ よう な 気分 だ 。 今 だ っ た 
ら ご く 〈 当たり 前 に , な か ば 無意識 に で きる 
計算 も , あの 頃 は ウン ウン うな りな が ら や 
て いた だ の だ 。 を も と て それ は 。、 コンピ ュー 
タ に や ら せ て も 同じ だ っ た 。 


参考 文献 
金田 康正 , 「 円 周 率 の 計算 一 世界 記録 を 更新 中 」, 
UP174 号 , 東京 大 学 出版 会 
J.M. ボ ー ル ウェ イン /P. B. ボ ー ル ウェ イン , 
「 天 才 数 学者 ラマ ヌ ジ ャ ン と ァ 」, サイ エン ス , 
1988. 4. 


特集 そこ に ヶ が ある か ら 9②9 


a 


音声 サン プリ ング を する 人 な ら 聞 いた こと の ある 言葉 か も し れ な いか , 
フー リエ 変換 の 応用 で ある 。 概 念 だ け で も 説明 し て お こう 。 
n 桁 の 2 つの 数 を 掛け あわ せる 場合 を 考え て みよ う 。 


2n2n- に 2n+2d す mn8nn に zi 
ba ba bnrzb | DD bb, 


掛け 算 を する と 桁 数 が 2 倍 に な る こと を 考え て , 上 か ら n 桁 が 0 に な 


っ て いる 2 桁 の 数 を 用 意 し よう 。 


その 掛け よう と する 数 の 1 桁 1 桁 を 。 別々 の デー タ と 見 な し て , フー 
リエ 変換 を 掛け る 。 す る と , 次 の よう な 数 列 が 2 つ 得 られ る 。 
dn dan, A a dn dn 8 た da 
bn, Dor bra bb。b こ 、.D。b」 
掛け 算 に は , 同じ 添え 字 の つい た 項 ど うし を 掛け れ ば よい 。 す な わ ち , 
Cn=a'nX bo 


は OS 7 
Ca コー32n- ペ Ba-」 


と いう ぐあい に や れ ば よい 。 こ うし て 次 の 数 列 を 得る 。 
C 2n。 Cn "Clita Cn CC CC 
最後 に この 数 列 を フー リエ 逆 交 換 し て や る 。 ち ょ っ と その デー タ を い 


CemCen-" 


気づい て いる 人 も いる だ ろう が ,「 フ ー リ エ 変 換 を か ける 」 だ と か ,「 フ 
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曖昧 な 書き 方 を し て いる と ころ が ある 。 こ こ が 浮 動 小数 点 の 演算 を し こ 
た ま 使う と ころ て 下僕 は ここ で 投げ ば 出し た の だ (申し訳 な い )。 

さて , この や り 方 の どこ が 有利 か と いう と, 掛け 算 が 2n 回 で すん で い 
る と ころ で ある 。 実際 は フー リエ 変換 で も 少し 掛け 算 を 使っ て いる が , 
それ で も ふつ う の 掛 け 算 に 比べ は る か に 手間 は 少な い 。 ふ つう の 掛け 
算 は n の 2 乗 に 比例 し た 数 の 手間 が か か る 。 フーリエ 変 換 を 使え ば , n 
に 比例 する だ け で すむ 。 も ちろ ん , 変換 や 逆 変 換 に か か る 時 間 を 考え る 
と , 桁 数 が 少な いう ち は か えっ て 遅い が , 
ダー に 達する と , 極端 に 速く な る の は 想像 に か た く な い 。 誰 だ っ て , 1 
度 や 2 度 。 次 の よう な 計算 を し た こと は な い だ ろ うか 。 足し 算 と 同じ つ 
も り で , 縦 に 掛け る の で ある 。 昔 は , どう し て これ が 間違っ て いる の か 
不思議 に 思っ た が 。 


n が 方 だ と か 億 と いっ た オー 


誤 ) 132 よ ) 132 
X ) 534 X ) 534 
598 528 
396 

660 
70488 


これ で すん だ ら 本 当 に いい の に , と 思い な が ら 一 所 懸命 に 右 の よう な 


ーー 


*/ 


*/ 


本文 で は 紹介 し な か っ た が , ほか に も 々 を 由 295: TI ーー ーー 
す や り 方 は た くさ ん ある 。 それ だ け ァ に と りつ 88 Ne 
か れ た 人 が 多い と いう こと で あろ う 。 こ こ で は 。 298: j++ 
その な か で も いち ば ん 有名 な モン テカ ル ロ 法 (M 300: return (J) : 
onte Carlo method) を 紹介 し よう 。 ー 
モン テカ ル 日 法 は 。 こ 邊 じ フ ォ ン ・ ノ イマ ン 7 kolr( , * ワー クエ リ 7 リ ァ 
, : vo wkolr( n, 
(Jvon Neumann) ら が 提唱 し た 方 法 で , 905: NORD sn: TI 
「 決 定 論 的 な 数 学 的 問題 の 解決 に 乱数 を 用 007 し | 
と 定義 づけ られ て いる 。 ー ー 310: for ( i=9: 1<1; i++ ) n[il=0; ーー ーー 
これ は コン ピュ ー タ な し に は まず 考え られ な 312 ur 
い 方 法 で ある 。 ヶ の 計算 を 例 に 取っ て みよ う 。 2 。 
図 3 の よう な 4 分 の 1 円 を 考え る 。 四角 い 男 316 ー ーー , ー 
es i 9 は i * VO COD) RnR, Ni : : * ャ ー 
囲 の 中 に , 乱数 を 使っ て , 点 を 山 ほ と 打つ 。 す 317: WORD Xn, *n1: て 
る と , 円 の 中 に 入っ た 点 の 数 は , 理論 的 に は 4 へ  。 
_ 分 の 1 円 の 面積 . つま り ァ /4 に な る 。 少なく と 2 1nt 3 
も それ に 近づく 。 ー 322: for ( i=0; i1<1; it+ ) n[il=ni[i]; 
あま り 好 き や リカ で は な いし , バカ バカ し 324: return; 
い ほ ど 簡 単 だ っ た の で プロ グラ ム は し な か っ た 22 J 
が , や り た い 人 は や っ て みる と いい 。 は っ きり 327: 
ーー 。 DA レン 、 328: int (nl, n2, 1 ) * 大 小 ーー 
いっ て , これ は 本 文 で 紹介 し た どん な 方 法 より 329: WORD ml, kn2n に ーー _ 7 
も 効率 が 悪い 。 正 確 な 乱数 の 扱い に くさ に つい ーー 。 、 ーー [ ー 
て は 重義 氏 の 原 積 を 見 て ほし い 。 ーー 8 
「 ー ーー 334 : for ( i=0; <1 i++ ) ( 
図 3 モン テカ ル ロ 法 335: if (mtm21 ) 1 
337 break: 
338 ) 
339 if ( nl[il<n2[i] ) { 
34 の ョ ニー1 : 
341: break; 
342: ) 
i 
345: return( s ): 
っ 
348: 
349: void prt( nl, 1 ) 
350: WORD *n1 
351: int 1 
353 r 
3 n ’ 
354: 
x= rnd () の 2 1 
‘ or i=1; 1i<1; 1++ 
y=rnd() ーー , printf( "%.4d ",ni[i] ): 
: : intf( "¥n" }; 
メト y* そ 1 な ら 円 の 中 359 ー 
360 ret * 
(円 内 の 点 の 数 ) ,。 を に 近づく 361: ) 
(打っ た 点 の 数 ) "4 ~ 6 
大 型 機 の 掛け 算 方 法 ー リ エ 逆 変換 し て や る 」 だ と か ,「 ち ょ っ と デー タ を いじ れ ば 」 だ と か , 


や り 方 を 練習 し た の だ ろう 。 フ ー リ エ 変 換 を 使え ば , ちょ うど 左 の よう 


な カン ジ に な る の で ある 。 か な り 重 宝 だ と 思う の だ が 。 


還 較 習 集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 - 


超 応 用 グラ フィ ッ ク 


レイ トレ ー シ ン グ で も 数 値 演算 は 必修 科目 で す が , ここ で は ちょ っ と 道 を 踏み 
想 の 重力 場 が 目 の 前 に あっ た えて み ま し ょ う 。 曲がる 光 を シミ ュ レ ー | 


て コン ピュ ー タ グラ フィ ッ 


を それは, 特に する こと も な くば ぼんやり と 
電脳 倶楽部 の ユー ティ リティ で て 遊ん で いた 
と き 頭 の な か に 浮か ん だ 疑問 か ら 始 まっ た 。 
「 物 体 の 周り で は 空間 が 歪ん で いる た だ ため, 
光 も 曲がっ て 進む と , どこ か で 聞い た こと 
が ある 。 それなら 思い っ 切り 重い 星 の を ば 
を 通る 光 は と ん で も な 〈 く 曲がる の だ ろう 。 
極端 な 話 , ブ ラック ホー ル が ある と , を の 
周囲 で は 索 ろ し い ほ ど ね じ 曲 げ ら れる は ず 
だ 。 あ の 壁 の ポス ター (エリ ア 88 だ っ た り 
する ) と 俺 の 間 に 超 コン パク ト の ブラ ッ ク 
ホー ル (そん な も の が ある か どう か は 別に 
し て ) を 置い た と する と , きっ と , と ん で 
も な く 人 歪ん で 見 える は ず だ 。…… 」 

ここ て , 電脳 倶楽部 と は サヨ ナラ し て , 
原稿 用 紙 と 鉛筆 ほ と ナ イフ , コン パス , そし て 
手持 ちの 物理 っ ぽい 本 を 引っ 張り 出す 。 確 
か , 空間 が 人 歪む と か 光 が 曲 が っ て 進む な ん 
て いう の は 一 般 相対 性 理論 の 本 で は 列車 の 
時 計 が 遅れ る の と 同じ くら い ポ ピュ ラー な 
店 題 と し て 取り 上 げ ら れ て いる は ず 。 曲 が 
り 浪 の 式 く らい は どこ か に 載っ て いる だ ろ 
うと , あちこち ペー ジ を めく っ て みた 。 

残念 な が ら , 手 に し た 本 の どれ も が 重力 
の 影響 で 光 が 曲 が る こと や , 1919 年 の 日 食 
時 に 太陽 の を ば に 見 える 星 の 位 置 の ずれ が , 
一 般 相 対 性 理論 か ら 導 か れる 結果 と よく -- 
致し だ た と いう こと に は 触れ て いる の だ が , 
それ で は 具体 的 に 曲がり 方 が どの よう な 式 
で 表 る れる の か に つい て は 「 こ の 曲がり を 
計算 する 式 は 難解 で ある が ……」 て くら いで 
すっ と 逃げ られ て し まい , いき な り , 

9= 4GM/(RC?) 
と いう 式 が 出 て き て し まう の で ある 。 

この 式 で は で G は 重力 定数 。M は 星 の 重き , 
C は 光速 度 , RR は 光 が そ の 星 に も っ と る も 接 
近 し た と き の 星 の 中 心から の 距離 と な っ て 
いる の だ が , 考え て みる と , 重力 は 局所 的 
に 働く も の で は な い の だ か ら , 光 は 一 気 に 
カッ クン と 曲がる の で は な く , グ ニ ュ グ ニ 
ュ っ と 曲がっ て いく 〈 く は ず で ある 。 それ を , 


SO よう が K て 表し て ゅ る と い 
うこ と は この 式 が 、 光 は 星 の す 
ぐ を そば に くる まで は 直進 する と 
仮定 し て いる と いう こと に ほか 
な ら な い 。 

つま り , この 式 が 成り 立つ の 
は ご 〈 近 くま て 来 な いと 相対 論 
的 な 効果 が 現れ な い 軽 め の 早 の 
場合 で あり , ほん の 少し し ヵ 曲 
が ら な い 場 合 に 限定 され る の で 
あ る 。 私 が 望ん で いる の は 思い 
っ きり 光 が 曲 が る 次 な の で ある 
か ら , 芯 ら 〈 先 ほど の 半径 に 反比例 する よ 
うな 曲がり 方 の 式 は 適用 で きそう に な い 。 
試し に 本 屋 も うろ つい て みた が 。 か ん ば し 
い 成 果 は 上 が ら な か っ た 。 

手元 の 本 で も 本屋 で 探し た 本 で も は っ き 
り し な い , と な れ ば 自分 で 考え る より 仕方 
が な に い 。 ーー トン 力学 に と どう っ. 5 と 潰 か 
っ た 脳味噌 あ ね じき れる ほど 絞り な が ら を 
こら じゅ う の 本 を ひっ <〈 り 返 し て , 一 週間 
半 。 部 屋 じ ゅ う 式 の 計算 用 紙 (Oh!X の 原 
稿 用 紙 の 裏 だ っ た りす る ) で 埋め つく し , 
本 当 に 足 の 踏み 場 も な い 状 況 に し て し まっ 
だ た あげく, 一 応 そ れ ら し い 式 を で っ ちあ ば げ , 
その 勢い で 無理 や り プ ログ ラム を 作っ て し 
な 

も 5 と も と 相対 諭 な ど 聞 きか じ り で ある 5 う 
え , 周り に 確認 を 求め る 人 間 も い な い の で 
か な り 強 引 で 都合 の よい 仮定 を 積み 重ね て 
し まっ て いる 。 も と も と , 曲がる 光 を シミ 
ュ レ ー ト し だ いと いう 人 鈴 求 か ら で っ ちあ ば げ 
だ も の な の で ', 実際 の 相対 性 理論 と は 掛け 
離れ だ も の と な っ て いる か も し れ な い 。 ち 
な み に , これ を 読ん だ 編集 の U 氏 に は ,。 ま 
だ まだ ニュ ー ト ン 的 な 概念 に 支配 きれ た 仮 
説 だ と 言わ れ て し まっ た ほど で ある 。 

それ で も 一 応 。 光 が ね じ 曲 が る 感じ は 出 
せ た し , 出力 結果 が これ また 予想 以上 に 興 
味 深 いも の に な っ た の で , ここ で 特集 の 応 
用 例 と し て すべ り 込 ませ て も ら え る こと に 
な っ た わけ だ 。 現れ て くる 図形 を 眺め な が 
ら 頭 を 抱え , 首 の 筋 を 違え を る くら いひ ね る 
ょ うな 楽し み 方 な ら 十 分 に で きる だ ろう と 


Kuwano Masahiko 


葉 野 雅彦 


言語 と し て は X-BASIC を 使っ た が 。 た 
か だ か ヵ か :70 行 程度 の プロ グラ ム で ある か ら 他 
言語 で 書き 直す こと も それ ほど 難し く は 


な い だ ろ う 。 
SF ノリ 


な ん と も よく わか ら な いこ と だ ら け の 相 
対 論 て , 重力 に よる 空間 の 歪み を 考え て い 
く と, や れ 時 間 の 進み 方 が 変わ る だ の , ロ 
ー レ ン ツ 短縮 が 起こ る だ の と ご ちゃ ご ちゃ 
と いろ いろ な こと が 混ざっ て き て わけ が わ 
か ら な (な る 。 私 も これ に は まっ て し まい 。 
まる まる 一 週間 も の 間 頭 を 抱え 込ん で し ま 
の 29 に 。 

で , あれ これ と 突っ つい だ あげ 〈, た ど 
りつ いた の が 「 等 価 原 理 」 で ある 。 そ うい 
えば そん な も の が あっ た っ け と 気づく の が 
相当 に 遅く な っ て し まっ た 。 等 価 原 理 と い 
う の は 慣性 系 の 間 で 考 を た られ て いた 相対 性 
原理 を 加速 度 系 を も 含め た 系 の 間 で 成り 立 
つよ ょ うに 拡張 する た め に 持ち 込ま れ た も の 
で ある 。 

等 価 原 理 」 な ど と いか めし い 字 面 で あ 
る が その 考え ぇ 方 自体 は ご く 単 純 で ある 。 加 
速度 系 に ある 物体 に は , その 質量 と 系 の 加 
速度 と に 応じ た 慣性 力 が 働く 。 こ れ を 系 の 
加速 度 の せい で ある と 考え る の で は な く , 
系 自体 は 慣性 系 な が の で ある が , その 外側 に 
重力 を 及ぼ す よ うな 星 が あ る と 考え て も か 
まわ がい だ の ろ グ も いう こと が の で ある 。 
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電車 に 乗っ た と き , 発車 や 停車 の 際 に 私 
た ち は 横 方 向 に 結構 な 力 を 感じ る が , この 
力 を 進行 方 向 と 平行 に 働く 重力 と 区 別 する 
こと は で き な い 。 ま だ た だ, 自由 落下 する 飛行 
機 の 中 で は 無重力 状態 を 体験 で き る 。 飛行 
機 自体 に 注目 すれ ば これ は まぎれ も な く 加 
速度 系 で あり , 地球 の 重力 は も ちろ ん 働い 
て は いる の で ある が , その 中 に ある も の に 
と っ て は な ん ら か の 原因 で 重力 が 消し 去ら 
て も も まる だ と 考 た る こと が で きろ る 。 

これ を ひっ くり 返せ ば , 重力 の 影響 下 で 
の 物体 の ふる まい は , その 重力 と 同じ 力 を 
及ぼ す 加 速度 で 動い て いる 系 で の 運動 と し 
て 考え る こま の か で さる こと に な る 。 光 の 傘 
み 方 に も この 等 価 原理 が 適用 で きる は ず で 
ある 。 つまり, 光 は 真っ 直ぐ 進ん で いる つ 
も りな の で ある が , 系 自体 が 動い て いっ て 
し まう た だ ため に , 光 は 「 置 き 去 り 」 に る れる 
か た ちと な り , 進路 が 曲がっ て し まう し と 考 
えて 計算 すれ ば よい こと に な る (人 図 1) 

これ で 見 通し が よく な っ て きた だ 。 加速 度 
系 と し て 処理 で きる な ら 話 は ずっ と 簡単 で 
ある 。 まず, 星 の 中 心から の 距離 と , その 
場所 で の 重力 の 強 る の 関係 を 知る 必要 が あ 
る 。 こ の あたり に つい て も 。 あ まり 記述 が 
な い の で ある が , どこ を 眺め て も , 

f =GMm/R2 
G は 重力 定数 , M は 星 の ,。 m は その 物 
体 の 質量 , R は 星 の 中 心から の 距離 

と いう 恒例 の , 距離 の 2 乗 に 反比例 する 式 
を その まま 適用 し て いる 例 し か 見 当たら な 
いと ころ を 見 る と , これ を その まま 拝借 し 
て か まわ な る を そう で ある 。 

ST 

f=ma (a は 加速 度 ) 

と いう いつ も の 式 を 代入 する こと で て, 

a=GM/R:* 

と な る 。 つまり, 星 の 中 心から の 距離 R の 
位置 に お ける 物体 の ふる まい は , GM/R2 
の 加速 度 が 系 に 働い て いる と 考え て 計算 す 
図 1 加速 度 系 と 重力 の 影響 の 対比 
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れ ば よい こと に な る 。 


力 ま か 


まそ わか れい ば 。 
CI まま の の 。 

図 2 に 示す よう に , 中 心から 半径 RR の と 
ころ て で, 半径 と 角度 めで 交わ る 直線 上 を 光 
が 進ん で きだ た と き , この 光 が イ ァ だ け 進 む 
の に か か る 時 間 は 2 ァ /C(C は 光速 度 ) で あ 
る 。 一 方, 加速 度 a で 時 間 t だ け 加 速く され 
た と き に 進む 距離 は (初速 度 は 0 と する ), 
a を {t で 2 回 積分 すれ ば よい か ら , 

at*/2 
と な る 。 ここ で 。 に EGOM/R2 を を に 先 性 ま 
の 4zx/C を 代入 し , 系 が 進ん で し まう 距離 , 
すなわち 光 が 星 の 側 に 落ち 込む 距離 プ R を 
求め れ ば , 

AR= (GM/R*) (4 ァ /C) 272 
206 の 

る さて, ここ て 光 は と の 程度 曲がっ て 進む 
の で あろ う 。 当初 の 方 向 に xr だ け 進 む 間 に 
中 心 方 向 に 2R だ け 引 きず りこ まれ る こと 
に な る の て で て, 進路 は 図 の 平行 四辺 形 の 対 角 
線 の 向き に な る 。 

一 方 , 進む 距離 は 通常 の 物体 な ら 「 加 速 」 
され る こと に な る の で , 進む 距離 は まき に 
対角線 の 長き を と の も の に な る の で ある が , 
ここ で 相手 に し て いる の は 光 で ある か ら , 
光速 度 一 定 の 法則 が 適用 きれ る 。 い くら 引 
きず りこ まれ て は いて も 44 ァ /C の 時 間 で は 4 
* し か 進む こと は で き な い 。 こ れ と , 今度 
は 平行 四辺 形 を 半分 に し た 三角 形 か ら , こ 
の よき の の に つい て は 。 

tan の = グ Rcosw (2Rcos ゅ ブイ ァ ) 
が 成立 する こと が わか る 。 現在 の BASIC 
に は tan の 逆 関数 と し て atan が 用 意 さ れ て 
いる の が 普通 な の で , ここ か ら 即 座 に の を 
求め る こと が で きる 。 

これ で , 光 の 曲がる 角度 は 計算 で きた 。 
図 進路 計算 


あと は 北 何 学 で 攻め 


を それで は この 方 向 に 2* だ け 進 め る こと に し 
ょ う 。 さ て 次 の 計算 の た め に , 新しい 進入 
角 ゅ と , 中 心から の 距離 R を 求め て お か な 
《 て は な ら な い 。 これ に は , 先ほど の 平行 
四辺 形 に 半分 か か る よう な 形 に な っ て いる 
三角 形 (R と R' を 二 辺 と し て いる も の ) を 
利用 する と うま くい きそう で ある 。 

まず , 新しい R(R' と し て お く 〈) を 求め て 
し まお う 。 最 初 の R を 底辺 と 見 た と き の 頂 
点 か ら 図 の よう に 垂 線 を な おろし て , 図 の 左 
半分 に つい て 三平 方 の 定理 を 適用 すれ ば, 

R*=(R—-4Azxcos(¢— の )?+ 
(Axcos(¢—Q))* 
=R* 一 2R・4rcos( の ゆー の 二 2x* 
R, R は いつ で も 正 の 数 だ ど だ から, ここ て で 両 
辺 の 平方 根 も と っ て , R' を 求め る こと が で 
きる 

つぎ に 新しい の を 求め ゆる わけ だ が , その 
下 準 備 と し て 図 の 円 の 中 心 で RER' の な し 
て 0 る 月 、 ア を 求め よう 。 ここ に 沈 ほ と 便 
っ た 直角 三角 形 を 当て は め れ ば , 次 の 式 が 
成り 立つ 。 

R'cos(?) = Axcos(¢—@) 

ご の * ら .。 

cos(y) = ニ グ xcos( ゅ ー の) /R* 

さて , ここ で cos の 逆 関数 ATAN に 習う 
な ら ASIN の よう な も の が あれ ば ,。 いっ ペ 
ん に 7 ヶ が 求め られ る の だ が , 残念 な が ら XX 
-BASIC に は ATAN し か な い の で , ASIN 
を ATAN で 表 る な く て は な ら な い 。 

CAS 

tan の =sin の /cos の 

= sin の // (1 一 sin2 の ) 
が 5。 

ASIN(X) =ATAN (X/SQR (1 一 X う ) 
と な る 。 

こ C て よう や く 了 アア を 求め ゆる こと が で て きだ 。 
ここ まで て で くれ ば, 当初 の 目的 で ある , 次 の 
計算 で 使う の を 求め る こと は 簡単 な 角 の 和 
と 差 で 求め る こと が で きる の で ある 。 


の ニー の オ y 
ちな み に 新 し い R は 先ほど 行っ た 計算 結果 
か らし , 


R'= ソ (R“—2R・Axcos(%&ー@)+4x*) 


だ だ が なろ る 。 
エイ ヤッ ラミ ング 


ここ まで で きれ ば , プログ ラム を 組ん で 
みる こと が で きる 。 イ ァ や の , M な どの 値 を 
適当 に 決め て 。 あ と は ジ ク ジ ク ヒ と コン ピュ 
ー タ に 計算 させ 続け れ ば , 進路 を 表示 させ 
る こと が で きる 。 和 の 作っ だ ジョ ログラム 
(リス ト 1 ) で は , 前 方 に 。 タイ ル の よう 
な 正方 形 の 集まっ た 図形 を , その 手前 に ブ 
ラッ ク ホ ー ル を お いて , それ を 望遠 鏡 で 覗 


い だ よ うな 状態 を 計算 る きせ て みる こと に し 
Se 
走ら せる と , まず 画面 の 真ん中 , ブラ ッ 


ク ホ ー ル を 置い た と ころ を 中 心 と する 円 を 
描い た だ た あ と, 右側 (視点) か ら 出 た 光 の 進 
み ぐ あい を 計算 し な が ら , その 結果 が 表示 
きれ る 。 左 の 端 に タイル が 並ん で いる と 
考え て も らい た だ い 。 


ひと 通り 計算 が 終わ る と ,。 いよ いよ , ど 


の よう に 見 える か の 表示 に 移る こと に な る 。 


数 値 演 算 が 多い の で か な り 遅 
慢 の 子 で いる し か な い 。 

出 て きた 結果 は いか が で あっ た ろう か ? 
私 は 初め て 結果 を 見 た と き , 思い っ 切り 首 
を か し げ て し まっ た の で ある が ……。 

プ ブログ ラム は も は や 解説 する ほど の も の 
で は な い だ ろ う 。 ち ょ っ と 触れ て お 〈 と , 
図 タイ ル バ パタ ー ン の 見 え 方 


い が じ っ と 我 


この プ ブログ ラム で は GM/2CZ を 氏 と いう 変 
数 で 表し て お り , この 値 が 大 きい ほど , 大 
像 小 な 曲がり 方 を する 。 コ ンピュータ で あ 
る か らい くら で も 大 き な 値 に する こと が 可 
能 て ある が , 面白い の は せい ぜ い 10 か ら 20 
くら いま で で ,。 それ 以上 に な る と 曲がり 方 
が 激 し す ぎ て , わけ が わか ら な い だ け の も 
の な っ て し まう よう て ある 。 


これ で めで た く 完 成 と な っ た の で ある が , 

な に ぶん に も 私 の 勝手 な 思い 込み と , 想像 

で で っ ち 上 げた 式 に 基づい て いる の で , ひ 

ょ っ と し たら ,。 と いう より , ほぼ 間違い な 
リス ト 1 


… 。、 。 T) /RD 


く 〈 く と ん で も な いい チョンボ を し で か し て いる 
よう な 気 が し な くも な い 。 

さら に 付け 足す と , 本 当 は プ ブラック ホー 
ル の 近く を 通っ た 光 は 大 き な 赤 方 変 移 を 受 
ける は ず だ と 思う の だ が , それ を どの よう 
に カラ ー・ パ レッ トコ ー ド に 変換 し た ら よ さ 
い の か 考え 切れ な か っ た ので, 今回 の プロ 
グラ ム で は ここ まで て 対応 し 切れ て いな い 。 

まあ , それ で も 光 が 曲 が っ て 進む と , ど 
ん が こと た に な か な る か と いう こよ と を 目 に する こ 
と が で きた の は な か な か 感動 的 な も の が あ 
っ た だ 。 もし, 読者 の な か で , 「 相 対 諭 な ら 
まかせ て お け 」 と いう 方 が お られ だ ら , ぜ 
ひま と も な 理論 で は どう な っ て いる か 教え 
RR 


。 Gatan(tmp/sqr(1- tmptmp)) ーー 


、 まま tae then Gs-G 
ーー  /****/ 
_P=P-T+G 
onglesum=anglesuntG 
R=RD 
nx= ‘cos(anglesum)*RD+ 
if nx<Q then ny=(px* 


if nx?600 or ny<9 or ny>406 


iline(px,py,nx,ny,15) _ 
px=nx: py=ny 0 


en ny=-1:break 


特集 歪め られ た 光 @2 


還 還 特集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 
超 応用 AD PCM 三 ] 


自然 の 斉 を その まま 再生 し て くれ る AD PCM。 こ れ を うま く 使 えば , いろ いろ な 
で きる の で は ? 「 音 は 連続 関数 だ 。 連 続 関数 な ら な ん と か な る 」 こ うし て , フ 


= 


微積分 に よる 究極 の 音声 合成 4 


は る か な 若 , 人 間 に 許さ きれ た 情報 交換 の 
手段 は 音声 で あり , 人 の 音声 を その まま に 
伝 を る こと が で きだ の は , その 人 の 声 が 届 
く 範囲 内 だ け だ っ た 。 あ る 程度 の 文明 が 現 
れる と, 太鼓 な どの 人 間 の 声 よ り も 大 き な 
音 を 発生 する も の や , 煙 な どの 視覚 に 訴え 
る も の に より , か な り 遠 方 と の 間 で 情報 交 
換 が 可能 と な っ た 。 文字 が 発明 る れる と よ 
り 細かい 意思 疎通 が で きる よう に な っ だが, 
それ は か な り 時 間 を 要する 方 法 に 頼る し か 
な く , ごく 近代 まで は リア ル タ イ ム な 情報 
交換 の 手段 と し て は 適当 で は な か っ た 。 こ 
の よう な 状態 に 新風 を 吹き 込ん だ の は 電気 
( 動 電 気 ) の 実用 化 で ある 。 こ れ に より , 有 
線 電 信 が 可能 と し な っ た 。 そして, 電波 の 発 
見 に より 0 無線 電信 が 実用 化 さ きれ た の だ 。 

る て , 音声 は 空中 や 電線 の 中 を と どの よう 
に 伝わっ て いる の だ ろう か 。 その まま の か 
た ち で 伝わっ て いな いこ と は 電話 線 に 耳 を 
あて る まで も な 〈 く 明らか だ 。 

音声 の 変調 方 法 で よく 知ら れ て いる の が 
次 の 2 つ だ ろう 。 す な わ ち , AM (振幅 変 
調 ) と FM (周波 数 変調 ) だ 。 こ れ ら は 放 
送電 波 の フォ ー マ ッ ト と し て 有名 だ が , こ 
こ で 取り 上 げ る の は パル ス 変 調 と いう 方 法 
で ある 。 と いう の も , AD PCM と いう 方 
式 は パル ス 変 調 の 一 種 な の だ 。 

ルス 変 調 に は , 

1) PAM 

2) PCM 

3) PWM 

4) PDM 

な ど が ある 。 これら に つい て ざっ と 解説 し 
あの 

PAM は メ パルス 振幅 変調 で ある が , 私 は こ 
れ が どの よう な も の に 使わ れ て いる か 知ら 
な い の で 特に 説明 は し な い 。 信号 系 の エン 
ハン ス が 楽に で きる の で ビデ オォ 機器 な と で 
使わ れる こと も ある らし い 。 

PCM は パル スコ ユー ド 変 調 で 情報 を 符号 化 
し て 伝送 する 方 法 で ある 。 モー ルス 信号 な 
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ahead た 


と が 代表 的 な も の で ある が , 
に エラ ラー チュ ッ ク な と を 加え る こと で 高い 
信頼 性 を 持た せる こと も で きる 。 情報 機器 
の 通信 な ど に 使わ れる こと が 多い 。 
PWM は パル ス の 幅 に 情報 を 持た せる も 


の で あり , シャ ー プ 系 の マシ ン の デー タレ 
ュー ダ に 採用 きれ て いる 伝送 方 法 ど 。 これ 
は 速度 変化 に 強い (追従 性 に 富む ) と いう 
特徴 を 持つ 。 よ っ て シャ ー プ 系 の デー タン レ 
コー ダ で は 高い ボー レー ト に も か か わら ず , 
プー ダグ エラ ー が ほとん と な い の だ 。 

PDM は パル ス の 密度 で 信号 を 送る も の 
で , すべ て の 動物 の 神経 系 で 行わ れ て いる 
情報 伝達 方 式 だ 。 神 経 を 伝わる 信号 は パル 
ス 密 度 の 変化 に よっ て 表 る れる 。 最 近 で は 
脳 に 電極 を 取り 付け て 怒り た く 《 く な い の に 怒 
っ だ り , な に も し な い の に 激痛 を 与 を たり 
ずる で の が で きる そう で ある 。 


と いう わけ で , 問題 の PCM で ある が , も 
っ と も 身近 な PCM は な に か ?7 まず , 一 部 
の ビデ オ に は PCM 変 調 に よる 音声 記録 方 式 
が 採用 きれ て いる 。CD プ レイ ヤー は PCM 
復調 機 し いえ る 。 を そして, DAT は 明らか に 
PCM 変 / 復 調 機 で ある 。 それ で は この な か 
で も っ と も 普及 し て いる と 思わ れる CD グ 
レイ ヤー を 例 に PCM と いう も の を 見 て み 
の 

CD の 基本 フォ ー マ ッ ト は 量子 化 16 ビ ッ ト , 
サン プリ ング 周波 数 44.1kHz で ある 。 こ れ 
は 1 秒間 に 44100 回 音 の 大 きる を 調べ , それ 
を 65536 段階 に 分 け て 表現 する と いう こと 
を 意味 し て いる 。 

さて, 音 の 高き は どこ へ いっ て し まっ た 
の か と 思う 人 も いる か も し れ な い 。 基準 音 
の A ( ラ の 音 ) は 440Hz だ そう だ 。 これが 
仮に サイ ン 波 だ ど と すると, の よう な 波形 
が 1 秒間 に 440 回 ある と いう こと で ある 。 
1 オク ター ブ 上 の ラ の 音 は 880Hz だ 。 当然 
や が 1 秒間 に 880 回 ある こと に な る 。 音 と 
いう の は 基本 的 に 周期 関数 で 表す こと が で 
きる の で , すべ で て の 音階 は 1 秒間 に 何 回 を 
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の 波形 が 現れ る か で 決定 て きる こと に な る 。 

そし て , ひと つの 波形 は 音量 の 変化 と し て 
表す こと が で きる 。 と いう わけ で , 音 の 高 
き の パ パラ メー タ は な く て も いい の だ 。 音色 
な ども 波形 の 変化 に よっ て 表 き れる の で , 
特別 な パラ メー タ は 一 切 必要 な い 。PCM で 
は 音量 の 変化 だ け で すべ て が 決定 され る 。 

ふつ う の CD は 1 枚 に 74 分 入る の で , 

74 X60 X44100 X16 +8 =391608000 
すなわち ,400M バ イト 近い 容量 を 持つ こと 
に な る 。 最近 の 高級 機 の 標準 は 18 ビ ッ ト 8 
倍 オ ー バ ー サ ンプ プリング (352.8kHz) だ か 
ら , 1.7G バ イト も の デー タ 量 と な る 。 は っ 
きり いっ て , これ は 容易 に 扱え る 大 きる で 
は な い 。 も っ し と 効率 の よい 方 法 は な い の だ 
ろう か ? 

音声 に は 基本 的 に 連続 性 が ある 。 す な わ 
ち , 前 後 の ゲ データ に 関連 が ある と いえ る 。 
を こ で 登場 する の が 4PCM 方 式 だ 。 4 は デ 
ル タ と 読み , 差分 を 表す 場合 に 多用 さる れる 
記号 で ある 。 

だ は Ck 

2,3,5,7,11,13,17,19,23 

と いう 数 列 が あっ だ と する 。 これ を その ま 
ま PCM て 保存 する た め に は , 9 個 X 5 ビッ 
ト (デー タ の 範囲 )) つま り 最 低 45 ビ ッ ト 必 
要 で ある 。 し か し , これ を , 

2 1.2.2.4.2.4.2.4 
と いう 差分 に 置き 換え , それ ぞ れ か ら 1 を 
引い て し まう と , 9 個 X2 ビ ピット, す な わ 
ち 18 ビ ッ ト と 半分 以下 の 容量 で すむ 。 

CD の 場合 , 音 の 大 きる を 0 から 最大 値 ま 
で の 65536 段階 に 分 け て いる の だ が , これ 
が 1/44100 秒 の 間 に 全 体 の 1/256 も 変化 する 
こと が ある だ ろう か ? これ は 音 が 1 秒間 
に 127 回 , 最低 値 か ら 最大 値 ま で 変化 で き 
る ほど の 変化 量 で ある 。 ほ と ん どの 場合 ( 特 
に 音楽 で な (音声 の 場合 ), 8 ビッ ト , 44.1 
kHz の 4PCM で も 十分 な 音質 を 得る こと 
が で きる 。 こ れ で メモ リ の 使用 量 は 半分 に 
な ろだ 。 ' 

それ で は 欠点 は な い の か と いう と , も ち 
ろ ん あ る 。 それ は 勾配 過 負 荷 と いっ て 変化 
量 が 大 きす ぎ て その 4PCM の 差分 の 範囲 で 


は 信号 の 変化 に 追従 で き ない 場合 も あり う 
る た グセ と だ 。 

さて, 困っ た だ た 。 な る で 〈 過 負荷 を 起こ る 
な いよ うに で き な い も の か 。 そこ て 考案 る 
れ だ た も の が D PCM 方 式 で ある 。D と は Dif 
ferential の 頭 文字 び 。 dPCM で は 差分 は 前 
また は 後ろ の の デー タ と の 差分 で あっ た 。 D 
PCM 方 式 で は , 差分 は 過去 の デー タ か ら 子 
測る きれ た 値 と 実際 に 入力 きれ た 値 と の 差 を 
その 療 分 値 と する 。 これ で 勾配 過 負 荷 の 発 
生 は ぐん と 少な く な り , 差分 の ビッ ト 数 も 
少し 減ら 6 すこ と が で きる よう に な っ た 。 

し か し , これ で も 勾配 過 負 人 荷 は まっ ただ く な 
な く な っ た わけ で は な い 。 そこ で , ある 人 
が いい こと を 思い つい だ 。 3 ビッ ト の D P 
CM で は , 

寺 3, 十 2, 十 1,0, 一 1, 一 2, 一 3 
と いう 7 通り の 差分 し か 表せ な い 。 も し も 
4 以上 の 差分 が きた ら 勾 配 過 負荷 が 発生 し 
て デー タ が 不正 確 に な っ て し まう 。 それ で 
は 4 以上 の 差分 が 発生 し た と き は きざみ を 
民 に も で 。 
O44 20; 2; 4,=6 

と し て 処理 し て し まお う 。 う 一 ん , Adapti 
ve だ 。 と いっ だ か と うか は 知ら な い が 。 こ 
の 方 式 を 使え ば 勾配 過 負 人 荷 の 発生 は 疑似 的 
に 0 に な る 。 し か し 多少 の 不正 確 き は 残る 。 
これ が AD PCM 方 式 で ある 。 

さて , X68000 の AD PCM で ある が , 
っ だ こと に 4PCM ら し い 。 と に うか が 4PC 


M 的 な デー タ を 送る と その と お り に 動い て 
し まう の だ 。 どうやら , 線形 予測 器 が 作動 
し て いな い ( と 思う ) の だ が , 


と うし た も の 


だ ろ う 5。 今回 の サン プル も 強引 に 4PCM 用 
の デー タ に 対応 する も の と 仮定 し て 作成 き 
れ て いる が , 一 応 う まく 動い て いる 。 内 部 
で 線形 予測 器 が 動作 し て いる と 振幅 (音量 ) 
に 誤差 が 出る が , 周波 数 に は ほとん と 影響 
な い は ず な の で あま り 問 題 は な い だ ろ う 。 


さて , 雑 な 説明 だ が AD PCM に つい て 
は ある 程度 の イメ ー ジ を つか ん で も ら え ぇ た 
と 思う 。 こ こ で 改め て , 音 と は な に か を 考 
えて みた だ い 。 

我々 が 音 と し て 認識 し て いる も の は 空気 
な どの 振動 で ある 。 音 を 直接 目 で 見 る こと 
は で き な い が ,。 マイ ク で 拾っ て オシ ロス コ 


ー 一 プ な ど を 使う と 音 の 波形 を 見 る こと も で 


きる 。 図 1 の よう な も の は 誰 で も 見 た こと 
が ある だ ろう 。 こ こ て で 横 軸 は 時 間 で あり , 
縦 軸 は 振幅 すなわち 空気 の 粗 密 状態 を 表す 。 
こう いっ た 図 で は わか りや すく 〈 横 波 の 形 で 
表現 きれ る が , 実際 に は 振動 は 縦 濾し し て 
伝播 する 。 

図 を 見 て も わか る と お り , ある 時 間 に は 
必ず ある ひと つの 対応 する 状態 が ある 。 よ 
っ て , これ は 関数 で ある と いう こと が で き 
る 。 し か も 値 が 離散 的 に な る こと は な く 〈, 
常に 滑ら か な 変化 量 を 持っ た 周期 関数 と し 
て 表 る れる 。 これ は 音 を 数 学 的 に 扱う う ぇ 
で 重要 な ポイ ント で ある 。 

さて , こう いっ た 振動 の ちっ と も 基本 と 
な る の が 単 振動 と いう 運動 ど 。 こ れ は 図 2 
の よう な ば ね 仕掛 け を 想像 し て も ら う と わ 

リス ト 1 サイ ン 波 馬 


か りや すい 。 左右 の ば ね は まっ た だ く 同 じ 強 
度 の 完全 弾性 体 で , つい で に 質量 は 0 に 等 
し い 。 当然 、 摩擦 係数 は 0 だ ど 。 こ うい っ た 
運動 を 式 に する と , 

f(t) = ニ k・sin 2zt 
と な る 。 こ れ を その まま 音 に する と 上, 「 ぽ ぼ 
ー」 と いう 感じ の サイ ン 波 と な る 。 


サ 成 


だ とら え 人 は 。 サン デリ ング シン や ヤセ サオ イザ と 
し て 有名 な フェ アラ イト CMI な ど で は , あ 
る 基 音 に 対し て 32 倍 音 ( 機 種 に よっ て は 256 
倍音 ) まで の サイ ン 波 を 自由 な エン ベロ ー 
プ を つけ て 足し あわ せる こと が で きる 。 基 
本 的 に 楽器 の 音 で は 基 音 に 対す る 倍音 構成 
が その 音色 を 決定 し て いる と いっ て よい 。 
実際 に は 倍音 以外 の 音 も 混じっ て は いる が , 
その 量 は ご 〈 微 量 で ある 。 リ スト 1 で は 32 
] 音 の 波形 ] 


図 G 単 振動 の イメ ー ジ 


倍音 まで の サイ ン 波 を 223 段階 で 合成 する 
こと が で きる 。 起動 後 マ ウス て で 各 渡 形成 分 


の 割合 を 指定 す る と 波形 表示 後 , 
合成 し て 鳴ら す と いう も の だ 。 
な ぜ , サイ ン 波 を 足し あわ せる こと て 音 

を 作ろ うと し て いる の だ ろう か ? それ は 
先ほど 述べ た だ た とおり, 音 が 連続 か つ 周 期 関 
数 で ある と いう 事実 に 由来 する 。 ざ っ と 解 
説 し まう 。 半 ラー リエ と いう 学者 が 久 属 
板 の 1 点 を 熱し た 場合 の 熱 伝導 が 2 階 の 偏 
微分 方 程 式 で 表 る れる こと を 発見 し その 
一 般 解 を 求め よう と し だ た が, それ まで の 方 
法 で は どう も うま くい か な い 。 さ きん ざん 考 
ぇ た 末 , つい に 大 胆 な 仮説 に 基づい て この 
問題 を 解決 し た 。 そ の と き 持 ち 出 され た 仮 
説 と いう の が , 

すべ て の 連続 関数 は 無限 個 の 三角 関数 

の 和 で 表す こと が で きる 
と いう も の だ 。 や が て , 周期 関数 の うぅ うち, 


T/2 


| f(x) | dx 
ーT/2 


その 音 の 


が 無限 大 に な ら な いも の に つい て は , この 
仮説 が 適用 で きる こと が 証明 され た 。 今 日 
で は フー リエ 級数 は 弦 の 振動 や 電流 の 状態 
な ど を 表す 偏 微分 方 程 式 に 関連 し て 物理 学 , 
工学 な ど て 幅広 く 応 用 きれ て いる 。 ち な み 
に 級数 と いう の は 似 た よう な 項 が た くさ ん 
の 足し 濾 で つなが っ た 式 の こ と だ ょ と 妃 っ て 
な いて は に し いじ 4 

すべ て の 連続 関数 に 対応 する に は , サイ 
ン 波 だ け で な さく, 90 位 相 の ずれ だ cos の に 
相当 する 波 の 成分 も 必要 な の だ が , これ は 
単 一 楽器 の 音色 と し て は 無視 し て お いて も 
よら いい だ あう 3 


リス トド 2 み と 3 だ が リス ト 2 み は プア イル よ 
り 読み 込ん だ サン プリ ング デー タ を 任意 の 
周波 数 に で きる だ け 正 確 に 変調 し よう と い 
う プ ログ ラム , リス ト 3 は 任意 の 波形 を 手 
書き し て それ を 任意 の 周波 数 の デー タ に 徐 
と す た め の ブロ グラ ム だ 。 リ スト 2 で は "ba 
ch.pcm” と いう ファ イル 名 を 適当 に 変え て 


の の onlx 1988.8. 


1000 
1010 
1920 
1930 
1040 
1950 
1960 
1070 
1 の 80 
1099 
1100 
1119 
1120 
1130 
114 の 
1159 
1169 
1170 
1180 
1190 
1200 
i210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1369 
1370 
1380 


1399 


1490 
1410 
1420 
1430 
1449 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 
1550 
1560 
1570 
1580 
1599 
1600 
1610 
1620 
16 39 
16409 
1650 
1660 
1670 
1680 
1690 
1700 
1710 


int t,r=256,e,,X,y,xl,yl,x2,y2,n(19999),hz=83 
float Zz,q,nm(99),tt(99),xx(99),f(99),a0(99),al(99),a2(99),a3(99) 
char a{78099) 
float p 
str k 
fread{(a,78009,fopen("bach. pem", "r")) 
fecloseall() 
screen 2,0,1,1 
for t=1 to 383 
WwW=r 
e=a(t+ の ) shr 4 
1f e>7 then e=8-e 
ニャ †G 
line(t*2-1,w,t*2,r,15) 
n (上 ネ 2 ) = ャ 
wir 
e=a(t) and 15 
if e>7 then e=8-e 
r=rt+e 
line(t*2,w,t*2+1,r,15) 
n(t*2+1)=r 
next 
/*k=inkey$ 
a play(a,4,3) 
print"start point" 
repeat 
mspos(x,y) 
msstat(w,n,r,w) 
until r=-1 
xl=x 
yl=y 
print x,y 
for t= の to 500 
next 
print"end point" 
repeat 
mspos(x,y) 
msstat(nw,w,r,wv) 
until ャ =ー1 
X2 ェ XX 
Y2=y 
print x,¥y 
r=x2-x1 
p=1#*(y2-yi)/r 
for t=xl to x2 
n(t)=n(t)-p*(t-x1) 
pset(t,n(t),13) 
next 
screen 2,09,1,1 
console ,,9 
box(192,128.576,383,15) 
1ine(192.256,.576,256,14) 
1ine(384,128.384,383,14) 
p=r/32# 
f(0)=2565 
for t= の 9 to 32 
Xxx(t)=192+ も *12 
f(t)=n(xi+ptt) 
next 
for t=@ to 32 
m(t)=(f(lc({t+l))-f(t))/(xx(c(t+l))-xxtt)) 
next 
for t= の to 32 


r=abg(m(o(t+1 ) ) -m(t) ) Xm(c(t-1) )+abs(m(c(t-1 ) ) -m(o(t-2) ) ) *m(t) 
e=(abs(m(o(t+1 ) ) -m(t) )+aba(m(c(t-1 ) ) -m(c(t-2) ) ) ) 
1f e= の then tt(t)=(m(c(t-1 ) )+m(t) )/2 else tt(t)=r/e 

next : 

/* 

for t=9 to 31 
aQ(t)=f(t) 
al(t)=tt(t) 
a2(t)=(3*(f(c(t+1))-f(t))/(xx(c(t+l))-xx(t))-2*tt(t)-tt(c(t+i)))/(xx({c(t 


+} ) ) -xx(t) ) 


1720 


a3(t)=(tt(t)+tt(c(t+l))-2*(fl(o(t+i))-f(t))/(xxl{c(t+i))-xx(t))})/pow(xx(c( 


t+} ) ) -xx(t) ,2) 


1730 
1740 
1750 
1760 
1770 
1780 
1799 
1800 
181 の 
1820 
1839 
1840 
1850 
1869 
1870 
1889 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1949 
1950 
1969 
1970 
1989 
1990 


for r=Q to 11 
DSet(192+t*12+r,a の (上)+a1(t)*r+a2(t ) * ャ ホネ r+a3( ) ネエ ネエ #r,11 ) 
next 
next 
qg=15600#/hz 
p=q/32:r=0 
for t= の 9 to 15599 
e=(t/p) mod 32 
z=t/p-int(t/p/32)*32 
2=( ゥ 2ー1nt(z))*12 
n(t)=a9(e)+al(e)*z+Ta2(eG)* ネ ン ネ ッ +8A3(G ) ネ ン ネ ン ネ ン 
next 
for t= の to 7800 
e=n(t*2+1)-n{(t*2) 
if e<Q then e=8-e:if e>15 then e=15 
r=n(t*2+2)-n(t*2+i) 
if r<Q then r=8-r:if r>15 then r=15 
a({t)=e*16+r 
next 
a_play(a,4,3) 
print"a play(a,4,3) 
end 
func で (て t) 
if t=32 then return(t) 
も =(t 上 +32) mod 32 
return( も ) 
endfuno 


表示 し た い デ ー タ を 指定 し , 起動 後 は マウ 


ス で 1 渡 長 分 の デー タ を 切り 取っ て ほし い 。 


リス ト 3 の 使い 方 は 特に 説明 する まで も な 
いう 。 
これ ら は 要する に 1 波長 分 の デー タ か を 連 


完 関 数 と 見 て それ に 相当 する 関数 を 近似 し , 


その 関数 か ら 音 長 分 の デー タ を 算出 し て い 


る わけ だ 。 ブ ログ ラム 自体 は 非常 に シン プ 


ル で ある 。 唯一 わか り に くい と 思わ れる と 
ころ は , デー タ の 補間 の 部 分 どろ う 。 

音声 を 変調 す SM も っ と も 単純 な 方 
法 は 与え られ た デー タ を 基準 周波 数 の も の 
と 見 た て て , その デー タ を 時 間 軸 方 向 に 定 
数 倍 す る と いう も の だ 。 この 場合 の デー タ 
は 差分 で ある か ら , 適当 に 詰め た り 間 引い 
た り し て 望み の 周波 数 に 近い 波形 を 得る よ 
うに する わけ だ 。 こ の 方 法 で は 変調 す る 周 
波数 に よっ て は , 誤差 が 積もり 積もっ て 音 
色 が 変わ っ たり , バラ ツキ が 出 て くる な ど 
の 問題 が あり , どう も いま ひと つ 面 白く な 
い 。 そこ で デー タ を 補間 し て も っ と 奇 肌 な 
音 を 出し て みよ うと 思う 。 

補間 と いっ て も わか ら な い 人 の ほう が , 
多い と 思わ れる の で 簡単 に 解説 し よう 。 補 
間 と は 与え られ た 数 個 の 点 と その 値 よ り , 
求め た い 点 の 値 を 計算 する こと お よび , こ 
の た め の 近 似 関数 を 求め あこ と で ある 。 

補間 法 に は 全体 を ひと つの 関数 で 補間 す 
る 方 式 と いく つか の 小区 間 に 分 け て 補間 す 
る 方 式 が ある 。 前 者 の 方 式 と し て , 

LAGRANGE 

HERMITE 

NEWTON 

GAUSS 
の 方 法 な ど が 有名 で ある 。 な か で も , ラグ 
ラン ジュ (LAGRANGE) の 方 法 は 基本 で 
あり , 簡単 な も の で ある が , 高 次 (4 次 以 
上 ) に な る し と 独特 の ゆれ が 生じ て 使い も の 
に な ら な い 。 を その ほか の 方 法 $ も ラグ ラン ジ 
ュ の 方 法 と 根本 的 に は 変わ ら な い の で , こ 
こ で は これ ら の 方 法 は 用 いな い 。 

る て , 区 分 を 分 け て 補間 する 方 法 (区 分 
多項式 ) の うち , 誰 で も 名 前 くら い は 聞い 
だ こと が ある と 思わ れる の が SPLINE だ 。 
し か し , SPLINE 関 数 は と きど き 異 常 屈曲 
点 が 生じ る の と , 連立 方 程 式 を 解 か ね ば な 
ら な い の で ここ で は 用 いな い 。 応力 SPLI 
NE 関数 に すれ ば 異常 屈曲 点 は な く な る が , 
や は り 行 列 式 を 解く の は 面倒 どか ら , 
で は アキ マ の 方 法 ほ し いう も の を 用 いる 
に する 。 

アキ マ の 方 法 も SPLINE の 異常 屈曲 点 を 
な くす た だめ に 考え られ だ も の で , 与え られ 
た 2 点 と 幾何 学 的 に 求め られ た 1 溢 の 微分 


> 
こつ 


と 


(1 {(Y 


1910 float z,q,m(99), ここ f(99)rae99) a1(99) ,a2(99) 1a3(99) 


rt) ) 
14 3 


微分 と は 

nou 
う が , ここ で は 曲線 (関数 の グラ フ な ど ) の 傾 。 
き を 求め る こ 00000 の 
傾き は あり ませ ん 。 て ニ で 曲線 を こ : く 小さ な の よう 
区 間 で 区 切っ た 場合 に は 直線 に 近似 で きる と し 分 は 接 : あ た 
RE と を 微分 する と いい ます 。 も ちろ 際 に は 無視 され ま 
ん , _ これ は 関数 が 滑ら か に 連続 し て いる 場合 に ー ィ x と の 
の み 有 効 で , 双曲線 の 原点 の よう に 非 連続 な 点 = Y= CO 
で は 微分 不可 能 で す 。 す が 。 ここ で は な 
関数 y= 巡 で は 任意 の 点 (x。 2) で 接する 直線 。 に 答え る こと は 逢 
の 傾き y は 常に y=2x で 表 さ れ ま す 。 同 様 に y= "うい う 考 え 方 で 
で は y=3x2, y=x# で は y=4x3 と な り ま す 。 いて くだ さい 。 


1000 int Cre286, ov, x2,y8 (19999). hz=83 


1020 char a(7800)_ 
1030 float p 

1040 str k 

1959 screen 2,9,1,1 
1060 console 0 
1070 mouse(1 ) 

1989 mouse(4) 

1990 esaren(193, 128,576, 383) 
1100 box(192,128, 576, 383, 15 ) 

1110 line(192, 256, 576,256, 14) 

1120 1ine(384,128,384,383, 14) 

1139 setmspos(193, 256 ) 0 
1140 int x,Y,x1= 192,y1= 256 , ane 和 

1159 xx( の )=192 

1160 f( の )=256 

1170 for t=1 to 32 _ 
1180 print t 

1199 _ msarea(191+t*12, 128, 1924t*12,383) 
1200 repeat 


1219 mastat(x,y,ls,rs) 
1229 _ mspos(x,y) _ 
1239 if ls=-1 then{ 
1249 if t=32 then y=256 
1250 pset(x,y,13) 

1260 xx(t)=x 

1270 f(t)=y 

1289 _ for r=O to 199 
1299 next 

1300 まま 3 

1310 until ls=-1 

1320 next 


1339 for t=@ to 32 

1340  m(t)=(f(c(t+1 ) ) - rtD)7Gxtetttt))-w( も ) 

135 の 9 next 

1360 for t= の to 32 

1379 ssaba(m(o(t+1))-m(t)) ta(o(t-1))taba (mtolt-1) )-w(ett- -2) ) ) *m(t) 
1389 e=(abs(m(c(t+1))-m(t))+abs(m(c(t-1))-m(c(t-2)))) 

1390 if e=9 then tt(t)= ncrune0i4 else telt)=r/e 
1400 next 

141 の 9 /* 

1429 for t=9 to 人 

1439 a&9(t)=f(t) 


1440 al(t)=tt(t) 0 - 
1459 a2(t)= (3*(f(o(t+1) ) - F(t))/ (elo (tr1) )-xxtt) )- -2tt(t)-tt(e(t1)))/ 
+ ーXX(t) ) 

1469 a3(t)= (tt(t)+tt(e(tt1))- 24(f(e(tt1) )- -f( も )7Gwte(tt1) ) kt)))7pe 


for r=O to 11 
ーー Paet (192+tt12tr 1a0(¢)tal(t) trta2(t)trtrtas(t) trtrtr, 1 
1499 _ " 
1500 n 
1610 siieoor ne 
1529 p=q/32:r= の 
1530 for t= の to 15599 
1549  e=(t/p) mod 32 、 
1550 z=t/p-int(t/p/32) #32 
1560  z=(z-int(z))#12 0 
- ま 579 _ n(t)=a0(e)tal(e)tztaz(e)tztata3(e)tztats 
1589 next _ 


1590 for t= の to 7809 ーー 


e=n(t*2+1)-n(t*2) 3 

if e<Q then e=8-e: if e>15 then es15 

r=n(t*2+2 ) -n(t*2+1) 0 
then TTT た 15 then rs15 OO 


56 yun: 3) ーー 
print spioyla,t, 3 


値 に より , 3 次 の 多項式 を 決定 する も の で Pi (xj) =f; と な り , aj ニテ ti を 代入 し て , 


ある 。 こ の 方 法 で は 与え られ た 分 点 を 通る By 遇 十 2a2)(xj ュ ューx) 十 3a3j (xjm ュ ーxi) < 
手書き の 曲線 に 近い 自然 な も の を 得る こと aoj 十 ani(xi 一 ij) 十 azi(xーxi) * ES 昌和 (2) 
が で きる 。 加え て, ほか の 補間 法 よ り も プ 十 asi (xi 一 xi)" ニ fi 0 の 
ログ ラム 化 が 簡単 で ある と い 3 特徴 を 持っ ..a0; =f; (1), (2) の 式 に お いて , asj=X, a3j=Y, 
て に る 3 な ] Xj1ーxj 王 A と 填 い て 連立 する と, 
それ で は アキ マ の 方 法 の アル ゴリ ズム を Pi (x) =ai; +2a2; (x—x;j) +3a3; 生 二 AXA*“+YA3 三 fj ーー…… 17 
解説 し て みよ う 。 こ こ か ら 先 は 微分 法 の 知 (xーxj)2 Gi 十 2XA 十 3YA 人 hm ーー 0 の (②) 
識 が な いと わか り に くい か も し れ な い 。 ょ っ て 。 Pj;' (xj) = は , が 6。 
ali 十 2a2j(xi 一 x) 十 3a (xij 一 xj) = ここ に て 3X = A XG 
….a1j =t; 3fj +3tA+3XA*“+3YA* =3fjr1 
と な り 。 PXj41) = fn, ー ) tiA 十 2XA2 十 83YA?= テ triA 
いま 与え られ た 点 を (xo, fo), (xi, 岳 ), aoj 十 ai (xi ュー xi) 十 a2j (xj ュ ーxj)* 3fi 十 2A 十 XXA2 ニ 3f ュ ューtj+1A 
OF (xn, fn) と し て , 分 割 き され た 小区 間 を 十 asi (xjーxj) “= XA*“ 三 3fjrー3fjー2tiA—tirnA 
[a2 xijal| (た だ し 。 0] ミ ョ ー1) と する 。 ao 三岳 。 ai ー 李 を 代入 し て , x = fifi) ー A(2i 十 th+1) 
この と きこ の 閉 区 間 の 区 分 多項式 Pi を , fit (x+ ューXi) 十 a2i (x+ ュー ) A* 
P; =aoj 十 ani(x 一 xi) 十 a2j (x 一 xj)* +a3j (ローx)7 モ 大 TFT ーー 0 の (1) まだ 2% (1) 一 AX2) は. 
十 asi(x 一 xi)* な る 2fi 十 2tiA 十 2XA2 十 2YA2 =2f」+ ュ 
と する と き 。 a a 32j。 a は, Pi (xj+1) ti+1 は , ー) tiA 十 2XA*X 十 3YA3=tj ュ 1A 
Pi (xi ) = 人 ] ayj—2a2j (xjrーxj) 十 3asj (xj ュ ーxj)*“ 2fi+ttA—YA°=2fir—tiriA 
Pi t=t EE YA* 三 2fj 十 本 A 一 2f 生 十 tr1A 


Pi (xj+1) =fjr 図 4 
Pi (xj+1) =tj+ = 
に より 決定 され る 。 i と は 点 xj に お ける 多 
配 て あり , アキ マ の 方 法 の 特徴 的 な 変数 と 
いえ る 。 それ で は アキ マ の 方 法 に より , 上 
の 区 分 多項式 を 解く た め に 必要 な 各 係数 を 
求め て みよ う 。 
まず , の 両側 に 分 点 を 2 個 ず つ 加 えて 
これ を 図 3 の ょ うに A, B,C,D,E と する 。 
これ ら の 点 に よる 線 分 の 勾配 を mi-2, mi-1, 
ii。 Tn と する と, 
_ 昌和 ロー 人 fi 
Xi ューXi 
に な る ( た だ し 3 デ 9 生ま 15 ず る 6)。 
これ に より , xi に お ける 勾配 ti を xi の 両 
側 の 線 分 の 比例 配分 と 考え て , 


Im ョ ーmi ma 十 mi ュ 十 mi-2 mi 
ee ce i A Oe oR le Fa: 


英生 


3) [| sn x dx=0 ーー ⑲ _ 5 X*COS X dx=z 


[mjn—m; | + mj コーm;-2| 

と する 。 た だ し , 式 の 分 母 が 0 に な る と き 

に は, 

全 Tj 

ほし て 処理 する 。 TOO 0 
さて , 先ほど の 条件 式 を 検討 す る と , LQ) | sin x*sin x dx=z ーー 

図 3 アキ マ の 方 法 | 


68 ohx 1988.8. 


こん (6 圭二 2( 全 十 人 | 戻ら 5 フー リエ 級数 展開 の 実際 


Y As 
2 で 。 
3 (fj ューfi) 一 (xx ュー xi) (2t 十 拓 +) 
が デキ ーーー ーー テーーーー ヘ カー ーー 
(xjー メ Xi) 
Pi eet 0 
_ Xjh1—X; 
XjHーXj 
Ri エー は 人体 二 仮り キス 生得) 
0 
(xi ュー メ Xi) 
| 
_ XjHーXj 
(xn ュー xi) < 


と な り , これ で すべ て の 係数 が 決定 し た 。 
アキ マ の 方 法 で は 区 間 [xi。xj+i] の 条 
件 を 求め る た め に は , 区 間 外 の 点 が 両側 に 
2 つ ず つ 必 要 で ある 。 したがって, 端点 で 
は 勾配 が 決め られ な い の で , 点 を 追加 する 
必要 が ある 。 し か し , ここ で 扱う の は 音声 
デー タ で あり , 周期 関数 し いえ る の で そう 
いっ た 処理 は 省略 する こと が で きる 。 
これ で , すべ て の 小区 間 に お いて 区 分 多 
項 式 Pi(x) を 求め る こと が で きる よう に な 
り , 連続 的 な 補間 が 可能 に な っ た 。 理解 し 
で て いた だ け な だ だ る うう の 9 


さて, すでに 音 が 疑似 的 な 周期 関数 で あ 
る こと , ある 条件 の も と で は 周期 関数 が 三 
角 関 係 の 和 と し て 表 さ る れる こと を 述べ た 。 
これ を 利用 し て , 先ほど ビ サ ン プリ ング し 関 
数 の か た ち に 変換 され た 音声 を 波形 成分 に 
分 解 し て みよ う 。 こ れ に は フー リエ 級数 展 
開 と 呼ば れる 手法 を 用 いる 。 実際 , 任意 の 
連続 関数 は 周期 無限 大 の 周期 関数 し みな し 
て フー リエ 級数 に 展開 する こと が 可能 で あ 
る 。 

m, n を 自然 数 と し する と き , 


[ た ax=zz (1) 


/ cos nx dx=0, / sin mx dx=0 
(2,3) 
/cos mx*cos nx dx=zx (m=n) 


(4) 
/ =0 (m デ n) 


[sin mx*sin nx dx=z (m=n) 
7 


/ =0 (m デ n) 


[cos mx*sin nx dx =0 (6) 


式 の 頭 に ある 曲がっ た 記号 は イン テグ ラ 
ル と いい , 積分 を 表す 。 積 分 に つい て 習っ 
て いな い 人 は と りあ え ぇ え ず , グラ フ の 面積 を 


特集 音 の 数 学 の の 


求め る こと だ と 思っ て お いて は ほしい 。 後ろ 
の dx と いう の は 変数 x に つい て 積分 する と 
いう こと を 表す も の で 縁起 も の と 考え て お 
け ば よい 。 これら の 式 で は x が ーー ァ ー ァ ま 
で の 区 間 で 各 関 数 の x 軸 と 囲む 面積 が いく 
ら で あ る か を 表し て いる 。 x 軸 より 下 の 部 
分 は マイ ナス の 面積 と し て 考え て ほし い 。 

と いう わけ で , (1) か 6 ら (6) ま で の 方 程 式 の 
グラ フ を 図 4 に 示す 。 ち な み に m, n は 目 
然 数 で あれ ば な ん で も よい の で ,。 も っ と も 
単純 な か だ ち , n=1。m=1 と し た 。 

いま , 関数 f (x) が すべ て の 実数 値 に 対し 


- て 定義 きれ , 周期 が 2z で ある と する 。 この 


と き f(x) が 三角 級数 , 


f (x ) = ライ (an cos nx 十 bi sin nx) 


= ラサ (ai cos x 十 bi sin x) 


+ (az cos 2x 十 bz sin 2x) 十 …… 

十 (an cos nx 十 ba sin nx) 十 …… 
と いう か た だ たち で 表 き る れ た と する 。 この 式 の 
両辺 に 1 , cos mx, sin mx を それ ぞ れ か 
け て , 形式 的 に 項 別 積分 びき る も の と 考え ぇ 
て 計算 する と 。 


[fax ー テ / dx=zai (1) 
/fG)cos mx dx 


co 4 
=Zan / cos nx*cos Mx dx=zanm 
n=1l ーー 


(2, 3, 5) 


[ fesin mx dx 


oo x7 
=XZb / Sin nx*sin mx dx ニ ァ bn 


(2, 4,5) 
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これ ら を まとめ る と 周期 2z の 関数 は , 


f()< テ +(a cos nx 十 b。』 sin nx) 


た が し; 
] 7 
am ニー / fx)cos nx dx 
(n=0,1,2) 
= テリ fsin nx dx 


(i=1;2,3) 
と 表 る れる 。 こ れ が フー リエ 級数 展開 だ 。 
さて , フー リエ 級数 の 展開 法 は わか っ た 
が , ここ で 用 いる の は 区 間 2z ヶ で は な い 関 数 
の 展開 法 で ある 。 そこ で 区 間 が 任意 と 考え 
た 場合 の フー リエ 級数 展開 を 考え て みよ 2 う 。 
まず , 周期 を と 置く 。 す る と 基準 の 区 
間 が | 一 2T、。 1/2T| と な る の て で て, 以下 の 
ょ うに 変数 変換 を 行う 。 


#= 宣 * = 2 


この 結果 , x の 区 間 [一 1/2T, 1/2T] 
は と の 区 間 [一 z ヶ z, ヶ ] に 移 き れる 。 き て , 
の とき 

くい 


で ある こと を 考え て 先ほど の 式 を 書き 換え 
て みる と , 周期 な る 関数 f(x) の フー リエ 
級数 は , 


f(x) 用 9 (a cos Ex 十 bn sin Ex) 
だ た だ が し 。 
1/2T 
aa= 示 / f(x)cos Ex dx 


(n=0, 1.2, eeeeee ) 


1/2T 
b= 才 fG)sin を 


と x X 
1/2T d 


(n 三 1.2.3, の ) 


と な る 。 

これ を 実際 に アキ マ の 方 法 で 算出 し た 関 
数 に 適用 すれ ば , 求め る 波形 分 析 が 可能 に 
な る わけ だ 。 と いう こと て , まだ 計算 だ が 
今回 の 式 は 複雑 な の で と て も 文中 に は 挿入 
で き な い (難解 で は な い が )。 詳 しく は 図 5 
を じ つ ちく て りん 見 て いた だ だ きだ い 。 

な お , リス ト 4 は リス ト 2 と 同様 な 使用 
大 だが; NN 線 が sin 成 分 , 青い 
線 が cos 成 分 を 表す 。 デ ー タ は 32 倍 波 ま で し 
か 取っ て いな い (それ 以上 が 必要 と は 思わ 
れ な い が ) も の すご さく 定 いい プロ グラ ム な の 
で 解析 は 元 の 数 式 を 頼り に 行っ て ほし い 。 
間違っ て も リス ト を 読も うと し て は いけ な 
い 。 


今回 は きま ざま な 方 法 に より ADPCM で 
音 を 合成 する こと を 試み た 。 特 に 中 心 と な 
っ だ の は 周波 数 変調 に つい て だ が , この 部 
分 きん クリ ア し て し まえ ば 音量 調節 や 経時 
的 変化 な と ど は 比較 的 簡単 に 解決 で きる も の 
で ある 。 

AD PCM の 問題 点 は 量子 化 ビ ッ ト 数 が 
4 ビット と 小さ る く , 音質 が いま いち と いう 
こと で あろ う 。 これ は サン プリ ング 周波 数 
を 上 げ る こと が で きれ ば 解決 され る 問題 だ 
だ た と ぇ えば サン ブリ ング 周波 数 が 現在 の 8 倍 
AA 理論 的 に は CD と 同等 の 音質 を 
得る こと が で きる 。 つ まり ,1/8 倍 速 で サン 
プリ ング し て 処理 し , 8 倍速 で 再生 し て や 
れ ば よい わけ だ (7? )。 こ うい っ た も の は 実 
用 的 で は な い が , や ろう と 思え を ば サン プリ 
ング に 不可 能 は な い の だ 。 要 は 心意気 。 こ 
れ を 機会 に X68000 の も う ひ と つの 音楽 デバ 
イス を 見 直し て みて ほし い 。 
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特集 音 の 数 学 


時 集 真夏 の 夜 の 数 値 演算 
数 値 賃 算 プ ロ セ ッ サ の 活 月 


X68000 で 数 値 演算 と いえ ば , 68881 を 使っ 
し か し , FLO AT3. 人 ) 
は な いで し ょ うか 。 そこ 


すでに ご 存じ の よ うに, X68000 で は 浮動 
小数 点 演算 は FLOATn.X と いう デバ イス ド 
ライ バ に よっ て 実行 し ます 。 こ れ は 68020 の 
コード の うち の FE 系 列 に あたる ユー ザー 
定義 コブ プロ セッ サ 命 令 を 用 いる こと で デバ 
イス ドラ イ バ を 呼び 出し , 演算 を 実行 し て 
いま す 。 

も と も と , こう いっ た 命令 は 68000 に と っ 
て は 未 実 装 命令 で す の で 実行 し よう と する 
と トラ ッ プ が 発生 し , 所 定 の 例外 処理 ルー 
チン に 制御 が 移さ れ ま す 。 その 飛び 先 て で 実 
数 演算 まとめ て 行え ば , デバ イス ドラ イ 
バ の 交換 で , 浮動 小数 点 演算 プロ セッ サ を 
つり だ マシ ン と つけ て いな い マ シン と て 。 
まっ た く 〈 く 同じ オブ ジェ クト コー ド が 実行 で 
きる わけ で す 。 こ - れ が X68000 の 数 値 演算 の 
方 使 で す よ 。 

ちな み に , 68020 の F 系 列 の 命令 コー ド 
(命令 コー ドガ が 16 進数 の で 始ま る も の ) 
は , 


15 | 9 5 3 0 


モー ド 
コ プ ロ ID 
F(11118 ) 


の ょ うな 構成 に な っ て お り ,「FE 系 列 の 命 
令 」 と は コ プ ロ セッ サ ID 番 号 が 7 番 に あ た 
る コ プ ロ セッ サ を 動か す た め の 命令 に 対応 
し ます 。 同 様 な 方 法 に よる 0S の ファ ンク シ 
ョ ンコ ユ コール は FE 系 列 の コー ド を 使っ て いま 
し た が , これ も ID 番号 7 に あ だ た る コブ プロ セ 
ッ サ 用 命令 エニ リ ア を 使用 し て いる わけ で す 。 
Macintosh の Toolbox 呼 び 出 し を 見 て も わか 
る よう に , こ うい っ た 手法 は 68000 系 プロ セ 
ッ サ の ファ ンク ショ ンコ ユー ル の 常 奏 手 段 
いえ る も の で し ょ う 5。 | 
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と つ 実 行 琴 て 直営 


コ プ ブ プロセ "* 


それ て は , こう いう と き 決 まっ て 引き 合 
い に 出 さる れ る,68020 の コブ プロ セッ サイ ンタ 
フェ イス と いう も の に つい て , ざっ と 解説 
し て み ま し よう 。 

現在 , モト ロー ラ か ら コ プロ セッ サ と し 
て 発表 る きれ て いる の は メモ リ 管 理 ユ ニッ ト 
68851 (DO) と 浮動 小数 点 演算 プロ セッ サ 
68881, 68882 (ID1) だ け で す が , 68020 で 
は ユー ザー が 自由 に コ プ ロ セッ サ を 設計 で 
きる よう に 。 コ ヨン ロモ セッ サイ ンス メラ フェ イス 
が 公開 る れ て いま す 。 これ は メイ ンプ ロ セ 
ッ サ と どの よう に デー タダ を や り と りす る か , 
コ プ ロ セッ サ に 必要 な ハー ドウ ェ ア は な に 
か な ど と いっ た 情報 を まとめ て 表し だ も の 
Mk 

まず , すべ て の コ ユ プ ロ セ ッ サ は 図 1 の よさ 
うな レジ スタ を 備 を て いな けれ ば な り ま せ 
ん (一 部 は 省略 可 )。 コ プロ セッ サ を 組み 込 
ん で ある 場合 , まず MPU は 命令 を デコード 
し , F 系 列 の 命令 か どう か を 確認 し て F 系 
列 の 命令 な から ば , コ プ ロ セッ サ の コマ ンド 
レジ スタ に コマ ンド ワー ド を 書き 込み ます 。 
コ プ ロ セッ サ は コマ ンド を 評価 し 。 パラ メ 
ー タ に 応じ て メイ ンプ ブロ セッ サレ と 双方 向 通 
信 を 始め ます 。 先ほど 示し た F 系 列 の 命令 
の 直後 に は コマ ンド ワー ド が , その 後ろ に 
は 拡張 ワー ド 和 群 が 並 ん で いま す が , これ ら 
の 命令 は 次 々 と コ プ ロ セッ サ に 送ら れる わ 
け で す 。 

68020 で は アセ ンプ ブラ の 1 命令 で これ ら 
の 動作 が 自動 的 に 行わ れ ま す が , 68000 な ど 
で は こう いっ た 操作 を プロ グラ ム に よっ て 
エミ ュ レ ー ト し な けれ ば な り ま せん 。 


688 に 3 


X68000 の 数 値 演 算 ボ ー ド に 取り 付け 6 
れ て いる 68881 浮動 小数 点 演算 プロ セッ サ 
の 演算 フォ ー マ ッ ト は IEEE754 と いう 2 進 
浮動 小数 点 演算 規格 に 完全 準拠 し て いま す 。 
ま た , 68881 は 独自 の 内 部 レジ スタ と し て 浮 
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Nagai に Kiyoshi 長井 清 
Hirano Teruhiko 平野 昭 比 古 
Nakano Shuichi 中 野 修一 


動 小数 点 演算 用 に 8 つの 80 ビ ッ ト レ ジス タ 
(FP0 一 7) と ステ ー タ スレ ジス タ , 制御 
レジ スタ 。 命令 アド レス レジ スタ を 備え て 
いま す 。 

まず は 浮動 小数 点 レ ジス タ か ら 見 て み ま 
し ょ う 。 通常 ,X68000 の 浮動 小数 点 演算 と 
いえ ば , 64 ビ ッ ト の 倍 精 度 演算 を 指し ます 
が , 68881 の 内 部 で は すべ て の 演算 は 96 ビ ッ 
ト の 拡張 精度 演算 で 行わ れ ま す (実際 に は 
96 ビ ッ ト の うち の 80 ビ ッ ト 分 だ けが 使わ れ 
る )。 拡 張 精 度 の フォ ー マ ッ ト を 以下 に 示し 
ます 


95 34 80 63 0 


仮数 部 64 ビ ッ ト 
未 使用 
指数 部 15 ビ ッ ト 
符号 ビッ ト 

未 使 用 の 部 分 は 将来 的 な 拡張 用 と いう こ 
と で あり , 使用 する 際 に は 0 で 埋め る よう 
に 指導 る れ て いま す 。 

ステ ー タ スレ ジス タ や 制御 レジ スタ は 32 
ビッ ト の レジ スタ を 1 バイ ト ず つ 4 つ に 分 
け て 別々 の 目的 に 使用 きれ ます 。 これら は 
例外 処理 な どの 際 に 使用 きれ た り , フラ グ 
の 役目 を する レジ スタ で す 。 最 後 の 命令 ア 
ドレ スレ ジス タ は 68020 と 並行 動作 し て い 
る 際 の 浮動 少数 点 例 外 発生 アド レス を 調べ 
る だ た め に 使わ れ ま す 。 こ の あたり の 詳し い 
と ころ は 「『MC68881 ユ ー ザ ー ズ ・ マ ニュ ア 
ル 』 を 参照 し て くだ さい 。 


命令 セ つい て 


68881 は 1 個 の MPU な の で す が , 数 値 演 
算 専 用 に 68020 と 組み 合わ せ て 使う こ 
意識 し て 作ら れ て いる だ め , ふつ う の マ イ 
生生 
こと は で きま せん 。 データ の 移動 や 演算 , 
分 岐 命令 は あっ て も i 自体 で は アド レ 
ス 計 算 は 行う こと は で きず ,68020 に 対し て 


オペ ラン ド を 有 要求 する わけ で す 。 命 令 は 大 
きく 〈, 入出 力 (デー タ 転 送 ) 命令 , レジ ス 
タ 間 デ ー タ 転送 命令 , 単項 / 二 項 演算 命令 , 
分 岐 命令 な ど を 備え て お り , ふつ う の CPU 
が 整数 の 加算 を 行う よう に , や す や す と 倍 
精度 関数 演算 わこ な し て し まい ます 。 

は っ きり いっ て この 68881 と いう 石 は 利 
日 な 石 で す 。 内蔵 る され た 関数 は BASIC の を 
れ よ り も 多く ,Hyperbolic tangent (双曲線 
正 接 ) を 求め る と いっ た 操作 な ら , BASIC 
や C 言 語 を 使う より も アセ ンプ ブラ の ほう が 
簡単 か も し れ ま せん 。 


FLOj 


十 .X 


以前 , X68000 に X1turbo の WORD POW 
ER を 移植 し た 長井 きん に よる プロ グラ ム 
で す 。 プ ログ ラム の 名 前 か ら だ いた い の 見 
当 は つく 《 で し ょ う が , FLOAT3.X を 解析 
し て 無駄 と 思わ れる 部 分 を 改善 し た も の が 
この FLOAT3 十 で す 。 基本 的 な アル ゴリ 
ズム は 同じ で も , 平均 25 多 程度 速度 が 上 が 
り , か つ ブ ログ ラム サイ ズ も 小さ く な っ て 
いま す ( 注 :: 十 は 全角 で す )。 
令 な が ら ツ ー ス リス ト を 掲載 する スペ 
ー ス が な い の で す が , 62K バ イト に 及ぶ 逆 
アセ ンプ ブル リス ト と 格闘 し た 長井 さん に は 
まっ た く 脱 帽 で す 。 こ の プロ グラ ム で は 明 
図 1 コ プ ロ セッ サ の レジ スタ 


自己 平方 フラ クタ ル 


ら か に 無駄 と 思わ れる フラ グチ ェ ッ ク は し 
な い , で きる だ け レ ジス タ を 使用 する よう 
に 心がけ る と いっ か た 方 針 で ブログ ラム され 
て いま す 。 数値 演算 プロ セッ サ を 入手 され 
て いる 方 は ぜひ 活用 し て みて くだ さい ( ダ 
ンプ リス ト は 6 月 号 の マシ ン 語 入力 ツー ル 
を 使用 し て 打ち 込ん で くだ さい )。 

以下 に FLOAT2.X, FLOAT3.X, FLOA 
T3 十 .X に よる 演算 速度 変化 を 見 て み ま し ょ う 。 

より 現実 的 な ゲ プログ ラム で 実験 し て み ま 
し ょ う 。Oh ! X1988 年 2 月 号 に 掲載 され た 
自己 平方 フラ クタ ル の プロ グラ ム を 実行 し 
た 結果 , FLOAT2.X (68881 な し ) で は 18 時 
間 16 分 4 秒 , FLOAT3.X で は 9 時 間 20 分 45 秒 , 
を し て FLOAT3 十 .X で は 5 時 間 44 分 31 秒 と 
だり まし だ 。 

市 販 の ソフ トウ ェ ア に 対し て は どう で し 
ょ うか 。 以 下 は C-TRACE68 で レイ トレ ー シ 


C-TRACE68 の 実行 結果 


ング を 行っ た 際 の , 描画 時 間 を 比べ た も の 
で す (SAMPLE 2, AREA 三 512 X512, ST 


EPー2.2) 。 
FLOAT2.X 9 時 間 26 分 45 秒 
FLOAT3.X 3 時 間 18 分 28 秒 
FLOAT3 十 .X 2 時 間 25 分 41 秒 


当然 な が ら , 浮動 小数 点 演算 プロ セッ サ 
な し の 場合 は 圧倒 的 に 遅い こと が お わか り 
で し ょ う 。 い ま の と ころ , FLOAT3 十 .X で 
も ほとん どの ソフ ト は 支障 な (動作 する よ 
の あら 

8086 系 の マシ ン で は コン パイ ラ な ど で 8087 
オォ オプション を 指定 する と, 劇 的 に 高速 化 き 
れる の に 対し て , X68000 で は それ ほど 極端 
に は 速く な り ま せん (も ちろ ん , 80x86 マ シ 
ン 用 の コブ プロ 対応 プロ グラ ム を コブ プロ を 持 
た な い マ シン て 実行 すれ ば 一 生か か っ て も 
結果 は 出 て きま せん か ら , 一 概 に 遅い と は 


特集 FLOAT3+.Xx アア ? 


いえ ませ ん が )。 その 代わ り 。 と どの マシ ン て 
も 同じ オブ ジェ クト が 実行 で き , 数 値 演算 
ボー ド を 組み 込む だ け で すべ で て の アプ リ ケ 
ーション が 高速 化 > き れる の で す 。 将来 , 688 
82 ボ ー ド と 専用 ドラ イ バ が 出現 し て くれ ば , 
も っ と 楽し て な る こと で し ょ う 。 

ま た, 今回 の FLOAT3 十 .X の 例 を 見 て も 
わか る よう に , デバ イス ドラ イ バ の 部 分 が 
最適 化 き され て いく と , ハー ドウ ェ ア が 同じ 
で も すべ て の も の が 高速 化 る され て いく の で 
す 。 こ うな る と , FLOAT2.X も 最適 化す れ 
ば も っ と 速く な る の で は な いか と いう 気 が 
し て きま せん か ? と いう わけ で , FLOA 
T2 十 .X な ど 作 っ て みた だ いと いう 方 も 歓迎 い 
だ しま よる 

参考 まで に 68000 で 68881 ア モン ブリ 言語 
か ら 直 接 扱う た め の マ クロ 和 群 を 紹介 し まし 
ょ う (リス ト 2 FPPMAC. H)。 これ は 平野 
さん の 投稿 に よる も の で , 演算 プロ セッ サ 
に 対し 直接 的 な 操作 を する こと で 68881 の 
能力 を 十分 に 引き 出す こと が で きま す 。 

これ ら の マク ロ は , 具体 的 に は コ プ ロ セ 


(4 onix 1988:8. 


ッ サ と メイ ンプ ロモ セッ サ 間 の デー タ 転 送 を 
行う 命令 群 が 用 意 き れ て いま す 。 数 値 演算 
プロ セッ サ の デバ イス アド レス 指定 は A 5 
を 用 いて 行わ れ て いま す が , これ は アセ ン 
ブル 時 に 発生 する アプ ソリ ュー ト ア ドン レシ 
ング と いう 警告 を できるだけ 少な くす る た 
めで す 。68881 の デバ イス アド レス は ユー ザ 
ー モ ー ド か ら ア クセ ス で き な い 領域 な の で , 
必ず スー パー バイ ザ モ ー ド に 切り 換え て か 
ら 実 行 せ ね ば な り ま せん 。 

マク ロ の 定義 部 を 見 れ ば お お よそ の 使い 
方 は わか る と 思い ます が , 具体 的 な 使用 例 
と し て 2 月 号 で 掲載 され た 自己 平方 フラ ク 
タル の プロ グラ ム を リス ト 1,2 に 挙げ て お き 
ます 。 FLOAT3 十 .X が 多少 速い し と いっ て も $, 
石 の 性 能 を 考え る と 十 倍 の 速度 で も お か し 
〈 は あり ませ ん 。 参考 まで に この マク ロ を 
使っ て 68881 を 直接 ドラ イブ し て や る 場合 
この フラ クタ ル 図 形 を 描き 終 を る まで て 1 時 間 
と か か り ま せん 。 気持ち が いい ほ どの 高速 
る で す 。 

実行 方 法 は 前 も っ て FRFPP.S を ア ャ ンプ 


ル し て お き 。, 

CC FRACT.BAS FRFPP.O 
と し て 。 コン パイ オイラ て リン ク し て て だ さい 。 
これ で 実行 ファ イル FRACTJX が で き あ が 
り ま す 。 

この よう に する と 確か に 計算 速度 は 向上 
する の で す が , プ ブログ ラム の 実行 に は 68881 
が 必須 と な り ま す 。 ど の よう な マシ ン で も 
まっ た だ た 〈 く 同じ プロ グラ ム が 動作 す る FLOA 
Tn. XX の 発想 に 比べ る と 美しく て な いこ と は 
否定 で きま せん 。 和 上 自分 ひと り で て 使う こと し 
か 考え な い の で あれ ば と も か く , 少し で も 
他人 に 見 せる こと を 考え る な ら , ハー ドウ 
ェ ア チ ェ ッ ク を 行っ て 2 種類 の 演算 処理 部 
を 切り 換え る と いっ た 処理 が 必要 と な る で 
に ポッ 
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pp 乱数 で メロ ディ を 作る の に よく 似 た アイ デア で あら か じ め 作 っ て お いた 曲 の 断片 を 指揮 


者 の イン スピ ビレ ーション で つない で いく と いう も の が あり ます 。 あ の ワル ツモ ヨハ ン ・ シ 
ュ ト ラウ ス の 常 動 曲 し いう 曲 で す ( 昔 「 オ ー ケ スト ラ が や っ て きた だ た 」 の テー マ 曲 で 使わ れ 
0 属 真人 (24) 京都 府 


: F8 1A19 0003 4E 75 42 80 4C DF : B3 1D19 4E 75 BO 81 4E 75 2F 00 : EE 
: 54 1A18 99 86 4E 75 48 E7 61 99 : D9 1D18 92 9F 7F FF FF FF 67 94 : 88 
: 9B 1420 61 08 4A 8 66 E4 29 91 : 9E 1D20 98 49 99 1F 4E 75 98 89 ・: B2 

: 35 1A28 60 D6 2F 92 34 91 C4 CO : 29 1D28 99 1F 4E 75 48 E7 69 90 : 71 
33 1A39 2F 92 42 A7 24 99 48 42 : C8 1D39 61 96 4C DF 00 96 4E 75 : 5B 
・ 4E 1A38 C4 C1 D5 AF 99 02 64 902 : 71 1D38 22 00 E9 99 EB 99 C2 BC : A6 
・ 69 1A49 52 57 24 91 48 42 C4 CO : DC 1D40 99 99 9 の FF 92 3C 99 7F : 4C 
: CE 1A48 D5 AF 09 02 64 92 52 57 : 95 1D48 65 20 B2 3C 99 17 64 1C : 9A 
・ 88 1A59 48 4 48 41 CO C1 DO 9F : 91 ID50 24 3C 99 80 00 99 2F 99 : OF 

・ 29 1A58 22 1F 24 1F 4E 75 48 E7 : 76 1D58 92 97 7F 89 99 99 E2 AA : 24 
3E 1A69 71 99 2E 00 67 20 6A 02 : 92 1D6 の 9 53 82 46 82 CO 82 80 9F : FE 
: AA 1A68 44 80 B3 87 4A 81 67 2A : 5A 1D68 4E 75 42 89 4E 75 48 E7 : 77 
・ F3 1A70 6A 92 44 81 61 6A 4A 87 : CD 1D79 69 00 4A 89 6B BA 24 99 : 73 
9B 1A78 6A 9C 44 8 92 3C 99 FE : 76 1D78 2F 92 61 BC 24 1F B4 89 : C5 
EC89 SUM: 84 F2 71 12 64 OA 14 AE B737 SUM: 79 35 BC 99 63 D4 67 FC B309 
39 1A89 4C DF 09 8E 4E 75 BO BC : E8 1D89 67 94 61 00 98 94 4C DF : 903 
9B 1A88 89 09 00 00 66 EE 53 80 : A7 1D88 99 96 4E 75 48 E7 69 99 : 58 
: 12 14A90 44 FC 00 03 4C DF 99 8E : FC 1D99 4A 89 6A 9C 22 00 61 14 : 67 
: El 1A98 4E 75 4C DF 00 8E 99 3C : B8 1D98 61 00 FF 1A C3 40 67 96 : EA 
: 66 14A0 00 01 4E 75 48 E7 71 99 : 64 1DA9 61 96 61 00 97 F8 4C DF : 82 

06 D5 1AA8 2E 00 67 DA 6A 92 44 80 : 9F 1DA8 00 06 4E 75 48 E7 69 99 : 58 
17B0 4E 75 98 80 99 1F 32 3C : D8 1ABO 4A 81 67 E6 6A 92 44 81 : 49 1DBO 22 00 24 00 EB 99 E9 99 : 4C 
17B8 9 97 E2 88 E2 91 51 C9 : FE 1AB8 61 26 4A 87 6A 92 44 82 : 8A IDB8 C2 BC 99 00 99 FF B2 3C : 6B 
17CO FF FA DO BC 38 99 99 99 : BD 1ACO 20 02 4C DF 99 8E 4E 75 : 9E 1DC の 9 99 7F 65 36 B2 3C 99 96 : 9E 
17C8 42 41 4E 75 48 E7 30 99 : A5 1AC8 48 E7 71 00 4A 89 67 QA : DB 1DC8 64 3A CO BC 99 7F FF FF : 97 
17D9 61 96 4C DF 99 QC 4E 75 : 61 1ADO 4A 81 67 C6 61 9A 902 3C : Al 1DD の 6 E3 88 53 41 B2 3C 99 7F : 6C 
17D8 24 00 ED 9A ED 9A C4 BC : B2 1AD8 99 FE 4C DF 00 8E 4E 75 : 7A 1DD8 64 F6 98 00 99 17 66 06 : ES 
17EO 90 99 07 FF 94 7C 93 FF 18 1AEO 2F 93 42 82 76 1F E3 88 : Fe6 IDE の 4A 89 66 EC 6 の 1E CO BC : 16 
17E8 65 34 B4 7C 99 34 64 32 : 93 1AE8 E3 92 B4 81 65 96 98 CO : DD 1DE8 00 7F FF FF 4A 82 6A 94 : B7 
17F の B4 7C 00 14 62 12 42 81 : 7B 1AFO 99 99 94 81 51 CB FF FO : 20 1DFO 82 7C 91 99 E8 99 EA 99 : 93 
17F8 26 3C 00 10 99 99 E4 AB : 01 1AF8 26 IF 4E 75 2F 99 92 9F : D8 1DFS 80 81 92 3C 00 FE 4C DF : 68 
SUM: 58 A9 BB B2 E2 21 96 54 AB46 SUM: 21 14 FA A9 8C 53 31 99 48CD SUM: 4E 15 D3 FA 65 E7 89 FF DB1E 
46 83 CO 83 4E 75 : A5 1B00 7F FF FE FF 66 94 4A 81 : Bl 1E00 00 06 4E 75 42 89 4C DF : B6 
99 15 26 3C 89 99 : 97 1B98 67 94 08 49 00 1F 4E 75 : 95 1E08 00 96 4E 75 4A 80 6A 14 : 11 
E4 AB 53 83 46 83 : 2E 1B19 98 80 00 1F 4E 75 48 E7 : 99 1E10 BO BC 80 99 99 99 67 98 : 5B 
33 74 14 60 DA 42 8 の : C9 1B18 A9 00 4A 81 66 9A BO BC : 47 _ 1E18 20 3C BF 80 00 99 4E 75 : 5E 
2 81 4E 75 48 E7 30 99 : E5 1B20 80 99 99 00 66 92 42 89 : AA IE2O 42 89 4E 75 4A 89 67 96 : BC 
89 6A A4 24 00 26 01 : 23 1B28 4A 83 66 9A B4 BC 8 09 : 2D 1E28 20 3C 3F 80 00 99 4E 75 : DE 
9 61 99 03 3A C5 49 : 64 1B30 99 00 66 92 42 82 61 96 : 93 1E3 の 20 3C 49 49 OF DA 4E 75 : 91 
67 OE 61 9A 24 3C : D8 1B38 4C DF 09 95 4E 75 2F 99 ・ 22 1E38 48 E7 49 00 22 3C 40 49 : 56 
F00000 76 00 61 99 : 96 1B40 B5 9F 6B OE 4A 80 6A 1E : 1F 1E40 OF DA 61 00 96 94 4C DF : OF 
-A8 4C DF 99 0C 4E 75 : AB 1B48 61 1C 67 20 9A 3C 99 F9 : 43 1E48 00 02 4E 75 48 E7 80 09 : 74 
ER7 30 99 4A 80 6B 00 : 94 1B59 4E 75 2F 9 の E3 D7 58 8F : 93 1E5 の 9 29 01 61 9 の 9 FE 60 67 24 : 6B 
24 09 26 91 61 32 : 55 1B58 64 06 44 FC 99 F9 4E 75 : 66 1E58 61 00 FF 52 61 99 FE 56 : 67 
93 9C C5 49 C7 41 : 7D 1B69 02 3C 99 99 4E 75 B9 82 : 33 1E60 67 34 4C DE 00 91 61 00 : 28 
24 00 ED 9A ED 9A : BB 1B68 66 92 B2 83 4E 75 4A 89 : 2A : 1E68 FE 4C 67 1A 61 99 97 B2 : E5 
00 90 97 FF B4 7C B6 1B79 6B 9A 66 96 4A 81 92 3C : EA 1E7 の 9 65 12 61 99 66 64 65 OC : B3 
64 10 61 99 FF 60 : 6B 1B78 99 17 4E 75 48 E7 80 99 : 89 1E78 6 の 99 07 9A 58 8F 20 3C : 44 
49 79 69 3D 77 53 1AFE SUM: 3F 7A C8 18 29 35 6E 78 21ED SUM: 54 52 12 92 73 65 CC FC 4F8E 
3F FO 90 00 76 9 : 065 1B80 02 9F TF FF FF FF 66 94 : 87 1E80 3F 80 00 00 4E 75 4A 81 : 4D 
9 09 5A 4C DF 99 9C : FB 1B88 4A 81 67 EE 99 3C 00 08 : 64 1E88 6A FA 20 3C TF FF FF FF : 3C 
48 E7 30 00 24 09 : 46 1B99 4E 75 20 3C 69 65 65 65 ・: B7 1E90 44 FC 99 05 4E 75 4C DF : 33 
ED 9A ED 9A C4 BC : B4 1B98 22 3C 66 70 63 79 4E 75 : CA 1E98 99 91 48 E7 21 00 4E 56 : F5 
97 FF B4 7C 93 FF : 38 1BA の 9 DO BC 99 99 80 99 BO BC : 78 IEAO 00 00 48 E7 80 99 2F 9 の 1 : DF 
B4 7C 94 33 64 4 の : AC 1BA8 9 91 9 90 65 04 79 FF : D9 IEAS 98 81 00 1F 20 の 1 61 09 : 2A 
00 OF FF FF E3 89 : F5 1BBO 4E 75 48 E7 40 00 CO BC : AE 1EBO F8 OC 65 1E 2E 00 61 49 : 56 
53 42 B4 7C 93 FF : 3A 1BB8 00 90 FF FF E5 88 72 01 : DE 1EB8 65 18 4A 9F 6A 9C 22 09 : FE 
98 00 90 14 66 OA : E4 1BCO 08 80 00 02 67 02 72 93 : 68 1ECO 20 3C 3F 80 00 00 61 00 : 7C 
66 EA 4A 81 66 RE6 : 31 1BC8 808123 C9 99 99 1C 96 : 06 1EC8 96 1C 4E 5E 4C DF 00 82 : 7B 
CO BC 9 OF FF FF : 97 1BD の 4C DF 00 02 42 8 4E 75 : B2 1EDO 4E 75 49 CO 4A AE FF F8 : B2 
6A 94 84 7C 98 09 : 43 1BD8 61 24 48 E7 30 99 61 99 ・ 45 1ED8 6A 94 98 40 00 91 98 00 : BF 
EC 9A 80 82 092 3C 4C 1BEO FD 1A 24 3C 40 FQ 00 09 : A7 1EEO 00 01 66 08 42 80 44 FC : 71 
4C DF 99 QC 4E 75 : F8 1BE8 76 00 61 00 06 1C 4C DF : 24 1EE8 00 01 60 DE 20 3C TF FF : 19 
42 81 4C DF 00 9C : BC 1BFO 99 9C 4E 75 61 98 CO BC : B4 1EFO FF FF 44 FC 99 93 60 D2 : 73 
4A 89 67 54 48 E7 : 77 1BF8 00 00 7F FF 4E 75 48 E7 : 79 1EF8 4A 87 67 22 98 97 99 99 : 69 
SUM: D5 DB E7 BB D5 84 16 22 49CF SUM: 82 2D 70 DA A3 A7 FC 5E 2B91 SUM: 79 75 A5 CD 74 4A 81 3D CD19 
1900 30 00 42 81 26 00 C6 BC : 9B 1C90 40 8 41 FA 99 42 2F 1 : 7C 1F99 67 19 53 87 67 1C 61 FO : 25 
1908 89 69 99 00 4A 89 6A 02 : B6 1C98 20 10 22 3C 99 00 93 83 : 14 - IFO8 65 C8 22 2E FF FC 69 99 : D8 
1919 44 89 74 OB 4A 82 67 98 : 7E 1C19 61 99 FE 9A CO BC 99 93 : E8 1F1 の 05 C8 E2 8F 61 E2 65 BA : A9 
1918 FE2 88 E2 91 53 82 69 F4 : 96 1C18 FF FF 20 89 20 1F 42 81 : AQ 1F18 22 99 69 00 05 BC 42 89 : 95 
1920 34 3C 94 1E CO BC 99 1F : 2D 1C29 E2 88 E2 88 Dl 41 4C DE  : 11 1F20 4E 75 20 2E FF FC 4E 75 : CF 
1928 FF FF 98 9 00 14 66 QE : 8E 1C28 9@1 02 4E 75 61 DO 48 E7 : 26 1F28 48 E7 20 00 40 E7 65 52 : 2D 
1939 E3 89 E3 99 53 42 69 F2 : C6 1C30 40 9 61 00 FA 4C 22 3C : 45 1F30 24 09 C4 BC TF FO 99 99 : 13 
1938 C4 BC 9 9 97 FF CO BC : 692 1C38 47 89 99 99 61 99 68 A6 : DG6 1F38 67 00 00 8A B4 BC 47 FO : 98 
1940 90 9F FF FF EC 9A EC 9A : 19 1C49 4C DF 9 92 4E 75 99 99 : FQ IF49 00 99 64 99 99 8C B4 BC : 69 
1948 8 82 89 83 4C DF 99 9C : 3C 1C48 99 91 61 99 03 A6 61 99 : 6C 1F48 38 10 99 99 65 99 00 96 : 43 
1959 4E 75 42 81 4E 75 48 E7 : 78 1C50 F3 BC 4E 75 61 9 93 9C : 72 1F5 の 0 4A 80 6B 94 61 58 60 OC : 5E 
1958 68 00 24 99 ED 9A ED 9A : 9A 1C58 61 99 F3 DC 4E 75 61 99 : 54 1F58 98 89 69 1F 61 5 の 8 の BC : 94 
1960 C4 7C 97 FF 94 7C 93 FF : 58 1C60 03 92 61 00 F2 CQ 4E 75 ・ 6B iF60 80 00 00 00 24 00 98 82 : 2E 
1968 65 36 B4 7C 00 1F 64 38 : 86 1C68 48 E7 49 00 61 00 93 84 : 57 1F68 99 1F B4 BC 7F 80 99 99 : 8E 
1970 48 E7 99 00 26 00 42 89 : 47 . 1C7 の 61 99 F3 F2 61 909 92 B2 : 5B 1F7 の 64 5E B4 BC 00 7F FF FF : AF 
1978 38 3C 99 QA E3 89 E3 93 : 60 1C78 4C DE 99 92 4E 75 48 R7 : 1F 1F78 65 6A 46 DF 4C DF 00 94 : 23 
SUM: 8F 63 B7 53 37 41 2A 96 4A682 SUM: C2 8D 48 04 6F 3F 92 ED 1BBC SUM: ET F3 38 32 54 57 FD 89 0B49 
1989 51 CC FF FA 08 C3 99 1F : 99 1C8 の 49 99 61 99 EE 10 61 99 : 99 1F8 の 4E 75 67 9C 6B 1C 69 48 : 6E 
1988 E3 8B E3 90 51 CA FF FA : F5 1C88 92 AO 4C DF 99 02 4E 75 : 92 1F88 61 99 FB E4 67 56 60 A9 : FD 
1990 4A 9F 6A 92 44 89 02 3C : 57 1C9 の 48 E7 49 00 61 99 FO 06 : C6 1F9 の 46 DF 4C DF 99 94 20 3C : BO 
1998 99 FE 4C DF 99 08 69 92 : 93 1C98 61 00 92 8E 4C DF 99 92 : 1E 1F98 7F FF FF FF 44 FC 00 65 : C1 
19A9 42 89 4C DF 00 16 4E 75 : C6 1CA9 4E 75 2F 91 61 99 03 4C : A3 1FAO 4E 75 46 DF 4C DF 99 94 : 17 
19A8 66 1C 4A 89 6A 18 B9 BC : 3A 1CA8 61 99 EC C2 61 99 92 7A : EC 1FA8 44 FC 00 99 4E 75 90 BC : 58 
19B の 9 Cl E9 99 00 66 10 C2 BC : 95 1CB の 22 1F 4E 75 4A 8 6A 1 : 48 1FB ひ 38 00 99 00 34 3C 99 92 : AA 
19B8 FF EQ 99 99 66 98 29 3C : A9 1CB8 48 E7 89 99 02 9F 7F FF : CE 1FBS E3 89 E3 90 51 CA FF FA : F3 
19C0 80 99 99 00 6 DC 4C DE : E7 ICCO FF FF 67 94 99 3C 99 98 : AD 1FCO 42 81 4E 75 46 DF 42 81 : 6E 
19C8 99 16 44 FC 00 93 4E 75 : 1C 1CC8 4E 75 48 E7 C0 99 BO BC : 1E 1FC8 42 80 4C DE 00 94 4E 75 : B4 
19DO 48 E7 61 99 2E 99 67 3C : 61 1CDO 89 99 99 99 66 92 42 89 ・: AA 1FDO 46 DF 42 81 20 3C TF FF : C2 
19D8 6A 92 44 8 B3 87 4A 81 : 35 1CD8 B2 BC 89 99 99 990 66 92 : 56 1FD8 FF FF 44 FC 00 03 4C DF : 6C 
19REO 67 32 6A 92 44 81 61 42 : 6D 1CEO 42 81 61 96 4C DF 99 93 : 58 1FEO 99 94 4E 75 46 DF 42 8 : AE 
19E8 4A 80 66 1E 20 91 4A 87 : 49 1CE8 4E 75 2F 00 B3 9F 6B OE : BD 1FE8 44 FC 69 91 4C DF 99 94 : 79 
19FO 6A 14 BO BC 89 99 99 99 : 6A 1CFO 4A 89 6A 1E 61 1C 67 1C : 52 1FFO 4E 75 BO BC 80 90 99 00 : AF 
19F8 62 10 44 89 92 3C 99 FE : 72 1CF8 9A 3C 99 F9 4E 75 2F 99 : 31 1FF8 67 26 4A 89 67 22 6A 98 : 52 
SUM: 95 25 DB A2 FA 7F 37 58 6DCB SUM: 67 E4 91 AD 7D 5D E6 C5 6893 SUM: E3 C7 3E C9 14 CE 7F 45 B7FA 
_ 1A90 4C DF 99 86 4E 75 4A 89 : 3E 1D90 E3 D7 58 8F 64 96 44 FC : 4B 2099 61 96 98 CO 9 1F 4E 75 : 11 
1A98 6A F6 4C DF 99 86 44 FC : 51 1D08 99 F9 4E 75 92 3C 99 99 : FA 2098 98 89 99 1F 72 97 E2 88 : 8A 


シャ ー プ が 14 型 の 液晶 カラ ー デ ィ ス プレ イ を 開発 し た と 新聞 に 載っ て いま し た 。 こ れ を 
内 蔵 し た ラッ プ ト ッ プ パ ソコ ュ ン が また 「 世 界 初 」 ほ し いう か た ち で シャ ー プ か ら 発 表 き れる 特集 FLOAT3+.X ZZ 
の も そう 遠く な い の か も し れ ま せん 。 中 山 剛 (19) 長崎 県 
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y 最 近 オ クラ 入り し て いた MZ-80K を 学校 に 持っ て いっ て 活用 し て いる 。 学 校 に 持っ て い 
Z ぐ 9 onx 1988.8. (と き は 疲れ まし た 。 あ れ っ て 重い ん だ も ん 。 村上 秀 広 (18) 北海 首 


> 先日 , 愛 機 X1turbo の 落下 試験 を 行っ て し まい まし た 。 それ 以来 , 彼女 は 機嫌 を 損ね て 
な か な か ヵ か 起動 し て くれ ませ ん 。 や は り チ ェ ッ ク し て も ら う で き で し ょ うか 。 なにやら 中 で 特集 FLOAT3 十 .X 79 
カタ カタ いっ て る し 。 大 石 和 生 (17) 静岡 県 


旨く るみ 割 人 形 より ソナ の 踊り 伊藤 圭一 

X1/Xlturbo ea 

マリ オ ネ ッ ト 佐々 木 導 本 

M-CoUU ーー Okaue Keisaku 

さて ささやき の ステ ッ プ 岡上 詩作 
まず は クラ シッ ク また も や VIPROOM 


さき て, 今月 の トッ プ バ バッター は , 以前 X 
1 用 の MOONLIGHT SERENADE を 投稿 
し て くれ た 伊藤 圭一 君 の 作品 で す 。 今 回 は 
チャ イコ フス キー の 組曲 くる み 割 り 人 形 か 
ら 「 シ ナ の 踊り 」 に 挑戦 し て くれ まし た 。 
クラ シッ ク に 興味 が な いと いう 弟 さ ん も 一 
度 く らい は 耳 に し た こと が ある の で は な い 
で し ょ うか 。 な か な か 可愛 らし い 感 じ の 小 
曲 で て す が , どう せな ら は ほか の 曲 に も 挑戦 し 
て ほし いと ころ で す ( で きれ ば 全曲 )。 

な ぜ , シナ の 踊り (組曲 の な か で は , け 
っ こう マイ ナー) な の か と いう と , 単に 曲 
の 作り が 単純 びっ た か ら だ そう で …… 3 
祭 。 繰り 返し 部 分 が 多い た めか , 非常 に 短 
い プ ログ ラム に まとまっ て いま すね 。 

弦楽 間 は PSG。 ベー ス , ババ スーン, クラ 
リネ ッ ト , フル ー ト 以外 の 楽器 は 無視 し て 
あり ます 。 フ ルー ト の ソロ は 長音 に @ を 多 
用 し て いる た だ た め 若 十 遅 く な る と ころ も あり , 
一 部 長音 が 楽譜 どなり で な いこ と も あり ま 
す が , 調整 用 で す の で 別に 間違い で は あり 
ませ ん (実行 に は 3 月 号 の 拡張 が 必要 で す )。 

リス ト 中 に と ころ どころ 見 慣れ な い 記 人 号 
が 形 ん で いま す 。 こ れ は ボリ ュー ム ユ ント 
ロー ル 用 の サブ ルー チン に 渡す コマ ンド で , 
アッ パー バー は 相対 ボリ ュー ム ア ッ プ グ , ア 
ンダ ー バ ー は 相対 ボリ ュー ムダ ウン を 意味 
し て いま すら だ と ん は , 

<C_ 5" 

を A$ に 入れ て , サブ ルー チン "Y" に 渡せ ば , 
現在 の ボリ ュー ム 値 より も 5/128 だ け 小 る 
な 音量 で C の 音 を 鳴ら す MML が 生成 され 
ます 。MML の ボリ ュー ムコ ント ロー ルル 用 
の ブリ フロ セッ サザ だ と 思っ つて で くだ さい 。 こ 
の 曲 で は アク セン ト と 最後 の クレ ッ シ ェ ン 
ド に し か 使っ て いま せん が , こう いっ た 管 
弦楽 曲 を MML に 落と す と き に は 有効 な 手 
た た いえ る て し も よう 。 


8 の onix 1988.8. 


続い て , 同じ 〈X1( 祝 版 MML 要 ) で BO 
の WY の マリ オォ ネッ ト で す 。 作 者 の 佐々 木 き 
ん は この コー ナー で は お 馴 洪 み に な っ だ た だ ド F 

音源 サー クル (? ), VIPROOM の 会 長 と 
いう 肩書 を 持っ て いま す 。 以 前 , 渡辺 美里 
の 曲 で 紹介 し た こと が あり ます ね 。 

な ぜ , いま ご ろ 解 散 し て し まっ だ BO の W 
Y な の か と いう と , だ また だ たま 『Keyboard 
Land」 の 6 月 号 に 楽譜 が 載っ た の を 見 て , 
と いう こと らし い の で す が , や は り 5 思い 入 
れ が な いと で き な い も の で し ょ う 。 

さき さて, この プログ ラム に も 変 な サブ ルー 
チン が あり ます 。“A$ sub” と いう も の で 
す が , これ は で き あ が っ た 曲 を 友達 に 開い 
て も 65 っ だ と こみ, ドラ ム が 弱い と いわ ゎ われ 
改良 し た 跡 ど と か 。 そのほか, マル チ プ プル 
に よる 5 度 の 和音 な どの テク が 使わ れ て い 
ます が , 1 音 で 和音 を 出す 程度 は まだ FM 
音源 の 初級 テク ニッ ク 。 や ろう と 思え ば 1 
音 で エコ ー を か けら れる よう に な る と いう は 
ど FM 音 源 も 奥 が 深い の で す ( こ うい うこ と 
に な る と OhIFM は 凄い )。 すでに 開発 る され 
だ ハイ テク を マス ター する の も いい で し ょ 
う し , 新しい 技 れ みつ ける の も よい で し ょ 
う 。 誰 か キャ リア FIX や ショ ー ト ディ レイ 
な ど に も 挑戦 し て みて くだ さい 。 


最後 は 歌謡 曲 


MZ-2500 用 に は 楽師 丸 ひ ろ 子 の 「 る る や 
き の ス テッ プ 」 で す 。 今 回 の 岡上 る ん の 投 
稿 に は NTT で お 馴染 み の 「 あ な た を も っ と 
知り だ た く て 」 も あっ だ の で す が , 全体 的 な 
完成 度 で こち ら を 選び まし た だ た 。 ク ラシック , 
ポップス, 歌謡 曲 と , 我 な が ら 選 曲 に まっ 
た だ たく ポリ シー が あり ませ ん ね (博愛 主義 者 
と 呼ん で くだ きい )。 

演奏 に は まず , Oh!MZ 1987 年 9 月 号 の 


さあ , 1 用 に MIDI 対 記 MML も 発表 され , 
コン ピュ ユー タ ミ ュ ユー ジッ ク も また 1 歩 面白 
い 万 向 へ 足 を 踏み 出し だ よう で す 。 今回 は 
X1 用 に 2 曲 , MZ-2500 用 に 1 曲 お 届け し 
ます 。 な お , X1 用 は 1988 年 3 月 号 で の 拡張 , 
MZ-2500 用 は 1987 年 9 月 号 で の 拡張 が 必要 
で す 。 


薬師 丸 ひろ 子 
MML 拡 張 ゲ プロ グラ ム を 使用 し ,PC-8801 シ 
リー ズ の 音色 を 選択 し ます 。 

主旋律 に は 2 つ 重 ね た PSG の 音 を うま く 
使っ て よい 音 を 作っ て いま すね 。OPN で の 
ボー カル 処理 の 典型 的 な 例 し も いえ る で し 
ょ う 。 全体 的 に 素直 な プロ グラ ム で す が , 
主旋律 が 奇麗 に 決ま っ て いる の で 非常 に 完 
成 度 が 高く 聞こ ぇ ます 。 過 去 に 何 度 か MZ 
2500 用 の 投稿 に は 主旋律 の 使い 方 , 音 の 割 
り 当て 方 に 問題 が ある も の が 多い と 指摘 し 
まし だ た が, この 作品 や ドラ ゴン スピ リッ ト 
で は PSG を 生か し た 使い 方 が され て いる と 
いえ ます 。 ぜひ 参 考 に し て 《 だ さい 。 

た だ し , この 作品 の 場合 FM 音源 の 音 自 
体 に は まだ また 改善 の 余地 は あり そう で す 
ね 。 


お 知ら せ 


る て , 著作 権 が ら み で 発表 で き な か っ た 
作品 名 は 公開 し た ほう が 参考 に な る の で は 
な いか と の ゎぉ 便り を いた だ きま し だ た 。 な る 
ほど 。 こ れ ま で 発表 で き な か っ た 作品 は 以 
下 の と お り で す 。 

今回 の プロ グラ ム の ほか に 伊藤 圭一 さん ・ 
が 送っ て くれ た 「 ア ルビ ノー ニ の アダ ー ジ 
ョ 」 は 編曲 者 の か ら み で 少し 難し を そう で す 。 
を の ほか 。 "シン セ の 鬼才 "マー ク ・ ア イシ 
ャ ム の 「The Threshold of Liberty」 は 現 


在 日 本 で の 版権 所 在 不明 の た め ( ? ) ダ メ で ク の 類 は 難し いと 思っ て お いて 〈 く だ さい (日 うす る の か , な ど は まだ 未定 で す が MIDI 


し た 。 基 本 的 に 楽譜 が 出版 され て いる よう 本 人 な ら 大 丈夫 )。 の 投稿 も 随時 受け 付け ます 。 楽 器 名 , シス 
な も の な ら , た だ たい てい は 大 丈夫 。 マ イナ ー また, 今月 か ら MIDI の 連載 が 始ま り ま テム 構成 を 明記 し , デモ テー プ を 添え て 送 


そう な 作曲 家 や 20 世 紀 に 入っ て の クラ シッ し た 。 こ の コー ナー で MIDI の デー タ は ど うつ で 〈 く だ きい 。 


日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8870651- 801 号 


Oh!X LIVE in 88 8 き 7 


ゆい まま “の 研究 琶 に MZ-700 が ある 。 し か も SUN3 と MacII の 間 に 。 ちなみに MW-1 を 作 
82 onx i98g8.g っ た 森 き ん も 同じ 研究 室 で す 。 黒木 孝 (23) 兵庫 県 


筋肉 少女 帯 は 凄い ! こん な パン ク 聞 いた こと な い 。 難し い ピ アノ が いい 。 ハ ー ド だ , 
スト ロン グ だ 。SIDE A の 「『 福 耳 の 子供 」 は 泣け る 。 "ラッシャー 木村 は えら い " な ん だ こ Oh!X LIVE in "88 8I 
の 歌詞 は ? X68000 の CM が や れる の は 筋肉 少女 帯 し か いな い 。 畠中 伸之 (18) 愛知 県 


2<b-b-. 
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a) TE RR) 


ほぼ い ほぼ ほ い ファ イル 方 


帰納 法 に よ つ て か ど 
人 で す 。 前 回 の printf に 
で す 。 そ の 名 も ultra 
聞い て の お 楽し み 。 教 


Iwai Ippei 


満開 製作 所 祝 一 平 


ファ イル アク セス 


きす が に この C 調 言語 講座 も , 第 2 回 目 に 達し た よー で ある 。 
る て, 普通 は この よー な 連載 に お いて 最初 の ころ は と いう と, 
it 文 や switch 文 と か の 分 岐 と か , for 文 と か while 文 な ん ぞ の ルー 
プ 構 造 と か を や っ て ,「 こ れこ れこ 一 ゆー 条件 の と き に こ 一 ゆー ふ 
ー に ブロ グラ ム の 流れ が 変わ る ん で す よ 」 と いう ノリ で 始ま り が 
ち で ある 。 しかし, 私 は を そん な シ ケ だ た こと は や ら な い の で ある 。 
これ は これ で 大 事 な こ と で は ある が , 基本 的 に 人 間 つ ーー も ん は 
面 日 く な いこ と を や ろう と し て も , 絶対 長続き し な いも の な の で 
ある 。 新 友 質 で は 「 続 けた ほう が いい 」 と いう こと は わか っ て い 
る の だ が , 旧友 次 の ほ う が 「 だ っ て 面白く な いん だ も 一 ん 」 とい 
っ て ダダ を コネ て る よー な 場合 , 決し て 物事 は 長続き は し な い は 
ず な の で ある ( 注 1)。 だ か ら 対 策 は 2 つ し か な い 。 すなわち, 「 面 
日 《 く な いこ と は 最初 か が ら や ら な い 」 か , も し く は 「 な ん と か し て 
面 帳 5 科 〆 み だ し て し まう 」 こ と で ある 。 
この 連載 に お いて は , 私 の 長年 の 研究 より 開発 され た 「 と に か 
く あ と 回 し 法 」 を 採用 する こと と し だ た 。 よ ー す る に これ は , 
1) と りあ ええ ず 面 白い こと だ け を や る 
2) も し も 重要 な こと な ら ば , その うち や る 必要 が 出 て くる で あ 
ろう か ら , その と き は "面白く な い "” な ど と 感じ る 余裕 な ど は 
な く 。 と に か が かく や る 
3) も し も や る 必要 が 出 て こ な か っ た な ら ば , そもそも 重要 な こ 
と で は な か っ だ と いう こと で ある か ら ,。 や ら な く て よかっ た 
を 3 本 の 柱 と し た , 極め て い ー か げん な 処世 術 で ある 。 この 術 式 
の 最大 の 天敵 は 「 井 の 中 の 星 」 と いう 格言 で ある が , これ に 対し 
て は 「 時 の 面 に 水 」 で 対抗 する の で ある 。 
注 |) ご く 稀 に , 「 一 度 決め た ら と こと ん や り 抜 く 」 な ど と いう 人 も いる そ ー 
で ある が , それ は 「 と に か く や り 抜く 」 と いう こと 自体 に 快感 を 感じ る と い 
う 特異 体質 の 人 な の で ある か らし て , 一 般 の 人 (特に 小さ な お 子 さ ん ) は 危 
険 で すか ら 真 似 を し て は いけ ませ ん 。 そ こ に な ん ら か の 楽し み を 発見 で き な 
けれ ば , 三日坊主 一 自己 嫌悪 一 諸 行 無常 と 3 段 ス テラ イド す る こと に な る で し 
ょ う 。 そう, 「 な せ ば な る , 何事 も 」 な ど と いう 非 科 学 的 な セリ フ を 信じ て は 
いけ な い の で す (それ と も 鼻 か ら シ イタ ケ ヨ ー グ ルト を 喰え る と で も いう の 
か ) 。 


熊 異 の 万 能 プ ログ ラム 


だ か らし て , 第 2 回目 で は いき な り フ ァイル アク セス を や っ て 
し まう の で ある 。 も し か する と ,「 そ な いな こと し て 面白 いん か い 
な 」 な ど と 関西 弁 で 反論 し て くる 人 も いる か も し れ な い が , や は 
りこ れ は これ な り に 面白 い は ず な の で ある 。 

き て き て , リスト 1 に 示す の が も っ と も シン プル で あろ うし とい 


ER 


調 言語 講座 の 第 2 回 目 

イル アフ セス の 講義 だ そう 

開 飛び か , まず は 講義 を 
< こと も お 忘れ な いよ ー に 。 


う フ ァイル アク セス の 例 で ある 。 こ れ は ファ イル の 内 容 を 表示 す 
る プ ブログ ラム で 。 ま , いっ て みれ ば , type コ マン ド み だ た いな も ん 
だ な 。 し か も 使い 方 に よっ て は copy コ マン ド と し て も 動作 する と 
いう , タダ モノ で は な い プ ログ ラム な の で , 名 前 も ultra.c と し 
た (この よー に すご い プ ログ ラム で ある か ら , 今月 の プロ グラ ム 
の な か で この リス ト 1 だ け は PDS に は し な い の で ある ) 

も し か する と 読者 の な か が に, リス ト 1 の どこ が ファ イル アク セ 
ス な ん だ と , いぶ か る 方 も な むら れる か も し れ な い 。 そ の よー な 場合 
は 急い で , 

cc ultra.c[CRI] 
ら こも て コロ ジン パイ ル し た の う 。 

ultra < nultra.c[CRI 
と し て いた だ きだ た い 。 どー が だ, ultra.c の 内 容 が 画面 に 表示 る れ た 
だ ろう 。 つ 一 こと は type コ マン ド で は な いか 。 さら に は , 

ultra < ultra.c > uc.clICR] 
と し て いた だ だ きた い 。type コマ ンド で uc. c を 表示 し て みれ ば , 
そこ に ultra.c が 複写 され て いる の を 発見 する で あろ う 。 で ある か 
らし て 、 こ ああ は eopV コ マン トド て も ある の だ 。 うー ん ,。 な ん て すさ 
ログラム で ある みこ と さよ 。 

の ん まり し の つこ て (やる 上 も セン ショク を か う の で ここ らら で や めで 
お く が , これ は よー する に Human (MS-DOS) に お ける リ ダ イ ン レ 
クト 機能 な の で ある 。C で は , 

getchar( ) は , "標準 入力 ” か ら 1 文字 持っ て くる 関数 

putchar( ) は , 標準 出力 ” に 1 文字 出力 する 関数 
な わけ だ 。 で も っ て , 普通 は “標準 入力 は キー ボー ド , “標準 出 
カカ "は CRT 画 面 し いう こと に な っ て いる の だ が , 

ultra < ultra.c[CRI 
と する と 「 ぐ 」 の 秘め られ だ た パワ ー が 発揮 きれ , “標準 入力 "が キ 
ー ボ ー ド で は な く , ultra.c と いう ファ イル に 切り 換え られ る わけ 
だ な る で に は 

ultra < ultra.c > uc.c[CR] 
と する こと に よっ て ,「>」 の パワ ー も 加わ り , “標準 出力 ” が C 
RT 画面 で は な 〈 (新しく 作ら れ た だ た ) uc.C と いう ファ イル に な る 
わけ だ 。 さ る て ここ で (初心者 に と っ て ) 問題 と し て お 勧め な の が , 
いさ な り , 

ultra[CR] 
と し て みる こと で ある 。 いろ いろ キー ボー ド を いじ くる と それ な 
り に 学習 て きる て あろ る う 。 なお, 困っ た と き に 使う と よい 魔法 を 
教え て お こう 。 それ は , 「^Z[CR]」 で ある 。 こ れ は な か な か 便利 
な 呪文 で ある か ら , 大 事 に 使う よう に 。 

ここ で て リス ト 1 に つい て , 2 点 注 意 し て お か な けれ ば な ら な い 
こと が ある 。 ま ず は プロ グラ ム の 最初 の ほう に ある 。 

define EOF ー 1 
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と いう 上行 て ある 。 これ に つい て は , 各自 で 勉強 し て いた だ だ きた 
い 。「『「K&R』 だ と , 15 と 95 ペ ー ジ で ある (両方 読ん で むく よー に )。 
それ か ら , 

(c = getchar( )) != EOF 
で ある が , これ は 『K&R』 の 16 一 18 ペ ー ジ を 参考 に し て いた だ き 
だ い 。 ふっ ふっ ふっ 。 

そい で も っ て , ここ で 大 事 な の は , 

1) C で は , 「 代 入 文 」 自体 が 「 値 」 を 持つ 
2) C で は 演算 子 の 優先 順位 に 気 れ つけ なけ れ ば いけ な い 
の 2 誤る お る る つまり,。 

IE a bE: 

a = b = c = 4126: 
を 実行 する と , a, b, c の 3 変数 は , すべ て 4126 と いう 値 に な る 
わけ だ 。 そして, 「『「K&R』 の 18 ペ ー ジ に せ も 注意 が 書い て ある が , 
カッ コ を 忘れ て , 

c = getchar( ) != EOF 
な ど と 書く と , たちまち も 思惑 と は 違う 動作 も を する プロ グラ ム と な 
っ て し まう の で ある 。 それ が , リス ト 2 の oka.c で ある 。 

これ を コン パイ ルレ し , 

oka < oka. cl[CRI] 
と し て も 画面 に は 何 も $ 表 示さ る され な いで あろ う 。 そこ て , 

oka < oka.c > datalCRI] 
と SG 

dump datalCRI] 
と する と, data の な か に は 01m が 詰まっ て いる こと を 確認 びき る 


で あろ う 。 これ は 演算 子 の 優先 順位 の な せる イタ ズラ な の で ある 。 


て な わけ で , この よー な プロ グラ ム を カッ コ 悪 いじ と ゆー の だ な 。 

と ころ で , “標準 入力 "標準 出力 "も を “ファ イル の 一 種 " だ と 
考え ん えれ ば , や っ ぱり ultra. Cc は ファ イル に アク セス し と る わけ で 
ある か らし て ,。 や っ ぱり ファ イル アク セス で な いわ け で は な いと 
中 の SOUND の 0 の 8 


ultra. C の 改良 


この よう に 素 晴 し い ultra. c で ある が , 残念 な が ら 救 命 的 な 欠 

点 が ある 。 それ は , 
ufra < tra x > ultraqd 

と し た あと で , ultra. x と ultradq の ディ レク トリ を 表示 る せ , フ 
ァイル サイ ズ を 比較 し て みる と わか る の で ある 。 を そう , 年 怪 な こ 
と に ,ultradq の ほう が ultra. x よ り も 小さ る さい ので ある 。 

この よう な 現象 が 起き る の は , getchar, putchar が 文字 ファ イ 
ル ,。 テキ スト プ ァ イル に アク セス する こと を 前 的 と し て 作ら れ て 
いる か ら な の で ある 。 だ か ら テ キス ト フ ァイル は 問題 な く コ ピー 
て きる の だ が x ファ イル な ぼ ど は うま く 《 コ ピー て き な い の て あ 

る 。 具 体 的 に な に が まず い の か と いう と , いち ば ん の 問題 が 1An 
を 読み 込ん だ 場合 の 動作 な の で ある 。 普通 の テキ スト ファ イル で 
は , 1Am は ファ イル エン ド の マー ク と し て 使わ れる の で , こい つ 
に 出くわし た と た ん に , getchar は 勝手 に ファ イル エン ド と 判断 
し , 一 1 (=EOF) を 返し て くる の で ある 。 その よー な わけ で ある 
か ら , 途中 で 終わ っ て し まう の で ある 。 

を し て も う ひ と つ 凶 悪 な の が , 0An と 0Dn の 処理 で ある 。getch 
ar( ) は , ODm は 無視 し て な か っ た こと に し , それ に 対し て putc 


har( ) は 0An を 0DI,。 0Am の 2 バイ ト に 変換 し て し まう の で ある 。 


な ん で こ 一 な っ て いる か に つい て は , ビル ・ ゲ イツ に 聞い て くれ 
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て ある 。 

を こ で , も 一 少し まとも に ファ イル を コピ ー す る の が , リ スト 3 
の utu.c で ある 。 こ 一 すれ ば 取り あえ ず は どん な ファ イル で も ち 
ゃ ん と コピ ー で きる よう に な る 。 使い 方 は 

utu 転送 元 フ ァイル 転送 先 フ ァイル 
mW 2. か うに な か つい る 。 つ あり 。 そ と は し と いう こと に な 
っ だ わけ で ある 。 

で 。 も う や ら る の フウ ログ ラム は , いき な がり て ある が な か な か に 
高度 で ある 。 し か し , これ で も , ほとん ど 実 用 に な る 最低 限 の プ 
ログ ラム で あっ だ りす る 。 て は デブ ログ ラム の 説明 に 人 人 る 。 ま すず は 
いち ば ん 最初 の 

盾 include ぐ stdio. h> 
で ある が , よー する に これ は ,「 こ れ か ら 標 準 入 出力 ライ ブラ リ を 
使い ます よ 」 と いう 宣言 な の で ある 。 プ ログ ラム の な か ほど に あ 
る fopen” な ど と いう 関数 を 使う た め に は , こ の ライ ブラ リ が 必 
遇 な の で ある 。 そ し て 。 すでに 気づい て いる だ ろう が , 

define EOF ー 1 


リス ト 1 ultra. c 


1 :#define EOF -1 

3:main() 

4:f 。 

9・ int oc: 

6: 

7・ while((o = getohar( ) ) != EOF) 
9: putchar(c) ; 


‘} 


1 :#define EOF ーー1 

2 

3:mmain() 

4:{ 

59: int c; 

6: 
7: while( c = getchar()  != EOF) 
8 : 、 putchar(c) ; 
9:} 


1: #include _ <stdio.h> 
2: 

3: main(argc,Argv) 
4: int argc; 

5: char *argv[l; 
6: { 

7 

8 


register int co; 
FILE *fp の ,*fp1 ) 


10・ if (argo > 2)} { 

11: fp の 9 = fopen(argv[1],"rb"); 

12: fpl = fopen(argvi2], wb「'): 

6 if ((fp9 !=NULL) && (fpl != NULL) ) { 
14: whilellc = getc(fpd) ) っ 生ん 
15 : 8 pute(o,fpl); 

16: fo1ose (fp9 ) : 

17! folose(fp1 ) : 

18: return; _ 

19: } 

20・ } 

2i: printf(" 君 は 間違え て いる ! ¥n") 

22:} 


19 str fnO,fn1 
29 int fpO,fp1 
30 char S 


元 ファ イ 
50 input "転送 先 フ ァ イ 
60 fpO ひ = fopen(fn9r「) ー 
79 fpl=fopen(fn1, co") 
8 の 9 if ((fp9<>-1) and (fp -1 ) ) then 1 
90 _ _ not feof(fp の )) 。 
> ーー 
(< 


の 1 行 が ながく な っ て いる の で ある 。 ど うし て か と いう と, stdio. h 
と いう ファ イル の な か に し に , 
#define EOF  (-1) 
と いう の が ある か ら な の だ (と ころ で , 「stdio」 と いう の は 「sta 
ndard I/O」 の ハナ モゲラ で ある )。 
次 に , 
main (argc, argv) 
int argc: 
char *argv[ ]: 
と いう の が ある 。 これ は 何かと いう と, 転送 元 の ファ イル 名 と 転 
送 先 の ファ イル 名 を , ブロ グラ ム 中 か ら 参 照 す る た め に 必要 な 下 
準備 で ある 。 詳 しく は 『K&R』 の 120 ペ ー ジ 以降 で ある (ああ 楽 
ちん )。 
次 に ある の が , 
register int Cc: 
だ な 。 こ れ は 「K&R』 の 89 ペ マージ で ある (私 の 持っ て いる 第 8 員 
の 索引 で は 99 ペ ー ジ の 誤植 に な っ て いる な )。 ま , register 宣 言 は 
な く て も いい も の で ある か ら , あま り 悩 まな いよ 一 に 。 
説明 は いよ いよ 佳境 に 入る の で ある が , 相変わらず いい か げん 
の まま 進ん で いく 。 まずは 
FILE *fp0, *fp1 : 
と いう の が ある 。 こ こ で XX-BASIC を 思い 出し て いた だ きだ た だい 。 
X-BASIC で は , fopen 関 数 に よっ て ファ イル を オー フン する と ., 
ファ イル 番号 つ ー も ん が 返っ て きだ た わけ で ある 。 で, そいつ を 受 
け 取 る だ た め に , 
int fp0O, fp1 
と いう ふう に 整数 変数 の 宣言 を し と っ だ わけ だ 。 し か し , C で は 
それ が 整数 で は な 〈《, 「FILE と いう 構造 体 へ の ポイ ンタ 」 に な っ 
て いる の で ある 。 
ポイ ンタ と いう 呪文 を 聞い た と た ん に めまい を 起こ し た 人 も い 
る よー で ある が , 気 を 取り 直し て リス ト 4 の utu. bas を 見 て いた 
だ きだ い 。 これ は な に か と いう と , utu.c と 同じ こと を XX-BASI 
C で や っ て みた だ け な の だ 。 を そし て わか る よー に , fp0, fp1 の 使 
われ 方 は , utu. c と utu. bas で , まっ た 〈 く 同じ な の で ある 。 だ か 
らい ま の と ころ , 悩む 必要 は 全然 な い の で ある 。 


で , リス ト 3 て 説明 が 必要 な の は , fopen の 第 2 引数 の “Tb” と 
“wb” の 部 分 で あろ う 。 r と w は , 読み 込む か 書き 込む の か 指定 で 
ある 。 「 

これ は XX-BASIC と 似 て いる か ら 自 明 で あろ う 。 問題 は b の ほ 
う で ある が , これ は どー ゆー も の か と いう と 「 バ イナ リモ ー ド の 指 
定 」 て で て, よー する に 1An だ ろう が 0Da だ ろう が 0Aa だ ろう が , よ け 
いな 難し いこ と は 考え ん ず に を その まま 扱っ て し まお うと いう モー ド 
で ある 。 ] 

て な わけ で , バ イナ リモ ー ド で ファ イル を オー プン すれ ば , “cx” 
形式 の ファ イル な ど を 読み 書き し て も 変 な こと が 起き ず に すむ と 
いう わけ で ある 。 と , ゆー こと は , 残る 問題 は スピ ー ド だ けつ 一 
こと に な る わけ だ な 。 

ん で も っ て , する どい 人 は わか る よー に , リス ト 3 の プロ グラ 
ム が 遅い 理由 の ヘソ は , 1 文字 ずつ シコ シコ と 「 読 ん で は 書く 」 
を し て いる か ら な の で あっ た 。 つ まり は , 一 度 に 数 千 字 (バイト) 
ぐら い を ど ば ー っ と 読ん で ,。 そい で も っ て それ を イッ キ に と ど ば ー 
っ と 書け ば , 速く な る の で は な いか と いう こと が 予想 され る で あ 
の 

ょ ー す る に 左 の 皿 か ら 右 の 皿 に 豆 を 移す よう な 作業 を 考え た 場 
谷 , 一 粒 ず っ 運ぶ より も , 何 十 粒 か も まとめ て どど っ と 運ん だ は 
う が 速 いと いう , 極め て 当たり 前 な 常識 な の で ある 。 

で は , まずは, ど ば ー っ と 文字 を 読み 込む に は どー すれ ば いい 
か で ある 。 

を そこ で 出 て くる の が , リス ト 5 の hayautu. c で ある 。 ここ で 注 
目 し て いた だ きた い の が , fread, fwrite の 2 関数 で ある 。 fread 
は ファ イル か ら 指 定 し た 長 る (バイ ト 数 ) どけ デー タ を 読ん で き 
て , 配列 に 格納 し て くれ る 関数 , fwrite は 配列 か ら フ ァイル へ 指 
定 し た 長き だけ デー タ を 書き 込ん で くれ る 関数 で ある 。 引 数 は , 

fread (配列 , デー タ サ イズ , デー タ 個 数 , ファ イル ポイ ンタ ) 
と な っ て いる (fwrite も 同じ ) デー タ サ イズ と いう の は ,「 ひ と つ 
の デー タ は 何 バ イト か 」 と いう こと で ある 。hayautu. c で は char 
型 の 配列 を 使っ て いる の で , "1" な わけ だ 。 も し も int か float な 
ら 4 , double な ら 8 と いう こと に な る 。 

ちな み に デ ー タ サイ ズ は ブログ ラム 中 で sizeof (char), sizeof 
(int) な ど と 書く こと も 可能 で 。 その よう に する と と て も カッ コイ 


イ も の な の で ある 。 
リス ト 6 に それ を 使っ た プロ グラ ム を 載せ て お こう 。 実行 結果 
は 「1, 4。 4, 8, 22」 と な る 。 を そう, sizeof ( ) に は , 構造 
体 名 を 食わ せる こと も で きる わけ だ 。 
で さる まで て の の て みる と 。 ちょ いも ます いこ と 上 気 が つく て 
あろ う 。 
それは, タイムス タ ンプ で ある 。Human68k (MS-DOS) に は , タタ 
イム スタ ンプ つ ー も ん が あっ て , ファ イル が 作成 され た (最後 に 
書き 換え られ た ) 日 付 と 時 間 を 記録 し て ある わけ だ 。 で, dir な 
ん ぞ と する と を の タイ ムスタング が 表示 る れる わけ で ある 。 そし 
て copy コマ ンド で コピ っ て 作っ た ファ イル は タイ ム ス タ ン プ が 
変わ っ て いな い の だ が , hayautu. x で コピ っ だ ファ イル だ と タイ 
ムスタング が コピ っ た 時 点 で の 時 間 に 変 わっ て し まっ て いる の で 
ある 。 こ 一 ゆー の は 気分 が よく な い の で , いき な りこ こ で タイ ム 
スタ ンプ の 設定 へ と 走る の で ある 。 
を し て 最終 的 に 出来 上 が っ た の が , リ スト 7 の maruutu.c で 
ある 。 
hayautu. c か ら 変 わっ た の は , 変数 宣言 の 
int sfh, dfh: 
と , 終わ り 0 の ほう で 
fileno( ) 
FILEDATE( ) 
の 2 つの 関数 を 呼び 出し て いる こと で ある 。 な お , コン パイ ル す 
る に は , /Y オ プシ ョ ン を 付け て , 
cc /Y maruutu. c 
と も で の い だ だ きだ い 。 


sizemiru. © 


maruutu. C 
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NYUJORYO KAESE/ 
KAERO/ KAERO/ 
KAETTE NERU NO 
KOTO ARUNE/ 


THIS IS A PEN/ 
FINISH WA 
WANDAFURU NO 

T AN A BOY/ | koTo ARUYO/ 

“| oh! No. oF! x° 
TADA JuSHIN GA 
HIKUIPAKE NO KoTO 
ARUNE // 


まず は fileno( ) で ある が , これ は ファ イル ポイ ンタ を 渡す と , 
それ に 対応 する “ファ イル ハン ドル ” つ ー も ん を 返し て くれ る 関 
数 で ある 。 タ イム スタ ンプ を いじ る に は , この ファ イル ハン ドル 
が 必要 な わけ だ (の は ず で ある ん 〉 

で , 次 に ある , な ぜ か 大 文字 び で で き て いる FILEDATE と い う 
関数 で ある が , これ は 

FILEDATE (ファ イル ハン ドル , 0) 

と する と , を その ファ イル ハン ドル の ファ イル の タイ ムスタング プ を 
読み 出し て くる 関数 で ある 。 第 2 引数 の 0 が 露 朋 で ある 。 こ こ が 
0 で な い 場 合 は 。 タ イム スタ ンプ の 設定 と な る 。 よ っ て 。, 

FILEDATE (dfh, FILEDATE (sfh, 0)) 

と する と, sfh の ファ イル か ら dfh の ファ イル ヘタ イム スタ ンプ が 
コピ ー る れる の で ある 。 

C の ライ ブラ リ 関 数 に は , これ ら の ファ イル アク セス に 限ら ず , 
きま ざま な 関数 が 群雄 割拠 し て いる の で ある 。 そし て C を 究め る 
に は , これ ら の 関数 群 の 制圧 と 掌握 が 不可 欠 で ある が , 残念 な が 
ら 未 だ に 私 も アフ ガニ スタ ン だ っ だ りす る %。 

今月 は そこ そこ の い ー か げん きる で あっ た だ た 。 で は まな だ 来 月 。 


_Nakemorl Akra - _ ーー 


| コー ド を 受け 入れ る だ け で は 


C 言 語 は アセ ンプ リ 言 語 の 代わ り に 用 い 
られ ます 。 しかし, し ょ せん は コン バイ ラ 
言語 で すか ら , 最初 か の ら ア セン ブリ 言語 て 
書い た プロ グラ ム に は スピ ー ド の 面 で も オ 
ブ プ ジェ クト 効率 の 面 で も か な いま せん (お 
や 。 どこ か で 見 た よう な 書き 出し だ な あ )。 
先月 の 特集 で は , C ュ コンパ イラ の 出力 す 
ぁ る アセ ング プリ 言語 の ユー ド に も 学ぶ べき 上 
が 多い と いう こと で , 代表 的 な C の 出す コ 
ー ド を 調べ て み ま し た 。 が , CC コンパイラ 
CAE あみ だ 
て は 。 そこ の 機能 を 特 っ た プロ グラ 
ee ませ ん 。 し か が し もし 。 メ 
ビード を 要求 され る 部 分 に 対し 、 アセ ンプ 
リ 言 語 を 隠し 味 し し て 用 いる こと で ブロ グ 
ラム 全体 の 機能 アッ プ を する こと が で きる 


の て す 。 
そこ て 今回 は , 一 歩 進 め て C 言 語 わ アセ 
ン ブ リ 言語 i 


し て いき だ いと 思い ます 。 

実際 C 言 語 自 身 も アセン ブリ 言語 と リ 
ン 婦 し や すい よう に 作ら 65 れ て いま すか ら 。 
その よう な 使い 方 ああ な が ち 間 違っ た 使い 
方 で は な いで し ょ う 。C 言 語 は UNIX を 記 
述 し て いる 言語 と し て 有名 で す が , 実は を 
の UNIX も スピ ー ド を 要する 部 分 は ア ャ ン 
ダリ 言語 て 記述 きれ て いる の て す 。 


言語 の 常識 と いう メガ イネ で 


C 言 語 と アセ ンプ リ 言 語 の リン ク は , 通 


症 , 関数 の レベ ル で 行わ れ ま す 。 す な わ ち . 


C 言 語 で 書か れ た だ プログ ラム に 含ま れ て い 
NO a5 な 2 ジン 湯本 
し た 関数 に 置き 換え る と いう 方 法 で す 。 

関数 と いう も の は , それ を 呼び 出す 側 か 
か MA 


CCP セブ | 言語 を リン ク し て 使う 


先月 の C 言 語 特集 に 引き 続い て の 特別 講義 , 今月 は C 言 語 を ア 


セン ブリ 言語 


と リン ク し て プロ グラ ミン グ す る テク ニッ みみ を ご 
教授 願い まし ょ う 。 状況 に 応じ た アセ ンプ ブリ 言語 


の 活用 は , C 


言語 の サイ コフレ ー ム ( ? ) と し て パワ リー を 発揮 する で し ょ う 。 


す 。 したがって, 呼び 出さ れ た 側 (関数 ) 
で は , 引数 が どの よう に 渡る され て くる の か ,, 

を し て 呼び 出し た 側 に 対し て , 結果 の 値 を 
と の よう か 方法 で 返し だ たら よ い の か を 知っ 
て いな けれ ば な り ま せん 。 

まだ , アセ ンプ ブリ 言 語 で 書か れ た 関数 の 
中 か ら C 言 語 で 書か れ た 関数 を 呼び 出す 場 
合 ち ある で し ょ う 。 嬉し いこ と に , ほとん 
と の C じ コンパ イラ で は この 呼び 出し 方 ・ 呼 
び 出 され 方 の 手続 き が 共通 に な っ て いま す 。 
それ は C 言 語 を 用 いる 際 の 常識 し いっ て も 
差し 支え あり ませ ん 。 まずは , それ ら の 常 
識 か ら お 話し し まし ょ う 。 

1) ロー カル 変数 の 領域 は スタ ッ ク 上 に 確 

保 さ れる 。 

は じ め に , ここ で いう ロー カル 変数 と は 
自動 (automatic) 変数 の こと で す 。 関 数 の 
入り 日 で 領域 が 確保 きれ , 関数 の 出口 で 領 
域 が 解放 きれ る の で 「 自 動 」 の 名 が ある の 
で し ょ う 。 関 数 の 先頭 で , 

foo( ) 


の よ ょ うに, static と か register と いっ た 記 


憶 ク ラス の 指定 を せ ず に 宣言 され て いる 


や が 上 自動 変数 で す (自動 変数 に する た め 
の auto と いう 宣言 も あり ます が ) 
る さて, し コン パイ ラ の 出力 する コー ド を 


眺め る と, 関数 の 外部 で 宣言 し た 外部 変数 
名 や 関数 名 は 名 前 の 最初 か 最後 に (アン 
炊き コグ) な つけ て , 

_main 
と か 

_foo 
と いっ だ ラベ ル で リス ト 中 に 現れ て いま す 。 
し か し , 自動 変数 に つい て は ,。 ブ ログ ラム 


リス ト の と どこ に も 名 前 が 見 当たり ませ ん 。 
これ は 自動 変数 の 領域 が スタ ッ ク 上 に 確保 
され 。 目 動 変数 へ の アク セス は スタ ッ ク ト 上 


の ある 地点 か ら の 相対 位置 を 指定 し て 行わ 
れる た めで す 。 こ の 自動 変数 の た め の ス タ 
ッ ク 上 の 領域 や も スタック フレ ー ム と 呼び , 
自動 変数 へ の アク セス の 基 と な る 位置 を ス 
タッ ク フ レ ー ム の ベー ス と 呼び ます 。 
たとえば, あな た が 自動 変数 し し て , 
Chan_Agi_ Quess_Paraya 
な ど と いう 名 前 の 変数 を 宣言 し た と し まし 
よう 。 し か し 。 こ の 立派 な 変数 独 も 6C ュ コッ ャ 
パオ イラ の コー ド の な か で は 「 ス タッ ク グ と 
ー ム の ベー ス か ら 一 番目 の 変数 」 と いう 情 
け な い 名 前 に 変わ っ て し まう の で す 。 ス タ 
ッ ク フ レー ム の ご ベース (の アド レス ) は レ 
ジス タ に 記憶 きれ ます 。 それ が フレ ー ム ポ 
イン タタ と 呼ば れる レジ スタ で す 。 
スタ ッ ク フ レー ム は 関数 の 入り 日 で 生成 
きれ , 関数 の 出口 で 解放 きれ ます 。16 ビ ッ 
ト 以上 の CPU で は この た め の 専 用 命令 を 持 
っ て いま す が , 8 ビッ ト や 菩 の ( 7? )16 ビ ッ 
ト CPU (お 馴染み 8086) で は スタ ッ ク ポ イ 
ンタ を 操作 する こと で 同じ 処理 を 実現 し ま 
す 。 
@ ス タッ ク フ レ ー ム を 生成 する 命令 
PREPARE と か ENTER と 呼ば れる こと 
が 多い の で す が , 68000 で は LINK と 呼ば 
れ ま す 。 呼び 方 は いろ いろ あり ます が 。 こ 
れ ら の 命令 は どれ も , 
・ フ レー ム ボ イン タダ と し て 用 いる レジ スタ 
を スタ ッ ク に 退避 (プッ シュ ) する 。 
・ そ の と き の ス タッ ク ポ イン タ の 値 を フレ 
ー ム ポイ ンタ に コピ ー す る 。 
・ ス タッ ク フ レ ー ム と し て 必要 な バイ ト 数 
だ け ス タッ クボ ポイ ンタ を 進め る (必要 な 
バイ ト 数 を 引く 〈) 
と いう 動作 を 行う と いう 点 で 一 致し ます 。 
まだ , フレ ー ム ポイ ンタ と し て 使わ れる 
レジ スタ は CPU に よっ て だ いた だ い 決 まっ て 
いま す 。 や まり 。 
8080 (Z80) BC 


8086 系 BP 
68000 系 A6 
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と いう 状況 で す 。 それぞれ の CPU に つい て 
スタ ッ ク フ レー ム 生 成 の 手順 が どの よう に 
行わ れる の か を 図 1 に 示し まし ょ う 。 

ここ で は 簡略 化し て 自動 変数 が すべ て 4 
バイ ト の サイ ズ を 持っ て いる 場合 を 考え ま 
す 。 こ の と き の 各 自動 変数 の 位置 は フレ ー 
ム ポ イン タ か ら の 相対 位置 で , 


1 番目 の 変数 フレ ー ム ボイン タ 一 4 
2 番目 の 変数 フレ ー ム ポイ ンタ 一 8 


ラウラ レーム ボイン みみ 一 12 
フレ ー ム ポイ ンタ 一 16 


3 番目 の 変数 
4 番目 の 変数 


なり ます 。 

フレ ー ム ポイ ンタ に 対し て マイ ナス の 変 
位 で 参照 する こと に 注意 し まし ょ う 。 た だ だ 
し , Z80 (zC) の 場合 は フレ ー ム ポイ ンタ 
を スタ ッ ク フ レー ム を 形成 し た 直後 の スタ 
ッ ク ボ イン タ と 同じ 位置 を 指し て いま すか 
ら 変位 は プラ ス と な り ま す (な ぜ か は 知り 
ませ ん が )。 また, フレ ー ム ポイ ンタ 自身 は 
(Z80 の 場合 を 除い て ) 古い フレ ー ム ポイ ン 
タタ が 退避 され て いる 位置 を 志 し て いま す 。 
さて, 今 は 変数 の サイ ズ が 4 バイ ト の も 


図 1 スタ ッ ク フ レー ム の 生成 


① 2Z80(eC) 
ーー 
PUSH BC 
LD HL, 一 (バイ ト 数 ) 
ADD HL, SP 

SP, HL 
LD B,H 
LD CE 


レス を 指し て いる 


8086(Turbo C) 


) 


PUSH BP 
MOV  BP, SP 
SUB バイ ト 数 , SP 


③ 68000(XC) 


高 ア ドレ ス 
注 ) 780 で は フレ ー ム ポイ ンタ (BC) は , 
スタ ッ ク フ レー ム の 一 番 低 い ア ド 


低 ア ドレ ス 


| re A6, キー( バ イト 数 ) 


注 ) 68000 で は スタ ッ ク フ 


レー ム の 形成 が | 命令 
で で きる 


90 onix 1988.8. 


アト レス 


の の み を 考え たため, フレ ー ム ポイ ンタ か 
ら の 変位 は すべ て 4 の 倍数 に な っ て いま す 。 
し か し , 1 バイ ト や 2 バイト な どの いみ ろ い 
ろ な サイ ズ の 変数 が 一 緒 に 宣言 きま れ て いる 
場合 は 。 変位 の 決め 方 は コン パイ ラ に よっ 
て まち まち の よう で す 。 た と えば , 

bar( ) 

| 


int 1・ 
char ]: 


| 

と いう 宣言 が ある 場合 。 1 は , 
フレ ー ム ポイ ンタ 一 4 

の 位置 に 割 .) 当て られ , J] は , 
フレ ー ム ポイ ンタ 一 8 

の 位置 に 割り 当て られ ます (int 型 を 4 バイ 

ト の サイ ズ と 考え た 場合 ) し か し , 次 の k 

は 。 コン オタ に よろ て 。 
フレ ー ム ボイン タ 一 9 

で あっ た り (char 型 が 1 バイト で ある た め , 

メモ リ の 無駄 を し な いよ うに 割り 当て を 行 


低 ア ドレ ス 


同時 に 行う 


も る こす うな る 

フレーム ボ オ ンタ 一 12 
の 位置 で あっ た りす る の で す 。 

@ ス タッ ク フ レ ー ム の 解放 する 命令 
DISPOSE, LEAVE, EXIT な ど と 呼ば 
れ よ ます 。68000 で は UNLK と いう 5 命令 で す 。 
スッ タフ セー みち の 生成 は 少々 を や や こし な か 


っ た の で す が , スタ ッ ク フ レー ム の 解放 は 

簡単 で す 。 

・ フ レー ム ポ ボ ポイ ンタ を スタ ッ ク ポ インタ に 
デー する 。 


・ ス タッ ク か ら 退 避 し て お いた だ た, 古い フレ 
ー ム ポイ ンタ の 値 を 回 復 ( ポ ッ プ ) す る 。 
この 2 つの 操作 で スタ ッ ク ポ イン タ を 元 の 
状態 に 戻す こと が で きま す 。 図 2 に 各 CPU 
の スタ ッ ク フ レー ム を 解放 する 動作 を 示し 

ます 

と ころ で , 自動 変数 の 知識 が アセ ンプ ブリ 
言語 の 関数 と C 言 語 の リン ク の た だ ため に な ぜ 
必要 な の か わか ら な い 人 も いる と 思い ます 。 
実 の と ころ , 自動 変数 の 知識 は あま り 必 要 
で は あり ませ ん 。 まあ, 一 般 教 養 と 思っ て 
(だ る お い 。 か た だ し 。 ラ レーム ボボ オ ング と い 


う も の が 存在 する と いう こと , それ が スタ 

ッ ク ポ イン タ を 操作 し て 作ら れる と いう こ 

と は 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な 

ら , この フレ シー ム ボ イン タ は 。 スタ ッ ク フ 

レー ム の ベー ス へ の ポイ ンタ だ け で は な く , 

関数 に 渡る れ て くる 引数 へ の ポイ ンタ と し 

て も 用 いら れる か ら で す 。 それ を 次 に 説明 

し まし あう 。 

2) 引数 は スタ ッ ク を 介し て 渡さ れる 。 ス 
タッ ク に 引数 を 積む 場合 は , int 型 また は 
double 型 に 変換 され る 。 

言語 で は 引数 は スタ ッ ク を 介し て 関数 

に 渡る れ ま す 。 こ の と き ス タッ ク に 引数 が 

プッ シュ され る の で す が , 引数 を 積む 順序 

は , 関数 の 引数 と し て 後ろ の の ほう に 書か れ 

て いる も の が 先 に な り ま す 。 つまり, 

foo(a, b, c) : 

と いう 関数 呼び 出し は , 

push c 
push b 
push a 
call foo 

と いう コー ド に 展開 され ます 。 
この と き 引 数 は , それ が 整数 型 (char, 

short int, long int) で あれ ば long int 型 

(32 ビ ッ ト ) に , それ が 実数 型 (float, doub 

le) て あれ ば double 型 (64 ビット) に 変換 

る れ て スタ ッ ク に 積ま れ ま す 。 

し か し , これ は あく まで も 原則 で (UNI 

< に の ピコ ジン ペイ イラ は た いて に こう な っ て 

いま す が ), 世の中 に は び こ っ て いる MS- 

DOS 上 の C コ ン パ イラ は 違う 方 針 を 取っ て 

いま す 。 つ まり , 整数 型 に つい て は , long 

imt 型 以外 は short int 型 (16 ビ ッ ト ) に 変換 

し て 積み (1ong int 型 は その まま ), 実数 型 

に つい て は float 型 (32 ビット) を double 

型 に 変換 する こと は あり ませ ん (double 型 

は その まま ) 
これ は , UNIX 上 の 多く の C コ ユ コンパ イラ 

が 32 ビ ッ ト CPU の た め の も の で あり, MS- 

DOS 上 の C ュ ン パ イラ が 16 ビ ッ ト CPU の 

も の で ある と いう 点 に 理由 が あり そう で す 

が , これ が UNIX と MS-DOS 間 で C 言 語 で 

書か が れ だ プロ グラ ム の 移植 を する 際 の 大 き 

な 問題 点 と し な っ て いる の で す (UNIX で は 

だ た だ 単に int と 書い た 場合 は 1ong int 型 を 示 

す 》 
まだ , この こと は C 言 語 か ら 呼 ば れる 関 

数 を アセ ンプ ブリ 言語 で 書く 場合 も 頭 に 入れ 


て お ぉ お か な けれ ば な り ま せん 。 つ まり スタ ッ 
ク に 積ま すれ て いる 引数 は , UNIX で は 4 バ 
イト (32 ビ ッ ト ) ご と に 並び , MS-DOS で 
は 2 バイト (16 ビ ッ ト ) ご と に 並ぶ の で す 
( 今 は 整数 型 の 引数 の み を 考え て いる )。 
い 忘 れ ま し た が , CP/M-80 の C ュ ン パ イ 
は MS-DOS と 同じ で , Human68k の XC は 
UNIX と 同じ で す 。 

さて, 先ほど の , 


fo0(4、 Bb © 


図 G スタ ッ ク フ レー ム の 解放 


吊 


\W 


① Z80(ZC) 
低 ア ドレ ス 


HL バイ ト 数 
HL, SP 


SP, HL 
BC 


注 ) Z80 で は BC を あま り 活 


用 し て いな い a 


② 8086(Turbo C) 


MOV SP, BC 
POP BP 


低 ア ドレ ス 


③ 68000(XC) 


UNLK A6 | 


注 ) 68000 で は スタ ッ ク フ 
レー ム の 解放 が | 命令 
で で きる 


低 ア ドレ ス 


高 ア ドレ ス 


図 3 関数 の 入り 口 で の 引数 の 位置 


低 ア ドレ ス 


と いう 関数 呼び 出し に 戻り まし ょ う 。 こ の 
場合 , 関数 foo の 入り 日 で は スタ ッ ク の 状 
態 は 図 3 う の よう に な っ て いま す (引数 は す 
べ て long int 型 と し ます ) これ に より 関数 
側 で は , 

1 番目 の 引数 (a) スタ ッ ク ポ イン タナ 4 

2 番目 の 引数 (b) スタ ッ ク ポ イン タ 二 8 

3 番目 の 引数 (cC) スタ ッ ク ポ イン タ 十 12 
で 引数 へ の アク セス が で きる よう に な り ま 
す 。 


スタ ッ タ クタ 


スタ ッ ク 


スタ ッ ク 
同時 に 行う 


スタ ッ ンク 


図 4 関数 内 で の スタ ッ ク フ レー ム 


低 ア ドレ ス 


1 <*-SP 
ロー カル 変数 の 
バイ ト 数 FP-8 
} FP-4 
旧 FP <FP 
戻り アド レス FP 十 4 
FP+8 
FP 十 12 
FP+16 


(FP : フレ ー ム 
ポイ ンタ ) 
高 ア ドレ ス 


スタ ッ ク 
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か の m ~ m の サン プル 
: asm 文 の サン プル (この プロ グラ ム は 実行 で きま せん ) の ブロ グラ ム は 実行 で きま す ) 
*/ */ 
main() 7 
int i,3: 9 3) 
for(i=9: 1<19: ュ ++) { , for(i=0; i<10; it+){ 
7 N 。 asm 
oe move.1 -4(a6),d9 
asm(" move.l dQ9,-8(a6) "); add. 1 #123,d6 
printf ("i=%d i+123=%d¥n", i, 3); move.l do,-8(a6) 
} #endasm 
} | printf( "=%d i+123=%d¥n", i, J); 
} 
この 場合 は スタ ッ ク ポ イン タ を 基準 と し 速 化 の た め に アセ ンプ リ 言 語 を 用 いる の な 68000 系 DO, D1 
て アノ グ も スト し て て いる わけ り て すず す が 。 ス タメ タッグ ら ば スタ ッ ク ポ イン タ を 使う こと を 考え ま も が る よう て す 。 
ポイ ンタ と いう も の は , 式 の 値 な ど を 一 時 し ま 。 これ 以外 の 場合 は スタ ッ ク を 使っ た りす 
的 に 退避 する た め に ブッ シュ や ポッ プ を 子 これ ま て 説明 し て きた 関数 へ の 引数 の 渡 みる な が など コン パイ ラ ご と に 工 天 が 条 わ れれ てい 
告 な く 行 うこ と が あっ 玄 。 値 が 一 定 し て い し 方 , 受け 取り 方 は C コ ン パ イラ で 標準 的 て 一 般 的 な こと は いえ ませ ん が , アセ ンプ 
る と は 限り ませ ん 。 ス タッ ク ポ イン タ の 動 た も の て す が 、C ュ シン パイ タラ の ん か に は ッッ リ 言語 で 関数 を 作る 場合 に は , ほとん ど が 


き を 常に 管理 し て いな けれ ば な ら な い だ め , 
スタ ッ ク ポ イン タ を 基準 と する 引数 へ の ア 
クセ ス は C コ ユン パイ ラ の ュ ユ コード 生 成 に 大 き 
な 負担 し な り ま す (や っ て や れ な いこ と は 
な い が ) 

そこ で, 関数 内 で 絶対 不変 な 基準 が 必要 
に な り ま す 。 を の 基準 と 上 いう の が 先 に 示し 
た だ た フレーム ポ イン タ な の で す 。 図 3 の よう 
な スタ ッ ク の 状 馬 て 。 ス タッ クラ レー ム ぞ を 
形成 する と 図 4 の よう に な り ま す 。 フ レー 
ム ポ イン タ を 基準 と する と , 先 に 示し た 引 
数 は, 

1 番目 の 引数 (a) フレ ー ム ポイ ンタ 8 

2 番目 の 引数 (b) フレ ー ム ポイ ンタ オ 12 

3 番目 の 引数 (C) フレ ー ム ポイ ンタ +16 
イア クセ ス す る こと が て きま す 。 と そして, 
多く の コン パイ ラ は この 方 法 で 関数 に 渡る 
れ て 〈 く る 引数 に アク セス し て いる の で す 。 
つま り , フレ ー ム ポイ ンタ は スタ ッ ク フ 
レー ム の 基準 位置 を 示す だ け で な く 〈, 引数 
が ある 領域 の 基準 位置 に も な る の で す (と 
ざる あて で 。.VAX の CPU て 代 フ レー ム ポ イン 
タ と は 別に , CALL 命 令 に よっ て 設定 され 
る アー ギュ メン ト ポ ボイン タ で 引数 領域 の べ 
ー ス を 示し ます ) 

この よう に フレ ー ム ポイ ンタ は 便利 な の 
で す が ,。 人 間 が アモ セン プリ 言語 で ブロ グラ 
ム を 作る 場合 は | スタック ポイ ンタ の 動き を 
追う こと が 可能 で すか ら , スタ ッ ク ポ イン 
タ を その まま 引数 領域 へ て の ポイ ンタ と し て 
利用 する こと も で きま す 。 も し , 関数 の 高 
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ジス タ を 介し て 関数 と 引数 の や り 取 り を 行 
人 


ん ます が 。 ヨン パパ イラ 牧人 条 は の 

も の で す 。 を その せい か , こう いう コン パイ 

ラ は あま り 見 か け な い の で す が , 有名 な と 

ころ で は 8080 用 の LSI-C じ コンパ イラ が それ 

に お あお たり ます 。 LS じじ ュ コン パオラ は ば は 
第 1 引数 を HL に, 

第 2 引数 を DE に , 
第 3 引数 を BC に , 

それぞれ 入れ て か ら 関 数 を CALL し ます 。 

引数 が 4 つ 以 上 ある 場合 は , 第 4 引数 以降 

を スタ ッ ク で 渡し ます 。 

3) 関数 の 戻り 値 は レジ スタ て 渡さ れる 。 
関数 内 で 引数 を 参照 する 方 法 が わか っ た だ 
ら , 次 は 関数 か ら 値 を 返す 方 法 で す 。 こ れ 

が わか れ ば も う ア ャ セン ブリ 言語 で 関数 の プ 

ログ ラム が 書け る で し ょ う 。 
関数 か ら 値 を 返す 方 法 は 簡単 で す 。 関 数 

の 値 は レジ スタ に 入れ て 返せ ば いい の で す 。 

を れれ て は に の レジ スタ を 用 いる か と いう tt; 

を それ も フレ ー ム ポイ ンタ と 同様 に , 各 CPU 

で は ほぼ ば 共通 で , 

8080 (Z80) HL 


8086 系 AX 
68000 系 DO 


と な っ て いま す 。 ま た , 戻り 値 が 1 本 の レ 
ジス タ で 足り な い 場 合 は , 


8080 (Z80) レジ スタ は 使わ な い 
8086 系 AX, DX 


int 型 の 値 を 返す と 思わ れる の で , これ だ け 
知っ て お け ば 十分 で す 。 


| ちょ っ と セコ い イ ン ラ イン 展開 


ァ セ ンプ リ 言 語 を 用 いて 関数 を 書き , そ 
れ を C 言 語 の プロ グラ ム か ら 呼 び 出 すこ と 
は 可能 で す 。 こ の と き , どん な 小さ い ブ ロ 
グラ ム を 作る 場合 で も , 最低 C 言 語 の プロ 
グラ ム と アセ ング ブリ 言語 の プロ グラ ム の 2 
つの ブロ グラ ム が 必要 に な り ま す 。 し か し , 
多く の て コン パオ ラ て は し 言語 の ブロ グラ ァ 
ム に アセ ンプ グリ 言語 の 記述 を 埋め 込む こと 
が で きる よう に な っ て いま す 。 こ の 機能 
使え ば 。 C 言 語 と アセ ン ブ リ 言語 と いう で 
あい に プロ グラ ム を わざ わざ 2 つ に 分 け な 
(て も 。 ひと つの グロ グラム て すん て し き 
いま す 。 これ が ア ャ ンプ リリ 言 諾 の イン ライ 
ン 展 開 こ と いう や つ で す 。 

し か し 。 この ア ャ ンズ グリ 言語 の 記述 は C 
言語 の 記述 の 中 に 埋め 込む だ け の も の で す 
か ら , アセン グリ 言語 だ け で 書い た 場合 の 
ょ うか な 効率 の よき は 期待 で きま せん 。 ま ん た, 
最適 化 の 段階 で 用 いる オプ テイ マイ ザ が 理 
解 で き な い よう な か 命令 列 を 埋め 込ん で し ま 
う 恐れ が ある だ た だめ, イン ライ ン 展 開 を 用 い 
た プア ロダ グラ ム に 最適 化 を 行う こと は て きき 
A 

ィ ン ラ イン 展開 は , 新た な 関数 を 作る は 
ど で は な い が 。 C 言 語 の 文法 内 で は どう し 
て も 無理 な 機能 を 実現 する 場合 に の み 使 用 


する と 考え た ほう が よい で し ょ う 。 ア ャ セン 
ブリ 言語 を 使う 方 法 し し て は ちょ っ と セコ 
い の で す が 。 何 か の 役に立つ こと が ある か 
も し れ ま せん か ら 説 明 し て お きま し ょ う 。 
イン ライ ン 展 開 の 方 法 は コン パイ ラ に よ 
っ て まち まち で す が , 大 きく 分 け て 次 の 2 
うつ が あり ます 。 
1) asm 文 
UNIX 上 の C ュ コンパ イラ は すべ で て, asm 
文 を 使用 する こと で イン ライ ン 展 開 を する 
こと が で きま す 。asm 文 と は 
asm ("文字 列 ") 
と いう 関数 呼び 出し の よう な 形式 で 使用 さき 
れ , ( ) 内 に 書い て ある 文字 列 が その まま 
出力 コー ド に 埋め 込ま れ ま す 。 
パソ コン の C じ コン パイ ラ で は asm 文 に よ 
っ て イン ライ ン 展 開 あ する も の を あま り 見 
か け ま せん が , LSI-C は asm と いう 名 前 
て 始ま る 関数 に asm 文 と 同じ 機能 を 持た せ 
SS あて すら 
asm 文 の 使用 例 (一 応 XC 用) を リスト 
1 に 示し ます が , XC は asm 文 を サポ ー ト 
し て いな い の て ユン パイ ル す る と エラ ー に 
な っ て し まい ます 。UNIX 上 の C ュ コン パイ 
ラ て 使う と き は この よう に すれ ば いい の だ 
と いう 例 と 思っ て て だるい 
な お , aSm 文 で 記述 し て ある 内 容 は ロー 
カル 変数 (自動 変数 ) i に 123 を 加え た 5 ぅ 
の を , 同じ ロー カル 変数 の j に 代入 する と い 
う 単 純 な も の で す 。int 型 の 変数 は フレ ー ム 
ポイ ンタ (A6) か ら の 相対 位置 で 示さ れる 
こと を 思い 出せ ば 意味 は わか り ま すね 。 こ 
の 相対 位置 は 原則 と し て 宣言 され た 順に 決 
め ら れる の で , リス ト 1 で は , 
1 が 一 4 (A6) に 
] が 一 8 (A6) に 
な る の で す 。 
2) #asm-- 革 endasm 宣 言 
これ は プリ プロ セッ サ へ の 指定 の か た ち 
で イン ライ ン 展 開 を 行う 形式 で す 。 #asm 
と 韻 endasm の 間 の 記述 が その まま 出力 コ 


int fibh().; 
int 3 
main( ) 


for(i=0;i<10;it++) 


printf( "fib(29) =%d\n" ,fib( 29) ) : 


ー ド に 埋め 込ま れ ま す 。 


の bis 


パイ ラ で イン ライ ン 展 開 を 行え を る も の は 圧 


倒 的 に この 形式 が 多い よう で す (XC も こ 
の 部 類 で す ) 

リス ト 2 に XC に よる 使用 例 を 示し ます 。 
これ は リス ト 1 で asm 文 に な っ て いる 部 分 
を その まま 六 asm と #endasm の 間 に 記 述 
し た も の (ブログ ラム の 意味 は まっ た く 同 
し) て 。 こち は XXC て ちゃ ん よ と ヨッ パイ 
7 て きま ます よ 。 


| アセ ン ブ リ 言語 で 関数 を 


それ で は , 実際 に アセ ンプ ブリ 言語 で 関数 
を 書い て み ま し ょ う 。 例 と し て 用 いる C ュ 
ン パ イラ は , お そら く 〈 一 番 多 く の 人 が 持っ 
て に いる と 考え ちち れる gC と XC て で て す 。 ここ 
で は フィ ボナ ッ チ 数 列 を 求め る 関数 を 変形 
し だ も の を CC 言語 と アセ ンプ ブリ 言語 で 記述 
し て その 速度 を 競い ます 。 

まず は , リス ト 3 と リス ト 4 に 
記述 され た 関数 を 示し ます 。 リ スト 3 が メ 
イン プロ グラ ム で リス ト 4 の 関数 を 10 回 呼 
NE ki 
対応 する 関数 を アモ セン ブリ 言語 で 記述 し て 
リン ク す れ ば よい の で す 。 リ スト 4 は 再帰 
呼び 出し を 行う 関数 に な っ て いま すか ら 。, 
ア セン プリ 言語 で 再帰 呼び 出し を 行う 場合 
の 参考 に も な る で し ょ う 。 
1) zeC 編 

eC は 直接 オプ ジェ クト コー ド を 出力 する 
コン パイ ラ で , その オブ ジェ クト コー ド も 
独自 の ユー ド に な っ て いま すか ら ,。 既存 の 
アモ セン グラ で 作っ た オブ ジェ クト を 人 筒 単に 
リン ク す る こと は で きま せん 。 

実は 々 ヶ C じ コンパイラ の 基 に な っ た BDS C 
コン パイ ラ で は アセ ンプ ブリ 言語 で 書か れ た 
ソー スプ ログ ラム を CP/M に 付属 の ASM 
- か か る 形式 に 変換 す る CASM (グリ プロ 
セッ サ ) と いう ユー ティ リティ が 付属 し て 
いま し た 。 こ の ユー ティ リティ を 用 いる ょ と 


C 言 語 で 


アセ ャ センブリ 言語 の プロ グラ ム か ら 6BDSC と 
リン ク で きる 形式 の オブ ジェ クト コー ド を 
作る こと が で きた の で す 。 残念 な が ら , aC 
に は その ユー ティ イリ ティ は 付属 し て いま せ 
ん が , この コン パイ ラ が 最初 か ら ア セン プ 

リ 言語 と の リン ク を 考え て いた も の で ある 
me の が かる て や し よう 。 

〆 し は BDSC と ほとん ど 変 わる と ころ が あ 
り ま せん か ら そ の CASM さ る さえ 手 に 入れ れ ば 
アセ ング プリ 言語 と の リン ク を 容易 に 実現 す 
る こと が で きま す 。 CASM が 手 に 入ら な い 
人 は , 御手 洗 毅 著 『BDS C ブ ログ ラミ 3 
(工学 図書 ) を 見 て くだ る い 。. この 本 に 
ASM を Z80 用 に 改良 し た ZCASM と いう プ 
リプ ロ セ ッ サ の 全 ソ ー ス リス ト が 載っ て い 
る の で それ を 打ち 込み まし ょ う 。 

リス ト 4 の 関数 を CASM の 入力 で で きる 
よ フ が アモ ング ツリ 肖 議 て 記 小 し だ た の グラ タム 
が リス ト 5 で す 。 関 数 の 最初 で は スタ ッ ク 
ポイ ンタ 二 2 の 位置 (アド レス ) に 引数 が 
ある こと (スタ ッ ク ボ イン タ の 位置 に は 戻 

アド レス が ある ), 関数 の 値 は HL に 入れ 
ee 
値 を 壊さ な い 限 り 何 も や っ て も か まい ませ 
Ta 
リス ト 5 で は 再帰 呼び 出し の と き に スタ 
- 積 ん だ 引数 の 捨て 場所 に IX レジ スタ 
を 使っ て いま す 。。gC は 8080 用 の C ュ コン パ 
イラ で すか ら , 8080 に 存在 し な い レ ジス タ 
を 壌 し て も 問題 は な いと 思い ます 。 

この プロ グラ ム を 。 リ ンク て し で 実行 ずる 
手順 は ここ で は 説明 し ませ ん 。 各自 マ ニュ 
アル を 調べ て くだ さい 。 も っ と も ち も 。 図 5 に 
実行 結果 を 示し ます が , これ を 見 る だ け で 
も 手順 は わか る と 思い ます 。 

今 , リス ト 3 の プログ ラム 名 が FIBMA 
IN.C, リ スト 4 の ブロ グラ ム 名 が FIB1.C。 
リス ト 5 の プロ グラ ム 名 が FIB2 .CSM と な 
っ て いま す 。 そし て , 間 題 の 実行 時 間 で す 
が , fib(20) の 値 を 一 度 ゲ プリ ント し て か ら 次 
に 再び プリ ント する まで の 時 間 を 比べ る と, 


return( の 9) 
return(1 ) : 
return(1 ) 
return(2): 
fib(n-1)+fib(n-2)+fib(n-3 )+fib(n-4) ) : 
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言語 の み の と き は 約 28 秒 で あっ た の が , 
アセ ング ブリ 言語 の 関数 を 使う と 約 10 秒 に な 
り ま し だ 。 な ん と 2 倍 以 上 の スピ ー ド アッ 
プ で す 。 


は 簡単 で す 。 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ 
グラ ム を Human68k 用 の アセ ンプ ラ (AS) 
て アセ ンプ ル し 。 信司 の リ シ % (ULK) て 。 

/ ル 上 オプション (リン ク の 前 で 止め る ) を つ 


て 放 近 し だ た も の が り リスト 6 て す 。 こ の デブ ョ 
グラ ム の アル ゴリ ズム は リス ト 5 の 8080 の 
5 の と 同じ で す が , CPU の 機能 が 高い 分 , 
すっきり と し だ 5 の に な っ てい ます 。 


と この て 。 ここ て 和 結 灯 と し て 出力 きれ て 
いる 16240 と いう 値 は 正しく あり ませ 4 ん 4。 
これ は int 型 が 16 ビ ッ ト し か な い だ め に 計算 
の 途中 で オー バー フロ ー が 起き た た めで す 。 
し か し , 間違え る 条件 は 同一 で すか ら , る 
っ き の 比 較 も 意味 が ある と 思わ れ ま す 。 

2) XC 編 

XC の 場合 は 


図 5 


ア ャ ンプ リ 言 語 と の リン ク 
々 CO と アセ ンプ ブリ 言語 と の リン ク (実行 例 ) 


E> 
ExCC FIBMAIN FIBMAIN. C の コン パイ ル 
BDS Alpha-C Compiler u1.51 (part 1) 
32K elbowroom 
BDS lpha- て Compiler ul.51 (part 11) 
28K to spare 
E> 
ExCC FIB1 FIB1.C の コン パイ ル 
BDS Alpha-C Compiler u1.51 (part DD 
32K unused 
BDS Rlpha-C Compiler u1.51 (part II) 
28K to spare 
E> 
ExCLINK FIBMRIN FIB1 
BDS RIpha-C Linker ul.51 
Linkage complete 
39K left ouer 
E> 
E>FIBMAIN 一 一 実行 
fib(29)=16248 = "net 
fb(26)=16249 この 前 %92 
fib(29)=16249 
fib(29)=16248 
fib(29)=16248 
fib(2)=1624M 
fib(29)=16248 
fib(29)=16249 
fib(29)=1624M 
fib(29)=16249 


リン ジンク 


ECRSM FIB2 FIB2. CSM を ASM に か か る 形式 に 変換 
BD Softumre CRL-format RSW Preprocessor ul.58 
Processing the FIB function... FIB2.RSM is readu to be assembled 


ERSM FIBZ 一 一 一 FIB2.ASM を アセ ン ブ ル 
CP/M RSSEWBLER - VER 2.8 
S9993 = SECTORS$ EQU ($-TPRLOC)/256+1 :USE FOR "SAVE" !. 
9 
91H USE FRCTOR 
END OF RSSEWBLY 
ERID FIB2.HEX FIB2.HEX を メモ リ に ロー ド (MRID を 使っ て いる が 
Rrmat 789 Debugger - UER 1.8 DDT で よい ) 
(c) Rrmat co. 1986 All Rights Reserued. 
Reading: FIB2.HEX Next = 8 上 1 
9 ーー 一 MRID を 抜け る (DDT で も 同じ ) 
E>SAVE 3 FIB2.CRL 一 一 - FIB2.CRL を 作る 
E> 


ExCLINK FIBMAIN FIB2 
BDS Alpha-C Linker  u1.51 
Linkage complete 
39K left ouer 
> 
E>F IBMAIN 実行 
fib(29)=16246 1] - た 
人 時 ミリ リグ 
fib(2M)=16248 
fib(29)=1624M 
fib(29)=1624M 
fib(29)=16249 
fib(29)=16249 
fib(29)=16249 
fib(29)=16249 
fib(29)=16249 


リン ンク 


E> 
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け て ツア パイ オイル し だ し 表 語 の メオ ンプ ログ 
ラム と ライ ブラ リヒ 一緒 に リン ク す れ ば 出 
来 上 が り で す 。 ま た , 
を し な く て 6 も C 言 


そん な 面倒 臭い こと 
記 の プロ グラ ム みち と を アキ キン fibl.c, リス ト 6 の プロ グラ ム ぃ 名 が Hb》 .s 
ブリ 言語 の ゲロ グラ ム を 同時 に CC に 食わ ゎ 
せ て や れ ば あっ と いう 間 に 実 行 形式 の ファ 
イル が 出来 上 が っ て し まい ます 。 

リス ト 4 の プログ ラム を アモ セン ブリ 言語 合 が 約 3.8 秒 で す 。cC の よう に 2 億 ま で と 


それ で は , XC の 場合 の 実行 結果 を 図 6 
に 示し ます 。 ここ て は リス ト 8 の プロ グラ タラ 
ム 名 が fibm. cc, リス ト 4 の プログ ラム 名 が 


と な っ て いま す 。 ひ と つの fib (20) を 出力 
する だめ の 実行 時 間 は , C 言 語 び どけ の 場合 
が 約 5.3 秒 で ,。 アセ ンプ ブリ 言語 を 用 いた 場 


図 B X ご と アセ ン ブ リ 言語 て の リン ク ( 実 行 例 ) 


A> 

A>oo /O fibm.c fibl.c 

X68k CC Driver v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
fibm.o 

X68k CCP Pre-Prooessor vV1 .9 の 9 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC の Parser v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
fibm.o 7 :Warning 15 関数 の 戻り 値 が な い 

X68k CC1 Code Generator v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC2 Optimizer v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k Assembler vi.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

No Fatal error(s) 

まま よ る ら 

X68k CCP Pre-Proocessor Y1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC の 9 Parser v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC1 Code Generator v1. の 9 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC2 Optimizer v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k Assembler v1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

No Fatal error(Ss) 

X68k Linker v1.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

A> 

A>fibm 

fib(29)=147312 es に 
fib(26)=147312 この間 約 5.3 秒 

fib(29)=147312 

fib(20)=147312 

fib(20)=147312 

fib(29)=147312 

fib(20)=147312 

fib(29)=147312 

fib(29)=147312 

fib(20)=147312 

A> 

A> 

A>oc /O fibm.c fib2。s 

X68k CC Driver v1.09 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
fibm.c 

X68k CCP Pre-Processor Y1.99 Copyright 1987 SHARP/Hudsop 
X68k CCO Parser v1.9 の 9 Copyright 1987.SHARP/Hudson 
fi も ms CC. 7 :Warning 15 関数 の 戻り 値 が な い 

X68k CC1 Code Generator vl.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k CC2 Optimizer vl.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 
X68k Assembler v1.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

No Fatal error(S) 

fib2.s 

X68k Assembler vl.00 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

No Fatal error(s) 

X68k Linker v1.09 Copyright 1987 SHARP/Hudson 

A> 

A>fibm 

まお の まめ の お 73 肖 る に 
fib(29)=147312 一 | この間 約 3.8 秒 

EDC20)=147312 

泊 2 の まま きま る 

fib(29)=147312 

fib(209)=147312 

まわ クス = すま る ラス 

fib(29)=147312 

の の 生生 の は 多 

や も た み 2 の) こす 4 82 

A > 

A> 

A> 


は いき ませ ん が か な り の スピ ー ド アッ プ で 


| アセ ンプ ブリ 言語 は 最後 の 武器 だ ? 
ジブ プリ 言語 と も C 言 語 と の リン ク を 行 
えば, プログ ラム の 実行 速度 を 上 げ ら れる 
こも が わか だ と 乱す それ な ら は , 
最初 が ら ア セン ブリ 言語 だ け で プロ グラ ム 
を 作る ほう が いい と いう 考え も 当然 出 て き 
ます が , アセ ンプ リ 言 語 だ け て GC 言 語 に 匹敵 
する よう な 制御 構造 を 実現 し よう と する と 
大 変 な 労力 が 必要 と な り ま す 。 それ に , ま 


っ だ 《 ス ピー ド を 妥 求 る きれ な い 部 分 まで も 
アセ ンプ ブリ 言語 で 記述 する の は 労力 の 無駄 


0 下 反 ます 

や は いり 0。 アプ セン プリ 言語 は ぼう し て も ス 
ビー ド が 要求 きれ る プロ グラ ム の クリ ティ 
カル バ パス に 対し て 用 いた と き (当然 。 プ ロ 
グラ ウム は ほ は よ て モジュール 化 き れ て で て いで / ゲ 
セン ブリ 言語 で 書く べき 関数 が 明確 に な 
て いな けれ ば な り ま せん が ) に , 一 番 の 能 
力 を 発揮 する ぉ も ぁ の な の で し ょ う 。 

と ころ で 。 この 原稿 で は C 言 語 と アモ ン 
リリ 言語 の リン ク が きも 当たり 前 に 行わ れ 
て いる よう に 書い て きま し だ た 。 し か し 。 現 
実に は よほど の こと が な い 限 り C 言 語 の 出 
力 す る コー ド で 満足 する プロ グラ マ が 多い 
ルフ ルチャ 
だ と えば , VAX の UNIX 上 で (て 言語 を 使 


2 


( ? 


fib: 
push d : DE : register variable 
lxi h,4 
dad sp globl 
mov a,m text 
inx h .even 
mov h,m _fib: 
mov 1,a move . 1 
ora h lea 
jz LQ move.1 
dex h cmpi . 1 
push h ; (SP) = HL-1 beq 
mov a,l subg.1 
ora h beq 
gz 1 move.1 
dex h subqg. 1 
push h ) (SP) = HL-2 beq 
mov a,l move . 1 
ora h subgqg. 1 
Jz L2 beq 
dex h move . 1 
push h : (SP) = HL-3 subq・1 
mov 8,1 move . 1 
ora a Jsr 
2 L3 move ., 1 
dcx h addq・.1 
Push h ; (SP) = HL-4 Jsr 
call fib add・1 
xchg addq.1 
db @ddh,9e1h ; POP IX Jsr 
call fib add.1 
dad d addq・.1 
xchg Jsr 
db 9ddh,9e1h ; POP TX add. 1 
call fib lea 
dad d move.1 
xchg rts 
db の ddh,9elh ; POP TX eVven 
call fib LO: 
dad d lea 
db 9ddh,9e1h ; POP TX clr.l 
pop d rts 
ret even 
LQ: L1: 
pop d lea 
ret moveqg. 1 
も 51 ・ rts 
pop h even 
lxi h,1 LZ: 
pop d lea 
ret moveg.1 
L2: rtg 
pop h ・GVen 
pop h L3: 
lxi h,1 lea 
pop d moveg. 1 
ret rts 
L3: 
pop h .end 
pop h 
pop h 
lxi h,2 
pop d 
ret 
ENDFUNC 


用 し て いる 人 の うち , どの くら い の 人 が を そ 
の CPU の ア ャ ンプ ブリ 言語 の 命令 を 知っ て い 
る の で し ょ う 。 少な 《 く と も 私 の 周り に は V 
AX 上 で ア i 
は 皆無 で す 。 きっ と ,「C 言 雇 は アセ シブ プリ 
言語 の 代用 に 使っ て いる 」 な ん て いう 人 の 
な か に も る も, アセ ン ブ リ 言語 (を その GE は 
な ん に せよ ) を 知ら な い 人 が 多い の で は な 
いで し ょ うか (これ は 一 種 の 読 弁 で は な い 
かう 0 

で も , C の 性 能 に よっ て は どう し て も 高 
速 化し だ た いと いう 人 も いる か も し れ ま せん 
が 。 も し か し だ らら チ セン ジリ 誕生 も も 言語 
の り サンク み という テ み ニッ は か か な かり 「 を 下 
が こと な の か ちる も し れ ま せん ね 


肪 」 


fib 


4(sp) ,d0 
-20(sp),sp 
d7,16(sp) 
#9,d09 


d9,12(sp) 5 
#1,d0 

L2 

d の ,8(sp) ) 
#1,d0 

L3 

dO , 4 ( sp ) 1 
#1.d0 の 
dO , ( sp ) 
_fib 
d9,d7 
#4,sp < 
_fib 

d9,d7 

#4 , sp 
_fib 

d9,d7 

#4,sp ‘ 
_fib 

d7 ,d の 

8 (sp) , sp ; 
-4(sp) ,d7 


+4 (8) 


+4 (12) 


+8 (20) 


20( sp ) , sp ; d7 no ohange 


do 


20( sp) , sp ) d7 no change 


#1,d0 


20(sp),sp : d7 no change 


#1,d0 


20(sp),sp ; d7 no change 


#2,d0 


= ミ 


戸 ロロ 
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CUNCEHTOU-X56K 
DAIA PRO-68K/CARD PRO-66K 


X58UUU あ な た の 知ら な い 世 界 


MS-DOS エ ミュ レー タ 
CONCERTO-X658K 


| CONCERTO に 搭載 され て いる CPU, V 
30 は 8086 と の 完全 互換 性 の ある NEC 缶 の 
16 ビ ッ ト マ イク ロブ プロ セッ サ で す 。 こ の ボ 
つい に プク や セス か 65MS-D0S エ ミュ レン ー ド で は V30 は クロ ッ ク 有 周波 数 SMHz で 駆 
ー タ CONCERTO-X68K が 発売 に な り ま し Rs と いう こと は PC-9801 シ 
た だ た 。 こ れ は X68000 上 で MS-DOS の ソフ ト リー ズ の ベス ト セ ラー モデ ル で ある VM 2 
を 走ら せ て し まお うと いう も の で す 。MS- な ど (10MHz) に 比べ れ ば , 若 十 居 く な っ 
DOS の ソフ ト が 動い て な に が お いし い の だ て いま す 。X68000 本 体 が 10MHz で す の て 
あう も 思う 人 も いひ し は 、 エ エマ ャ ュ レ ー タ が と 少な く て と も それ に あわ せ て は ほし か っ だ と こ 
は 遅く て し ょ う が な い だ ろ うと いう 人 も い ろ で す が ,。 クロ ッ ク を 上 げ る と それ に あわ これ が DOS Engine 
eR et せ て メモ リ の 値段 が 上 が っ て し まう の て 価 ら て も 。 いろ いろ みな も の が あり ます 。 きま た, 
, 何 度 か この CONCERTO-X68K に つい 格 の 兼ね あい か らし か だ た が な い の か も し れ PC-9801 の ソフ トウ ェ ア の な か に は , 単に 


で の シン ポー ト が 本 誌 で きれ て いま a ご ませ ん 。 A #512K バ イト を 装備 し て い MS-DOS を ソフ ト の 立ち 上 げ の た め だ け に 
回 , ey i ます が , 実際 に アプ リケーション ソフ ト の Oe REN 
て 。 詳し て 探っ て みた に じ に と 思い に ます 2。 全人代 ト 程度 で す 。 あ け な け れ ば な り ま せん 。 注意 し て くだ る きい 。 


し は シス テム る みる など が 使っ て いる の て し ょ う 。 PO に お らら DDO 


まず は CONCEHTO-X68K の 構成 次 は ソフ ト の ほう を 見 て みた いと 思い ま な ど は PC-9801 の アプ リケーション て あっ 


CONCERTO-X68K の 薄 緑色 の パッ ケー す 。 マスター ディ スク に は ほ は 。 この DOS En て , MS-DOS の アプ リケーション と は いい 
ジ を 開け る と , 中 に は DOS Engine と 呼ば gine を 操作 する た め に , が だ た いも の が あり ます 。 当 矯 、 こ うい っ た 
れる LSI 満載 の ボー ド , ディスケット ( マ XDOSINIT. XX 寺 定 機種 用 の プロ グラ ム は CONCERTO で 
スタ ー デ ィ イス ク ) 1 枚 , マニ ュ ア ル , その XDOS. X は 実行 て さま それ 4 
他 ア ン ケ ー ト ハガキ な ど が 入っ て いま し た 。 XDOS. CNF この CONCERTO で は MS-DOS の Ver2. 
要する に , この CONCERTO は ハー ド , ツ と ラク アイ ル が つの いて きま は す 。 と こ 息 だ 11 上 で 走る アプ リケーション ソフ ト が 実行 
フト 表裏 一 体 の 代物 な の で す 。 それ で は , で DOS Engine は 十分 に 操作 で きま す 。 な 可能 で す 。 現在 広く 使用 3 ね れ て いる MS-D 
まず DOS Engine の ほう か ら 見 て いき だ い か な か よく て でき て いま すね 。 て は 。 これ ら OS は Ver8. 1 程度 の も の で す が , 実際 に は M 
と 思い ます 。 に つい て 説明 し て み ま し ょ う 。 S-DOS の ソフ ト の 多く は Ver2.1 の 時 代 に 

DOS Engine は 30cmX17cm の か な り 大 き XDOSINIT.X は DOS Engine を エミ ュ 作成 され だ も の で す 。 ま た 一 般 に Ver3.1 は 


な ボー ド で , X68000 の 後方 に ある スロ ッ ト レー タ と し て 初期 設定 も を する た め の ソ フト 広い 記憶 容量 を 必要 と し , アフ リ ケ ー シ ョ 
に は と う て い 収まら な い 大 きる で す 。 で は で す 。 こ れ は CONCERTO を 立ち 上 げ る た ン ソ フト を 満足 に 走ら せる こと が で き な い 


この ボー ド は ほ は どう し て こん な に 大 きい の か びに 実行 する 必要 が あり ます 。 こと が あり ます 。 を その 点 か らい うと , Ver 
と いう と 。 こ の ボー ド に は マイ クロ プロ セ hr -DOS Engine を 使っ て 2.11 と いう の は 賢明 な 選択 で ある と 私 は 思 


ッ サ V30 と 512K バ イト 分 の メモ リ な ど , 通 MS-DOS の エミ ュ レ ーション を 行う だ め の ぃ いま す 。 しかし, バー ジョ ン の 違い は CO 
常 は コン ピュ ー タ の 心臓 部 と な る で きも の も の で す 。 こ れ は MS-DOS の ソフ ト を 実行 NCERTO 上 て 動く アグ プリ ケー ショ ンジ タプ 


が 詰まっ て いる か ら で す 。 は っ きり いっ て ずる だ た だ ぴ ゆ に 使う こと に か り ま す 。 ト の 決定 に 重要 な 影響 を 与え を ます の で 十分 
この CONCERTO は MS-DOS エ ミュ レー タ XDOS. CNF は XDOS. X を 起動 する と き に 注意 し て くだ きい 。 
と いう より は ,。 MS-DOS マ シン の 心臓 部 だ に , その 環境 を 設定 する だ ため の パラ メー タ で は 具体 的 に ぼぼ の よう な ソフ ト が 動く の 


け を みつ くろ っ て ボー ド に 載せ だ た よう な も (環境 変数 な ど ) を 設定 する た め の フ ァイル か と いう こと に 話 を 進め まし ょ う 。 MS-D 
の で す 。 モ ニタ と キー ボー ド の な いい コンピ ビ で す 。 なく て も か まい ませ ん が , その 場合 OS の ファ ンク ショ ンコ ー ル で は 基本 的 に キ 
saeー 久 と 考 ん た ほう が いい て し ょ は う 。 こう は デフ ォ ル ト 値 が 設定 され る こと に な っ て ャ ラク タ し か 表示 で きま せん の で , グラ フ 


考える と , 約 10 万 円 と いう 価格 も うな ず け いる よう て です 。 ィ ッ ク を 使う も の は 特定 の ハー ド 用 の ソフ 
ます 。 で も これ を 使う に は 別に MS-DOS の に a ト と いう の が 正しい の で す 。CONCERTO 
ソフ ト が 必要 な の で , ちょ っ と 高い よう な な に が 走る の で あろ うか は あく まで も MS-DOS エ ミュ レー タ で すか 


気 が し ます が 。 MS-DOS の アプ リケーション ソフ ト と い ら 。 こ の よう な ソフ トト に は 対応 で きる わけ 
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ROGUE が 走る ! 
が あり ませ ん 。 | 

炊 に MS-FORTRAN や MS-PASCAL に 
代表 きれ る コン パイ ラ や イン タプ リタ な ど 


の ソフ ト で す が , これ ら は ほとん ど 間 題 な 
〈 動き ます 。 た だ 注意 し な けれ ば な ら な い 
こと が 2 つ あり ます 。 

ひと つ は TURBO PASCAL な どの よう 
に エディ タ を 内 蔵 し た も の や , イン タプ リ 
タタ な どの カー ソル エディ ッ ト 機 能 を 持っ て 
いる よう な も の で す 。 これら は 画面 や カー 
ツル を 制御 する 方 法 を イン スト ー ル で きる 
も の か , た また ま X68000 と 同じ も の を 使っ 
て いる 場合 な ら ば 間 題 な く 動 きま す (た だ 
し イン スト ー ル は 必要 で し ょ う )。 また 画面 
制御 に ANSI.SYS と いう ドラ イ バ を 用 いて 
いる も の が あり ます が , これ は 画面 制御 の 
エス ケー プシ ー ケ ンス コー ド を ANGSI 規格 
の も の で 制御 で きる よう に する も の で す 。 
で も X68000 は 画面 制御 に ANSI 規 格 の も の 
を 用 いて いま す の で , この ANSI.SYS ド ラ 
イ バ は 不要 で す 。 それ か ら , つい で に いっ 
て お く 〈《 と , MS-DOS の ドラ イ バ の 接続 が 必 
要 な ソフ ト は 走ら な いか , 走っ て も その ド 
ライ バ を 使う 機能 は 使 を な く な り ま す 。 こ 
れ は CONCERTO が あく 《 ま で も エミ ュ レ ー 
タ な の で し か た が あり ませ ん 。 

それ か ら ワ ー プ ブロ な どの し とき と 同 様 に 最 
初 か ら 特 定 の ハー ド で 動く よう に 作ら れ て 
いる も の は , や っ ぱり だ めで す (TURBO 
じ な ど が その よう で す )。 ちな み に MBASI 
C は 由緒 正しい 昔 の カー ソル エディ イット の 
で き な い BASIC ( 昔 は みん な を そう だ っ か た) 
で て す の で , ちゃ ん と 走り ます 。 

さて 。 も う ひ と つ は ユン マイラ の 使用 す 
る ライ ブラ リ , 特に 8087 な ど を 使っ た ライ 
プ ブラリ で す 。 これら は 通常 割り 込み を 用 い 
て 処理 を 行い ます 。 この CONCERTO は 割 
り 込 み の レ ベル な ども 変更 びき る よう な 設 
計 に な っ て いる の で す が 基 本 的 に は IBM - 
PC な どの ソフ ト て 使用 きれ て いる NMI 割 
り 込 み を 使う も の と , 割り 込み を 使わ な い 
も の が 使用 可能 で す 。 し た が っ て , MS-FO 
RTRAN や MS C の ライ ブラ リ は IBM-PC 
用 の も の を 選択 し (モッ ティ ング し ), 使用 


する よう に し て (だ きい 。 
な お , 発売 元 の アク セス か ら は 以下 の よさ 
うな ソフ ト が 動く こと が 明示 きれ て いま す 。 
MS C MS-FORTRAN 
MS-PASCAL MS-LINK MASM 
Lattice C R/M FORTRAN 
PLINK86 TURBO PASCAL 
さて 人 火 に エディ に つい て は 。 ど う で し 
ょ うか 。 は っ きり いっ て ち ま だ に あ ょ ふれ て 
いる エディ イタ は 機種 に 依存 し た も の が 多く , 
あま り 期 待 し な が い ほ う が よ る そう で す 。 お 
そら 〈, MS-DOS で な に も せ ず に 使え る エ 
ディ イタ と し て は , か の 悪名 高き ライ ン エ デ 
イィ イタ の EDLIN で らい し か な いと 思わ れる 
か ら で す (私 は そん な に 使い づら いと は 思 
わな いん だ けど な ぁ 一 )。 実際 に は , 先ほど 
の TURBO PASCAL な どの と ころ て 述べ 
まし た よう に , 画面 の 制御 方 法 が 問題 と な 
り ま す 。 特に X68000 の 場合 に は , 画面 が 96 
文字 X922 肝 % な っ て いま す の て (みつ う は 
80 文 字 X25 行 )) これ が イン スト ー ル で きる 
か と いう 間 題 が あり ます 。 こ うい うふ うに 
考え て いく と いち ば ん 安全 な の が TURBO 
PASCAL の エディ タ の よう な 気 が し ます 。 
も 5 ちろ ん ,microEMACS を 使っ て , Human 
と 操作 環境 を 同じ に する と いう の も 非常 に 
建設 的 な 意見 で す 。 
最後 に ROGUE, HACK な ど に 代表 され 
る キヤ ラグ タク グラ フィ イッ ク の ゲー ム で すめ が , 
これ ら は 若干 の ゆめ コ ンプ フィ ギュ レー ショ ン フ 
ァイル の 書き 換え を 要する も の の , だ いた 
い ぃ 動く よう で す 。 た だ , ROGUE は PC-9801 
版 と MS-DOS 版 の 2 つが ある よう な の で 
注意 し て そく だ きい 。 


いっ た い 使 い 心 地 は どう な の か 


で は , 実際 に CONCERTO を 使っ て みた 
いと 思い ます 。 ま ず は ボー ド の 取り 付け で 
す が , これ は 簡単 で す 。 X68000 の 電源 を 沙 
と し , 本 体 後方 の スロ ッ ト の ふた を は ず し , 
ボー ド を で っ と 差し 込ん で ネジ を 締め る だ 
け 。 ま た マニ ュ ア ル (取り 扱い 説明 書 ) も 
それ な り に 親切 で す (あん まり 説明 する こ 
と が な いか ら な あぁ) 

で は 試し に マス ター ディ スク か ら 6 立ち 上 
げ て み ま し ょ う 。 す る と , すか きる ず AUTO 
EXEC. BAT で XDOSINIT.X が 実行 きれ て 
を その こと の メッ セー ジ が 画面 に 出力 され ま 
す 。 そ し て プロンプト が 出 て COMMAND. 
ええ の 入 力 待ち と な り ま す 。 こ こ で , お な も 
みろ に B ド ライ ブ の TURBO PASCAL を 実 
和 W し だ まき に は 。 

XDOS B : TURBO 
と 入力 し ます 。 す る と マス ター ディ スク 内 


の XDOS.X が 立ち 上 が っ て , TURBO PAS 
CAL が 実行 る きれ ます 。 

それ で は シス テム ディ スク に 組み 込ん で 
み ま し ょ う 。 ファ イル の 移動 を 開始 し まし 
た 。XDOSINIT. X は 基本 的 に シス テム が 
立ち 上 が る と き に 一 度 実行 きれ れ ば いい の 
で , ディ レク トリ SYS^ 移動 。XDOS.X は 
楽 頻 に 使う の で ディ レク トリ BIN に XDOS. 
CNEF と と も に 移動 し まし た 。 

次 に CONFIG.SYS を 書き 直し ます 。 と 
いう の は この XDOS.X が 作動 中 は XDOS.X 
自体 が ファ イル を 開き , XDOS.X で 動作 す 
る アプ リケーション ソフ ト も ファ イル を 開 
〈 ので, 一度 に 開け る ファ イル 数 を 多め に 
取っ て お か な いと いけ ませ ん 。 したがって, 
CONFIG.SYS 内 の FILES の 数 を 30 以 上 に 
設定 する の が よい で し ょ う (この こと は マ 
ニュ アル に も 書い て あり ます )。 

XDOSINIT.X は シス テム を 立ち 上 げた 
と き 1 回 実行 すれ ば いい の で ,。 AUTOEXE 
C.BAT を 書き 直し て XDOSINIT.X を 自動 
的 に 実行 する の が いい で し ょ う 。 

こと まま て きだ も 。 誠 も に リモ や モット 和 KMW 
チ を 押し て み ま す 。 な る ほど, うま くい き 
まし た 。 実際 に は XDOS.X な どの ファ イル 
は ほ は どこ に 閉 い て も が か まい ませ ん 。 だ だ PA 
TH が 通っ て いれ ば , ディレク トリ の 指定 が 
不要 に な り ま す 。 

つま り , XDOS. 丈 で 実行 する グロ グラ ム 
が ある と ころ に PATH が 通っ て いる と , デ 
ィ レ クト リ や ドラ イブ の 指定 は 必要 あり ま 
せん 。 これ は 非常 に 便利 で す 。 先 ほど の 
URBO PASCAL の 例 で いく 〈 と , PATH が T 
URBO PASCAL の と ころ を 通っ て いる と 
現在 の ディ レク トリ や ドラ イブ に 関係 な 〈, 

XDOS TURBO 
で 実行 で きる こと に な り ま す 。 

だ た だ 忘れ て な ら な い の は , XDOS.X は M 
S-DOS の ソフ ト を 実行 し ます の で 拡張 子 ( エ 
クス テン ト ) が *.EXE ヵ か * .COM の 実行 可 
有 能 プ ァイル し か 実行 できない と いう 人 を 学 や で 
す 。 ま た , CONCERTO で は 同名 で *.EXE の 
ファ イル と *.COM の ファ イル が 同一 ディ 
レク トリ に ある と き は *.COM の ほう が 優 
先 し て 実行 きれ ます 。 *.EXE の は ほう を 実 
行 し た いと き は , ファ イル 名 の 指定 の と き 
に を その こと も いえ ば * .EXE の ほう が 実行 
き 衝 る こと なり ます 。 

し か し 実行 時 に , いち いち XDOS と 入力 
する の も 面倒 な 気 が し ます 。 そ ん な と き は 
バッ チ フ ァイル を 使う 方 法 と , あの 有名 な 
MS-DOS の コマ ンド シェ ル の COMMAN 
D.COM を 立ち 上 げ る 方 法 ほ と が あり ます 。 

まず 第 1 に バッ チ フ ァイル を 使う 方 法 で 


X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 の Z 


す が , これ は バッ チ フ ァイル 内 で XDOS な 
に な に と いう 命令 を 書い て お く 《 と いう も の 
で す 。 これ は タイ プ ' す る 文字 を 少な くす る 
こと が で きま す が ,。 バッ チ フ ァイル を を それ 
ぞ れ 作っ て お か な いと いけ な い の で 本 質 的 
な 解決 と は いえ ませ ん 。 そこ で COMMAN 
D.COM を 使う の が 適当 ほし いえ ます 。 COM 
MAND.COM を 立ち 上 げ る に は , 
XDOS COMMAND 

と 入力 し ます 。 た だ ただし,COMMAND.COM 
が カレ ント ディ イレ クト リ に な く PATH が 通 
っ て いな いと き に は , そ の ディ レク トリ を 指 
定 す る 必要 が あり ます 。 こ れ は Human と 同 
様 で す 。 し か し , COMMAND.COM を 立ち 
上 げ る 前 に や ら な けれ ば いけ な いこ と が あ 
り ま す 。 それは XDOS.CNF ファ イル 内 の 
COMSPEC 環 境 変数 に ,COMMAND.COM 
の ある ディ レク トリ を 指定 する こと で す 。 
た と えば COMMAND.COM が ルー ト の トト 
の BIN デ ィ イレ クト リ に あっ た と する し と, 
以下 の よう に 指定 し ます 。 

SET COMSPEC=\BINWCOMMANDCOM 
この よう に 設定 し て お け ば , 以後 COMM 
AND.COM が 立ち 上 げ ら れる よう に な り ま 
す 。 し か し COMMAND.COM は Ver2.1 程 
度 の も の し か 使え ませ ん 。 問 違っ て も Ver. 
3.1 の も の は 使え ませ ん の で 注意 し て くだ 
き も 。 

さて この XDOS.CNE ファ イル は この は 
か に いろ いろ な こと を 書い て お 〈《 こ と が で 
ささ ます 。 そし て この ファ イル の の 内容 は CO 
MMAND.COM が 立ち 上 が っ た と き に 自動 
設定 きれ ます 。 だ た と えば プロ ンプ ト の 指定 
で す 。 現在 使用 中 の シェ ル が COMMAND. 
X か , COMMAND.COM か が , ひと 目 で わ 
か る よう に な り ま す 。 ほ か に は 環境 変数 の 
設定 を けっ こう 自由 に で きま す 。 こ れ は , 

SET 環境 変数 名 = 環境 変 数 の 内 容 
bs OL が ひき す 。 

また 逆 に COMMAND.X か ら の 環境 変数 
の 継承 れれ しない よう に する こと も で きま す 。 
この に た に め に は , 


DELENV 
と 書い て お きま す 。 す る と , この DELEN 
V 以 前 に 設定 され た 環境 変数 は 立ち 上 が っ 
だ た だ COMMAND.COM に お いて は 破棄 され 
ます 。 こ の よう な 環境 変数 に 対す る 操作 は 
きわ め て 重 愛 で あ る と 思い ます 。 だ と えば, 
XC と MSC の 両方 を 使い た いと 思っ た と し 
ます 。 す る と これ ら の C は 環境 変数 に よっ 
て コン パイ ル に 必要 な ファ イル の 位置 を 指 
定 し ます 。 ところが, 両方 の 環境 変数 の 名 
了 B が だ まだ ま 同 じ な の て す 。 こ うか る と と 
ちら か の コン パイ ラ を 使う た びに 環境 変数 
の 設定 やり直す 必要 が あり ます 。 し か し 
Human68k が 立ち 上 が っ た と き に XC の 環 
境 変 数 を 設定 し , XDOS.CNF フ ァイル の 中 
で MS C の 環境 変数 を 設定 する よう に すれ ば , 
COMMAND.X か ら は XC が COMMAND. 
COM か ら は MS C が 使え を る よう に な り ま す 。 
この よう に XDOS.CNF フ ァイル を うま く 〈 使 
うこ と て MS_DO0S の デブ リケーション シッ 
フト と , 従来 か ら あ る Human68k の ソフ ト 
の 両方 を 無理 な く 使 を る よう に な り ま す 。 

だ だ, COMMAND.COM を 立ち 上 げ る 
と 従来 の Human68k の 拡張 子 *.X の ファ イ 
2 は 容 有 て き な が なく な つて し まい ます 。 そう 
し て も *.X の ファ イル を 実行 し た いと き は , 

EXIT 
と 入力 し て ,COMMAND.COM を 抜け て C 
OMMAND.X に 戻っ て か ら ,*※.XX の ファ イ 
が を 実行 する こと に な りさ ます た だ で 
の と き COMMAND.COM で 設定 し た 環境 
変数 は COMMAND.X に は 継承 る きれ ませ ん 。 
これ は 当たり 前 の こと で す が , 非常 に 重要 
な こと て すす 。 MIS-DU9 の エディ イタ が あま り 
期待 で き な い 場合 。 Human68k の エディ タ 
(ED な ど ) を 使わ ざる を えま せん 。 これ は 
と て も 面倒 くき いこ と に な り ま す 。 と いう 
の は ,COMMAND.COM を 使っ て MS-DO 
5 の コシ パイ オラ を 容 衝 し だ た と し ます 。 し か が し, 
ここ で バグ が あっ た な ら ば エディ タ を 起動 
し て プロ グラ ム の 修正 を する の で す が , ま 
ず COMMAND.COM を 抜け て エディ タ を 起 


MS-DOS で は , 小文字 の ファ イル 名 や ディ レク ト 
リ 名 は 使え ませ ん 。 


小文字 は 大 文字 に 変換 され ます が , すべ て の ファ 


イル が 使用 で きま す 。 


表 1 ファ イル 名 の 制限 
作成 

Human68k MS-DOS 
Human68k CONCERTO-X68K 

MS-DOS Human68k 

CONCERTO-X68K 
CONCERTO-X68K | Human68k 
MS-DOS 


ファ イル 名 ディ レク トリ 名 に - が な い 限 り , 
すべ て 使用 で きま す 。 


すべ て 使用 で きま す 。 
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動 す る と いう こと に な り ま す 。 う 一 ん こり 
ゃ 面倒 だ 。 と いう こと で 頻繁 に 行う 作業 は , 
で きる だ け COMMAND.X 側 の バッ チ フ ァ 
イル を 利用 し た ほう が よき る そう で す 。 


さら に , こん な こと が で きた りす る の だ 


V30 と いう CPU は 8080 の エミ ュ レ ー タ モ 


ー ド を 持っ て いま す 。Z80 な ら と も か く 〈, い 
まさ ら 8080 な ん て と いう 方 も いる か も し れ 
ませ ん が , 世界 の 標準 で ある CP/M で は 80 
80 で 十分 (日 本 の 標準 で ある S-OS は 無理 
て す が )。 と いう こと で 、V30 が 動じ て る と 
な れ ば , 8080 エ ミュ レー タモ ー ド を な ん と 
か 使え な いか と 思う の が 人 情 だ どろ うと 思い 
ます (うー ん , エミ ュ レ ー タ の エミ ュ ン レー 
タタ に な っ ちゃ うな )。 を そこで CP/M の ソフ ト 
が 動か な いか と 試し て み だ の で す が , うま 
ん いき そう て す 。 

今回 使用 し た も の は ACE と いう 技術 評論 
社 か ら 出 て いた だ エ ミュ レー タ で , CP/M-80 
と CP/M-86 兼 用 の も の で す が , うま く 動 作 
し て いま す 。 こ の 手 の ソ フト は パブ プ ブリック 
ドメイン の も の が 多く 《, ちゃ ん と 発売 され 
て に いる も の に つい て は お ある ます よそ る 知り ませ 
ん 。 だ だ し パフ リック ドメイン の 65 の で て では, 
誰 も 使い を うに な い フ ァ ン クシ ョ ンコ ユ コール 
を キミ ュ ピ ツー ト し な か な いも の も あり ます の て 
も し か する と 動か な い ソ フト も ある か も し 
れ ま せん の で 注意 し て くだ る さい 。 

ここ ーー ドリ アミ a スー OT 
速く 。 クロ ッ ク が 桁 違 いな 分 だ け 本 物 の C 
P/M ょ り 速 く な り ま す 。 実際 CONCERT 
0O で 動か す と 8MHz の 8080 が ある よう な も 
の で , きわ め て 強力 と いえ ます 。MZ/X1 シ 
リー ズ か ら X68000 に 乗り 換え だ た 人 も 多い で 
し ょ うか ら , 手持 ちの CP/M ソ フト を 倍 の 
クロ ッ ク て 走ら せ て みる と いう の も 魅力 的 
で し ょ う 。 問題 は CP/M の ソフ ト を , どう 
や っ て 2HD の WS5-DO0S5 フ フォー マッ ト に コン 
2 ツー ト す ずる が て で す 。 立 ん と が と シリアル て 人 送 
る か, CP/M-86 の お 世話 に な る か 。。 

きら に ,。 2 つの マイ クロ プロ モッ サ が あ 
れ ば 並列 に 動作 きせ て 高速 化 を 図り た いと 
いう の も 人 情 の よう な 気 が し ます 。 実際 C 
ONCERTO で は 並列 動作 が で きる よう な 構 
造 に な っ て いる よう で す 。 腕 に 自信 の ある 
人 は , 頑張 っ て みる と いい で し ょ う 。 ヒン 
ト は ドラ イ バ で す 。CONCERTO の V30 を 
Human68k 側 か ら 使 う よ う な ドラ イ バ を 設 
計 す る の が も っ と も 科 単 で 使い や すい の で 
は な いか と 思い ます 。 だ た だ ハー ド の 知識 が 
けっ こう 必要 な の で て で, それ な り の 人 は や ら 
な い ほ う が 身 の だ ため です 。 

最後 に X68000, PC-9801, CONCERTO 


で ファ イル 名 の 制約 が か な り 違 いま す 。 こ 
れ は PC-9801 か ら ソ フト を 持っ て くる と き 
な ど に 土 分 に 注意 し て くだ さい 。 こ れ を 表 
1 に 示し ます 。 特に 注意 し て ほし いこ と は 
X68000, CONCERTO で は ファ イル 名 や デ 
米 辻 光り 名 な ど に "一 "が 入る と その ファ 
イル な ど に 対す る 操作 が で き な く な っ て し 
まう と いう こと で す 。 で の 場合 は デバ ッ ガ が 
の ゎぉ 世話 に な る し か あり ませ ん 。 
要する に , 結局 どう な の だ ろう か 

は っ きり いっ て , この CONCERTO は 生 
粋 の エミ ュ レ ー タ と いえ る と 思い ます 。 と 
いう の は 従来 の Human68k の ソフ ト を 生か 
し つつ , MS-DOS の ソフ ト を 動く よう に し 
kh ミュ アー ダグ に か らら 也 す 。 この CONCE 
RTO の 場合 , MS-DOS の ソフ ト を 実行 中 に 
X68000 の フロ ント プロ セッ サ ASK68K が 
動く 《 な ど , Human68k と MS-DOS が X68000 
上 で 協力 し て 動い て いる よう な 感触 を ユー 
ザー に 与え ます 。 外観 を 別に する と , きわ 
め て 優れ だ た アプ リケーション と いえ ます 。 

一 般 に エミ ュ レ ー タ と いう の は 遅い も の 
で す が , 面白 ひじ こと に コン パイ ル な ど を す 

る と き は 10MHz の PC-9801 よ り 速 いと き が 
あり ます (80286 の VX よ り も )。 こ れ は X68 
000 の ディ スク アク セス が 非常 に 速い た めで 
多く の ファ イル を アク セス し よう と する と 

に 顕著 に 表れ る よう で す 。 

この CONCERTO は MS-DOS の 単なる エ 
ミュ レー タ と し て は も ちろ ん , X68000 の ユ 
ー ザ ー に いろ いろ な も の を 提供 し て くれ を 
うな アプ リケーション で は な いか と 私 は 思 
いま す 。 (相馬 英智 ) 


CONCERTO-X68K 99800 円 
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図 1 ブロ グラ ム 例 


:sub sub_dm : * 実 宛名 印刷 サブ ルー チン 

not !1p sw and !lr sw 
dm Drn 

GOTO dm_ end 


!Lr_mw + 1 ) * 35 TO !off met 


$w3 ++ "〒 "TO 
MOVE $uw3 ++ 郵便 番号 TO $vw 
MOVE $n3 ++ atring(! off- se っ len($u3)," "} TO $u3 
IF 1en( 住 所 )<31 
MOVE $n5 ++ " "++ 住所 TO $nw5 


MOVE ns tr( 住 所 ,"") TO !te mp 
IF temp=9 or ‘te emp>30 or 'temp<20 
MOV $n5 ++ " ++ mid( 住 所 ,1,39) 


" ++ mid( 住 所 , クタ !temp) TO *w 


MOVE $n5 ++ string('off met-len($w5)," 
++ mtring(!off set-len($e6)," 


*") TO $u5 
") TO *w6 


MOVE $n8 ++ " 氏名 + 様 " TO $vw8 
MOVE $n8 ++ 2 "} TO $u8 


TO 
" ++ mid( 住 所 , 31 。 lent は 訂 )- -39) TO $w6 


" ++ mid( 住 所 , ER 'temp) TO $w 


5 代入 で の 8 立 
i i 。 7 
| 34 本 
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DATA PRO-68K/ 
「 CARD PRO-68K 

シャ ー グ の PRO-68K シリ ー ズ と し て 2 
種類 の デー タベース ソフ ト が 登場 し ます 。 
ひと つ は リレー ショ ナル デー タベース の D 
ATA PRO-68K、 も う ひ と つ は カー ド 型 デ 
ー タ ベー ス の CARD PRO-68K で す 。 ま ず 
最初 に こと わっ て お きま す と ,DATA PRO 
-68K は 東海 クリ エイ ト の スウ イン グ の 移植 
版 , CARD PRO-68K は ダッ ト ジ ど ジャ パン の 
隼 と いう ソフ ト の スー パー バー ジョ ン は と 考 
えら れる も の で す 。 
Kamikaze や BUSINESS PRO-68K に 続 
〈 く 久々 の ビジ ネス ソフ ト で す が , 今回 は サ 
ンプ ブル 版 か ら 見 た 製品 の 概要 を お 伝え し ま 
に よう 。 


リレー ショ ナル と は 


まず リレー ショ ナル し は どう いう こ ょ 
で し ょ うか 。 関係 ゲー タベース な ど と 訳す 
と どう も 抽象 的 で な に か 難し い 高 度 な 処理 
を や っ て いる よう に 思え ます ね 。 これ は デ 
ー タ の 扱い 方 か ら こ う 呼 ば れ て いる の で す 
が , デー タ と デー タ の 相互 関 係 な ぜ と いっ 
て も 全然 要領 を 得 ま せん の で , と り 
あ ぇ え ず リレー ショ ナル デー タベース 
で は デー タ を 表 の か た ち で 扱う ん だ 
と 考え て お く と よい で し ょ よう 。 ひと 
つの デー タ に は 決ま っ た 数 の 項目 が 
0 れ て お り , ND 

iti a な も 。 任 芯 の 
nl - し て 検索 や ソー ト が で 

MC に も が ee 
ョ ナル デー タベース で す 。 

方 , . リ レー ショ ナル デー タ ペ ベー 
ス の 扱う 表 を その まま ビジ ュ ア ル に 
表現 し た の が カー ド 型 デー タベース 
と 考え られ ます 。 

ts の イプ トク 用 あら 9 
従来 汎用 言語 で 記述 され て いた 多く 
の 業務 用 プロ グラ ム を 簡単 に 作れ る 
よう に な り , 実に 経済 的 で す 。 


DATA PHO-68K 


まず は DATA PRO-68K で す 。 従来 。 こ 


の 手 の ソ フト は 高価 ( 十 数 万 円 ) な も の だ 
っ だ の で す が , X68000 用 に は 58,000 円 と か 
な り 安 〈 発 売る され ます 。 

処理 部 は イン タプ リタ と な っ て お り , B 
ASIC の デー タ 処 理 強化 版 と いっ た 雰囲気 
も あり ます 。 図 1 に DATA PRO-68K で 記 
述 さ れ た 住所 録 の ソー スプ ログ ラム の 一 部 
を 掲載 し ます 。CARD PRO-68K な ら 10 分 
て きそう な デー タフ ォ ー マ ッ ト で す が 。 
DATA PRO-68K で は 1000 行 以上 の プログ 
ラム を 書か ね ば な り ま せん 。 を の 代わ り , 
か な り 目 由 な フォー マッ ト で デー タ を 蓄え ぇ 
る こと が で きま す 。 を その 気 に な れ ば , 市販 
ソフ トク ラス の も の まで 記述 で きる の で す 。 
命令 や 関数 は か な り 豊 富 で , LOCATE, 
PRINT と いっ だ お 馴染 み の ュ コマ ンド か ら 
LINE や PATTERN, 果て は INKEY$ ( リ 
アル タダ イム キー 入力 ! ) や PLAY ま て あり 5 
これ な ら ビ ジネス ソフ クト だ 寺 で 寒く 。 ブロ 
ッ ク 崩 し くら い は 作れ る の で は な いか と 思 
わせ る は ほど で す 。 


CARD PRO-66K 


CARD PRO-68K は 従来 の カー ド 型 デー 
タベース の 弱点 で あっ だ ただ 数式 処 理 や 多重 和 休 
件 検索 な どの 機能 的 な 不備 を 補っ て お り 
か な り 本 格 的 な ゲー タベース と いえ ます 。 

マウ ス 対 応 ,。 マル チ ウ ィ ン ド ウ と な っ て 
お り , メニ ュー 選択 な どの 操作 性 も な か な 
が よろ も いよ う て す 。 カー ト 型 デー タタ ペー 
スソ フト と いう し と PC-9801 版 で いく つか 発 
売 さ れ て いま す が ,。 や は り マ ウス が オプ シ 
ョ ン の マシ ン で は こう いっ た ソフ ト の 真価 
は 発揮 きれ な い の で は な いで し ょ うか 。 

メニ ュー は X68000 で は 珍し い 完 全 な プル 
ダッ ウン 方 式 。Kamikaze に 慣れ て いる 人 は 

も 5 ちろ ん , 誰 で も 簡単 に 使い こなせ そう で 
す 。 ち ょ こち ょ こと デー タフ ォ ー ム を 作成 
し , デー タダ を 入力 し て 靖 まし だ な が 特に マ 
ニュ アル を 必要 と する こと な く 〈 作 業 を 進め 
る こと が て きま し た だ た 。 こ の ノリ の よき る は 重 
妥 で し ょ 2 う 。 (中 野 修 一 ) 


新 製 品 速報 
シテ ィ ソ フト より X 68000 用 日 本 語 フ ロン ト 


ブ プロセッサ FIXER と マク ロア セン ブラ CMA68 K 
が 発売 され ます 。FIXER は 操作 性 と 機動 性 に 重 


点 を お いた も の て 予価 28,000 円 , 発売 日 未定 。 
CMA68K は C に 近い マク ロ 表 記 や 68010, 68020 
の 命令 まで サポ ー ト し た も の 。 価格 は 19,800 円 , 
7 月 発売 予定 。 
シテ ィ ソ フト 


06(926)1060 
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UL 
MIDI サ ウン ドブ ログ ラミ ン 


パソ コン は MIDI こ 出会っ て “楽器 "と な り ま す 。 こ いっ 
て も パソ コン 本 体 で 音 を 鳴ら すわ け で は あり ませ ん 。M 
IDI と は 電子 楽器 を 制御 する た め の 世 界 統一 規格 で す 。 
現在 で は ほとん ご あら ゆる 電子 楽器 が MIDI を 備え て お 
り , これ ら の 演奏 を 自動 的 に 制御 する 機器 は シー ケン サ 
と 呼ば れ て いま す 。 MIDI に よっ て パソ コン は シー ケン 
サ , すなわち 楽器 の 頭脳 と な る の で す 。 

X1 で は 1988 年 3 月 号 の MIDI ボ ー ド の 製作 に より , や っ 
と その 下 準備 か が でき あがっ た と ころ で す 。 こ れ か ら は そ 
れ を も と に 新しい 世界 を 開い て いか な く て は な り ま せん 。 


コン ピュ ー タ ミ 


短期 集中 講座 MIDI 活 用 テク ニッ ク 


MIDI の 基礎 と ボー ド の 製作 


今回 か ら 3 回 に わた っ て , MIDI の 徹底 講義 を 行う こと に な り ま し 


Misawa Kazuhiko 


三沢 和彦 


た 。 な ん と いっ て も X1 に 楽器 を つなぐ た め に は MIDI ボ ー ド を 用 意 
し な けれ ば な り ま せん 。 3 月 号 で 発表 し た MIDI ボー ド を 再掲 載 す 
る と と も に , MIDI の 基礎 事項 を し っ か り と お さえ て お きま し ょ う 。 


も 。 娘 が デジ タル シン セ を 買う と いう の で 
都内 の 楽器 店 に 立ち 寄り , 自ら 深い 関心 を 
示し で だ いう こよ です 。 も は や 。 デジ 
タル と か シン セ と か いう 言葉 を 開い た だ け 


デジ タル 楽器 の 時 代 


X シ リー ズ の FM 音源 は ステ レオ 8 重 和 


音 で 音質 も よく, 祝 氏 が 発表 し た MML を で 顔 を し か め る 音楽 ファ ン は 少な いこ と で 
利用 すれ ば 質 ぎの 高い ミュ ー ジ ッ ク プ ブロ グラ し ょ う 。 
ム を 作る こと が で きま す 。 た だ だ, 本 体 EF と ころ で 。 皆 きん は これ ら 5 の デジ タル 楽 


音源 ボー ド だ け で 十分 か と いう と, 楽器 
と し て の 使い 勝手 は , まだ まだ の ょ よう で す 。 
一 方 。 現 奉 の ミュ ー ジ ッ ク シ ー ン は シン 


ャ サイ ザ の 爆発 的 普及 で 。 デ ジタル 楽器 な 


旨 と FM 音源 な ど を 持つ パソ コン の 中 了 邊 が 
ほとん ど 変 わら な いと いう こと を 知っ て い 
ます か 7?7 同じ で あれ ば , X1 も 音源 モジ ュ 
ー ル と し て 市 販 の デジ タル 楽器 と 接続 で き 


し に は 語る こと が で きま せん 。 特 に 日 本 の る は ず で すね 。 実際 に 本 誌 (1987 年 9 月 号 ) 
デジ タル 楽器 は 信頼 性 が 高く , その 技術 は で は X1 に ヤマ ハ の ミュ ー ジ ッ ク キ ー ボ ー ド 
世界 的 に も 注目 きれ て いま す 。 こ の 春 に 米 を つなぐ で と いう 記事 も あり まし だ が, な ぜ 
日 し た クラ シッ ク 界 の 帝王 カラ ヤン (80 歳 ) 一般 の 楽器 の ょ うに ケー プル を つなぐ だ けり 
表 1 規格 概要 _ー 
| デー タ ボー レー ト : 3|.25 KbPS 調歩 同期 式 記 
し フス フォーマット の ーー み 長 ご 8 ビット スター ト ・ ス トッ プ ビ ピッ ト ・ 各 | ヒッ ド 

シー 時 


5 mA カレ ント ルー プ | 


電気 的 特性 受信 側 に フォ ト ア イソ レー タ を も つ ] 


コネ | 
内 5 ] 
シー ルド され た ツイ スト 線 で 最長 15m。 


| シー ルド は ピン 2 に 接 
続 し . 送信 側 の ピン 2 の み グ ラン ド に 落と 


2 | 

ー プ フル * = らく ーー 本) ee | 
続 ’ =| ba yy す | 
1 a , も 5 中 


7 の の onlX 1988.8. 


5 pin の DIN コ ネ ク タ 


MIDI を 得 た こと に より , パソ コン ミュ ー ジ 
ミュ ー ジ シャ ン と 同じ レベ ル に まで 近づく こと が で きる 
よう に な っ た の で す 。 これから は “ 音 
で パソ コン ミュ ー ジ ッ ク を 語る べき な の で し ょ っ つう 。 
今回 , X1 用 の MIDI ボ ー ド の 製作 記事 を 再掲 載 す る と と 
も に , MIDI を フル 活用 する た め の ハ ー ド か ら 
で の 集中 講座 , お よび 現行 FM 音源 用 MML に 準拠 し た 
MIDI 対 応 16 チ ャ ン ネ ル シ ー ケ ン サ を 発表 し ます 。 

ュー ジッ ク を 見 つめ れ ば , これ が 本 来 の 
姿 だ っ た の で は な いか と 気づく こと で し ょ っ つ 。 


ッ ク は プロ 


” こい う レ ベル 


ソフ ト ま 


と いう わけ に いか な い の で し ょ う 。 実は, 
市 販 の デジ タル 楽器 が 簡単 に 何 台 も 接続 し 
て 演奏 で きる の は , MIDI と い 3 統一 規格 で 
結ば れ て いる か ら 6 で, X1 シ リー ズ も 楽器 と 
し て 扱う た め に は その MIDI が 必要 と な る 
わけ で す 。 

この 連載 で は , MIDI と は 何 か か ら 始 め 
て , FM 音源 を 持っ た X1 シ リー ズ を 楽 状 と 
し て 活用 する ノウ ハウ を 解読 し て いく こと 
に し ます 。 


MIDI と は 何 か 


デジ タル 楽器 に 目覚 まし い 発 展 が 見 られれ 
る の は 。 か の YMO (イエ ロー・ マ ジッ ク ・ 
ォ ー ケ スト ラ ) の 功績 が 大 きい で し ょ う 。 
YMO に つい て は 説明 な ど 不 要 で し ょ う が , 
彼ら は あの 時 代 に た っ た 3 人 (プラ ス 数 人 
の サポ ー ト メン バー) で 大 量 の 音源 を 操り , 
見 事 な オ ー ケ スト レー ショ ン を や っ て の け 
だ の て す 。 

立 敵 オー ケス トラ と いう か ら に は 数 十 人 
は 必要 で し ょ う 。 が 。YMO は シー ケン ザ 
と いう コン ピュ ー タ に 音程 や 音符 長 ほ いっ 

た 演奏 情報 を 記憶 きせ (当時 ロー ラン ド の 
i 
の 演奏 を 記憶 びき た ), その コン ピュ ー タ を 
連動 し て オー ケス トラ を 作っ た の で し た 。 

彼ら は まき に パイ オニ ア で し た だ たから, 独 
自 に シス テム を 組ん で いま し た 。 を その後, 
多く の 楽器 メー カー が デジ タル 化 に 着手 し 
た 結果 。 異な る メー カー の 機種 の 間 で 5$ 連 
動き せる 必要 が 出 て きた の で す 。 

具体 的 に は , 同じ 演奏 デー タ が 異 機種 問 


で 利用 で きる こと , すべ て の 楽 傘 の テン ポ 
が 同期 し て いる こと な ど が 必要 で す 。 を その 
た め に 国際 標準 規格 し し て 定め ゆら れ た の が 
MIDI(Musical Instrument Digital Inter 
face) な の で す ( 表 1 )。 

MIDI と いう の は ひと 言 で いえ ば , 音楽 
情報 の 通信 シス テム で す 。 実 際 。MIDI で 
行っ て いる こと は RS-282 と に よる シリ アル 
通信 と 同じ こと で す (あと で だ っ ぷり と 説 
明 し ます が , RS-232C・ マ ウス ボー ド CZ- 
8BM2 と 今月 再掲 載 さ れる MIDI ボ ー ド は は 
と ん と 同じ 部 品 で 構成 され て いま す )。 た だ 
し MIDI の 場合 に は , 通信 デー タ (メッ セ 
ー ジ と いう ) まで 規格 化 き さき れ て いる の で , 
を その メッ セー ジ 内 容 っ も し っ か り 理 解 し な け 
れ ば な り ま せん 。 

MIDI の 世界 は 奥深 く て , 一 度 に 全体 を 
説明 し よう と する と パニ ッ ク に 陥っ て し ま 
いま す 。 そ を そこで, と りあ え ず 私 た ち ホ ビー 
ユー ザー が MIDI を 使っ て どう いう こと が 
て きる か が 考え て み ま し ょ う 。 

図 1 は 筆者 が 使っ て いる シス テム で す 。 
X1 の ほか に シー ケン サ と いう 音楽 専用 の コ 
ンピュータ が あり , 演奏 情報 は これ に 記憶 
る させ て いま す 。 キ ー ボ ー ド と リズ ム マ シン 
は ここ で は 音源 と し て 使っ て いま す 。 私 の 
キー ボー ド は 8 音 ま で 独立 し て 出せ る うえ ぇ 
に (8 重 和 音 も 8 種 の 異な る 音色 も 可 ), シ 
ーー ケン サ は ほ は 16 パー ト ま て 持て る の て , これ 
だ け で も 多重 演奏 が で きる の で す 。 も ちろ 
ん , キー ボー ド と リズ ム マ シン と は MIDI 
に よっ て 同期 し て いま すか ら , 同時 演奏 が 
で きる わけ で す 。 

な お ,。 マル チト ラッ クレ コー ダ (MTR) 
は , ここ で は 単なる ミキ サー と 考え て お い 
て くだ きい 。 詳し く は 連載 の 最後 の 回 で 説 
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有朋 て で きる と 思い ます 。 

私 は この シス テム で ,。 キー ボー ド , ギタ 

, ドラ ム ス , ボー カル の 5 人 編 
成 の バン ド 演 奏 も ひと り で 実現 し て いま す 
(他人 に 聴か せら れる よう な 作品 は 皆無 な の 
だ が )。 

さて , ここ で の X1 の 役割 で す が , いま の 
と ころ シー ケン サ の デー タク を アロ タッ セー デ 
ィ ス ク に 沙 と す フ ファイラー と し て し か 使っ 
て いま せん 。 も ちろ ん , 単に ゲロ グラ ム を 
組ん で いな い だ け で , や る 気 に な れ ば いろ 
いろ な こと が 実現 可能 で す 。 実 用 的 な ソフ 
トウ ェ ア は , この 連載 を 読み 終え を た 皆さん 
と (と て サポ ー ト し て いき まし ょ う 。 

と ころ で , 私 の 場合 は これ まで も 音楽 活 
動 に 力 を 入れ て きた だ た ので, 機材 も いろ いろ 
と 揃っ て いま す が , これ か ら MIDI の 世界 
に 入る 皆さん が 手軽 に びき る こと は な ん で 
し ょ う 。 まず 最低 限 必要 な の は , MIDI ボ 
ー ド で す 。 これ は 自作 以外 に 手 は あり ませ 
ん (実は , CZ-8BM2 を MIDI 用 に 改造 する 
計画 も ある の で ,。 うま くい け ば 近い うち に 
発表 し まし ょ う ) あと も う ひ と つ , MIDI 楽 
番 が 必要 で す 。 

MIDI 入 門 記事 の 多く は , YAMAHA の T 
X81Z や ロー ラン ド の MT-32 と いっ た 音源 
モジ ュー ル を 勧め て いま す が , 私 は あま り 
算 成 で きま せん 。 音源 な ら FM 音源 ボー ド 
で 十分 ど だ か が ら で す 。 も やむ しろ, 楽器 と し て の 
鍵盤 や つない で 初め て MIDI の 意味 が ある 
と 思う の で す 。 で すか ら , これ か ら MIDI 
楽 只 を 捕え を よう と する な ら , 自分 は キー ボ 
ー ド な ん て 弾け な いよ と いう 人 も , まず は 
鍵盤 付き の 楽器 を 購入 する こと を お 勧め し 
ます 。 

また, 最近 は MIDI 付き の ギタ ー や ブラ 
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ス も 出 捕っ て いる よう で す が , それ ら の 多 
〈 は 音源 に 制約 が ある の て 使い 勝手 が 悪い 
か も し れ ま せん 。 そ を それから , も う ひ と つ 注 
意 す べき こと が あり ます 。 それ は , マル チ 
モー ド の 使え る キーボード で な けれ ば 意味 
が な いと いう こと で す 。 な る で べ で く 最近 の 機 
種 で 8 音色 同時 に 出せ る も の を 選ん で くだ 
きい 。 異 な る 音色 で の 多重 演奏 も また MIDI 
の 醍醐 味 な の で すか ら 。 
入門 シ ステ ム と し て は 図 2 の よう に な ゅ 
ます 。 これだけ で も 5。 で きる こと 松 押 限 穫 
近い ほど あり ます 。 だ たとえ が 。 
1) 外部 キー ボー ド で X1 の FM 音源 を 鳴ら 
な 
2) X1 の メモ リ に 演奏 デー タ を 入れ て 自動 
演奏 を る せる 。 
3) 外部 キー ボー ド の 音色 を X1 上 で エディ イ 
トド する 。 
この 連載 で も , 上 記 の 3 点 を 具体 的 な 目 
標 に お く こ と に し ます 。 
で は まず , 最も 基本 と な る ハー ドア 
面 の 解説 に 入り まし ょ う 。 


a | 
、 通信 と し て の MIDI | 
先ほど , MIDI は RS-232C と 同じ だ と 書 
きよ し た だ が, 要する に と どちら も Z80A SIO 
と いう 石 を 使っ た シリ アル 通信 を 行っ て い 
る と いう こと な の で す 。 だから,『 試 験 に 出 
る X1』」 の 第 5, 6, 7 章 を じっくり と な が め 
る と 大 部 分 の こと が わか る は ず で す 。 と は 
いう も の の , 私 は と て も 親切 な 人 間 な の で , 
最初 か ら 説 明 し て し まい まし ょ 2 う 。 
そもそも シリ アル 通信 は , 1 本 の 通信 線 
上 を 基準 時 間 (ボー レー ト ) ご と に 1 ビッ 
ト ず っ つ H ま た は L の 信号 を 受け 渡し ます 。 
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Z80 の よう に 8 ビッ ト デ ー タ の 場合 に は , 
最 下 位 ビ ッ ト か ら 最 上 位 ビ ッ ト が 一 定時 間 
お き に 送ら れ ま す が , 8 ビッ ト デ ー タ の 始 
め と 終わ り が 検出 され な けれ ば な り ま せん 。 
そこ で , スタ ー ト ビッ ト , スト ッ プ ビッ ト 
と いう の を 付け る こと に な り ま す (これ を 
調歩 同期 式 と いう )。 

も う 一 度 。 表 1 を 見 て て だ きい 。MIDI で 
は ボー レー ト が 31250 ビ ッ ト / 秒 (32z 秒間 
隔 ), スタ ー ト ・ ス トッ プ グ 各 1 ビッ ト ず つ を 
足し た 計 10 ビ ッ ト が 1 バイト デー タ の 通信 
に 必要 で 320z 秒 か か り ま す 。 

この シリ アル ん 通信 を 実現 する ハー ドウ ェ 
ア は , Z80A SIO を 使 を ば た い へ ん 簡単 に 
すみ ます 。 こ の Z80A SIO と いう の は , も 
と も と Z80 CPU に つなぐ どこ と を 目的 に 設計 
き 航 で いる の で ( こ ル を プペ リラ ェ ラル ょ とい 
う ), CPU の 端子 (すなわち I/O ボー ト の 
端子 ) と SIO の 端子 を ほぼ ダイ レク ト に 結 
線 す る だ け で よい の で す 。 

図 6 に 3 月 号 で 発表 し た MIDI ボー ド の 
回 路 図 を 再掲 載 し ます 。 初心者 の た め に 回 
路 の それ ぞ れ の 部 分 の 役割 を 説明 し て お き 
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まず 。 ア ドレ ス デ ュー ダ 部 。LS136 と い 
う 石 は XOR と いう ゲー ト (回 路 素 子 ) が 8 
個人 和信 っ た も の で す 。 こ の XOR を 使っ て AB 
2-AB9 の 値 と DIP-SW の 値 が すべ て 等 し 
いと きだ け LS138 の 入力 AEB が “HH” に な 
る よう に し し いま すず す 。 

LS138 は 少し も っ だ いな い 使 い 方 を し て 
いる の で す が , 入力 A, B, G1 が “ 有 H”", 人 
カ HC, G2A, GIB が の と きる だ け 出 丸 Y3 
が に だ が だ る よう に な っ て に さす 5 これ は 
SIO の CE に 入っ て お り , “L”" の と きだ け SI 
O が 動作 し ます 。 こ れ に よっ て , I/O アド 
レス は 図 4 の よう に 設定 で きま す 。 ア ドレ 
ス の 第 1 ビット, 第 0 ビッ ト は SIO の プロ 
グラ ミン グ に 関係 する も の で す 。 

クロ ッ ク 分 周 部 は , 31250 ビ ッ ト / 秒 の ボ 
ー レ ー ト を 作る と ころ で す 。LS93 で , Z80 
A の 4MHz の クロ ッ ク を 1/8 に し て SIO の T 
xCA, RxCA に 入力 し , SIO 内 部 で る ら に 
1/16 に し て いま す 。 本当は この 分 周 に は Z 
80A CTC を 使っ た 回 路 の ほう が よい の で 
す が , それ だ と 配線 が 多く な り , ブロ グラ 
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ミン グ も 面倒 に な っ て し まい ます 。 そこ で 
LS93 を 使う こと に な っ だ の で す 。 

次 は 入出 力 部 に つい て な の で す が , 特に 
MIDI IN に フォ ト ア イソ レー タ (PC900 相 
当 品 : フ ォ ト カプ ブラ と も いう ) を 使う こと 
が MIDI 規格 に 定め られ て いま す 。 こ の フ 
ォ ト アイ ソレ ー タ は , 電気 信号 の “HP” と 
“LDL” を いっ た ん 光 の ON/OEE に 換え , 再び 
電気 信号 に 戻す と いう 一 見 面倒 な こと を し 
て いる の て す が 、 こう する こ 上 に よっ て M 
IDI IN に 接続 し た 外部 楽 只 と 電気 的 に 絶 秋 
る され, デジ タル ノイ ズ が 混入 し な いよ うに 
な っ て いる の で す 。 

まだ た MIDI THRU と いう の は , MIDI IN 
の 入力 信号 も を その まま 外部 に 出し て いま す 。 
これ を 使え ば 次 々 と 楽器 を 接続 で きま す が , 
3 吾 以 上 つなぐ で と MIDI 信号 の 読み 取り エ 
ラー が 出る 恐れ も あり ます 。 楽 益 の 数 が 増 
% で きか た し ら 。 パラ ボッ クス という 信 合 分 語 
器 を 使う 必要 が 出 て きま す が , これ も 自作 
が 簡単 な の で , 連載 第 3 回目 に 製作 記事 を 
員 を そう と 考え ん そい ます 。 


束 作 


デジ タル 回 路 は , IC の ピン を つ な で の が 
基本 作業 で す 。 部 品 の 配置 が 多少 まず く て 
も とにかく 番号 を 間違え ず に つなぎ さる えす 
れ ば 動 《 く はず で す 。 間 違い を な くす だ め に , 
1 本 つなぐ で た びに 回 路 図 の 線 を マー カー で 
消し て いく と よい で し ょ う 。 な お, 表 3 も 
3 月 号 か ら の 再掲 載 で す 。 

製作 上 の 細か い 注 意 を 列挙 し て お 〈 と , 
・Z80A SIO は , バー ジョ ン 0 を 使用 する 
こと 。 ほ か に SIO/1, SIO/2 が あり ます が 
これ ら は ピン 配置 が 異な り ま す 。 必 ず 買 5 
と き に 確認 し て くだ さい 。 また だ , SIO に は 
必ず ッ ケ ッ ト を 使っ て くだ さい 。 

・ ボ ー ド は 必ず X1 用 の MCC-153 を 使っ て 
《 だ きい 。 これ 以外 の も の で は 1I/O ポー ト 
に うま く 入 り ま せん 。 

・ ピ ン 配 置 図 は IC じ を 上 か ら 見 た と き の も の 
で す 。 切り 欠き を 上 に し て 左上 端 が 1 番 で , 
反 時 計 回 り に 番号 が 増え ます 。 
マス ヨン と いう の は 。 ポー ド の Vee テ ィ 
ン ELGND ラ イン の 間 を つなぎ まず す 。 一 上 
ショ ー ト する よう で す が , コン デン サ は 直 
流 電流 を 流 ふ ない の で 大 丈夫 で す 。 パ スコ 
ン の 役目 は , Vcc ライ ン に 乗っ た ノイ ズ を 
GND に 逃がし て や る こと で す 。 使 わな い ビ 
ン に は 価 $ も つなが す に し て お 《 こ と 。 

この ほか , 製作 上 の 注意 は 限り な く あ る 
の て 説明 し きれ ませ ん 。 も し も 実際 に 作っ 
て みて 動か な けれ ば , Oh ! X 「MIDI が 動か 


な いよ 」 係 ま て 質問 し て くだ さい 。 あ る 程 
度 た まっ た ら 6 誌上 で ぉ 答え し まし ょ う 。 

さて , 配線 が 一 応 終 了 し た ら 最 初 に すべ 
きこ と は , まあ , お 茶 で も 飲ん で 休憩 する 
こと で し ょ う 。 最初 は 必ず どこ か 配線 ミス 
を し て いる も の で す が ,。 これ を 調べ る の は 
頭 を 俗 や し た あと の ほう が 効率 が よい の で 
す 。 

十分 休憩 し て , 配線 チェ ッ ク も OK と な 
れ ば , まず SIO を 差 る き な い で ボー ド を XX1 本 
体 に 差し 込み , 電源 を 入れ て み ま し ょ う 。 
無事 IPL が 起動 する こと を 確認 し た ら , 必 
ず 電 源 を 落と し し て か ら ボ ー ド を 抜き , 今度 
は SIO を 差し て 改め て ボー ド を 装着 し 電源 
を 入れ て み ま す 。 私 が 作っ た と き は “Please 
turn on the Power SW slowly agan!“ 
と いう メッ セー ジ が 表示 る れ て し まい まし 
だ 。 や は り ミ ス が あっ た だ の で す 。 誤 配線 が 
な けれ ば 必ず 動作 し ます か ら , 何 度 も 根気 
まく テー ョ ヨッ タグ し て くだ さい 。 

SIO を 差し て , IPL が 起動 し た ら , この 
ボー ド の MIDI IN と MIDI OUT を ケー ブ 
ル で つない で ルー プ バ ッ ク テ スト を 行い ま 
す 。 これ は , その 名 の と お ちり 自分 て 送信 し 
だ デー タダ タ や 目 分 て 乏 信 し て チェ ッ ク す る テ 
スト で す 。 プ ログ ラム は リス ト 1 の と お ちり 
2 

この リス ト 1 の プロ グラ ム は , SIO を 使 
っ た ブロ グラ ミン グ の 最も 基本 的 な 部 分 で 
す の で , 少し 詳し 説明 し て み ま し ょ う 。 


-Z80A BIO の ブロ グラ ミン グ 
Z80A SIO は シリ アル 通信 用 の 汎用 LSI 
な の で ,MIDI 用 に 利用 する に は それ な り の 
初期 設定 が 必要 で す 。 その 内 容 は , SIO 内 
部 の レジ スタ に 書き 込ん で や ら な けれ ば な 
り ま せん 。 書き 込み レジ スタ は WR0O~-W 
R7 の 8 個 あ り ま す ( 表 2 )。 今回 は , WR0, 
l, 3, 4。 5 の み 理 解す れ ば OK で す 。 
実際 に レジ スタ に 書き 込む に は , SIO の 
コン ジン ド poouy マ シン トド の 0 アド レス に デ 
ー タ を 出力 し ます 。 

リス ト 1 は , まず 最初 に これ ら の 初期 設 
定 を 行っ て いま す 。 初期 設 定 の 内 容 は SIO 
INIT ルー チン の 中 で 注釈 を つけ て あり ま 
す 。 そし て 軍 巡 ロジ ラム は 。 1 文字 出力 


し だ い キ ャ ラク タ を ASCII コ ー ド て 送信 し 。, 


自分 自身 で 受信 し て 合っ て いる か どう か を 
チェッ ツ な し て に る も ね もせ で ぞ で すず 2 

ケー ブル を つ な で と よき と よ と, つなが な いと 
き と で 比較 じ し て みて くだ さい 。 また, ケー 
ブル を つない で も 合わ な い 場 合 は 。 フォ ト 
ゲイ ソン レー タ ま わり の 誤 配線 か ケー ブル の 


つなぎ 違い あ だ り が いち ば ん 怪し いと ころ 
で す 。 あ る い は だ たま に ある こと で す が , ア 
ドレ ス デ コー ダ 部 の 誤 配 線 。 特に DIP-SW 
が すべ て OFEF に な っ て いな いか も し れ ま せ 
ん 。 も し , DIP-SW の 設定 を 変え る な ら ば , 
リス ト 1 の 60 行 で ADR の 値 を 変 た てく だ る 
い 。 と に か く 今 月 の 目標 は 。 この ルー プ バ 
ッ ク テ スト に パス する と ころ まで で て す 。 


ソフ トウェア の 実際 


MIDI の ソフ トウ ェ ア を 組む に は , ハー 
ドウ ェ ア の 知識 ど だ け で な 〈 MIDI に よっ て 
送受 信 る れる メッ セー ジ どの フォ ー マ ッ ト に 
つい て 理解 し な けれ ば な り ま せん 。 い うな 
れ ば ML 言語 と に う も の で す 。 こ れ に つ 
いて は 来 月 詳し く 解 説 し ます の で , 今月 は 
大 ま か な と ころ だ け 述 べ て お きま し ょ う 。 

MIDI ボ ー ド で は , 1 バイ ト 単 位 で デー タ 
を 送受 信 し ます が , MIDI メッ セー ジ は 2 
バイ トト まだ は 3 バイ トド ト を ひと まとまり と LL 
て に ます 。 

1st 2nd 3rd 


ステ ー タ ス | デア た が 
1 番目 の バイ ト を ステ ー タ スバ イト と い 


い , オペ レー ショ ンコ マン ド を 指定 し ます 。 


だ た と えば , 発音 (ノー ト ・ オ ン ) な ら 90n, 
消音 (ノー ト ・ オ フ ) な ら 80』 と な っ て い 
ます 。 


キー ボー ド の 選び 方 


街 の 楽器 店 に は , 機能 も 価格 も 実に 多く の 種 
類 の キー ボー ド が 並ん で いま す 。 と は いえ 。 ど 
の キー ボー ド で も , 使う 目的 に そっ た 特徴 が は 
っ うき り し て いる も の で す 、 こ こ で は 。、 ユン ヒュ 
ー タ ミュ ー ジ ッ ク の 入門 に 適し た 機種 の 選び 方 
を 紹介 し ます 。 ま す 最 低 限 必要 な 条件 は , 
|) MIDI IN/OUT が ある こと 。 

2) 8 音色 同時 発音 が 可能 な こと 。 
最低 限 と いっ て も , この 2 つ を 満た す キ ー ボ 


ー ド は か な り 限 定 さ れ て きま す 。 こ れ を さら に ., 


大 きく 分 ける と 2 つの タイ プ が あり ます 。 
A) 音色 重視 の シン セ サ イ ザ タ イプ 
B) 手軽 な が ポップ キ ー ボ ー ド タイ プ 

A は , 音源 の パラ メー タ が 豊富 で , 凝っ た 音 
うく り が で きま す 。 弦 楽器 。 管楽器 の 音 は 厚み 
や 深み の ある 多彩 な 音 が 楽し め ま す が , 唯一 打 
楽器 が 苦手 で す 。FM 音 源 も この タイ プ に 属し ま 
す 。 音 色 に うる さい 人 に は お 勧め で す 。 

B は 。 音 づく り は あま り 凝 っ た こと が で きま 
せん が , その か わり PCM 音 源 と いう 打楽器 音 を 
あわ せ て 載せ て いま す 。 ま た , この タイ プ に は 
目 動 伴奏 機能 が つい て いる も の も 多い の で , こ 
れ ! 台 で な ん で も や っ て し まお うと いう 人 に は 
いい で も に よう 。 [ 

どちら の タイ プ も 価格 は 10 万 円 前 後 が 手頃 な 
と ころ で す 。 自分 の 好み の タイ プ を 見 極め て 選 


2 番目 以降 は コマ ンド の 中 身 を 指示 する 


アード の オト て す 。 アート テオ ツリ まき きま 
・ オ フ な ら 2 番目 が 音程 , 3 番目 が 音 の 強 
さる を 表 し て いま す 。 

ステ ー タ スバ イト は , 最上 位 ビ ッ ト が 1 
(80 以 上 ), デー タバ イト は 0 (7Fam), と 決 
まつ の て いる の で 。 ここ と Y 倒 員 上 まず す 。 

この ノー ト ・ オ ン と ノー ト ・ オ フ だ け で 
も , いじ くっ て みる と 結構 いろいろ と 遊べ 
る こと と 思い ます 。 た と えば , FM 音源 用 
MML の 発音 。 消音 部 分 (KEY ON, KEY 
OFF ル ー チ ン ) を MIDI メッ セー ジ の ノー 
トマ オン 。 グー ト ・ オ に 才 し 換 % を だ だ け 
で , これ まで X1 の FM 音源 を 鳴ら し て いた 
MML デ ー タ を 使っ て , 外部 の MIDI 楽 器 を 


ひと 言 ア ドバイ ス 
びましょう 。 では, A, B 両 タイ プ の 代表 機種 
を 紹介 し て お きま す 。 


A ) YAMAHA V2 118,000 円 
KORG 707 99 ,800 円 
Roland D-10 128,000 円 

B ) YAMAHA DSR-1000 118,000 円 
CASIO HT-3000 89 ,000 円 


あと は 実際 に 楽器 店 に 行っ て じかに 触っ て み 
る の が いち ば ん 。 店員 さ ん を つか まえ て 質問 す 
れ ば 必ず 答え て くれ る は ず で す 。 

* * ネ 

ご の 原稿 の 締め 切り 直前 , と びっ きり の 新 製 
品 情報 が 入っ て きま し た 。YAMAHA か ら EOS (En 
tertainment Operating System) と いう シン セ サ 
イザ が 新しく 発売 と な っ た の で す 。 

この EOS は , 前 述 の V2 と 音源 関係 は 変わ ら な 
い の で す が , 本 体 中 に さら に デジ タル シー ケン 
スレ コー タダ (8 トラック, 約 10,000 音 記憶 ) を 
搭載 し た モデ ル YS200 が |29,000 円 と か っ て いま 
す 。 デ ジタル レコ ー ダ は X1 の MIDI[ シ ステ ム で 実 
現 可 能 で すか ら , 自分 で ブ プログ ラム し て みよ う 
と いう 人 は 下位 機種 の YSI00 (YS200 か ら レ コー 
ダ だ け 除 いた も の ) が 110,000 円 と , これ も 機 
能 か ら 見 て 格安 と いえ ます 。 特に A グル ー プ の 
な か に 加え た と する と , その な か で は 最も お 勧 
め と いっ て よい て し すう 3。 
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演奏 する こと が で きる よう に も な り ま す 。 
実例 を 出 を うと 思っ た の で す が , 今回 は 特 
集 と いう こと で MIDI 用 の 本 格 的 な シー ケ 
ン サ が この あと の 金子 氏 の 記事 で 発表 きれ 
る こよ に な か っ て いる の て 。 こ れれ ば そちら 6 の 
は うに 譲る こよ に し さま し ょ よう 。 


{fy 


来 月 に 向け て 


| 
| 


今月 は た に か く , ひと り で も 多く の 人 に 
MIDI ボー ド を 自作 し て いた だ だく こ と が 狙 
いで す 。 応 用 が 非常 に 広い 割 に は , 比較 的 
簡単 に し か も 安 〈 自 作 で きる ボー ド な の で て 
この 機会 に ザ ぜひ と も チャ レン ジ し て みて 
だ きい 。 

来 月 は , も うぅ 少し 実用 的 な ッ フ トウ ェ ア 
を 作る た だ ため の ノウ ハウ を 紹介 する つも り で 
す 。 具体 的 に は , 外部 キー ボー ド に よる M 
ML 用 フロ ント プロセッサ を 考え てい ます 。 
また だ た 。 サキ ボ ポー ト し て いき だ た だい ソン ソフトウェア 
の 希望 が あれ ば どん どん お 寄せ くだ きい 。 
を し て , 私 た ちの 手 で MIDI の 世界 を S-OS 
に 匹敵 する 一 大 勢力 に し ょ よう で は な いで す 
か *。 
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表 3 部 品 表 
Z80A-SIO/0 X | 1.000 円 
40P DIP ソ ケッ ト X | 150 一 200 円 
フォ トカ ブラ 
PC900 X | 150 一 200 円 
TTE 
74LS04 X | 
LS07 X | 
LS93 X | 
LSI36 xX2 
LSI38 X | 
ダイオード 
ISI588 X | 
抵抗 1/8 or 1/4W 順 
2200 20 一 70 円 
270X) X | * 
IKQ X2 
3.3KX) X8 
10K(2 X6 
コネ デジ ササ 
47gF( 電 解 10V 以 上 ) x | 
0.IxzF( パ スコ ユン ) x4 
ディ ッ ズ スス イッ ツチ 
6P X | 320 円 
コネ クタ 
FAP-26-07.02B( フ ラッ «i or 2 500 円 
ト ケ ー ブ ル 用 ) 
FAS-26-17( 庄 着 ) x1- or-2 500 円 
26 芯 フラ ッ ト ケ ー ブ ル 
(30 一 50cm) | 250 円 
DIN5P Xx3 or 6 100 円 
基板 


サン ハヤ ト MCC-153 x| 3,000 一 4,000 円 
部 品 合計 約 8.500 円 
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| リスト 1 ループ バ ッ ク テ スト 


双 5 


写真 1 


部 品 配 置 図 


’SAVE "SIOTEST1.Bas 


》 

9 Z89A SIO LOOP BACK TEST 

4 63.6.12. K.MISAWA 
# 

ADR= の 

SIOD=ADR : STIOC=ADR+ 1 


GOSUB "SIOINIT" 
# 


CLS 

S$=INKEY$(1) : S=ASC(S$ ) 

IF S<>&H1B THEN GOSUB "CHECK" : GOTO 1106 
GOSUB "SIORESET" 

END 

} 


LABEL "CHECK" 
PRINT# の 0 S$+" "5 
3 


OUT SIOD,S 
T=INP(SIOD ) 
} 


T$=CHR$(T) : PRINT# の 0 T$: 

IF T=S THEN PRINT"  --- OK!" ELSE PRINT" 
RETURN 

’ 


LABEL "SIOINIT" 
FOR I=1 TO 9 
READ D : OUT SIOC,D 


NEXT 

DATA &H18 : !clear 

DATA 1 ・)WR1 

DATA の :’interrupt disable 
DATA 3 :’ WR3 

DATA &HC1 :’receive 8bit data 
DATA 4 :’ WR4 


DATA &H44 :’stop bit=1bit,clook=1/16 
DATA 5 ・)WR5 

DATA &H68 :’send 8bit data 

RETURN 

# 


LABEL "SIORESET" 
OUT STOC,&H18 
RETURN 


GE 
220x3 8 ISI588 HH 220 x 2 


写真 2 


* ネ ネネ * MISS!™" 


MIDI IN 


MIDI THRU 


CPUCLK 
26P コ ネ ク タ 
(偶数 ビン は GND) 


780-SIO/0 


ーーーーーーーー 一 J た ーー 
od の ゅ ょ の いい 二 6 ら や の ™ PO 
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夏 で すね 。 と どこ か に 遊び に 行く 計画 は あ 
り ま すか ? な に な に , 図 書館 に 行く て ん で 
すか 。 ひ ょ っ と し て あな た 受験 生 ? お お , 
同志 ょ , 勝負 は これ か ら で す よ 。 が ん ば り 
まし ょ う ね 。 い や いや , V2 す る と い ぢ ど め ら 
れ ま すか ら ね 。 

と いう わけ で 皆さん 、 今 年 の 夏 は 音楽 で 
す よ 。 それ も る 気 分 を 変え て 自分 で 弾い て み 
る な ん て の は どう で し ょ う 。 指 が 動か な く 
っ た だ っ て 大 丈夫 。 ち ゃ ん と パッ ユン が 面倒 
見 て てく て れ ます よ 。 え っ, FM 音源 な ら 6 使っ て 
る っ て ? いえいえ,。 今回 は も っ と いろ い 
ろ な 楽器 を 使っ て みよ うと いう わけ な ん で 
生 

を りゃ , FM 音源 の 8 重 和 音 は 強力 で す し, 
PSG を 足せ ば 11 重 和音 。 そ れ も , ゲー ム ミ 
ュー ジッ ク な ら , アー ケー ド 版 そっ くり な 
音 を 作る こと も で きる て し ょ よう 。 し か し, 
世の中 に は 違う ジャ ン ル の 曲 の ほう が 圧倒 
的 に 多 〈 存在 する の で す 。 を そして, ピア ノ 
の 音色 が 演奏 者 に よっ て 表情 が 違う の は い 
うま で も な く , ヴァ イオ リン の 優し い 息 づ 
か いや , その ぬく も りな ど , それ ら 数 々 の 
音 を OPM で 忠実 に 再現 する の は 大 変 で す 。 

で も , あき ら め て は いけ ませ ん 。 今 の あ 
な た に は MIDI と いう 強い 味方 が いる の で す 
が ら 。 さら に 。 自分 て 言う の も な ん て す が 
MIDI 対 応 の MML と し て は 史上 最強 と いわ 
れる 今回 の シー ケン サ が あれ ば , 鬼 に 金棒 , 
ヤマ ト に 流動 砲 , 大 も 歩け ば 猫 も 歩く , と 

うく らい の 自信 作 な の で す 。 

この MIDI シ ー ケ ン サ で は , 最大 16 パ ー ト 
の 演奏 デー タ を MML で 記述 する こと が で き 
ます 。 す べべ て の パー ト を MIDI 楽 器用 に 割り 
当て る こと が で きる だ け で な 〈 く , OPM や P 
SG な ども 併用 する こと が で きる の で す 。 
MML の 書式 は , 基本 的 に は 祝 版 に 準拠 し 
だ た も の と な っ て いま す が , さま ざま な 微妙 
な 表現 を 可能 に する コマ ンド も 追加 し て い 
まま 。 

と いう わけ で , さっ そく 〈 く リス ト 3 の ダン 
プリ スト を 入力 し て ほし い の で す が , その 
前 に ひと つ だ け 。 こ の プロ グラ ム は BASIC 
を 改造 する か た ち を と っ て いま す が , 祝 版 
MML と 同等 の フリ ー エ リア を 確保 する だ め 
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MIDI 令 ツ ー ケ ソサ 


MIDI を 製作 し た ら , 次 は それ を 生か す ソ フト ウェ ア が 必要 で し ょ う 。 
と いう わけ で , いよ いよ XX1 で MIDI 楽 器 の 演奏 を コン トロ ー ル する 
強力 な シー ケン サ を 発表 で きる こと に な り ま し た 。 も ちろ ん ,Dh!X 
で 標準 と な っ た 祝 版 MML に 準拠 し た も の こと な っ て いま す 。 


に Kaneko hunichi 


金子 俊一 


に ライ ン ル ー チ ン を カッ ト し て いま す 。 安 
全 の た め に , 2A60m』 を 1B に 書き 換え て お い 
て 7C の き UN。 

それ で は , 各 コ マン ド の 説明 を し な が ら 
概要 を 見 て いき まし ょ う 。 


M チャ ン ネ ル 指 定 


MIDI の チャ ン ネ ル を 指定 する コマ ンド で 
す 。MIDI に は 1 から 16 ま で の チャ ン ネ ル が 
あり , それ ぞ れ 独立 し た パー ト の 演奏 情報 
を 送る こと が で きま す 。 

この MIDI シ ー ケ ン サ で は MML の 各 パ ー 
ト ご と に 1 か ら 16 ま で の 任意 の チャ ン ネ ル 
番号 を 指定 びき る よう に な っ て いま す 。 も 
ちろ ん バラ バラ の チャ ン ネ ル を 指定 し て も 
ょ よい ので す が , 同じ チャ ン ネ ル を いく つ 指 
定 し て も か まい ませ ん 。 同じ 音色 で ポリ フ 
ォ ニ ッ ク な 使い 方 を し た い 場 合 や , 数 台 の 
楽器 を 使う と き に 威力 を 発揮 し ます 。 こ れ 
は , 使用 する 楽器 に よっ て 使い 方 が 異な り 
ます の で , 使用 する 楽器 の マニ ュ ア ル を よ 
〈 読ん で くだ さい 。 

この M コ マン ド は , X1 シ リー ズ の FM 音 
源 や PSG に 対し て は 無効 し な り ま す 。 な お , 
TEMPO0 を 実行 し て も 初期 化 は 行い ませ ん 
の で 注意 し て 《 だ さい 。 


| 音色 指定 


を し て , 音色 を 指定 で き な け れ ば 話 に な 
り ま せん 。 こ の コマ ンド は 祝 版 MML で も お 
馴 決 み で す が , 機能 の 拡張 が な る され て いま 
す 。 

MIDI 楽器 の プロ グラ ムチ ェ ン ジ ( 音 色 番 
号 ) は 0 一 127 と な っ て いま す が , こ の MIDI 
シー ケン サ で は 1I0 を PSG, 1I1 一 40 を FM 音源 
(OPM) に 割り 当て て いま す 。 これ は , 祝 版 
MML と 音色 デー タ を 共有 する こと を 第 一 に 
考え て いる か ら で , MIDI 楽 器 の 音色 を 選択 
する 場合 に は 100 番 ずら し た I100 一 227 を 指 
定 す る よう に な っ て いま す 。 

き て , この MIDI シ ー ケ ン サ で は , 最大 16 
音 (パー ト ) ま で ある わけ で す が , OPM を 使 
う 場合 に は 1 音 目 か ら 8 音 目 ま で の パー ト で 


音色 1 一 40) を 指定 し て くだ さい 。 ま た , 


PSG を 選択 する 場合 に は 9 音 目 か ら 11 音 目 
まで の パー ト で 指定 10) し ます 。 も ちろ ん , 
MIDI 楽 器 の 場合 に は 任意 の パー ト を 使っ て 


音色 指定 (I100 一 227) が で きま す 。 な お ぉ , 起 
動 時 に は 1 音 目 か ら 16 音 目 ま で すべ て MIDI 
が 選択 され て いま す 。TEMPO 0 を 実行 し て 
も PSG, OPM, MIDI の 選択 は 保存 る れ ま 
す 。 

と ころ で , 皆 さん は FM 音源 や PSG の ほか 
に どん な 音源 を 知っ て いま すか ? LA 音 
源 , CD 音源 , VM 音源 , AI 音源 , iPD 音 和泊 
な ど , いっ ぱい ある ん で す よ ね 。 こ と ビア 

音色 に な る と FM 音源 が か わい そう な さく 
も の も ある ん て す 。 ど うし て も シ と 
ョ ッ パパ ン の 「 別 れ の 曲 」 を 奏で た か っ た 私 は ぉ 
財布 の 中 身 と 相談 し て KAWAI の K1m (VM 
音源 ) を 買い まし た 。 全般 的 に 比べ る と や 
は り ダ ント ツ は AI 音源 で し ょ う 。 そ うい を 
ば , 西川 善 語 きん は KORG の M1 (AI 音源 ) 
を 買っ た そう で す 。 今度 遊び に 行き ます ね 。 


P パン ポッ ト 指 定 


これ は , パン ポッ ト を 動か す ( 音 を 出す 
位置 を 変 た る) コマ ンド で す が , OPM に 対 
し て は 従来 どなり , P1 で 左 , P2 で 右 , P3 
で 両方 と な り ま す 。MIDI で は P8 が 中 央 に 
な り , 左右 それ ぞ れ 7 段階 に 分 か れ P1 が 最 
左翼 , P15 が 最 右翼 と な り ま す 。 

し か し , 何 段階 サポ ー ト る れ て いる か は 
楽器 に よっ て 異な り ま すし , 実は MIDI 規 格 
に は 2 パン ポット な ん て あり ませ ん 。 こ の デ グ 
ログ ラム で は コン トロ ー ル チェン ジ の あと 
に 10 を 送っ て パン ポッ ト と し て いま す 。 こ 
の 値 が 異な る 可能 性 も あり ます の で , 自分 
の 楽器 の マニ ュ ア ル を 調べ て か ら 使 用 し て 
くだ さい 。 私 の K1m で は パン ポッ ト は 3 段 
階 し か あり ませ ん の で , デフ ォ ル ト と し て 
Roland MT-32 な ど 用 の デー タ を セッ ト し て 
お きま し だ 。 

な お 。OPM は I コマ ンド に よっ て リセ ッ 
ト さ れる の で 注意 が 必要 で す (MIDI で も 楽 
器 に よっ て は リセ ッ ト る れる か も し れ ま せ 
ん )。 また , PSG に は パン ポッ ト 機 能 は あり 
ませ ん 。 念 の だ め 。 


- 相対 ボリ ュー ム 


これ は 新しく 追加 きれ だ た コマ ンド で , 相 
対 ボ リュ ー ム と 呼び ます 。 こ れ に より , ト 
レモ ロ , アク セン ト , フェ ー ド イン , フェ 
ー ド アウ ト な どの 技 が 簡単 に 使 を る よう に 
な りか な り 5 有効 びと 思い ます 。 16 音 別々 


に デフ ォ ル ト 値 を も つこ と が で きる の も 便 
利 で すし , それ ゆえ ぇ に 値 を 省略 する こと も 
可能 で す 。 い まま で V コ マン ド を 多用 し な 
けれ ば で き な か っ た 徹 妙 な 表現 も すっ きり 
だ も だ ググ ラム て て きる て し よう 。 

使用 例 を あげ る と, 

PLAY “V120 3 

で , この 場合 に は ボリ ュー ム は 123 ま で 上 が 
っ だ あと 117 ま で 下がり ます 。 

また , “V124 4 や V5 6 な どの よう 
に , 最大 値 や 最小 値 を 超え る 場合 は 無効 と 
な り , それ ぞ れ V124, V5 の まま に な り ま 
す 。 

な お , MML 起 動 時 の デフ ォ ル ト 値 は 0 で 
す 。 ま た , TEMPO0 を 実行 し て も デフ ォ ル 
ト 値 は 初期 化 さ きれ ま せん 。 


ハ コン トロ ー ル チェ ンジ 


この コマ ンド は MIDI 規 格 の ユン トロ ー ル 
チェ ンジ を 送る た め に あり ます 。 具体 的 に 
は アフ ター タッ チ や ポル タダ メント, ソス テ 
ヌー ト , オー ルノー ト オ フ , オ ム ニ モ ー ド , 
etc.……… と 聞き 覚え の ある も の か が から, よく わか 
ら な いも の まで , その 名 の と お り に コン ト 
ロー ル て きま す 。 

使い 方 は いた っ て 簡単 で す 。 コ ント ロー 
必 チ ェ ン ジ は 2 バイ ト を 送る の で す が 。 た 
と えば 。PLAY “へ 123.0" と か PLAYT^7, 
120" な ど で す 。 


ギ \ ピッチ ベン ダー 


これ は , ピッ チ ベ ン ダー を 動か す た め に 
あり ます 。MIDI 規 格 で は 14 ビ ッ ト 分 確保 き 
れ て いる の で す が , YAMAHA の ショ ルキ ー 
で は 7 ビッ ト , DX-7 ク ラス で 9 ビッ ト し か 
使わ れ て いな い の が 現状 で す 。 こ の ブログ 
ラム で は 8 ビッ ト を 操作 で きま す 。 基 準 値 
は 128 で す 。 


ン 直接 デー タ 送 信 


これ る さえ あ れ ば な ん で も で きる は ず の コ 
マン ド で す 。 つ まり , た だ が 演奏 データ を タ 
と 流 す コ マン ド な の で す が , な ん で も 流せ 
る と いう の は や は り 無 敵 で す ( 某 F 社 の MIDI 
対応 MML は この コマ ンド し か な い 。 う て ん 
見 事 な ま で の 手抜き む ゃ )。 で も , 良心 的 な 
私 は さら に 機能 を 拡張 し て , ZZ コマ ンド を 
2 通り の 使い 方 が どき る よう に し まし た 。 

それ は , 完全 タレ 流し の ZZ( ) と , エク 
スク ルー シブ の Z[ ] で す 。 両 者 の 違い は 
Z[ ] は 最初 に $FO を 送り , 最後 に $ F7 
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_900 e$=": o5 b2g+f+8&+g+8 €. e8d+d+" 
_ 3919 f$=":o5 g+2g+g+ er8e8d+d+" 
920 g$=":o04 b2bb >c+r8o+8<bb" 
ー _ 939 bh$=":" 
。 こし 。 18 
_959 RETURN 
_969 LABEL rP-B1" 
970 b$=":o5"+STRINGS(14," OO 
_980 c$=":o4 r4ccr4or r4cocr4c16c16c" 
_ 999 d$=":o4 eeeg† bbg+e aaaa bb<bb『 
、 16060 et-":04 52" 
$=":o4 b2" 。 
$= :O5 ed1o+ 「 cbgr" 
19= いい o5 r^ RT 
ーー 20 A 


$=" 02 crcre" , _ 
=":o5"+STRING$(9," ce") 
し :04 r4oor4or re1ee16c Tm3>e16e16ee16e16ee™" "5-Dru ー T 


o4 eeeat bberb e" 


ーー ーー 
"io5 r 1 46ea+o+<b" 
7 !21.22 ーー 
o2 cccoc ccoc" ーー 
9 b§=":o5"+8TRINGS(16,"o") 。 
20 c$=":o4 =204C464o4 64454o4" * 8-Dru 
) d$=":o4 aaf+4e4o+4 b4a4g+4f+4" 
e$=':o5 L8 1,20o+ く b+>c+ く b+>o+ く b+>o+ の ト d+o+d+o+d+o+ く DD 


7xo5 1 cece ccece" 


: e4eg+b4g+b _e4eg+b4g+e' _ 
":o5 c+4.d+16c+16<b2" ー 
_e1~ re8.<b16>c+<b" 
$=":o4 _b1-~ be lb 
"25,26 ーー ーー 
は a$=  O2 CCCC cocoo" 
0 b$=":o5"+STRTNG$(16,"c") 
っ $=":o4 oror ocor crer Cocor” 
=":o4 a4f+4e4c+4 b4bag+4f+4" 
= :o5 o+<b+>c+<b+>c+ く b+>c+c+ d+o+d+o+d+o+4 く b" 
400 f$=":o5 e1~f+2.r8<b8" 
g$=":o4 a1 _b2・r8b8" ーー 
1~ 27.28 _ 
1$=*:o4 64cgtb4gte a4aab4bb" 
=":o5 b2.ft+gt+ e4 .ed+d+C+ く Db" 
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$=":o04 Pl 
> に ‘05 e27 bk 
=": o4 gt2" 
$=":05 red+o+ <b. ec 
102 05 rl1, indir の 9 で 
、 "31, 32 0 
KN 


1L"Pー B9" ーー 
] :o4 eeee eeee_ aaaa bbbb" NN 
580 e$=":o4 b2r>f+8g+8 e.e8d+d+~27 
99 f$=": o5 b2g+f+8g+8 e.e8d+d+-1" 
99 g$=":o4 g+2rb >o+.o+8<bb~2" 
9 h$=「: o5 red+c+ <b.>c+8<bg+" 
) 1$=":o5 red+o+ <b. 2019 く hg 
30 “!" '33.34 
10 _ | 7935.36 0 
50 a$=a$+" rc1" 、 
9 b$="・o6 5m1c2c2 c2c2 ol nl 
) c$=":o4"+STRING$(2,"r4o16c16c16c16 r4e16c16016016") 
or で 1 ーー 
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"04 c16cc16oc syel6eel6ee- m2r4or4oor" 8-Dru > Tom 


PLAY dsi:PLAY e$;:PLAY fsiiPLAY 


Yi :PLAY PLAY n$;:PLAY ーー 


を 送る と も に いう こと で て すず す 。 だ ちら もえ ば 。 選 (240 
a, b, c, 247) と Zla, b, c] は 同じ 動作 を し ます 。 
な お , エク スク ルー シブ の $F 0 の 次 の デー タ 
は 楽器 メー カー ご と に 決ま っ た ID ナン バー 
を 送る こと に な っ て いる の で 注意 し て くだ 
きも 。 


S CTO 制 御 


電マ ー ア 向き の テン ポコ マン ドド ト て す 。 て 
TC を 直接 触る こと に な る の で , は っ きり い 
っ て 初心 者 の 方 (CTC に つい て 理解 し て いな . 
い 人 ) は 使わ な いで くだ さい (どん な こと が 起 
こっ て も 私 は 責任 を 持て ませ ん )〉 

どの て た な コマ ジン ド を 々 を 用意 し が 
と いう と , 微妙 な テン ポ の 変化 を 味わう た 
め な ん で す 。 ク ラシック や , 特に ピア ノ 曲 
を 奏で た いと き に, 本気 で MML 化 する な ら , 
な ん と し て も 欲し く な っ て くる 機能 な の で 
ず 。 

で は , その よう な マニ アッ ク な 人 の た め 
に 。 こ の S コ マン ド に つい て 簡単 に 説明 し 
て な きま し よう た だ し STC は RCTEE 
は チャ ン ネ ル が 4 つ あ る こと は 常識 と し ま 
す 。 こ の MIDI シ ー ケ ン サ で は , CTC の 4 つ 
の チャ ン ネ ル の うち , チャ ン ネ ル 0 を タイ マ 
モー ド で ,。 チャ ン ネ ル 3 を カウ ンタ モー ド 
て 使 の で いま す 。 

T コ マン ド で は , チャ ン ネ ル 3 の 値 を 変 
ぇ て 割り 込み の タイ ミン グ を 得 て い ます が , 
チャ ン ネ ル 0 の 値 が 結構 ね お ま か な だ め , テ 
ン ポ が か な り ず れる こと に な り ま す 。 こ の 
点 。S コ マン ド で は チャ ン ネ ル 0 も チャ ン ネ ホネ 
ル 3 も 直接 指定 で きる の で , 限界 まで いじ 
の た の し きま すら の の 0 
3。 チャ イン ネル 0 の よう に デー タ を モッ ト 
し て くだ きい 。 

チャ ン ネ ル 0 は 省略 可能 で す 。 理論 上 , 
祝 版 MML の エコ マン ド の 16 倍 の 細か る まで 
設定 で きま す ( 単 に ゲ プリ スケ ー ラ の 問題 な の だ 
が )。 だ た と えば , T120=S30, 43 (Ll = @384) 
に な り ま す 。 


POKE SHAFFF,U 


の 命令 で, 曲 デ ゲー タ を 演奏 せ ず に バッ 
SRE る この で Si お すら の IO の 2 
ー ケ ン サ で は , フリ ー エ リア は 16K バ イト 
強し か あい て いま せん 。 こ れ で は 48K バイ 
ト も の 演奏 用 ワー クエ リア を 有効 に 使う こ 
と は 難し く , これ まで 発表 きれ て きだ た ミュ 
ー ジ ッ ク ブ ログ ラム の な か に も メモ リ て で 苦 
労 し て いる も の が か な りあ り ま し だ 。 16 チ 
ャ ン ネ ル 同 時 発声 が 可能 に な っ た 今回 の シ 


ー ケ ン サ で は , さら に メモ リ 不 足 が 了 予測 る 
れる の で , この コマ ンド が 登場 し た わけ で 
す 。 


演奏 開始 は , POKE &HAFFF, 1 と し て 
くだ きい 。 なお, TEMPO0 に より , 1 が 書 
込ま れ ま す の で 注意 し て くだ きい 。 


過去 の MML デ ー タ の 演奏 に つい て 


この MIDI シ ー ケ ン サ で は , 全音 和 何 が L1= 
@384 に な っ て いま す 。 祝 版 MML で は 1 
= @1024 な の で , @ コ マン ド て 直接 音 長 を 
指定 し て いる ブロ グラ ム で は 注意 が 必要 で 
す が , 音 長 を モッ ト す る プロ グラ ム (リス 
ト 2) に より 解決 され ます 。 な お , リス ト 2 
で は MIDI の タイ ミン グ ク ロッ ク の ON/OF 
F を 設定 する こと も で きま す が ,ON に で き 
る の は 音 長 が 192 と 384 の 場合 し な り ま す 。 

また だ た , 多 と 久 二 が , 逆 の 機能 に な っ て い 
る の も 気 を つけ て くだ きい 。 た だ し , 組曲 
「 イ ー ス 」(3 月 号 に 掲載 が で は も と も と 名 と 
交 十 を 逆 に し て いる の で , その まま 演奏 で 
きま す 。 

あと は POKE, PEEK 命令 で 何 も し て い 
る か に よっ て , アド レス を ずら す な ど の 処 
理 が 必要 で す 。 き さらに, PSG を 使っ て いる 
曲 で は I0 の 指定 も 忘れ ず に 。 

N, W コ マン ド も あり ませ ん の で , それ 

ら を 使っ て いる MML デ ー タ は 演奏 で きま せ 
ん 帳 分 て トト 天 し て みて くだ さい 。 デ プラタ 
ー バ ー ナ ー( 7 月 号 ) で は CTC を 直接 指定 し 


MA SAA Ea 


Amme zh 9 2 


て いる の で , S コマ ンド で 対処 する 必要 が 
あり ます 。 だ た だ, か な り タ スク が 苦し い の 
で , セ モット する デー タ を 変え な いと 演奏 で 
きま せん 。 もしくは “T170" 程 度 で ほ ば 同等 
の スピ ー ド に な り ま す 。 


Please PleaSe Me 


サン プル 曲 と し て ビー トル ズ の 「Please 
音 長 セッ ト プ ロ グラ ム 


P$(9) =STR$(L(9) ) :C' 
LTBLseHABFZ MM 


_ 


POKE AHAFEP。 1 oO 


Please Me」 を 作っ て み ま し た (リス ト 1)。 あ 
《 まで も 私 の 愛用 し て いる KAWAI の K1m を 
利用 し て 作っ だ も の な の で , 音色 番号 は 自 
分 の 楽器 の 音色 と よく (相談 し て 適当 に 変え 
る な り , 目 分 ど エ デイ ッ ト す る な り し て < 
だ きい 。 皆さん の 音楽 心 に 期待 し て いま す 。 

また, 今回 の シー ケン サ (と 呼ぶ の も 大 
げき だ が ) に つい て ご 意見 の ある 方 は 編集 
到 ま で わ お便り くだ さい 。 


、 346 DATA 192,85, 384, 512, 16, 1024, 16 


350 DATA On, off 


_ AABO 23 E3 
AAB8 FE 10 38 FE: 
AAC8 DE AA El I 
AADO 10 20 F 
AAD8 7B 3C 

_AAEQ F2 
AAE8 DI E5 CC 36 AD E1 7! 
_ AAF の El1 CO 36 91 C9 CB 2 

AAF8 9D 
_ AB99 28 
_ AB98 2B 71 E1 36 9 
_ AB16 78 28 F4 FE 
_ AB18 E5 CD 29 AB 
、 AB29 38 ED 70 : 
4B28 ©9 ED 53 F 
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mn 
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ee 
S 
ek 
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< の 
al 
SN 
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ーー 


AFB8 00 00 99 00 00 0A 00 QA : 14 
AFCQO 14 1E 28 32 3C 40 50 55 : AD 
AFC8 5F 64 6E 78 7F 00 00 00 : 28 
AFDO 00 00 00 00 99 00 00 00 : 90 
AFD8 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
AFEQ 00 00 00 00 00 99 00 90 : 00 
AFE8 00 00 00 00 00 00 00 90 : 090 
AFFQ 00 00 00 00 00 00 00 00 : 90 
AFF8 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 


MIDI シ ー ケ ン サ (ソー スリ スト ) 
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1389 MIDICH 
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3 NTNUM3 


BM 


、C,NTNUM3 
A 2 


2Z,MIDNUM2 
A 


C,CTRLC2 


NUMBER 
、 C,BEND2  : 


D 1 
OS > 
OUT= A (N 


> 


な 
きま 


am oOoro 3 


ゃ 
で 3 
1 08 1 08811 


2 
9 
寿 : 禁 


5 


AE 
DE 


NUMBER 
C, MIDNUN2 
AL ; 
17 

NC , MTDNUM2 
A 


ss es 
5 
レコ 
妊 
ーー 
| 
Fr 
し 2 
と コ 
に 
ーー 


AB 


:QET MIDI CH. 
;OUT = A(Ch.No) 


B FD 
AF 


C,ACTS 
90 
L,A 
MIDICH 
A, $CO 
MIDI 
A,L 
MIDIQ 


OUT $Cn,a 


ws 


A 
WMFLAG 
A 

ACT8 


; "2a bo,) ” 

; OUT sa,b,c 
Z,TARE2; " Zila,b,cl ” 
Et ; OUT =FO,a,b,c,F7 


A,(C) 
0 人 


Z, TARE2 


)] 7 

NZ , TARE4 
A, $F7 
MIDI 


BC 

ACTS 

H すす “a,b 4 

; OUT $Bn,a,b 


NUMBER 
A,(C) 
200088 4 


NZ ,CTRLC2 
HL 


49 


3E 


C,CTRLCZ 


ん 


8 を \a 
OUT $En,?,? 


AF 


AF 


B MDCHECK = 


INSTN 


9 PACK 


2 scrc2 
HH に 
4 MIDIPAN 


2 
MPANZ2 


MPAN3 


ANDFLAGO 


ANDFLAG 8 
DE 
HL 
DE,{DESTACK) 
HL,AFLAG 


ANDCHECK 


HL, AFLAG 


ま 


1 くく くく くく くく くく くく くく WORK AREA 2 >〉>>>>>>>>>>> 


きま 
2 CHTBL 


DB $ の 0: $ ひ 1 :$02・$03 
DB $04: $05:$06:407 
DB _ $08:%909:40A:$0B 
DB $0C: $0D: $0E: $0F 


DB 1,1,1,1 ;for OPM 
DA 111 


DS 1644 


V4 
DS 4 


: _ 
1 くく くく くく くく くく くく くく TIMING CLOCK >>>>>>>>>2>> 


2 
TCLOcK ー 
PUSH HL 

(BL) 

NZ,TCLOCK2 
AF 
A,sF8  : 
> MIDI 
(HL),A 
AF 


T-Ciock 


TcLock2 


TCWORK 
DB 4 

END40E8 

$40E8-END40E8 


ご 挨拶 だ よ 


初め まし て 。 今 月 か らし ば らく の 間 , Z 


80 の マシ ン 語 で 遊ば うと いう みん な の お 相 
手 を 務め る の が この 僕 , 村田 だ 。 

Z80 の 入門 講座 ほ い えば , 今年 の 5 月 号 
て 6 必 ま れつ つの 松 了 し た 只 天 小 氏 の 【 マ ン 
ン 語 体操 1・2・3」 を 読ん で いた 人 は 多い だ 
ろう 。「 マ シン 語 体操 」 は , 全 機種 共通 シ 
ステ ム S-OS “SWORD" の 上 で 厳選 され だ た 
命令 の み を 使用 し た プロ グラ ム 例 を 示し , 
それ に 泉 氏 の 見 事 な 解説 を 加 を る こと て, 
誰 に で も 読め 楽しめ, わか る と いう 近年 
まれ に 見 る 名 講座 だ っ た 。 遅 れ ば せな が ら 
泉 き ん に は 「 ご くろ うき まで し た 」 と 言い 
NS 

と 。 いき な り 丈 勝 な 書き 出し も し た の に 
は わけ が ある 。 と いう の は , 僕 に は 「 マ シ 
ン 語 体操 」 を 超え る Z80 入 門 講 座 は 書け な 
いか も し れ な い 。 だ た だ だ, 違う 方 向 性 を 示す 
こと は で きる だ ろう , と の 思い が あっ て こ 
の 連載 を 始め る こと に し た 。 

マン シン 語 を 使う 楽し み の ひ と つ は , 自分 
の マシ ン に 直接 触れ る こと に ある 。 これ ま 
で の 「 マ シン 語 体 操 」 の 場合 , S-OS 上 で 扱 
っ て いる 分 だ け 「 マ シン に じかに 触れ る 」 
感じ が 薄れ て し まっ て いた だ よう に 思う 。 を 
こ で この 連載 で は , 各 機 種別 の 基本 レベ ル 
で の 処理 まで 言及 し て みよ う 
誤解 の な いよ うに 言っ て お く が , 機種 別 
の 有 要素 を 盛り 込む か ら と いっ て , Z80 と い 
う 共通 の 土台 を 無視 し て か か る わけ で は も 
ちろ ん な い 。X1 も MZ も Z80 マ シン な の 
だ か ら , プロ グラ ム の 大 筋 は 共通 の も の と 
な る 。 ど うし て も ハー ド に 依存 せ ざ る を 得 
な だ いと き 。 まだ は ハー ド に 依存 し た だ ほう が 
よい と き に は 別々 に 用 意 す る よ , と 言っ て 
いる に 過ぎ な い 。 を の 場合 で も , や り た だい 
こと が 同じ で ある 限り , ブル ゴリ ズム は は ほ 
ば 共通 の も の に な る だ ろう 。「 マ シン 語 体 
操 」 と は 異な る 方 向 性 と 言い な が ら も , 「 な 
あぁ ん だ, 結局 みん な 同じ 280 マ シン な ん だ 


と 考え て に いる 。 


Murata Toshiyuki 本 J 田 役 辛 


ひ 参 加 し て くだ さい ね 。 


ね 」 と いう と ころ に 帰っ て 来る よう な 気 が 
し て いる 。 多少 遠回り に は な る か も し れ な 


で , 具体 的 に な に を や る か と いう と 

横 ス クロ ー ル シュ ー テ ィング ゲー ム 
を 作る こと に し た 。 対象 機種 は X1, MZ- 
2500, MZ-700 と する 。 当然 X1 版 は turbo 
で , MZ-700 版 は 1500 で も 動作 する か ら , 
Oh!X を 読ん で いる ほとん どの 機種 の ユー 
ザー に は 楽し みて で も な る る も 志 う 。 ここ て 
名 前 を 挙げ な か っ だ マシ ン ( 特 に MZ-2000) 


も 気 が 向 け ば サポ ー ト する つも り で いる し , 


turbo と 1500 に 関し て は , それ ぞ れ の 特徴 
を 生か し た 変更 点 も 示す 用 意 は ある 。 待 っ 
て いれ ば を その うち いい こと も ある だ ろう 。 
どう し て も 待て な い 人 は 「 僕 の マシ ン も や 
っ て 係 」 ま で 怒 革 の ハガキ 攻撃 を か け て は ほ 
Cs 


これ だ け は 用 意 し て ね 


この 連載 で は ダン プリ スト を 掲載 し な い 
方 針 だ ど 。 それ は ダン プリ スト を 打ち 込む の 
が うま く な っ だ か ら と いっ て , マシ ン 語 を 
覚え を られ る わけ で は な いと いう , 当たり 前 
の 理由 と (ゲー ム は 少し ずつ 組み 立て て い 


《 予定 な の で )、 ダ シン フン リスト て は 毎月 つ 
じ つ ま を 合わ せる の が 困難 だ と いう 現実 的 
な 理由 に よる 。 ま た , 限ら れ た ペー ジ を ダ 
ンプ ブリ スト て 埋 ゆ て し まう の は も っ た いな 
いと も 考え だ 。 こ うい っ た だ わけ で 、 この 連 
載 を 活用 し よう と 思っ た ら , アセ モン ブラ を 
用 意 し て も ら う 必要 が ある 。 

アセ ンプ ブラ は Z80 用 (ザイ ログ 表記 ) の 
も の で あれ ば な ん で も 構わ な い の だ が , 掲 
載 さ れる アセ ンプ ブル リ スト は Oh!X 標 準 ア 
セン ブラ で ある ZEDA 用 の も の で あり , ま 

短い サン プル は S-OS “SWORD" 上 で 

動作 する よう に 作ら れる の で , その ほか の 
ンス テム を 使う 人 は 注意 を 要する 。S-OS 
SWORD" と ZEDA を 用 意 し て も ら え れ ば 
いち ば ん よい 。 

も う ひ と つ , Z80 の 命令 表 は どの 道 


目指 せ シ ュー ティ イ ^ 


今月 か ら ス ター ト す る この 「Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 」 は , ゲー ム プ ログ ラム を サン プル 
と し て 取り 上 げ な が か がら マ シン 語 の 基礎 を 学ん で いこ うと いう も の で す 。 そ し て その ゲー ム 
プロ グラ ム に 関し て は , 皆さん か ら の 要望 も バシ バシ 取り 入れ て いく 予定 らし い の で , ぜ 


変 な 動作 むす る 」 バ グ が 入り 込 


$$ 
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か は 必要 に な る だ ろう か ら , いま の うち に 
用 意 し て お なく こ と が 望ま し い 。 ア セン プラ 
二村 これ だ け あ れれ ば 当分 の 用 に は 足 
( 僕 の 場合 は , 未だ に これ だ け で 足り 
ke 
と いう と ころ で , ば ちば ち 本 編 に 突入 す 
し わーい いま いよ ゲー ム だ で を お 。 
喜ん だ 人 に は 申し 訳 な い が , 今月 と 来 月 は 
ゲー ム を 作る た め に 必要 な Z80 の 基礎 の 部 
分 を や る 。 や る と に いっ た だら や る 2。 
ダダ を こね る 子 に は 「 基 礎 を 知ら ず し て 
ゲー ム を 作る と は 2 カ月 早い っ !」 と いう 
言葉 を 贈り た い 。 


は 難し い の 


マシ ン 語 


この テ の マシ ン 語 入門 で は , 最初 に 「 マ 
シン 語 は 難し く あ り ま せん 」 と いっ て 読者 
を 安心 きせ る の が 常 と な っ て いる 。 けれ ど , 
僕 は へ そ 曲 が り だ か ら そ う は 言わ な い 。 ど 
う 言 うか と いう と , マシ ン 語 を 覚え る の は 

BASIC を 覚え る の と 同じ ぐら い 難 し い 
と 言う 。 別 な 言い 方 を する と 。 

9 がり が て で きる よさ うに な る くら い 

飛び 箱 が 飛べ る よう に な る くら い 

自転 車 に 乗れ る よう に な る くら い 

泳げ る よう に な る くら い 
難し いと も 言え る 。 

妥 は コツ の 間 題 , きっ か け の 問題 だ 。 ま 
だ , よく 「 マ シン 語 は 竣 走 す る か ら 怖 い 」 
と 言う けど , 僕 に は 又 走 する と どう し て 居 
い の か が よく わか ら な い 。 そ を そりゃあ, 禁 走 
し だ せい で 作り か け の プ ブログ ラム が 消え て 
し まう こも も ある 上 し 。 デイスク グ を 飛ば し て 
し まう こと も の ある 。 て も 。 人 ん て し まっ つた 
プロ グラ ム も セー ブ し て あれ ば を そこ まで は 
戻る こと は で きる し ,。 デイ スク も パッ クア 
ッ プ を と っ て あれ ば 困ら な い 。 そ も を も ウ 禁 
走 が 原因 で コン ピュ ー タ が 壊れ て し まっ た 
り は し な いん だ か ら 刀 れる こと は な いと 思 
う 2。 む し ろ 「 無 走 は し な い が , な ん と な く 
むこ と の は 
う が よ っ ぱど 和 怖い 。 
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禁 走 は し て 当然 な ん だ 。 僕 だ っ て 毎日 の 
よう に 膝 走 き せ て いる 。 


それ で は 本 題 で す 


で は , そろ そろ マシ ン 語 プロ グラ ム の 実 
例 を 見 て で もらい, そこ で 使わ れ て いる 命令 
に つい て 人 解説 し て に てく こと に する 。 マジ シン 
語 の 各 命 令 は 称 く ほど 単 純 な 機能 し か 持っ 
て いな いか ら , 理解 する の は 造作 も な いこ 
と の は ず だ 。 な お , 本 文中 で は 平気 な 顔 を 
し て 専門 用 語 を 使っ て いた り , 詳し い 説 明 
を は し ょ っ て いる 箇所 が ある 。 それ ら に つ 
いて は ペー ジ の そこ いら じゅ うに 解説 を ち 
り ば め て ある の で , 用 語 の 説明 は を そちら を 
参照 し て ほし い 。 

まず は リス ト 1 を 見 て も ら お う 。 こ いつ 
は S-OS"SWORD" 上 で 動作 する ご 〈 く 簡単 
な ブログ ラム で 。 ア セン ブル し 実行 する と 
画面 に ひと つ “Z” の 文字 を 書く 。 ソ ー ス 
で は 7 行 だ が , 1 一 4 行 目 は Z80 の 命令 で 
は な く , アセ ンプ ズラ に 対す る 指令 (疑似 命 
令 ) どか ら , プログ ラム 本 体 は わずか 3 行 , 
3 命令 た いう こと に な る 。 

まず は この 3 つの 命令 の 働き か ら 説 明 し 
3 

5 行 目 の 

LD A, 90 
は , BASIC で いう 代入 文 に あたる 。LD は 
LoaD の 略 だ 。 い ま の 例 ] で は 「A に 90 と い 

う 値 を 入れ る 」 と いう 意味 に な る 。A が 何 
着 か は あと で 説明 する こと に する 。 こ こ で 
は BASIC で いう 変数 みた いな も の だ と 忌 
っ て いて くれ れ ば 十分 だ 。 

続い て 6 行 目 の 

CALL 井 PRINT 

は , CALL の 名 の と お り サ ブル ー チ ン を 「 呼 
び 出 し て 」 い る 。 BASIC で あれ ば GOSUB 
に あたる 命令 だ ど 。CALL の 後ろ の に は サブ ル 
ー チ ン の 始ま る アド レス を 書く 。 リ スト 1 
で は アド レス を 数 字 で その まま 書か ず に ラ 
ベル を 使っ て いる 。“ 半 PRINT" と いう ラ 
ベル に は 3 行 目 に ある EQU 疑 似 命 令 で , 

1FF4n と いう 値 が 与え られ て いる か ら , 6 
行 目 は 

CALL 1FF4H 

と 書い た の と 同じ 意味 。 つ まり 1FF4a 番 地 
か ら 始 まる サブ ルー チン を 呼び 出し て いる 
こと に な る 

な お, 1FF4』 番 地 か ら は S-OS"SWOR 
D” の 1 文字 表示 サブルーチン が 置か れ て 
いて 。 その サブ ルー チン は 「A」 に 表示 し 
た い 文 字 の アス キー ユー ド を 入れ て 呼び 出 
す ょ うに 作ら れ て いる 。 5 行 目 で A に 入れ 
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た 値 00 は “ZZ” の アス キー コー ド に 相違 な 
(a 

最後 の 

RET 
は RETurn の 略 で , サブ ルー チン か ら 呼 び 
出し 元 へ 戻る 命令 ど 。 が , ここ で は サブ ル 
ー チ ン か ら 戻 る の で は な 〈 く ,「 プ ログ ラム の 
実行 を 終え を て S-OS の モニ タ へ 戻る 」 とい 
う 働 き を し て いる 。 ち ょ っ と 引っ 掛か る も 
の を 感じ る か も し れれ な い が , この ブロ グラ 
ム 全 体 も 5S-OS か ら 見 れ ば サブ ルー チン の 
ょ うな も の と し て 扱わ れ て いる 。 と 考え て 
お いて は ほし い 。 

さて , わずか 数 十 行 で Z80 の 3 つの 命令 
の 働き を 説明 し た 。 ま だ 「A と は な に か 」 
と いっ た 謎 が 残っ て は いる が , LD, CALL, 


RET の 3 命令 の 働き は わか っ て も ら え た 
こと と 思う 。 マ シンシン 寺 は この で 65 い シ ンプ 
ル な ん だ 2。 


次 の 節 で は きら に A の 正体 が 解き 明か る 
移る だ あう 。 


_ この 文明 開化 の 時 1 
‘Wate 


レジ スタ ダ と メモ リ 


A は 変数 の よう な も の だ , と 言っ た だ 。 こ 
の 「 変 数 の よう な も の 」 の こと を マシ ン 語 
で は レジ スタ と いう 。 図 1 に Z80 の 全 レ ジ 
スタ を 示す 。 い ま は この うち A, B, C, D, 
E,H, し の 7 つ だ け を 覚え て お け ば よい 。 

A~-L の レジ スタ は ちょ うど メモリ の 1 
番地 分 と 同じ 大 きる さる, つま り 1 バ イト の 大 
きき を 持つ 。1 バ イト =8 ビッ ト だ か ら , 
各 レ ジス タ に は 2 進 8 桁 (=16 進 2 桁 ) ま 
で の 整数 を 格納 する こと が で きる こと に な 

る 。 上 具体 的 に は 

00000000g 一 11111111g 
16 進 数 で は 
00 ョ ローFFn 
10 進 数 に 直す と 
0 一 255 
まで の 値 が 入る 。 
また だ た , BASIC で は RUN し た と き に 変数 


の 内 容 が クリ ア さ れる が , レジ スタ は を そう 
で は な い の で , ブロ グラ ム で ちゃ ん と 値 を 
れる まで て は て に て つろ に な っ て いる か jp が 
わか ら な い 。 0 に な っ て いる と 決め 込ん で 
使っ た りす る と ひど い 目 に 遭う 。 注 意 する 
CE 

A~-L ま で の レジ スタ は 「 は ば 」 同 ビ ょ 
うに 使う こと が で きる 。 リ スト 1 で は Av 
ジス タ に 直接 数 値 を 代入 する 例 を 示し た が , 
同様 に B レ ジス タ に 値 を 入れ る に は 

LD B,123 
の よう に 書け ば よい 。 

また だ た, LD 命 令 を 使っ て レジ スタ の 値 を 
ほか の レジ スタ に 代入 する こと も で きる 。 
HH レジ スタ に 入っ て いる 値 を 人 レ ジス タ に 
ラコ セー す る に は 

ED A,H 
と する 。 簡単 , 簡単 。 

ここ まで の 例 で は 値 は 常に レジ スタ に じ 格 
納 し て きた だ が, メモ リ に 値 を 格納 する こと 
だ つて て きる 。 メ モリ は レジ スタ の よう に 
名 前 が つい て いな いか ら , 任意 の メモ リ は 
アド レス で 指定 する こと に な る 。 

当然 , メモ リ の 内 容 を レジ スタ に 持っ て 
くる こと も て さて 。 

LD A,(9000H ) 
の よう に 書け ば , 9000』 番 地 の 内 容 が A レ 
ジス タ に 代入 きる れる 。 カ ッ コ が 付い て いる 
の は 。 た だ 

LD A,9000H 
と 書い て し まう と , 9000』 番 地 の 内 容 で は な 
く , 9000』 と いう 数 を A に 入れ る こと に な っ 
、 て し まう た め だ (し か も , A に は 16 進 2 桁 
まで し か 入ら な いか ら , 実際 に は 9000』 を 
れる こと は て さき な いい )。 こ の よう に Z80 の 
アセ ンプ リ 言 語 で は 「 あ る 番地 に 格納 & れ 
て いる 値 」 を 表す と き に は カッ コ を 付け る 
こと に な っ て いる 。 

逆 に A レジ スタ の 内 容 を メモ リ に し まっ 
あき た だ たけ ば 
図 1 


LD (9000H ), A 
の よう すす に ずる 4 


アド レッ シン グモ ー ド 


前 述 し た よう に , 同じ LD 命令 で も 後ろ 
の ほう を ちょ こち ょ こと 変え る こと で 操作 
の 対象 が 違っ て くる 。 こ の 「 操 作 対象 の 指 
定 」 の こと を 「 ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド 」 と 
いう 。 

LD A,90 
の よう に 「 た だ の 値 ( 即 値 )」 を 指定 する 
形式 を 「『 イ ミディ イエ イト アド レッ シン グ 」 

と いい , 

LD A,H 
の よう に レジ スタ を 直接 指定 する 形式 の こ 

と を 「 レ ジス タ 直 接 ア ドレ ッ シ ン グ 」, る 

ら に , 

LD A, (9000H ) 
の よう に メモ リ 番 地 を 直接 指定 する 形式 を 
「 絶 対 ア ドレ ッ シ ン グ 」 と 呼ぶ 。 

レジ スタ 直接 が ある の だ か ら 「 レ ジス タ 
間接 」 も ある ん じゃ な いか と か , 絶対 アド 
レッ シン グ が ある か ら に は 「 相 対 ア ドレ ッ 
シン グ 」 も ある に 違い な いと 考え ん だ た 人 は い 
い 和 勘 を し て に いる 。 これら に つい て は いずれ 
実例 が 出 て きた と ころ で 説明 し ょ う 。 

と ころ で BASIC の 場合 ), た と ぇ ば PRI 
NT 文 の 後ろ に く る の が 変数 だ ろう が , た 
だ の 数 字 だ ろう が , 配列 が ろう が 構わ な か 
っ だ わけ で , アド レッ シン グモ ー ド に 相当 
する 概念 は 存在 し な か っ た 。 その 意味 で は 。, 
ずっ と BASIC を 使っ て きた 人 に は アド レッ 
シン グモ ー ド な ん て の は 非常 に 奇異 な も る の 
に 見 を える だ ろう 。LD 命 令 は 値 を 代入 する 
命令 だ , と 知っ て いれ ば , アド レッ シン グ 
モー ド な ん て 覚え な く て も 

LD な ん と か , か ん と か 
と 半ば ゆ ほ いい よう に 思う か も ト れ か いい 。 
が 。 残念 な こと に マシ ン 語 (特に Z80) 


て は この 考え 方 は 通用 し な い 。 その ココ ロ 
は ,「 マ シン 語 で は アド レッ シン グモ ー ド 
が 違う だ け で , CPU に と っ て は 別 の 命令 と 
みな る れる 」 と いう 点 に ある 。 も う 少 し 言 
う と , 「CPU に し て みれ ば 違う 命令 な の だ 
が , 同じ 働き の 命令 は 同じ 記号 で 表し た 
ほう が , ブロ グラ ム す る 人 間 に と っ て わか 
りや すい か ら ア ャ セン プリ 言語 で は 同じ 記号 
を 全う さと も に し だ 」 と いう だ けり の こと だ 。 


本 当 は , 
で で て で 9000H 
と 書け ば 
LD A, (9000H) 
の 意味 で, 
あわ あわ 9000H 
と 書け ば 
LD (9000H),A 
の 意味 に な る , と いう よう に 決め て も よ か 
っ た けれ ども (事実 Z280 の 前 身 で ある 8080 


と いう CPU 用 の アセ ンプ ブリ 言語 で は 似 た 
よう な こと を し て いる ), 使い 分 ける の が 
面 便 ど か 65LD に 統一 きれ て いる と 考え て 
は し い 。 
そして. ここ が 肝心 な と ころ な の だ が ; 

「 ほ ん と は 違う 命令 に 同じ 記号 を 割り 当て 
た 」 た め に , 「 一 見 あり を うな 命令 が 存在 
し が の 」 と いう こと が 起こ る 。 だ と えば 

LD (9000H), (9001H) 
の よう な 形式 は な いし , 

LD (9000H ),45 
の よう な 形 も な い 。 る さら に は , アド レッ シ 
ング モー ド と レジ スタ の 組み 合わ せ に も 制 
限 が あり , 

LD (9000H),A 

LD A, (9000H) 
は あっ て も 

LD (9000H ),B 

LD B, (9000H ) 
は な い 。 と の 組み 合わ せ が あ っ て , どれ が 
な い の か は 命令 表 を 参照 し て ほし い 。 た が だ , 
A レ ジス タ は か な り 特 別 扱い され て いて , 
命令 に も よる が , ほとん どの アド レッ シン 
グモ ー ド と の 組み 合わ せ が サ ポー ト さ きれ て 
いる 。 


計算 し て みよ う 


朋 節 で A レ ジス タ は 特別 な が レジ スタ だ と 
言っ た 。 どのくらい 特別 か と いう と , わざ 
わざ 「 ア キュ ムレ ー タ (加算 機 )」 と いう 名 
前 が つい て いる で らい 特別 だ 。 を の 名 が 示 
す よ うに , A レ ジス タ は 計算 を する と き に 
は 重要 な 地位 に ある 。 

Z80 に で きる 演算 は 足し 算 , 引き 算 , A 
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ND( 論 理 積 ), OR( 論 理 和 ), XOR (排他 的 
論理 和 ) し か な い 。 こ れ ら は アセ ンプ ブリ 言 
語 で は それ ぞ れ 

ADD 

SUB 

AND 

OR 

XOR 
と いう 命令 で 表 さ る れ , (8 ビッ ト 演 算 で は ) 
「A レ ジス タ に な ん か を 足し て 結末 を A レ 
ジス タ に 入れ る 」,「A レ ジス タ か ら な ん か 
を 引い て 結果 を A レ ジス タ に 入れ る 」 とい 
う よ ょ うに , 必ず A レ ジス タ を 使っ て 計算 す 
る こと に な る っ て いる 。 

リス ト 2 を 見 て も ら お な お う 。 こ の プロ グラ 
ム は A レ ジス タ と B レ ジス タ に 適当 な 数 を 
入れ て お いて , 足し た 結果 (A レ ジス タ ) 
を 16 進 数 で 表示 する も の だ 。 例 に よっ て , 
「A レ ジス タ を 16 進 数 で 表示 する 」 処 理 は 
S-OS“SWORD" の サブ ルー チン を 利用 し 
て いる 。 ま た だ ただ, リサ スト 1 て は "Z を 表示 
し た あと 改行 し て いな か っ た が, 今度 は 最 
後 (14 行 ) に S-OS の 改行 する サブ ルー チ 


ン (LTNL) を 呼び 出す よう に し て ある 。 


に ぼら くき の ジグ アグ ラム で ルン ルス 
入れ る 値 を 変え を たり, 8 行 目 を 9 行 以 下 に 
注釈 で 示し た よう に 変更 し て 遊ん で みて は 
し い 。 特に, 論理 演算 が どの よう な も の か 
自信 が な い 人 は , レジ スタ に 与え た 値 と 結 
果 を よく 見 比べ て みる と よい だ ろう 。 遊び 
飽き た ら (オー イ , ちゃ ん と 試し て みた 7? ) 
次 に 進む 。 

リス ト 2 を 見 て , また だ は 実際 に 試し て み 
る うち に , いく つか の 疑問 が 生ま れ だ こと 


と 思う 。 ま ず , リス ト を 見 て 気がつく の は 
ADD ん AB 
SUB B 
AND  B 
OR B 
XOR B 


と いう よう に , ADD 命 令 ど だ け に は “A,“ 
が 付い て いる が , ほか の 命令 に は 付い て い 
がい 上 記 だ ろう 。 

すでに 述べ た よう に , 8 ビッ ト 演 算 で は 
必ず A レ ジス タ と の 間 で 演算 が 行わ れる 。 


だ か ら , 

SUB  A,B 
と 書か の ず に 

SUB B 


と 書く だ け で 「 ア セン ブラ に は ちゃ ん と 意 
味 が 伝わる 」。 逆 の 見 方 を する と , ADD 命 
令 は 「A レ ジス タ で は な いも の 」 と 足し 算 
を する こと も で きる の で ,。 アセ ンプ ブラ に 区 
別 で きる よう に A を 付け る ん だ 。 それ が な 
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に か は 来 月 説明 する 。 

2 番目 の 謎 は , 甚 の よい 人 な ら リ スト 2 
を 実行 する 前 に , 勘 が 鈍く て も マメ に 試し 
て みた 人 な ら そ の と き に 気づき , 勘 が 鈍 ( 


て ちゃ ん と リス ト 2 で 遊ん で みな か っ た 人 


は まま が 気づい て いか いか が か も し れ だ な い 。 


AA 上 の レジ スタ は 8 ビッ ト の 大 きき で 
0 一 255 の 値 を 入れ る こと が で きる ん だ っ た 。 


で は , A が 255 の と き 1 を 足す と , A は い 
っ だ いい て っ に な る ん だ ちな うか て. リスト 
2 の 6 行 目 を 


LD A, 255 
7 行 目 を 
LD B,1 


と も ん て 試し て な よう 。 
結果 は , 
00 
と 表示 きれ だ た はず だ 。 ど うし て か ? 
255 は 16 進 数 で 書く と 
FEFi 
と な ゆり 。 
ly 
の まま だ 。 EEFn に 01m を 足す と , 本 当 は 
FEFn 十 01 ロ 100H 
と な ら な けれ ば な ら な い 。 と ころ が , A レ 
ジス タ に は 16 進 2 桁 の 数 まで し か 格納 で き 
な い の で 。 Z80 は 下 2 桁 だ け を 残し た と い 
うぅ う の が 真相 だ 。 は み 出 し た 上 の 桁 は 「 と どこ 


1 は 16 進 数 に 直し て も 


か が に 行う っ て も し さる っ Rk し て 扱わ れ て いれ は ーー1 だ し , 0 LC の で は な か なく,「 キ ャ リフ ラク 本 に 外 肖 る きれ て 


次 に 。 0 か ら 1 を 引く と どう な る の だ ろ 扱わ れ て いれ ば 255 だ と 言え る 。 に よっ 。 いる 。 だ か ら , ADD 命 令 で 足し 算 を し だ あ 
うか 。 これ も 試し て みよ う 。 6 行 目 か ら 68 0 と で キャ リフ ラグ を 調べ れ ば , 桁 上 が り が 
行 目 を コン ピュ ー タ で は 負 の 数 は 「2 の 補 数 表現 」 あっ だ か どう が か を 知る こと も で て きる 。 

LD A,0 と いう 形式 で 表す 。 あ る 数 の 2 の 補 数 は , 図 1 を も う 一 度 見 て は し い 。 A レジ スタ 
LD B,1 1) まず , その 数 を 2 進数 で 書き 表す の 隣 に は , F と いう レジ スタ が ある 。 こ の 
SUB B 2) 1 桁 ず つ 見 て ,。 1 で あれ ば 0 に , 0 で レジ スタ は ,。 こ 邊 まで に 話し て きた 入 が と 

と 変更 し て アセ ンプ ブル , 実行 し て みる と ,. あれ ば 1 に 反転 する 「 の レジ スタ と は 違っ た 性 格 の も の で , 1 ビ 

結果 は 3) 得 ら 5 れ た 結果 に 1 を 足す ッ ト 1 ビッ ト が 独立 し た 意味 を 持っ て いる 。 
FF と いう 手順 で 求め りら れる 。 だ た と えば ー2 は と いう より , 1 ビット ずつ 独立 し た も の を 

と な る 。 足し 算 の 場合 が わか れ ば , この 結 1) 2=00000010g いく つも まとめ て ,。 見 か け 上 8 ビッ トレ ジ 
果 の 意味 する も の も ピン と くる に 違い な い 。 2) 0 と 1 を 反転 する と 111111018=FD』 ス 交 の 形 に し た ょ 考 を て も ちい に いた だ た に 。 キャ 
0 か ら で は 1 が 引け な いか ら , Z80 は , ' 本 3) 1 を 足す & と FEn リフ ラグ は , て の F ド (フラグ) レン スタ の 9 だ 
当 は な い は ず の 上 の 桁 か ら 6 1 を 借り て き て , と な る 。 同じ 手順 を FEn に 施す と , ちゃ ん か の 1 ビッ ト に 付け られ た 名 前 だ 。 
100』ー01m』 の つも 5 で 計算 する 。 結果 は 言 と 2 に 戻る こと を 確認 し て ほし い 。 いま まで は レジ スタ は 「 変 数 の よう な も 
うま で も な 〈 く FFn と な る 。 確か に FEFn に 01』 こう 考え て いく と 。 あ る 数 を グラ ス と み の 」 で あっ て , 値 を 格納 し て 演算 に 使っ た 


を 足す と 00m』 に な る の だ か が から, 00m か ら 01H な すか マイ ナス と みな すか は , その 人 次 第 , り し だ わけ だ が ,。 フラ グレ ジス タ は を その 性 
を 引け ば FEFm に な っ て も お か し く は な い 。 プログ ラム 次 第 と いう こと に な る 。 それで 格 の た め , 値 を 代入 し て 保存 し て お く よ う 

っ 、 が も つう 和 面 自 い も る が わが る 。 あ は な に か と 不便 な の で , マイ ナス の 数 を 扱 な 用 途 に は 使え を な い 。 キ ャ リフ ラグ の 例 て 
る 数 N の マイ ナス は 0 一 N と 等 し い は ず だ うと き , 普通 は 2 進数 で 表し た と き の い ち も わか る よう に , 演算 結果 に よっ て 自動 的 


か ら , 00m か ら 01m を 引い た 結果 の FFm は 「 マ ば ん 左 の 桁 (最上 位 ビ ッ ト ) が 1 で あれ ば に 値 が 変わ っ て し まう か ら だ 。 文 字 と ちり. 
イナ ス 1」 だ と いう よう に も 解釈 で きる だ 負 の 数 , 0 で あれ ば 正 の 数 と みな すこ と に フラ グ の 集合 で し か な い 。 その た だ め 

ろう 。 だからこそ , FFn と 01m を 足す と 00』 な っ て いる 。 8 ビッ ト で は LD FE.10 

に な っ た と いう 見 方 も で き る 。 次 の 節 で は 100000008 一 01111111lg と か 

マイ ナス の 数 の 扱い に つい て 。 さら に 突っ 10 進 数 に 直す と LD FE.A 

込ん だ 話 を し て みよ ょ よう 。 ー128 一 127 の よう な 命令 は な い 。 繰り 返し に な る が , 


の 男 囲 の 数 を 表現 で きる わけ だ 。 こ の 表現 フラ グレ ジス タ は .1 ビッ ト ご と に 別々 の 意 
ば は 今後 ちょ て ちょ で て 事 で そる こと に な る 味 が ある の だ か ら , 全体 (8 ビッ ト ) を ま 
ら , 頭 の 隅 に で も 入れ て お いて も ら お う 。 と め て 扱う の は 意味 の な いこ と だ 。 


僕 は AーL の レジ スタ に は 0~255 の 値 を さて , キャ リフ ラグ の お ゎ 陰 で , 足し 算 の 
格納 する こと が で きる と 言っ た 。 と ころ が , キャ ヤリ フラ グ と き の 桁 上 が り を 知る こと が で きる よう に 
FE は どう や ら ー1 と し て 扱っ つて も よい よう な っ た だ 。 で は , SUB 命 令 で 引き 算 を し た と 
だ し , きら に FE テー2,FD ロ ニー3 と いう よ リス ト 2 を 使っ た 実験 で , 255 に 1 を 足す き の 桁 借り を 知る 方 法 も あり そう だ 。 実は 


うに マイ ナス の 数 らし いも の が 現れ て きだ た 。 と 0 に な る こと が わか っ た 。 本 当 は 繰り 上 この と きも キャ リフ ラグ が 使わ れ ,。 借り が 
この 矛盾 か ら は , 僕 が あっ さり 引き 下がる が り が あっ だ わけ だ が 。 レジ スタ の 大 きる 生じ る と , キャ リフ ラグ は 1 に な る 。 


こと て 解決 され る 。 の 制限 か ら , 繰り 上 が っ た 分 は どこ か に 消 ADD 命 令 の と き は 「 繰 り 上 が っ た 1 ビッ 
そう , FFH は 一 1 と 言っ て いい 。 えて し まっ て いる , そう 説明 し た 。 実は 繰 ト が その まま キャ リフ ラグ に 入る 」 と 考え ぇ 


より 正確 に は 。 プ ログ ラム の な か で 一 1 と り 上 が っ た 1 ビッ ト (2 進 1 桁 ) は 消え た て も , 「 繰 り 9 上 が り が 起こ っ た こと を 表す た 
め に 」 キ ャ リ が 1 に な っ た と 考え て も よ か 


16 進 数 | の 「) っ た 。 けれど も , 引き算 の 場合 は 「 借 り が 
_ 我々 が 普段 使っ て いる 10 進 数 で は , 0 一 9 の 10 | | | 本 世 こと を 表 字 な め に 99 リ が 1 に な 
_ 種 類 の 数 字 を 使っ て 数 を 表し , | 桁 で 表せ る 最 < 10 る と し か 考え よう が ん いい 。 こ こら あたり で て で) 
大 の 数 で ある 9 に | を 足す と 繰り 上 が っ て 10 に な 1 - て 「 フ ラグ 」 と いう も の の 人 性質 が 少し は っ きり 
る 。 コ ンピュータ の 世界 で よく 使わ れる 16 進 数 と 。 0 し て くる よう に 思う 
で は , 0 一 9 と AF の!6 種 類 の 文字 を 使っ て 数 。 ne OS ーー 
を 表し , や は り | 桁 で 表せ る 最大 の 数 Fm に 1 を っ 2 「 まだ, AND, OR, XOR の 各 命 令 を 実行 す 
足す と , 繰り 上 が っ て 10n に な る 。 こ こ で 右 下 の 8 8 I000 る と 「 ト キャ リフ ラグ は 常に 0 に な る 所 に の 場 
表し て いる 。 10 A I010 人 Zs 
な お , ZEDA で |6 進 数 を 記述 する と き は 日 B 1011 が 0 に な る と 考 を て も ちら っ て に に だ みろ みう 。 
$1234 12 C 1100 ここ まで て ぐる で さま ETRTLT, 
エア » "1 1) ADD 命 令 実 行 後 , 桁 上 が り が 生じ れ ば 
の よう に 末尾 に “H” を 付け る 。 に F 日 キャ リ は 1, 生じ な けれ は 0 
。 表 に |I0 進 数 と I6 進 数 。, そし て その 次 に よく 使 \ 2) SUB 命令 実行 後 , 借り が 生じ れ ば キャ 
2 2 100000 、 
1T 二 の 四 全 を まく の て お く 。 255 FF 日 日 日 PRT 生じ な 【 けれ ば 0 


3) ADD, OR, XOR 命令 実行 後 は キャ リ 
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は 常に 0 
と な る 。 


ゼロ フラ グ 


キャ リフ ラグ に 続い て , も う ひ と つの フ 
ラグ を 紹介 し て こう セブ ラグ} と 
いう 名 の この フラ グ は , 名 前 が 示す と お り 
演算 の 結果 が 0 に な っ だ か どう か を 表す 。 

だ た だ も た は 。 

LD A,OFFH 
ADD A,l 
の よう に AA レジスタ に EEn を 入れ て お いて 

1 を 加え る と , 結果 は 00g ロ な の で ゼロ フラ グ 

が ] に な る 。 同様 に 

LD A,5 

SUB 5 
と , 引き 算 の 結果 00』 に な る 場合 も ゼロ フラ 
グ が 立つ 。AND, OR, XOR の 各 命 令 を 使っ 
た とき も, 結果 が 0 で あれ ば ゼロ フラ グ は 
1。 そう で なり れ は 0 に な る 。 

ここ で 。 ま た だ また サン ブル を 動か し て 遊 
た だ で る ちち うこ と に する ちる リサ スト 9 は ルレ ン 
スタ に 適当 な 数 を 入れ て お いて (8 行 ), 中 
し 算 $ し て みて (9 行 ), 結果 の 値 (16 進 ) と 
キャ リフ ラグ , ゼロ フラ グ の 状態 を 表示 す 
る ブロ グラ ム だ 。 結果 は 


A レ ジス タ キャ リ ゼロ 
の 形式 で 
46 0 0 
の よう に 表示 る れる 。 例 に よっ て , 8 行 目 


の 値 と 9 行 目 の 演算 命令 を 変え て いろ いろ 
試し て みる こと 。 

10 行 目 以 降 で は , まだ 説明 し て いな い 命 
令 を ビシ バシ 使っ て いる が , 気 に せ ず に 実 
行 結 果 だ け に 注目 し て は し い 。 

と ころ て 。 先 ほ で が か がら な に げ な さ 

SUB 1 
の よ うに 直接 値 を 記述 する 形式 (イミ ディ 
オト アド レッ シン グ と いう ん だ ろだ ね ) 


を 使 ら る で いる こと た 気づい て いる だ ろう が 。 


リス ト 2 で は わざ わざ 


LD A, な ん と か 

LD BR か が 

ADD A,B 
0 よう た に 書 に Ck て CS た が イミ ティ テイ ド グ 
ドレ ッ シ ン グ を 使っ て 

ED A な た と か 


ADD AL か ん と か 
と 書い て も 同じ 結果 を 得る こと が で きる 。 
演算 命令 で 使 を を アド レッ シン グモ ー ド 
は ほか に も ある の だ が , いま の と ころ レジ 
ス 久 直 楼 と イミ ディ エイ ト だ け を 使っ て ぱい 
rt Re 
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特に 説明 し な か っ た し , 誰 も 気 に は し な 
か っ た と 思う の だ が マシ ン 語 プロ グラ ム は 
(ソー ス で 見 る と ) 上 か ら 順 に 実行 きれ る 。 
この あたり は BASIC な ん か の 言語 と な ん ら 
変わ ら な い 。 BASIC で は 処理 の 流れ を 変え 
だ いと き に は GOTO 文 を 使っ た 。 マ シン 諾 
に も それ に 相当 する 命令 , JP が ある 。 

JP は JumP の 略 で , 指定 の アド レス に 処 
理 を 移す (分 岐 す る ) 命令 だ ど 。 リ スト 4 を 
見 て も ら お う (慌て て 実行 し な いよ うに)。 
この ブログ ラム は JP 命令 を 使っ た 無限 ルー 
の 例 で , 実行 する と いつ まで も 同じ と こ 
ろ を グル グル 回 る か ら , S-OS に 戻る に は 
リセ ッ ト ス イッ チ の お 世話 に な ら な く て は 
な ら な い 。 害 の な い 

JP の 後ろ に は 

JP 8000H 
の よう は に 分 岐 先 アド レス を 書く が , 
リス ト 4 で や っ て 見 せ た だ た よう に 
JP LOOP 

と ラベ ル を 使う 。 ラ ベル を 使う の は , プロ 
グラ ム の 読み や する を 向上 る せる 以外 に , 
次 の よう な 必然 性 が ある 。 

マシ ン 語 プログ ラム で は , 分 岐 先 は アド 
レス で 指定 し な けれ ば な ら な い 。 す で に リ り 
スト 1 な ど で 示 し た だ よう に , 分 岐 先 の アド 
a ED FZ 
を 直接 記述 する こと も で きだ 。 ところが, 
リス ト 4 の よう に ブロ グラ ム 内 部 に 分 岐 す 
る 場合 は アセ モン ブル し て みる ま て 分 岐 先 

アド レス が わか ら な い 。 


普通 は 


直 プ ログ ラム 」 だ 。 


EE OS に 2 の 用 し だ 6 うと 
ころ に ラベ ル と いう 目印 を 付け て お いて , 
JP や CALL な どの 分 岐 命令 で は この ラベ ル 
を 使っ て 分 岐 先 を 記述 する よう に する 。 こ 
3 し て あはは 。 アセ シダ アル す る とき に ア キキ 
ン ブ ラ が 勝手 に ラベ ル の アド レス を 計算 し 
て くれ る ん だ 。 ア ャ ンプ ブラ を 使う 利点 は こ 
ん だ と きろ に も ある 。 

リス ト 4 を 見 て の と お り , 
に 置く こと で 定義 きれ る 。 使え る 
文字 は アセ ンプ ブラ に よっ て 違う が , ZEDA 

ま 数 学 で 始ま ら す 、 スペース 。 カシマ 
コロ ン 。 や ミラ ロン を 合 ま な い 任 窟 の 克 学 
別 が 使え る 。 また,。 アセ シン プラ に よっ て 
は 「 ラ ベル は 何 文 字 ま で 」 と いう 制限 が あ 
る が ZEDA で は 1 行 に 収まる 限り 何 文字 
で も 許さ る れる 。 

また だ た , 説明 が 遅れ て し まっ た が , アセ ン 
ブラ は 行頭 に スペ ー ス が な いと ラベ ル と み 
な すこ と に な っ て いる a 
LL な どの 命令 を 使う と き に は , 直前 に いく 
CS Oe 
スペ ー ス の 数 に 決ま り は な い が , ブロ グラ 

ム を 読み や すく 〈 く する た だめ に , 行頭 を 8 文字 
落と す の が 一 般 的 な 習慣 と な っ て いる 。 

な お , リス ト 4 で は ラベ ル の 直後 に コロ 
ン を ひと つ 付 け て いる 。 こ れ も 「 習 慣 」 で , 
ZEDA で は コロ ン を 付け な く て も いい の だ 
が ,。 な ん と な く 見 栄え が よい よう な 気 が し 
を 。 人 倫 人 は いつ 6 付 人 を こと も し て いら の ろ 。 


条件 分 岐 


プロ グラ ム で は , ある 条件 に 応じ て 処理 


ラベ ル は 行頭 
ラベ ル に 


8995 CD C1 1F 
8998 CD Fl 1F 


8911 CD F4 1F 
8914 CD Fi 1F 


891D CD F4 1F 
8929 CD EE 1F 


1 
2 : 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 


8000 C3 00 80 


1 
2 
3 
4 


ORG 8999H 
#PRINT EQU 1FF4H 
#PRNTS EQU 1FF1H 
#PRTHX EQU 1FC1H 
#LTNL EQU 1FEEH 
’ 
LD A,12H 
ADD A,34H 
PUSH AE 
CALL #PRTHX 
CALL #PRNTS 
POP AF 
PUSH AF 
LD A, 39H 
ADC A, 9 
CALL #PRINT 
CALL #PRNTS 
POP AF 
LD A, 39H 
JR NZ , SKP 
TNC 

SKP : CALL #PRINT 
CALL #LTNL 
RET 
ORG 8000H 

* 

LOOP : 
JP LOOP 


を 振り 分 ける こと が ある 。BASIC で な ら 

IF ドーTHEN 
と いう よう な 構文 が これ に あたり , Z80 に 
も 同じ ょ うな 機能 を 果たす 命令 が ある 。 と 
いっ て も Z80 に は IF ドーTHEN の よう な オォ ー 
ル マ イ ティ な 命令 は な く 

IF~GOTO~ 

IF~GOSUB~ 

IF~RETURN 
に 相当 する 命令 が バラ バラ に 存在 する だ け 
だ 。 それ ぞ れ すでに 出 て きた 


JP 
CALL 
RET 

の 各 命 令 を 使う 。 書 式 は 
JP 条件 、 分 岐 先 アド レス 
CALL 条件 , 分岐 先 アド レス 
RET 条件 

と な る 。 


る て , な に を も っ て 条件 と する か だ が , 
マシ ン 語 で は 「 フ ラグ の 状態 」 を 条件 と し 
て 利用 する 。 つ まり ,「 キ ャ リフ ラグ が 1 な 
ら 指 定 の アド レス へ 分 岐 す る 」, 「 ぜ ゼロ フラ 
グ が 0 な ら サ ブ プルー チン を 呼び 出す 」 とい 
っ た 使い 方 を する わけ だ 。 具体 的 な 例 を 挙 
げ る と 

JP C, ERROR 
CALL NZ,TEST 
RET NC 
の よう に 書 〈。 
の 状態 を 表す 記号 」 で 
C: キ ャ リフ ラグ が 1 な ら ば 
NC: キャ リフ ラグ が 0 な ら 6 ば 
ク ん: や ロフ ラク が 1 か なら ば 
IN ギグ ラグ が 0 な ら ば 
の 意味 に な る 。 用語 を 持ち 出し て お 〈 と , 
NC, NZ は それ ぞ れ 「 ノ ン キ ャ リ 」 「 ノ フン 
ゼロ 」 と 読む 。 
ここ で て で, 読者 に クイ ズ を 出 そ う 。「A レ ジ 


ョ ュ ンピュータ の メモ リ は バイ ト * と いう 音 
和 ト いさ な 区 切 り に 分 けら れ て いる 。 それ ぞ れ 
か 「 ア ドレ ス 」 と 呼ば れる 0 か 
すけ られ て お り , 「8000』 番 
参照 され る 。 仮 に メモ リ を 配 
添え 字 に あたる と 


Ne Q Kk バイ ト 


し と が NZ と か は リフ ラグ 


スタ の 値 と B レ ジス タ の 値 を 比べ て みて , 
等 し けれ ば 指定 アド レス へ 分 岐 す る 」 に は 
と どう し だ ら よ い だ ろ うか 。 仮に 分 岐 先 アド 
レス は “TEST "と いう ラベ ル で 表す こと に 
し よう 。 い まま で に 紹介 し た 命令 どけ で 実 
現 で きる か ら , 

だ ぶん , も う ク イズ の 答え は わか っ て い 
る と 思う が , 念 の た め 確 認 し て お こう 。 

まず , 最後 の 「 等 し けれ ば 指定 アド レス 
へ 分 岐 する 」 処理 は 

JP 条件 , TEST 
と いう 形 に な る の は 間違い な い 。 

TP A=B,TEST 
な ん て 書き 方 が 許さ れれ ば , 話 は これ で 終 
わり だ が , あい に 〈JP 命 令 で 使え る 条件 
は 「 フ ラグ の 状態 」 し か な いん だ っ た 。 を 
こ で ,。 JP の 前 に 別 の 命令 で フラ グ を セッ 
ト し て お き , その フラ グ の 状態 に よっ て 分 
岐 す る よう に し な けれ ば な ら な い 。 どの 命 
LO の 
ょ よき る きそう だ 。 

も し A レ ジス タ と B レ ジス タ が 等 し けれ 

ば , 
SUB BB 
を 実行 し た 結果 は 0 と な り , ゼロ フラ グ が 
た つ 。 その あと で 
JP Z, TEST 
と すれ ば 目的 を 達成 する こと が で きる 。 つ 
まり クイ ズ の 答え は 
SUB BB 
JP ノ /, FEST 
と な る 。 こ の 組み 合わ せ で , BASIC で いう 5 
IF A=B GOTO~ 
に 相当 する 処理 が 行え そる わけ だ 。 逆 に 「A 
と B が 等 し く な けれ ば 分 岐 す る 」 に は 
SUB BB 
JP NZ, TEST 
と する 。 

で は , クイ ス 第 2 弾 。・「A と EB を 比べ て , 
A の ほう が 小さ けれ ば 分 岐 す る 」 に は どう 
すれ ば よい か 。 

今度 は ゼロ フラ グ で は な く , キャ リフ ラ 
グ を 使え ば いい 。A レ ジス タ か ら B レ ジス 
タタ を 引い て みて , 「 借 り 」 が 生じ れ ば B の 
ほう が 大 きか っ た こと が わが る 。 そこ で ク 
イズ 2 の 答え は 

SUB  B 
JP C, TEST 


と な る 。 これ も 逆 に 「A が B 以 上 で あれ ば 


分 岐 す る 」 よ うに し た けれ ば 


SUB  B 

JP NC, TEST 
と すろ 。 

な て 


し ば らく 考え て みて ほし い 。 


SUB  B 
実行 後 の フ ラグ の 変化 を , 元 の A レ ジス タ 
と B レ ジス タ の 値 の 大 小関 係 別 に まとめ て 
お く 〈 く と 
_ AA く B キャリ, ノン ゼロ 
人 = ニ B ノン キャ リ ,。 ゼロ 
A>B ノン キャ リ , ノン ゼロ 
の よう に な る 。 
で は , クイ ズ 第 3 弾 。 や は り A レ ジス タ 
と B レ ジス タ を 比較 し て , A が B「 以 下 」 な 
ら ば 分 岐 る せる に は どう すれ ば よい だ ろ 2 う 。 
答え は 次 の よう に な る 。 
SUB BB 
JP Ls 1PST 
JP C, TEST 
JP 命令 を 2 つ 並 べ る の が ポイ ント で , 最 
ER 
, 続い て A が B よ り 小 きい 場合 を チェ ッ 
ee 
さら に クイ スズ 第 4 弾 。 今 度 の は ちょ っ と 
難し い 。A が B「 よ り 大 きい 」 な ら ば "TE 
ST へ 分 岐 す る よう な プロ グラ みみ ム を 考 て 
みて は し い 。 も ちろ ん 
JP NC, TEST 
で は A=B の 場合 も 分 岐 し て し まう か ら , 
うま てく な い 。 
きっ と 悩ん で いる だ ろう か ら , 答え を 教 
sa お 。 


SUB  B 

JP Z, SKIP 

JP NC,TEST 
SKIP> = 


どう いう こと か と いう と 。 A= ニ B な ら ば 

最初 の 

JP Z, SKIP 
で , SKIP" と いう ラベ ル に 分 岐 する 。 見 
て の と お り SKIP" へ 飛ん で くる と , も 
う “TEST” へ の JP 命 令 が ある と ころ を 通 
た で や だ の で し まう 。 で で) 

JP NC, TEST 
は 「A>=B な ら ば ー」 の 意味 ど だが, す で 
に A=B で は な いこ と が 保証 され て いる か 
ら , 実質 的 に 「A>B な ら ば ー」 の 意味 に 
な る わけ だ 。 

で は , 最後 の クイ ズ 。「A>B な ら ば サブ 
2 ルー チン や コー ル す る に は どう し だ ら よ い 
か 」 

一 見 。 JP が CALL に 変わ っ た だ け で クイ 
スス 3 と 同じ だ と 思う か も しれ な い 。 て そこで) 
まず 考え る の は 

SUB  B 
CALL Z, TEST 
CALL C, TEST 


の よう な ブログ ラム だ ろう が 。 残念 な が ら 
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間違い だ 。 仮 に A と B が 等 し か っ た 場合 を 
を る えて る 3 
=B な な ZZ マ スラ タグ が 立つ 。 そこ て 。 
CALL Z,TEST 
で サブ ルー チン へ 分 岐 す る 。 め で た し めで 
だ し か が と 思 うと , が 2 
た の だ か ら , サブ ルー チン の RET 命令 て 
CALL CRSE 
が ある と ころ に 戻っ て くる 。 ま だ 救い は あ 
う や て 。 入 三角 だ っ だ の だ か ら ノ シン キャ リ な 


の で この 行 は 素通り し て くれ を うに 見 える 。 


けれ ども ,「 も し か する と サブ ルー チン 側 
で も ADD や SUB な ん か の 演算 命令 を 使っ て 
いて , フラ グ が 変化 し て いる か も し れ な い 」。 
運 悪 く キ ャ リ が 立っ て 帰っ て くる と 
CALL  C,TEST 
で , も う 一 度 サ プ ブルー チン を 呼び 出し て し 
まう ご も (に な る 。 
と いう わけ で 不正 解 。 正しい 答え は 来 月 
発表 し よう 。 それ まで ゆっ くり 考え て みて 
は し い 。 


キヤ ラク 募集 の お 知ら せ 


まで に し て , 最後 に 
お 待ち か ね の ゲー ム の 話 を し て お こう 。 
横 ス クロ ー ル シュ ー テ ィ イング と いっ て も $ 


マシ ン 語 の 請 は ここ 


定 い ル だ も の を 作る わけ じ 吾 な が い 。 グ ラフ 
ィ ッ ク な ど は 使わ ず , 40X25 の テキ スト 画 
面 だ け で すま せる 。 当然, 滑ら か な 動き な 
人 ANN 


A 
ぶん 2 種類 か 3 種類 ) に する 。 背景 も 2 画 
面 分 だ け 用 意 し て 繰り 返す つも り だ 。 面 も 
ひと つ あ れ ば いい だ ろう 。 タイ トル も 付け 
な けれ ば , BGM や 効果 音 も 考え を な い 。 も 
ちろ ん , アイ テム の 類 を 用 意 す る つも り も 
な 

テキ スト で ゲー ム が 作れ れ ば グラ フィ イッ 
ク で も 作れ る 。 2 種類 の 敵 キ ャ ラ が 動か せ 
る よう に な れ ば , 20 種 類 ど ろう が 30 種 類 だ 


ろう が 動か せる 。 2 画面 の 繰り 返し で 背景 
が スク ロー ル で きる よう に な れい ば , デー タ 


を 増やせ ば いく ら で も 長く 《 で きる 。 1 面 が 
で きれ ば 。 2 面目 ね で きる 。 ゲ ー ム 本 体 が 
で きれ ば タイ トル を 付け る くら い 簡 単 だ 。 

を ん な ノリ で 押し て で みよ うと 世 う 。 

で , 僕 は キャ ラク タ を 作る の が お っ くう 
な の で , キャ ラク タッ パター ン は 読者 の 方 を 
れ ぞ れ に 用 意 し て も ら う つも り で いる 。 以 
下 に 規格 を まとめ る か ら , この 線 ! 
(て いて は も Sy 
1) キャ ラク タ の 犬 きる は 2X2 文 字 


“て 
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2) 背景 は 3 x 3 文字 の 大 きる の パー ツ を 
いく つか 作っ て 組み 合わ せる 

3) 弾 は 1 文字 の 大 きる で , 自 機 が 前 方 に 
まっ すぐ 撃つ っ 弾 と , 敵 が 自 機 を 狙っ て 撃 
つ 弾 の 2 種類 を 用 意 する 

4) X1 お よび MZ-2500 で は 8 色 の 8Xx8 
ドッ ト PCG を 使う 

5) MZ-700 は キャ ラグ ラ で 8 人 色 で も いい 
し , 古 族 君 方 式 の 2 画面 重ね 合わ せ 疑 似 
36 色 で も いい 

6) 背景 は 右 か ら 6 左 へ 流す の で , 自 機 は 右 
向き , 敵 キ ャ ラ は 左向き と な る 

7) 敵 キ ャ ラ の 「 ど れ か ひと つ 」 は , 2 な 
いし 4 パタ ー ン 程度 の アニ メー ショ ン に 
する 予定 も ある 

8) これ も あく まで 予定 な の だ が , 彩り を 
添え る た め に 6X6 もしくは 8 ご Xx8 程 度 
の 大 きる の デカ キャ ラ が ひと つ あ っ て も $ 
いい よう に 思う 

9) デー タ の フォ ー マ ッ ト は いま の と ころ 
寺 に 指定 し な い 。BASIC で 表示 で きる よ 
うだ し も て あけ ば 十分 だ 

を うそ う 。 こ の 際 ど だ から サ ンプ ル 用 の キャ 
ラク タ を 募集 し て し まち ぢ おう 。 自信 作 が で き 

だ と で た た て ん 送っ そる さて は ば は も し いで モヤ ネジ 次 

タッ パタ ー ン だ け で な く , 敵 キ ャ ラ な ら 移 動 / 

攻撃 ターン な ん か も 付け て くれ る と 嬉し 

いな 。 は か に を な に か 栓 本 が あれ は (グラ 


疑似 命令 

アセ ン ブ リ 言語 に は 疑似 命令 と いう も の が あ 
る 。 こ れ は マシ ン 語 本 来 の 命令 で は な く , 「 ア 
セン ブラ に 対す る 指示 」 を する 命令 群 だ 。 いく 
つか の 疑似 命令 が ある の だ が , ここ で は よく 使 
う ORG と EQU の 2 つ に つい て だ け 説 明 し よう 。 
ORG 命令 は ORiGin の 略 で 

ORG アド レス 
の 形式 で 書き , オブ ジェ クト が 「 ど と の 番地 か ら 
始ま る の か 」 を 指定 し て いる 。 た と えば 

ORG 9000H 
と あれ ば , プロ グラ ム は 9000』 番 地 か ら 始 まる 
+ うに 7 セン ブル され る こと に な る 。 特に アフ 
ソリ ュー ト ア セン ブラ で は ORG 命令 で 指定 され 
た アド レス か ら オ プ ブ ジ ェクト を 直接 生成 する の 
で , ORG 命令 を 付け 忘れ た り , 変 な アド レス を 
指定 し た りす る と ,。 モニ タ や アセ ンプ ブラ を 破壊 
する 危険 性 が あり , アセ ン ブ ル 時 に 暴走 し て し 
まう こと さえ ある 。 

本 稿 で は オブ ジェ クト は 可能 な 限り 8000』 番 
地 か ら 始 まる よう に 統一 する 。 だ か ら , どの サ 
ンプ ブル を 見 て も , 先頭 に 

ORG 8000H 
と 書い て ある は ず だ 。 ま た , オプ ジェ クト が 80 
00』 か ら 置 か れる の だ か ら , 実行 する に は S-0 
S “SWORD" 上 か ら 
J8000 
と する か 。 また は ZEDA の アセ ンプ ラモー ド で 
J8000 
と 入力 する こと に な る 。 


フィ ッ ク を 使え と か , 背景 が 2 画面 分 じゃ 
少な いな ん て 寝ぼけ だ の は ダメ だ ぞ ) あり 
が た 一 〈 参考 に きせ て も ら う か ら , そっ ち 
の ほう も よろ し く 。 


ふう , や つと 終わ つ だ 


くっ そ 一 。 今月 は 思い っ きり 0 死ん だ 。Z 
80 に の W で 性 刊 9 り 9 尽く し で いる つも 9 だ っ 
だ の に いざ 、 説明 しよう と し た りら 著しい 
の な ん の 。 か な り 説 明 過 多 に な っ て し まっ た 。 

ぇ っ? 「 説 明 不 足 の 間違い じゃ な いか "」 
っ て ? ちゃ うち ゃ う 。 は ほん と は も っ と あ 
5 きり クー ル に に ま ら の めだか っ うだ ん だ 。 もこ 
ろ が ,。 つい つい お せっ か いし て 余計 な こと 
まで 話し て し まっ だ の で ,。 艇 部 し じ し て し まっ 
た 読者 あい る か も し れ な い 。 

聞 に いう と 。 ここ に 書い て ある こと る ゃ る 注 
部 覚え を よう と する 必要 は な いと いう こと だ 。 
ORIG * れ ば 自然 に 覚え を る も の だ し , 

語 に 関し て も そう だ と いえ る 。 それ よ り 5 
も , いく つか 挙げ た 小さ き な プ ログ ラム 例 を 
実際 に 走ら せ て , 気 の す む ま で あれ これ 試 
し CA て は し いん 選 う 。 

次 回 も 引き 続き Z80 の 命令 解説 を する 。 
並行 し て 実践 向き の 細か な テク ニッ ク な ん 
か も 紹介 し て み だ たい 。 

じゃ 。 来 月 また 会 お う 。 


な お , Z80 の プロ グラ ム は 多く の 場合 . ア セン 
ブル の と き に 指定 し た アド レス 以外 で は 動作 し 
な い 。 だ か ら 。, 

ORG 8000H 
と し て アセ ンプ ブル し た プロ グラ ム を いっ た ん セ 
ー プ し て か ら 9000』 番 地 に ロー ド し た と し て も 
実生 する こと は で まな い 。 

次 に , EQU 疑 似 命 令 は EQUate の 略 で , 「 ラ ベル 
に 定数 を 定義 する 」 命 令 だ 。 

TEISUU EQU 100 
の よう な 書式 で 使い , 以後 , 100 と 書く 代わ り 
に TEISUU と いう ラベ ル で 記述 で きる よう に な 
り , プロ グラ ム を 読み や すく する こと が で きる 。 

注意 し な けれ ば な ら な い の は , ラベ ル は 必ず 

行頭 か ら 書 き 始め な けれ ば な ら な いこ と だ 。 上 
の 例 だ と , “TEISUU" の 前 に 余分 な スペ ー ス を 
入れ て は いけ な い 。 

また , 疑似 命令 で は な い の だ が プロ グラ ム 
の 可読性 を 上 げ る 目的 で 。 アセ ンプ ブリ ソース に 
は 注釈 を 入れ る こと が で きる 。 具体 的 に は , セ 
ミコ ロン 以後 か ら 行 末 ま で は 注釈 と みな され る 。 
フラ ン 

「 あ る 状態 か どう か を 0 か | で 表す も の 」 を 

“フラ グ ” と いう 。BASIC で も 変数 を ひと づつ 用 
意 し て , 普段 は 0 に し て お き , な に か の 条件 が 
整っ た ら | に する , と いっ た 使い 方 を する だ ろ 
う 。 こ れ も フ ラグ の 例 と いえ る 。 

な お 。 フラ グ を 文字 どおり 旗 に 見 立て て , | 
に する こと を 「 立 て る 」 と いい 。 0 に する こと 
を 「 倒 す 」 と いう こと も ある 。 


Hamaguchi ISamu 
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オプ ジェ クト 指向 の 機能 


連載 を 通し て わか り に くい と いう 意見 が 
多かっ た の だ が , これ の 大 き な 原 因 の ひと 
つ は 前 処理 を 行う た め の フ ィ ル タ の 意味 や 
働き と 実際 に アプ リケーション を 作る た め 
の 方 法 (と いう か 考え 方 ) を 同時 進行 で 
説明 し て きた だ ため だ と いう 気 が す る 。 そこ 
で , ここ で は classm 自身 の 機能 に 絞り 込ん 
で 説明 し て みよ う 。 

(オフ プシ ェクト 指向 が デー) と いま まで 説 
時 し て きだ の だ が 。 い っ だ いと どこから と どこ 
まで が オブ ジェ クト 指向 な の か は 漠然 と し 
て は っ きり し な い 。 ち ょ うど か つて の 構造 
化 プ ログ ラミ ング の よう な も の だ と 考え れ 
ば よい だ ろう か ? 構造 化 に 関し て は ダイ 
クス トラ 先生 の 原点 が ある わけ な の で は っ 
きり し て いる の だ が , オブジェ クト 指向 に 
関し た バイ ブル と いっ た も の は どこ に も 存 
在 し な いよ うに 感じ られ る 。C に だ っ て K 
和 &R が ある の に だ 。 

それ で も か つて は Smalltalk-. = オブ ジェ 
クト 指向 と いう 図式 が あっ た の で よかっ た 
の だ が , 今 現在 は を それ も か な り 怪 し い 。 ち 
ょ っ と 考え た だ け で も C++, Object C, 
CLOS な ど な ど 思い つ ( で らい で ,「『 日 経 バ 
イト 」 に 載っ た オブ ジェ クト 指向 言語 の 特集 
表 ] さま ざま な オブ ジェ クト 指向 型 言語 


ーー ー オプ ジェ クト 指向 
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実用 (?) オ ブ ジ ェクト 指 還 の ゲー ム プ ログ ラミ ング ーーーー 一 最終 回 


オ 


ブ ジ ェクト 指向 の ゆく え 


な ん と か が ん と が サン プル の スネ ー ク ゲー ム も 出来 上 が り , 完成 
し だ 証し と し て オプ ジェ クト の ダン プリ スト も 掲載 する 。 こ 
連載 も これ で お し まい と な る が , 最後 に いま まで の まとめ と 今後 
に 対す る 展望 な ど を 考え て みる こと に し よう 。 


に は 聞い た こと も な いよ うな 言語 の 名 前 が 
だ くさ ん 出 て き て いた 。 そ の うち IBM の い 
う COBOL 構 造 化 デ ログ ラミ ング の よう に と 
ん で も な い オ ブ ジ ェクト 指向 も 出 て くる 可 
能 性 もち ない と は いえ な い 。 

ここ で , これ ら の 言語 の 指し 示す オォ ブ ジ 
ェクト 指向 し いう も の を 表 1 に まとめ て み 
0 


C+ 十 と Object C 


まず 抽象 デー タ 型 に 近い (と いう か は ほ と 
ん ど そ の も の と いう こと に な っ て いる ) の 
が C 二 二 。 ちな み に 『UNIX 原典 」 (パー ソナ 
ル メ ディ ア 刊 ) と いう 本 で は 「C に お ける 
デー タ 抽 象 化 」 と いう タイ トル で C 二 二 に 
つい て 解説 し て いる 。 一 応 。C 十 十 の 売り 
と し て オブ ジェ クト 指向 を あげ て いる と こ 
ろ も ある が , 結構 怪し い 面 も 多い 。 一 般 に 
こう いっ た デー タ を 抽象 化し て 扱う 機能 は , 
C で は 構造 体 の 拡張 と し て , PASCAL な ん 
か で は レコ ー ド に 対す る 拡張 と し て 持た せ 
る の が 流行 みた い に な っ て いる 。 

C++ の 場合 は か な り 汎 用 的 に 作ら れ て 
いる の で や り 方 に よっ て は あと で 述べ る 0 
bject じみ た いな 処理 を 行う こと も 可能 で 
ある 。 ただし, Object C の ソー ス だ っ て 最 
終 的 に は C に 落ち る の で ある 。 や ろう と 思 
えば で きる,。 と , それ 用 に 作ら れ て いる と 
は 大 き な 違 い が あ る と いう こと で ある 。 

を 秋 に し て も 。 だ だ て さえ 上 遇 し いと いわ 
れ て いる C に さら に 十 士 し た 言語 たと いう こ 
と て 我々 一 般 人 の 能力 を 超越 し て いる 部 分 
が ある の も 事実 で , 私 に も よく わか ら な い 。 

さて , 次 は Object C だ が , これ は ざっ と 
見 た 限り で は classm と も た いし て 変わ ら 
な い 。Object C 自 身 は オブ ジェ クト 指向 ま 
っ し ぐら な の で C++ に 比べ る と ょ と ずい ぶん 


と わか りや すい 。 

変数 に 関し て は 明らか に , 単なる 構造 体 
を 使っ て いる の だ が , メソ ッ ド の 呼び 出し 
に と どう いっ た 方 法 を 使っ て いる か は は っ き 
り し な い (参考 文献 が よく な か っ た 気 も す 
る が )。 しかし, いろ いろ な 解説 の 記事 を 
合わ せ て 考え る と , classm と 同じ 方 法 だ ろ 
うと 考え られ る 。 つ まり 関数 へ の ポイ ンタ 
を 使う わけ で ある 。 安易 な 方 法 で は ある が , 
これ 以上 複雑 な 方 法 を 取る と , リア ル タ イ 
ム な 応用 に 使用 で き な く まつ て し まう 。 

を それでは, C の 構造 価 を どう や っ て 使う 
か に つい て 説明 し て いこ う 。 

まず ,。 ス ネー ク ゲ ー ム の クラ ス object が 
C で は どの よう に 表 る きる れる? これ に つい 
て 考え て みる と , 次 の よう な 定義 が 作ら れ 
る だ ろう 。 

struct 。 mateclass { 
Struct mateclass *mclass: 
struct c_method *method: 
jm_object={&m_object,&object-cmethod) : 
struct class { 
Struct mateclass *mclass: 
Struct i_method *method: 
unsigned int memsiz : 
} object ={&m_object,&object_imeth 


od,sizeof(struct instance)}: 


struct instance { 
struct class *class; 
} i_object : 
struct 。 c_method { 
(*alloc)( ): 
( *new)( ): 


} object_cmethod={&object_alloc( ), 
&object_new}; 

i_method { 

( *free) ( ) : 


struct 
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(*freeobj) ( ) : 
jobject_imethod={&object free( ), 
&object_freeobj ( ) } : 


の る た こう の いつ だ 感じ て ある 。 こ れれ で メ 
ソ ッ ド の new を 呼び 出す に は , クラ ス へ の 
ポイ ンタ を 使っ て , 

ob=(*(object.method->new) )(&object): 
と いう ふう に 行え を ば よい の で か な り 楽 だ 。 

変数 へ の アク セス も 。, 

1=cl-> memsiz; 
の よう に 行 た を ば よい の で ある 。 だ か ら .Z80 
な どの それ は ほど 機能 が 高く な い CPU で も , 
LSI -C じ や MSX-C の よう に 実用 性 の 高い C 
ュ ン パイ ラ を 使う こと に よっ て , 容易 に 実 
現 で きる 。 

実際 に classm を C 用 に 拡張 する 場合 に 問 
だが る の は は, いま アク グモ し て に いる オプ 
ジェ クト を 指す た め の ポ イン タ を どう する 
か と いう 間 題 で ある 。 

classm で は BC レジ スタ に 割り 振っ て い 
た の だ が , C で は 明示 的 に どの レジ スタ に 
レジ スタ 変数 を 割り 振る , と いっ た こと が 
で き な い の で , レジ スタ の 代わ り に 大 域 変 
数 に 割り 振る と いっ た 処置 が 必要 に な る 。 
し か し 私 自身 と し て は , 前 記 の 例 で も そう 
な っ て いる よう に , 関数 の 第 1 引数 を 必ず 
オォ オブ ジェ クト へ の ポイ ンタ と し て 割り 振る 
と いう 方 法 を 使っ て いる 。 そ うす れ ば 受け 
側 の メソ ッ ド で は , 

object_new (cl) 

Struct class *cl: 

| 
と いう か だ ち で 受け れ ば よい こと に な る 。 

も し も これ を 大 域 変数 で 行なう と すれ ば, 
同じ 変数 の 型 が オブ ジェ クト ご と に 異な る 
と いう 処理 を 行わ な けれ ば な ら な く な り 面 
図 1 単純 継承 と 多重 継承 


倒 で ある 。 幸い, LSI-C な ど で 
は 第 1 引数 を HL レジ スタ に 割 
り 振 っ て いて メソ ッ ド が アセ モン 
ブラ で 書か れ て いて も それ ほど 
処理 に 変化 は な い 。 し か し , 通 
常 の C の 場合 は スタ ッ ク 上 に 積 
まれ る た だ た め に 処理 を 少し 変え て 
や ら な けれ ば な ら な く な る だ ろ 
う 。 3 すべ や て を アセ ジン タツ ライ て 行う 
の で は な く て 。 この よう に C そ を 
中 心 に し て 細か いと ころ を アセ 
ン ブ ラ で て 処理 する と いう ふう に ググ 
する と 開発 6 も か な り 容 易 に な る し , ブロ グ 
ラム 全体 の 見 通し も よく な る 。 


Smalltalk 


きる て, その 次 に くる の が Smalltalk で あ 
る 。 こ れ は Smalltalk-80 に 限っ て も バー 
ジョ ツア ッ ジ が な きれ て で て いて, ぴら の 
は な い 。 つ まり 多重 継承 が 可能 に な る 前 と 
後 で は 大 きく 異な る と いう こと が いえ る の 
で ある 。 

ひと つの クラ ス に 対し て その 親 (スー パ 
ー ク ラス ) が ひと つ な の を 単純 継承 。 複数 
ある の を 多重 継承 し いっ て 分 け て いる ( 図 
l )。 

単純 継承 の Smalltalk と いう の は , class 
m な ん か と 比べ て も だ いし て 変わ ら な いじ 
ゃ な いか と 思わ れる か も し れ な い が 大 きく 
異な る 点 が 2 つ あ る 。 

まず ひと つつ 目 は , 呼び 出さ きれ る メソ ッ ド 
が 決定 実行 時 に され る と いう こと で ある 。 
だ た と えば classm で は どの オブ ジェ クト を 呼 
ぶ か は アセ ンプ ブル する 前 に 決定 し て お いて, 
定義 し て や ら な けれ ば な ら な い 。 しかし, 
Smalltalk の 場合 に は 実行 時 に 呼び 出す メ 
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ソ ッ ド の 名 前 を 基 に 。 メソ ッ ド の テー ブル 
を 検索 し て メソ ッ ド を 探し 出す 。 つ まり 呼 
び 出 し 側 は ,。 どん な オブ ジェ クト に メッ セ 
ニー ンジ ん 甘 る か 。 と いう こと を まっ だ く (知ら 
な で て を よい こる と に な る 

る て 。 この間 は どれ て もい 大 きい の だ ろ 
うか ? 当然 , Smalltalk の ほう が 自由 度 
が 高い (オブ ジェ クト きる ぇ え わ か れ ば , それ 
が と ん だ クラ ス に 所 属し て いよ うと 。 メッ 
セー ジ を 送れ る )。 し か し , メソ ン ッ ド の 検索 
を 行う 限り リア ル タ イ ム ゲ ー ム に は 使用 で 
き な い と いう の は , 事実 で ある 。 つ まり 処 
理 時 間 に 幅 が で き て くる か ら が だ 。 

オブ ジェ クト 指向 で 疑問 な の は この あ た 
り で ある 。 メソッド を 実行 時 に 決定 し な い 言 
語 は オプ ジェ クト 指向 と 言え を な い の だ ろう 5 
か ? そし て , それ は 言語 の 処理 能力 に ど 
の よう に が が か が わっ て て くる の だ ろう が か が? 護 
が か が 。 知ら で い だ 5 教 た て ほし いち も の て ある 。 

さて 2 つつ 目 の 差 び だが, Smalltalk とい 5 
言語 は 一 度 作 成 き され た オプ ジェ クト を 解放 
する 命令 を 持た な いと いう こと で ある 。 つ 
まり , 作り っ ぱな し な わけ で , あと は シス 
テム が 管理 し て くれ る た だ ため に , ユー ザー は 
間違っ て 解放 し た オブジェ クト に 対し て ア 
クセ モス する と いっ た ミス を 犯す 心配 が な い 。 
これ は 人 逆 に いう と Lisp 同様 死ぬ ね ほど メモ 
リ を 使う と いう こと で , 用 途 は どう し て も 
限ら れ て くる 。 

で は , 多重 継承 に つい て 考え て みよ う 。 
単純 継承 の 場合 は , メソ ッ ド は 実行 時 に 検 
索 し な けれ ば な ら な が っ た が , 変数 に 関し 
て は , C の 構造 体 の よう に コン パイ ル し た 
と き に 決定 され れ ば それ で よかっ た だ た 。 な ぜ 
な ら , 継 基 し て いく に し た が っ て 構造 体 の 
後ろ に 新しい 有 要素 が 付け 足る され て いく だ け 
で , 全体 の 順番 が 変化 する こと は な いか ら 


だ 。 と ころ が 多重 継承 で は そう は いか な い 。 
あお る 変数 が メモ リ 上 の と ど とこ に お る か は ,。 一 
定 て は な いた だ ため に , 先頭 か ら の 順番 と か で 
は アク セス で き な い の で ある 。 

た と えば クラ ス A と CB を 多重 継承 し た C 


を 考え る と 。 
struct At 
int aaa : 
int bbb: 
お 
struct BI 
int CE 
int ddd ; 
の 
struct C{ 
int aaa ; 
int bbb: 
int CE 
int ddd: 
お 


クラ ス C の メソ ッ ド の 中 で は , 

i=cl— >ccc:; 

と いう 式 は 正しい が ,。 ク ラス B の メッ ッ 
ド の 中 で , 同じ 式 を 使う と , ccc は 変数 の 
最初 の 要素 を 指す と た いう か た ち に コン パイ 
ル さ れ て し まっ て いる た だ ため, 実際 に は aaa 
に 対し て プク セス し て し まう 結果 と な る 。 
を そのため, 変数 の 名 前 を 使っ て 毎回 変数 を 
探し て や ら な けれ ば な ら な い 。 つ まり 。 多 
征 継 承 の 場合 の 変数 は 実行 時 に な ら な けれ 
ば 決定 し な いと いう こと な の だ 。 

だ と えば は BASIC の よう な か イン タフ リタ 
で も, 変数 に 1 回 で も アク セス すれ ば , を 


の 絶対 番地 が 決定 する の で , 中 間 コ ー ド の 
中 に その 番地 を 格納 し て 処理 の 高速 化 を は 
か る の だ が , この 場合 は 変数 を アク セス す 
る た びに 変数 の 番地 を 必ず 求め な けれ ば 正 
し い 処 理 は 望め な い 。 そう いう 意味 で は , 
当然 BASIC よ り も 処理 スピ ー ド は 遅く な 
る だ ろう 。 そし て ,。 それ に も 増し て きら に 
処理 時 間 を 推定 する の が 困難 に な る 。 つま 
り リ アル タイ ム 処 理 向け で な く な る わけ で 
ある 。 


未知 数 の CLOS 


それ で は 最後 に , 複数 の オプ ジェ クト に 
対し て メッ セー ジ を 送れ る と いう CLOS を 
見 選 まう 


これ は 「『bit』 の 記事 で 読ん だ だ け な の で 


あま り 詳 し いこ と は 知ら 5 な い が 一 度 に ひと 
つの オブジェ クト に し か メッ セー ジ を 送れ 
な が ない の ば 和 不 自由 だ と よ とい うこ とら しい 。 も ん ル 
一 度 に 複数 の オプ ジェ クト に メッ セー ジ を 
送れ る な ち は ,。 いさ まで 行っ て で さき た ひも うっ 
の ォ プ ジェ クト に 対し て だ け メ ッ セ ー ジ を 
送る と いう の も , その 特別 な 場合 と し て 使 
用 で きる さい うる に ル かなわ も けり て ある 。 と 
れ は , 一 見 し て 普通 の 関数 と あまり 変わ ら 
な て な る でも さる 

だ と た は オプ ジー クト AEBECLECS 
メッ セー ジ を 送る と いう の を C 言 語 風 に 書 
だ だ 。 

C AA; B}: 

と な っ て 。 どこ が オブ ジェ クト 指向 な の か 
わか ら な い 。 し か し , 実際 に は A, B が ど 


オブ ジェ クト 指向 に 関す る 参考 文献 


梅村 蒸 司 .「Smalltalk-80 入 門 」。 サイ エン ス 社 
安い し , 薄い し , 内容 も よい , と いう 和牛 丼 の 
よう な 本 。 結局 これ が いち ば ん 役 に た っ た と 

いう 点 で , 言語 的 に 攻め た い 人 に は お 勧め で 
すね 。 

鈴木 則 久 編 ,「 オ ブ ジ ェクト 指向 解説 と WOOC 

"85 か ら の 論文 」, 共立 出版 
Smalltalk 以 外 の オプ ジェ クト 指向 に つい て も 
いろ いろ と 載っ て お り , バラ エ テ ィ に 富ん で 
- い る の で 読ん で いて 面白 い 。 た だ , 論文 と い 
うだ け あ っ て , すでに 役立つ よう な も の て は 
な い 。 

館野 昌一 , 及川 一 成 , 田制 貴俊 ,「 基 礎 か ら の S 

malltalk-80」, 工学 社 
こう いっ た 本 は , 実際 に Smalltalk-80 を 使え 
る 環境 に ある 人 が 読む と 自 に つく の だ ろう が , 
一 般 の パソ コン ユー ザー に は 必ず し も 勧め ら 


れ な いか も し れ な い 。 
特集 「 オ プ ジ ェ クト 指向 プロ グラ ミン グ 」, イ ン 
ター フェ ー ス , 1987.1. CQ 出版 
これ か ら は オプ ジェ クト 指向 の 時 代 だ , 頑張 
る ぞ ー, と いっ た や る 気 が わ いて くる 特集 。 
た だ し これ も 。 すぐ に 役に立つ と いう も の で 
は な い 。 オ ブ ジ ェクト 指向 の 概念 は な ん と か 
な っ た が , どう すれ ば アプ リケーション が で 
きる だ ろう 7 と いっ た と ころ まで だ っ た の 
が 残念 。 
上 谷 晃弘 ,「 統 合 化 プ ログ ラミ ング 環境 一 一 Sm 
alltalk-80 と interlisp-D 」, 丸善 
筆者 連 が DTP の 富士 ゼロ ックス だ け あ っ て テ 
クニ カル イラ スト や レイ アウ ト は か く の ご こと 
く あ る べき だ , と いう お 手 本 の よう な 本 。 特 
に 内 容 を 印象 的 に 見 せる テク ニカ ルイ ラス ト 
に は , 感心 させ られ る 。 


の グラ ス に 属し だ ポア ジェ ュ ク 下 ド か に よっ で 
呼び 出る され る メソ ッ ド C は 毎回 異な る こと 
に な る わけ で ある 。 

た と えば , 情け な い 例 で 申し 訳 な い の 
だ が 。, 

printf C%d”, n); 

と や っ て ち も 。 

printf (fd, " 多 d",n) : 

と や っ て も , それ ぞ れ 呼び 出 き れる メソ ッ 
ド が 違う の だ か ら よ いこ と に な る 。 な ぜ な 
ら , 最初 の 引数 の クラ ス に よっ て メソ ッ ド 
が 選択 で きる か ら だ (これ は べつ に "の %d" 
printf :n と fd printf :" 多 dmn で も か まわ な 
い の だ けど も ね )。 こ こま で くる と Prolog 的 
に な っ て くる ゐる よう な 気 が す る が 。 そ を うな る 
だ 2 の 2K の 0 の 7 た MO の ご た は まだ よく お 
か ら な いみ た だ い が だ 。 


ROM 化 に つい て 


私 の 場合 ビデ オ ゲ ー ム の ブログ ラム が ナチ 
ー マ で あり , ROM 化 は 人 避け られ な い 間 題 
だ 。 実 際 に は classm の 場合 , イン スタ ンス 
変数 の み RAM 上 に 展開 する よう に し て いる 。 
これ は ちょ うど LSI-C な ん か が 取っ て い 
る 方 法 と 同じ も いえ る だ る ろう 。 LSE-C で は 
初期 化 さ れ た 変数 や 構造 価 は すべ て dseg 
(ROM 上 ) に くる よう に な っ て いる 。 

classm で は 初期 化 さ れ た 構造 体 = ク ラス 
変数 と し いう こと で , クラ ス 変 数 に は 参照 は 
で きる けれ ども , 変更 が で き な い と いう 制 
限 が 付く て こと に な っ た , な に し ろ ROM 上 に 
ある わけ だ か ら ね 。 つ まり LSI-C と か を 使 
えば C て 作っ だ プロ グラ ム で も ROM 化 で 
きる わけ で て で, C で オブ ジェ クト 指向 も を やり 
だ い 向 き に は 最適 か も し れ な い 。 


バグ を 飼い 馴 ら す 


この 連載 で 心残り な の は , も う 少 し 大 き 
め の プ ログ ラム を 紹介 し た か っ た と いう こ 
と を だ 。 ま だ た 。C と か を 使わ な いと な か な か 
実用 的 な 線 は クリ ア で き な い と いう の も 事 
実 で , や は り 16 ビ ッ ト 機 向け の も の に な っ 
て し まう の か も し れ な い (CPU の 機能 と い 
う よ り も 単に C が 半 太 し て いる か し て い 
な に が 。 だ いう 県 に あい て で て) 

と ころ で , 個人 的 に オブ ジェ クト 指向 の 
に と が 良 いか と いう と 、 実は 2 ググ が 委 る ょ 


実用 ( ? ) オブジェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 7 グ Z 


い フ こと な の で て で ある 。 それ も 。 ジア ログ ラム る ごと に な ん る 。 言語 と し て 期待 する 向き が 多い の も , そう 


が 実際 に 動き 出し て か ら 了 予想 外 の バグ が 出 ちょ っ と あぶ な い 気 も する が , そう いっ し た 副作用 の せい だ と 思う 。 
る の で ある 。 作っ て も いな い 機 能 が 半分 崩 だ 副作用 を 飼い 馴 ら すこ と が で きれ ば ゲー 半分 壊れ な が ら も , 動き 続け る 融通 と い 
壊し な が ら も 動い た りす る の は 楽し いし , ム プ ログ ラミ ング の 面白 きも 増す こと だ ろ う の は コン ピュ ー タ が な か な か 持て な い 能 


か えっ て て イマジネーション を 搬 き 立て られ う 。 だ た だ たとえ ば, アド ベン チ テ チャー ゲーム 記述 深め の ひよ っ うっ て は な に だ る が 。 


0190 90 00 00 F3 16 090 1E 12 39 9329 93 13 93 QB 99 @1 11 95 3B 054 の 16 88 21 19 99 19 77 3A : 99 
の 198 21 51 91 91 99 18 ED 51 CA 9328 88 C9 CD 8A 92 D5 C5 C5 : 99 9548 17 88 21 11 0 19 77 3A 9B 
0110 93 TE ED 79 23 14 1D C2 FD 9339 9 の 1 1C 88 21 04 99 CD 3C D3 9559 18 88 21 98 99 19 77 3A : 93 
9118 QB 91 91 93 1A 3E OD ED 62 9338 91 Cl 21 96 00 99 7EF5 : 65 9558 19 88 21 12 99 19 77 C9 2D 
0120 79 11 02 98 ED 53 99 98 : DC 9340 32 15 88 01 DB 94 21 094 D4 0560 CD 96 92 21 QC 99 99 5E : F9 
0128 01 99 94 21 20 9 19 EB 4A の 348 00 CD 3C 01 42 4B 11 QB B3 9568 23 56 1B 72 2B 73 7B B2 Di 
0130 73 23 72 OB 78 Bl C2 2B 29 9350 88 21 06 99 CD 3C 91 F1 AA 9 の 570 C2 8A 05 11 3C 99 73 23 : 34 
9138 91 C3 67 Qi D5 ES5 60 69 AF 90358 A7 CA 60 93 3D C3 3F 93 16 9578 72 21 QE 00 99 5E 23 56 : 81 
9140 5E 23 56 13 13 EB 5E 23 69 0360 Cl Dl C9 21 20 4E 2B 7D : 92 =--- ニ ーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ュー ニー ニニ ュー ュー ニュ ニー ニー ニー 
9 の 148 56 El 19 5E 23 56 EB Dl E3 9368 B4 C2 66 93 CD 96 02 21 65 SUM: 12 19 8D 97 CA F3 12 A9 ESCF 
の 159 E9 37 28 2D 34 1F 92 19 E3 0370 06 00 99 5E 23 56 7B B2 : 13 
の 158 1C 99 97 9 の 9 00 00 99 09 23 9378 C2 63 93 C9 ED 5B 92 88 C3 9580 E5 21 QA 0 19 EB Ei 72 67 
9169 99 00 99 63 91 67 91 91 : CD  "  。 ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の 588 2B 73 21 OE 9 09 5E 23 57 
9 の 168 A3 96 21 09 9 CD 3C 091 D4 SUM: 3C 6F 79 64 33 B6 99 68 F645 0590 56 ED 53 12 88 21 09 9 : 5A 
9179 の 1 6C 96 21 99 QQ CD 3C : 9D 9598 9 の 9 TE 32 1 の 88 21 QA 00 7C 
9178 91 の 1 1F 03 21 99 99 CD 12 9389 21 99 00 19 TE FE 91 FA BA の 5AO 99 7E 32 11 88 21 12 90 : 85 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 0388 A2 93 FE 27 F2 A2 93 21 82 95A8 99 TE 32 14 88.C5 01 7C : 97 _ 
SUM: 7B 75 B2 CA 39 ET C5 Bl 1E88 0390 OA 9 19 7E FE 91 FA A2 3C 9 の 5B9 94 21 94 99 CD 3C 91 42 : 75 
0398 93 FE 18 F2 A2 93 CD EB : 68 の 5B8 4B 11 9 の B 88 21 96 00 CD : E3 
9189 3C の 1 91 05 88 21 98 99 F4 93A9 92 C9 3E FF 32 94 88 C9 8F の 5CO0 3C 91 C1 21 OB 9 09 7E : B1 
9 の 188 CD 3C 01 C9 8C 01 9 91 F1 03A8 C9 A9 93 AD 93 8A 02 9E 4F 05C8 C5 91 1A 88 21 04 00 CD : 5A 
9199 AB 91 9E 01 C5 Q1 B8 01 CA 03B0 91 C9 03 58 94 B8 91 6A : 4C 05D0 3C 91 C1 F6 FQ 3C CA FB : E5 
の 198 8C の 1 94 の 1 92 00 2A 909 4E 93B8 02 OC 02 96 92 EQ 93 37 C2 05D8 05 3D 16 04 21 36 06 OF C8 
91AO 98 5E 23 56 2B ED 53 99 4A 93CO 94 13 94 A9 93 B3 93 QB : 88 の 5EO D2 EC 05 23 23 15 C2 DF : BF 
21A8 08 EB C9 21 92 9 CD 3C : E8 93C8 9 21 99 9 CD 3C 91 21 4C 05E8 05 C3 FB 05 TE E5 21 10 5C 
の 1BO 91 EB 71 23 7 2B EB C9 CF 93D の 9 99 009 19 3A 10 88 77 21 8C 0 の 5FO 00 99 77 El 23 7E 21 11 : 34 
の 1B8 69 69 ED 5B 9 の 98 22 99 : 3B 93D8 9A 99 19 3A 11 88 77 C9 36 OS5F8 99 09 77 21 10 9 99 7E 38 
の 1CO 98 73 23 72 C9 21 92 9 : FC の 3E の O 2A 92 88 A7 ED 42 CA QF 63 。 ニーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
91C8 CD 3C 9@1 C9 CC 1 DO 91 7 1 の 3E8 94 ED 5B 92 88 21 99 QQ 299 SUM: E9 2E C3 AA 38 4C 4C F3 1E4D 
91DO E4 91 9E 91 2D 92 B8 91 6C 93F の 9 19 7E 21 99 99 99 BE C2 4A 
91D8 6A 02 9C 92 F7 の 1 CC 9@1 3F 03F8 OF 94 21 9A 00 19 7E 21 F6 0600 21 99 00 09 86 77 21 11 : 62 
の 1E の 9 D4 の 91 06 9 の 9 CD AB 91 21 75  。 。 。 。 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の 96908 00 99 TE 21 9A 9 09 86 41 
の 91E8 92 00 19 AF 77 23 77 21 : FC SUM: の 9B F6 DQ 23 Bl 4E 5A B8 C517 0610 77 21 QE 90 CD 3C 91 AF : 5F 
の 1FO 94 00 19 77 23 77 C9 21 18 9618 32 94 88 ED 43 92 88 C5 : 3D 
の 1F8 94 99 99 C5 4E 23 46 79 02 0400 QA 00 99 BE C2 の @F 94 21 C7 の 620 01 05 88 21 0A 9 CD 3C C2 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9408 08 99 09 TE 32 04 88 CD 1A 9 の 628 の 91 Cl 3A 94 88 B7 C8 21 : 28 
SUM: B2 8F 8D EE E6 DQ 84 E6 3959 941 の 0 EB 02 C9 21 99 9 99 7E 67 の 639 99 00 CD 3C 91 C9 9 FF D2 
0418 32 1E 88 21 9A 99 09 7E 8A 9638 00 の 1 FF 00 91 09 46 96 4D 
0200 BO CA 9A 92 21 98 9 CD 7C 9429 32 1F 88 21 98 99 99 7E 89 の 9649 4C 06 52 9 の 6 58 96 OA OD 1F 
9298 3C Q1 C1 C9 21 02 99 99 F3 0428 32 20 88 C5 91 1C 88 21 65 0648 00 FF 4 の 3 1E 0C 99 91 9A 
9 の 219 73 23 72 EB 5E 71 23 56 3B 9439 96 9 CD 3C 01 C1 C9 21 BB 9659 2A 31 14 06 FF 99 24 32 CA 
9218 7 の 9 21 94 99 09 73 23 72 A6 90438 99 00 09 7E 32 1E 88 21 89 9658 14 13 01 9 25 33 5E 96 E4 
の 9229 7B B2 CA 2C 92 21 92 99 48 9 の 449 9A 99 99 TE 32 1F 88 3E AS 9669 62 96 AB 91 72 06 C5 91 52 
9228 19 71 23 79 C9 21 94 99 9 の B 9448 29 32 2 88 C5 91 1C 88 64 の 668 92 96 76 96 5E 06 66 96 E4 
9223 の 9 09 5E 23 56 D5 21 92 99 : D8 9459 21 96 99 CD 3C 1 C1 C9 BB 9670 92 9 11 1A 88 C9 F5 91 7 4 
の 238 99 5E 23 56 EB E5 5E 23 3 1 9458 21 9C 9 CD 3C 91 CD AE B2 の 9678 99 1C 3E 97 ED 79 の 1 90 C8 
9249 56 EB A7 ED 42 E1 CA 4D : OF 0460 02 C9 62 94 66 04 8A 92 27 。。 。 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
9248 02 11 04 9 の 9 19 D1 73 23 : 97 の 468 9E 91 82 94 58 94 B8 91 3A SUM: 4C 6F B9 DC 13 C8 3B BB 9B49 の 
9259 72 7B B2 CA 66 92 21 92 F4 947 の 9 6A 92 OC 92 A7 94 EQ 93 98 
の 258 00 19 E5 21 92 9 99 5E 88 9478 37 94 13 94 62 94 6C 94 28 の 0680 1B AF ED 79 F1 C6 QE 91 F6 
0260 23 56 E1 73 23 72 CD C5 F4 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9688 00 1C ED 79 Q1 9 1B ED 8B 
9268 の 1 C9 21 94 99 99 5E 23 : 79 SUM: 4F 73 75 CC 79 49 49 12 43F1 9699 78 C9 C9 93 9@6 97 96 AB EB 
927 の 9 56 C9 72 92 76 92 8A 92 97 9698 91 A9 96 C5 91 41 97 D1 : 8F 
90278 9E 9 の 1 AE 92 B8 91 6A 092 7 4 9489 OD 99 CD C9 93 C5 D5 3A 7A 96A の 9 96 AD 96 93 96 9B 96 92 F5 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9488 14 88 21 98 99 19 77 42 97 96A8 09 11 1C 88 C9 C5 3A 1F 9C 
SUM: 57 67 D8 51 48 68 32 7D F59A 9 の 499 4B 21 OE 9 CD 3C 91 Di 55 の 96B9 88 4F 6F 96 9 26 99 29 9B 
の 498 Cl 21 OB 99 19 D5 ED 5B 23 96B8 29 @9 29 29 29 3A 1E 88 8D 
0280 9C 92 96 92 72 92 7A 92 96 94A の 12 88 73 23 72 Di C9 CD 99 96C9 4F 06 99 99 91 QQ 39 99 98 
9 の 288 08 99 CD E4 9 の 1 21 96 099 E1 94A8 96 02 21 OB 99 99 5E 23 4E 96C8 4D 44 3A 29 88 ED 79 C1 9A 
9299 19 AF 77 23 77 C9 21 96 C9 の 4B の 56 1B 72 2B 73 7B B2 C2 70 96D9 C9 C5 91 9 2 21 99 19 EQ 
0298 99 99 C5 4E 23 46 79 BO AE 9 の 4B8 CO 04 21 9 9 の 9 CD 3C 91 EF 9 の 6D8 16 97 CD QF 97 91 QQ 30 3 1 
92A9 CA A9 92 21 98 99 CD 3C A7 94C の 9 C9 C1 94 C5 O04 El 04 9E DA 96E9 21 9 10 16 2 CD OF 97 4A 
92A8 91 C1 CD F7 91 C9 21 9@6 77 の 4C8 91 98 5 58 94 B8 01 6A : 8D 06E8 3E 23 32 2 88 3E 99 32 AB 
の 2B の 9 9 99 C5 4E 23 46 79 BQ AE 094D の 9 92 OC 92 69 95 EQ 93 37 8F の 6FO の 1F 88 CD 19 97 3E 18 32 1C 
92B8 CA CC 92 21 94 00 CD 3C C6 の 94D8 94 13 04 Cl 04 CB 94 13 C2 96F8 1F 88 CD 19 97 3E 99 32 94 
92C9 91 D5 21 9 99 CD 3C 91 9 1 04E0 99 CD 8A 92 21 QE 99 19 AA]1 。。 。 ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
22C8 C1 C3 B6 02 Cl CD 2D 02 F9 の 4E8 D5 11 1E の 0 73 23 72 D1 DD SUM: 63 9C 47 34 57 F4 64 E3 3FE4 
22D9 C9 D1 92 D5 92 8A 92 9E 9D 94FO 21 OC 99 19 D5 11 3C 99 : 68 
92D8 01 AE 02 B8 9 の 1 6A 92 OC E2 の 4F8 73 23 72 D1 AF 21 10 00 B9 0700 1E 88 CD 2D 07 3E 27 32 3E 
の 2E の 9 92 96 02 EB 92 D1 92 D9 33  。 。 ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9708 1E 88 CD 2D 97 C1 C9 ED 1E 
の 2E8 9 の 2 98 9 の 0 21 06 9 99 C5 FF SUM: 24 68 57 54 F7 B8 19 97 B2D7 971 の 9 51 93 2B 7D B4 C2 QF 07 88 
92FO 4E 23 46 79 BQ CA 99 93 B6 の 18 CY 3IE 27 32 1D 88 CD AD 80 
02F8 21 04 9 CD 3C 01 D5 21 25 9599 19 77 21 11 99 19 77 C9 1B 9729 96 3A 1E 88 4A7 C8 3D 32 C4 
ニー ニー ニー ニュ ニー ニー ニニ ーー ニニ ニー ニー ニコ ーー ジホ ーー ツー ツ トーー アー 9598 3A 15 88 6F 26 99 29 11 A6 0728 1E 88 C3 1 07 3E 18 32 16 
SUM: Ci D5 58 BF F5 6B A4 55 CI1E 9051i0 3E 06 19 5E 23 56 EB 7E 9D 09730 1F 88 CD AD 96 3A iF 88 98 
9518 32 10 88 23 TE 32 11 88 36 0738 AT C8 3D 32 1F 88 C3 32 7A 
9399 9A 99 CD 3C 91 C1 C3 F3 8B の 520 23 TE 32 16 88 23 TE 32 44 9749 97 C9 99 OQ OQ OQ QQ OY D の 
9398 92 C1 C9 OB 93 OF 93 2A D6 0528 17 88 23 TE 32 18 88 23 35 9748 99 OQ OQ OQ OQ OQ OQ 96 20 
9319 93 26 93 AE 92 A8 93 6A : Fi 9539 TE 32 19 88 CD C9 03 3A : 24 。 。 。 ニー ニー ニーーーー ニ ーーーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーー ニ ーーーー 
9318 92 QC 92 63 93 7C 93 QB : 99 0538 15 88 21 OB 99 19 77 3A : 93 SUM: 47 2C D7 8E B3 11 93 F1 AEF4 


729 onx 1988.8. 


X68000 
BASICX 門 


中 森 


X68000 が 発売 きれ た 当時 , いち ば ん 驚い 
た の は , ビー プ 音 を 自由 に 変更 で きる 機能 
て し た 。 ピー ク 官 と いえ は ,。 あ の! ビー ッ 』」 
と いう 味気 な い 音 が 常識 で ある と 思い 込ん 
で いた 私 は , 編集 宝 の マシ ン 室 の X68000 
か ら 流 れ て くる 「 ダ ン シ ン グ ・ ヒ ー ロ ー」 
の イン トロ に 大 き な シ ョ ッ ク を 受け た も の 
で す 。 を そし て この ビー プ 音 の 変更 は X68000 
の 特徴 の ひひ と つ で ある ADPCM (Adaptive 
Differential Pulse Code Modulation) 方 


必殺 サン プリ ング 戦 


Nakamori Akira 
ビー コ 
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約 1 年 に 渡っ て ご 紹介 し て きた X58000BASIC 入 門 も , つい に 最終 回 を 
迎え まし た 。 今回 は 最後 の 砦 と も いう べき ADPCM に 挑戦 で す 。 そ の 
昔 , ダン シン グ ・ ヒ ヒー ロー を 奏で て いた X658000 の ビー プ 音 に 感動 し た と 
いう 経験 を 生か し て , 中 森 氏 は どの よう に 料理 する の で し ょ うか 。 


式 を 用 いた サン プリ ング 機能 に よっ て 行わ 
(Co だ の て ルト だ 。 

お そら 〈, X68000 は サン プリ ング 機能 
備え た 世界 で 最初 の パソ ュ ン で す 。 サ ンプ 
リン グ 機 能 自体 は 新しい 技術 で は あり ませ 
ん が , それ と パソ コン と の 合体 は まき に 新 
機軸 だ っ た と に を る で し ょ う 。 この サン プ 
リン グ 機 能 に よっ て パソ コン の 可能 性 が 大 
き 〈 く 広がっ だ た と いう こと は 疑う 余地 は あり 
ませ ん 。 とにかく ,「 ダ ン シ ン グ ・ ヒ ー ロ ー」 


X-BAGIC の 基礎 事項 (前 回 まで ) 


_ X-BASIC で は 変数 を 使用 する 前 に は 変数 の 型 

、 宣言 を し な けれ ば な り ま せん 。 宣 言 で きる デー 
_ 夕 型 は int (4 バイ ト 整 数 )。 char (|」 バ イト 整数 ), 
_str (文字 列 ), float (実数 ) の 4 種類 で す 。 

X-BASIC の プロ グラ ム の 実行 は その 大 部 分 が 

_ 関数 の 呼び 出し に よっ て 行わ れ ま す 。 そ れ 以 外 

_ は 制御 構造 で す 。 型 宣言 と 制御 構造 と 関数 , こ 
_ れ が X-BASIC の 3 大 要素 で す 。 

_  X-BASIC に は 画面 上 の キャ ラク タ を スム ー ズ 
に 移動 させ する た め の ス プラ イト 機能 が 備わっ て 
いま す 。 こ れ に より 最大 128 個 の キャ ラク タ を 
_ 同時 に 移動 させ る こと が で きま す 。 こ の 移動 の 
_ と き パ ター ン の 反転 。 色 の 変更 な ども 可能 で す 。 

。 また , パッ ク グ ラウ ンド と 呼ば れる 画面 が 2 面 

_ あり , ここ で は 最大 64 64 個 並べ た キャ ラク タ 

を 背景 と し て 利用 で きま す 。 バ パッ ク グ ラウ ンド 

_ 面 上 で は , 画面 上 の すべ て の キャ ラク タ が 同時 

。 に 移動 し ます 。 「 

_ また , X-BASIC で は 65536 色 同時 発色 を 特徴 と 

_ する X68000 の グラ フィ ッ ク 機 能 を 扱う こと が で 
_ き ます 。 色 数 が 65536 色 で ある の は グラ フィ ッ 

_ ク 画 面 ( 実 画面 ) が 512X512 ド ッ ト の 場合 で す 
_ が , 色 数 を 256 色 , 16 色 と 減ら すこ と に よっ て , 

、 実 画面 を 2 画面 , 4 画面 と 増やす こと が で きま 
_ す 。 さらに, 色 数 を 16 色 , 実 画面 数 を | 画面 に 
限れ ば 1024x1024 ド ッ ト と いう 大 画面 を 扱う こ 
と も で きま す 。 また, 複数 個 の 実 画面 は 高速 に 
切り 換え る こと が で きま すし , それ ぞ れ を スク 
ロー ル さ せる こと も で きま す 。 こ の 機能 を うま 
く 使え を ば. アニ メー ショ ン も 簡単 で す 。 

。 また , グラ フィ ッ ク 画 面 の 特徴 と し て 半 透 明 
。 機能 が あり ます 。 こ れ は , グラ フィ ッ ク の 実 画 
_ 面 同士 ある い は グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画 

面 ( ス プラ イト 画面 ) を 重ね 合わ せ て 表示 する 


機能 で す 。 こ の 重ね 合わ せ は , 最も 優先 順位 の 
高い グラ フィ ッ ク 画 面 が 半 透 明 に な る こと て 実 
現さ れ ま す 。 し か し , 残念 な が ら 半 透明 機能 は 
X-BASIC か ら 直 接 扱 うこ と が で きま せん 。 メ モ 
リ 上 に マッ ピン グ さ れ て いる , X68000 の ビデ オ 
コン トロ ー ラ の 内 部 レジ スタ を 直接 書き 換え る 
こと て 扱う こと が で て きま ます 。 

X68000 で は グラ フィ ッ ク 画 面 の みな ら ず , テ 
キス ト 画 面 も ビッ トマ ッ プ 方 式 を 採用 し て いま 
す 。 さらに, テキ スト 画面 は 16 色 の パレ ッ ト や 
スク ロー ル 機 能 も 備わっ て いま す 。 こ の た め , 
テキ スト 画面 も グラ フィ ッ ク 画 面 と 対等 に 扱う 
こと が で きま す 。 た と えば 、 グラ フィ ッ ク 画 面 
の 退避 領域 と し て テキ スト 画面 を 使用 する こと 
が て で てき ます 。 

また , X68000 に は マウ ス が 標準 で 付い て きま 
す 。 そして, X-BASIC で は この マウ ス を 扱う た 
め の 関 数 が 用 意 さ れ て いま す 。 マ ウス を 入力 装 
置 と する こと て で 操作 性 の よい プロ グラ ム を 書く 
こと が て まま す 。 

X68000 の ハー ドウ ェ ア で スプ ライ ト , グラ フ 
ィ ッ ク と 並ぶ 3 大 特徴 の ひと つが FM 音源 で す 。 
X68000 は FM 音源 用 の LSI と し て 0OPM(YM2I51) を 
内 蔵 し . 8 オク ター プ , 8 重 和 音 の ステ レオ 演 
奏 を 行う こと が で きま す 。 そ し て , 4-BASIC は 
OPM に 音楽 を 演奏 させ る た め の イ ンタ フェ イス 
と し て MML (ミュ ー ジ ッ ク ・ マ クロ ・ ラ ン ゲ ー 
ジ ) と 呼ば れる 言語 が 用 意 さ れ て いま す 。 こ の 
MML は 演奏 の 繰り 返し 指定 を 簡単 に 記述 で きる 
と いう 特徴 が あり ます 。 ま た , この 音楽 の 演奏 
は , 割り 込み に よっ て , ほか の プロ グラ ム の 実 
行 と 同時 に 行う こと が 可能 な た め , FM 音源 を ゲ 
ー ム な どの BGM と し て 利用 する こと も で きる で 
し ょ う 。 、 


の イン トロ と の 出会い し 。 こ れ が な けれ ば 私 
は X68000 を 買っ て いな か っ だ か も し れ ま せ 
ん (そん な こと を な いっ て は 


サン プリ ング と ADPCM 


サン プリ ング 機能 と は , その 名 の と お り , 
実際 の 音 を サン プリ ング (標本 を 取る と い 
う 意味 , 早い 話 が 録音 ) し て 記憶 し て お き , 
それ を その まま 再生 する こと に より 元 の 音 
を 再現 する 機能 で す 。ADPCM 方 式 と いう 
の は を その 録音 の 方 式 で す 。 X68000 に は 音 を 
出す 機能 し し て FM 音源 も あり ます が , F 

音源 が サイ ン 波 を 組み 合わ せ て 音 を 人 工 
的 に 作り 出す の に 対し て , サン プリ ング は 
実際 に 鳴っ て いる 音 も を その まま 記憶 し て オ 
ウム 返し に 出力 する 点 で 異な っ て いま す 。 

だ と えば , FM 音源 を 用 いて 本 物 の 楽器 
に 近い 音 を 作る た め に は か な り の 労力 が 必 
要 で す が , サン プリ ング を 用 いれ ば な ん の 
努力 も 必要 な 〈 本 物 の 楽器 の 音 が 作り 出せ 
て し まう の で す (録音 し て る の だ か ら 当 た 
り 前 か )。 

それ で は , これ か ら サ ンプ リン グ 機 能 
ADPCM に つい て の 基礎 知識 を 説明 し て い 
きま し よう 。 ます は ザン アリ ング 周波 数 て 
す 。 音声 の デー タ ( 音 の 波形 だ と 思っ て 
だ さい ) は , 時 間 が 経過 する に つれ て 連続 
的 (アナ ログ 的 ) に 変化 し て いま す が , を 
れ を パソ コン の メモリ 内 に 取り 込む に は , 
音声 の デー タ を デジ タル な 0 と 1 の 並び に 
変換 する 必要 が あり ます 。 を の 方 式 の ひと 
つが PCM 方 式 と 呼ば れる も の な の で す 。 

PCM (Pulse Code Modulation) と は , 
ご く 短 い 一 定 間隔 き に 音声 の デー タ を サ 
ンプ ブリ ング し , その と き 得 られ た 値 を 0 と 
1 の 並び に 変換 (A/D 変 換 ) し て 記憶 する と 
いう 方 式 で す 。PCM 方 式 に よる 録音 は , ア 
ナ ロ グ 形式 に 比べ て , S/N 比 の 向上 , ダイ 
ナミ ッ ク レ ンジ の 拡大 , 録音 時 の 音質 劣 下 
防止 と いう 点 に 特徴 が ある と いわ れ て いま 
す 。 そし て , PCM 方 式 の サン プリ ング の 間 
隔 を 示す 指数 が サン プリ ング 周波 数 と 呼ば 
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れる も の で す 。 

サン プリ ング 周波 数 は 1 秒間 に サン プリ 
ング る れる デー タ の 個数 を 示す も の (つま 
り 何 回 サン プリ ング する か ) で , だ たとえ は, 
サン プリ ング 周波 数 が 15.6KHz で あれ ば 1 
秒間 に 15600 個 の デー タ が 等 間隔 の 時 間 で 
取り 込ま れる こと を 示し ます ( 図 1 )。 X680 
00 で は ADPCM 録音 の サン プリ ング 周波 数 
A 

3.9KHz 5.2KHz 7.8KHz 

10.4KHz 15.6KHz 
と いう 5 種類 の 周波 数 を サポ ー ト し て いま 
す 。 サ ンプ リン グ は 音声 の デー タ を 0 と 1 
の 並び に 変換 し ます が , そこ に は サン プリ 
ング 周波 数 の 情報 は 残り ませ ん 。 こ の だ た る め , 
録音 きれ た だ た データ を 正しく 再生 する だ た だ め に 
は , 録音 時 と 再生 時 に 同一 の サン プリ ング 
周波 数 を 指定 する 必要 が あり ます 。 しかし, 
この こと を 逆 に 利用 し て , 15.6KHz の サン 
プリ ング 周波 数 で 録音 し た デー タ を 7.8K 
Hz な どの 周波 数 で 再生 し て 音程 を 変え る と 
ちら う こと も で きま す (本 米 の 1/2 の サン グ 
リン グ 周 波数 で 再生 する と 音程 は 1 オク タ 
ーー ンジ 下がる )。 

き て , サン ブリ ング する 音 を 本 当 の 音 に 
近付け る だ た め に は , サン プリ ング 周波 数 を 
高く する (1 秒間 に サン プリ ング する デー 
タ 数 を 増やす ) に 越し た こと は あり ませ ん 。 
し か し , 音声 の デー タ を その まま 記憶 し て 
い だ の で は メモ リ や ディ スク の 容量 が あっ 
と ゆう 問 に パン ク し て で し まり ます 。 そ て て 
考え られ だ の が , 前 回 サン プリ ング し た 値 
と の 差分 を 記憶 し て いく DPCM (Different 
ial PCM) で す 。 

音声 が 通常 は 連続 的 に 変化 する こと を 考 
える と , ある 時 点 で サン プリ ング し た 音声 
デー タ の 値 は 前 回 サン プリ ング し た 値 と 似 
て いる と 了 務 想 きれ ます 。 し た が っ て 半分 は 
0 に 近い 値 に な り , それ を 記憶 する だ た だめ の 
メモ リ や ディ スク の 容量 も 小さ きく て すん で 
し まう の で す 。 これが ADPCM の DPCM で 
が 2 

そし て , ADPCM の A と いう の は 「 適 応 
制御 (Adaptive Control) 」 か らく る も の 
で す 。 こ れ は DPCM に よっ て 得 5 れ る 差分 
の デー タ を 適当 に 変換 し て , も っ と 少な い 
デー タ で 間に合う よう に する 技法 で す 。 X 
68000 の ADPCM で は 具体 的 に どの よう な 
適応 制御 が 行わ れ て いる の か は 知り ませ ん 
が , X68000 で は 1 回 の サン プリ ング で 答 6 
れる デー タ を 4 ビッ ト (1 ビッ ト は 符号 ビ 
ッ ト ) と いう 少な い ビ ッ ト 数 で 表現 で きる 
よう に な っ て いま す ( 図 2 )。 そ れ で いて, 
な お 再生 時 に 本 物 に 近い 音 が 出る の は AD 
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PCM の A の お か げ な の で す 。 マ ニュ アル に 
ADPCM の サン ブリ ング 周波 数 と 1 秒間 に 
消費 きれ る メモ リ 容 量 の 記述 が あり ます が , 
1 回 の サン プリ ング で 1/2 バ イト (4 ビッ ト ) 
の デー タ が 消費 きれ る こと を 知っ て いれ ば , 
サン ブリ ング 周波 数 の 値 を 2 で 割っ た も の 
が それ に な る こと が わか り ま すね 。 

も う 少 し 詳し く 知 り た い 人 は 特集 の 加藤 
氏 の 記事 を 参照 すみ と よい で し ょ 2 う 。 


AUDIO.FNC の 中 身 


X-BASIC で サン プリ ング 関係 の 関数 は 
AUDIO.FNC の な か に 入っ て いま す 。 も 2 
ほとん ど ワ ン パ ター ン に な っ て し まい まし 
た が , 例 に よっ て , これ を 以前 この 連載 で 
紹介 し た (1987 年 10 月 号 ) プロ グラ ム て ダ 
ンプ し て み ま し ょ う 。 AUDIO.FNC の な か 
に 定義 きれ て いる 関数 は 次 の 6 つ で す 。 

a play(*ptr, char, char, [int]) 
a rec(*ptr, char, [int]) 
a_stat( ) 
a end( ) 
a_stop( ) 
a cont( ) 
注 ( ) 内 は 引数 の 型 
| ] 内 は 省略 可能 な 引数 の 型 
*ptr は 1 次 元 配列 へ の ポイ ンタ 
ここ て 、 (お や っ 」 と 居 う だ 人 が いる が も し 


1 サン プリ ング と サン プリ ング 周波 数 


音量 


時 間 


れ ま せん ね 。 マ ニュ アル に は a_play と ar 
ec 以外 の 関数 は 載っ て いま せん 。 それ どこ 
ろか , バー ジョ ン 2 より も 前 の XX-BASIC 
に 付属 の AUDIO.FNC に は a play と a rec 
の 2 つの 関数 し か 定義 きれ て いな い の で す 。 
な に か 初期 の X68000 を 買っ た 人 は 損 を し た 
気 が し な いで も あり ませ ん が , マニ ュ ア ル 
に 載っ て な いく らい の 関数 で すか ら 使い 道 
は それ ほど あり ませ ん 。 し か し , これ ら の 
関数 を 外部 関数 と し て 定義 する の は 簡単 な 
の で , あと で 作っ て み ま す 。 とりあえず , 
これ ら の 関数 の 機能 を 書い て お く 〈《 と 次 の よ 
うに な がり ます 。 

a play ADPCM デ ー タ の 再生 

arec ADPCM デ ー タ の 録音 
ADPCM の 動作 状況 
ADPCM の 強制 終了 
ADPCM の 動作 中 断 

acont ADPCM の 動作 再開 
これ を 見 て わか る よう に , バー ジョ ン 2 の 
X-BASIC で 追加 され た 関数 は , FM 音源 の 
制御 で あっ た の と 同様 な ADPCM の 中 断 , 
再開 , 終了 に 関す る も の で す 。 しかし, a_ 
play 関 数 の 実行 時 (ADPCM の 再生 時 ) は , 
通常 の 場合 は , 演奏 が 終わ る まで BASIC に 
制御 が 戻っ て きま せん 。 こ の た だ ため , ADPC 
M の 中 断 や 再開 あす る 関数 が あっ て も あま 
り 嬉し は な い の で す (演奏 中 は 実行 で き 
な い )。 a play 関 数 の 実行 後 ,. す で BASIC に 


a Stat 
a_end 
a_stop 


音量 


ーー エーーー ニー ニー ロー 時 
AT AT AT AT AT AT AT AT 


連続 的 に 変化 する 音 を ご く 短 い 時 間 AT( 秒 ) ご と に 測定 (サン プリ ング ) す る 


サン プリ ング 周波 数 =ーー 


 X68000 の ADPCM の デー タ 形 式 


デー タ | デー タ 2 デー タ 3 
3 の | 0 3 の | 3 2 | D 
差分 の 絶対 値 差分 の 絶対 人 Ln 
し 差分 の 符号 差分 の 符号 差分 の 符号 
|*ーー 4 ビッ ト ーー ーー 4 ビッ ト 一 | ーー 4 ビッ ト 一 | 40 っ トッ 


制御 が 戻っ て くる 場合 は ADPCM の デー タ 
が OFFO00m バ イト 以下 の と き (DMA 転送 の 
都合 ) で す が , 経験 的 に は a stop 関 数 と a_ 
cont 関 数 は ビー グ 音 に 対し て し か うま く 働 
か な いよ う で す 。 結局 , あま り 使 えな い 関 
数 で ど あ る こと が わか る で し ょ う 。 

使い 道 が な いと いっ た 手前 恐縮 で す が , 
それ で は , 待望 (? ) の 外部 関数 で す 。 a_ 
stat, a stop, a_cont, a_end を 外部 関数 
で 定義 すむ する と リス ト 1 の よう に な り ま す 。 
リス ト 1 を 見 て も ら え ば わか り ま す が , こ 
れ ら の 関数 は すべ て IOCS ユー ル に よっ て 
実現 ュ ね れ て いま す 。 ブ ログ ラム の 構造 は あ 
まり に も 単純 な の て 説明 は 不要 で し ょ 2 う 。 
な お リス ト 1 の 関数 名 は バー ジョ ン 2 の X- 
BASIC の AUDIO.FNC と 共存 で きる よう に 

a_stat1 a stopl a cont1 a end1 
と な っ て いま す 。 外 部 関数 の XX-BASIC へ 
の 取り 込み 方 法 は , この 連載 で 何 回 も や っ 
て いま すか ら , バッ ク ナ ン バー を 参照 し て 
く だ きい 。 


ADPCM を 使う 


ADPCM の 利用 で 必要 な 関数 は a_play 関 
数 と a_rec 関 数 で す 。 す な わ ち , 音 を 録音 
(a_rec) し て 再生 (a play) する こと , を 
れ が すべ で て で す 。ADPCM に よる 録音 と 再 
生 は 次 の 手順 で 行わ れ ま す 。 

1) PCM デ ー タ を 格納 する た め の 配 列 を 宣 

言 す る 
2) a_rec 関 数 を 実行 する (録音 )。 録 音 す 

る 音声 の 入力 は X68000 の AUDIO IN 端 

子 に ラジ カセ な どの 出力 端子 を 接続 し て 

行う 
3) a_play 関 数 を 実行 する (再生 )。 音声 の 

出力 は X68000 の 内 蔵 ス ピー カー, また は 

AUDIO OUT 端 子 か ら 行 う 
4) 必要 な 場合 に な いて PCM デ ー タ を ファ 

イル に 格納 する 
また , ファ イル に あら か じ め 格 納 さ れ て い 
る PCM デ ー タ を 再生 する だ ため に は 次 の 手順 
に な り ま す 。 

1) PCM デ ー タ を 格納 する た め の 配 列 を 宮 

言 する 
2) ファ イル の 内 容 を 配列 に 読み 込む 
3) a_play 関 数 を 実行 する (再生 ) 
そし て , 録音 と 再生 時 に 使用 する a rec 関 
数 と a_play 関 数 の フォ ー マ ッ ト は 以下 の よさ 
うに な っ て いま す 。 
a_rec(na, sf[, Ing]) 

na PCM デ ー タ を 格納 する 配列 名 

sf サン プリ ング 周波 数 

0 3.9KHz 


1 5.2KHz 
2 7.8KHz 
3 10.4KHz 
4 15.6KHz 


Ing 録音 する 配列 na の 長き (省略 可能 ) 
0 一 配列 na の 添字 の 最大 値 +1 
省略 時 は na の 全 デ ー タ 
a_play (na, sf, md[, Ing]) 
na PCM デ ー タ を 格納 し て いる 配列 名 
sf サン プリ ング 周波 数 


0 3.9KHz 

1 5.2KHz 

2 7.8KHz 

3 10.4KHz 

4 15.6KHz 

md 出力 モー ド 

0 出力 な し 

1 左 の み 出 力 
2 右 の み 出 力 
3 左右 か ら 6 出力 


Ing 再生 する 配列 na の 長き (省略 可能 ) 
0 一 配列 na の 添字 の 最大 値 十 1 
省略 時 は na の 全 デ ー タ 
関数 の 使い 方 を 頭 に 叩き 込ん だ と ころ て 実 
際 に プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 と い 
っ て も , 単に a _rec 関 数 を 実行 し て a _play 
関数 を 実行 する だ け で は あま り に も 能 が な 
い ぃ の で 少し 工夫 を し ます 。 
ADPCM で 録音 する ため に は X68000 の A 
UDIO IN 端子 か ら 音 声 を 入力 し ます が ,a_ 
rec 関 数 を 実行 する まで は いま どん な 音 が 


リス ト 1 


+ た * PT は 


UTU 


AUDIO IN 端子 か ら 入 力 る され て いる か 知る 
こと が で きま せん (a rec 関 数 の 録音 中 に は 
内 蔵 ス ピー カー な どか ら 音 が 出る )。 これ で 
は 歌謡 曲 な どの 音楽 を 途中 か ら 録 音 し た い 
と き は , どこ か ら a rec 関数 を 実行 し た だ たら 
よい か わか ら ず 困っ て し まい ます 。 を そこ て , 
a_rec 関 数 を 実行 する 前 で も AUDIO IN 端 
子 に 入力 る きれ て いる 音声 を 聞く こと が で き 
る よう に し ます 。 こ れ は な に か 高級 な こと 
を や ら な けれ ば な ら な いよ うに 思う か も し 
れ ま せん が , 非常 に 単純 な こと で す 。 タネ 
を 明か せ ば 「 非 常に 短い デー タ 長 を 使っ て 
a_rec を 繰り 返す 」 と いう こと を や れ ば いい 
の で す 。 つ まり , 以下 の よう な アル ゴリ ズ 
ム で す 。 
1) a _rec 関 数 で 少し 
2) キー 入力 を 調べ る 
キー 入力 が あれ ば 4) へ 
3) 1) へ 戻っ て 再び 繰り 返す 
4) a rec 関 数 で 実際 に 録音 する 
5) a_play 関 数 で 再生 する 
本 当 に や り た い の は 4) と 5) の 操作 な の で す 
が , それ に 先立っ て 1) 一 3) の キー 入力 待ち 
の ルー プク が あり ます 。 こ の リー の) の ルー プ 
内 で a _rec 関数 を 少し だ け 実 行 す る の で す 。 
つま り , a_rec 関 数 に 与え る PCM デー タ 用 
の 配列 の 大 きる を 小さ くす る わけ で す 。 

た と えば 配列 の 大 きる が 500 バイ ト で サ 
ンプ ブリ ング 周波 数 が 15 .6KHz ( 1 秒間 に 78 
00 バ イト を 消費 ) の 場合 , a_rec 関 数 の 実行 
に 要する 時 間 は ., 


し だ け 録 音 する 


4 つの 外部 関数 定義 ブログ ラム 


FT ーー 


ー 、 PP Oo _ 
間 CEOCUUHCHTHOTTHUHUUUS NH 


8 ・even ーー 2 
ーー aoveq・1 # _ADPCHSNS, 0 


_trap #15- 
move. ーー 9,_ ret_ val 


op. eran at > 
、 < の ト ィ 


。 _ret. rg 


_ret _va1 
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_ 500/7800=0.06( 秒 ) で 作り 出す こと が で きま す 。 As テニ A・sin (2 ヶ ・o・3・A T) 
で す 。 し た が っ て 1) 一 3) の ルー ププ で は 0.06 り 。 シア リン シグ され だ 首 の 大 きき AO Ai : 
秒間 音 が 鳴っ て は (a_rec 関 数 の 実行 ), 音 が A5。 A3 の を 計算 する だ た だし, AT: サ ンプ ブリング の 間隔 (サン 


一 瞬 と ぎれ る (a_rec 関 数 の 終了 ) と いう 動作 Ao=A・sin(2z・o・ 0 ・AT) フリ ング 周波 数 の 逆数 ) 
を 繰り 返す の で す 。 この 間 音 は 連続 し て 鳴 AA・sin(2z・o・1・ 人 AT ) 2 ) 音 の 大 き る Ao, Ai, A>2, As, ee 


る っ て いる よう すす テ に 閉 こさ する この 5 でき キ ー Az =A・sin(2Zz・o・2・AT ) ら そ の 差分 Do, Di, Dz, Ds, …… を 
入力 が ある と ルー プ を 抜け 出し , 実際 の 録 
音 が 開始 きれ ます 。 タ イミ ング に よっ て は リリ スト ADPCM に よる 録音 と 再生 
キー を 押し た 瞬間 の 0.06 秒 分 の デー タ を 取 
り 逃す 恐 れ も あ り ま す が , まあ , それ くら 10 /* 
い は 我慢 し まし ょ う 。 以 上 の よう な 考え で 39 74 | 1 
作っ た プロ グラ ム が リス ト 2 です 。 60 da cher C0(499) 1 aOR 
リス ト 2 の プ ブログ ラム で は サン プリ ング 0 
周波 数 を 15.6KHz に 固定 に * す が . 内 59 nO る まで a9 7 ・ 再 生 を 繰り 返す 
ろ い ろ な サン プリ ング 周波 数 を 試し た い 人 MK ーー ーー cnn 
は 適当 に プロ グラ ム を 変更 し て くだ さい 。 ooler a | 
また だ た, リス ト 2 の ブログ ラム て 配列 a の 内 60 ne 
容 を ファ イ ル に セー ブ す れ ば ビー ブフ プ " 音 用 の 170 if (ans="y")or(ans="Y") then break 
180 8 rec(a9,4) 
PCM デ ー タ を 作る こと が で きま す (この 場 208 7* 
合 の サン プリ ング 周波 数 は 15.6KHz か ら 変 2) 。 II 
えな いで くだ きい )。 oy OM 
0 ルン "録音 を 終了 し まし た 。“ : print 
音声 合成 に 挑戦 66 / a0 と a の 配列 の 内 容 を つなげ る 
299 /* 
ss 399 /* PCM デ ー タ 
ADPCM と し て は a rec 関数 で 録音 され 20 Cc 
た PCM デ ー タ を a_play 関数 で 再生 する の TTYIIYIYITITITI 
が ノー マル な 使用 法 で す 。 しかし, ここ で は ‘he to 
a_play 関 数 で 再生 す る PCM デー タ を 人 工 Jie ssh oO TO 
的 に 作り 出し て , 一 種 の 音声 合成 に 挑戦 し 0YT 
て みる こと に し ます 。X68000 の PCM デ ー oa 
タ は 4 ビッ ト の 差分 デー タ が 並ん だ も の で 
す 。 こ れ と 同じ デー タ を 作り 出せ ば よい わ 
け で す 。 と いっ て も , 人 間 の 声 な どの よう OADECMZSZUON 2 
に 複雑 な 波形 を 持つ 音 の デー タ を 作る の は 
で る し いこ た で は あり まん 。 で さて 。 ひ 10 /* _ 、 
ほっ つの サイ ン 波 に よっ て 作ら れる 音 の デー 0 
タ を 作り ます 。 こ れ な ら ば ある 時 刻 を 与え 50 float freq 
69 float dt=6.41025641025e-5# /* 1/15.6K 
だ と さき の 省 の 大 きき (これ が サン グリ ング (( | 
きれ る 値 ) が 簡単 に 計算 で きま すか ら PCM イー ヤー アリ 
デー タ を 容易 に 作る こと が で きま す 。 2 1L 0 
それ で は , 140 for i=0 to 17 
SR 151 1ocete 010 : print chrs(5)4"freq=";trea 
A 幅 176 for j=1 te B8000 
の 振動 数 ie0 aeiatpit8)4etdJ4freg) 
と a a し + 5 。 ~ れ は 210 | Te ウマ ヤー shl 4) or (encode(d の ひ ) ) 
ょ いう 振動 数 で 鳴り 響く 音 に な り ま す 。 音 0 
階 の 「 ド ・ レ ・ ミ ……」 は , それ ぞ れ 一 定 イタ ウー 0 0 Ma 
の 指 各 数 を 才 ら か 圭 の に も ピオ から 。 の 279 、 foafopsntfdr'e : fwrite(N,8991,fp) : fclose(fp) 
いろ な 振動 数 を 持つ サイ ン 波 で , PCM デ ー 300 7 ォ 
タ を 作っ て や れ ば , ADPCM で 「 ド ・ レ ・ ミ mm 
i 」 を 演奏 する こと も 不可 能 で は あり ま Me ams hn 


350 endfuno 


せん 。 た と えば , 振動 数 ゅ を 持つ 音 を 鳴ら 
す た め の PCM デ ー タ は 以下 の 3 段階 の 手順 
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算 す る 。 
Do=Ai—Ao 
Di=Az—Ai 
Dz=As—Az2 
Ds=As—As 


3) 差分 Do, Di, D2, D3, …… を 4 ビッ ト 
で 表し PCM デ ー タ に 変換 する 。 この デー 
タ を 配列 や ファ イル に 格納 する と き は 2 
個 (8 ビッ ト ) ず つっ 組 に し て バイ ト 単 位 で 
行う 。 デ ー タ 形式 は 図 2 を 参照 の こと 
と ころ で , A( ラ ) の 音 は 440Hz の 振動 数 

を 持つ と いわ れ て いま す 。 を そこで, 先 の 1) 

ー3) で ゅ を 440 に すれ ば , 再生 する と A の 

音 で 鳴る PCM デー タ を 作る こと が で きる 

の で す 。A の 音 の 振動 数 を 知っ て いれ ば , 

ほか の 音 の 振動 数 は 12 平 均 律 (1 オク ター 

ブ 内 に 等 し い 振 動 数 の 間隔 で 12 個 の 半音 を 

配置 する 調律 法 ) に よっ て 

A 440 

A 440x( ツ 2)1 

B 440x (2 )2 

C 440 x ( ツ 2 )3 

C# 440x ツ 2)* 

D 440x( ツ 2 )5 

Di 440x ( ツ 2 )6 

E 440 x ( ツ 2 )7 

F 440x (2 )8 

Ff 440x (2)9 

G 440 x ( 2 )10 

G# 440x ツ 2)1 

A (1 オク ター ブ 上 ) 

440 x ( ツ 2 ) 2 =440 x2 

と いう 計算 式 で 求め る こと が で きま す 。 こ 
の と き 2 の 12 乗 根 の ベ キ 乗 を 求め ゆる こと が 
必要 に な り ま す が , これ は 指数 と 対数 の , 

x 三 exD (log (x) ) 
と いう 関係 を 用 いれ ば , 

(Y 2 )"=exp((n/12) * log(2) ) 
と いう 式 か 6 ら 求め る こと が で きま す 。 以 上 

の よう な 考え で , 各 音 階 に 対応 し た PCM 

デー タ を 作る た め の プ ログ ラム が リス ト 3 
て す 。 リ スト 3 を 実行 する と ドラ イグ C に 
A ネ * ネ *. DAT (** は 2 桁 の 数 字 ) 

と いう ファ イル が 作ら れ て いき ます 。 ドラ 

イブ や ファ イル 名 が 気に入ら な いと き は 行 

番号 260 で 作っ て いる ファ イル 名 (fil と いう 5 

変数 ) を 変更 し て くだ さい 。 作 られ る ファ 

イル と 音階 の 対応 は , 

A00. DAT=A AO1. 
A02. DAT=B A03. 
A04. DAT つ C 提 AO5. 
A06. DAT つ D# AO7. 
A08. DAT=F A09. 


DAT つ A 
DAT—C 
DAT=D 
DAT=E 
DAT つ F # 


リス ト 4 ADPCM に よる 「 は と ぽっぽ 」 
ゲッ タゲ タッ タッ タダ ovyNSNS コ SH コピ TS アテ エエ T く エ T ァ エト 【TL 


] 4 ーー 
20 /* 「 は と ぼっ ぽ 」 


by ADPCM 


850 /* A09:A A91:A+ 402:B A93:C A94:C+ 495:D _A06: D+ A07:E 


ん 408:F A09:Ft 


0 din char A12(8000) A13(8 90 
| /* 


120 fp=fopen(* "B: A00.DAT"」"r 
1 139 fp=fopen("B: A91.DAT"。 r ) : 
140 fp=fopen('B: A02、DAT 。 r ) : 
。 159 fpsfopen("B:A93、DAT","r") : fre 
160 fp=fopen("B:AQ4.DAT", "r") : fre 


Al0.DAT=G All.DAT っ Gi 
Al2.DAT=A Al3.DAT つ A 
Al4.DAT=B Al5.DAT=C 
Al16.DAT つ CH Al7.DAT=D 


EAE er 
音階 の PCM デ ー タ が で きた だ た ら そ れ を 
使っ て 音楽 を 演奏 し て みな けれ ば 面白 あ 
り ま せん 。 演 奏 を る きせ る だ た だめ の サ ンプ フッ ルフ ' ロ 
グラ ム が リス ト 4 で す 。 ここ で 演奏 する 曲 
目 は 「 は と ぼっ ぱ 」 で す 。 リ スト 4 の プロ 
グラ ム で や っ て いる こと は 。, 
ログ ラム で 作っ た PCM デー タ を ファ イル 
(ドラ イブ B か ら に な っ て いる の で 注意 ) か 
ら 配 列 に 読み 込ん で , a_play 関 数 で 演奏 し 
も いる だ け で す 。 
再生 する 長き る を 変え る (第 4 引数 ) こ と に よ 
っ て , 演奏 する 音 の 長き を 変え て いま す 。 
つま り , 2 分 音符 を 8000 と し て , 4 分 音 


4A10・ 6 し G+ 412:: 


リス ト 3 の プ 


この と き , a play 関 数 で 


_A13:A+ A14:B  A16: て 


ma 
ーー 


411( 00 00 
1A17(8000) NSR 


符 4000, 8 分 音符 2000, 16 分 音符 1000 と い 


う 具合 い に 分 割 し て いま す 。 こ こ で は 例 と 
し て 「 は と ぼっ ぱ ぽ 」 を 取り 上 げ ま し た が , 
ほか の 曲 も も ちろ ん 演奏 する こと が で きる 
で し ょ う 。ADPCM 版 MML の 出来 上 が り 
と いう わけ で す 。 ま あ , 実際 に リス ト 4 の プ 
ログ ラム を 実行 し て みて くだ さい 。 

ちょ っ と 単調 だ けど 結構 , 聴け る 演奏 に 
な っ て いま すね 。 最初 , ADPCM の A が な 
ん だ か よく わか ら な か っ た だ の で , DPCM だ 
け で PCM デ ー タ を 作っ て み ま し た が , こん 
な に うま くい く と は 意外 で し た 。 


FM 音源 を サン プリ ング 


リス ト 3 で は , 人 工 的 に PCM デー タ を 
作り 出し た わけ で す が , や は り ADPCM の 
本 道 ( ? ) は , 実際 に サン プリ ング し た PC 
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M デ ー タ を 用 いる こと で し ょ う 。 

それ で は , リス ト 4 で ファ イル (AO00.D 
AT 一 A17.DAT) か ら 読 み 込む PCM デ ー タ 
を FM 音源 で 作る こと に し ます 。 こ れ な ら 。, 
まとも な 演奏 が 期待 ER 
で は FM 音源 で 演奏 し た 「 ド ・ レ ・ ミ ……」 
A i RN 
a_rec 関数 で 取り 込む と いう こと を や っ て 
み ま す 。FM 音源 で 音 を 鳴ら す た め の プロ 
グラ ウム が り リスト す 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と A の 音 か ら 
1 オク ター ブ 上 の D の 音 ま で が 順番 に 演奏 
る れ ま す 。 た だ それ を テー プア レコー ダ で 録 
音 し て くだ さい 。 こ の 音 は プリ セッ ト 音 の 
「2 ッ ゃ イフ "オル ガン 」 で 。 ユー ラス 効果 を 出す 
た め に 左右 か ら 出 力 さ れる 音 の 振動 数 を 少 
し すら し て あり ます 。、 デ テージ レ ラー タ で の 
録音 が 終わ っ た ら そ れ を 再生 きせ , リス ト 
6 の ブログ ラム で PCM デー タ に 変換 し ま 
まる 

リス ト 6 の ブロ グラ ム は 基本 的 に は リス 
ト 2 の ブログ ラム と 一 緒 で , X68000 の AU 
DIO IN 端子 に 入力 され る 音 を 短い a_rec の 
実行 を ルー プ し な が ら 鳴 らし て お き , キー 
が 押さ れる と 本 当 の a rec 関数 の 実行 を 行 
うと いう も の で す 。 そし て , この 動作 を 18 
回 (作る PCM デ ー タ の ファ イル 数 ) 繰り 返 
す よ うに ただ な っ ら ろ て に ます 。 私 だ ち が や る こと 
は , リス ト 6 の プロ グラ ム を 実行 し た あと , 
録音 し て いた テー を 再生 し , テー ププ から 
流れ て 〈 る 音 の 音程 が 変わ っ た ら Y キ ー を 
押す と いう 操作 を 18 回 行う だけ で す 。18 回 
キー を 押し 終わ っ た あと に は ドラ イブ C に 
18 個 の PCM デ ー タ の ファ イル が で き て いる 
で し ょ う (ね っ , 簡単 で し ょ う )。 

ファ イル の 作ら れる ドラ イブ や ファ イル 
名 を 変更 し た い 人 は , 例 に よっ て 行 番号 190 
を 書き 換え て くだ さい 。 リ スト 6 の ブログ 
ラム に よっ て 作ら れる PCM の デー タ は リ 


不 届 識 だ けど で きる の で す 


a rec 関数 の 実行 が 終わ る と AUDIO IN 間 
子 か ら 入力 され て いる 音声 は 聞こ えな く な 
っ て し ま いま す 。 し か し ,a_rec 関数 の 実行 
_ 後 も AUDIO IN 端子 か ら 入力 され て いる 音声 ] 
を 鳴ら し 続け る 方 法 が あり ます 。 そ れ は a_ 
_ rec 関数 で 録音 する PCM デー タ の 格納 され 
る 配列 の 大 き さ を OFF00m バ イ ト に する こと 
て す 。 つ 4 まり. 宣言 と し て は 
ーー dim char a(&HFEFF) 
と いう 具合 に な り ま す 。( 0FF00 バ イ ト と い 
ーー の は DMA 転 送 の 処理 単位 で す が , この 境 
_ 上 暴 値 の と こ . クイ / 
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リス ト 5 FM 音源 で 音 を 鳴ら す 
8208882828088808888888 


29 /* FM 音源 で 音 を 只 ら す ( だ 本 ) 
39 

4 の m init() 

50 m alloc(1,1999) : m alloc(2,19090) 
60 m assign(l, 1 ) * m esign(2. 2 ) 


ーー 
一 


70 m trk(1,「 'L1V12P1@15 Y48.0 


>A&ARA+&A+RB&BR く <C&CRC+&C+RD&DRD+&D+RE&ER" ) 


80 m trk(2,LIV12P2@15 Y49,40 >A&ARA+&A+RB&BR<C&CRC+&C+RD&DRD+&D+RE&ER'" ) 


90 m 


で 


trk(1, L1V12@15 F&FRF+T&F+TRG&GRG+&G+TRA&ARA+&A+RB&BR く C&CRC+&C+RD&DER " ) 


100 m trk(2,"L1V12@15 F&FRF+&F+RG&GRG+&G+RA&ARA+&A+RB&BR く <C&CRC+&C+RD&DR" ) 


119 m play(1,2) 


リス ト B6 ADPCM デー タ 作 成 プ ログ ラム 
NN 


19 /* 

か バ ADPCM デ ー タ 作成 プロ グラ ム 
+ 

4 の 9 dim Char  N(80999) 

50 str fil,num 

69 int fp 

70 int 1 

89 /* 


99 for i-0 to 17 
100 print i, "番目 : 
110 aA_rec(N,4,208) 
120 while 1 


[Y] キー を 押す と 録音 を 開始 し ます 。' 


130 fil=inkey$(6) 
140 if (fil="y' "Jor (fi11=" Y") then break 
150 &_Frec(N,4,209) 


1609 endwhile 
170 a_rec(N,4.80091 ) 
189 num=str$ (1) 
190 filz="C:B"+num+" DAT" 
209 fp=fopen(f11, G') 
210 print ' 
229 next 
239 end 


"完了 レ ま し た 。" 


スト 4 の プロ グラ ム で その まま 使う こと が 
で きま すか ら , この デー タ を 使っ て リス ト 
4 の 「 は と ぼっ ぱ 」 を 再演 奏し て み ま し ょ 
う 。 今度 は まとも な 「 は と ぼっ ぱ 」 を 聴く 
こと が で さる と 思い ます 。 また 。 リサ スト 6 
の プロ グラ ム で 「 あ ・ い ・ う ceteisisns 」 と いつ 
た 人 の 声 の PCM デ ー タ を 作っ て , X68000 
に お し ゃ で べり る せる こと も で きま すわ ね 。 


ピー ブ 音 変更 ブロ グラ ム 


私 が ADPCM に 感動 し た の は ビー プ 音 に 
よっ て て し た 。 そこ て 。 ビー ブ ク 音 を 扱う プ 
ログ ラム を 作ら な い の は 片手 落ち と いう も 


の で す 。 こ こ で は ビー プ 音 を 変更 する プロ ・ 


グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 ビー プ 音 は デ 
バイ ス ド ラ イ バ (BEEP. SYS) に よっ て XX 
68000 の 起動 時 に 設定 され ます 。 こ の た め , 
ビー ー プ 音 を 一 度 設 及 定 し だ ら そ う 簡 単に 変更 
する こと は で きま せん 。 こ の た だ め ,-BAS 
IC の BEEP 命令 を 実行 する と , いつ も 同じ 
ビー グ 音 が な る の で す ( 当 た り 前 の こと で す 
が )。 これ で は 面白 な い の で , ビー プ 音 を 
何 度 で も 設定 し 直せ る プロ グラ ム を 作り ま 
す 。 と いっ て も , これ は X-BASIC だ け で 
は 不可 能 で す 。 そこで, 外部 関数 の 助け を 
和食 り る こと に し ます 。 

それ で な に を すれ ば いい か と いう と ,。 こ 
と は 簡単 で す 。 ビープ 音 に 関し て は , ビー 

グ 音 の た め の PCM デ ー タ が 格納 され て いる 


: fwrite(N,8991 ,f ゎ ) 


1f i<19 then num= "の 9"+num 


folose(fp) 


メモ リ の 先頭 番地 (32 ビ ッ ト ) が 978』 番 地 
に , PCM デ ー タ の サイ ズ (バエ イト 数 , 16 ビ 
ッ ト ) が 97Cm 番 地 に 格納 され て いま す 。 こ 
の 978m, 97Cm と いう 番地 は BIOS ROM の 
内 部 で 絶対 アド レス で 指定 し て あり ます か 
ら , ROM の バー ジョ ン が 変更 に な ら な い 限 
り 変 わる こと は な い の で 安心 で す 。 ブ ログ 
ラム で は , これ ら の アド レス の 内 容 を 書き 
換え て や れ ば いい の で す 。 こ の た だ め , 外部 
関数 の 仕様 は PCM デ ー タ の 格納 され た 配列 
の 名 前 と , 配列 の サイ ズ を 与え る こと に な 
り ま す 。 つ まり , ビー プ 音 を 変更 する 外部 
関数 の 名 前 を chg_ beep と し て , その フォ ー 
マッ ト を 次 の よう に 決め ます 。 
chg_beep(nal, Ing]) 
na ビー プ 音 用 の PCM デー タ を 格 
納 し て いる 配列 名 
Ing ビー プ 音 を 鳴ら す 配 列 na の 長き 
(省略 可能 )。 バ イト 数 で 指定 す 
る こ と 。 省略 時 は na の 配列 の 全 
デー タ 
ここ で いう 配列 と は 1 次 元 配 列 (char か in 
t か float) の こと で , 配列 名 を 引数 と する 場 
谷 は , 外部 関数 内 で は 配列 を ポイ ンタ ( ア 
ドレ ス ) の 形式 で 受け 取る こと に な り ま す 。 
を そこで 1 次 元 配 列 の ポイ ンタ が どの よう な 
も の で ある か を 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 
手元 に X-BASIC の 内 部 資料 が ある わけ で 
は あり ませ ん か ら , 本 当 の と ころ は 不明 で 
す が , 配列 へ て の ポイ ンタ は 図 3 の よう な 情 


報 を 示し て いる と 思わ れ ま す 。 
これ は 配列 の 次 元 が 変わ る と 内 容 も 微妙 

に 変わ っ て いま す 。 つ ま り , 1 次 元 配列 の 場 

合 は , 10 バ イト の 配列 情報 に 続い て 実際 の 

要素 が メモ リ 内 に 格納 され て お り , その 10 

バイ ト の 配列 情報 の 先頭 アド レス を 示す も 

の が 配列 へ て の ポイ ンタ な の で す 。 し た が っ 

て , 配列 の 要素 が 格納 され て いる 先頭 番地 

を 知る た め に は ポイ ンタ に 10 を 加え る 必要 

が あり ます 。 これだけ の こと を 知っ て いれ 

ば 外部 関数 が 書け を そう で す 。 外 部 関数 で や 

る べき を こと は 次 の よう に な りり ます 。 

1) 引数 と し て 配列 へ の ポイ ンタ と サイ ズ 
を 受け 取る 

2) 配列 へ の ポイ ンタ に 10 を 加え た だ も の を 
978』 番 地 に 格納 する 

3) サイ ズ を 97Cu 番 地 に 格納 する 。 サ イズ 
が 省略 され だ た と き は , 配列 へ の ポイ ンタ 
に 8 を 加え た アド レス か ら 要 素数 (正確 
に は 配列 の 添え 字 の 上 限 ) を 得 て , それ 
に 1 要素 の サイ ズ を 掛け 算 し た 値 を 97Cg 
番地 に 格納 する 。 1 要素 の サイ ズ は 配列 
へ の ポイ ンタ に 7 を 加え を た アド レス か ら 
得る こと が で きる (ペイ オド で サー ド す る 
場合 ) な お , この 方 法 で は 配列 の 総 バ イ 
ト 数 を 求め た こと に な ら な い が (な ぜ か 
は 自分 で 考え て みて ね ね), 誤差 は 最大 8 バ 
イト 程度 な の で 問題 は な い だ ろ う 。 ま た , 
サイ ズ を 求め る に は 配列 へ て の ポイ ンタ が 
指し 示す 「 配 列 の 総 バ イト 数 」 を 使え ば 
簡単 だ が ここ で は あえ て ドン てき さい 方 
法 を と っ て し まっ た (反省 ) 

な お , 外部 関数 内 で メモ リ を リー ド / ラ イ 


ト す る 場合 は は OCS ュ ユール を 用 いま す 。 こ の 


ょ うな 手順 で ビー プ 音 を 変更 で きる の で す 
が , 注意 すべ きこ と は 変更 し た ビー プ 音 の 
PCM デ ー タ は X-BASIC の フリ ー エ リア 内 
に ある と のみ こら て き 。 

ビー プ 音 変更 し た まま で X-BASIC を 
抜け る と その 領域 は 開放 され て し まい ます 
か ら , ほか の プロ グラ ム を 動か し て いる う 
ち に その エリ ア が 使わ れ て , ビー プ 音 の P 


CM データ を 壌 し て し まう 記 れ が お あり る ず 。 


を そう な れ ば , も は や ゃ まとも な ビー プ 音 は 喝 
り ま せん 。 そこ で , 用 意 し た の が get_beep 
関数 と put_beep 関 数 で す 。 

get beep 関 数 は 現在 の ビー プ 音 の 情報 


(978r 番 地 と 97Cn 番 地 の 内 容 ) を 退避 し ます 。 


put_beep 関 数 は 退避 ふる れ て いる ビー プ 音 の 
情報 と を 回復 し ます 。 し た が っ て , X-BASIC 
に 入っ だ た とき に get_beep 関 数 を 実行 し , X- 
BASIC を 抜け る と き に put_beep 関 数 を 実行 


すれ ば ビー プ グ 音 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


ビー プ 音 を あれ これ と 変更 し て 遊ぶ の は 瑞 


図 3 配列 へ の ポイ ンタ が 指し 示す も の 


1 次 元 配列 
+ 0 | +10 
配列 情報 を 次 元 | | 要素 の 添字 の 配列 の 内 容 
含め た 総 パ イト 数 バイ ト 数 最大 値 
2 次 元 配列 
| +2 + 3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 
配列 情報 を 含め た 次 元 - | | 要素 の 第 | の 添字 
総 バ イト 数 バイ ト 数 の 最大 値 
+13 +!4 +15 +16 
第 2 の 添字 第 1 の 添字 が + | に な る と 配列 の 内 容 
の 最大 値 き , その 要素 が 何 バ イト 先 
に ある か を 示す バイ ト 数 
3 次 元 配列 
+0 二 | +2 +3  +4 +5 + す 8 サナ す 7 + 上 8 49 十 19 ナ 晶 
配列 情報 を 含め た 次 元 - | | 要素 の 第 | の 添字 第 2 の 添字 
総 バ イト 数 バイ ト 数 の 最大 値 の 最大 値 
+12 中 13 +14 士 18 十 | 
第 3 の 添字 第 | の 添字 が + | に な る と 第 2 の 添字 が + | に な る と 配列 の 内 容 


の 最大 値 き , その 要素 が 何 バ イト 先 
に ある か を 示す バイ ト 数 


き , その 要素 が 何 バ イト 先 
に ある か を 示す バイ ト 数 


リス ト 7 3 つの 外部 関数 定義 ブロ グラ ム 


ま は niist 
2: float equ $9991 
3: int equ $99092 
+: ohar equ $9004 
な 7 tr equ $9008 
6: ptr equ $0010 
': dim1 array equ $9020 
8: dim2 array equ $0949 
9: dimn array equ $09060 
0 equ $9980 
ま 
12: dim1 vp equ $9937 
13: ま = dimi array+ _ptr+ float+ int+_char 
14: int_omit equ $9982 
15: * = int+_omit 
16: 
17: void_ret equ $ffff 
1 int ret equ $8991 
19: 
20: arg_cnt equ 4 
21: arg typ equ 6 
2 ATg vec equ 12 


list 
24 : 本 本 本 本 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 本 林 本 本 本 本 本 
25:* イン フォ メー ショ ン テー プル * 
26: ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 氷 床 床 末 氷 


27: dc .1 _ret ,。 re も , ret, ret 
28: dc .1 ret, ret,。 re も t, ret 
29: de.1 toker. _param,_exec 


30: dc . 1 の 9,9,9,9,9 
3 1 : ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


321 まま ー プ ログ ラム * 
33・ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
35 : ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ホネ ネ ホホ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ 


・* 何 も し な い * 
3 7 ・ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 林木 ホ ホ ネ ネネ ネネ ネネ 本 玉林 ネネ 


X68000BASIC 入 門 7.2 ヶ 


BASIC の な か だ け に し て お きま し ょ う ね 。 

以上 示し た , chg_beep, get_beep, put_be 
ep と いう 外部 関数 の 定義 を わす る プ ブログ ラム 
が リス ト 7 で す 。 リ スト 1 の 場合 と 同様 に , 
これ ら の 外部 関数 を X-BASIC へ 取り 込む 
方 法 は ,。 パッ ク ナ ン バー な と ど を 参照 し て く 〈 

だ きい 。 


そし て ご よう なら 


これ まで 13 回 に 渡っ て X-BASIC を 解説 
し て きた この 連載 も 今回 で 一 応 終 了 で す 。 
長い 間 の お 付き 合い , 本 当 に あり が と う ご 
ざい まし た 。 そして, どう も お 疲れ る まで 
し た 。 こ の 連載 の 方 針 と し て ,X-BASIC の 
個々 の 命令 の 細か い 使 用 法 は 意図 的 に 人 避け 
て きま し た 。 それ は 命令 の 細部 に 重点 を 置 
く あまり, ブロ グラ ム 全 体 の 流れ が つか み 
に くく な る と いっ た 事態 を 避け た か っ た か 
ら で す 。 

これ は X-BASIC の 連載 で すか ら ,X-BA 
SIC を 使っ た プロ グラ ミン グ を いろ いろ と 
et まし た が , X-BASIC を 使う と い 

こと は 本 質 で は あり ませ ん 。X68000 を 使 
te 
で す 。 を その だ ため に な に か プログ ラム を 作る 
場合 いち ば ん 大 切な の は それ を どの よう 
な 手順 で 実行 する か と いう こと , つま り , 
アル ゴリ ズム で す 。 それ を 実現 する た め の 
言語 は な ん で も に い に の で す 。 ただ, X-BAS 
IC が いち ば ん 使い や すか っ だ の で それ を 使 
の て いた だ けり の CE て すす 

また , X-BASIC の 連載 の くせ に アセ ン 

リ 言語 で 書い た 外部 関数 を 肛 面 も な 〈 載 
せ て きだ の は , アセ ンプ ブリ 言語 と XX-BASI 
C の 合体 が 「 遊 ぶ 」 よ と いう 点 で いち ば ん 都合 
が よかっ だ か ら に ほか な り ま せん 。 今回 で 
この 連載 は 終了 し ます が , これ か ら も X-B 
ASIC (と アセ ンプ ブリ 言語 ) を 使っ て と どん ど と 
8/ で て のみ ま も よう 。 そし て 。、 周 寺 8 み 月 
に 渡っ て ご 紹介 し て きだ さま ざま な 事柄 が , 
さらなる 遊び の た め の ヒ ント と な れ ば 幸い 
すず 

最後 に , この 連載 の タイ トル は 結構 わけ 
の わか ら な いも の が 多かっ だ た と 思い ます が , 
これ ら は みな 「 伝 説 巨 神 イ デオ ン 」 の サブ 
タイ トル の も じ り な の で す (第 1 回目 だ け 
は ング の て し だ た が ムイ デオ ン は デレ し 記 
映 の あと 劇場 映画 と し て 復活 し ,。 を そし て い 
ま ビ デオ で も 復活 し て いま す 。 こ の 連載 も , 
果たし て イデ オン よろ し く 、 い つか また 入 
活 す る こと が ある の で し ょ うか 。 そ れ は !「 神 
な ら 喝 身 の 知る 直 ち も な し 」 と いつ だ と ころ 
Ca 
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«even 
_ret: 
rts 


( 本 ネ ネオ 本 本 本 本 本 本 本 本 ネオ 本 ネオ 本 本 ネネ 本 本 ネネ ネネ 本 ネネ 
| ま B E ) 変更 
・ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ ホ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 


.even 
_chg_beep: 

move.l arg Vec+ の (sp) ,d1 

add. 1 #10,d1 >: デー タ の 先頭 

moveq.l #$88.d の 9 > ロン グ の ライ ト 

movea.l #$000978,al 

trap #15 アド レス 設定 


move,w arg typ+10(sp), Se ' 

addq.w #1,d0 

beq omit_ ATg 引数 な し 
move.l arg _vao+10( sp) , a1’ 


・ data set: 


movea.l] #$ の 9997o,a1 


moveg.1 #$87,d0 ) ワー ド の ライ ト 
trap #15 ; 個数 せっ て い 
cir.l d の ;: エラー な し 
rts 

omit arg 


subqg.1 #2,d1 

movea.l d1,a1 

moveq.1 #$83,d0 

trap #15 ; デー タ の 個数 
move.w dQ9, tmp area 

Subq.1 #2,d1 

movea.l d1,a1 

mOVeq・1 #$83,d0 


trap #15 
move,w _tmp area,d1 
cmp.b #1,d0 : char か 
beq data _ set 
Cmp・b #4.d の ) int か 
bed SKip4 
Aas. #3,d1 ; float を 仮定 
bra data_set 
Skip4 
aS1 #2,d1 
bra data set 
even 
_get_beep 
movea.l #$900978,a1 
moved・1 #$84,d0 : アド レス メス 
trap #15 
mOVe.1  dO, beep_save 
moOVe.1  d9, ret va1 
mOVeq・] #$83,.d0 ; 個数 
trap #15 
mOVe.1  d の 9 の, beep_save+4 
ら よ Tr. は dQ 
lea _ret arg,aQd 
rts 
・GVen 
put beep 
mOVea,1 #$000978,a1 
move,1 beep_save,d1 
mOVeqd・1 #$88,d0 アド レス 
trap #15 
move.l dil, ret va1 
move.l] beep 8ave+4.,.d1 
mOVeqd・1 #$87,d9 ; 個数 
trap #15 
Cr、+ d@ 
lea _ret arg,a0 
rts 
・ 本 本 杯 本 水 本 本 本 
-* デー タ エ リ り リア * 
・ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ 
.even 
_token: 
dc,b 7ohg beep', の 9 
do.b 7get beep',9 
dc.b 7put beep',9 
、GVen 
_param: 
dec . 1 _chg_beep_param 
dc .1 _ get beep_param 
dc .1 _ put beep_Dparamm 
.even 
_chg_beep_param: 
dc. の dim1 vp jj 配列 
dc.w int omit : サイ ズ (省略 可能 ) 
de.w void ret : 戻り 値 【(【 な し )》) 


_get beep_param: 
_put beep Daram: 
dc.w i1nt: ret 
‘even 
_exec: 
de.1 _chg_beep,_get_beep,_put_ beep 


‘even 
_beep_ save: 
de .1 9,0 


@ マ ル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ 
E-MATE に 次 ぐ S-0S 用 の スク リー ン エ デ 
ィ タ の 登場 で す 。 す で に E-MATE の 掲載 さ 

れ た 1986 年 5 月 号 が 品切れ に な り , これ ま 


で 長い 間 E-MATE が 入手 で き な か っ た 方 も 
いら うっ しゃ る で し ょ う 。 そういう 方 に は ま 
さ に 待望 の 新型 スク リー ン エ ディ タ の 登場 
で す 。 こ の エディ タ で は ZEDA, CAP-X85, 
Prolog-85, magiFORTH, FuzzyBASIC, CASL 
&COMET, CONTEX, STORY MASTER, tiny CO 
RE WARS, SLANG な どの テキ スト デー タ を 
記 玉 すず する こと が で きま す 。 また, この エ デ 
ィ タ の 呼び 名 で す が "ワイ ナー" で は な く 
クッ イサ ナー と いう ふう に 読ん で くだ さい 
ね 。 

さ て, E-MATE の 強化 版 と し て 送ら れ て く 
る 投稿 の ほとん ど は コン トロ ー ル キー 対応 
に し た り , 単に キー 
高速 化し た り と いっ た 機種 ご と の 特殊 化 を 
行っ た も の で し た 。 も ちろ ん , 掲載 され た 


全 機 種 共通 シス テム 掲載 記事 


画 85 年 6 月 号 

序論 共通 化 の 試み 

第 | 部 S-0S"MACE" 

第 2 部 Lisp-85 イ ンタ プリ タ 

第 3 部 チェ ッ ク サ ム ブ ログ ラム 
一 85 年 7 月 号 

第 4 部 マシ ン 語 プロ グラ ム 開 発 入門 
第 5 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA 
第 6 部 デバ ッ グ ツー ル ZAID 

圏 85 年 8 月 号 

第 7 部 ゲー ム 開 発 パ ッ ケ ー ジ BEMS 
第 8 部 ソー スジ ェ ネ レー タ ZING 
圏 85 年 9 月 号 

イン タラ ブ ト  S-0S 番 外地 

第 9 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MACINTO-S 
第 0 部 Lisp-85 入 門 (|) 

圏 85 年 10 月 号 

第 | 部 仮想 マン ン CAP- X85 
連載 Lisp ~-85 入 門 (2) 

画 85 年 | | 月 号 

連載 Lisp- 85 入 門 (3) 

画 85 年 12 月 号 

第 12 部 Prolog-85 発 表 

一 86 年 | 月 号 

第 13 部 リロ ケー タブ ル の お 話 

第 14 部 FM 音源 サウ ンド エディ タ 
一 86 年 2 月 号 

第 15 部 S-0S “SWORD" 

第 I6 部 Prolog-85 入 門 (|) 

一 86 年 3 月 号 

第 17 部 magiFORTH 発 表 

連載 Prolog-85 入 門 (2) 

園 86 年 4 月 号 

第 8 部 思考 ゲー ム JEWEL 

第 19 部 LIFE GAME 

連載 基礎 か ら の magiFORTH 
連載 Prolog -85 入 門 (3) 

園 86 年 5 月 号 

第 20 部 スク リー ン エ ディ タ E-MATE 
連載 実戦 演習 magiFORTH 

圏 86 年 6 月 号 

第 21 部 Z80TRACER 

第 22 部 magiFORTH TRACER 

第 23 部 ディ スク ダン プ & エ ディ タ 
第 24 部 “SWORD "2000 QD 

連載 対話 で 学ぶ magiFORTH 


アサ イン を 変更 し た り , 


第 568 部 マル チ ウ ィ ン ド ウエ 


プロ グラ ム を 各自 で 機能 強化 する と いう の 
は S-0S の 正しい 使い 方 な の で す が , 新しい 
発想 の エディ タ が 現れ な い の も ちょ っ と 問 
題 で す 。 

新しい エディ タ を 作る 際 の 最大 の 問題 と 
な っ て いる の は S-0S に コン トロ ー ル キー が 
AM の KO こと で し よう 9。 し が か も 。 す る 人 K 
の マシ ン に コン トロ ー ル キー や ファ ンク シ 
ョ ン キ ー が ある わけ で は あり ませ ん 。 それ 
で も すべ て の マシ ン で な ん ら か の エディ タ 
は 走っ て いま すず 。 エモ エ デ イ タ に は ヨシ ンド トー 
ルキ ー が 必須 と いう 固定 観念 を な くす こと 
が 重要 で し ょ う 。UNIX な ど で は , 端末 を 選 
ば な い ソ フト ウェ ア の 書き 方 が あぁ る 程度 確 
だ て いま す 。 

E-MATE の よう に コン トロ ー ル モー ド を 
設定 し て し まう か , この WINER の よう に コ 


特別 付録 PC-880I 版 S-0S “SWORD" 
園 86 年 7 月 号 

第 25 部 FM 音源 ミ ヘミ ュー ジック シス テム 
付録 FM 音源 ボー ド の 製作 

連載 計算 力 ア ッ プ の magiFORTH 
特別 付録 SMC-777 版 S-0S"SWORD" 
画 86 年 8 月 号 

第 26 部 対局 五目 並べ 

第 27 部 MZ-2500 版 S -0S"SWORD" 
画 86 年 9 月 号 

第 28 部 FuzzyBASIC 発 表 

連載 明日 に 向かっ て magiFORTH 
圏 86 年 10 月 号 

第 29 部 ちょ っ と 便利 な 拡張 プ ブログ ラム 
第 30 部 ディ スク モニ タ DREAM 

第 3| 部 FuzzyBASIC 料 理 法 く <|> 

圏 86 年 中 月 号 

第 32 部 パズル ゲー ム HOTTAN 

第 33 部 MAZE in MAZE 

連載 FuzzyBASIC 料 理 法 <2> 

圏 86 年 |2 月 号 

第 34 部 CASL & COMET 

連載 FuzzyBASIC 料 理 法 く 3> 

園 87 年 | 月 号 

第 35 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MAOINTO-C 
連載 FuzzyBASIC 料 理 法 く 4> 

園 87 年 2 月 号 

第 36 部 アド ベン チャ ー ゲ ー ム MARMALADE 
第 37 部 テキ ア べ 作成 ツー ル CONTEX 
画 87 年 3 月 号 

第 38 部 魔法 使い は アニ メ が お 好き 

第 39 部 アニ メー ショ ン ツ ー ル MAGE 
付録 "SWORD" 再 掲載 と MAGIC の 標準 化 
圏 87 年 4 月 号 

第 40 部 INVADER GAME 

第 41 部 TANGERINE 

園 87 年 5 月 号 

第 42 部 S-0S "SWORD"' 変身 セッ ト 
第 43 部 MZ-700 用 "SWORD" を QD 対 応 に 
較 87 年 6 月 号 

イシ ンタ ラブ ト コン パイ ラ 物 語 

第 44 部 FuzzyBASIC コ ン パ イラ 

第 45 部 エディ タ ア セン プラ ZEDA-3 
園 87 年 7 月 号 

第 46 部 STORY MASTER 


ディ タ WINER 


ント ロー ルコ ー ド を エス ケー プシ ー ケ ンス 
に し て し まう か 。 WU の よう に コマ ンド モー 
NINE 
し 。 いろ いろ と 方 法 は ある と 思い ます 。 
2 だ な この が クリ アル し だ みえ 6 名 機 
種 に コン トロ ー ル キー 対応 の モー ド も つけ 
る と いっ た か た ちの も の が 望ま し いで し ょ 
9.5 

WINER の 作者 で ある 近藤 さん は さら に WIN 
ER の パワ ー ア ッ プ を 計画 し て いる よう で す 。 
I 
た , 残念 な が ら 今 月 は 各 機 種 用 の ライ ンプ 
リン トル ー チ ン を 載せ る スペ ー ス が 確保 で 
きま せん で し た 。 と りあ え ず , 共通 ルー チン 
で 使用 し て みて くだ さい (も ちろ ん , 共通 
ルー チン を 参考 に し て 各 機 種 用 の ルー チン 
を 自作 され て も 結構 で す が )。 


画 87 年 8 月 号 

第 47 部 パズル ゲー ム 著 石 拾い 

第 48 部 漢字 出力 パッ ケー ジ JACKWRITE 

特別 付録 FM-7/77 版 Sc-0S"SWORD" 

圏 87 年 9 月 号 

第 49 部 リロ ケー タブ ル 逆 アセ ンプ ブラ Inside-R 

特別 付録 PC-8001/880I 版 S-05" SWORD" 

圏 87 年 10 月 号 

第 50 部 tiny CORE WARS 

第 5 部 FuzzyBASIC コ ン パ イラ の 拡張 

第 52 部 XIturbo 版 S-0S"SWORD" 

圏 87 年 中 月 号 

序論 。 神話 の な か の マイ クロ コン ピュ ー タ 

付録 _S-0S の 仲間 た ち 

第 53 部 も う ひ と つの FuzzyBASIC 入 門 

第 54 部 ファ イル アロ ケー タ & ロ ー ダ 

イン タラ プ ト  S-0S こ ちら 集中 治療 室 

第 55 部 BACK GAMMON 

圏 87 年 |2 月 号 

第 56 部 ター トル グラ フィ ッ ク パ ッ ケ ー ジ TURTLE 

第 57 部 XIturbo 版 "SWORD" ア フタ ー ケ ア 
ライ ンプ リン トル ー チ ン 

特別 付録 PASOPIA7 版 S-0S" SWORD" 

一 88 年 | 月 号 

第 58 部 Fuzzy BASIC コン パイ ラ ・ 奥 村 版 

付録 石上 版 コ ン パ イラ 拡張 部 の 修正 

圏 88 年 2 月 号 

第 59 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 

園 88 年 3 月 号 

第 60 部 構造 型 コ ン パ イラ 言語 SLANG 

園 88 年 4 月 号 

第 6| 部 デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 

第 62 部 シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 

園 88 年 5 月 号 

第 63 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES II 

第 64 部 地底 最大 の 作戦 

圏 88 年 6 月 号 

第 65 部 構造 化 言語 SLANG 入 門 (」) 


第 66 部 Lisp- 85 用 NAMPA シ ミュ レー ショ ン 
脅 88 年 7 月 号 


第 67 部 マル チ ウ ィ ン ド ウド ライ バ MW-| 

連載 構造 化 言語 SLANG 入 門 (2) 

* ま 以上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム で あ 
る S-OS "MACE" また は S-0S"SWORD'" が な いと 
動作 し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 
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主機 種 共 通 S-05 “SWORD" 要 


マル チ ウ ィ ン ド ウェ ティ イタ W | NF 


近藤 環 Kondou Tamaki 
マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ 


この エディ イタ で は X68000 の WINDEX の 
よう な マル チ ウ ィ ン ド ウ 環 境 を 実現 し ます 。 
ーー ジン ペー アツ ピン グチ ウイ ツン ド みあ 
ポー ト し て いま す が , 7 月 号 で 発表 きれ た 
マル チ ナチ ウィ ンド ウパ ッ ケ ー ジ MVW-1 と は 特 
関係 あかり ませ ん 。MW-1 の ウィ ンド ウ は 
階層 構造 に な っ て いま す の で , ウィ ンド ウ 
間 の 自由 な 移動 が 必要 な ウィ ンド ウエ ディ 」 
タ な ど は 作り づら か っ た の で す が , この W 
INER が あれ ば 間 題 は な いで し ょ う 。 
WINER で 使わ れ て いる ウィ ンド ウシ ス 

汎用 の も の で は あり ませ ん 。 ゲー ム 
や ユー テイ リティ で は むし ろ MW-1 の よう 
な シス テム の ほう が 向い て いる で し ょ う 。 
この シス テム て は ウリ ウイン ドウ は ウォ ンド ッ ウッ 
の 移動 な どの 際 に 下 か ら 書 き 直 0 
これ に より , 画面 情報 の 退避 エリ ア や 仮 相 
画面 と いっ だ メモリ No も の 
を 使わ ず に マル チ ウ ィ ン ド ウ を 実現 し て い 
ます 。 

また , 操作 法 に つい て は , S-OS の 標準 
的 が スク リー ン エ ディ タ で ある E-MATE に 
ほ ば 準じ て いま すし , 機能 的 に も マク ロ 機 
能 を 取り 入れ る な ど 意 欲 的 な 拡張 が 見 られ 
まま も 


入力 万 法 


す 丈 ワー ク を 4K バ イト 使用 し ます の で 
MZ-80K な ど で は 特殊 ワー ク の 拡大 が 必要 
で す (すでに ZEDA 3 な ど で 特 殊 ワ ー ク を 


KUINER D> uer 38 (CC) 1988 Toma, 
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la WNR pepelb.ioH | /P:5560-FBFf:7 負 


se CHL XRRINIT.¢ 
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拡大 し て い る 揚 合 
リス ト 1 は 全 機 種 共 


こ は 不要 )。 
通 で す の で , と の 』 


ま 各 機種 の て NO ・ 


NC 
CS St の 


ム 。 CRC チ チェック バイ 下 な ど を 確認 し た も と) 


盾 3000 
で て WINER を 起動 し て くだ さる 
使用 方 法 
基本 的 な キー 操作 は E-MATE に 準じ て 
いま す 。 コ ント ロー ルキ ー は ブレ イク 二 各 


キー に 割り 当て られ て いま す 。S-OS の ブ 
レイ クコ ー ド は 1 Bi で すか ら , ESC キ ー を 
その まま 通し て いる 機種 で は, コ ユ コントロー 
ノレ キー が エス ケー プシ ー ケ ンス に 置き 換え 
られ て いる わけ で す 。 以下 , CTRL+ー と 
いう 表現 は プレ イク キー また だ た は ESC キ ー 

統 い て な に か の キー を 押す こと を 表し て い 
ます 。 コ ント ロー ルキ ー の つい て いる 機種 
で は 直接 コン トロ ー ル キー で 操作 で きる よ 
うに “SWORD" 内 の キャ ラク タテ ー ブ ル 
を 変更 し て お く の も よい で し ょ う 。 具体 的 
な コン トロ ー ル コー ド は 表 1 に まとめ て あ 
が する 

E-MATE と 違い , 1 文字 で コン トロ ー ル 
モー ド か ら 抜 け て し まい ます が , CTRL+ 
スペ ー ス で て E-MATE の コン トロ ー ル モー ド 
図 †1 メモ リマ ッ プ 


メイ ン メ モリ 
3000H 
WINER 本 体 
4000H 
| 行 表示 ルー チン 
4E00H 
2 ムッ ンカ ン 
4F00H 
エディ ッ ト 用 | 行 パ ッ フ ァ 
5000g : 
キス ト エ リア 
A 
B 各 テ キス ト エ リア は 
C 自由 に 設定 可能 
D 
MEMAX 


の ウ 
起動 時 に 
OE 
パン ドウ (コミ マ ンド ウイ ンド の 9 て は 
WINER 特有 の コマ ンド を 実行 する こと が 
で きま す 。 こ れ ら 6 は 表 2 に まとめ て お きま 
す 。 
@ な に も 考え ず に 使う 
WINER を 当たり 前 の スク リー ン エ ディ 
人 NR 
くだ さい 。 ウィ ンド ツウ を 使用 し な い の で あ 
の 初 か ら ワ ー ク エリ 
た に 衣 さ た で な くま と よい で し まう 
1) M/B: adr 
adr は 各 機 種 の MEMAX の アド レス 。 
起動 後 、M コ マン ド で テキ スト エリ ア A 
の 割り 当て メモ リ を 斉 Eat 
テキ スト で な けれ ば , この 操作 は 不要 
2 員 
デイ レク トリ を 表示 さき させ, テキ スト を 読 
み 込 む (新しい テキ スト で は 不要 )。 
3) 0E 
ウィ ンド ウ 0 の エディ ッ ト を 開始 する 。 
まだ ERE ま | 
ウィ ンド ツウ 0 を 画面 いじっ ぱい に 拡大 し . 
エディ ッ ト 開 始 す る 。 


特殊 ワー ク 


カッ ト & ベ ペー スト 用 バッ ファ 
デリ ー ト バッ ファ 


0000H 


0700H 
0A00H 


コピ ビー 用 バッ ファ 
ウィ ンド ウデ ー タ & 

ファ イル ネー ム パ ッ プ ファ 
サー チ & チ モジ シンジ 

コマ ンド 用 バッ ファ 


0B00n 


0Cc00pg 


コマ ンド デキ ギ キス 下 パッ ファ 
1000H 


* 特殊 ワー ク に 余裕 が あれ ば 
カッ ト & ベ ペー スト 用 バッ ファ と 
デリ ー ト バッ ファ を 分 割 で きる 


@ マルチ ウィ ンド ウ て 使う 
複数 の ウィ ンド ウ で 同一 の テキ スト , 複 
数 の テキ スト を 扱う こと が で きま す 。 同一 
の テキ スト を 複数 の ウィ ンド ツウ て 扱う 場合 , 
画面 上 の テキ スト 書き 換え は アク ティ ブツ ウィ 
ンド ウツ が 変わ っ た と き , ウィ ンド ツウ の 位置 や 


大 きき る を 切り 換え だ た と き な ど に 更新 され ます 。 


キ ず 。 コマ ンド ッッ ネン ドウ か がら アグ ティ 
ブウ ッ ウィン ドウ を 指定 し よ ましょ う 。 標 準 状態 
て は 0 番 の ウィ ンド ツウ が アク ティ ブフ に だ っ 
表 1 コント ロール キー 一 覧 


て いま す の C。 ソイ ジ ト 0 を アタ クタ ゼス 
だ けれ ば そのまま, それ 以外 の ウィ ンド ツウ 


を アク セス し た けれ ば , 該当 する ウィ ンド 


番号 (0 テ 7) や 人 用 し て くだ さい 。 と 
れ に よっ て 任意 の ウィ ンド ウツ を 呼び 出す こ 
と が で きま す 。 エ ディ ッ ト を 開始 する と き 
は E コ マン ド を 打ち 込み ます 。 まとめ て , 
1E 。 
の よう に 入力 し て も か まい ませ ん 。 
エディ ッ ト 状 態 か ら ア クティ ブウ ィ ン ド 


ウ を 切り 換え る に は , CTRL+ ! を 使用 し 
ます 。 画面 の 指示 に 従っ て 切り 換え る ウイ 
ンド ツ 写 を 入力 し て くだ らい 。 

この WINER で は MW-1 の よう な 画面 情 
報 の 保護 / 復 帰し いう も の は 行わ ず , ウィ 
ンド ウ を 下 か ら 順 に 書き 直す こと て 画面 を 
保っ て いま す 。 を そのため, 表示 速度 の 遅い 
機種 ご は 少し イラ つく こと も ある か も し れ 
ませ ん 。 を そこ で , 下 画 面 の 不要 な と き は 画 
面 の 書き 換え を 行わ な か が いと いう モー ド を つ 


トロ ー ル キー の 実生 方 法 「 ーー ーー _ ーー 
次 に 任意 の コン トロ ー ル キー ー を 押す < と で 天 行 され る 。 裕行 し た ら 表 常 の 入 カモ ー に クタ 


i ur 
0 ーー 


2 デリ ー 上 ト 剛 人 た 文字 は デ J — ト バッ フ に 人 _ 
ソル 上 の 文字 を 削 l 除 する 、 ] 


ET し ーーー ーー 
“ も 


ーー ER 
ーー ーー ーー 


"8 コマ シャ 
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け で あり さす 。 こ れれ は ヨコ ヨ マ ン トド ウィ インド ツウ 
の 上 か ら P コ マン ド を 実行 する た び , モー 

ド が 切り 換 わ っ て いき ます (標準 状態 で は 
_ 書 き 換え は 行わ な い )。 

@ フ ァイル を ロー ド / セ ー プ する 

ファ イル の ロー ド / セ ー ブ は コマ ンド ウ 
ポジ ンジ ドア 上 か 5 行い ます 。 これら の ヨコ マン 
ド は 現在 選択 され て いる ウィ ンド ウ に 対し 
て 有効 に な り ま すか ら , 上 コマ ンド で 読み 
込ん で くだ さい 。 フ ァイル 名 が 省略 され た 
り , 不適 当 な 場合 は ディ レク トリ が 表示 さ 
れ ま す の で , カー ソル を ロー ド し だ た だ い フ ァ 
イル の と ころ まで 運ん で リタ ー ン キー を 押 
に CR 

WINER は マル チ テ キス ト で す の で , テ 
キス ト 編 集中 に ちょ っ と ほか の テキ スト を 
参照 し た いと いっ た 程度 の こと な ら ば いち 
いち ファ イル を ロー ド / セ モ セーブ する こと も 
あり ませ ん 。 

各 ウ ィ ン ド ウ か ら は CTRL+CTRL で コ ュ 
マン ドウ ィ ン ド ウ に ジャ ンプ で きま すか ら , 
エディ イッ ト が 終了 し た 時 点 で コマ ンド ウィ 
ンド ウ に 移り S コ ユマ ンド を 使っ て モー ブ し 
表 ら 各 コ マン ド の 説明 


みつ ける た び 文 列 の 最 で カー ソル が 点滅 す ーー 
か っ トト ラペ マース キー 


て くだ きい 。 し コマ ンド で 読み 込ん だ も の 
に つい て は ファ イル 名 を 覚え て いま す の で 
いち いち 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
@ テ キス ト を コピ ー す る 
ュ ピ ビー 機能 関係 は CTRL+0 一 9 の 数 字 
キー に 割り 振ら れ て いま す 。 も っ と も 基本 
的 な 使用 方 法 は , 
1) コピ ー し た い 文 字 列 の 先頭 に カー ソル 
を あわ せる 。 
2) CTRL+ キ スペ ー ス で コン トロ ー ル モー 
ド を ロッ ク す る 。 
3) 数 字 の 7 の キー を 押し て バッ ファ に 廊 
字 列 を 送る 。 
4) 転送 し た い 場 所 に カー ソル を あわ せ , 
数 字 の 1 の キー を 押す 。 
5) 4 の キー で バッ ファ の 内 容 を クリ ア し 
Ca 
と いう 手順 に な り ま す 。 
この 例 で は バッ ファ 1 し か 使っ て いま せ 
ん が , テキ スト の コピ ー バ ッ フ ァ に は 3 種 
類 が あり ます 。 テ ン キ ー の ある 機種 で は 縦 
一 列 に バッ ファ 1 , 2 , 3 が 並ん で いま す の 
で ね か すり や すい で も しま 


たと A gbo_e006: 3000 |2PFFI em 示さ きれ h た ら ゃ キス トモエ 
リョ ァ 7 A は 5000m か ら 8000m ま で の 30004 パ イト あり , 


金 MeFFFu パ イト _ 


、 テキ スト エリ ア の 牛 ア ドレ ス を 押し 人 を する 


ーー た と えば 0/A: な ら 。 ウィ ンド ウ 0 に は テキ スト エリ ア A が 抽 り 当て 


] ーー られ て いる 


。 テキ スト エリ ア 内 の 交換 = ー 
ウィ ンド ウ を プラ イオ リティ に 合わ せ て 表示 する か どう か の 切り 換え 
_ タプ デー タ を 表示 する か どう か の 切り 換え 


。 & 現在 の テキ スト エリ ア の テキ スト を 消去 する 
ee 
0 


140 onix 1988.8. 


より 高度 な 使い 方 


以上 が WINER の 基本 的 な 使い 方 で す が , 
設定 を 変え た り , 専用 ルー チン を 組み 込む 
こと で さら に 自分 に あっ た 使い 方 が で きる 
よう に な り ま す 。 

@ スクロール を 高速 に し た い 

WINER に は 専用 の ライ ンプ リン トル ー 
チン を 組み 込む こと が で きま す (E-MATE 
の も の は 使え ませ ん ) 今月 は 残念 な が ら 6 各 
機種 用 ライ ンプ リン トル ー チ ン を 掲載 する 
こと は で きま せん で し た 。 来 月 に ご 期待 
だ さい 。 

@ 複数 の テキ スト を 同 時 に 扱い た い 

WINER は マル チ テ キス ト に 対応 し て い 
ます 。 扱え る テキ スト は 4 種類 で AD の 
名 前 で 識別 きれ ます 。 テ キス ト の 割り 当て 
を 行っ て み ま し ょ う 。 0 一 3 の ウィ イン ドウ 
に A~D の テキ スト を 割り 当て る 場合 

0/A 

1/B 

2/C 

3/D 
の よう に コマ ンド ウィ ンド ツウ か ら 打 ち 込 め 
ば よい の で す 。 テキ スト の 割り 当て を 行わ 
な けれ ば , どの ウィ ンド ウ も A の テキ スト 
を エディ オッ ト す る こと に な り ま す 。 
@ も っ と 大 き な テ キス ト を 扱い た い 

標準 の 状態 で は マル チ テ キス トモ ー ド で 

す の で , 

A 5000g~9FFFg 

B A000g~CFFFg 

C D000g~E4FFs 

D ーーMEMAX 
と いう テキ スト エリ ア の 割り 当て が 行わ れ 
て いま す 。 も っ と 大 き な テ キス ト を 扱い た 
いと き に は , これ を 変更 し て シン グル テキ 
スト に すれ ば よい の で す 。 具体 的 に テキ ス 
ト A を 大 きく する た め に は , コマ ンド ウイ 
ンド ウ か ら , 

M/B : C000 

M/C : 
の よう に し て テキ スト B 以 降 の 先頭 アド レ 
ス を 変え ます 。 

テキ スト エリ ア を 最大 に し て も E-MAT 
E よ ょ より 若干 フリ ー エ リア は 狭く な り ま す が , 
これ は に た し か が か た な に て TL し EE 
@ 面倒 な キー 操作 を まとめ て 行い た い 

テキ スト D は 特殊 な 用 途 に 使 を ます 。 す 
な わ ち 。 この 領域 に 書い た テキ スト は マク 
ロ テ キ スト と みな され, コン トロ ー ル キー 
て で バッチ ファ イル の よう に 自動 実行 する こ 
と が で きる の で す 。 具体 的 な 書式 を 示し て 


お きま し ょ う 。 表 コ 各種 ワー ク の 説明 


D の テキ スト に 次 の よう に 書き 込ん で み 
メイ ン メ モリ 側 


すす っ 300En (4E00』) タブ デー タバ パッ ファ アド レス 
MCR1 3010』 (4F00』) | 行 バ ッ フ ァ ア ドレ ス 
0/A@M 3012』 (5000n) テキ スト A 開始 アド レス 
3014H テキ スト B 開始 アド レス 
L TEST1@M 3016u テキ スト C 開 始 ア ドレ ス 
1/B @M 3018 テキ スト D 開 始 アド レス 
L TEST2@M 301Aa テキ スト MAX(MEMAX ) 
P@M テキ スト エリ ア の 設定 は M コ マン ド で も で きる 
特殊 ワー ク 側 
E@M 301Cm (0000n) カッ ト & ペ ー ス ト 用 バッ ファ アド レス (0000』 に 固定 する ) 
@" @ $888888888888 @ M 30IEnm (0700m) コピ ー 用 バッ ファ ドレ ス ( 同 時 に C&P バッ ファ の 上 限 に な る ) 
@ 4 222222222222@ M 3020』 (0A00a) ウィ ンド ウデ ー タ 用 ワー クア ドレ ス 
a 3022』 (0B00m) サー チ 用 文字 列 パ バッファ ア ドレ ス 
' 3024m (0B80m) チェ ンジ 用 文字 列 パ ッ フ ァ ア ドレ ス 
@”@$22222222222@ M 3026』 .(0C00』) コマ ンド テキ スト 用 パッ ファ アド レス 
END 3028』 (07a) コマ ンド テキ スト 用 ライ ンマ スク 
1 行 目 は マク ロ 番 号 1 番 の 命 『 令 を 記述 し ネ ライ ン No. 。 で | 行 は 128 バ イト な の で 使え る の は 
て いる こと を 示し ます 。END ま で の 記述 0 
は キー 操作 を 表し , コン トロ ー ル ユー ド は OF ョ 一 !5 行 大 き さ は 0800』 
@ を 頭 に つけ て 表現 し ます 。 操作 内 容 に つ IFa 一 31 行 i 
3Fa 一 63 行 H 
いて ゆ は コ ント ロー ルコ ヨー ト 家 が ら 肖 読 し て 7F ョ ー|27 行 大 き さ は 4000』 
くだ さい 。 FFH 一 255 行 大 き さ は 8000』 
を て ここ て コマ ンド ウィ シド ウツ ウ がら C 3029n (0000n) デリ ー ト バッ ファ 用 アド レス ] 
TRL+ : (コロ ン ) を 実行 し て みる と 。 ウィ * 初期 値 は 0000』 で C&P バ パッ ファ と 同じ だ が コマ ンド テキ スト バッ ファ の 
6 5 a 後ろ に すれ ば 重 な ら な いで 使え る 
ンド ワ ソ 0 に TEST1, ウィ ンド ウ 1 に TESTT 302Bn (03n) i 用 サイ ズ マ スク = 
2 と いう ファ イル を 読み 込ん で , 上 下 半 分 アド レス の 上 位 8 ビッ ト に か か る マス ク な の で 使え る の は rT 
ずつ の ウィ ンド ツウ を 開き エディ ッ ト 状 態 に 2 
0 HH 
入り ます 。 07n 一 大 き さ は 0800』 
この よう な マク ロロ 機能 は 0 一 9 番 ま で の 0Fm 一 大 き さ は |I000H 
10 種 類 が 登録 可能 で , 定型 的 な テキ スト 編 IFm 一 大 き さ は 2000』 ーー 
- 4 3Fa 一 大 き さ は 4000』 
UN は 威力 を 発揮 し ます 。 7Fi 一 大 き さ は 8000m = 
i た と えば Xlturbo な ら 特 殊 ワ ー ク の 設定 を 頭 か ら FP 
〇 近藤 さん は 大 阪 府 に お 住ま い の 24 歳 。 鷹 の 講師 0000n, 8000n, 8300n, 8400m, 8480u, 8500n, 3Fi。A500m. OFn と する と , 
を され て いる そう です 。 パ ソコ ン 歴 は 約 4 年 の カッ ト & ペ ー ス トバ パ バッ ファ が 32K パイ ト , コマ ンド テキ スト が 8K バ イト (63 行 ), 
Xlturbo ユ ー ザ ー, 今度 は カル ク や デー タ ベ ー デリ ー ト パッ ファ が 4K パ イト と な る 


ス に も 挑戦 し た いと か 。 


3008 32 99 00 00 FE EC 99 4E : 6A SUM: 9E 3A 8D 95 96 67 96 5B B521 31F0 99 CD 19 34 96 94 11 6F : 9B 
3010 00 4F 69 50 99 A 99 D9 : OF 31F8 39@ 78 3D D5 C5 CD CC 34 : 4C 
3918 99 E5 99 EC 99 09 99 97 : D8 3100 39 38 38 29 54 61 6D 61 : 4C =-=--ー-----ー ニ ーーーー-ー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーー 
3020 99 9A 99 OB 80 OB 99 QC : AC 3198 2E 99 20 20 20 20 32 99 : EQ SUM: 8A 09 BQ 4E B7 C3 36 B7 FEFF4 
3028 07 99 00 93 18 OD 99 59 : 7F 3110 5B 29 20 20 20 29 5D 5B : B3 
3939 17 99 18 97 2E 96 93 92 : 6F 3118 29 20 20 29 20 20 29 5D : 3D 3299 C1 D1 38 94 7E 36 99 12 : 94 
3938 36 11 08 93 36 11 QD 904 AA 3129 00 20 2F 20 49 6E 73 65 FE 3208 1B 10 EE C9 2A 20 3 AF の 9B 
3949 36 11 12 95 36 11 91 92 : A8 3128 72 74 29 6D 6F 64 65 29 : CB 3210 47 CD 9A 1F 23 10 FA AF : A9 
3048 2A 9C 2D 92 22 OC 91 19 A4 313 の 20 20 2F 20 99 29 2F 20 FE 3218 32 31 39 21 00 00 CD 9A 1B 
3959 2A 96 2D 10 22 96 18 97 : B4 3138 4F 76 65 72 74 79 70 65 : 5E 3229 1F 2A 1E 39 CD 9A 1F 24 : 41 
3058 2E 96 96 93 9 99 99 099 3D 3140 20 6D 6F 64 65 29 2F 29 34 3228 CD 9A 1F 24 CD 9A 1F 21 51 
3969 50 99 99 00 59 99 59 99 : FO 3148 99 4E 6F 72 6D 61 6C 99 : 69 3230 99 99 22 78 39 CD CC 34 : 97 
3068 50 99 AG 00 OD 99 99 4D : 4A 3159 43 74 72 6C 29 99 3C 29 : 11 3238 22 67 39 ED 53 69 39 CD : 5F 
3070 00 99 00 91 99 99 99 99 : 91 3158 57 69 6E 64 2E 9 の 48 69 : 71 3240 EC 34 DQ 2A 1A 30 22 18 : 9E 
3978 99 00 FF FF CA E5 99 91 : AE 3169 74 20 3C 43 52 3E 20 6F : 32 3248 39 22 16 39 22 14 39 C9 : C7 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 3168 6E 29 46 69 6C 65 20 6F : 9D 3250 ED 73 9C 39 AF 67 6F 32 : 53 
SUM: AB 69 62 3B A7 F5 3D 3E 95ED 3179 72 20 42 72 65 61 6B 1E 95 3258 5B 39 32 5A 30 22 79 30 99 
3178 OD 99 57 68 69 63 68 29 20 3260 22 73 39 22 7F 3 2A 26 E6 
3080 OD 90 91 02 93 94 05 96 2422 。 。 こ ー ヘ トー ニー ニーー ニ ーー ニーーー ニ ーーー ボーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー 3268 3 11 80 009 3A 28 3 47 9A 
3988 97 98 99 OA OB OC 9D OE : 54 SUM: DE 9A 54 CB 8C 14 C5 E8 7CB9 3279 04 AF CD 9A 1F 19 19 FA : 5C 
3090 OF 19 11 12 13 14 15 16 94 3278 CD FC 33 CD 44 33 CD 52 5F 
3998 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E : D4 3180 77 69 BE 64 6F 77 20 64 : 1C  。 。 = ニー ニニ ニー---ーー ニ ーー ニー ニー ニーーーーーーー ニ ーーー---- 
30A0 1F 20 21 22 23 24 25 26 14 3188 6F 20 79 6F 75 29 6A 75 EB SUM: EA 32 53 33 1F 41 99 4C 2E5D 
3 の 9A8 27 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 54 3199 6D 7 の 9 29 3F 29 2 20 9090 9C 
30B0 2F 39 31 32 33 34 35 36 : 94 3198 4E 6F 20 75 73 69 6E 67 : 93 3289 33 C3 39 41 AF 32 75 30 : F6 
39B8 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E : D4 31A0 99 4E 6F 77 29 6C 6F 61 : 99 3288 3A 31 30 FE 98 38 91 AF : 89 
30C0 3F 20 3A 3B 2C 3D 2B 2D 95 31A8 64 69 6E 67 20 99 20 44 26 3299 32 31 30 87 87 21 36 30 28 
39C8 2A 2F 3C 3E 28 29 5B 5D DC 31B の 6F 20 79 6F 75 29 73 61 EQ 3298 85 6F 11 32 30 91 94 90 6C 
3 の DO 7B 7D A2 A3 22 27 2 29 C6 31B8 76 65 20 3F 20 00 4E 6F 17 32A の 9 ED BQ 3A 31 39 6F 87 85 B3 
30D8 20 01 00 FF FF FF FF FF 1C 31C の 77 20 73 61 76 69 6E 67 1F 32A8 2A 20 30 85 6F 30 91 24 C3 
30EO FF FF FF 3C 3C 20 57 29 0C 31C8 20 20 99 4D 65 6D 6F 72 4 の 32BO EB 21 5C 30 91 93 99 CD 69 
3 の E8 49 20 4E 20 45 29 52 29 AE 31D の 9 79 20 4F 76 65 72 20 20 75 32B8 91 1F 3A 5C 39 CD CC 34 43 
3 の FO 3E 3E 20 76 65 72 20 31 3A 31D8 29 20 20 29 20 20 2 90 EQ 32C の 9 30 96 CD C4 1F C3 81 32 SC 
30F8 2E 39 20 28 43 29 20 31 : 63 31EO 29 50 72 77 20 6F 6E 99 : 56 32C8 22 67 30 ED 53 69 39@ 2A : BC 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 7 オガ 7 


esses emt oe soe fe oo oe ee om i ot oo a twit iat i st a rea ee sam oon oe ee ee re 


ss ete se ee ーー 


eo oo on on 


3898 26 2A B7 20 92 26 20 7C : EB 3B89 1F AF 91 3E 91 91 SE 92 : 4F 


y 1599 年 、 長 環 我 部 元 親 様 は 無事 全国 を 統一 8 ミ され まし た 。 お めで に と 5 ざき いま す 。 うる 2 う 
7 タグ ohix 1988.8. る 。 ついに 念願 の レベ ル 5 統一 に 成功 し まし た 。 そ の と き は 感動 の あま り し ば らく の 間 , 身 


動き で きま せん で し た 。 以 前 は 「 レ ベル 5 を 統一 する なんて, 人間 じゃ ネエ ェ 」 と 言っ て いた だ 
僕 で す が , 僕 は ぼう や ら 人 間 じ ゃ な く な っ て し まっ た だ よう で す 。 田 日 表 也 (15) 東京 都 


1F : 47 SUM: 41 83 CB F9 E4 C7 73 BA E98D 4170 18 CA DC 99 36 C3 0 


: 55 3E89 44 4D 2A 65 39 B7 ED 42 : 36 i 
26 3E88 44 4D E1 93 ED BQ 1B AF : DC - SUM: F7 97 A9 62 38 14 9F E4 A4D9 _ 
: FD 3E90 12 ED 53 65 30 C3 AA 33 : 87 _ OS ここ 
> 2A 3E98 CD 4C 3C CD C4 39 36 9D : 62 4180 30 22 34 39 CD CF 32 2A : AE 
: D2 3EA9 CD 4D 35 DA 89 36 CD 26 : D2 4188 32 39 ED 4B 34 39 CD 99 : CB 
・ C6 3EA8 35 CD 4D 35 C3 AA 33 CD : Fl _ 4199 4C AF 32 79 30 32 7E 39 : AD _ 
: 4D 3EB9 4D 35 DA 89 36 2A 5F 36 : CB 4198 32 2E 30 CD 85 37 CD 7A : 99 
: D8 3EB8 54 5D CD 76 34 C8 1A B7 : C1 _ 41A9 42 CD 10 38 C3 37 42 D5 : 68 
: 15 3EC9 C8 1B EB 36 20 96 FE 1A : 42 41A8 57 1E 00 CB 3A CB 1B 2A : 8A 
5B 3EC8 FE OD 28 96 13 19 F8 36 : 8A _ 41B9 26 39 19 D1 C9 3D 3D C5 : 48 
: 2C 3ED9 OD C9 ED 5B 5F 39 B7 ED : 51 、 41B8 3C 4F 3A 28 30 A1 C1 C9 : 48 
3B 3C 3E 93 C : C1 3ED8 52 7D 32 7E 30 AF 32 2E : BE 41C9 3A 5B 39 CD A7 41 E5 F5 : 54 
3BF8 34 D8 E5 E5 AF ED Bl C1 : E4 3EEQ 39 CD EQ 39 C3 AA 33 CD : 83 _ 41C8 CD 94 1F B7 20 OC Fil F5 : 49 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3ER8 48 35 DA 89 36 99 00 9 : OD 41D9 CD B7 41 CD A7 41 AF CD : F6 
SUM: C8 EF E3 73 D9 25 97 4B 9684 3EF9 2A 5D 30 22 7A 39 2A 32 : DF 41D8 9A 1F Fl Ei C9 3A 5A 39 : 18 
0 00 3EF8 30 25 3A 34 39 D6 98 85 : 56 41EO 67 3A 5B 39 6F 94 39 96 : 65 
3C00 BI BD 42 44 4D El D8 CB ) F8 {0 NN SW 41E8 3A 28 30 94 85 3C 2A 32 : 43 _ 
3C08 TE B7 C8 3E 4D ED Bl CO : E6 SUM: 91 71 19 C3 23 DA A5 FA 498 41F9 の 39 84 67 22 2C 39 C9 3A : 9C _ 
、 3C10 TE FE 43 2 F6 23 QB 78 : 7B 41F8 5B 39 CD A7 41 ED 5B 19 : 98 
_3C18 Bl C8 TE FE 52 2 の EC 23 : 76 3F99 6F CD 1E 20 3E 2A C3 F4 : 99 ここ ニニ ニン こ ニー ニニ ュー ュー > 
3C20 OB 78 Bl C8 3A 49 3C BE : 79 3F98 1F CD 48 35 DA 89 36 CD : C6 SUM: 75 74 26 73 74 FD 92 CA 19B9 
_ 3C28 20 E1 3E OD BE 23 20 FC : 49 3F10 16 3F DA C4 1F C9 2A 7A : TF 0 0 0 
3C39 22 7C 39 3E 91 32 72 39 : E1 3F18 39 23 7C B5 37 C8 2B CD : 7B 4200 39 OE 7F CD 94 1F FE 29 : 5B 
3C38 AF 3A 74 39 32 89 39 C9 : 38 3F29 94 35 EB 2A 5D 36 23 CD : CB 4298 D8 12 13 23 OD 29 F4 C9 : OA 
_3C49 34 3A 73 39 EE 9@1 32 73 : A5 3E28 94 35 B7 ED 52 44 4D D8 : 98 _ 4210 CD CO 41 3A 7F 3 B7 20 : 8E 
3C48 30 C3 62 38 3A TE 39 4F : C4 3F30 37 C8 C5 D5 2A 1E 39 ED : FE 4218 97 CD 94 1F B7 28 13 C9 : 42 
3C59 3E FE B9 C8 91 4F 96 00 : A3 3F38 5B 1C 39 B7 ED 52 2B B7 : 7F ' 4220 ED 5B 19 30 QE 7F 1A CD : FC 
3C58 21 FE 00 19 7E FE 29 CO : 94 3F40 ED 42 El C1 C5 D5 CD 97 : CF 4228 9A 1F 13 23 FE 9D C8 OD : CF 
3C69 54 5D 2B ED B8 C9 3A 74 : F8 3F48 1F E1 C1 09 AF CD 9A 1F : FF 4239 20 F4 3E OD C3 9A 1F CD : A8 
3C68 30 EE 01 32 74 39 C3 79 : 31 3F50 2A 29 30 ED 5B 1C 30 B7 : CE 4238 A9 34 3A 35 30 47 2A 32 : 1F 
3C79 38 AF 32 TE 30 32 2E 39 : 57 3F58 ED 52 CO 21 00 99 22 78 : BA 4249 39 22 2C 39 3A 5A 39 F5 : 67 
3C78 CD 48 35 DA 89 36 ED 5B : 22 3F69 39 C9 CD 48 35 DA 89 36 : D3 4248 CD A7 41 CD 94 1F B7 28 : 14 
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3F68 CD 16 3F DA C4 1F 2A 7A : 83 4259 18 CD FD 41 3E OD 12 ED : 6D 
SUM: AC B4 7F A3 20 53 1E DQ 9CA5 3F70 39 CD 94 35 E5 2A 5D 39 : D2 4258 5B 1 3 CD 93 4C 21 2D : 95 
3F78 23 CD 04 35 EB 2A 65 30 : D3 4269 30 34 F1 CD B7 41 1 の DF : 99 
3C89 5F 30 1A B7 C8 CD 76 34 : 9F いこ ヘニー ニッ ーー ムー ムッ ーーー ーー ニー ニュ ニー ニー ニー 4268 C9 E1 2A 19 30 36 OD EB : 42 
3C88 ED 53 5F 39 2A 5D 30 23 : 49 SUM: E1 61 F9 D5 CC 2A 3E 46 314F 4279 21 2D 3 CD 03 4C 34 1 : DE 
_ 3C99 22 5D 30 ED 5B 61 30 ED : 75 4278 FA C9 2A 32 30 25 3A 34 : E2 
3C98 4B 35 30 96 00 B7 ED 52 : AC 3F89 AF ED 52 44 4D E1 29 903 : 83 ーー ヘー ニニ ーー シー ンタ シー ボツ ーッ ペ ペー ペー ツケ ーー ニー 
3CAQ B7 ED 42 D8 13 ED 53 61 : 72 3F88 77 18 94 EB 93 ED BQ CD : EB SUM: BQ 99 11 C5 FF BE 8C FO BD47 
3CA8 39 ED 5B 63 3 CD 76 34 : 82 3F90 EC 34 2A 7A 30 22 5D 39 : A3 ] 
3CB9 ED 53 63 39 C3 AA 33 CD : 49 3F98 CD 3B 34 C3 AA 33 CD 48 : Fi 4280 39 D6 97 85 6F CD 1E 29 : 9C 
3CB8 48 35 DA 89 36 2A 5D 39 : C4 3FA9 35 DA 89 36 2A 1C 30 CD : 98 4288 3A 5B 3 QE 99 CD B5 41 : 96 
3CC9 7C B5 C8 2B 22 5D 3 の ED : CO 3FA8 94 1F B7 C8 91 00 99 CD : 00 4299 CD A7 41 98 CD 94 1F B7 : F4 
3CC8 5B 5F 3 CD ED 3C ED 53 : 29 3FBQ 94 1F B7 28 94 23 93 18 : D4 4298 28 94 98 OC 18 EF 69 26 : D6 
3CDO 5F 39 ED 5B 61 39 B7 ED : 9C 3FB8 F6 CD 96 36 93 B7 ED 42 : E8 42A9 99 CD 39 36 11 9A 31 C3 : 4B 
3CD8 52 DO 1B ED 53 61 3 ED : FB 3FC9 DA C4 1F C5 2A 5D 30 CD : 96 42A8 ES5 1F ES5 F5 CD C4 39 Fl : 99 
3CEO 5B 63 30 CD ED 3C ED 53 : 24 3FC8 94 35 C1 TE B7 20 19 ED : 4C 42B0 77 23 36 OD 21 7E 39 34 : EQ 
3CE8 63 30 C3 AA 33 CD 89 34 : B4 3FDO 5B 1C 39 CD 91 1F CD EC : DD 42B8 E1 C9 1A B7 C8 CD AA 42 : FC 
3CFO E5 2A 67 39 B7 ED 52 38 : D4 3FD8 34 CD 3B 34 C3 AA 33 OB : 1B 42C9 13 18 F7 3A 5B 39 CD A7 : 5B 
3CF8 94 ED 5B 67 30 E1 C9 CD : 5A 3FEO E5 C5 59 59 44 4D 2A 65 : 73 42C8 41 CD 19 42 CD DD 41 ED : 38 
ーーーーーーーーーーーーー マ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3FE8 30 E5 E5 19 EB E1 B7 ED : 83 42D の 9 5B 19 39 CD 93 4C E5 C5 : 61 
SUM: 94 35 68 13 53 D1 A8 CE E171 3FFO 42 44 4D 93 E1 ED B8 Cl : 1D 42D8 21 E3 42 01 99 00 ED Bl : EE 
3FF8 El 18 D4 CD 48 35 DA 8 : 71 42E の C1 El C9 05 OD 18 1B 1E : CE 
3D00 48 35 DA 80 36 ED 5B 63 : B8 ~~ 42E8 1F 22 23 24 FE 05 28 1F : D2 
3D08 39 1A B7 C8 CD 76 34 ED : 2D SUM: D7 41 49 4E E9 AF CD 89 DC94 42FO FE OD 28 4E FE 18 28 51 : 10 
3D10 53 63 39 ED 4B 61 30 93 B2 42F8 FE 1B 28 34 FE 1E 28 OF : C8 
3D18 ED 43 61 39 2A 5D 39 B7 : 2F A40090 36 CD 2C 33 2A ZF 30 SE : 19 (Oo っ (ここ ペッ ンー ニー ニー ニニ ーー ニー ペ ンー ペペ ツー ポー ら ee > 
3D20 ED 42 30 08 ED 43 5D 39 : 24 4998 009 CD 1E 2 11 7A 31 CD : 94 SUM: 48 B7 A3 8B 56 E2 12 OF C994 
3D28 ED 53 5F 39 C3 AA 33 CD : 3C 4 の 1 の E5 1F CD A9 36 D6 39 DA : 99 
34D30 48 35 DA 80 36 2A 61 39 : C8 4918 1 38 FE 98 D2 19 38 21 : 89 4399 FE 1F 28 45 FE 22 CA 83 : F7 
3D38 7C B5 C8 2B 22 61 3 ED : C4 4929 FF FF 22 7A 3 32 31 39 : 5D 4398 43 CD 99 39 C3 78 41 3A : 98 
3D49 5B 63 39 CD ED 3C ED 53 : 24 4028 CD 84 32 CD EC 34 CD D8 : 15 4319 5B 39 47 CD B5 41 CD A7 : 99 
3D48 63 39 ED 4B 35 39 06 99 : 36 4939 33 C3 8A 33 CD 48 35 DA : D7 4318 41 98 CD 94 1F B7 C8 98 : 59 
3D59 99 ED 4B 5D 39 B7 ED 42 : B4 4 の 38 89 36 3A 75 3 B7 29 1 : 7C 4329 32 5B 39 98 3A 5A 39 B8 : 41 
3D58 C2 AA 33 9B ED 43 5D 39 : 67 4 の 949 3C 32 75 3 21 50 1A 22 : CO 4328 CO 98 32 5A 3 C3 37 42 : CO _ 
3D69 ED 5B 5F 39 CD ED 3C ED : BA 4948 34 39 CD CF 32 C3 97 33 : BF 4339 AF 32 TE 39 32 2R 30 3A : 59 
3D68 53 5F 30 C3 AA 33 CD 48 97 4959 AF 32 75 30 CD 2C 33 C3 : 75 4338 5B 39 CD A7 41 3E OD C3 : 4E 
3D79 35 DA 80 36 3A 2E 39 C6 : 23 4958 52 33 3A 79 3 B7 C4 48 : 22 4340 9A 1F AF 32 TE 39 32 2R : A8 
3D78 10 38 03 32 2E 39 3A 2E : 43 4969 35 DA 89 36 2A 32 39 25 : 76 4348 39 3A 5B 30 CD B7 41 32 : EC 
ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4 の 68 2D CD 1E 2 2A 32 39 CD : 91 4359 5B 3 の CD CQ 41 3A 5A 39 : 1D 
SUM: 64 6A 00 23 9E 7D CO 12 2739 4979 C9 40 38 98 22 32 39 CD : 9A 4358 CD A7 41 4F CD 94 1F B7 : 3B _ 
4078 CF 32 18 E8 3A 7 3 B7 : 92 4369 20 9A 79 CD B7 41 32 5A : F4 
3D89 3 47 3A 7E 30 B8 3 94 dB 4368 39 C3 37 42 3A 35 39 47 : 52 
3D88 78 32 7E 39 C3 AA 33 CD : C5 SUM: 15 4D 9C D8 5C FQ 84 BE 4A30 4379 3A 5B 30 95 28 97 CD B5 : 7B 
3D99 48 35 DA 8 36 3A 2E 39 : A5 4378 41 B9 C8 19 F9 32 5A 3 : 87 
3D98 D6 10 39 91 AF 32 2E 39 : 56 4080 28 OB CD 1A 33 CI 82 33 9 ~~ Eo 20200 
3DAO 47 3A 34 30 89 DA AA 33 1C 4988 3A 5B 39 32 5A 39 2A 32 : DD SUM: 96 FA B2 AD DD 7F B9 39 7472 
3DA8 47 3A TE 39 B8 38 95 65 29 4999 39 22 56 30 2A 34 39 22 88 
3DBO 78 32 TE 30 C3 AA 33 CD : C5 4998 58 30 C3 52 33 3A 70 39 : AA 4389 C3 37 42 3A 75 39 B7 28 : FA 
3DB8 48 35 DA 80 36 18 F5 CD : E7 49A の 0 B7 C4 48 35 DA 89 36 2A : B2 4388 QA AF 32 75 3 CD 52 33 : E2 
3DC9 48 35 DA 8 36 2A 61 3 : C8 49A8 32 39 ED 5B 34 39 19 CD : F4 4399 C3 78 41 3C 32 75 3 21 : BO 
3DC8 ED 5B 63 39 3A 35 39 47 : C1 49BO 1E 20 2A 34 3 CD C9 4 : A2 4398 59 1A 22 34 3 C3 84 41 : 78 
3DDO 1A B7 28 96 CD 76 34 23 99 49B8 38 C2 22 34 39 CD CF 32 4E 43A9 ED 7B 9C 3 3E QC C3 F4 : A5 
3DD8 19 F6 22 61 39 ED 53 63 : 5C 49C9 2A 32 39 ED 4B 34 39 18 : 49 43A8 1F 3A 6B 39 EE 91 32 6B : 89 
3DEO 39 22 5D 30 ED 53 5F 3 : AE 49C8 DE CD A9 36 CD FO 35 FE : 7A 43B9 39 CD 52 33 C3 78 41 1A : 18 
3DE8 C3 AA 33 CD 48 35 DA 89 : 44 49D の 9 5A 28 58 FE 58 28 55 FE : AB 43B8 CD FQ 35 D6 41 D8 FE 94 : E3 
3DFO 36 2A 61 3 ED 5B 63 3 : CC 49D8 43 28 4E FE 41 28 4F FE : 6D 43C9 DO 4F 98 79 CD CC 34 DA : 47 
3DF8 7C B5 C8 ED 4B 35 39 96 : 9C 4 の 9E9 53 28 E6 FE 44 28 49 FE : 12 43C8 96 44 98 32 5C 39 21 99 : C1 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4 の E8 51 28 4A FE 57 28 47 FE : 85 43D9 90 22 5D 39 CD 2C 33 CD : A8 
SUM: 18 81 9C 70 E3 7C 7A E6 9457 49F9 45 28 49 FE 1F 28 35 FE : 25 43D8 84 32 CD EC 34 CD 87 33 : 2A 
49F8 1D 28 33 FE 1C 28 31 FE : E9 43EO C3 78 41 1A 13 FE 2F 20 : F6 
3EQ0 9 B7 ED 42 39 09 21 90 40 だ (OO(() も  。 ニ ーー ニーー ニ ニー ニー ニー ト omoowm ニ シコ ラーー ニ ューーーー ニ ーー ニー ニン 43F8 32 1A 13 CD FQ 35 D6 41 68 
3E98 90 ED 5B 67 39 18 96 CD : CA SUM: D4 78 B9 DD DF BF 92 2A 1BE5 43F9 D8 FE 04 DQ 87 DD 21 12 : 41 
3R19 ED SC QD 20 FA 22 61 39 93 43F8 39 4F 96 9 DD 99 DD 4E 96 
3EI8 ED 53 63 39 E5 D5 ED 4B C5 4199 1E 28 33 FE 31 28 24 FE ¥2 | Oo ot lO 
3E29 35 39 96 99 99 ED 5B 5D : 19 4198 32 28 21 FE 33 28 1A FE : EC SUM: DO BQ 6D 96 C8 A9 93 D5 67D9 
3E28 39 B7 ED 52 DI El 38 93 13 4119 34 28 1B FE 35 28 B2 FE : 82 
3E30 C2 AA 33 QD 28 99 CD 76 : 29 4118 36 28 15 FE 37 28 16 FE : E4 4499 92 DD 46 03 13 CD B2 1F : D9 
3E38 34 28 94 23 OD 20 F7 22 : C9 4129 38 28 13 FE 39 28 9C 37 15 4408 E5 B7 ED 42 El 38 03 C2 : A9 
3E40 5D 39 ED 53 5F 39 C3 AA : C9 4128 C9 2C 3E 2D 24 3E 2D 3E : 2D 4419 C4 1F DD 75 99 DD 74 9@1 : 87 
3E48 33 CD 98 3B F5 2A 78 39 : 9A 4139 2C B7 C9 2C 3E 2D 25 B7 1F 4418 CD 1 34 91 99 93 C5 CD : A7 
3E50 23 3E QD CD 1D 3B 23 3E : F4 4138 C9 CD 78 41 ED 7B 9C 39 : F3 4429 26 44 C1 QC 19 F8 3A 5C : D5 
3E58 QE CD 1D 3B 23 F1 28 99 : 78 4149 CD 7A 42 CD 3B 35 CD F7 : 8A 4428 39 91 3E 29 2 92 3E 2A : A9 
3E69 94 1A CD 1D 3B 1B 23 19 : 91 4148 41 CD DD 41 CD A9 38 CD : 47 4439 CD AA 42 3E 2F CD AA 42 : DF 
3E68 F8 AF CD 1D 3B 22 78 39 : 96 4159 D1 35 CD 19 42 3A 80 39 : の F 4438 79 98 79 C6 41 CD AA 42 : BA 
3E70 ED 5B 5F 39 D5 CD 76 34 : 23 4158 FE 9D 20 OC CD 49 43 ED : 7D 4449 3E 3A CD AA 42 79 CD CC : 43 
3E78 62 6B D1 7E B7 28 19 E5 : FQ 4169 5B 19 39 CD 8B 45 18 D4 2 4 4448 34 38 4B D5 E5 CS CD 9E : Al 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4168 CD D6 42 2 D6 CD EC 42 : D6 4459 44 1B 3E 2D CD AA 42 EB : 6E 
ウチ の 学校 の 先生 は , ケン タッ キー フラ イド チキ ン の こと を 「 か ら あ げ 屋 」 と 言っ て 生 
徒 に 大 笑い され て いま し た が , 上 服 屋 の 店 員 が “ハウ スマ ヌカ ン "” と 呼ば れる よう に な り , そ マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 7 タダ? 


れ に ノ セ られ る アル バイ ター が 多い 昨今 」。 ウチ の 先生 の ょ うな 個性 は 貴重 品 で す 。 
松本 篤志 (17) 東京 都 


4469 60 69 CD 9E 44 3E 2 CD : A3 4749 CD AA 42 CD 9A 1F 23 C9 2B 4A29 CD 32 36 D8 CD 12 36 E5 97 
4468 AA 42 3E 5B CD AA 42 C1 FF 4748 CD EC 34 CD E9 35 FE 9D : E3 4A28 CD E9 35 CD 32 36 39 92 52 
447 の 9 E1 AF ED Bl EB E1 60 69 C3 4750 28 62 D5 3E 94 CD A3 1F 30 4A39 E1 C9 CD 12 36 23 Dl EB 9E 
4478 CD 9E 44 3E 5D CD AA 42 93 4758 D1 13 1A FE 3A 20 OF 13 78 4A38 22 7A 39 CD 94 35 EB CD 8A 
NSR ee 当 we ニー ニー ニーナ ニン ニニ ニニン ンジ 4769 1A FE 29 30 99 CD D7 46 5B 4A49 94 35 E5 B7 ED 52 E1 C8 : BD 
SUM: 4F 6D D4 BD 1B C4 AC 89 E2CC 4768 DA A5 46 C2 AF 46 3E 9C : C6 4A48 D8 7E B7 29 93 12 18 19 6A 
4779 CD F4 1F 11 BE 31 CD E5 92 4A50 E5 44 4D 2A 65 39 B7 ED : D9 
4489 98 CD BQ 44 CD 94 1F 23 : 6C 4778 1F CD 9D 1F CD 84 32 CD : F8 4A58 42 44 4D E1 D8 93 ED BQ : 2C 
4488 B7 28 05 CD AA 42 18 F4 A9  。 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4A69 2A 7A 30 22 5D 39 CD 2C 7 で 
4499 CD C3 42 C3 42 43 11 98 : C3 SUM: 59 OB 77 33 21 74 88 24 BACD 4A68 33 CD 87 33 C3 78 41 1A 50 
4498 31 CD BA 42 18 F2 D5 EB : C4 4A79 13 CD FQ 35 D6 41 DA C4 : BA 
44A の 9 CD C4 39 EB CD BC 44 21 A3 4789 EC 34 ED 5B 67 39 2A 65 8E 4A78 1F FE 94 D2 C4 1F 32 3C : 44 
44A8 TE 30 34 34 34 34 Di C9 18 4788 30 23 AF ED 52 DA A5 46 : 96 ニニ ーー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
44B の 9 3C 11 20 00 24 29 39 19 99 4790 22 72 1F 21 99 99 22 7 : 66 SUM: 28 B6 CF 9C CE 4D 76 5A 314B 
44B8 3D 2 FC C9 7C CD C1 44 7 の 4798 1F 22 6E 1F CD AF 1F DA 43 
44C9 7D F5 OF QF OF QF CD CA : 45 47A9 A5 46 2A 67 30 22 70 1F 5D 4A89 4B 4F CD E9 35 CD FQ 35 : 77 
44C8 44 Fl E6 OF F6 39 FE 3A : 88 47A8 CD AC 1F DA A5 46 CD AF : D9 4A88 D6 41 DA C4 1F FE 04 D2 AS8 
44D の 9 38 92 C6 97 12 13 C9 11 96 47B9 46 C3 99 47 3A 5C 39 CD : E3 4A99 C4 1F B9 CA C4 1F 32 3D : B8 
44D8 6C 39 3A 5C 39 83 5F 39 : 74 47B8 BQ 44 CD 94 1F B7 28 A5 F8 4A98 4B CD CC 34 DA C4 1F 22 : F7 
44E の 9 91 14 2A 67 3 TE B7 C8 : D3 47C9 3E 29 CD AA 42 CD 94 1F : 97 4AA の 49 4B ED 43 44 4B 3A 3C : CQ@ 
44E8 12 36 00 3A 5C 3 CD BQ : 8B 47C8 23 B7 28 95 CD AA 42 18 : D8 4AA8 4B CD CC 34 DA C4 1F 22 : F7 
44F の 44 CD 9A 1F CD 52 33 C3 : DF 47D9 F4 3E 3A CD AA 42 11 AE E4 4ABQ 3E 4B ED 43 42 4B 2A 44 B4 
44F8 78 41 3A 5C 39 11 6C 39 : 2C 47D8 31 CD BA 42 CD EQ 39 CD : AD 4AB8 4B AF ED 42 38 9@1 3C 2A : C8 
ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 47E9 C3 42 CD A9 37 CD A9 36 : 55 4AC の 9 3E 4B B7 28 99 2A 4 4B : 26 
SUM: B5 1A 2D 9B 48 CE 39 91 EA72 47E8 FE 1B CA 42 43 FE OD 28 : 9B 4AC8 ED 4B 44 4B 59 59 B7 20 : 47 
47F9 96 CD 42 43 C3 65 47 ED : B4 4ADO 96 ED 5B 44 4B 18 94 ED : E6 
4599 83 5F 30 91 14 2A 67 39 : E8 47F8 5B 10 3 3E 94 CD A3 1F : 6C 4AD8 5B 42 4B E5 AF ED Bl C1 : DB 
4508 7E B7 CQ 1A B7 C8 77 CD : D2 パパ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4AEO C2 C4 1F B7 ED 42 EB B7 2D 
4519 EC 34 CD 52 33 C3 78 41 EE SUM: 6D 9 31 C5 7B CA 65 51 FC9F 4AE8 ED 52 DA C4 1F 2A 42 4B : B3 
4518 OE 99 06 04 CD 23 45 OE 5B 4AFO 54 5D ED 4B 44 4B B7 ED : 1C 
4529 の 4 06 94 CD 2F 45 9C 10 6B 4899 CD 42 43 C3 6E 47 CD E9 89 4AF8 42 30 92 42 4B 2A 3E 4B : B4 
4528 FA CD C3 42 C3 42 43 3A : 4E 信人 8 35 CD 32 36 38 OS CD 12 < 87 GGG ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
4539 31 30 91 3E 29 20 02 3E : BO 4819 36 22 5D 39 CD E9 35 2A : FA SUM: 15 F6 48 4B 78 72 D2 85 E1C4 
4538 2A CD AA 42 79 C6 39 CD : 1F 4818 22 39 CD C5 48 D8 CD 3B : 9@C 
4549 AA 42 3E 2F CD AA 42 79 : 8B 4829 34 2A 5D 30 E5 CD 84 32 : 53 4B90 ED 5B 49 4B TE 98 1A 77 : EA 
4548 87 81 2A 20 30 85 6F 39 : A6 4828 CD EC 34 E1 22 5D 39 CD : 4A 4B08 98 12 23 13 QB 78 Bl 20 : A4 
4559 91 24 CD 94 1F C6 41 CD : 79 4839 97 33 CD 83 48 29 2C AF 5D 4B10 F3 3A 3C 4B CD BQ 44 E5 : 5A 
4558 AA 42 3E 3A C3 AA 42 D6 : E9 4838 32 2E 39 CD EQ 39 CD B5 : F8 4B18 3A 3D 4B CD BQ 44 D1 96 5A 
4569 39 FE 98 DO DS F5 CD 2C : C9 4849 37 CD D1 37 CD 3B 34 CD 15 4B29 29 CD 94 1F 98 EB CD 94 : F4 
4568 33 F1 32 31 39 CD 84 32 3A 4848 AA 33 CD 59 46 CD AO 37 ED 4B28 1F 98 CD 9A 1F EB 98 CD : 6D 
4579 CD EC 34 CD 8A 33 CD D8 : 1C 4859 CD A9 36 FE 1B CA 78 41 : 48 4B39 9A 1F 13 23 19 EB CD 52 : 99 
4578 33 CD 78 41 Dl 18 9C 21 CF 4858 FE 29 CA 21 46 21 7E 30 1E 4B38 33 C3 78 41 99 00 90 90 : AF 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4869 34 18 CF AF 32 7E 39 32 DC 4B40 の 9 90 00 9 99 00 CD FC : C9 
SUM: 93 EB 1E 2C 95 F1 7A 44 2F9D 4868 2E 30 2A 5D 39 23 22 5D : B7 4B48 33 3A D9 3 B7 28 96 AF : 9A 
487 の 9 30 ED 5B 5F 3 CD 76 34 : 7E 4B59 11 E8 31 18 94 3C 11 EO 73 
458 の 9 909 99 22 5D 39 2A 67 39 : 79 4878 ED 53 5F 30 1A B7 2 B2 : 72 4B58 31 32 D9 39 CD BA 42 CD 92 
4588 22 5F 39 D5 3A 5B 39 CD 18  " 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4B69 C3 42 C3 42 43 00 99 9 : 4D 
459 の B5 41 CD A7 41 CD FD 41 : B6 SUM: 4F 29 7E 99 OA A9 FB AD A875 4B68 00 00 00 9 00 09 99 909 の 9 
4598 3E 9 の D 12 AF 13 12 D1 1A : 1C 4B70 99 00 00 00 9 の 099 99 9 : 00 
45A の 9 13 CD FQ 35 CD 32 36 39 : 6A 4880 C3 78 41 2A 5F 30 3A TE : ED 4B78 99 00 00 99 00 00 99 99 : 90 
45A8 B6 FE 42 28 D2 FE 21 CA : D9 4888 30 4F 85 6F 30 9 の 1 24 RB : B3  。 。 。 。 ーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー 
45B の AO 43 FE 25 CA A9 43 FE : BA 4899 2A 22 39 CD 94 1F EB F5 : DC SUM: 66 31 7C 4D 98 53 A8 8D 9693 
45B8 26 CA D7 44 FE 2F CA B7 : B9 4898 BE 29 9C CD B3 48 29 97 D9 
45C0 43 FE 52 CA FA 44 FE 4D E6 48A の 9 79 32 TE 39 Fl AF C9 7E : 49 4B8O 99 00 09 の 9 の 99 90 99 9 : 99 
45C8 CA E3 43 FE 4E CA 18 45 : 63 48A8 23 9C FE 20 38 93 F1 18 : 91 4B88 99 00 00 00 00 00 00 00 : 90 
45D9 FE 45 CA FE 45 FE 4C CA : 64 48B0 E6 D1 C9 EB 2A 22 30 D5 BC 4B90 9 の 9 00 00 00 00 90 00 99 : 99 
45D8 6D 46 FE 53 CA 48 47 FE 5B 48B8 CD 94 1F EB BE EB 13 23 : 4A 4B98 09 00 99 00 00 90 99 00 : 90 
45E9 46 CA 96 48 FE 43 CA EB : 54 48C の 28 F6 El B7 C9 1A 13 FE : AA 4BAO 9 の 9 00 99 00 0 の 09 00 90 : 90 
45E8 48 FE 44 CA 1D 4A FE 58 11 48C8 22 20 18 96 TF 1A FE OD : 94 4BA8 99 00 99 00 99 90 99 90 90 
45F の 9 CA 6F 4A FE 509 CA 46 4B : 2C 48D の 9 28 OB FE 22 28 97 CD 9A : E9 4BBO 99 90 00 9 の 0 00 9 の 99 : 99 
45F8 99 90 99 00 99 C9 D5 CD : 6B 48D8 1F 13 23 19 FQ AF CD 9A : 6B 4BB8 99 90 99 90 0 9 00 00 : 90 
ーー ニーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーー ニ ーーーー 48E の 1F B7 C9 CD 94 1F B7 37 : OD 4BC の 9 00 99 00 9 の 9 O00 99 9 OQ : 90 
SUM: 74 28 29 77 E7 EQ 55 BC 96FC 48E8 C8 B7 C9 2A 22 39 AF 47 : BA 4BC8 99 00 99 00 09 99 0 の 99 : Q0 
48FO 32 1C 4A CD 9A 1F 10 FB 29 4BD の 09 99 00 99 9 99 00 99 : 99 
4699 84 32 CD EC 34 D1 2A 5D : FB 48F8 1A FE 2F 29 94 32 1C 4A : 93 4BD8 00 99 00 99 00 9 の 9 00 09 : 90 
4608 30 CD E9 35 CD 32 36 D4 : 24 。 。 パー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4BE の 00 99 00 99 90 00 00 99 : 690 
4619 12 36 22 5D 39 CD 3B 34 33 SUM: EE 68 8B 2C 9B E1 A3 F5 7B99 4BE8 00 99 00 00 00 99 00 90 : 00 
4618 CD 97 33 21 FF FF 22 7A : 52 4BFO 00 99 90 99 90 9 99 90 : 00 
4620 39 3E 91 32 79 30 CD 26 34 4999 13 CD E9 35 CD 32 36 38 : 6B 4BF8 00 90 00 00 00 00 90 99 : 90 
4628 35 CD 59 46 CD 29 38 CD : 9C 4998 96 CD 12 36 22 5D 30 CD : 97 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
4639 D1 37 CD A9 38 2A 19 39 : 20 4919 E9 35 2A 22 39 CD C5 48 74 SUM: 00 99 00 00 00 00 9 00 9990 
4638 7E FE 1B 28 08 3A 80 39 : Bi 4918 D8 2A 24 39 CD C5 48 D8 98 
4649 CD 99 39 18 E1 CD 2C 33 34 4929 CD 3B 34 3A 1C 4A B7 28 BB 4C99 C3 96 4C C3 62 4C E5 C5 : 39 
4648 3A 75 3 B7 20 95 CD AA : 32 4928 11 2A 5D 39 E5 CD 84 32 39 4C08 25 2D CD 1E 20 3E 2B CD 93 
4659 33 18 93 CD 52 33 C3 78 : DB 4939 CD EC 34 E1 22 5D 30 CD 4A 4C10 F4 1F 3E 2D CD 59 4C 3E 2E 
4658 41 ED 4B 61 39 2A 5D 3 : C1 4938 97 33 CD 83 48 20 41 3A : FD 4C18 2B CD F4 1F E5 79 D6 OF 4E 
4669 B7 ED 42 7D 2A 32 39 84 : 73 4949 1C 4A B7 28 27 AF 32 2E : 7B 4C20 85 6F CD 1E 2 の 11 109 31 51 
4668 67 22 2C 39 C9 CD B5 46 : 76 4948 39 CD EQ 39 CD B5 37 CD 9C 4C28 CD E5 1F E1 24 CD 1E 2 : E1 
4679 38 33 29 3B 3E 9C CD F4 : Di 4959 D1 37 CD 3B 34 CD AA 33 EE 4C39 3E 6C CD F4 1F 3E 1C CD : Bl 
4678 1F CD 84 32 CD EC 34 CD : 5C 4958 CD 59 46 CD AQ 37 CD A9 86 4C38 59 4C 3E 6C CD F4 1F 10 3F 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 496 の 9 36 FE 1B 28 38 FE 2 20 ED 4C49 EB 24 CD 1E 29 3E 2B CD : 59 
SUM: 37 9E 16 FF 2E B2 51 42 E85A 4968 11 CD C4 1F CD 26 35 CD : B6 4C48 F4 1F 3E 2D CD 59 4C 3E : 2E 
4979 A3 49 3 96 CD 89 36 C3 68 4C50 2B CD F4 1F C1 E1 C3 1E : 8E 
4689 96 36 ED 4B 72 1F AF ED : A1 4978 9D 49 21 7E 39 34 18 BA : BB 4C58 29 C5 CD F4 1F OD 29 FA : EC 
4688 42 38 1A 11 A1 31 CD E5 : 29  。 パパ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4C69 C1 C9 C5 DS ES F5 2A 2C : 54 
4699 1F CD 9D 1F 2A 65 39 22 : 89 SUM: 8D 81 B5 BF 21 F5 A2 C7 3794 4C68 39 CD 1E 29 3A 34 39 47 : 20 
4698 79 1F CD A6 1F 38 96 CD 2C 4C79 3A 2E 39 4F B7 28 99 1A : E9 
46A9 AF 46 C3 00 47 F5 3E 9C 3E 4980 AF 32 7E 39 32 2E 39 2A : 49 4C78 FE QD 28 11 13 OD 2 F7 7B 
46A8 CD F4 1F F1 CD 99 36 CD 3A 4988 5D 30 23 22 5D 39 ED 5B : A7 " 。 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 
46B の 9 52 33 C3 78 41 CD EC 34 EE 4999 5F 39 CD 76 34 ED 53 5F : A5 SUM: 43 D1 49 3F 1A 4F 78 B4 63B2 
46B8 CD E9 35 3E 94 CD A3 1F : BC 4998 39 1A B7 20 9D CD 87 33 45 
と 46C9 CD 99 20 C8 FE 98 37 CO : BB 49A9 C3 78 41 2A 22 39 CD OD : D2 4C89 1A FE QD 28 08 CD F4 1F 35 
46C8 CD D7 46 D8 CO CD 99 29 78 49A8 4A EB 2A 24 39 CD QD 4A : D7 4C88 13 19 F5 18 95 CD Fi 1F 12 
46D9 C8 FE 98 28 FE3 37 C9 3E 27 49B9 44 4D B7 ED 52 28 43 38 2A 4C9 の 9 19 FB Fl E1 Di C1 C9 99 38 
46D8 9C CD F4 1F CD 96 29 D8 : B7 49B8 1F EB 2A 19 39 91 FE 99 73 4C98 9 の 99 99 99 99 99 99 09 90 
46EQ 11 5E 31 CD E5 1F ED 5B : B9 49C0 99 E5 E5 B7 ED 52 EB CD 8 1 4CA9 99 99 99 99 9 99 99 900 99 
46E8 76 1F CD D3 1F 1A FE 1B : 87 49C8 C4 39 44 4D E1 B7 ED 42 55 4CA8 99 99 99 QQ 99 99 OO 99 99 
46F の 2 92 B7 C9 13 13 13 13 EE 49D9 44 4D EB D1 ED B8 18 22 2C 4CB9 99 99 99 99 9 の 99 99 OQ : 99 
46F8 13 3E 94 CD A3 1F AF C9 5C 49D8 E5 CD C4 39 EB 19 EB 99 A7 4CB8 9 の 99 9 99 90 99 99 00 99 
さこ ここ ムー ンー ニム ャ ーー ニー ニー ジュ ーーーーーーーーー 49EO F5 2A 1 の 9 39 91 FE 90 99 57 4CCO 99 99 99 99 O00 99 O00 990 96 
SUM: 9A 18 66 E5 ED 92 8B 35 D41D 49E8 B7 ED 52 44 4D 93 E1 EB 56 4CC8 99 99 99 99 99 00 99 00 99 
49FO ED BQ C1 EB 36 2 23 9C : CE 4CD9 99 9 OQ 99 99 9 09 AY 99 
4799 3A 5C 39 CD BQ 44 3E 29 E5 49F8 29 FA CD C4 39 EB 2A 24 1D 4CD8 00 009 99 09 99 99 9 の 9 90 99 
4798 CD 49 47 3E 2A CD AA 42 2 2000 000 和議 ii 「 ーー ツー ツー ツー ツレ ーー ーー 4CE の 99 99 99 99 99 99 099 99 99 
4719 3A 5D 1F CD 49 47 3E 3A : 82 SUM: AA 4 39 64 97 24 1B 94 B49E 4CE8 99 99 9 00 99 99 909 99 99 
4718 CD 49 47 ED 5B 74 1F 96 35 4CF の 99 99 99 QQ 99 90 99 OO 99 
4729 QD CD 34 47 3E 2E CD 49 : CE 4A99 39 CD 94 1F B7 CA 4D 35 B3 4CF8 99 99 9 99 00 099 QQ 090 99 
4728 47 96 93 CD 34 47 CD C3 : 28 。 4A98 12 13 23 18 F4 OE 29 CD : 20 、 レー ツーp ゆ ポッ の っ っ - 
4739 42 C3 42 43 13 1A CD AA : 2E 4A19 94 1F B7 20 93 69 67 C9 : 26 SUM: 3D 99 F3 21 DE 5B AE 3E FBC8 
チク ショ ウ ,「 険 ! コロ ンプ ス 呈 」 に 行く こと が で き な か っ だ た 。 せ っ か が く 招 待 状 を も 
7 イイ ohiX 19888 ら っ た の に 。 な ん で 部 活 な ん か ある の 。 部 長 は つれ ぇ な あ 。 で も 「2001 年 カプ モル 」 に 
Oh ! X 宛て の メッ セー ジ を 出し て いた ら , 絶対 2001 年 に は ウケ て いた だ ろう に …… a 


田中 哲也 (17) 兵庫 県 


3014 00 A0 
3616 
3016 066 DO 
3018 

3918 909 ES 
301A 

361A FF FF 
391C 

301C 

361C 00 89 
301E 00 07 
3920 00 0A 
3022 00 0B 
3024 89 0B 
3026 06 95 
3928 97 
3629 99 90 
362B 93 
392C 

392C 00 
302D 00 
302E 96 
302F 

392F 

392F 00 9090 
3931 09 
3032 

3032 960 
3933 09 
3034 90 
3035 98 
3936 

3035 01 02 4E 14 01 02 4E 
393D 14 
393E 91 02 4E 14 Oi 02 4E 
3945 14 
3946 01 02 4E 14 91 902 4E 
394D 14 
394E 91 92 4E 14 91 02 4E 
3955 14 
3956 

3056 

3956 18 07 2E 05 
395A 00 
305B 90 
305E 

3905C 

305C 00 
395D 60 06 
305F 

395f 69 00 
3061 99 00 
3963 00 09 
3065 99 909 
3067 99 00 
3069 09 09 
396B 99 
366C 

306C 3B 3B 3B 3B 
3079 

3079 09 
3671 

3971 

3971 09 
3072 

3672 

3072 

3672 90 
3973 

3073 69 
3074 66 
3975 99 
3076 

3976 00 09 
3978 09 99 
3974 00 09 
397C 00 06 
397E 

307E 09 
397F 00 
3989 00 
3081 


で の 7 ss で の よう か で 


16 
7 


18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
39 
31 
32 
33 
34 
35 


49 
50 


51 
52 


53 


62 
$3 
64 
655 


67 
68 
69 
10 
71 


139 
131 


_chengbf EQU 00B80H 
_Combf 
_commsk EQU 007H * 


ーー ニーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


) WINER ver1.9 page6 
; < screen editer > 
:) Copyright in 1988 by 環 


* ゃ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


DrOgra ENU 63000H 


8 wakadr EQU 6CA600H 


OFFSET wakadr-program 
3 ORG program 

: 8 2099H 

1/*/* メイ ン メ モリ ー */*/ 


macnsub EQU 94C00H 
_tabadr EQU 04E60H 


: 機 種別 サブ プル ー チ ン 

: タ プ フ ォ ー マ ッ ト 格 納 ア ドレ ス 
_linebf EQU 904F66H : ラ イン 入力 バッ ファ アド レス 
-txtadrA EQU 95999H : テ キス トム 格納 アド レス 
_-txtadrB EQU 0A009H : テ キス ト B 椅 
-txtadrC EQU 9D999H : テ キス ト C 
_txtadrD EQU OE500H : テ キス ト D 格 


:/*/* 特種 ワー クエ リア */*/ 
-cutbf EQU 096996H : カ ッ ト & ペ ー ス ト 用 バッ ファ アド レス 
_copybf ENU 66769H : コ ピー バッ ファ アド レス 
I 

: 退避 アド レス 


退避 
.Seachbf EQU 00809H 


3 
- を を 4 
きき ささ 
テテ 
で で 
内 


: サ ー チ 用 バッ ファ アド レス 
: チ ェ ン ジ 用 バッ ファ アド レス 
EQU 00C00H : コ マン ドレ ベル 用 スク サー ン ワ ー ク タク 


delbf EQU 00066H : デ リー トバ パッ ファ アド レス 


_delwsk EQU 093H 


Hb TE TOTO TOT TTC TO TT TT 


ーーーーーーーーーーーーーーー 


RG Prograh 


ーーーーーーーーーーーーーーー 


き 


DS 12 : JP COLD 
; JP HOY1 
; JP HOT2 
: 拡張 用 
oe work area ------ 
stack DWS 


を を を ain MONOTY Wap を を を 


tabadr DW _tabadr 


1inebf DW _1inebf 


DW _txtadrA : テキ スト エリ ア A ス ター ト ア ドレ ス 
DW _txtadrB : デキ スト エリ ア B ス ター ト ア ドレ ス 
ノン テキ スト エ リア A エ ンド アド レス 


txtst 


DW txtadrC : テキ スト エリ ア C ス ター ト ア ドレ ス 

: ググ テ キス ト エ リア B エ ンド アド レス 
DW _txtadrD : テキ スト エリ ア D ス ター ト ア ドレ ス 

: プ テ キ スト エリ ア C エ ンド アド レス 
DW 6FFFFH : ププ テキ スト エリ ア D エ ンド アド レス 


な か な EX WOTK map さか な 
cutbf DW cutbf 
copybf DW _copybf 


: カッ ト & ペ ー ス トバ バッファ アド レス 
: コピ ー 用 バッ ファ アド レス 

txtwbf 中 _txtwbf : テキ スト ワー ク バ ッ フ ァ ア ドレ ス 
seachbf DW _seachbf : サー チ 用 文字 列 バ ッ フ ァ ア ドレ ス 
chengbf DW _chengbf : チェ ンジ 用 文字 列 バ パッ ファ アド レス 
combf  DW combf : コマ ンド テキ スト バッ ファ アド レス 
commsk DB commsk ; コマ ンド テキ スト ライ ンマ スク 
delbf DW _delbf : デ リー トバ ッ フ ァ ア ドレ ス 

delmsk DB _delmsk : デリ ー ト バッ ファ アド レス マス ク 
本 11n6 print work を を * 


lcurx DBO ; ラ イン プリ ント X 座 標 
1_cury DB 6 ; ライ ンプ リン ト Y 座 標 

1 offs DB 8 : 1 行 表示 の オフ セッ ト 
か W1nGOW WOTK * を を 

scrnsiz DW 6 : スク リー ン サ イズ 

Windno DB 8 : ウィ ンド ウ No、 

xstart DB 6  : ウィ ンド ウ XX 座標 スタ ー ト 
ystart DB $ : ウィ ンド ウ Y 座 標 ス ター ト 
Xsize DB9 : ウィ ンド ウ 双 座 標 サ イズ 
ysize DB9 ; ウィ ンド ウ YY 座標 サイ ズ 
windata DB 91.62.78,29:91.02.78.20 ; ウィ ンド ウデ ー タ 


DB 91.02.78.26:61,62.78,29 : 退避 用 ワー ク B8ch 
DB 91.92.78.26:61.92.78、26 


DB 01.92.78.29:91,.92、78,26 


tt command level work *** 


comwind DB 24.67,45,06 ; コマ ンド 入力 用 ウィ ンド ウデ ー 
comtop DB 9 ; コマ ン ウ ィ ン ド ウ の トッ プラ イ 
comlin DB 9 : コマ ンド ライ ン No 


} を text WOTK *** 
nowtxt DB 8 : 現在 の エディ ッ ト テ キス ト 0=A 1=B 2=C 3=D 


lineno DW9 ; 現在 の 行 No. 

lineadr DW @ ; 現在 の 行 アド レス 

dtopno DW 9 : ディ スプ レイ の トッ プ No. 

dtopadr DW 9 : ディ スプ レイ の トッ プア ドレ ス 

endadr DW9 : 最終 行 ア ドレ ス 

ntxtst DM 6 : 現在 の テキ スト エリ ア の スタ ー ト アド レス 
ntxtend DW 9 : 現在 の テキ スト エリ ア の エン ドア ドレ ス 
tabsw DB9 : タブ デー タ 表 示 ス イッ チ 

txtchr DM "ii: 


1 ポポ 還 0 有 9 WOTK ※※※ 
getlmode DB 9 ; ライ ン 入 力 モード 
: OQ=command level 
; l=screen edit 
1 文字 入力 モー ド 
; =normal 
: 1=put out from copy buf 
: 2=put out from delite buf 


inkymode DB 9 : 


mcroflog DB 9  : 9=normal 

・ 1=key macro 
insmode DB 9 : イン サー トノ オー バー ライ ト モー ド フ ラグ 
ctrikeep DB 9 : コ ント ロー ルキ ー キー フフ ラグ 


windmxf DB9 : ウィ ンド ウ MAX フ ラグ 

: が まな COPY & delite buff work *※ 

copypnt DW 9 : コピ ビー 出力 ボイン ター 

delpnt DW 9 : デリ ー ト バッ ファ スタ ッ ク ボ イン ター 
markbf DW9 : カッ トト を ベー スズ スト マー クタ ク バ ッ フ ァ 
macrpnt DW 0 : キー 入力 マク ロボ イン ター 

1※※※ Ke6Y MOTK * を な 


pointer DB 9 : カー ソル ポイ ンタ ー 

inpchk DB 8 [キー 大皿 チェ ッ ク フラ グ 
chrbf DB 8 : キャ ラク ター バッ ファ 
keycanf9 : キー コン フィ ギュ レー ショ ン 


3981 00 01 02 83 04 05 06 
3888 07 

3089 08 09 OA OB OC OD OE 
3899 0F 

3091 16 11 12 13 14 15 16 
3098 17 

3099 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 
3980 1F 

30A1 20 21 22 23 24 25 26 
3048 27 

309 28 29 2A 28 2C 2D 2E 
30B8 2F 

30B1 36 31 32 33 34 35 36 
39B8 37 

3089 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 
30C8 3F 

39C1 

30C1 20 3A 3B 2C 30 28 2D 
99C8 2A 2F 

3@CA 3C 3E 28 29 5B 5D 7B 
39D1 7D A2 A3 

39D4 22 27 26 20 26 

39D9 

39D9 

36D9 91 

30DA FF FF FF FF 

30DE FF FF FF FF FF 

30E3 

30E3 3C 3C 20 57 26 49 20 
30EA 4E 20 45 20 52 20 3E 
39P1 3E 29 76 65 72 20 31 
30F8 2E 36 29 28 43 29 20 
39FF 31 39 38 38 26 54 61 
3166 6D 61 2E 69 

316A 99 09 00 00 00 00 
3119 5B 20 26 20 26 20 5D 
3117 5B 26 20 26 20 20 20 
311E 29 5D 9 

9121 20 2F 20 49 6E 73 65 
3128 72 74 26 6D 6F64 65 
312F 20 20 20 2F 26 00 
3135 20 2F 20 4F 76 65 72 
313C 74 79 76 65 26 6D GF 
3143 64 65 20 2F 29 69 
3149 4E 5F 72 6D 61 6C 09 
3158 43 74 72 6C 26 00 
3156 3C 26 57 69 BE 54 2E 
315D 99 

315E 48 69 74 20 3C 43 52 
3165 3E 20 6F GE 26 46 69 
316C 6C 65 28 6F 72 20 42 
3173 72 65 61 6B 1E OD 08 
317A 57 68 69 63 68 20 77 
3181 69 6E 64 GF 77 20 64 
3188 SF 20 79 6F 75 20 6A 
318F 75 6D 76 29 3F 20 29 
3196 29 09 

9198 4E 6F 20 75 73 59 65 
319F 67 00 

31A1 4E GF 77 20 6C BF 61 
3148 64 69 6E 67 20 90 
31AE 20 44 GF 20 79 6F75 
3185 29 73 61 76 65 26 3F 
91BC 20 09 
31BE 4E 6F 77 20 73 61 76 
31C5 69 6E 67 29 20 69 
31CB 4D 65 6D6F72 79 20 
31D2 4F 76 65 72 26 20 29 
31D9 20 20 28 20 26 20 09 
31E9 20 50 72 77 20 6F 6E 
31E7 99 

31E8 20 59 72 77 20 EF 66 
31EF 66 99 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

31F1 

4C99 

4C99 

4C99 

4C66 C3 66 4C 

4C93 C3 62 4C 

4C66 

4C95 

4C66 

4C66 

4C96 

4C96 E5 C5 

4C88 25 2D CD 1E 20 

4C9D 3E 2B CD F4 1F 

4C12 3E 2D CD 59 4C 

4C17 3E 2B CD F4 1F 

4C1C E5 

4C1D 79 D6 OF 

4C20 85 6F CD 1E 29 

4C25 11 10 31 CD E5 1F 
4C2B E1 

4C2C 

4C2C 24 CD 1E 29 

4C36 3E 6CCDF4 1F 

4C35 3E 1C CD 59 4C 

4C38 3E 6C CDF4 1F 

4C3F 16 EB 

4C41 24 CD 1E 28 

4C45 

4C45 3E 2B CDF4 1F 

4C4A 3E 2D CD 59 4C 

4C4F 3E 2BCDF4 1F 

4C54 C1 E1 C3 1E 29 

4C59 C5 CD F4 1F 

4C5D 9D 20 FA 

4C59 C1 C9 

4C62 

4C62 

4C62 

4C62 

4C62 (5 D5 

4C64 E5 F5 

4C55 2A 2C 39 CD 1E 29 
4C6C 3A4 34 39 47 

4C70 3A 2E 38 4F 

4C74 B7 28 99 

4C77 1A FE 6D 28 11 

4C7C 13 6D 29 F7 

4C89 1A FE 9D 28 98 

4C85 CD F4 1F 13 

4C89 16F5 18 685 

4C8D CD Fl 1F 1 FB 

4C92 F1 El 

4C94 Pl C1 C9 


STUDIO X に ひと 言 。 雪印 の アイ ス は “>* モ ナ ” だ 。 決し て パナ モ で は な い 。 き さて, ウケ 


て いる 理由 と いう の は 中 村 由 真 の CM だ か ら な の だ 。 


小宮 


崇 (16) 埼玉 県 


132 
133 
134 
135 
136 
137 
138 
139 
144 


141 skipcbr DN " :)、 ニ オー ォ /" 


142 


143 
144 
145 


DB 09H,91H,62H,03R,64H,65H,06H,67H :99H-1FReABCDEFG 
DB 68H,99H,6AH,6BH,6CH.6DH,6EH、6FH : HIJKLMNO 
DB 19H.11H,12H、13H,14H,15H,16H。17H : PQRSTUVw 
DB 18H,19H,1AH,1BH, 1CH,1DH, 1EH, IFH ; 1 
DB 20H, 21H, 22H, 23H, 24H, 25H, 26H, 27H :20H-3FR S48 
DB 28H,29H,2AH,2BH,2CH,2DH,2EH,2FH ; 導電 
DB 30H,31H.92H.33H,34H,35H,36H,37H : 91234567 
89::<=>? 


DB 38H,39H,3AH。3BH,3CH,3DH、3EH,3FH ; 


ttt for ctrl $iw 
sskiped chractor 


DM "oO ; all is 24 
DB 22H DN" 


1 が な な Window pry buff ぶな 


146 wprusy DB 1 
147 winprw DB 0FFH.0FFH、0FFH、0FFH 


148 
149 
159 


151 


152 datalm DN" 


153 
154 


155 


DB OFFH,OFFH, OFFH,OFFH,OFFH 
+ な な な ASCII data mt ; 
titlem DH “<< WINER>> ver 1.0 (C) 1988 Tama.” DB9 


pamare DS SG 


{ 
data2m DM ”E ]” DB 8 


insertm DN “ / Insert mode /"DBO 


Qvertpa DH " / Oyertype mode / " DB $ 


156 narmalm DK "Norwal" DB 9 


157 ctrlm DU "Ctrl” DBS 

158 windm DM "< Wind.” DB 8 

159 dirm DN "Hit <PR> on File or Break” DB 1EH,9DH, 6 
160 wjumpm DH "Which window do you jump ? .” DB 8 
161 nousew DN "No using” DB 8 

162 1oadm DH "Now lonading " DB 9 

163 save?  DM “Do you save ? "DB 9 

164 savem DM "Now saving "DB9 

165 memovr DN "Nemory Over "DB 9 
166 prwonm DN "Prw on DB$ 

167 prwofm DM "Prw off" DB 9 

168 

169 PAGE1  :for page 1 LABEL 

179 

171 

172 

173 

174 

175 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

176 

177 : ーーーーーーーーーーーーーー 

178 ORG macnsub 

9 ; oreorenngenss 

189 

181 OWINDOW JP openwindow 

182 LNPRINY JP lineprint 

183 

184 openwindow ;in H=locate Y L=iocate X 
185 : B=Y size C=X size 
186 :des AF,HL,BC,DE 

187 

188 PUSH HL:PUSH BC 

189 DEC H:DEC L:CALL LOC 
199 LD A+ : じ ALL #PRINT 

191 LD A,"-:CALL 0pnwin2 
192 LD A, "+":CALL 4PRINT 

193 PUSH HL 

194 LD A,C:SUB 15 

195 ADD A,L:LD L,A:CALE LOC 
196 LD DE,data1m:CALL #MSX 
197 POP HL 

198 * 

199 ppnwin1 INC H:CALL LOC 

200 LD 41 :CALL PRINT 

261 LD 』,1CH:CALL 0pnwin2 
202 LD 4 1 :CALL #PRINT 

203 DJNZ opnwin1 

294 INC H:CALL LOC 

295 + 

Z95 LD A+ :CALL #PRINT 

207 LD A、"-":CALL opnwin2 
298 LD A+":CALL PRINT 

299 POP BC:POP HL:JP #LOC 

219 opnwin2 PUSH BE:CALL #PRENT 

211 IF DEC(C)<>6 JR opnwin2+1 
Z12 POP BC:RET 

213 

214 ineprint : ライ ンプ リン ト 

215 :) in DE=ASCII adress /des noting 
216 

217 PUSH BC:PUSH DE 

218 PUSH HL:PUSH AF 

219 LD HL,(1_curx):CALL LOC 
229 LD A,(xsize):LD B,A 

22 1 LD Ai(1_offs):LD C,A 

222 IF A=0 JR 1_prt1 

223 1 prt9 LD A,(DE):IF A=9DH JR ]_prt2 
224 INC DE:IF DEC(C)<>9 JR 1_prt0 
225 1 prt1 LD A、(DE):TF A=9DH JR 1_prt2 
226 CALL #PRINT:INC DE 

227 DJNZ 1 prtl:JR 1. prt3 

228 1_prt2 CALL #PRNTS:DJNZ 1_prt2 

229 1 prt3 POP AF:POP HL 


Z39 


POP DE:POP BE:RET 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 74 


JH1 


デー 
Fr 
a 


9909 
9999 
9099 
9009 
9096 
9909 
0099 
9909 
3699 
3008 
3000 
3099 CD Fl 31 
3003 CD OC 32 
3996 C3 56 32 
3909 
3999 
91F1 
31F1 
31F1 
31F1 
31F1 
31F1 
31F1 CD 10 
31F4 96 04 11 GF 36 
31F9 78 3D 
31FB D5 C5 
31FD CD CC 34 
3200 C1 D1 38 94 
3204 7E 36 90 12 
3298 1B 16 EE 
320B C9 
329E 
3206 
320C 2A 20 39 AF 47 
3211 CD 94 1F 23 16 FA 


3217 

3217 AF 32 31 39 

3218 

321B 21 09 99 CD 9A 1F 
i 


3221 

3221 2A 1E 36 

3224 CD 94 1F 24 

3228 CD 9A 1F 24 CD 9A 1F 
322F 

322F 21 099 00 22 78 39 
3235 

3235 CD EE 34 

3238 22 67 39 ED 53 69 36 
323F CD EC 34 DO 

3243 24 1A 36 22 18 36 
3249 22 16 30 22 14 39 
324F C9 

3259 

3259 

3259 ED 73 9C 30 

3254 

3254 AF 67 5『 

3257 32 5B 39 32 5A 36 
325D 22 70 36 22 73 936 
3263 22 TF 39 


3266 2A 25 30 11 86 99 
326C 34 28 30 47 

3276 94 AF 

3272 CD 9A 1F 19 19FA 
3278 

3278 CD FC 33 

327B 

327B CD 44 33 CD 52 33 
3281 

3281 C3. 

3282 99 99 

3284 

3284 

3284 

3284 

3284 

3284 

3284 

3284 AF 32 75 39 

3288 3A 31 39 

328B FE 98 38 91 AF 
3299 32 31.39 

3293 87 87 21 36 39 
3298 85 6F 

329A 11 32 39 91 04 966 ED 
32A1 B9 

32A2 3A 31 39 

32A5 

32A5 GF 87 85 

3288 2A 20 30 85 

32AC BF 39 01 24 

32B9 EB 21 5C 39 

32B4 91 03 00 CD 91 1F 
32BA 

32BA 34 5C 39 

328D CD CC 34 

32C9 39 906 CD C4 1F C3 81 
32C7 32 

32C8 22 67 39 

32CB ED 53 69 39 

32CF 

32CF 

32CF 

32CF 

32CF 

32€F 

32CF 

32CF 28 34 30 ED 5B 32 39 
32D6 ED 48 2F 39 

32DA 7DFE 19 39 02 2E 19 
32E1 24 25 29 91 24 
32E6 1C 1D 20 61 1C 
32EB 14 15 20 91 14 
32F9 TB 85 

32F2 B9 38 04 

32FS iD 20 F8 

32F8 1C 

32F9 7B 85 

32FB B9 38 93 2D 18 F8 
3391 78 84 

3393 B8 38 04 

3396 15 29 F8 

3309 14 

339A 74 84 

339C B8 38 03 25 18 F8 
3912 27 34 3W ED 53 32 39 
3319 も 

331A 

3914 

331A 

3314 

3314 

331A 

3318 34 31 38 

331D 87 87 11 36 39 
3322 83 SF 

3324 21 32 30 91 94 99 ED 
332B B9 


7 タ 2 の onix 1988.8. 


HOT#2 


HOT#21 


TO0_CON 


eed nl 


ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 


WINER 


page i} 
< screen editer >- 


Copyright in 1988 by 環 


ニー ニー ニー ニーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー…ー 


ーー ニーーー ニ ーーーーーー サ ーーーーーーー ニ ーー 


OFFSET mwakadr-progran 
ORG PT0gTaW 


ーー ニー ニーーー ニ ーー テーーーーーーーーーーー 


CALL COLD 
CALL HOT#I 
JP HOT#2 


ーーーーーーーーーーーーー 


ーー 


: コ ー ル ドス ター ト 

CALL TAREAI 

LD B,4:LD DE,txtchr+3 
LD A,B:DEC A 

PUSH DE:PUSH BC 

CALL TEXYDAT 

POP BE:POP DE:JR C、COLBD2 

LD A.(HL):LD (HL),.0:LD (DE),A 
DEC ーー COLD1 

RE 


: ホ ッ ト ス ター ト 1 
LD HL,(txtwbf):XOR A:LD B,A 
DALL #POKE:INC HL:DJNZ HOT#1+5 


:teXt work clear ! 


XOR A:LD (windno),A :op Ma.init 


LD RL,6:CALL #POKE :cut & peast buff clear 


LD HL, Ccopybf) 
PALL #POKE:INC H 
CALL #POKE:INC H:CALL #POKRE 


;copy buf clear ! 


LD HL,9:LD (delpnt), 肌 :delite buf clear ! 
CALL TEXTDAT 

LD (ntxtst),HL:LD (ntxtend), DE 
CALL ENDCHK:RET NC 

LD HL,(txtstt8):LD (txtstt5) HL 
LD (txtst+4),HL:LD (txtst+2)、 抽 


:Text aria over check 


: ホ ッ ト ス ター ト 2 
LD (stack) 、SP 


XOR AiLD H,A:LDL,A 

LD (camlin),A:LD (comtop),A 

LD (getlmode),HL:LD (insmode),HL 
LD (inpchk), HL 


LD HL, (combf):LD DE,980H 
LD A,(cowmsk):LD B,A 
INC B:XOR A 

CALL #POKE:ADD HL,DE: DINZ HOY#21 


jData etc. init 


;command window cleari 


CALL PRWINIT ;Window prw init 
CALL SCRNSIZ:CALL SCRNTNIT_c 


DB 9C3H 
Dw 8 


ーー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーー 


WINDPOP : ウ ィ ン ド ウデ ー タ セッ ト & 


; in (windno) / ウィ ンド ウサ イズ チェ ッ ク 
: out nothing 
; des AF,HL,DE, BC 


XOR A:LD (windmxf),A : Window position 
LD A, {windno) ; & size set 
IF A>=8 THEN XOR A 

LD (windno),A 

ADD A,A:ADD A,A:LD HL,windata 

ADD A,L:LD L.A 

LD DE,xstart:LD BC,4:LDIR 


LD A, (windno) 


LD L,A:ADD A,A:ADD A,L ; text No. 

LD HL、(txtwbf):ADD AL ; & line No. set 
LD L,A:IF C YHEN INC H 

EX DE,HL:LD HL,nowtxt 

LD BC,3:CALL #PEEK@ 


LD A, (nowtxt) ; if unusing text 
CALL TEXTDAT : then command level 
IF C THEN CALL #BELL:JP TO_COM-1 


LD (ntxtst),HL : text area data set 
LD (ntxtend).DE 


> 間 六 
WENDCHK : ウ ィ ン ド ウサ イズ チェ ッ ク 


: in (xsize),(ySize),(xstart),(ystart) 
ゝ gut (xsize),(ysize),(xstart),(ystart) 
: des AF,HL,DE, BC 


LD HL, (Cxsize):LD DE、(xstart) 


WINDCHKO LD BC, (scrnsiz) 


LD A,L:IF A<16 THEN LDL、16 
IF H=0 THEN INC H 
IF E=0 THEN INCE 
IF D=6 THEN INC D 


WINDCHK1I LD AE:ADD AL 


#F A<C JR WINDCHK2 
DEC E:JR NZ,WINDCHK1 
INC E 


WINDCHK2 LD A,E:ADD At 


IF Ap=C THEN DEC L:JR WINDCHK2 


WINDCHK3 LD A、D:ADD AH 


IF A<B JR WINDCHK4 
DEC D:JR NZ.WINDCHK3 
INC D 


WINDCHK4 LD A.D:ADD A.H 


IF A>=B THEN DEC H:JR WINDCHK4 
LD (xsize),HL:LD (xstart),DE 
RET 


光央 家 寺家 衣 な 


す 


WINDPUSH : ウ ィ ン ド ウ テ ー タ 人 退避 


;in {windno) 
‘out notihng 
:des AF,HL,DE, BC 


LD A,{windno) 

ADD A,A:ADD A,A:LD DE,windata 
ADD A,E:LD E,A 

LD HL,xstart:LD BC,4:LDIR 


3932C 


332C 
3326 
932C 
332C 
332C 
332C 3A 31 98 
332F 6F 87 85 
3332 24 20 30 
3336 6F 30 01 


85 
24 


333A 11 5C 36 91 63 06 


3346 EB C3 97 
3344 
3344 
3344 
3344 
3344 
3344 


iF 


3344 3A 5C 1F 32 2F 36 
334A 3A 5B 1F 3D 32 30 39 


3351 C9 
3352 
3352 
3352 
3352 
3352 


3352 3E OC CDF4 i1F 

3357 3A 5C 1F 21 18 90 
335D FE 50 28 92 2E 01 
3363 CD IE 20 11 E3 39 CD 


336A E5 1F 


336C 3A D9 30 B7 28 15 
3372 CD D8 33 11 DA 36 


3378 

3378 1A 3C C8 
337B D5 

337C 3D 32 31 
3380 CD 87 33 
3383 Dl 13 
3385 18 Fl 
3387 

3387 

3387 

3387 


36 


3387 CD 84 32 CD 3B 34 


338D CD 19 38 


AF 


3391 32 2E 30 32 7E 36 


3397 
3397 
3397 
3397 


3397 2A 32 39 ED 4B 34 39 
339E CD 99 4C CD EB 37 
33A4 CD B5 37 CD Di 37 


33AA 
33AA 
33A4 
33AA 
33AA CD A9 34 


33AD 2A 32 39 22 2C 39 


33B3 34 35 39 


47 


33B7 ED 5B 63 39 21 2D 39 


33BE 1A B7 28 


94 


33C2 CD 63 4C CD 76 34 


33C8 34 19 F3 
33CB £9 

33CC 3E @D 12 
33CF CD 93 4C 
33D3 19 FA 
33D5 AF 12 
33D7 £9 

33D8 

33D8 

33D8 

33D8 

33D8 

33D8 

33D8 3A 31 30 


34 


5F 


33DC 91 FF 08 21 DA 39 


33E2 7B 

33E3 BE 28 OA 
33E5 79 

33E7 BE 28 9C 
33EA 23 10 F5 
33ED C3 81 32 
33F0 23 7E 2B 
33F3 B9 20 92 
33F6 73 C9 
33F8 77 23 
33FA 18 F4 
33FC 

33FC 

33FC 

33FC 

33FC 

33FC 

33FC 21 DB 390 
3402 91 07 69 
3499 3A 31 39 
340F C9 

3416 

3418 

3419 

3419 

3419 

3419 

3419 

3416 2A 56A 1F 
3416 96 64 DD 
341C DD 5E 09 
3422 DD 6E 82 
3428 B7 ED 52 
342D 19 DD 75 
3434 DD 2B DD 
3434 C9 

343B 

343B 

343B 

343B 

343B 

343B 

343B 2A 5D 39 


3441 22 5F 39 ¢ 


3448 EB 69 69 
344B 3A 35 39 
3452 94 18 93 
3455 CD 80 34 
345A B7 ED 42 
34E1 96 . 

3462 2 1 36 
3458 B7 ED 52 
<46F 57 39 
3471 ED 53 63 
3475 

3476 

3475 

3475 

3475 

3476 

3475 18 B7 C8 


54 


5D 13 


36 FF ED B9 


32 


DA 30 


1A 380 
18 39 
56 91 


DD 55 93 


DD 74 
19 E2 


94 ED 


3479 13 FE 9D 26 F8 


137 


138 
139 
149 
141 


149 
159 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
169 
161 
162 
163 
164 
165 
166 


167 
168 
169 
179 
171 
172 
173 
174 
175 
176 
177 
178 


184 
185 


* 森 六 可 導 率 六 ※ 氷 
TXTPUSH : テ キス ト デ ー タ 退避 
; in (windno) 
; out notihng 
+ des AF,HL,DE, BC 


LD A * (Windn9) 
LD L.A:ADD AJA、ADD At 
LD HL,(txtwbf):ADD AL 
LD L.A:IF C THEN INE H 
LD DF,nowtxt:LD BC,3 
EX DE, HL:JP  #POKEG 

・ な 本 な な 


SCRNSIZ : スク リー ン サ イズ セッ ト 


> in nothing 
1 out (scrnsiz) 
; des AF 
LD AL(#SMIDTHD:LD (scrnsiz),A 
~~ A:LD (scrnsiz+i),A 
R 
本 水玉 8 
SCRNINTT_c 
画面 を 消し て スク リー ン 初 期 化 
: des AF,HL,DE, BC 
LD A、6CH:CALL PRINT fcls 
LD A,(#WIDTH):LD HL,24 
IF A<>80 THEN LDL、}1 :tit]e print 
CALL #LOC:LD DE, titiem:CALL #1HSX 
LD A,(wprwsw):IF A-0 JR SCRNINIT 
CALL PRWSET:LD DE,winprw 
SERNINIY_c1 :WindOw display 
LD A, (DE):INC A:RET 2 : by prW 
PUSH DE 
DEC A:LD (windno) ,A 
CALL SCRNENIT 
POP DE:INC DE 
JR SCRNENIT_c1 
本 
SCRNINIT: スク リー ン 初 期 化 ;a window dsiplay 


; des AF,HL,DE, BC 


CALL WINDPOP:CALL LINSET 

CALL PDATA:XOR A 

LD (1_offs),A:LD (pointer),A 
+ を 導 ま 表 事 東 表 を 


WTXTPRT : ウィ ンド ウ 表 示し て テキ スト 表示 
; des AF,HL,DE,BC 


LD HL,(xstart):LD BC, (xsize) 
CALL OWINDOW:CALL PWINDNO 
CALL PCURDAT:CALL PLINDAT 

> を を 可 斉 束 

TXTPRT : テキ スト 表示 
; des AF, HL,DE, BC 


CALL TABPRT 

LD HL, (xstart):LD (1_curx), HL 
LD A,(ysize):LD B,A 

LD DE, (dtopadr):LD HL,1_cury 


198 TXYPRT1 LD A,(DE):IF A=0 JR TXTPRT2 


199 
298 
201 


CALL LNPRINT:CALL NXTLIN 
INC (HL):DJNZ TXTPRT1 
RET 


202 TXTPRT2 LD A,ODH:LD CDE),A 


203 


235 
236 
237 
238 
239 
249 
241 
242 
243 
244 
245 
245 
247 
248 
249 
256 
251 
252 
253 
254 
255 
256 
257 
258 
259 
259 
251 
2 を 2 
ZE3 


264 
265 


255 
257 
268 
259 
279 
271 
272 
273 
274 


TXTPRT3 CALL LNPRINT:INE (CHL) 
DJNZ TXTPRT3 
XOR A:LD (DE),A 


RET 
1 水 
PRWSET : ウィ ンド ウ プラ イオ リティ セッ ト 
: in (windno) 
: out (winprw) 
; des AF,HL, BC,E 


LD A, (windno):LD E,A 

LD BC, OO8FFH:LD HL,winpry 
PRWSET1 LD A,E 

IF A=(HL) JR PRWSEY2 

LD A,C 

IF A=(HL) JR PRWSET3 

INC HL:DJNZ PRWSET1 

JP T0.COM-1 
PRWSET2 INC HL:LD A,( 有 也 ):DEC HL 

IF AX>C JR PRWSET4 


PRWSET3 LD (HL),E:RET 

PRWSET4 LD (HL),A:IHC HL 
JR PRWSET2 

2 補整 

PRWINIT : ウィ ンド ウ プラ イオ リティ 初期 化 
7 in nothing 
; out nothing 
: des AF,HL,DE, BC 
LD HL,winprwt1:LD DE,HL:INC DE 
LD BC,7:LD (HL),OFFH:LDIR 
LD A,(windno):LD (winprw), A 
RET 

: 末 水深 天 表 

TAREAI : テキ スト エリ ア 初 期 化 


: (HEMAX) に あわ せ て テキ スト エリ ア を 調整 する 
: in nothing 

: out text area data work 

: des HL、DE,BC,1X 


ED HL, CHNEMNAX):LD (txtst+8) .HL 
LD B,4:LD IX,txtst+6 
YAREAI1 LD E,(IX+9):LD D, CX+E) 
LD L, (IX+2):LD H, CX+3) ;Text clear ! 
SUB HL,DE:JR NC,TAREAI2 : & PUSH Text top chr 
ADD HL,DE:LD (IX+0),L:LD (TX+1) .H 
TAREAI2 DEC IX:DEE IX:D は NZ TAREAI1 
RET 


か いわ 

LINSET : 行 No. に あわ せ て テキ スト 表示 デー タ を セッ ト 
; in (1ineno) 
: out (lineadr), (dtopno), (dtopadr) 
: des AF,HL,DE, BC 


LD IHL, (lineno):CALL LINADR 
LD (lineadr),HL:LD (1ineng),BC 
EX DE, HL:LD HL, BC 
LD A.(ysize):SRL A:LD C、A:LD B.A 
INC B:JR LINSET2+3 

LTNSET2 CALL DNXTLIN:DJNZ LINSET2 
SUB HL, BC:IF C THEN LD HL, 8 


LD (dtopno),HL:LD HL,(ntxtst) 
SUB HL,DE:IF NC THEN LD DE, (ntxtst) 
LD (dtopadr),DE:RET 

・ な ポポ ポポ 

NXTLIN 1 行先 に スキ ッ プ 


: in DE=ASCII adress 
: out DE-=ASCII adress 
: des nothing / flog Z=END 


LD A,(DE):IF A=0 RET 
INC DE:IF A<>9DH JR NXTLIN 


源平 を や れ ば 「 情 け な や ーー」 と 言わ れ 続 けり , グラ ディ ウス で は 森 だ に 3 面 を 見 た こと の 
か な いこ の 私 で も , R-TYPE と イシ ター は 欲し い の だ 。 そう そう , アフ ター バー ナー も 欲し 


いい 


っ て いる の で 、 発 寺 前 に 3 ペー ジ どく らい 使っ て , ぜひ 特集 し て 《K だ さい 。 


| 内藤 陽一 (21) 愛知 県 


P とこ みろ で , 7 月 人 号 の STUDIO X の タイ トル 横 の イラ スト は , 遇 に な っ た ら ツ ヤー グ が 水 。. 


347E B7 C9 275 OR AkRET 35A5 E5 416 PUSH HL 
3486 276 」 を を を を を を . 3587 68 69 B7 ED 52 417 LD HL,BC:SUB HL,DE 
3480 277 DNXTLIN : 1 行 後ろ る に バッ ク 35AC 44 4D 03 418 LD BC, 也 :INC BC 
3486 278 1 in DE=ASCII adress 35AF D1 419 POP DE 
34889 279 ; out DE=ASCII adress 3550 2A 65 36 ED 53 65 36 429 LD HL,(endadr) :LD (endadr),DE 
3480 286 ; des nothing / flog NC=TOP 3587 ED B8 18 87 421 LDDR:JR WRTLIN2-1 
3489 281 35BB 422 ; 
3480 1B 282 DEC DE . 35BB E5 DS 423 WRYCHK PUSH HL:PUSH DE 
3481 18 14 283 DEC DE:LD A,(DE) 35BD CD 05 36 AF ED 42 424 CALL LEFBYT:XOR A:SBC HL, BC 
3483 87 28 04 284 IF A=0 JR TABINIT-2 35C3 Dl g1 C9 425 POP DE:POP HL:RET 
3486 FE OD 29『7 285 IF A<>0DH JR DNXTLINt1 35C6 「 426 」 や を 本 本 き な を 
3484 13 09 286 1NC DE:RET 35C6 427 LINSIZ , ライ ン サ イズ を BC に 返す 
348C 287 森本 35C6 428 ; in DE=line adress /des AF,DE 
948E 288 TABINIT : タブ バッ ファ 初期 化 35C5 429 ゝ out BC=1ine size 
348C 289 j des AF、 肛 ,BC 35C5 439 
948C 296 35C6 91 00 90 431 LD BC,9 
348C 2A OE 30 TE 291 LD 肛 , {tabadr): LD A, (HE) 35C9 14 03 13 432 LD A.(DE):INC BC:INC DE 
3490 FE 2D C8 292 IF A="-” RET 35CC FE 9D 26 F9 433 IF Ac6DH JR LINSIZ+3 
3493 FE 28 C8 293 IF A="+” RET 35D9 C9 434 RET 
3496 9E 26 294 LD C,32 35D1 435 な 本 
3498 36 2B 23 295 TABINITO ED (HL), "+":INC HL 35D1 436 SET9DH : ライ ン バ ッ ファ の 文字 列 の 最後 に 9DH を 書き こむ 
3498 06 97 36 2D 296 TABINIT1 LD B,7:LD CHL),”-” 3501 437 : out BC=1ine size 
349F 23 19 FB 297 INC HL:DJNZ TABINIT1+2 35D1 438 : des ME,HL,BC 
34A2 OD 29 F3 298 IE DEC(C)<>6 JR TABINITO 35D1 439 
34A5 2B 36 OD C9 299 DEC HL:LD CHL), ODH:RET 35D1 01 90 01 2A 10 38 440 LD BC,100H:LD HL, (linebf) 
34A9 300 : 35D7 99 28 、 ヽ 441 ADD HL,BC:DEC HL 
3449 301 TABPRT : タプ デー タ 表 示 3509 28 JE FE 20 29 66 442 SET0DH1 DEC HL:LD A, (HL):IF A<>" “JR SET9DH2 
3449 392 ; in window data 35DF OB 78 Bl 26 ド 5 443 IF Wo JR SETODH1 
34A9 903 : des AF,HL,DE,BC 35E4 63 444 INC 
34A9 394 35E5 23 36 9D C9 445 SETODH2 INC HL:LD ov. gDH:RET 
3449 CD 8E 34 395 CALL TABINIT 35E9 446 : 沙 沙 杯 事 
34AE 3A 6B 39 B7 £8 365 LD A,(tabsw):IF A=@ RET 35E9 447 SPSKIP ・ ス ペー ス スキ ッ プ 
34B1 2A 2C 36 F5 397 LD HL, (1_curx):PUSH HL 35E9 448 : in DE=ASCII adress /des AF 
9485 2A 32 39 3A 35 39 398 LD HL, (xstart):LD A, (ysize) 35E9 449 
34BB 84 67 22 2C 39 309 ADD AHLD HALD (1_curx) HL 35E9 1A FE 20 CO 459 LD A,(DE):IF A<" "RET 
34C6 ED 5B OE 29 CD 63 4C 319 LD DE, (tabadr):CALL LNPRIHT 35ED 13 18 F9 451 INC DE:JR SPSKIP 
94C7 El 22 2C 38 311 POP HL:LD (1_cur),HL 35F6 452 ttt tht 
34CB £9 312 RET 35F9 453 UPPER  : 小文字 を 大 文字 に 変換 
346C 313 : 本 本 35F6 FE 61 D8 454 TP A<"a" RET 
94CC 314 TEXTDAT ; テキ スト エリ ア デー タ 35F3 FE 78 DO 455 IF A>="z"+1 REY 
94CC 315 ; in Accstext No. 35F6 D6 20 C9 456 SUB 20H:RET _ 
34CC 316 : out HL=text start adress 35F9 457 キキ 本 本 を を 
34CC 317 ‘ DE=text end adress 35F9 458 7SKIP : スキ ッ プ する キャ ラク ター か ? 
34CE 318 BC=text size 35F9 459 ? in ACc=check chr. 
34CE 319 ; flog C=unuse / des AF,HL,DE, BC 35F9 459 
34CC 32@ 35F9 E5 C5 461 PUSH BL:PUSH BC 
34CC FE 04 3F D8. 321 CP 4:CCF:RET C 35FB 21 C1 30 91 18 09 ED 462 LD HL.skipchr:LD BC,24:CPIR 
3406 21 12 30 87 922 LD HL,txtst:ADD A,A 3692 B1 _ 
34D4 85 6F 323 ADD ALL:LD L.A 3603 C1 E1 C9 463 POP BC:POP HL:RRT 
34D6 5E 23 324 LD E.(HL):HME HL 3606 464 を を を を を を を を 
34DA 7E 23 326 LD A, (HL):INC HL 3666 466 ; out HL=left byte /des AF、DE 
34DC $5 6F 87 BD 52 327 LD #, (HL) ‘LD L,A:SUB HE, DE 38595 467 + fiog t=error 
34E1 F5 328 PUSH AF 3686 468 
34E2 44 4D 19 329 LD BC,HL:ADD HL、DE 3606 2A 59 36 ED 58 565 39 4569 LD HL,(ntztend):LD DE,(endadr) 
34E5 F1 338 POP AF 959D 13 B7 ED 52 C9 479 INC DE:SUB HL, DE:RET 
34E6 EB D8 331 EX DE、HL:RET C 3612 471 sveeeeses 
3458 37 C8 332 SCF:RET 2 3612 472 GETNUN : 10 進 プア スキーマ 16 信 変換 
34EA B7 C9 333 OR A:RET 3612 473 ; in DE=ASCII adr /out HL=bh 
34EC 334 ょ を を を を を な を を 3612 474 ; des AF,DE,BC 
34BC 335 ENDCHK : テキ スト エリ ア の エン ド チ ェ ッ ク 3812 475 
34EC 336 ; in (ntxtst)、(ntxtend) 3612 CD 18 36 476 CALL GRTNUN1 
34EC 337 : des AF,HL,BC 3615 7C B5 28 01 25 ~ IF HL<>@ THEN DEC HL 
34EC 338 ; flog [=text area over 36184 £9 478 RET 
34EC 339 9618 21 09 90 1A 479 GETNUNY LD HL,@:LD A,(DE) 
34EC ED 4B 67 36 346 LD BE,(ntxtst) 361F CD 32 36 D8 480 CALL CHKNUN:RET C 
34F8 C5 341 PUSH BC 9623 29 44 4D 481 ADD HL、HL:LD BC,HL 
34F1 2A 69 39 942 LD HL,(ntxtend) 3626 29 29 99 482 ADD HL,HL:ADD HL,HL:ADD HL, BC 
34F4 B7 ED 42 44 4D 343 SUB HL,BC:LD BC,HL 3629 D6 30 4F 96 00 483 SUB “@":LD C,A:LD H.6 
34F9 El AF ED B1 344 POP HL:XOR A:CPIR 362E 09 19 18 EC 484 ADD HL、BC:INC DE:JR GETNUN1+3 
34FD 2B 22 65 36 C8 345 DEC HL:LD (endadr),HL:RET Z 3632 485 . : を を を を を を を を 
9502 37 C9 346 SCF: RET 3632 486 CHKNUM - ーー チェ ッ ク 
3504 947 まま か 3632 487 : tn Acc 
3564 348 LINADR : ライ ン N o の アド レス を 返す 3632 488 ) out flog C=Error 
3594 349 : in 所 =1ineno 4632 489 
3504 356 : out HL=line adress BC=]1ineno 3632 FE 30 D8 499 CP "0":RET © 
3504 351 ; des AF 3635 FE 34 3F C9 491 CP "9"+1:CCF:REY 
3504 352 3639 492 : 
93594 D5 RB 、 353 PUSH DE:EX DE.HL 3639 493 SEISU  : 16 傍 19 進 ア スキ ー 変換 
9596 2A 67 39 91 90 00 354 LD HL,Cntztst):LD BC,6 3639 494 _ : in HL=hbh /out DE=ASCII adr 
358C 7A B3 28 OF 355 IF DE=0 JR LINADR2 3639 495 > des AF,HL,BC 
3519 7E B7 28 0D ーー LINADR1 LD A,(HL):IF A=6 JR LINADR2+2 3639 496 
_ 3514 23 FE 0D 20 P7 _ 357 INC HL:IF AOODH JR LINADR1 3639 23 7C B5 26 01 28 497 IF INC(HL)=6 THEN DEC HL 
9519 99 1B 7A 89 20 Fl 358 1MC BC:IF DEC(DE)<>0 JR LINADR1 363F 498 
35iF DI C9 359 LINADR2 POP DE:RET 363F 91 OF 31 AF 4 SEISU6 LD BC.namaret5:XOR A 
3521 22 65 30 18 "3 386 LD (endadr),HL:JR LINADR2 3643 02 8B LD (BC),A:DEC BC 
3526 361 みゆ 3645 11 OA 96 CD 61 36 5 SEISU1 LD DE,10:CALL SEISU3 
3526 362 LINTRS : ライ ン バ ッ ファ に テキ スト を 送る 354B 78 CE 36 592 LD AE:ADD A."0" 
3526 353 ; in (lineadr), (linebf) 364E 02 0B 503 LD (BC),A:DEC BC 
3526 364 : des AF,HL,DE,B 3656 7D 84 20 Fi 504 LD AOR H:JR MZ,SEISUI 
3526 365 3654 21 99 31 595 SEISU2 LD HL,namare-1 
3526 ED 5B 5F 30 2A 10 30 365 LD DE, (lineadr):LD HL,(linebf) 3657 B? ED 42 C8 596 SUB HL,BC:RET 2 
952D 66 FF 367 LD B、255 365B 3E 29 02 507 LD A,20H:LD (BC),A 
352 1A 368 LINTRS1 LD A,(DED 365E OB 18 F3 598 DEC BC:JR SEISU2 
3536 FE 29980C 369 IF A<29H JR も RECLA1 3551 C5 589 SEISU3 PUSH BE 
3534 77 13 23 378 LD (HL),A:INC DE:INC 上 HL 3662 3E 19 42 4B 519 LD A,16:LD BE,DE 
3537 19 "6 18 04 _ 371 DJNZ LINTRS1:JR LBFCLA2 3666 EB 21 66 69 511 EX DE,HL:LD HL.6 
3538 7 2 本 366A 29 EB 512 SEISU4 ADD HL:HL:EX DE,HL 
3538 373 LBFCLA : ライ ン バ ッ ファ の 初期 化 366C 29 EB 513 ADD HLJHL:EX DE,HL 
3538 374 : in (Hinebf) 366E 36 01 23 514 IF C THEN INC HL 
3538 375 ; des HL、B 9671 B7 ED 42 36 03 515 SUB HL,BC:JR NC,SEISUS 
359B 376 3676 09 18 61 516 ADD HL,BC:JR SEISU5+1 
353B 2A 16 30 86 FF 377 ーー っ iLD B,255 3679 13 3D 20 ED 517 SEISUS INC DE:DEC A:JR NZ,SEISU4 
3546 36 28 23 378 LBFCLAL LD て :I 367D EB 518 EX DE,HL 
3543 16 FB 379 HH 367E C1 C9 519 POP BC:RET 
3545 36 OD C9 386 LBPCLA2 LD ーー RET 3688 .529 本 
3548 _ 381 を 本 3689 521 MENOVR : メ モリ ー オ ー バ ー 表 示 
3548 362 WRTLIN : テキ スト 書き 込み 3680 2A 2F 90 2E 60 CD IE 522 LD NL,(scrnsiz):LD L,0:CALL LOC 
3548 383 : 3n (11neadr),(endadr) 4687 2 
3548 384 ; des AF,HL,DE,BC, HHL’, DE', BC' 3688 CD 8E 36 C3 10 38 523 CALL MEWOVRI:JP PDATA 
3548 385 ; C=ERROR 368E 11 CB 31 CD ES 1F 524 HENOVRI LD DE, semovr:CALL #NSX 
3548 386 3694 CD C4 1F 18 06 525 CALL #BELL:JR ERROR1 
3548 3A 7F 36 B7 C8 387 LD A,(inpchk):IF A=0 RET  :input check 3699 526 ・ 
354D CD D1 35 69 59 388 WRTLING CALL SEY9DH:LD HHL, BC 3899 527 ERROR : エラ ー 表 示 
3552 ER5 389 PUSH HL 3699 528 
3553 ED 5B 5F 96 1A 396 LD DE.(1ineadr):LD A.(DE) 9599 87 28 F2 529 TP A=6 JR MENOVR1 
3558 B7 29 OF 391 IF A<>6 JR WRTLEN1 369C CD 33 26 3 CALL #ERROR 
355B C1 392 POP BC 369F AF 32 71 30 32 80 36 531 FERRORI XOR A:LD Cinkymode),A:LD (cbrbf),A 
9355C CD BB 35 98 393 CALL WRYCHK:RET CE 36A6 C3 21 20 532 JP  #FLGRY 
3566 CD 73 35 394 CALL WRTLTN2 3689 533 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
3563 AF 12 395 XOR A:LD (DE),A :neW line write end adress 43649 534 INKEYSUB 
3565 ED 53 55 39 " 396 LD (endadr) ,DF:REY 35A9 RL ;: マ クロ 中 な ら INKEY$ へ 、 
3564 397 ; 36A9 536 > な けれ ば 1 文字 入力 
356A CD C6 35 : 398 WRTLIN1 CALL LINSIZ 36A9 3A 72 30 537 LD A,(mcrofiog) 
356D B7 ED 42 29 WC 399 SUB HL,BC:JR NZ、WRTLEN3 ;new size = 0id size 36AC B7 CA 21 28 598 IF A=0 JP #FLEET 
3572 C1 409 POP BC 36B8 539 : 
3573 24 16 30 ED 5B 5F 3 A401 WRYLIN2 LD HL, Clinebf):LD DE, Cineadr) 36B9 549 INKEY$ :out Acc=ASCII 
357A ED BO0 B7 C9 402 LOIR R:OR A:RET 36B9 541 ・ C=control key 
357E 403 36B8 542 : NC=normal key 
357E 30 18 404 WRTLIN3 JR NE。 WRTLIN4 36B6 543 ‘des nothing 
3586 19 EB 405 #DD HL,DEiEX DE, HL DeW size < old size 36B6 544 
3582 ES 496 PUSH HL 3680 ES D5 C5 545 PUSH HL:PUSH DE:PUSH BC 
3583 44 4D 2A 65 36 407: LD BC,HL:LD HL, Cendadr) 36B3 3A 71 26 546 LD A,(inkymode6) 
3588 B7 ED 42 44 4D 93 408 SUB HL,BC:LD BC,HL:INC BC 36B6 3D 29 05 CD DF 36 18 547 DEC A:IF 7 THEN CALL COPYGET:JR INKEY$1 
358E El ED B90 499 POP HL:LDIR 36BD 9B 
9591 18 ED 53 65 99 419 DEC DE:LD Cendadr),DE 36BE 3D 20 05 CD CD 36 18 548 DEC A:IF 2 THEN CALL DELGET :JR INKEYS1 
3596 18 DA 411 JR VWRTLIN2- -1 36C5 63 
、 3598 412 36C6 CD 44 37 549 CALL FLGET 
、 3598 44 4D CD BB 35 413 WRYLIN4 LD BC, HL:CALL WRTCRK 3669 C1 D1 El C9 550 INKEYS1 POP BC:POP DE:POP fl: RET 
_ 3590 39 62C1C9 414 IF C THEN POP BC:REY 36CD 551 
8 1 BD 45 65 39 09 415 も BC (endadr): ADD 持 , EC ‘Nh Size > Ulid size 35CD 552 来 束 


中 で も 使え を る 4 コ ンピュータ を 開発 し て , 
いる ん で すか >。 


全国 の 川 に 放流 する と いう こと を 伝え よう と し て 
も し それ が 本 当 な ら 。 この 場合 の エサ は な に を 付け れ ば いい ん で し ょ 。 
林 保 礼 (16) 大 阪 府 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 7 タ Z 


LL TNKEYCUR: CAL FLGET 


593 CA 
594 me: Um AIF A<2OH JR FLGET_c 
ーー lb 


4 人 IF AO6 JR PLOET_e 


:LD A,n ;normal key 
- te っ 


_ Al: LA 


F A=1BH JR FLGET_e _ 


0990 0607 
3916 08 09 05 


9920 10 11 19 


99272A2B 
3929 2 も 2E 2 


9934 38 39 3 1 


38BF FE 26 38『7 
38C3 88 


3917 01 02 


991F OF 
3923 15 


9924 1C1D 
3926 29 


35 む も) 553 DELGET : デリ ー ト バッ ファ か ら の 入力 3879 688 PRORNK : ノー マル ヤー モー ド 表示 
35CD 554 : 3879 $89 ; des HL, DE 
436CD 2A 78 30 7C B5 28 6C 555 LD HL, (delpnt):IF HL=0 JR FLGET-4 3879 3A 74 30 B7 26 OE 599 LD A,(ctrlkeep): iF 4 く <>6 JR PCTRLK 
36D4 2B 22 78 39 556 DEC HL:LD Cdelpnt),L 387F 2A 2F 30 $91 LD HL, (scrnsiz) 
3698 ED 5B 29 39 19 557 - も LD DE,(delbf):ADD HL,DE 3882 2E 17 CD 1E 20 692 LD L,23:CALL #LOC 
35DD 18 98 558 JR COPYGETI 3887 11 49 31 £3 E5 1F 593 LD DE,narmaim:JP #1SX 
36Df 559 ・ よ 上 を か か な か な 388D 694 を 
36DF _ 566 COPYGET : コビー バッ ファ か ら の 入力 388D 695 PCYRIK : コン トロ ー ル キー モー ド 表示 
35DF 561 : 388D 696 ; des HL,DE 
36DF 2A 76 36 23 552 LD HL, Ccopypnt):INC HL 388D 2A 2F 36 597 LD HL, Cscrnsiz) 
36E3 22 75 39 2B 563 ED (copypnt),HE:DEC HL 3896 2E 17 CD 1E 26 698 LD L,23:CALL #LOC 
36E7 CD 94 JF B7 28 53 564 CHPYGET1 CALL fPEEK:IF Ac6 JR FLGET-4 3895 3A 74 30 26 24 699 1D A,(ctrikeep):LD He 
36ED 4F FE 2¢ D2 $55 37 565 ED EC,A:IF A>=20H JP FLGETNO 389A B7 29 02 26 29 799 IF Ac0 THEN LDH ” 
36F3 C3 657 37 565 JP FLGEYCH 389F 7E ED FA4 1F 781 LD A,H:CALE #PRINT 
36F6 5 7 + 二 末 氷 琶 3843 11 56 31 C3 F5 1F 702 DDE,ctrlw:JP 料 SX 
95P6 CD DO IFFE1H281B 558 KNACRO CALL HGETRY:IF A=1BH JR KWACRO1 3849 ” 
36FD 24 7C 39 TE 4F 569 LD,(macrpnt):LD A, CHL):LD CE,A S88 SE er i eo 
3702 23 22 7C 38 579 INC HL:LD (wacrpnt), 38A9 205 PAGE2 in6xt page LABEL 
3795 H7 28 0F 571 IF Ac6 JR KNAERO1 
3769 FE 45 29 11 572 IF AK>"E" JR KNACRO2 909 1 1 ツー ウー ロマ サー マヤ ーー サー サヤ ーーー エ ュー ユー バニ 
3795D 7E 573 LD A, (CHL) 9988 2 ; WINER page 2 
_ 979E PE 4E 26 OC 574 FANW JR KMACRO2 9009 3 ; < screen editer > 
3712 237E 575 ーー HL:LD A, CHL) 9008 4 : Copyrigkt in 1988 by 環 
3714 FE 44 26 06 576 AO”D” JR KNACRO2 0994 し i i 
9718 AF 32 72 39 577 KMACRO1 XOR rn (ucroflog), A 0998 る 
916 18 26 了 | 578 JR FLGET 0000 7 GPFSEY makadr-prograr 
911E 79 FE 29 38 03 579 KNACRO2 LD 。 A20H JR KMACRO 38A9 8 RS PAGE2 
3723FE46262C 586 A<>" き "JR FLGET 3849 9 
5302124 7 907E AF 581 tb HL, (aacrpnt): 1 A ん, CHL):LD CE,A 38A9 -10 ン w ペソ 
- 2C23227E36 582 INC HL:LD ッ ー… む 、 尋 3849 11 GEYL 1 行 入力 
、 3736 FE 20 38 £2 583 IF A<20H JR KMHAERO 38A9 kB ; in/out tnt in all 
- 3734 FE 49 28 1B 584 だ JE PLGRT1 38A9 13 + set line buff 
3738 3E 1B 32 80 0 585 DA,lBM:LD Cehrbf),A 38A9 14 : at break Qin 
973D 79 18 13 6 586 LD A,C:JR FLGET1 3849 15 3 
3749 587 :**kwwwy な 3849 AF 16 x0R A 
3 588 XOR A:LD Cinkymode),A 38AA 32 7F 39 32 86 30 17 
4 589 FLGET : キー ボー ド か ら の 入力 3889 CD A9 34 18 も TAB 
2744 9A 22 39 599  LDA。 (acrofio の 3683 ED 58 19 36 CD 93 4 19 GETL1 LD DE, ーー CALL LPR 
3747 87 20 AC 591 IF Ao60 JR KNACRO 38BA CD 89 36 38 1B 20 6ETL2 CALL INKEYS:JR CGETLOD 
8 th 97 6992 CALL PCURDAT - iF ルー ™ 


ーー 3938 3C 3E 3F | ー 
647 LD DEuwindm:CA RSZ _3938  、 下 
648 。。 。 LiDALGwindno):ADD "0":CALL #PRINT 3938 C3 39 4C SA MT 3A BF 76 sp ww noWop: WORDL: BAKSP: PAD S500H,01H, 02,03W : easc 


: 3942 3D 
549 CALL 8PRNTS:LD Au. の":JP PRINT 3943 D2 39 7 3C 22 3489 79 3 De CURR :CORU :WORDR:DEL ;04H, 05H, 06H, 97H ; D E ' 8 
0 3 : 394A 34 NN 寺 
650 3948 BB 39 73 34873DC7 89 ーー 拓 NOWRY:TABO :DRETR: DBFCL ;08H, 09H,BAH, OBH 
ーー 4952 38 NN 
-652 PDATA : 。/ si 3953 AF 3E n 3C 98 3E 81 WDELCR:CR TNSCR:INSWD :OCH, ODH, SER, OFH 5 
$53 ; des 所,DE、BC 3954 3C 0 3 NN NN 
まほ 54 3958 82 SNS 
3816 CD 40 38 CD 62 98 CD 65 ち 了 CALL PIXTDAT: CALL PTYPDAT: CALL PHORMK コ 38 8B 3A EB 3D 98 83 8 i DELBP: TABST:PAGU JBM *10H。11H、12H、19H : PQRS 
9817 7938 3 SR 了 _ 
43819 2A 2F 30 | 055 0 LD HL, (sernsiz) od ー 3D 6E 3D £0 34 2F 84 1 DY DSPL :DSPR :CAFTR:DSPU  ;14H,15H,15H,17H ; T UY 
2361C7006 OA GF CD 1E 20 657 DAL:SUB 16:LD L, ACALL #LOE 39% 
9823 11 17 31 CD E5 1F 658 3 - も 0 DE.data2m:CALL SNSX ~~ - 3E 49 3E FF 3 £3 85 DW CURD :CLINE:DSPD :NONOP 18H。 19H, 1AR, 1BH 
3829 = $59 : ま を WW 3972 39 ; 
3829 669 PLEFDAT ; 残り バイ トト 数 デー タ 3973 D2 39 08 3A B7 3C 78 85 DW CHRR :CURL :CURU :CURD ;iCH, IDR. EN, LP 
3829 661 ; des HL,DE, BC 397A 3C 
3829 562 397B 87 了 時 NH 
3829 2A 2F 36 663 LD HEL, (scrnsiz) 397B 66 3C FB SF 34 40 5 88 DM CTKRP、JPWEN:WINNXNWINMV ,20H. 21H, 228, 23H 0 1 
382C 7D D6 08 EF CD 1E 29 664 LD AL:SUB 8:LD LA:EALL SLOC 3982 48 了 
3833 CD 66 36 D8 - 665 | CALL LEFBYT:RET © 3983 9D 49 E7 3E 62 3F 909 89 DW WENSZ:NARK :CUTXT:GETXT ;24H,25H,26H,27H ; $ 2 8" 
3837 CD 3F 35 555 CALL SEISU9 3984 3F i : : 
383A 11 04 31 C3 E5 1F 557 LD DE、namare:JP NSX 398B IE 3F C3 39 E6 38 E3 99 PUTXT:NONOP:MACR6:MACR5 :28H.29H,2AH.2BH : ( )*+ 
384 す 68 な か な な な を な な な 3992 3B 3 
. 38480 669 PTXTDAT ; 現在 の ウィ ンド ウノ テキ スト No デー タ 3993 DA 3B £3 39 DD 3B EO 。 91 DW MACRZ:NONOP: NACR3:MACR4 :2CH,2DH,2EH,2FH ; , - ./ 
3849 679 ; des HL, DE, BC 399A 3B 
3849 $71 399B 92 
3840 24 2F 39 672 LD 志 ,(scrnsiz) 399B 34 3B A8 3B AA 3B AD 93 DW CPYDS:CPYP1 :CPYP2:CPYP3 :30H、31H.32H.33H ) 9 1 2 3 
3843 2E 00 CD 1E 20 673 DL,9:CALL #LOC 39A2 3B 
3848 3E 23 CDF4 iF 674 ED AICALL #PRINT 3943 73 3B 75 3B 78 38 81 94 DW CPYC1:CPYC2:CPYC3:CPYG1 :34H,35H,36H,37H : 45567 
384D 34 31 30 C6 38 CD F4 575 LD A,(windna):ADD A, "0":CALL #PRINT 39AA 3B 
3854 1F 39AB 83 3B 86 3B D7 3B D4 95 DW CPYG2:CPY63:MAER1:NACR6 :;38H,39H,3E,38H ; 89: : 
3855 3E A5 CDF4 1F 676 LD A," "CALL PRINY 3982 3B 
385A 3A 5C 30 C6 41 C3 ド 4 677 LD A,(nowtxt):ADD AA":JP PRINT 39B3 E9 3B £3 39 EC 38 EF 96 DW MACR7:NONOP:MACR8:WACR9 :3CH、3DH、3EH.3FH : く = >? 
_ 3861 1F 39BA 3B 
3862 678 YK 398B 97 
3862 579 PTYPDAT : タイ プ ブ モー ド デ ー タ 39BB 98 ORGKK 聞 六 ※※ 六 氷 誠 衣 
3862 589 : des HL,DE 39BB 99 NOWRT 入力 キャ ン セ ル 
3852 681 39BB AF 32 7F 39 32 80 36 109 XOR A:LD (inpchk),A:LD (chrbf),A 
3862 2A 2F 39 682 LD 拒 ,(scrnsiz) 3952 Ei 101 POP HL 
3865 2E 04 CD 1E 29 S83 LD 上,4:CALL #LOC 39C3 102 ・ーーーーーーーー 
386A 11 21 31 3A 73 30 584 LD Df,insertm:LD A,(insmode) 39E3 1 NONOP : 何 も し な い 
3870 B7 20 03 11 35 31 $85 IF A=0 THEN LD DE,0vertpm 39E3 £9 RET 
3876 C3 E5 1F 6 | JP #MSX 39C4 1 ーッ ーーー ャ ーーー 
3879 687 な な な な を 衣 を 39C4 195 PINADR : ボ イン ター アド レス を 返す 


I ソー サリ アン で ある 一 (以下 繰り 返し )」 が 載っ た と いう こと 
。 当然 『 イ ー ス II で ある 一 」 も 載る と いう こと で , で あれ ば 「 ハ イド ライ ド 3 で ある -ー」 

i う の も あり 得る の で ある 。 と いう わけ で (どこ が ぢ ゃ ), 私 も 載り たい 。 
宮崎 和 也 (17) 佐賀 県 


148 onx 19888. 


3904 

39C4 3A 7E 39 2A 16 39 
39CA F5 

39CB 85 6F 

39CD 39 01 24 

39D9 Fl 


3902 3A 7E 30 36 
3906 FE FE 38 02 3E FE 
39DC 32 7E 36 DO 

39EW 


39E9 
39E0 CD FB 39 16 91 
99g5 7C 96 

39E7 B9 38 68 
39EA 78 C6 OA 47 
39EE 16 00 18 F3 
39F2 78 32 2E 39 
39F6 15 C8 
39F8 C3 A9 34 

39FB 

9FB 3A 34 39 4F 
39FF 3A 2E 30 47 
3A03 3A 7E 36 57 C9 
3408 

9A68 

3408 3A 7E 30 B7 C8 
360D 3D 32 7E 39 
9A11 

9A11 

3411 CD FB 39 16 01 
3816 7C B8 38 D8 
3A1A 78 D6 OA 47 
9A1E 16 00 18 F4 
3422 

3422 

3A22 CD C4 39 4F 
3A26 7E FE 6 

324 CD P9 35 26 04 
3A2F 23 0C 18 F3 
3A33 79 32 7E 30 
3A37 7E FE 9D 28 0D 
3A3C CD F9 35 20 94 
3441 29 8C 18P2 
3A45 79 32 7E 36 
3A49 C3 EQ 39 

3A4C 

3A46 ーー 
364C CD C4 39 4F B7 C8 
3A52 2B OD 28 16 
3A56 7E 2B 

3A58 CD F9 35 26 05 
345D 0D 26F6 

3A66 18 OA 

3A62 7E 2B 

3A64 CD F9 35 28 03 
3869 0D 20 F6 

3ASC 79 32 7E 36 
‘3A70 C3 11 34 

3473 


3473 
3A73 CD 9A 34 
3876 23 OC 7E 


3879 FE 9D 20 03 6D 18 94 


3A89 FE 2B 26 F2 
3A84 79 32 TE 39 
3A88 C3 E6 39 

3A8B 

3A8B 

3A68 CD 9A 38 

3ASE 7E OE 2B 

3A91 B9 20 92 OE 2D 
3A96 71 C3 A9 34 
3A9A 2A OE 30 34 7E 30 
3AA6 4F 85 GF 

3AA3 39 91 24 

3AA5 C9 

3AA7 


3AA7 

3AA7 3A TE 36 B7 C8 
3AAC 3D 32 7E 360 
3ABO 

3AB6 


3AB6 CD C4 39 FE FE 28 22 


3AB7 4F 3E FE 91 

38BB 4F 65 66 

3ABE EB 

3ABF 2 78 38 23 

3AC3 1A CD 1D 3B 

3AC7 23 22 78 36 

3ACB AF CD 1D 3B 

3ACF 52 6B 23 

34D2 OC OD 28 02 ED B89 
3AD8 2B 

3AD9 36 20 

3ADB 3C 32 7F 36 
9ADF C9 

3AE0 

3AE9 

3AE6 CD 68 3B C8 
3AE4 34 TE 39 4F 
3AE9 91 D8 

3AEB 3C 47 

3AED 2A 78 39 23 
3AF1 14 CD 1D 38 
3AF5 3E 29 12 
3AF8 18 23 10 F5 
3AFC 22 78 36 
3AFF AF CD 1D 3B 
3B93 3C 32 7F 39 
3B97 £9 

3B98 

3B968 06 FE 11 FE 909 
389D 2A 19 39 19 EB 
3B12 1A FE 20 C6 

3B16 1B 19 F9 

3B19 14 FE 20 C9 

3B1D 

3B1D 

3B1D 

3B1D D5 

3BIE 98 34 2B 36 

3B22 A4 57 

3B24 B5 29 91 2C 

3828 EB CD CD 3B 

3B2E 19 

3B2D 98 CD 9A 1F 

3831 EB 

3B32 Dl £9 

3B34 

3834 

3B34 2A 2F 36 7D 2E 09 


こう 


8 


3B3A D6 9C 47 OE 63 ED 5B 


3B41 1E 39 

3B43 C5 D5 E5 
3B46 CD 1E 26 EB 
3B4A CD 94 1F 23 


3B4E FE 20 39 93 3E 29 2 


3855 CD F4 1F 19 FO 


私 は ジャ ン ボ ー グ A よ り も , 
が 魅力 で ある 。 


197 4 out HL=pointer adress A=pointer 
108 - LD AL(pointer):LD HL, (linebf) 
169 PUSH AF 

110 ADD AL:LD L.A 

111 IF CTHEN INC H 

112 POP AF 

113 RET 

114 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

115 CHRR :1 文 字 右 

116 LD A,(pointer):INC A 

117 IF AX=254 THEN LD A,254 

リン ED (Cpointer),A:RET NC 


adocbnddeccedeeed 


120 ORRTR 市 動 時 の オフ エッ ト 
CALL OFFSTR3:LD D,1 
122 OFFSTR1 LD A,H:SUB B 
123 - IF AKC JR OFFSTR2 
124 LD 4.B:ADD A、16:LD B,A 
125 LD D.6:JR DFFSYR1 
126 OFFSTR2 LD A,B:LD (1_offs),A 
127 IF DECCD)=0 RET 
128 ザ 『 TABPRT 


129 
130 OFFSTR3 LD A, (unis): LD CE,A 
131 - 1D A,(l_offs):1D B,A 


132 LD A,(pointer):LD H,A:RET 
134 CURL 1 文字 だ 

135 LD A,(pointer):IF Ac6 RET 
136 DEC A:LD (pointer).A 


37 ; 
138 OFFSTL : だ 移動 時 の オフ セッ ト 
139 CALL OFFSTR3、LD D.1 
140 OPTSTL] LD AH:IF A>=B JR OFFSTR2 


141 LD A.B:SUB 10:LD B,A 
142 LD D.0:JR OFFSTLI 
143 ーーー- 


144 WORDR :1 単 語 右 
145 CALL PINADR:LD C,A 
146 WORDR1 LD A,(HL):IF A=6DH RET 
147 CALL 7SKIP:JR 7,WDRDR2 
148 INC HL:INC C:JR WORDR1 
149 WORDR2 LD A, ん り (pointer) ,A 
159 A, (HL):IF A=@DH JR WORDR3+4 
ーー ー つ 7SKIP:JR NZ.WORDR3 
INC HL:INC C:JR WORDR214 
83 WORDR3 LD ALC:LD (pointer).A 
いい JP OFFSYR 
時 WORDL : 1 単語 左 
CALL PINADR:LD C,A:IF Ac0 RET 
DEC BL:IF DEC(C)=6 JR WORDL3 
1 em LD A,( 肌 ):DEC HL 


160 CALL ?SKIP:JR NZ,WORDL2 
161 て DEC(C)<>9 JR WORDLI 
162 R WORDL3 
163 WORDL2 LD A, ~~ DEE HL 
154 CALL 7SKIP:JR Z,WORDL3 
165 IF DEC(C)<>8 JR WORDL2 
166 WORDL3 LD 2 (pointer), A 
ーー OFFSTL 
ー TABU : タプ 出力 
CALL TABUSY1 
ヤル TABUl INC HL:INC C:LD A,CHE) 
172 IF A=0DH THEN DEC C:JR TABU2 
173 IF A<>"+ JR YABU1 
174 TABU2 LDA,C:LD (pointer),A 
175 JP OFFSTR 
176 ゝ ーーーーーーーー 
177 TABSY : タ プ ブ セット 
178 CALL TABUSY1 
179 LD A,(HL):LD E+" 
1 は A=C THEN LD C"- 


D CHL),C:JP TABPRT 
182 YARUST1 LD HL, 4. LD A,(pointer) 
183 LD EC,A:ADD A,L:LD L.A 
184 IF C THEN INCH 
185 RET 
ERE 
187 BAKSP ; カ ー ソ ル の 左 1 文 字 を 削除 
188 LD A, (pointer):IF A=6 RET 


ンー DEC A:LD (pointer),A 
1 人 
191 DEL  : カ ー ソ ル 上 の 1 文字 を 削除 
192 CALL PINADR:TF A=254 JR DEL1 
193 LD C,A:LD A、254:SUB C 
194 LD EC,A:LD B,6 
195 EX DE、HL 
196 LD HL, (delpnt):INC HL 
197 LD A,(DE):CALL DELPUSH 
198 INC HL:LD (de1pnt),BL 
199 XOR A:CALL DELPUSH 
209 LD EL,DE:INGC HL 
291 IF C<>0 THEN LDIR 
202 DEC HL 
203 DEL1 LD (HL)," ” 
2904 INC A:LD (Cinpchk),A 
205 RET 
206 ーーーーーーー- 
297 CAFTR カー ソル 以後 を 削除 
208 CALL CAFTR2:RET Z 
209 LD A、(pointer):LD CA:LD A,B 
210 SUB CE:RET C 
211 INC A:LD B,A 
212 LD HE, (delpnt):INC HL 
213 CAFTR1 LDA,(DE):CALL DELPUSH 
214 LD A,” ":LD (DE),A 
215 DEC DE:INC HL:DJNZ CAFTR1 
216 LD (delpnt).HL 
217 XOR A:CALL DELPUSH 
218 INC A:LD (inpchk),A 
219 RET 
229 ; 
221 CAFTR2 LD B,254:LD DE,254 
222 LD HL, (linebf):ADD HL,DE:EX DE,HL 
223 CAFTR3 LD A,(DE):IF AO" "RET 
224 DEC DE:DJNZ CAFTR3 
225 LD A, DE):CP ” ”:RET 
225 
227 DELPUSH : デ リー トバ ッ フ ァ に 
228 : Acc を 積む 
229 PUSH DE 
239 EX AF、AF':LD A, (delmsk) 
231 AND H:LD H,A 
232 OR L:IF Z THEN INE L 
233 EX DE、HL:CALL DBFCL1 
234 ADD HL, DE 
235 EX AF,AF':CALL #POKE 
236 EX DE, HL 
237 POP DE:RET 
2 oo oN NN 


239 : コビー バッ プ ァ 表示 
249 CPYDS LD HL,(scrnsiz):LD A,L:LD L,O 


241 SUB 12:LD B,A:LD C,3:LD DE、(copybf ) 
242 CPYDS1 PUSH BC:PUSH DE:PUSH HL 

243 CALL #LOC:EX DE,HL 

244 CPYDS2 CALL PEEK:INC HL 

245 IF A<20H THEN LD A,” 「:DEE HL 

246 CALL PRINT:DJNZ CPYDS2 


ジャ ン ボ ー 


山田 


385A El D1 D1 
385D 14 CD A9 35 


3B51 FE 20 20 93 0D 20 DB 


3B68 CD 1E 20 CD Fi IT 16 
3B6F FB 
3B79 £3 19 38 


3B73 
3873 
3B73 
3B73 
3873 
3B75 


AF 01 
dE 01 91 


3878 3E 92 CD BB 3B 
387D AF C3 94 1F 


3B81 
3B81 
3881 
3B83 
3B86 


AF 01 
3E 01 91 
3E 02 CD 


3B8B 06 FE 

388D CD 94 1F 
3B96 B7 28 03 23 10 F7 
3B96 CO 
3897 EB CD C4 39 EB 
389C 1A CD 94 IF 

3BA0 23 AF CD 9A 1F 
3BA5 C3 D2 39 


3BA8 
3B88 


3BA8 AF 61 
3BAA 3E 01 91 
-3BAD 3E 02 CD BB 3B 
3BB2 3E 91 32 71 30 
3887 22 76 30 C9 


3BBB 


BB 3B 


3BBB 2A 1E 30 84 
3BBF 67 C9 


3BC1 
3BC1 


3BC1 3E 92 32 71 39 
3BC6 C9 


38C7 
3BD7 


3BC7 21 00 90 22 78 39 
3BCD 24 29 30 AF C3 人 1F 


38D4 
3BD4 
3BD4 
3BD7 


3E 30 91 
3E 31 91 


3BDA 3E 32 91 


3BDD 
3BE¢ 
3BE3 
3BE65 
3BE9 


3E 33 01 
3E 34 91 
3E 35 61 
SE 36 91 
3E 37 61 


3BEC 3E 38 01 


3BEF 
3BF1 
3BF1 
3BF4 
3BFA 
3BFC 
3BFF 
3C00 
3C05 
3C98 
3C9B 
3C19 
3C15 
3C1A 
3CIF 
3 じ 24 
3C2A 
3C2C 
3C39 
3533 
3C38 
3C3C 
3C46 
3C41 
3C41 
3C41 
3C45 
3C4C 
3C4C 
3C4E 
3C59 
3C54 
3C58 
365C 
3C60 
3C66 
3C66 
3C65 
3C6B 
3C71 
3C71 
3671 
3C78 
3C78 
3C78 
3C7E 
3C85 
3C8C 
3C93 
3C9A 
3C9D 
3CA4 
3CA9 
3CB9 
3CB7 
3CB7 
3LB7 
3CBD 
3CC3 
3CC7 
3CCE 
3CD2 
3ED9 
3CDA 
3CDF 
3CE5 
3CER 
3CF9 
3CF1 
3CF7 
3CFD 
3CFF 
3CFF 
SCFF 
3D95 
3D9C 
3D13 
3D1A 
3D1C 
3D22 
3D23 
3D2C 
3D2F 
3D2F 
3D2F 


グ ナ イ ン の ほう が 好き だ 。 や は り ハ ンド ル 操 作 
と ころ で Oh ! X の 読者 に は ザブングル の ファ ン は いな い の だ ろう か >。 


俊英 (20) 東京 都 


3E 39 
32 48 3C 


3E 93 CD CC 34 D8 


E5 E5 

AF ED Bl 
Ci 

B7 ED 42 
El D8 C8 
7E B7 £8 
3E 4D ED 
7E FE 43 
23 6B 78 
7E FE 52 
23 OB 78 


44 4D 


Bi CO 
26 F6 
Bl C8 
29 EC 
Bl C8 


3A 40 3C BE 29 El1 


3E 6D 

BE 23 20 
22 7C 39 
3E 981 32 
AF 34 74 
32 86 36 
06 


DA 889 


C9 


B7 £8 
53 39 
ED 43 


) 39 ED 


36 


247 POP HL:POP DE:POP BC 


248 DCALL INKEYSUB 

249 FA-"” THEN DEC C:JR NZ、CPYDS1 
256 CPYDS3 CALL 0 CALL PRNTS:DJNZ CPYDS313 
251 JP PDATA 

252 

と beersanes 

254: コピ ビー バッ ファ クリ ア 

255 


256 CPYC1 XORA :DB91H 

257 CPYC2 LDA,91H:DB 6 

258 CPYC3 LD A,92HE:CALL CPYP4 
259 XOR A:JP #POKE 
260 ーーーー- 

261: コビー バッ プ ァ 入力 
262 CPYG1 XORA :DB 901H 

263 CPYG2 LDA、61H:DB 61H 
264 CPYG3 LDA, yー CALL CPYP4 


265 3 5.204 
266 CPY64 CALL fPE 

267 IF hs THEN INC HL:DJNZ CPYG4 
268 RET NZ 
269 EX DE,HL:CALL PINADR:EX DE,HL 
270 LD A,(DE):CALL #POKE 

271 INC HL:XOR A:CALL #POKE 

272 JP CURR 

273 :--ーーー- 


274 : コピ ー バ ッ フ ァ 出力 

275 CPYF1 XOR A :DB 681H 
276 CPYP2 LDA.01H:DB 01H 

277 CPYP3 LD A.62H:CALL CPYP4 


278 LD A,1 :LD (inkymode), A 
ボー LD (copypnt) ,HL:RET 

281 CPYP4 LDHL,(capybf):ADD AH 

282 ,A:RET 

283 EE EE ER RR 

284 DELBP : デ リー - ト バッ ファ 出力 

285 LD A.2:LD (inkymode),A 
286 RET 

287 :-ーーーーーー- 

288 DBFCL ) デ リー トバ ッ フ ァ ク リア 

289 LD HL,0:LD (de1pnt), 肌 
296 DBFCL1 LD 上, 《de1bf):XOR A:JP #POKE 
291 :ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

292 : マ クロ 実行 


293 MACR6 LD A,”0° DB 91H 
294 MACR1 LDA,"1" DB 91H 
295 MACR2 LDA.2" DB 91H 
296 MACR3 LDA,”3” DB 01H 
297 MACR4 LD A,"4" DB 61H 
298 MACR5 LDA,"5" DB 91H 
299 MACR6 LDA."6' DB 61H 
300 NACR7 LD A,"7" DB 91H 
361 MACR8 LDA."6" DB 91H 
302 MACR9 LD A,”9” 


393 を 

394 ED CHACRNO),A 

395 LD A,3:CALL TEXTDAT:RET C 
396 PUSH HL:PUSH HL 

397 XOR A:CPIR 

398 POP BC 

399 SUB 也 ,BC:LD BC, HL 

3169 = POP HL:RET C:RET 2 

311 LD A,(HL):IF A=0 RET 

312 MACRO LD AN :CPIR:RET NZ 

313 ED A,(HL):IF A<C JR MACRO 
314 INC HL:IF DEC(BC)=6 RET 

315 ED A,(HL):IF A<>"R JR MACRO 
315 INC HL:IF DEC(BE)=9 RET 

317 LD A, (MACRNO):IF ACOCHL) JR MACRO 
318 LD A,ODH 

319 MACRO1 CP (HL):INC HL:JR NZ、MACRO1 

329 LD (macrpnt),HL 

321 LD A,l:LD Cmucroflog),A 

322 XOR A:LD A, (ctrikeep) 

323 LD Cchrbf),A:RET 


324 MACRNO DB 8 


*ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


32 
326 INSNRD : イ ン サ ー ト オーバ ー ラ イト モー ド 切 換え 


327 LD A、(insmode):XOR 1 

328 LD (insmode),A:JP PTYPDAT 
329 : 

336 INSCHR ; : キ ャ ラク ター イン サー ト 

331 LD A,(ppinter):LD C,A 

332 LD A,.254:IF A=C RET 

333 SUB CiLD C,A:LD B,O 

334 LD HL,254:ADD HEL, DE 

335 LD A, (HL):IF A<> ” RET 

3 、 LD DE, HL:DEC HL:LDDR:RET 
3 ーー ルー て 

338 CTKEP : コ ント ロー ルキ ー 切 換え 

339 LD A,(ctrikeep):XOR 1 

346 LD (ctr1keep),A:JP PNORMK 


34 ] * 芝 率 当 ※ 訓 氷 補 
342 CR ィ キ ヤリ ッッ ジリ ロタ ーッ 


343 XOR A:LD (pointer),A:LD (1 offs),A 
344 :ーーーーーーーー 

345 CURD : 1 文字 下 

346 CALL WRTLIN: jp C, HEMOVR 

347 LD DE, (lineadr):LD A,(DE):IF A=8 RET 
348 CALL NXTLIN:LD (lineadr),DE 

349 LD HL, (ineno):INC HL:LD Clineno),HL 
358 ED DE, (dtopno):LD BC,(ysize):LD B,9 
351 SUB HL, DE:SUB HL, BC:RET © 

352 INC DE:LD (dtopno),DE 

353 LD DE,(dtopadr):CALL NXTLIN 

354 1D (dtopadr),DE:JP TXTPRT 
トド 

356 CURU 1 文字 上 

357 CALL WRTLIN:JP C、MENOVR 

358 LD HL, (lineno):IF HL=9 RET 

359 DEC HL:LD (lineno),HL 

359 LD DE,(}1ineadr):CALL CURU1:LD (lineadr),DE 
351 LD DE,(dt0pno):SUB HL,DE:RET NC 

362 DEC DE:LD (dtopno)、DE 

363 LD DE, (dtopadr):CALL CURU1 

364 LD (dtopadr),DE:JP TXTPRT 

365 CURU1 CALL DNXTLIN 

355 PUSH HL 

367 LD HL, Cntxtst):SUB HL.DE 

368 IF NE THEN LD DE.(ntxtst) 

369 POP HL:RET 

370 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

371 DSPD :1 行 下 表 示 

372 CALL WRTLIN:JP C、NENOVR 

373 LD DE,(dtopadr):LD A, (DE):IF A=09 RET 
374 CALL NXTLIN:LD (dtopadr)、DE 

375 LD BC, (dtopno):INC BC:LD (Gtopno),EC 
376 LD HL,(1ineno):SUB HL,EC 

377 IF C THEN LD (lineno),BC:LD (1ineadr) 、DE 
378 JP TXTPRT 

人 engio ri 

389 DSPU 1 行 上 表示 

381 CALL WRTLIN:JP C,MENOVR 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 749 


JH 


デー 
Fr 
a 


75 の onix 1988.8. 


私 は Oh! X を 手 に し た 翌日 に 入院 し て し まい まし た 。 原因 は 無理 が た だ た っ て の 肝臓 病 

で す 。 私 が 留守 の 間 、 女房 は きっ と X68000 で ゲー ム を し まく っ て いる こと で し ょ う 。 あ 
あ , キー ボー ド に 触り た い 。 皆 さん, 仕事 も 大 事 だ けど , な に より 健康 で す よ , 健康 が 第 
ーー が の で す 。 佐藤 啓 市 (33) 北海 道 


0 
426A 2A 10 39 36. 0D 


_426FEB21 2D39 _ 


4273CD934634 


B 3 
5540D4 
1 B7 28 04 


199 RET 
i om POP HL 


バッ ファ に 書き 込む 
=command buff adress _ 
0s AF.HL,DE.C 


COMWRT3 Ww TE JP POKE 


COWPRT : ユマ ンド スクリーン が 
© des AF,HL,DE, BC 


118 CMLL TABPRT 


119 LD AL(yeize):LD B.A 

129 、LD HL、(xstart):LD C1 0 HL 
121 A. Ccomtop) _ 

122 COWPRT1 PUSH A 
123 au COMADR: CALL #PEEK 

124 TFT A=0 JR COMPRT2 

325 CALL CONRED1:LD A.6DH:LD (DE),A 
126 ED DE, (linebf):CALL LNPRINY 
127 LD HL,l.cury:INC (HL) 

128 POP AF 

129 = CALL CONINC: DINZ COMPRTI 


LD HL, Clinebf):LD CHL),ODH 
EX DE.RL:LD HL.1_cury 


_133 
134 CONPRT3 CALL LNPRINT:INC (HL) 


135 NE DJNZ CDNPRT3 
136 RET 
1 : 
138 PCOMLIN : コマ ンド スク リー ー ン の ライ ン N oo. 表示 
は に CC ; des AF,H 肌 、DE 
340 
141 EN LD HL (xstart):DEC H 
142 pb A, (xsize): SUB 7 
343 - ADD AL:LD L.A:CALL LOC 
144 LDA,Ccomlin):LD C,6 
145 PCOMLIN CALL COWDEC: ALL COMADR 
146 : EX AFJAP 
147 CALL #PEEK:IF 3-9 JR PCOMLTN2 
148 EX AF,AF’ 


a SH5'X68000 を 買っ た 。 CZ-600C と CZ-800C は よ く 似 合う 。 


似合う 。 預 金 通帳 は いつ の 間 に か 3 桁 の 世界 で ある 。 


38 NN 
4349 ED 7 ec HW 
4344 3E 5 C3 F4 IF 


、 49A9 34 6B 90 EE 91 92 6 


43B9 39 

43B1 CD 52 33 £3 18 41 
4 

4387 _ 

43B7 

4387 1ACDF635 

43BB D6 41 D8 

43BE FE 04 DO 

43C1 4F 08 79 


4364 CD CC 34 DA 96 44 


43CA 08 32 5C 30 
43CE 21 00 80 22 5D 39 
43D4 CD 2C 33 CD 84 32 
43DA CD EC 34 CD 87 33 
43E6 C3 78 41 

43E3 

43E3 

43E3 

43E3 1A 13 

43E5 FE 2F 20 32 

43E9 18 13 CD FO 35 
43EE D6 41 D8 : 
43F1 FE 94 DO 
43F4 87 DD 21 12 36 
43F9 4F 66 O89 DD 69 


43FE DD 4E 92 DD 46 03 


4404 13 CD B2 1F 
4408 E5 B7 ED42E1 
449D 38 03 £2 C4 1F 


4412 DD 75 80 DD 74 。 


4418 0 19 34 


そし て , ED-BETA に も 
奥田 健児 (18) 神奈 川 県 


、 a #PRINT 
53 TABSW ; タプ 表示 給え ーー 
0 0 リ Au (tabsw: x0R LD (tabsw),A 
nn CALL SCRNINIT_e:IP CONLWLG 


202 [0 IF ーー 

283 LD C,A: EX AF,AF':LD A,C 

264 CALL TEXTDAT:JP C,TDATPRT2 

265 EX AFJAF'、LD (nowtxt),A 

266 - LED 也 ,.6:tLD (lineno),HL 

257 - CAL TXTPUSH:CALL WINDPOP 

258 CALE FNDCEHK:CALL SCRNINIT 

269 JP CONLVLE 

279 : 

ーー TDATPRT : テキ スト デー タ 表 示 

が LD 『 (DE):INC DE 

る IF A<"/” JR TDATPRY9 

275 ; LD A,(DE):INC DE:CALL UPPER 

276 SUB "A” RET C : 
277 IF A>=4 RET - 

278 ADD AJAiLD IX, txtst 

0 LD C,A:LD B.0:ADD IX,BC 
280 LD C,(IXt2):LD B.(IX43) 

- 281 了 INC DEiCALL #HLHEX 
MB PUSH HL:SUB HL, BC:POP HL 
283 IF NC THEN JP NZ,#BELL 
284 LD (IX+9),L:LD (41) .H 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 


441B | 

441B 91 00 03 

441E C5 

441F CD 26 44 

4422 C1 6C 

4424 10 F8 

4425 3A 5C 36 91 3E 26 
442C 29 62 3E 2A 

4430 CD AA 42 

4433 3E 2F CD AA 42 
4438 79 68 

4434 79 C6 41 CD AA 42 
4446 3E 3A CD AA 42 
4445 79 CD CC 34 38 4B 
444B D5 E5 C5 

444E CD SE 44 1B 

4452 3E 2D CD AA 42 
4457 EB CD 9E 44 

445B 3E 3A CD AA 42 
4460 60 69 CD 9E 44 
4465 3E 20 CD AA 42 
446A 3E 5B CD AA 42 
446F C1 E1 

4471 AF ED B1 EB 

4475 El 

4476 60 69 CD SE 44 
4478 3E 5D CD AA 42 
4486 68 CD B9 44 
4484 CD 94 1F 23 

4488 B7 28 05 

4488 CD AA 42 18 F4 
4490 CD C3 42 C3 42 43 
4496 

4496 11 98 31 CD BA 42 
449C 18 F2 

449E 

449E D5 

449F EBCDC4 39 

4443 EB CD BC 44 

4447 21 7E 39 34 
44AB 34 34 34 
44AE D1 C9 


44B6 3C 11 20 96 2A 26 36 


44B7 19 3D 29 FC 
44BB C9 

44BC 

44BC 

44BC 

44BC 7C CD C1 44 
44C9 7D 

44C1 F5 

44C2 OF OF OF OF 
44C6 CD CA 44 
44C9 Fi 

44CA EG OF F6 39 
44CE FE 34 38 02 C5 97 
44D4 12 13 C9 
44D7 


44D7 11 56 39 34 5C 36 
44DD 83 5F 36 91 14 
44E2 24 67 36 7E 

44E6 B7 C8 

44E8 12 36 86 


44EB 3A 5C 30 CD B6 44 CD 


44F2 9A 1F 

44F4 CD 52 33 C3 78 41 
44FA 

44FA 

44FA 

44FA 3A 5C 39 11 5C 30 
4509 83 5F 39 01 14 
. 4505 2A 57 39 

4598 7E B7 £9 

456B 1A 87 C8 

450E 77 CD EC 34 

4512 CD 52 33 C3 78 41 
4518 

4518 

4518 

4518 OE 90 96 04 

451C CD 23 45 

451F OE 94 66 04 

4523 CD 2F 45 9C 

4527 16 FA 

4529 CD C3 42 C3 42 43 
452F 3A 31 39 91 

4533 3E 29 20 02 3E 24 
4539 CD AA 42 

453C 79 C6 30 

453F CD AA 42 

4542 3 2F CD AA 42 
4547 79 87 81 

454A 2A 20 39 85 

454E 6F 39 91 24 

4552 CD 94 1F 

4555 CE 41 CD AA 42 
455A 3E 3A C3 AA 42 
455F 

455F 

455F 

455F D6 39 

4561 FE 98 DO 

4564 D5 


4565 F5 


4556 CD 2C 33 

4569 Fl 

4564 32 31 36 CD 84 32 
4579 CD EC 34 CD 8A 33 
4576 CD D8 33 CD 78 41 
457C D1 18 05 

457F 

457F 

457F 21 00 96 22 5D 39 
4585 2A 57 30 22 5F 39 
458B 

4588 

458B 

458B 

458B D5 

458C 38 5B 39 CD B5 41 
4592 CD A7 41 CD FD 41 
4598 3E OD 12 

459B AF 13 12 

459E Di 

459F 1A 

45A0 13 CDF9 35 

45A4 CD 32 36 39 B6 
45A9 FE 42 28 D2 

45AD FE 21 CA A0 43 
45B2 FE 25 CA A9 43 
4587 FE 26 CA D7 44 
45BC FE 2F CA B7 43 
45E1 FE 52 CA FA 44 
45C6 FE 4D CA E3 43 


752 ohnx 1988.8. 


285 
287 TDATPRTO LD BC,0399H 
PUSH B 


288 
289 CALL TDATPRT1 
2 POP BC:INC C 


DJNZ TDATPRT9+3 
292 TDATPRT1 ED A, 1 し S0B ELDA " 
293 FZ THENLD ATW 


294 CALL COMEAPT 
295 LD A, / :CALL COMEAPT 
296 LD A,C:EX AF,AF' 
297 LD A、C:ADD A "A" : CALL COMNEAPT 
298 LD A+ :CALL CONWAPT 
299 LD A,C:CALL YEXTDAT:JR C、TDATPRT2 
396 PUSH DE:PUSH HL:PUSH BC 
391 CALL TDATPRT3:DEC DE 
392 LD A,"-":CALL COMEAPT 
393 EX DE、HL:CALL TDATPRT3 
394 LD A,” CALL COMEAPT 
395 LD HL,BC:CALL TDATPRT3 
396 LD A,”" ":CALL CONSAPT 
397 LD A,”[":CALL COMEAPT 
308 POP BC:POP HL 
399 XOR A:CPIR:EX DE, HL 
319 POP HL 
311 LD HL、BC:CALL TDATPRT3 
312 LD A。 ] :LALE COMEAPT 
313 EX AFJAF' :CALL FNADR 
314 7 の の 0 CALL パー INC HL 
315 IF A=9 JR TDATPRY12 
316 CALL COMEAPT:JR TDATPRT11 
ンー TDATPRT12 CALL COMHPRY:JP CRC 
319 TDATPRT2 LD DE、nousem:CALL COMENSX 
320 JR TDATPRT12 
321 ; 
322 TDATPRT3 PUSH DE 
323 EX DE,HL:CALL PINADR 
324 EX DE、HL:CALL HLASC 
325 LD HL,pointer:INC CHL) 
325 INE (HL):INC (HL):INC (HL) 
327 POP DE:RET 
328 ; 
329 FNADR : フ ァイル ネー ム バ ッ フ ァ ア ドレ ス 人 算出 
330 ; in Acc=text NO、 
331 ? out HL=buff adress 
332 : des DE 
333 INC A:LD DE,29H:LD HL,(txtwbf) 
334 FNADR1 ADD HL,DE:IF DEC(A) く >9 JR FNADR1 
335 RET 
336 
337 
338 HLASC : 16 進 数 を ASCII CODE に 変換 
339 LD A,H:CALL HXASD 
349 LD At 
341 HXASC PUSH AF 
342 RRCA:RRCA:RRCA:RRCA 
343 ALL HXASC1 
344 POP AF 
345 HXASC1 AND QFH:OR 39H 
346 IF A>=3AH THEN ADD A,7 
347 LD (DE),A:INC DE:RET 
348 
349 YXYCLA : テキ スト クリ ア 
350 3 
351 LD DE、txtchr:LD A、(nowtxt) 
352 ADD AE:LD EAIF C THEN INC D 
353 LD HL, Cntxtst):LD A, (CHL) 
354 IF Ac9 RET 
355 LD (CDE),A:LD (HL), 8 
356 LD A,(nowtxt):CALL FNADR:CALL #POKE 
357 CALL SCRNINIT_c:JP CONLVLC 
358 
359 YXTREN : テキ スト 復活 
359 
361 LD A,(nowtxt):LD DE.txtchr 
362 ADD AE:LD ELA:IF C YHEN INC D 
363 LD HL、(ntxtst) 
364 LD A, (CHE): LF AO RET 
365 LD A,(CDE):IF A=9 RET 
366 LD (HL),A:CALL ENDCHK 
367 CALL SCRNINIT_c:JP COMLVLC 
356 : 
369 WDATPRT ; ウィ ンド ウデ ー タ 表示 
378 
371 LD C,0:LD 8B,4 
の CALL WDATPRT1 
LD C,4:LD B,4 
94 MDATPRY1 CALL WDATPRT2: INC © 
375 DJNZ WDATPRTI 
376 CALL COMWPRT:P CR_C 
377 WDATPRY2 LD A, i SUB © 
378 "FZ THEN LDA や 
379 CALL COMMAPTY 
389 LD AuC:ADD A "9 
381 CALL CDNAPT 
382 LD A。"/ :CALL CONEAPTY 
383 LD ACG:ADD AA:ADD AE 
384 : LD HL,(txtwbf):ADD AL 
385 LD L,A:IF C THEN INC H 
386 CALL #PEEK 
387 ADD A, "A":CALL COMEAPT 
388 LD AI": :JP COMEAPY 
389 : 
390 WINDSEL : ウィ ンド ウ 選 択 
391 
392 SUB "0" 
393 IF A>=8 RET 
394 PUSH DE 
395 PUSH AF 
396 CALL TXTPUSH 
397 POP AF 
398 LD (windno),A:CALL WINDPOP 
399 CALL ENDCHK:CALL SCRNINIT+3 
499 CALL PRWSET:CALL CONLYVLC 
491 POP DE:JR COMMAND_G0 
492 
403 LINTOP : ラ イン No と アド レス を トッ プ に する 
404 ED HL,0:LD (lineno), 坦 
495 LD HL, (ntxtst):LD (1ineadr) ,HL 
495 
1 soorceoonnecnsr oor 
498 CONMAND_GO : コ マン ド 実 行 
499 
419 PUSH DE 
411 LD A, (comiin):CALL CONDEC 
412 CALL COMADR:CALL CONREDI 
413 も 0 A.0DH:LD (DE),A 
414 XOR A:INC DE:LD (DE),A 
415 POP DE 
416 LD A,(DE) 
417 TNC DE:CALL UPPER 
418 CALL CHKNUN:JR NC,WINDSEL 
419 IF A="B JR LINTOP 
429 IF A="!” JP SYSRET 
421 IF A-"%"' JP TABSW 
422 IF Ac& JP TXTCLA 
423 IF As / JP TXTSEL 
424 IF A="R JP TXTREM 
425 IF A=W JP TDATPRT 


45CB FE 4E CA 18 45 
45D6 

45D6 

45D9 C9 


9009 

0006 

0000 

9609 

6006 

9996 

06099 

6009 

0099 

45D0 

4559 

45D9 

45D9 FE 45 CA FE 45 
45D5 FE 4C CA 6D 45 
45DA FE 53 CA 48 47 
45DF FE 46 CA 66 48 
45E4 FE 43 CA EB 48 
45E9 FE 44 CA 1D 4A 
45EE FE 58 CA 6F 4 
45F3 FE 50 CA 46 4B 
45F8 00 00 00 60 69 
45FD C9 

45FE 

45FE 

45FE 

45FE 

45FE D5 


45FF CD 84 32 CD EC 34 


4605 D1 

4506 2A 5D 39 CD E9 35 
466C CD 32 36 D4 12 35 
4612 22 5D 39 CD 38 34 
4618 CD 97 33 

461B 21 FF FF 22 7A 36 
4621 

4621 3E 01 32 79 36 
4626 CD 26 35 CD 59 46 
462C CD 29 38 CD D1 37 
4632 CD A9 38 2A 19 36 
4638 7E FE 1B 28 98 
463D 3A 80 36 CD 99 39 
4643 18 El 

4645 CD 2C 33 34 75 30 


426 
427 
428 
429 


1 


IF As"N' JP WDATPRT 
PAGE4  :for page 4 LABEL 
RET 
: WINER page 4 
< screen editer > 
5 Capyright in 1988 by 環 


ーー ニー ニーーーーーーーーーーー 


エーーーーーーー の ーーーーー 


IF A= E JP EDIT 

IF A=L JP LOAD 

IF A="S" JP SAVE 

IF A="F" JP SEARCH 

IF As='b JP CHENGE 

IF Ac"D JP DELTXT 

IF A="X JP SWPTXT 

IF A="P JP PRWSW 

DS 5 : 拡張 用 
RET 


ゃ ーーmーmmrwneen ユ ーーー ニ ーーーーーーーーーー 


EDIT ": ス クリ ー ン エディ ッ ト 


PUSH DE 

CALL WINDPOP:CALL ENDCRK 
POP DE 

LD HL, Cineno):CALL SPSKIP 
CALL CHKNUH:CALL NC, GETNUN 
LD {lineno),HL:CALL LINSET 
CALL WTXTPRT 

LD HL,0-1:LD Cmarkbf),HL 


EDIT1 LD A,1:LD (getlmode),A 
CALL LINTRS:CALL EDCUR 
CALL PLEFDAT:CALL PLINDAT 
CALL GETL:LD HL, (linebf) 
LD A, (CHL):IF A=1BH JR EDITEND 
LD A,(chrbf) :CALL CTRLJP 
JR EDIT1+5 

EDITEND CALL TXTPUSH:LD A,(windmxf) 


464B B7 20 05 CD AA 33 18 44 IF A-9 THEN CALL TXTPRT ELSE CALL SCRNINIT_c 

4652 03 CD 52 33 

4656 C3 78 41 45 3P COMLVLC 

4659 46 : 

4659 ED 4B 61 36 2A 50 39 47 EDCUR LD BC,(dtopno):LD 刀 ,(1ineno) 

4656 87 ED 42 7D 48 SUB HL,BC:LD A, 

4664 2A 32 39 84 67 49 LD HL, (rstart):ADD A,H:LD H,A 

4669 22 2C 39 C9 59 LD (1_curx),HL:REY 

466D 51 :ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

465D 52 LOAD ファ イル ロー ド 

466D CD B5 46 38 33 53 CALL GETFILE:JR C,LOADER 

4672 20 3B 54 JR NZ.LOAD1 

4674 3E OC CD F4 1F 55 ED A,0CH:CALL #PRINT 

4679 CD 84 32 CD EC 34 56 CALL WIHDPOP:CALL ENDCHK 

467f CD 05 36 ED 4B 72 1F 57 CALL LEFBYT:LD BC, (#5SIZE) 

4686 AF ED 42 38 18 58 XOR A:SBC HL,BC:JR C,L0ADER 

アン - - 31 CD E5 1F CD 59 LD DE, loadw:CALL #$NSX:CALL #FPRNYT 
3 

4694 2A 55 30 22 76 1F 69 LD HL, (endadr):LD (#DTADR),HL 

469A CD A6 1F 38 96 61 CALL #RDD:JR C,LOADER 

469F CD AF 46 C3 99 47 62 CALL LOAD1:JP FNSET 

46A5 63 : 

46A5 F5 64 LOADER PUSH AF 

46A6 3E 9C CD F4 1F 65 LD A,0CH:CALL #PRINT 

46AB F1 S6 POP AF 

46AC CD 99 36 67 CALL ERROR 

46AF CD 52 33 C3 78 41 68 LOAD1 CALL SCRNINIY_c:JP COMLVLC 

45B5 69 : 

46B5 79 GETFILE : ブ ィ ル ネー ム 入 力 

4685 CD EC 94 CD E9 35 71 CALL ENDCHK:CALL SPSKIP 

46BB 3E 04 CD A3 1F 72 LD AJ4:CALL SFILE 

46C6 CD 69 20 C8 73 CALL SROPEN:RET Z 

46C4 FE 98 37 CO 74 CP 8:SCF:RET NZ 

46C8 CD D7 46 D8 CO 75 GETFILEL CALL GETFILE2:RET C:RET NZ 

46CD CD 09 26 £8 76 CALL #ROPEN:RET Z 

46D1 FE 98 28 F3 77 IF A=8 JR GETFILE1 

46D5 37 C9 78 SCF:RET 

46D7 79 

46D7 89 GETFILE2;: デ ィ レ クト リー 表示 し て フィ ルネ ー ム 入力 

46D7 3E 6C CD F4 1F 81 LD A,OCH:CALL $PRINT 

46DC CD 86 26 D8 82 CALL #DIR:RET © 

46EF9 11 5F 31 CD E5 1F 83 LD DE,dirm:CALL SNSX 

46E6 ED 5B 76 1F CD D3 1F 84 LD DE, (SKBFAD):CALL #GETL 

46ED 1A FE 1B 29 92 B7 C9 85 LD A,(DE):IF A=1BH THEN OR A:RET 

45F4 13 13 86 TNC DE:INC DE: 

46F6 13 13 13 87 INC DE:INC DE:INC DE 

46F9 3E 94 CD A3 1F 88 LD A.4:CALL FILE 

46FE AF C9 89 XOR A:RET 

4790 90 ; 

4708 91 FNSET : フ ァイル ネー ム を 

4700 92 : コ マン ドウ ィ ン ド ウ に 表示 し て 

4796 93 : フ ァイル ネー ム バ ッ フ ァ に 入れ る 

4700 3A 5C 39 CD BO 44 94 LD A,(nowtxt):CALL FNADR 

4796 3E 20 CD 40 47 95 LD A,” ”:CALL FNSEY3 

470B 3E 2A CD AA 42 96 LD A、"W":DALL COMEAPT 

4710 3A 5D 1F CD 49 47 97 LD A.(#DSK):CALL FNSET3 

4716 3E 3A CD 49 47 98 LD A,”:”  :CALL FNSET3 

471B ED 5B 74 1F 99 LD DE,(#IBFAD) 

471F 06 0D CD 34 47 109 LD B,13:CALL FNSET2 

4724 3E 2E CD 49 47 191 LD A。"." :CALL FNSET3 

4729 06 93 CD 34 47 162 LD B.3:CALL FNSET2 

472E CD C3 42 C3 42 43 193 て ALL COMSPRT:JP CR_C 

4734 13 1A CD AA 42 194 FNSET2 INC DE:LD A,(DE):CALL COMEAPT 

4739 CD 9A 1F 23 195 CALL #POKE:INC HL 

473D 19 F5 C9 106 DJNZ FNSEY2:RET 

4749 CD AA 42 CD 9A 1F 107 FNSEY3 CALL COMHAPT:CALL POKE 

4746 23 C9 198 INC HL:RET 

4748 109 :ーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

4748 119 SAVE  : ファ イル セー ブ 

4748 CD EC 34 CD E9 35 111 CALL ENDCHK:CALL SPSKIP 

474E FE 9D 28 62 112 IF A=9DH JR SAVE5. 

4752 D5 3E 64 CD A3 IF D1 113 SAVE1 PUSH DE:LD A.4:CALL #FILE:POP DE 

4759 13 1A 114 INC DE:LD A,(DE) 

475B FE 3A 20 OF 115 IF A<>":" JR SAVE4 

475F 13 1A 116 INC DE:LD A,(DE) 

4761 FE 29 30 09 117 IF A>=29H JR SAVE4 

4765 CD D7 46 118 SAVE3 CALL GETFILE2 

4768 DA A5 46 119 JP C,LOADER 

476B C2 AF 46 126 JP NZ,LOAD1 

476E 3E 9C CD F4 1F 121 SAVE4 LD A,9CH:CALL #PRINT 

4773 11 BE 31CDE51FCD 122 LD DE、savem:CALL #MSX:CALL #FPRNT 

477A 9D 1F 

477C CD 84 32 CD EC 34 123 CALL WINDPOP:CALL ENDCHK 

4782 ED 5B 57 39 24 65 39 124 LD DE.(ntxtst):LD HL,(endadr):INC HL 

4789 23 

478A AF ED 52 DA A5 45 125 XOR A:SBC HL,DE:JP C、LOADER 

4799 22 72 1F 126 LD ( き SIZE) ,HL 

4793 21 99 00 22 70 1F 22 127 LD HL,9:LD (#DTADR),HL:LD (REXADR),HL 

479A BE 1F 

479C CD AF 1F DA A5 46 128 CALL #WOPEN:JP C,LOADER 

47A2 2A 57 39 22 70 1F 129 LD HL.(ntxtst):LD (DTADR),HL 

47A8 CD AC 1F DA A5 46 139 CALL #WRD:JP C.LOADER 

47AE CD AF 46 C3 99 47 131 CALL LOAD1:JP FNSET 

最近 の 日 本 ファ ルコ ム は X1 ユ エ ユー ザー に と て も 准 た だ たい 。 保延 陽一 (14) 東京 都 


4784 
4784 3A 5C 30 CD B9 44 
47BA CD 94 1F B7 28 85 
47C9 3E26CDAA42 
47C5 CD 94 1F 23 
47C9 B7 28 95 CD AA 42 18 
4709 F4 
47D1 3E 3A CD AA 42 
47D6 11 AE 31 CD BA 42 
47DC CD 9 39 CD C3 42 
47E2 CD 49 37 CD 89 35 
_47E8 FE 1B CA 42 43 
47ED FE OD 28 06 CD 42 43 
47F4 C3 65 47 
47F7 ED 5B 19 30 3E 04 CD 
47FEA31F 
_4896 CD 42 43 C3 6E 47 
4866 
4866 
4866 CD E9 35 CD 32 36 
486C 38 06 CD 12 36 22 5D 
4813 39 
4814 CD E9 35 
4817 2A 22 30 CD C5 48 D8 
481E CD 38 34 
4821 2A 5D 36 E5 
4825 CD 84 32 CD EC 34 
482B El 22 5D 3 
482F CD 97 33 
4832 CD 83 48 29 2C 
4837 AF 32 2E 39 CD EQ 39 
483E CD B5 37 CD D1 37 
4844 CD 3B 34 CD AA 33 
484A CD 59 46 CD A9 37 
4850 CD A9 36 FE 1B CA 78 
4857 41 
4858 FE 20 CA 21 46 
485D 21 7E 36 34 
4861 18 CF 
4863 AF 32 7E 36 32 2E 39 
486A 2A 5D 36 23 22 5D 39 
4871 ED 5B 5F 39 CD 76 34 
4878 ED 53 5F 39 1A 
487D B7 29 B2 
4886 C3 78 41 
4883 
4883 
4883 2A 5F 39 3A 7E 38 4F 
488A 85 6F 36 61 24 
488F EB 
4896 2A 22 39 CD 94 1F 
4896 EB 
4897 
4897 F5 
4898 BE 20 0C 
489B CD B3 48 29 97 
48A6 79 32 7E 39 
4844 F1 AF C9 
48A7 
48A7 7E 23 0C 
48AA FE 26 38-03 F1 18 E5 
4881 D1 C9 
4883 
4883 
48B3 
4883 
4883 
483 EB 28 22 39 
4887 D5 
48B8 CD 94 1F 
48BB EB BE 
48BD EB 13 23 
48C6 28 F6 
48C2 E1 
48C3 B7 C9 
48C5 
48C5 
48C5 
48C5 
48C5 
48C5 
48C5 1A 13 
48C7 FE 22 20 1 
48CB 06 7F 
48CD 1A FE 9D 28 0B 
48D2 FE 22 28 97 
48D6 CD 9A 1F 13 23 
48DB 10 Fe 
48DD AF CD 9A 1F 
48E1 B7 C9 
48E3 CD 94 1F 
_48E6 B7 37 C8 
4889 B7C9 
_48EB 
48EB 
48EB 2A 22 30 AF 
48EF 47 32 1C 4A 
48F3 CD 9A 1F 16 FB 
48P8 1AFE 2F 26 64 32 1C 
48FF 4A 13 
4991 CD E9 35 CD 32 36 
4997 38 86 CD 12 36 22 5D 
499E 39 
499F CD E9 35 
4912 24 22 39 CD C5 48 D8 
4919 2A 24 36 CD C5 48 D8 
4929CD3B34 
4923 38 1C 44 B7 28 1 
4929 2A5D36E5 
492D CD 84 32 CD EC 34 
4933 El 22 5D 36 
4937 CD 97 33 
493A CD 83 48 2 41 
493F 3A 1C 4A B7 28 27 
4945 AF 32 2E 39 CD E9 39 
494C CD B5 37 CD D1 37 
4952 CD 38 34 CD AA 33 
4958 CD 59 46 CD A9 37 
495E CD A9 36 FE 1B 28 38 
4965 FE 20 20 11 
4969 CDC41F 
-496CCD 26 35 _ 
496F CD A3 49 30 86 
4974 CD 88 36 C3 9D 49 
497A :1 7E 30 34 
497E 18 BA 
4980 AF 32 7E 3 32 2E 39 
4987 24 5D 38 23 22 5D 36 
498E ED 58 5F 36 CD 76 34 
4995 ED 53 5F 36 1A 
499A B? 20 9D 
499D CD 87 33 C3 78 41 
4983 
49A3 2A 22 30 CD 9D 4A EB 
49AA 2A 24 3 CD 9D 4A 44 
498] 4D 
49B2 B7 ED 52 28 43 
4987 38 1F 
49B9 EB 24 10 39 
49BD 01 FE 99 99 


Co 


132 
133 SAVES 


134 


135 
136 SAVE7 
137 


LD A.(nowtxt):CALL FNADR 
CALL #PEEK:IF A=9 JR SAVE3 
LD A,” ”:CALL COMEAPT 
CALL #PEEK:INC HL 
IF AO の 9 THEN CALL COMWAPT:JR SAVE7 


138 LD A, "CALL COMEAPT 
139 LD DE,save?:CALL CONWNSX 
148 CALL QFFSTR:CALL COMEPRT 
141 CALL INKEYCUR:CALL INKEYSUB 
142 IF A=1BH JP CR_C 
143 _ IF A<>6DH THEN CALL CR_C:JP SAVE3 
144 LD DE, (linebf):LD A.4:CALL FILE 
145 CALL CR_C:JP SAVE4 
146 Ss ここ ここ ーーー ニニ ニー ニー ニーー ニ ーーーー ニ ーー 
147 SEARCH Sh: ング 大 サー チ 
_148 CALL SPSKIP:CALL CHKNUM 
149 IF NC THEN CALL GETNUN:LD (lineno),HL 
159 CALL SPSKIP 
151 LD HL,(seachbf) :CALL CHRSET:RET C 
152 CALL LINSET 
153 LD HL, Clineno):PUSH HL 
154 CALL WINDPOP:CALL ENDEHK 
155 POP HL:LD (lineno),HL 
156 CALL WTXTPRT 
157 SEARCH2 CALL SEARCHSB:JR NZ.SEARCH3 
158 XOR A:LD (1_offs),A:CALL OFFSTR 
159 CALL PCURDAT:CALL PLINDAT 
158 CALL LINSET:CALL TXTPRT 
161 CALL EDCUR:CALL INKEYCUR 
162 CALL INKEYSUB:IF A=1BH JP COMLVLC 
163 IF A=” "JP EDIT1 
164 LD HL,pointer:INC (HL) 
165 JR SEARCH2 8 
166 SEARCH3 XOR A:LD (pointer),A:LD (1_offs),A 
167 LD HL,(1ineno):INC HL:LD Ciineno),HL 
168 LD DE,(1ineadr):CALL NXTLIN 
159 LD (1ineadr),DE:LD A, CDE) 
176 IF A<>9 JR SEARCH2 
171 JP COMLVLC 
172 
173 SEARCHSB : 現 在 の 行 の pointer 以 後 を サー チ 
174 ED HE, (lineadr):LD A,(pointer):LD C,A 
175 ADD A,L:LD L,A:IF C THEN INC H 
176 EX DE,HL 
177 LD HL, (seachbf):CALL #PEEK 
178 EX DE,HL 
179 SEARCHSB1 
189 PUSH AE 
181 IF A<>(HL) JR SEARCHSB2 
182 CALL ?SAWE:JR NZ,SEARCHSB2 
183 LD A,C:LD (pointer),A 
184 POP AF:XOR A:RET 
185 SEARCHSB2 
186 LD A,(HL):INC HL:INC C 
187 IF A>=20H THEN POP AF:JR SEARCHSB1 
188 POP DE:RET 
189 : 
196 ?SAME 文字 列 明 合 
191 : in DE=string adr 
192 : out flog Z=same 
193 : des Acc, 孔 、DE 
194 EX DE,HL:LD HL, (seachbf) 
195 PUSH DE 
196 ?2SANE1] CALL #PEEK 
197 EX DE、HL:CP (HL) 
198 EX DE.HL:INC DE:INC HL 
199 JR Z,7SAWE1 
299 POP HL 
291 OR A:RET 
202 : 
293 CHRSET 文字 列 を バッ ファ に 書き 込む 
204 iin DE=string adr 
205 < HL=buff adr(S-0S work) 
206 :Out DE=string end adr+1 
207 ides Acc,B,HL 
208 LD A,(DE):INC DE 
299 IF A<>22H JR CHRSET3 
2190 ED B,127 
211 CHRSET1 LD A, (DE):IF A=6DH JR CHRSET2 
212 IF A=22H JR CHRSET2 
213 CALL POKE:INC DE:INC HL 
214 DJNZ CHRSET1 
215 CHRSET2 XOR A:CALL #POKE 
215 OR A:REY 
217 CHRSET3 CALL PEEK 
218 OR A:SCF:REY Z 
219 DR A:RET 
220 CSS OID 
221 CHENGE : スト リン グ ス 置 き 換 え 
222 LD HL, (seachbf):XOR A 
223 LD B,A:LD (chengmd),A 
224 CHENGE1 CALL #POKE:DJNZ CHENGE1 
25 LD A,(DE):IF A="/” THEN LD (chengmd),A:INC DE 
226 CALL SPSKIP:CALL CHKNUM 
227 IF NC THEN CALL GETNUN:LD (1ineno),HL 
228 CALL SPSKIP 
229 LD HL, (seachbf):CALL CHRSET:RET C 
238 LD HL, Cchengbf):CALL CHRSET:REY C 
231 CALL LINSET 
232 LD A,(chengmd):IF 』=9 JR CHENGE2 
233 LD HL, (lineno):PUSH HL 
234 CALL WINDPGP:CALL ENDCHK 
235 POP HL:LD (iineno), 拒 
236 CALL WTXTPRTY 
237 CHENGE2 CALL SEARCHSB:JR NZ,CHENGES 
238 LD A.(chengmd):IF A=9 JR CHENGE3 
239 XOR A:LD (1_offs).A:CALL OFFSTR 
248 CALL PCURDAT:CALL PLINDAT 
241 CALL LINSET:CALL TXTPRT 
242 CALL EDCUR:CALL INKEYCUR 
243 CALL INKEYSUB:IF A=1BH JR CHENGE6 
244 IF A<>" ” JR CHENGE4 
245 CALL #BELL 
245 CHENGE3 CALL LINTRS 
247 CALL CHENGE7:JR NC,CHENGE4 
248 CALL MENOVR:JP CHENGE5 
249 CHENGE4 LD HL.poipter:INC (HL) 
259 JR CHENGE2 
251 CHENGE5 XOR A:LD (pointer),A:LD (1_offs)、A 
252 LD 坦 , (iineno):INC HL:LD (1ineno) ,HL 
253 LD DE, (lineadr):CALL NXTLIN 
254 LD (iineadr),DE:LD A、(DE) 
255 IF A<>9 JR CHENGE2 
256 CHENGE6 CALL SCRNINIT:JP COMLVLC 
257 ‘ 8 
258 CHENGE7 LD HL, (seachbf):CALL BFCONT:EX DE、HL 
259 LD HL, (chengbf):CALL BFCONT:LD BC,HL 
269 SUB HL,DE:JR Z.CHENGE19 
251 :JR C,CHENGE8 
262 EX DE,HL:LD HL, (Clinebf) 
263 LD BC,9FEH:ADD HL,BC 


49C1 E5 ES 

49C3 B7 ED 52 EB 

49C7 CD C4 39 44 4D 
49CC Ei 

49CD B7 ED 42 44 4D 
49D2 EB 

4903 Di ED B8 

49D6 18 22 

4908 ES 

4909 CD C4 39 

49DC EB 19 

49DE EB 99 

49E6 E5 

49E1 24 10 39 91 FE 00 099 
49E8 B? ED 52 44 4D 93 
49EE El EB ED B60 

49F2 C1 EB 

49F4 36 29 23 

49F7 OC 20 FA 

49FA CD C4 39 EB 

49FE 2A 24 39 

4A91 CD 94 1F B7 CA 4D 35 
4A68 12 13 23 
4A9B 18 F4 

440D 

440D 

449D 

4A9D 

449D 

4A6D OE 06 CD 94 IF 
4412 B7 20 93 569 67 C9 
4A18 23 OC 18 F3 

4A1C 

4A1C 09 

4A1D 

4A1D 

4A1D 


-4A1D CD E9 35 


4A26 CD 32 36 D8 

4424 CD 12 36 

4A27 E5 

4A28 CD E9 35 CD 32 35 
4A2E 39 02 El C9 

4A32 CD 12 36 23 

4A36 Di EB 

4A38 22 7A 30 ; 
4A3B CD 94 35 EB 

4A3F CD 94 35 

4A42 E5 B7 ED 52 E1 
4A47 C8 D8 

4A49 7E 

4444 B7 20 83 12 18 19 
4A59 E5 

4A51 44 4D 28 55 30 
4A56 B7 ED 42 4 を +4D 
4A5B E1 D8 

4A5D 63 ED B90 

4A60 2A 7A 30 22 5D 39 
4A66 CD 2C 33 CD 87 33 
4A6C C3 78 41 

486F 

4A6F 

4A5F 14 13 CD F9 35 
4474 D6 41 DA C4 1F 
4A79 FE 04 D2 C4 1F 
4A7E 32 3C 4 4F 
4A82 CD E9 35 CD F9 35 
4A88 D6 41 DA C4 1F 
4A8D FE 04 D2 C4 1F 
4A92 B9 CA C4 1F 

4A96 32 3D 4B 

4A99 CD CC 34 DA C4 1F 
4A9F 22 40 4B ED 43 44 48 
4AA6 3A 3C 4B CD CC 34 DA 
4AAD C4 1F 

4AAF 22 3E 4B ED 43 42 4B 
4AB6 24 44 4B AF ED 42 
4ABC 38 91 3C 

4ABF 2A 3E 4B 

ーー 87 28 99 2A 40 4B ED 
4AC9 4B 44 4B 56 59 
4ACE B7 20 096 ED 5B 44 4B 
4AD5 18 94 ED 5B 42 4B 
4ADB E5 

4ADC AF ED B1 

4ADF C1 C2 C4 1F 

4AE3 B7 ED 42 EB 

4AE7 B7 ED 52 DA C4 1F 
4AED 2A 42 4B 54 5D 
4AF2 ED 48 44 4B B7 ED 42 
4AF9 36 02 42 4B 

4AFD 

4AFD 2A 3E 4B ED 5B 49 4B 
4B84 TE 08 

4B06 1A 77 

4898 98 12 

4B94 23 13 

4B9C 9B 78 Bl 29 F3 
4811 

4B11 3A 3C 4B CD B6 44 
4B17 E5 

4B18 3A 3D 4B CD B8 44 
4BiE D1 06 29 

4821 CD 94 1F 608 

4825 EB 

4826 CD 94 1F 08 CD 9A }jF 
4B2D EB 

4B2E 68 CD 9A 1F 

4B32 13 23 19 EB 

4836 CD 52 33 C3 78 41 
4B3C 90 909 

4B3E 69 99 00 909 

4B42 99 69 609 09 

4B45 

4B45 

4846 CD FC 33 

4849 3A D9 39 B7 28 66 
4B4F AF 11 E8 31 18 64 
4855 3C 11 E86 31 

4859 32 D9 36 CD BA 42 
4B5F CD C3.42 C3 42 43 


2 
272 CRENGE8 PUSH HL 


PUSH HL:PUSH HL 
SUB HL、DE:EX DE, HL 
CALL PINADR:LD BEC,HL 
POP HL 
SUB HL,BC:LD BC,HL 
EX DE,HL 
POP DE:LDDR 
JR CHENGE160 


CALL PINADR 

EX DE,HL:ADD HL, DE 

EX DE,HL:ADD HL, BC 

PUSH HL 
LD HL,(linebf):LD BC,6FEH:ADD HL, BC 
SUB HL,DE:LD BC,HL:INC BC 

POP HL:EX DE,HL:LDIR 

POP BC:EX DE,HL 


~ CHENGE9 LD CHL)," ":INC HL 


IF nctoos JR CHENGE9 


283 CHENGE10 CALL PINADR:EX DE, HL 


LD HL, (chengbf) 


284 
285 CHENGE11 CALL #PEEK:IF A=0 JP WRTLING 


286 


296 


*ー ニ ーー ニーーー 


298 : 
299 DELTXT 
306 


391 
302 


289 BFCONT 


LD (DE),A:INC DE:INC HL 
JR CHENGE11 


: バッファ 内 の 文字 数 
: in Hi=buf adr 
; out [=string S126 
; des Acc,HL 
LD C,9:CALL #PEEK 
IF Ac9 THEN LDL,C:LD H,A:RET 
INC HL:INC C:JR BFCONT+2 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


: テキ スト 消去 


CALL SPSKIP 
CALL CHKNUW:RETC 
CALL GETNUN 
PUSH HL 
CALL SPSKIP:CALL CHKNUN 
IF C THEN POP HL:RET 
CALL GETNUN:INC HL 
POP DE:EX DE,HL 
LD (markbf),HL 
CALL LINADR:EX DE,HL 
CALL LINADR 
PUSH HL:SUB HL,DE:POP HL 
RET Z:RET C 
LD A,(HL) 
IP A=6 THEN LD (DE),A:JR DELTXT1 
PUSH HL 
LD BC,HL:LD HL, Cendadr) 
SUB HL,BC:LD BC.HL 
POP HL:RET C 
INC BC:LDIR 


2 pELTXT LD HL, (markbf):LD (lineno),HL 


326 

327 
328 
329 
339 
331 
332 
333 
334 
335 
336 
337 


338 
339 
346 
341 
342 


343 


344 
345 
345 
347 
348 
349 
359 
351 
352 
353 


om rods 


324 
ーー : テ キス ト 交 


CALL TXTPUSH:CALL SCRNINIT 
JP COMLVLC 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


換 
LD A,(DE):INC DE:CALL UPPER 
SUB "A”:JP C,#BELL 
If A>=4 JP #BELL 
LD (SWPTXWI),A:LD C,A 
CALL SPSKIP:CALL UPPER 
SUB "A”:JP C,#BELL 
IF A>=4 JP #BELL 
IF AsC JP #BELL 
LD (SWPTXW1+1),A 
CALL TEXTDAT:JP C,#BELL 
LD (SWPTXW2+2) 、HL:LD (SWPTXW3+2) ,BC 
LD A,(SWPTXW1):CALL TEXTDAT:JP CBELL 


LD (SWPTXW2),HL:LD (SWPTXW3),BC 

LD ーー ペパー A:SBC HL, BC 

IF NC THEN INC A 

LD HL、(SWPTXW2) 

IF A<>0 THEN LD HL,(SWPTXW212):LD BC, CSWPTXW3+2):LD DE,B 


IF 0=9 THEN LD DE、(SWPTXW3+2) ELSE LD DE,(SWPTXW3) 


PUSH HL 
XOR A:CPIR 
POP BC:JP NZ,#BELL 
SUB HL, BC:EX DE, HL . 
SUB HL,DE:JP C,#BELL 
LD HL, (SWPTXW3):LD DE, HL 
LD BC,(SWPTXW3+2):SUB HL, BC 
IF C THEN LD BC, DE 


LD HL, (SWPTXW2): LD DE,(SWPTXW2+2) 


354 SWPYXT1 LD A, (HL):EX AF,AFT 


LD A,(DE):LD (所 ).4 

EX AF,AF':LD (DE).A 

INC HL:INC DE 

IF DECCBC) 0 JR SWPTXT1 


LD A,(SWPYXW1):CALL FNADR 
PUSH HL 

LD 4.(SWPTXW1+1):CALL FNADR 
POP DE:LD B.29H 


364 SWPYXT2 CALL #PEEK:EX AF,AF' 


370 


371 SWPTXW1 DB 90 
372 SWPTXW2 DW 9,0 
373 SWPYXW3 DW 9.6 
04 oer 


375 PRWSW 
376 
377 
378 
379 PRWSW1 
380 PRWSW2 
381 


EX DE, HL 

CALL PEEK:EX AF,AF':CALL #POKE 
EX DE,HL 

EX AF,AF’':CALL #POKE 

INC DE:INC HL:DJNZ SWPTXT2 

CALL SCRNINIT_c:JP COMLVLE 


~~ 


J 


ィ ン ド ウフ ライ オリ ティ 切換 
CALL PRWINIT 
LD A,(wprwsw):IF A=9 JR PRWSW1 
XOR A:LD DE、prwofm:JR PRWSW2 
INC A:LD DF.prwonm 
LD (wprwsw),A:CALL CDNSX 
CALL COWWPRT:JP CR CE 


マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 752 


日 本 ソフ トバ ンク の 


書籍 特約 書店 


下記 の 書店 の 一 覧 は 、 日 本 ソフ トバ ンク 書籍 特 
約 店 と し て 右 に ある 商品 の 他 、 新 刊 も と り そ ろ 
えて お り ま す 。 ご 希望 の 商品 が ある 場合 は 、 下 


記 の お 近く の 書店 に て お 買い 求め 下さ い 。 


( 注 ) 現品 が 売れ て 補充 中 の 場合 も ご ざい ます の で 、 


ご 注意 下さ い 。 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


〒10P 東京 都 千 代田 区 九段 南 8-3-g6 の 03(C61)4095 


SOFT 
BANK 


< 北海 道 ?> 
札幌 市 
/4 
/4 
/ 
/ 
/ 

/ 
旭川 市 
7/4 
苫小牧 市 
< 東 北 > 
青森 市 


弘 前 市 
/ 
戸 市 

盛岡 市 
/ 
/ 
台 


仙 


と 民 普 党 
EE き 箇 記 田 きき きき 


斗 斗 剖 斗 省 半 斗 計 穫 


漠 緒 副 滑空 え 泡 
さ 洗 矢 量 末田 ミ 1 


さ 誤 詞 ミ ミ 
斗 癌 


紀伊 國 屋 書店 札幌 店 
旭屋 書店 札幌 店 

丸善 札幌 支店 

リー ブル な に わ 

冨 貴 営 札幌 パル コ 店 
ダイ ヤ 書 房 本 店 

ダイ ヤ 書 房 西 店 
旭川 冨 貴 堂 

ブッ クス 平和 マル カツ 店 
旭屋 書店 苫小牧 店 


成田 本 店 

岡田 書店 
紀伊 國 屋 書店 弘前 店 
プ ブッ クイ ン 城 東 
伊 吉 書 院 
東山 堂 ブ ッ ク セ ンタ ー 
さわ や 書店 

第 一 書店 

金 港 党 

金 港 堂 ブ ッ ク セ ンタ ー 
アイ エ 書 店 駅 前 店 
丸善 仙台 支店 

高山 書店 

ブッ クス みや ぎ 
三浦 書店 

八 文字 屋 

岩瀬 書店 コル ニ エ ツ タ ヤ 店 
博 向 堂 

東北 書店 

ヤマ ニ 書 房 本 店 
鹿島 ブッ クセ ンタ ー 


川又 書店 駅 前 店 

ツル ヤブ ッ ク セ ンタ ー 
武石 書店 

大 野 書 店 

な みき 書店 

共栄 党 
丸善 筑波 大 学会 館 店 
友 朋 堂 吾 妻 本 店 
落合 書店 オリ オン 店 
落合 書店 東武 ブッ クセ ンタ ー 
新星 堂宇 都 宮 店 

進 通 堂 駅 ビル 店 

糞 平 堂 

リブ ロ 前 橋 店 

戸田 書店 前 橋 店 

学 陽 書 房 

サカ 年 書店 
新星 堂 高 崎 店 

戸田 書店 高崎 店 

ナカ ムラ ヤ 


須原 屋 本 店 


0II-231-2131 
01II-241-3007 
01I-241-7252 
01I-221-3800 
01II-214-2303 
O11-712-254|1 
011-665-6223 
0166-26-3481 
0166-23-6211 
0144-36-5185 


0177-23-2431 
0177-23-138| 
0172-36-4511 
0172-28-2882 
0178-44-1917 
0196-53-6464 
0196-53-4411 
0196-53-3355 
022-225-652! 
022-223-0979 
022-264-0718 
022-266-1127 
022-263-151I 
022-267-4422 
0188-33-8131 
0236-22-2150 
0245-21-2101 
0245-21-1161 
0249-32-0379 
0246-23-348| 
0246-28-2222 


0292-31-0102 
0292-25-2711| 
0292-73-1212 
0292-82-2098 
0299-96-1855 
0298-21-6134 
0298-51-6000 
0298-52-3665 
0286-34-3777 
0286-34-827| 
0286-33-2337 
0285-25-1522 
0272-23-121I 
0272-34-101I 
0272-61-5063 
0273-23-4055 
0273-62-1500 
0273-27-3961 
0273-63-5110 
0276-22-2001 


0488-22-5321 


川崎 市 


横須賀 市 
藤沢 市 
/ 

/ 
茅ヶ崎 市 
平塚 市 
/ 
小田 原市 
/ 

/ 
厚木 市 
大 和 市 
相模 原市 


須原 屋 コ ル ソ 店 
押田 謙 文 党 
ブック セン ター 押田 
三省 堂 ブ ッ ク ポ ボー ト 
須原 屋 藤 店 

岩渕 書店 川口 店 
黒田 書店 川越 店 

芳 林堂 所 沢 店 

いけ だ 書店 所 沢 店 
黒田 書店 上 福岡 店 
文教 堂 朝霞 店 
新星 堂 志木 店 
文教 常 春日 部 店 
錦 電 サ ービス 
多田 屋 セ ント ラル プラ ザ 店 
キディ ラン ド 千 葉 店 
央 容 堂 

と きわ 書房 本 店 
リブ ロ 船 橋 店 

旭屋 書店 船橋 店 

芳 林堂 津田 沼 店 
第 二 態 容 堂 
西 ロ アサ ノ 
新星 堂 柏 店 

堀江 良文 堂 

辰 正 堂 駅 ビル 店 
有隣堂 トー ヨー 店 
有隣堂 東 ロ ルミ ネ 店 
栄 松堂 相鉄 ジョ イナ ス 店 
の ッッ ク セン ター 
丸善 ブッ ク メ イ ツ ポ ル タ 店 
有隣堂 伊勢 佐 木 店 
有隣堂 戸塚 店 
文華 堂 戸塚 店 

アー バン 文華 堂 
文教 堂 青葉 台南 口 店 
有隣堂 アゼリア 店 
有隣堂 川崎 BE 店 
文学 堂本 店 

ブッ クセ ンタ ー 文 教 党 
文教 堂 溝の口 店 

島 森 書 店 大 船 店 
鎌倉 書店 

平 坂 書房 WALK 店 
有隣堂 藤沢 店 
リブ ロ 藤 沢 店 
文教 堂 大 会 店 

川上 書店 ルミ ネ 店 
サク ラ 書 店 駅 ビル 店 
文教 堂 四 之 宮 店 

八 小 堂 書店 
伊勢 治 書 店 
文教 堂 小田 原 店 
有隣堂 厚木 店 
文教 堂 中 央 林間 店 
文教 堂 相模 大 野 店 


0488-24-5321 
0486-41-314| 
0486-47-314| 
0486-46-2600 
0484-44-1211 
0482-52-2190 
0492-25-3138 
0429-25-5355 
0429-28-3271 
0492-66-0120 
0484-76-0107 
0484-74-0182 
0487-52-7666 
0492-96-2962 
0472-24-1333 
0472-25-201I 
0474-72-501I 
0474-24-0750 
0474-25-0III 
0474-24-733| 
0474-78-3737 
0474-65-0926 
0471-44-2111I 
047|-64-8551 
0473-65-5121 
0473-64-7997 
045-31|-6265 
045-453-0811 
045-321-6831 
045-465-2111 
045-453-6811 
045-261-1231 
045-881-266! 
045-864-5151 
045-821-5151 
045-983-5150 
044-245-1231 
044-200-683| 
044-244-1251 
044-811-5557 
044-811-8258 
0467-46-3841 
0467-46-2619 
0468-25-5537 
0466-26-1411 
0466-27-0111 
0466-82-9610 
0467-87-3827 
0463-23-2751 
0463-54-2880 
0465-22-7111 
0465-22-1366 
0465-36-3677 
0462-23-4111 
0462-75-4165 
0427-49-0650 


相模 原市 
/4 

津久井 郡 

< 東 京 > 

千代 田 区 
/4 


て そう 


~~ 


文教 堂 橋 本 店 
文教 堂 星ヶ丘 店 
文教 堂 城山 店 


三省 堂 書 店 神田 本 店 
書泉 グラ ン デ 
東京 堂 書店 

旭屋 書店 水道 橋 店 
丸善 お 茶 の 水 店 

厳 容 堂 

いずみ 神田 南口 店 
明正 堂 秋葉 原 店 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 
日 本 橋 丸 善 

旭屋 書店 銀座 店 
書 原 新橋 店 

雄 峰 堂 N S 店 

虎ノ門 書房 本 店 
虎ノ門 書房 田町 店 

芳 林堂 大 井町 店 

明 屋 書店 五反田 店 
紀伊 國 屋 書店 渋谷 店 
旭屋 書店 渋谷 店 
三省 堂 書店 渋谷 店 

大 盛 堂 書店 
紀伊 國 屋 書店 笹塚 店 
紀伊 國 屋 書店 本 店 
三省 堂 書店 新宿 西口 店 
福家 書店 セン ター ビル 店 
福家 書店 野村 ビル 店 
新星 堂 N S ビル 店 
西武 新宿 ブッ クセ ンタ ー 
芳 林堂 高田 馬場 店 
未来 堂 

旭屋 書店 池袋 店 

芳 林堂 池袋 店 

リプ ブロ 池袋 店 
三省 堂 書店 池袋 店 
新栄 堂本 店 
新栄 堂 ア ル パ 店 
明正 堂 中 通り 店 

リプ ブロ 錦糸 町 店 
ブッ クス ト ア ・ 談 
新栄 堂 亀 戸 駅 ビル 店 
文教 営 西 葛西 店 

アク トブ ックス サン カマ タ 店 
竜 文 常 大 森 駅 ビル 店 
明 屋 書店 東京 本 社 
ブッ クセ ンタ ー 荻 窪 
書 原 杉並 店 

紀伊 國 屋 書店 吉祥 寺 東 急 店 
弘 栄 堂 吉 祥 寺 店 
パル コブ ッ ク セ ンタ ー 吉 祥 寺 
真光 書店 

啓文 党 
三省 堂 書店 三鷹 店 


0427-74-5581 
0427-58-6121 
0427-82-9278 


03-233-3312 
03-295-001I 
03-291-518!I 
03-294-3781 
03-295-558! 
03-291-1362 
03-254-8521 
03-257-0758 
03-281-1811 
03-272-7211 
03-573-4936 
03-591-8738 
03-503-6586 
03-502-3461 
03-454-257!| 
03-474-4946 
03-492-3881 
03-463-3Z4| 
03-476-3971 
03-407-4545 
03-463-0511 
03-485-0131 
03-354-0131 
03-343-4871 
03-345-1246 
03-342-0298 
03-344-2055 
03-208-0380 
03-208-0241 
03-200-9185 
03-986-03|I 
03-984-1101 
03-981-0111 
03-987-0511 
03-984-2345 
03-988-018I 
03-83I-0191 
03-846-0111 
03-635-1841 
03-638-2345 
03-689-3621 
03-735-155! 
03-775-385! 
03-387-8451 
03-393-5571 
03-313-4778 
0422-21-5543 
0422-22-103| 
0422-21-8122Z 
0424-87-2222 
0423-66-3151 
0422-48-4510 


MS-DOS い た れ り つく せり 本 eigo 円 


プレ イ MS-DOS @ |900 円 
UNIX System V 
プロ グラ マ ・ ガ イド sizooo 由 
UNIX System V 
_ ユー ザ ・ ガ イド e 9800 円 
言語 の 活用 理解 e2000 円 
言語 の 基礎 知識 @ 2500 円 
言語 の 応用 50 例 e2300 円 


PA ィング ・ ノ の ト 


BASIC プロ グラ ム 


ジェ ネ レ ー タ 集 
98/88 ス モー ルビ ジネス 
プロ グラ ム 集 


B8 デ スク アク セ サ リ 集 


IDOS 活 用 ハン ドブ ッ ク 
DISK CHARGE 追 補 版 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


プリ プロ セッ サ ・ パ ワー ezzoo 由 


Play the C 上 巻 e1500 円 
Play the C 下巻 e |500 円 
8UB5 アセ ン ブ リ 言語 e 2800 円 


8086 マク ロブ プログ ラミ ング szeoo 由 
ビギニング MUMPS szeooF 
マシ ン 語 マジ ッ ク ブ ッ ク II szsoo 由 
マシ ン 語 ブロ グラ ミン グ 
テク ニッ ク szoo 円 
BASIC に よる プロ グラ ミン グ 
スタ イル ブッ ク sisoo 円 


フル 活用 ガイ ド 


PC 工作 入門 
試験 に 出る X ] 


大 た 上 テン ジー カル マズ スタ マー 
X 1 シス テム 研究 室 


新 松 ガ イド 


一 大 郎 VBr.3 ガ イド 


新 一 太 郎 ガ イド 
一 太郎 ガイ ド 

桐 Ver. こ 2 ガイド 
花子 応用 ガイ ド 


三鷹 市 東西 書房 0422-46-0275 
小金 井 市 文教 堂 小金 井 店 0423-86-0161 
国分 寺 市 三成 常 国分 寺 店 0423-25-3211 
立 市 東西 書店 0425-75-506 1 
小平 市 文教 堂 小平 店 0423-43-9229 
東村 山 市 文教 堂 東 村山 店 0423-96-1115 
立川 市 オリ オン 書房 ウイ ル 店 0425-27-231 1 
八王子 市 くま ざわ 書店 本 店 0426-25-1201 
町 田 市 有隣堂 町 田 店 0427-23-3018 
// 久美 堂本 店 0427-25-|330 
// 久美 堂 小田 急 店 0427-27-IIII 
/ 久美 堂 東急 ハン ズ 店 0427-28-2772 
// 文教 堂 鶴川 店 0427-35-4117 
// 文教 堂 小川 店 0427-96-1781 
多摩 市 くま ざわ 書店 桜ヶ丘 店 0423-37-2531 
福生 市 文教 堂 福生 店 0425-53-7708 
(信越 ・ 北 陸 > 
長野 市 平安 堂 長野 店 0262-26-4545 
// 長谷 川 書店 0262-26-2122 
上 田 市 平安 堂上 田 店 0268-22-4545 
松本 市 ブッ クス ロク サン 0263-35-5555 
/ 改造 社 松本 駅 ビル 店 0263-36-3777 
飯田 市 平安 堂 飯田 店 0265-24-4545 
岡谷 市 笠原 書店 0266-23-5070 
諏訪 郡 平安 堂 下諏訪 店 0266-28- lI 
新潟 市 紀伊 國 屋 書店 新潟 店 025-24|-5281 
/ 萬 松堂 025-229-2221 
/ 北 光 社 025-228-232| 
長岡 市 覚 張 書店 0258-32-1139 
/ ブッ クセ ンタ ー 長 岡 0258-36-1360 
// 長岡 技 大 長峰 文化 0258-46-6437 
富山 市 瀬川 書店 0764-24-4566 
/ 清明 堂 0764-24-4166 
/ BOOKS な か だ 豊田 店 0764-32-1353 
/ 文苑 堂本 郷 店 0764-22-0552 
/ 文苑 堂 赤江 店 0764-33-0321 
高岡 市 文苑 堂 0766-2|-0333 
/ 文苑 堂 横田 店 0766-2|-0431 
金沢 市 うつ の みや 片町 店 0762-21-6136 
/ 書林 香林坊 本 店 0762-20-501 1 
野々 市 町 王様 の 本 本 店 0762-46-5325 
福井 市 勝木 書店 0776-24-0428 
/ 品川 書店 新 田 塚 店 0776-24-1112 
< 東 海 > 
静岡 市 静岡 谷 島 屋 呉服 町 本 店 0542-54-1301 
/ 江崎 書店 0542-54-448| 
/ 吉見 書店 0542-52-0157 
/ 戸田 書店 S BS 店 0542-8|-5733 
/ 戸田 書店 曲 金 店 0542-8|-5899 
沼津 市 吉野 屋 0559-23-5676 
/ マル サン 書店 宝塚 店 0559-63-0350 
富士 市 戸田 書店 富士 店 0545-51-512| 
清水 市 戸田 書店 本 店 0543-65-2345 
浜松 市 浜松 谷 島屋 連 尺 本 店 0534-53-9121 
名 古屋 市 三省 営 書店 名 古屋 店 052-562-0077 
/ 星野 書店 近鉄 ビル 店 052-581-4796 


名 古屋 市 丸善 ブッ ク メ イ ツ セ ント ラル パー ク 


/ 


4 
更 5} こ さ 缶 Ny < 
覆 」 ゴ 回 呈 間 さ 画 直 坪 田 台 茹 さ ミミ ミ 
半 法 斗 ヨ ヨ 斗 斗 計 紀 斗 斗 半 沼 斗 斗 


洒 屋 況 眉 筐 東 引 


装 滋 
ささ 思 穫 ミミ ミ 問 回 
寺 斗 


日 進 堂上 前 津 店 
三洋 堂 パ ソコ ン シ ョ ッ プ > 
三洋 堂 い りな か 本 店 
ちく さ 正 文 館 本 店 
白樺 書房 西 店 

精 文 館 

ブッ クス 鎌倉 
三洋 堂 梅坪 店 
三洋 堂 刈谷 店 
三洋 堂 勝川 店 

自由 書房 

大 洞 堂 ブ ックス 258 
大 洞 堂 岐大 バイ パス 店 
三洋 堂 一 宮 店 
三洋 堂 可児 店 
三洋 堂 多 治 見 店 

別所 書店 || ビル 店 
文化 セン ター 白 揚 
シェ トワ 白 揚 スズ カ 


双 々 堂 京 宝 店 

アバ パン ティ ・ ブ ッ ク セ ンタ ー 
オォ オーム 社 書店 河原 町 店 
ジュ ンク 堂 京都 店 

通 々 堂 大 丸 店 

旭屋 書店 本 店 
紀伊 國 屋 書店 梅田 店 
オーム 社 書店 大 阪 店 
騒 々 堂 京橋 店 

肥 々 堂 心斎橋 店 
旭屋 書店 ナン バ 店 
ナン パブ ッ ク セ ンタ ー 
旭屋 書店 アベ ノ 店 
ユー ゴー 書店 

河村 書店 


市 水嶋 書房 京阪 デパ ー ト 店 
市 コー ベ ブ ックス 西武 高槻 店 


ヒバ リヤ 書店 本 社 


戸 市 ジュ ンク 堂 セ ンタ ー 街 店 


< 中 国 > 
岡山 市 
/ 
津山 市 
広島 市 
/ 
/4 


尾道 市 


ジュ ンク 堂 サ ン パ ル 店 
海 文 堂 書店 

日 東館 書林 

新興 書房 

誠心 堂 書店 

宮井 平安 堂 

帯 伊 書 店 


紀伊 國 屋 書 店 岡山 店 
丸善 岡山 支店 
津山 ブッ クセ ンタ ー 
紀伊 國 屋 書店 広島 店 
丸善 広島 支店 

金正 党 

積善 館 

啓文 社 尾道 店 


@ |900 円 


@2800 円 


@2500 円 
@ 2000 円 
@2700 円 
@ 1800 円 


@2300 円 
@ |800 円 
@ 2800 円 
@2500 円 
@2500 円 
@2000 円 
@2500 円 
@2300 円 
@2000 円 
@2500 円 
@2500 円 


052-97|-1231 
052-263-0550 
052-251-8334 
052-832-8202 
052-741-1137 
052-774-7223 
0532-54-2345 
0564-54-1822 
0565-35-2334 
0566-24-1134 
0568-32-7806 
0582-65-4301 
0584-81-2553 
0584-74-7766 
0586-77-5734 
0574-63-2334 
0572-24-0340 
0592-24-1014 
0593-51-0711 
0593-82-5221 


075-223-1003 
075-682-5031 
075-221-0280 
075-252-0101 
0742-26-624| 
06-313-1191 
06-372-5821 
06-345-064| 
06-353-3209 
06-251-088| 
06-644-2551 
06-644-5501| 
06-63|-605| 
06-623-234| 
06-951-2968 
0720-51-3432 
0726-83-|766 
06-722-1121 
078-392-1001 
078-252-0777 
078-331-6501 
078-391-8701 
0792-85-3344 


‘0792-81-2055 


0734-31-1331 
0734-22-044 1 


0862-32-3411 
0862-31-2261 
08682-6-4047 
082-225-3232 
082-247-2251 
082-248-3715 
082-248-3151 
0848-37-5151 


LOtuS 1 -P-3 ガ イド 
HIDB フ ァ ラ オガ イド 


@ 2400 円 
@ 2900 円 


ビジ ュ ア ル ラ ー ニ ング RDB *:sooF 


アセ ンプ ブラ CASL 入 門 


@2000 円 


ハー ドウ ェ ア 徹 底 マ ヤス ター *2509 由 
FUHTRHAN 徹 底 マ ヤス ター sz2soo 由 


特種 情報 処理 試験 
総 整理 と 徹底 対策 
情報 処理 の 基礎 知識 


ワー ブロ 文書 F・D・P 
新聞 記事 ハイ テク 切抜き 法 *!2oo 円 
バイ ト 器 ワー ド の 風 に の っ て sisoo 由 
ワー ブロ 考現学 

電子 ゲー ム の "快楽 」 


ムー グ */ キ マン ・ バ ッ バ 


RPG 幻 想 事 典 
新 明 解 ナ ム 語 
保存 版 GS 倶 楽 部 


福山 市 啓文 社 福山 店 
/ ブッ クシ ティ 啓文 社 
福山 市 啓文 社 コ ア 
山口 市 五十部 誠 文 党 
/ 文栄堂 
宇部 市 京屋 書店 
/ 末広 書店 
防府 市 誠 文 常 国 衛 店 
光 市 三文 字 屋 
鳥取 市 富士 書店 
松江 市 園山 書店 
< 四 国 > 
徳島 市 小山 助 学 館 本 店 
/ 小山 助 学 館 東口 店 
/ 森 住 丸善 
高松 市 宮脇 書店 本 店 
丸亀 市 宮脇 書店 丸亀 店 
松山 市 紀伊 國 屋 書店 松山 店 
/ 明 屋 書店 本 店 
/ 明 屋 書店 大 街道 店 
/ 丸三 書店 
新居 浜 市 明 屋 星 原 店 
宇和 島 市 明 屋 宇和 島 店 
高知 市 金 高 党 
く 九州 ・ 沖 縄 > 
福岡 市 紀伊 國 屋 書店 福岡 店 
/ リー ぶる 天神 
/ 福岡 金 文 党 
/ 積 文 館 新 天 町 店 
/ 金 文 堂 朝日 ビル 店 
北九州 市 ナガ リ 書 店 
/ 金 栄 党 
/ 旭屋 書店 北九州 店 
/ 井筒 屋 ブ ッ ク セ ンタ ー 
/ カル パー ク 平 野 
/ 白石 書店 本 城 店 
久留 米 市 エマ ックス た が み 
飯塚 市 BOOK リ ー ド 
大 分 市 。. パ ルコ ブック セ シンター 大 分 店 
/ 本 町 晃 星 堂 
別府 市 明 林堂 
宮崎 市 田中 書店 中 央 店 
/ 寿屋 宮崎 店 
佐賀 市 金華 堂 北 バ イ パ ス 店 
/ 積 文 館 デイ トス 店 
長崎 市 メト ロ 書 店 
/ 好文 党 
佐世保 市 金明 堂 
熊本 市 紀伊 國 屋 書店 熊本 店 
4 BOOKS まる ぶん 
/ 長崎 書店 
人 吉 明 屋 人 吉 店 
鹿児島 市 春 苑 堂 ブ ッ ク プ ラ ザ 
/ ブッ クス みす み 
那 穫 市 球 陽 堂 書房 ビル 店 
/ 文教 図書 


@2300 円 
@ |600 円 
@ |200 円 


@ |200 円 
@ |200 円 
@ 1300 円 
@ |500 円 
@5000 円 
@ |900 円 


0849-22-3111 
0849-25-0050 
0849-41-0909 
0839-24-6630 
0839-22-5611 
0836-31-2323 
0836-31-0086 
0835-25-1988 
0833-71-0251 
0857-23-7271 
0852-21-4167 


0886-54-2135 
0886-25-1380 
0886-23-3228 
0878-51-3733 
0877-22-5533 
0899-32-0005 
0899-41-414| 
0899-41-4242 
0899-3|-8501I 
0897-44-4000 
0895-23-1118 
0888-22-016I 


092-721-7755 
092-713-1001I 
092-741|-2106 
092-78| -2991 
092-43|-1094 
093-521-1044 
093-531-3685 
093-631-6421 
093-641-0131 
093-661-7988 
093-601-2200 
0942-33-184| 
0948-25-7266 
0975-35-0643 
0975-33-023| 
0977-23-0936 
0985-24-511| 
0985-27-41II 
0952-32-|965 
0952-23-7!55 
0958-2| -5453 
0958-23-7171 
0956-22-4214 
0963-22-553| 
0963-52-5665 
0963-53-0555 
0966-22-5486 
0992-25-3200 
0992-57-10II 
0988-63-3752 
0988-62-1201 


CA LIESTICORNE an ME ER 


X1 と MZ-700 で S-OS の 動作 ス 
QO) ピー ド が か な り (クロ ッ ク の 差 
以上 の 割合 で ) 違う よう な 気 が 


する の で す が , MZ な どの S-OS も X1 の ハ 
ー ド に あわ せる よう な か た ち て で 作ら れ て い 
る の か , 単に X1 の ハー ド が 速い の か 教え て 
ただ さい 。 東京 都 井上 英治 
ちょ っ と 面白 い 質 問 な の で 取り 

何 上 げ て み ま し た 。 確か に XX1 の 

SOS は 比較 的 速く , 特に ゲー 
ム に お いて は 圧倒 的 な 速度 を 誇り ます 。 し 
か し ,S-OS は X1 に あわ せ て 作ら れ て いる 
わけ で は あり ませ ん 。 各 機種 ご と に 最適 な 
処理 が 行わ れ て いる は ず で す 。 か と いっ て , 
X1 の ハー ド が 速い と いっ て し まう の も 語 
が あり ます 。「S-OS の 実行 に 有利 な ハー ド 
構成 を し て いる 」 程 度 の 表現 で 抑え て お き 
6 

X1 が 他 機 種 と 比べ て 特に 速い の は キー 入 
力 で す 。 多く の 機種 ご は キー スキ ャ ン を C 
PU が 自ら 行っ て いる の に 対し て , X1 で は 
サブ CPU が キー スキ ャ ン を 行い , 入力 が あ 
れ ば 割り 込み を か け ま す 。 こ の よう な 仕組 
み で す の で , リア ル タ イ ムキ ー 入 力 は ほか 
の マン シン と は 比べ も の に な ら な い は ど 速 〈 
な っ て いま す 。 こ の 差 は いく つか 発表 きれ 
て いる シュ ー テ ィング ゲー ム で 特に 目立つ 
こと に な り ま す 。 ク ロッ ク の 差 を 除け ば , 
X1 と MZ-700 の 速度 の 違い は , ほとん ど と, 
キー 入力 部 分 で の 差 び と 思わ れ ま す 。 
まだ 。、MZ-700 に は 当て は まり ませ ん が 。 
多く の 機種 ご は VRAM を バン ク メ モ リ 上 に 
直 い て いま す の て で て, 文字 の 表示 を 行う た め 
に は , バン ク 切 り 換 え を し な けれ ば な り ま 
せん 。X1 で は VRAM は I/O 空 間 に 置 か れ て 
ぃ いよ ます の て 。 この よう な キー ンコ ペタ ド な 上 
に 文字 の 表示 を 行う こと が で きま す 。 今 月 
発表 る きれ まし た 「WINER」 で は 画面 表示 を 
高速 化す る た め に , S-OS を 介 る な いで テ 
キス ト VRAM を アク セス する ルー チン が 各 
機種 用 に 用 意 き され ます が , X1 だ け は 専用 ル 
ー チ ン を 使わ な て て も ,。 そ こそ この 速度 で 
動作 する そう で す 。 

勘違い さる れる と 困る の で , つけ 加え て お 
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きま す と 。 一般 に メモ リ に 対す を アク キス 
の ほう が I/O へ の アク セス に 比べ て 高速 で 
あり, その 意味 で は X1 の よ うに 1I/O 空 間 に V 
RAM を 置い て いる マシ ン は 絶対 的 な 速度 
の 点 で は 不利 で す 。 た と えば , 画面 の 全 消 
去 の よう な 連続 的 な VRAM アク セス を 行う 
に は , MZ な ど で も 「 バ ンク を 切り 換え ぇ 
っ ぱな し 」 に し ます の で , X1 よ り も 数 段 束 
画面 を 消す こと が で きま す 。 
結局 , それ ぞ れ の 方 式 に 一 長 一 短 が ある 
と いう こと で , 一 概 に X1 の ハー ド が 速い と 
は My たなか も いう こよ な 人 の で ます 2 
X68000 ユ ー ザ ー で す 。 AD PCM 
(⑯) に つい て で す が , 一 度 に 複数 の 
デー タ を 記憶 させ て , それ を 使 
い 分 ける に は どう すれ ば いい の で し ょ うか 。 
また , スペ ー ス ハリ アー の よう な 3D の ス 
クロ ー ル は どう すれ ば いい の で し ょ うか な 。 
PCM に つい て は 完璧 に 答え て くだ さい 。 
あと は 気 が 向 いた ら で い いで す 。 BASIC ま 
た は アセ ンプ ブラ の リス ト つ き て 教え て くだ 
さい 。 石川 県 阿部 貴 秀 


ひと つ 目 の 質問 は 簡単 で す 。 ご 
何 希望 どおり BASIC の リス ト つ き 
「1 で た 角 内 し まじ うみ と の ガロ 安 
ラム は AD PCM1 と いう ファ イル と AD PC 
M2 と いう 2 つの ファ イル を それ ぞ れ BUF 
F1, BUFF2 で 表 さ れる 配列 に 読み 込ん で 
思い で 一 大 方 を 待ち スペ ーー キー ガ が 
押さ れ た ら ADPCM1 を , それ 以外 の キー 
ら AD PCM2 を 鳴ら し ます 。 気 を つけ な け 
れ ば いけ な い の は 10 行 で 宣言 し て いる 配列 
の 大 きる を 読み 込む ファ イル の 大 きる に 比 
で 中 発 大 き で 傘 全 もじ て な てく で 63k 50 算 。 
80 行 で 読み 込む バイ ト 数 と 140 行 , 160 行 で 
実際 に 鳴ら す バ イト 数 を 一 致 さ せる (後者 
が 小さ い 分 に は 可 ) こと で らい で す 。 難し 
いと ころ は な いと 思い ます の で , あと は リ 
スト な ら び は に 今月 の X68000BASIC 入門 を 
参考 に し て くだ る 
2 番目 の 質 回 で す が 文面 か ら 人 察し ます 
に , まだ 阿部 さん が 踏み 込ん で は な ら な い 
領域 で は な いか と 思え ます 。 ご 自分 で ある 
程 且 人 突 に て で みて 「 こ こま で は で きだ の だ が 


に ここ 浅 の と ころ で 生き 暑 ま る て し まっ た 」 
と いう の で あれ ば 喜ん で お 答え する と ころ 
て す が ,「 試 た そう に も どこ か ら 手 を つけ て い 
い の か わか ら な い 」 の で あれ ば , まだ まだ 
質問 する レベ ル に は 達し て いな いと いう こ 
と を ご 理解 くだ さい 。 

と 文句 を いい つつ , 少し 気 が 向い た の で 
簡単 に 解答 し て な むき ます 。 ス ペー スハ リア 
ー の 作り 方 で す 。 ま ず , 地面 の スク ロー ル 
で す が , 何 色 か の パレ ッ ト ュ ユー ド て で て 紅 様 
を 押 い て お き , パレ ッ ト を 切り 換え る こと 
でも らち し ん 見 る こと が て まま お だ 
と えば , 1 一 3 の パレ ッ ト コ ユ コード で , 

1111111111111111111111111111111 

2222222222222222222222222222222 

3333333333333333333333333333333 

1111111111111111111111111111111 

2222222222222222222222222222222 
の ょ うな 横 編 を 描い て お いて , 最初 は パレ 
ッ メド コート と 人 2 が 回 3 す 直 朝 に か な る よう 
に 2 ペレ ンタ を 設定 し 天才 で や 天 も ます 。 ここ 
で , 次 の 瞬間 に 2 と 3 が 日 , 1 が 黒 に な る 
よう に パレ ッ ト を 切り 換え , さら に その 次 
の 瞬間 に は 3 と 1 を 白 , 2 を 黒 に 変更 する 
と いっ た 処理 を 繰り 返せ ば , 縛 模 様 が 動い 
で で で て 計 ま の た 上 え た る て し よう 。3R 信 だ は 
れ ば , 一定 の 割合 で , 遠く は 貫 模 様 の 間隔 
を 狭く , 近く は 広く すれ ば それ っ ぱ ぽく 見 ぇ 
る まみ 人 記 な り ま す 。 

ペー スハ リア ー の よう に キャ ラ 
クタ の 移動 に 伴っ て 地平 線 を 上 下る ふせ た け 
れ ば , X68000 な ら で は の ハー ドウ ェ ア ス ク 
ロー ル で 画面 全体 を 上 下 に 動か せ ば よい の 

りり 表 


_ 10 dim char buff1(1023), buff2(3839 ) 
29 int fp 
3 の 9 atr s 
4 の fp=fopen(' 。 "で " ) 
59 fread(buff1,1024, fp) 
60 folose(fp) _ 
79 fp=fopen("adpcm2","r") 
80 fread(buff2,3849,fp) 
99 fclose(fp) 


199 while 1 
119 8=1nkey$(0) 
129 if s="" then continue 
139 if s=" " then { 
149 a _play(buff1l, 4,3, 1924) 
150 } else { 
169 8 _p1ay(buff2, し 3849) 
170 よ 
189 while inkey$(0) ©" ":endwhile 


199 endwhile 


で す 。 パ レット の 切り 換 ぇ と 画面 の ハー ド 
ウェ アス クロ ー ル は 非常 に 高速 で す の て 


単に スク ロー ル き せる だ け の プロ グラ ム で 


あれ ば ,X-BASIC で 書い て も 速 す する ほど 
の も の が で きま す 。 

き て , た ぶん , 地面 だ け で は な く キ ャ ラ 

に も 遠近 を つけ だ い の で し ょ う 。 これ 
も 理屈 は 単純 で , 遠く の も の ほ と 小 さく, 
近く の も の ほど 大 きく な る よう に キャ ラク 
昌和 だ けけ の こと て す 。 ひ た づ の 儲 
クタ に つき 。 大 きる 生え だ いく つも の 2 
RE tt 3 人 
す 。 ま た , 画面 に キャ ラク タ が 複数 存在 す 
る と き に は , 重ね 合わ せ が 自 然 に な る よう 
に 遠く の も の か ら 順 に 描く よう に し ます 。 


以上 の 処理 は BASIC で も 書く こと は 可能 


で す 。 もちろん, 速度 が 非常 に 遅く な る の 
は 評 に 移 た て いま すじ 仮に コン シィ ポ ルル k 
た と し て も スペ ー ス ハリ アー の 域 に は 到 克 
及ば な いで し ょ う が , アル ゴリ ズム の 確認 
の 意味 で , 
そこ まで で きれ ば , あと は マシ ン 語 で 書き 
直し , ギン ギン に 最適 化し て , チラ つき を 
な で すま 土 共 , 速度 を 一 定 に ずる 工 天 , デー 


re 


De9D cD 35 DO 
-D919 

D の 10 91 91 1A 

D の 13 3E 02 

D915 CD EC 9D 


D の 18 CD 4A 99 
De1B 28 13 
、 De1D ED 78 
、 DO1E E6 92 
NN 本 08 
、 De23 C2 28 DO 
D026 26 99 


、 DO@31 SS 
De 36 、 ゃ 
D932 C3 EC *" _ 


ーー 
、 De39 ED 79 


一 庶 試 も て みる と よい で も し ょ 3 


; voice » 」 PsG 
0 


タ 量 を 減ら す 工 夫 な ど を 加え れ ば ,「 あ っ と 
いう 間 」 に スペ ー ス ハリ アー が で き あ が り 


まま (村田 敏幸 ) 
よく X1 用 の ゲー ム ソ フ ト な ど で 

QO) PSG で 音声 を 出し て いる も の が 
あり ます 。 こ れ は どう し た ら で 

きる の で すか 。 神奈 川 県 岡本 浩 
これ は けっ こう 苦 か ら 行 われ て 

何 いる 方 法 な の で す が , 最近 の ゲ 
『1 | ソフト で よく 使わ れ て いる 
せい か , 質問 が 多い の で ぉ 答え し まし ょ う 。 


いう まで も な く コ ンピュータ は デジ タル で 
動い て いる も の で すか ら , も と も と アナ ロ 
グ な も の で ある 音声 を コン ピュ ー タ か ら 発 
生き せる ため に は ,。 アナ ログ (音声 ) っ デジ 
タル (《 コ ンピュータ ) ユ アナ ログ (音源 ) を で 
う 手 順 を ふむ こと に な り ま す 。 
要する に コン ピュ ー タ か ら 音 声 を 出す た 
め に は AD (アナ ログ / デ ジタル ) ユン バー 
た (た RE FR tS 
タ が 必要 に な る わけ で す 。 
と も 簡単 に これ を 実現 ミ せ る た め に は , AD 
ベン スー と も て ペー タレ コー な が に DA 
ン バ ー タ と し て PSG な ど を 用 いる の が よい 


アーン 


for X1 62-eFme1(CB6) 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


CMTLop 


LOOP1 


JOBEND 


PSG_ 


- QRG 補 eee 
_ EQU 99DECH 
K EQU 9094AH 
-EQU 9@1A91H 
EQU 91C99H 8 
XOR A - iTnit Ch、a 
LD H,A : 
CALL PSG 
NE A 
CALL PSG 
LD H,93EH :Ch.a ON 
CALL G 
SD BC,PORT2B 
LD A,992H 5CMT piay _ 
_ CALL CNMTCON 3 
CALL BRKCHK 
JR Z,JOBEND  :Break-> End 
IN A,.(C) ( data 
AND 892H ; 
“LB H, 9008H ;Volume 8 
JP NZ,LOOP1 
LD H, 999H Volume の 9 
LD A, 908H . 
CALL PSG 
TP CMTLOP 
LD A,00iH  :CMT stop 
す P CMTCOM 
PUSH 
LD BC , PSGADR 
OUF〒 (C),A  。 aet reg、 
DEC 
OUT (C),H  :aet data 
POP 1 8 
REFT 


7 へ 質問 箱 


な お おち “音楽 の 拓 っ た テー ラテ 
を 入れ , カセ ッ ト か ら の 入力 が 0 (その と 
き の 音 量 が 規定 値 よ り も 低い ) だ っ た ら P 
SG を 後に 拓 力 が 1 だ っ た ら PSG を オン 
に し て や る の で す 。 

これ を X1 用 の プロ グラ ム に し て みた の が 
リス トド る で を サス スト.2 て は 入力 きも た だ た テ 
ー プ の 情報 を を その まま PSG へ と 流し て いま 
す が ,。 間 に メ モリ を は る め ば (テー プー ラメ 
モリ りーPSG と し て や る ), 自由 に 録音 , 再生 
さっ を ます 。 

し か し , デー タレ コー ダ と いう も の は 信 
頼 性 を 上 げ る た め ハ イ パ ス フィ ル タ を 使っ 
て 記録 帯域 を 狭く し て いる も の も あり , き 
ら に 0/1 の 1 ビッ ト で し か デー タ を 扱わ な 
い ぃ ので, 音質 は 非常 に 悪い と いえ ます 。 

音質 を 求め ある た だ ため に は , より ちゃ ん と し 
だ AD コン バー タ を 用 意 し , それ を うま く P 
SGT て 再生 し じ て で や ゃ や る こも で し ょ うに TOh TEF 
M」 誌 で 採用 きれ て いる HG-PLAY 文 で は 4 
ビッ ト の AD コン バー タ か ら サ ンプ ブリ ング し 
た 音 を PSG の 0 一 15 の 音量 に 割り 当て て サ 
ンプ リサ ング ドラ ム な ど を 実現 し て いま す 。 
まだ 。 AH コン パー タ 、 DA コン パー ガ と も 
に 専用 の ハー ド に し た も の が PCM 音源 と 
いう わけ で す 。 ( 華 門 真人 ) 


質問 に お 答え し ます 

日 ご ろ 疑 問 に 思っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
難問 , 奇 問 , 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
いた し ます ただし, お客 せい だ UN も い 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
す 。 最低 限 .。 マニ ュ ア ル は 調 読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 組 
か に 書い て くだ さい 。 ま た , 返信 用 切手 同封 
の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , 質 
問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 


容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 
・〒I02 東京 都 千 代田 区 
九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
「Oh ! X 質 問 箱 」 係 


宛先 


Oh! X 質 問 箱 79Z 


FILES (MA 


この イン ポン ジス は は タイト 
幸 者 名 , 誌 名 , 月 号 , ペー ジ で 構成 され て 
いま が の の ヨシ ショ ウジ ン ネ スン ゴウ 
で 発表 され た 新 製 品 の ニュ ー ス が に ぎ や か 
で すね 。 
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一 般 
マイ コン ショ ウ '88 第 66 回 ビジ ネス ショ ウ 

平和 島 で 開催 され た マイ コン ショ ウ と 晴海 の ビジ ネス 
ショ ウ の 主 な 見 せ 場 を 紹介 。AX386 や 0S-9/X68000 も 写真 
入り て 紹介 され て いる 。 編集 部 , |/0, 7 月 号 , 170- 
173PP. 
pp NEW MACHINE 
シャ ー プ より 発表 され た 80386 搭 載 マ シン , AX386 の 仕様 
や 同 梱 ソ フト に つい て の 解説 。 一 一 編集 部 , !/0, 7 月 
号 , 174p. 
> New Products 

シャ ー プ か ら 発 売 に な か っ た ノー トワ ー プ ロ WV-500 や 
ビジ ネス ファ ックス FO-420 な ど 0A 機 器 5 種 を 紹介 す 
る 。 一 一 編集 部 , I/0, 7 月 号 , 297p. 
pp ASCII EXPRESS シャ ー プ と 三菱 電機 が 並列 処理 が 可 
能 な デー タ 駆 動 型 マイ クロ プロ セッ サ を 共同 開発 

シャ ー プ と 三菱 電機 が 発表 し た デー タ 駆 動 型 マイ クロ 
プロ セッ サ に つい て 。 一 一 編集 部 , ASCII, 
7 月 号 , 145p. 
ASCII EXPRESS シャ ー プ , 電子 シス テム 手帳 用 の IC 
カー ド を 発売 

シャ ー プ の 電子 シス テム 手帳 PA-7000 用 IC カ ー ド 「 シ 
ティ ガイ ド 東 京 編 カ ー ド 」(PA- IC8) に つい て 。 一 一 編集 
部 , ASCII, 7 月 号 , 148p. 
pp ASCII EXPRESS シャ ー プ が Bware シリ ー ズ に A4 サ イ 
ズ の 多 機 能 日 本 語 ワ ー ブ プロ を 投入 

シャ ー プ か ら 新 し く 発 売 さ れる 日 本 語 ワ ー プ ロ WV-5 
00 の 機能 , 価格 に つい て の 紹介 。 一 一 編集 部 , ASCII 7 
月 号 , 15Ip. 
p ASCII EXPRESS 第 66 回 ビジ ネス ショ ウ 

5 月 18 日 か ら 4 日 間 に わ た っ て 国際 見 本 市 で ビジ ネス 
ショ ウ が 開催 され た 。 そ こ て 出 品 さ れ た 新 製品 や 参考 出 
品 に つい て の 紹介 。 一 一 編集 部 , ASCII, 7 月 号 , 154p. 
p 最新 機種 レポ ー ト '88 32bit や ラッ プ ト ッ プ も 登場 し 
た AX 

シャ ー プ の 新 製 品 AX386 な ど 各 社 か ら 発 表 さ れ た AX 
マシ ン が 紹介 され て いる 。 一 一 編集 部 , ASCII, 7 月 号 , 
169-172pp. 
キミ に も 同人 誌 ソ フト が 作れ る ん だ よ 

初心 者 か ら マ シン 語 が わか る 人 まで だ れ に で も ソフ ト 
が 作れ る , と いう 短期 集中 連載 。 今 回 は ゲー ム デ ザイ ン 
に つい て 。 一 一 オニ オン , テク ノ ポ リス , 7 月 号 , 85-89 
PD. 
py RANDOMFILE 


この 本 の 主題 は ひと つ で す 。「 人 間 は 機械 で あ 
り , 行為 の た め に プロ グラ ミン グ さ れ た ロボ ッ ト 
で ある 」 と いう こと 。 著者 は 人 間 と いう 生物 を 肉 
体 だ け で な く , 行為 , 思考 , 情緒 や 創造 カ で さえ , 
科学 的 に 説明 可能 な ひと つの シス テム だ と いっ て 
いま す 。 で すか ら 本 書 の 内 容 は 多岐 に わた り , 生 
物 学 , 心理 学 , 哲学 な ど 豊 富 な 知識 が 読む も の を 
圧倒 し ます 。 確 か に 人 間 が そう いう 科学 的 に 説明 
可能 な 一 種 の サイ バネ ティ ッ ク シ ステ ム だ と し た 
ら , それ は 機械 で あり , ロボ ッ ト と な ん ら 変 わる 
こと は な いで し ょ う 。 い まひ と つ 論 理 的 で な か っ 
た り し ます が , その まま 鵜呑み に し て し まう と , 


X68000 用 ワー フロ EW の 簡単 な 紹介 。 一 一 編集 部 , 
POPCOM, 7 月 号 , 149p. 
RANDOMFILE 

CPU に 80286 を 採用 し た MZ-6500 モ デル 50 の 機能 を 簡 
単に 紹介 。 一 一 編集 部 , POPCOM, 7 月 号 , 149p. 
パソ コン 入門 講座 

BASIC か ら フ ァイル を ラン ダム アク セス する 方 法 を 紹 
介 。 先月 号 の ブロ グラ ム に つい て も 解説 。 一 一 編集 部 , 
POPCOM, 7 月 号 , 216-218pp. 
ゆ シャープ AX386 レ ポー ト 

AX386 の ハー ド か ら ソ フト まで 仕 様 の 解説 。 一 一 高橋 
雄一 。 マイ コン , 7 月 号 , 170-176pp. 
ぁ 電脳 空間 RPG 

ネッ トワ ー ク を 使っ た みん な て 遊ぶ RPG。 モ ニタ ー 募 
集 も 開始 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 7 月 号 , 256-259pp. 


MZ-80K/C/1200/700/1500 


MZ-80K/C/1200/700/1500 
CHANGE THE BOX 

バラ バラ に な っ た BOX を , 元 に 戻す と いう パズル ゲー 
ム 。 一 一 基 克 , マイ コン BASIC Magazine, 7 月 号 , 140- 
141pp. 
MZ-700/1500 
と オリ エン テー リー グ 

ドラ クエ 帳 の 回 転 床 を ヒント に し て 作っ た と いう ゲー 
ム 。S-BASIC 用 。- 一 まっ ぴー, マイ コン BASIC Maga 
zine, 7 月 号 , 142-143pp. 
THE LEGEND OF DRAGON 

ドラ クエ タイ ブ プ の RPG。 敵 キャ ラ が よく で き て いる 。 


HuBASIC 用 。- 一 カカ リット, マイ コン BASIC Magazine, 
7 月 号 , 144-|46pp. 
MZ-1500 


p SUPER GOLF 

全 9 ホー ル の ゴル フ コ ー ス で 39 人 の 相手 と トー ナメ ン 
ト 大 会 。 一 一 山本 進一 , マイ コン BASIC Magazine, 7 月 
号 , 147-|49pp. 


MZ-80B/2000/2500 /2800 


MZ-80B/2000/2500 
Mole Game 
著 懐 が し モグ ラ た た き ゲ ー ム で す 。 一 一 竹内 守 ,。 マ 
イコ ン BASIC Magazine, 7 月 号 , 150-151pp. 
UFO ATTACK 
空 を 飛ん で いる UFO を , レー ザー て 撃ち 落と す ゲ ー ム 。 


か な り 衝 撃 的 な 内 容 で す 。 

し か し , それ は あく まで も 理屈 上 の 話 で あり , 
仮に 心 ま で が 機械 と し て 説明 で きた と し て も , 
れ は 遠い 未来 の 話 。 そう うま くい く な ら 人 工 知能 
研究 者 が こん な に 困っ て いる わけ は あり ませ ん 。 
仮に 心 や 行為 の 因果 関係 まで わか り , チュ ー リ ン 
グ テ ス ト に 合格 する よう な 知能 が で きた 日 に は い 
まま り ず っ と 住み に くい 世の中 に な っ て いる こと 
を , 私 は 断言 し まし ょ う 。 (K ) 
人 間 は ロボ ッ ト か 
Geoff Simons 著 岡田 弓子 訳 オー ム 社 刊 
A5 判 変型 259 ペ ー ジ 2.,600 円 分 03(233)0641 


敵 の 攻撃 方 法 に いく つか バリ エー ショ ン が ある 。 一 一 並 
木 パ ソコ ンク ラブ , マ イコ ン BASIC Magazine, 7 月 号 , 
152-153DD. 
MZ-2500 
フリ プシ ー 

MZ-1500, XI 版 か ら の 移植 版 パ ズル ゲー ム 。 一 一 山岸 
秀司 , |/0, 7 月 号 , 189-194pp. 
ワタ の 鳴く 夜 は 恐ろし い 

動物 園 の 珍獣 ワタ を , 夜 鳴か せな いた め に は どう する 
か , と いう パズル ゲー ム 。 全部 で 10 面 。 一 一 謎 の パズル 
大 好き お じ さ ん , マイ コン BASIC Magazine, 7 月 号 , 154 
-156pp. 


X1/X1turbo/Z 


X1 シ リー ズ 
y 誌上 RPG サン ダー ロー ド 

テキ スト RPG 第 4 章 , ド ラゴン の 洞窟 。 一 一 グル ー プ ・ 
クラ ム ボ ン , POPCOM, 7 月 号 , 232-242pp. 

y 誌上 公開 質問 状 シャ ー プ (XI) 

XIturbo ZII で 2HD 一 2D, 2D 一 2HD に プロ グラ ム を 転 
送 する 方 法 な ど 。 一 一 多田 太郎 , マイ コン BASIC Maga 
zine, 7 月 号 , 72-73pp. 
> Lip Lop Lap 

敵 を ブラ ッ ク ホ ー ル に 誘導 し て 殺す ゲー ム 。 全 10 面 。 
ーーRandom 田 村 Live in 福 間 , マイ コン BASIC Maga 
zine, 7 月 号 , 193-|195pp. 

お ちゃ は や っ ぱり ! 北岡 園 ! 


X58000 


涙 な し の C 言 語 講 座 

X68000 用 の C 言語 XC と PC-980| 用 の 最新 C 言語 Tur 
boC の int 型 の 表現 や レジ スタ 変数 な どの 比較 。 一 一 吉沢 
正敏 , |!/0, 7 月 号 , 139-141pp. 
y 最新 ソフ トウ ェ ア 情 報 

THE 福袋 V2.0 を 紹介 し て いる 。 一 編集 部 , 1!/0, 7 月 
号 , 296p. 
> X68000 WORKSHOP Information Shop 

ビジ ネス ショ ウ で デモ ンス トレ ーション の 行わ れ た 0 
S-9/X68000 に つい て 簡単 に 紹介 する 。 一 一 古谷 野 和彦 , 
ASCII, 7 月 号 , 26Ip. 
X68K Programmer's Shop 

X68000 用 に 登場 し た 0S-9/X68000 の 概念 ,。 モ ジュ ー 
ル 構 造 。 カー ネル 等 に つい て 。 一 一 古谷 野 和 彦 , ASC 
中 7 月 号 , 262-265pp. 
X68K Application Shop 

正規 表現 で テキ スト ファ イル 中 の 文字 列 検索 を 行う ブ 
ログ ラム XFIND を 掲載 。 一 一 宮本 親 一 郎 , ASCII, 7 月 
号 , 266-268pp. 
y 縮小 印刷 ソフ ト 

プリ ンタ に 縮小 漢字 を 印刷 する プロ グラ ム 。A4 サ イズ 
の 用 紙 で ANK 文 字 が 横 I80 Xx 縦 100 文 字 以 上 入る 。C com 
piler PRO-68K が 必要 。 獲 澄 受 , The BASIC, 7 月 号 , 
78-82pp. 


ぁ X68000 2 大 新作 ゲー ム 情 報 ドラ ゴン スピ リッ ト 


FILES mA 


> X68000 ゲ ー ム 情報 

X68000 の 新作 ゲー ム 「 ド ラゴン スピ リッ ト 」 の 開発 途 
中 バー ジョ ン の 画面 写真 。 一 一 編集 部 、 マイ コン , 7 月 
号 ,。 217p. 

Z'sSTAFF PRO-68K 

Z'sSTAFF 使い こなし 講座 第 3 回 。 トー ン や グラ デー シ 
ョ ン に つい て の 解説 。 一 一 紀要 介 。 マ イコン, 7 月 号 。 
263-266pp. 
ゆな ん で も Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 

X68000 で 使用 可能 で ある 純正 以外 の プリ ンタ に つい 
て 。 一 一 シャ ー プ , マイ コン , 7 月 号 , 392p. 

な ん で も 0Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ 編 

X68000 で ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 変え る 方 法 に 
つい て 。- 一 一 シャ ー プ , マイ コン , 7 月 号 , 393p. 

誌上 公開 質問 状 シャ ー プ (X|) 

X-BASIC で プリ ンタ に コン トロ ー ル コー ド を 送る 場合 
な ど に つい て 。 一 一 多田 太郎 , マイ コン BASIC Magazi 
ne, 7 月 号 。'72=73pp. 
pp X68K グラ ンプ ブリ FI レー ス 

マウ ス を 使っ て 車 を 操作 する レー シン グ ゲ ダー ム 。 一 一 
樋口 裕司 , マイ コン BASIC Magazine, 7 月 号 , 199-201 pp. 
THE GAME MUSIC PROGRAM グラ ディ ウス II 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ブロ グラ ム 。ーYu-You, マイ コ 
ン BASIC Magazine, 7 月 号 , 208-210pp. 

ぁ X68000 新 聞 

今月 の テー マ は 「 有 眼 に し みる グラ フィ ッ ク 」。 ま た , リ 
ター ン ・ オ プ ブ ・ イ シタ ー な ど 新 作 ソ フト の 開発 着手 を 紹 
介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 7 月 号 , 226-231pp. 


画面 上 の 5 つの "あと らん だ "を 集め る パズル ゲー ム 。 新作 ゲー ム 「 ド ラゴン スピ リッ ト 」 の 開発 途中 バー ジ 
細か い ル ー ル が , パズル の 面白 味 を 出し て いる 。 一 一 数 ョ ン の エリ ア |, 2 画面 写真 の 紹介 。 一 一 編集 部 , テク 
学 倶楽部 チー ム は りく ん TM, マイ コン BASIC Magazine, ノ ポ リス , 7 月 号 , 66-67pp. 


7 月 号 , 196- 198pp. 
X1turbo シリ ー ズ 
p MS-DOS ~~ CP/M ファ イル コン バー タ 
XIturbo に 2DD/2HD 共 用 ドラ イブ を 接続 し て MS-DOS, 
CP/M 間 の デー タ の 交換 を 実現 する プロ グラ ム 。CP/M 
80 用 Turbo Pascal が 必要 。 一 一 江上 邦 博 , !/0, 7 月 号 , 
233-Z37DDP. 
yp モノ クロ ・ ハ ー ド コピ ー プ ログ ラム 
エプソン 製 の プリ ンタ VP-135K の 24 ピ ン 3 倍 密度 モ 


p X68000 2 大 新作 ゲー ム 情 報 R-TYPE 

アイ レム が 現在 X68000 用 に 移植 中 の アク ショ ン ゲ ー 
ム 「R-TYPE」 の 開発 中 間 報 告 。 連 続 写真 で ステ ー ジ | の 
マッ プ や ステ ー ジ 3 の 巨大 戦艦 の 写真 が あり ,「 ア ー ケ ー 
ド 以 上 」 と いわ れる グラ フィ ッ ク の 美 し さ が わか る 。 一 一 
編集 部 , テク ノ ポ リス , 7 月 号 , 68-70pp. 

pp THE 福袋 V2.0 を 開け て みる 

福袋 V2.0 に 含ま れる アセ ンプ ブラ , リン カ な どの 新 バ ー 
ジョ ン の 旧 バ バージョ ン か ら の 変更 点 を 解説 。 一 一 高橋 雄 


ー ド を 使っ て モノ クロ 写真 風 に ディ スプ レイ 画面 を ハー 一 , マイ コン , 7 月 号 , 187-192pp. 

ドコ ピー する プロ グラ ム 。 一 一 古賀 信 一 , !/0, 7 月 号 , > X68000 マ シン 語 入 門 

259-263pp. 連載 第 10 章 、 論 理 演算 命令 | つ ひ と つ に つい て サン プ 

な ん で も Q&A XI/XIturbo/X68000 シ リー ズ ス 編 ルフ ログ ラム つき で 解説 。 ま た IOCS コー ル に つい て も 
turboCP/M で の ブリ ンタ 設定 の 変更 の 仕方 、 一 一 シャ BIOS 番号 表 を 載せ て いる 。 一 一 高橋 雄一 , マイ コン , 7 

ー プ , マイ コン , 7 月 号 , 392-393pp. 月 号 , 193-202pp. 


決定 を 支援 する 

決定 と いう の は 至極 一 般 的 な 日 常行 為 で ある 。 
本 書 で 問わ れ て いる の は , 決定 する こと 自体 と い 
う よ り 「 よ り よ い 意 遇 決定 を 行う 』. こ と で あり , 
その た め に は 人 間 は 習慣 的 な 行為 の 一 歩 外 に 立つ 
必要 が ある こと , 場合 に よっ て は 問題 の 認知 その 
も の を 変え ね ば な ら な いこ と を 示し て いる 。 コン 
ピュ ー タ シス テム は , こう し た 人 間 の 意思 決定 を 
まる も の つま り デ ジ シ ジ ョ ンマ エモ ド そし て 
その 役割 が 考察 され て いる 
小橋 康 章 著 市 川 伸一 補 稿 東京 大 学 出版 会 
A5 判 222 ペ ー ジ 1.800 円 谷 03(811)8814 


ーー 


は 肖 ら か な 訂 全 に は て 


ポケ コン 


PC-1360 

SO 

PC-1360 の 漢字 BASIC で 作ら れ た デー タベース の プロ 
グラ ム 。 プロ グラ ム の 説明 も ある 。 一 一 塚田 洋一 , マイ 
コン , 7 月 号 , 360-364pp. 
PC-1445, PC-E200 
p CASL 太鼓判 


CASL 半 g の 最終 回 。PUSH, POP, CALL, RET 命令 
に つい 洋一 , マイ コン , 7 月 号 , 365- 
369pp. 

PC-1500 
DRAGONI500 
先月 の アフ ター バー ナー も どき に 続い て , 今月 は ドラ 
に Pe 


BASIC Magazine, 7 月 号 , 205-206pp. 


ニュ ー ラ ルネ ットワーク 情報 処理 

「 コ ネ ク シ ョ ニズム 入門 , ある い は 柔らか な 記号 
に 向け て 」 と いう 副題 の ある 本 書 は , 高度 並列 分 
散 情 報 処 理 を 紹介 する 専門 的 な も の で ある 。 

人 間 の 脳 に お ける 情報 処理 レス テム の 原理 が 注 
目 さ れ 始 め て 以来 , 情報 理論 の 研究 は 並列 処理 の 
新しい 可能 性 を 探っ て きた 。 こ こ で は , 並列 分 散 
処理 の 基礎 的 な 解説 か ら , その メカ ニズム と 認知 
科学 や 人 工 知能 分 野 へ の 応用 , さら に 情報 処理 に 


お ける 「 記 号 」 と は 何 か , と いう 問題 に 触れ て いる 
麻生 英樹 著 産業 図書 刊 
A5 判 198 ペ ー ジ 2,200 円 容 03(261)7821 


FILES Oh!X 759 


Oh! X 1988.8. 


日 月 号 
特集 迷宮 の 日 本 語 処理 環境 
MZ-2500 用 ワー プロ プロ グラ ム Super も の か きく ん 
較 書式 ユー ティ リティ COLN/ ら くら く SYMBOL 他 
試験 に 出る X1 最終 回 通信 プロ グラ ム で ある 
X68000BASIC 入 門 第 1 回 めぐ りあ い X-BASIC 
| @X1/turbo 用 パズル ゲー ム STAR PANIC 


前 @ ZsSTAFF PRO 68K の 世界 


X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 SOUND PRO -68K 他 
全 機 種 共 通 シ ステ ム 「M-7/77 版 Sc-0S“SWORD" 他 


9 月 号 
特集 1 MZ-700 に 不可 能 は な い 
MZ-700 ゲ ー ム テク ニッ ク 集 /SPACE BLUSTER SG 
特集 2 ミュ ー ジ ッ ク デ ー タ と 遊ぶ FM 音源 の 世界 
MZ-2500MML の 拡張 /X1/turbo 用 MML コ ン バ ー タ 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 マシ ン 語 入力 ツー ル 
BASIC リ レー 連載 ディ レク トリ まる ご と コピ ー 
@X1turboZ, X68000 用 ハー ドコ ピー プログ ラム 
全 機 種 共 通 シ ステ ム PC-80/88 版 S-0S"SWORD" 
リロ ケー タブ ル 逆 アセ ンプ ブラ Inside-R 


1 0 月 号 
特集 Game Design を 考え る 
遊び を 設計 する た め に / ピ コピ コゲ ー ム が 原点 他 
@ 投稿 ゲー ム 4 選 
@ ミ ュー ジッ ク ブ ログ ラム ベー トー ベン 月 光 
THE SOFTOUCH SPECIAL イー ス / ウ ル テ ィ マ IMV 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 BASIC to C コ ン バ ー タ 
X68000BASIC 入 門 追撃 ラン ダム ファ イル 
全 機種 共通 シス テム FuzzyBASIC コ ン パ イラ 拡張 版 
X1turbo 版 S-0S"SWORD"/tiny CORE WARS 


1 1 月 号 
特集 1 全 機種 共通 シス テム S-OS 再 考 
超 入 門 S-0S/ フ ァイル アロ ケー タ & ロ ー ダ 
較 FuzzyBASIC コ ン パ イラ 版 BACK GAMMON 
特集 2 MZ-2500 ス ペ シ ャ ル 逆 前 の アル ゴ 機 能 
アル ゴブ ロッ ク 崩 し / ア ル ゴ リ ズム を 作ろ う 
@MZ-2500 カ ー ド ゲー ム KING'S COURT 
THE SOFTOUCH  X68000 用 Kamikaze/MZ-2861 用 
up シリ ー ズ / ト リフ ォ ニ ー/ リ バイ バー 他 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 CP/M-68K/TITLE. SYS 


Oh!X 1 月 号 
特集 正真正銘 の Oh!CZ SPECIAL 
新 製品 速報 X1turboZII/X1twin /X68000 
X1/turbo シ ステ ム & プ ログ ラミ ング 
NEW Z-BASIC/C compiler PRO-68K 
人 類 タ コ 科 図鑑 第 1 回 Jap meets Yankee 
実用 ( ? ) オ プ ジ ェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 第 1 回 
@X1/turbo 用 カー ド ゲ ー ム SPEED 
@X68000 フ ァイル コン バー タ MACS/HELPS 
全 機 種 共通 シス テム PASOPIA7 版 S-0S“SWORD" 他 


] 月 号 
特集 MZ&X 拡 張 ボ ー ド の 活用 

すべ て の 道 は |!/0 に 通じ る /MZ で X1 用 ボー ド を 使う 
1987 年 度 GAME OF THE YEAR ノ ミネ ー ト 発表 
@MZ-2500 用 ALGO SPACE BLUSTER SG 
@LIVE in 88 ドラ ゴン スピ リッ ト / 奈 し き チ ェ イ サー 
BASIC リ レー 連載 半熟 FORTRAN は いか が 
X68000BASIC 入 門 グラ フィ ッ ク 人 炎上 
マシ ン 語 体操 1・2・3 デー タ 構 造 を 考え よう 
全 機 種 共 通 シ ステ ム Fuzzy BASIC コ ン パ イラ 奥村 版 


ここ に は 1987 年 8 月 号 か ら 1988 年 7 月 号 ま で を ご 紹 
介し まし た 。 現在 。 1987 年 2, 3, 4 5, 7, 8, 9, 10, 12。 


1988 年 |, 2, 3, 4, 5, 6.7 まで の 在庫 が ご ざい ます 。 バ 
ッ ク ナ ン バ ー お よび 定期 購読 の お 申し 込み 方 法 に つ 
いて は , 本 文 172 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


ご 月 号 

特集 グラ フィ ッ ク 画 像 の 冒険 
X1/turboCG ア ニ メ / ト リフ ォ ニ ー て で 立体 モデ ル 
X68000 グ ラフ ィ ッ ク デ ー タ /OQUICK MZ PAINT 他 

X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 辞書 構造 WORD POWER 

マシ ン 語 体操 1・2・3 Lisp イ ンタ プリ タ (1) 

_@ NEW Z-BASIC 詳 報 その 名 は Z-BASIC 

@LIVEin 88 グラ ディ ウス 2 

@ SHORT ACCESS THRILLING/POM カ ー ド ポー カー 

全 機種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 


月 号 
特集 コン ピュ ー タ サウ ンド "“ 楽 "入門 
X1/turbo MIDI イ ンタ フェ イス の 製作 
MZ-2500 Super Keyboard/VIP サ ウン ド デ ー タ 公開 
Oh!X LIVE SPECIAL 組曲 「Ys」/Raspberry Dream 他 
THE SOFTOUCH Might and Magic/HyperUD 
オプ ジェ クト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 
X68000BASIC 入 門 奇 毅 アニ メ 作 戦 
中 X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 未 公開 |0CS の 解析 


久 全 機種 共通 シス テム 構造 型 コ ン パ イラ 言語 SLANG 


月 号 

決定 ! 1987 年 度 GAME OF THE YEAR 

ピコ ピコ ゲー ム 春 場所 /GAME REVIEW 10 本 他 
新 製品 X68000ACE -HD/ カ ラー スキ ャ ナ CZ-8NSI 
X68000 あ な た の 知ら な い 世 界 microEMACS の 移植 
i @MZ-700 SPACE BLUSTER FX 
@ LIVE in 88 Moonlight Serenade/Long Night 他 
全 機 種 共 通 シ ステ ム デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 

シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 


月 号 
特集 BASIC 入 門 「 再 検証 」 
BASIC の 歴史 と 意義 / 栄 光 の HuBASIC 
黄金 の BASIC 入 門 プ ログ ラム / プ ログ ラミ ング 用 語 
ミュ ー ジ ッ ク プ ログ ラマ へ の 道 / レ イト レー シン グ 
特別 企画 言わ せ て くれ な くち ゃ だ ワ 
@ 新 製品 X68000ACE/ACE-HD 
@LIVE in 88 GET WILD/BOOM BOOM/SDI 
@ SHORT ACCESS 3D ボ クシ ング / マ シン 語 デ ー タ 文生 成 


嘆 全 機 種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 


月 号 創刊 己 周 年 記念 
特集 シス テム 環境 を 考え る 
8 ビ ピット パソ コン の 開発 環境 /Human68k の シス テ 
ム 環 境 / シ ステ ム を 読む た め の ア セン ブラ 入門 
特別 企画 究極 の 8 ビッ ト パ ソ コン 8RON 計 画 
THE SOFTOUCH X68000 用 日 本 語 ワ ー プ ロ EW 他 
@ 付録 「 あ ぶな い 福 袋 」 
マシ ン 語 体操 1・2・3 番外 編 Lisp80 入 門 
X68000BASIC 入 門 捨て 身 の ミ ュー ジッ ク 
全 機種 共通 シス テム 構造 化 言語 SLANG 入 門 他 


月 号 

特集 実践 C 言 語 か ら の 誘惑 
入門 C 言 語 / 実 録 C プ ログ ラミ ンク /XBAS to C 

THE SOFTOUCH ソー サリ アン / ゼ リア ー ド / ア ルギー ス 
の 翼 /SUPER 大 戦略 /3 大 麻雀 ソフ ト 他 

@ Oh!X LIVE in 88/SHORT ACCESS 

新 連載 C 調 言語 講座 PRO-68K まず は print f よ り 始め よ 

あな た の 知ら な い 世 界 0S-9/X68000/Sampling PRO-68K 

全 機種 共通 シス テム 構造 化 言語 SLANG 入門 (2) 
マル チ ウ ィ ン ド ウド ライ バ MW-| 


の 


a 


・ 情 ・ 報 ・ コ ・ 


INFORMIATION 
i 


| NEW PRODUCTS | 


カラ ー ピ ビデ オブ リン ター 


sal 


ビデ オ や テレ ビ , パソ コン な どの 映像 情 
報 を フル カラ ー で 記録 する ビデ オフ ブリ ンタ 
GZ-P21(198.000 円 ) が , 6 月 10 日 より シャ 
ー プ か ら 発 売 さ れ た だ 。 

プリ ント サイ ズ は 最大 100X80mm で , 縮小 

ー ド (79 xX60mm) と 2 画面 モー ド (79X50 
mm※2 画 面 ) の プリ ント が で きる 。 また, 
デジ タル マル チ 機 能 に より ,1 枚 の 印画 紙 に 
4 画面 /25 画 面 の プリ ント を する こと も 可能 。 
用 途 に 応 ビ て ラン ニン グ コ スト の 安い 日 黒 
シー ト も 選択 で きる 。 

簡単 な スイ ッ チ 切り 換え ひと つ で , 左右 
反転 (ミラ ー) プ リン トモ ー ド に で きる 機能 
も 持っ て いる 。 

イエ ロー。 シアン, マゼンタ の 3 色 面 順 
次 印画 で , 各色 64 階 調 、 プ リン ト 画 素数 は 
縦 478x 横 600 ド ッ ト 。 

動画 入力 時 は , 内 蔵 の 高 画質 デジ タル フ 
レー ム / フ ィ ー ル ド メ モ リ に より , 瞬時 に 静 
正 画 ど し で メモ リ し , プリ ント する 。 

アナ ログ RGB(21 ピ ン ), S ビデ オォ 入力 端 
3 あ 6 

印画 用 シー トイ ンク セッ ト は 100 枚 で 9,0 
00 円 , ハガキ 用 20 枚 で 3,500 円 , 白黒 シー ト 
は 100 枚 で 1,500 円 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 
シャ ー プ ( 帳 容 06(621)1221,03(260 )1161 


GZ-P21 


カナ 文字 で デー タ 管 理 _ 
電子 カナ メモ PA-175/375 


ーー ー プ 


シャ ー プ は, 電子 メモ シリ ー ズ の 新 製品 
と し て , PA-175/375( 各 5,000 円 ) を 7 月 7 
日 より 発売 し た 。 

これ ら の 電子 メモ は , カナ 文字 で 最大 160 
人 分 の 名 前 と 電話 番号 を 記憶 る せら れ , 50 
音 順に 検索 で きる 。 デ ー タ 1 件 に つき 最大 
60 桁 まで の 番号 を 入れ られ る 。 

ほか に も 日 付 ・ 時 刻 ・ 用 件 な ど を 記憶 す 
NE 
シー クレ ッ ト 機 能 , 記憶 る せ た デ ー タ を 呼 
び 出 し て 使う こと も で きる 10 桁 計算 機能 な 
と ど を 備え て いる 。 

表示 は 12 桁 x 2 行 で リチウム 電池 1 個 を 
使用 。 

PA-175 は 厚 さ 2.3mm と いう 薄型 で 連続 表 
示 1500 時 間 , PA-375 は 手帳 タイ プ で て 連続 表 
示 2000 時 間 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 
シャ ー フ 款 容 06(621)1221,03(260 )1161 


PA-175/375 


ーー ワン タッチ で 自動 ダイ ヤル 
電子 ダイ ヤラ ーPA-B00 


ン ヤ セー プ 


RR 
ーPA-600 (12,800 円 ) を 発売 し た 。 

PA-600 は , 送 話 口 に 直接 取り つけ て 信号 
を 送る も の で , 市 外 局番 を 自動 的 に と ば し 
EE ダイ ヤル する な よど, ワン タッ チ で 電話 
か けら れる 。 

まだ, 新 電電 各社 の 回 線 を 使い 外出 先 な 


PA-600 


どか が か ら クレ ジッ トコ ー ル を か ける こと も で 
き . この 場合 は 自分 の クレ ジッ トコ ー ル 番 
号 や 相手 先 番号 を 記憶 きせ て 自動 的 に ダイ 
ヤル で て さき 本 

10 桁 1 メモ リ の 電卓 機能 や , 最大 約 560 人 
分 の 電話 番号 を 記憶 きせ て お く 〈 電話 帳 機 能 
も ある 。 

表示 部 は カタ カナ 12 文 字 X 2 行 。 サ イ ズ 
は 幅 66X 興 行き 139X 厚 さ 11. 4mm, 重量 93g。 
< く 問 い 合 わせ 先 > 

シャ ー プ 則 容 06(621)1221, 03(260 )1161 


アナ ログ カラ ー デ ティ スプ レイ 
し し -100/14ED 


シープ 


シャ ニーズ は に 2 イン の め の プ ナル ロダ ルチン ご 
ディ スプ レイ CU-21CD を この 8 月 に 発売 す 
る 。 価 格 は 未定 。 入力 信号 周波 数 15/24/31 
kHz 自動 切り 換え , 


3 モー ド マ ル チ ス キャ 
ン 方 式 採用 。 解 像 度 は 640 ド ッ ト ※200/400 
/512 ラ イン で ワイ ドス イッ チ 装 備 。 

か 14 の アナ ログ カラ ー デ ネオ 共 2 思 玉 
イ CU-14ED(79,800 円 ) も 発売 中 て, こち 
ら は 15/24kHz 自 動 切り 換え , 2 モー ド マ ル 
チ ス キャ ン 方 式 採用 。 ワイ ドス イッ チ つ き 。 

これ の ディ イス ブレイ は 発売 子 定 り シス テ 


CU-21CD 


767 


ペン キン 情報 コー ナー 


ムチ ュー ナーAN-8TU(35,800 円 ) を 接続 
する と テレ ビ 受 像 機 に も な る 。 対応 機種 は 
X1turboZX68000 (CU-14ED で は 不可 ), 
PC-8801/9801 シ リー ズ な ど 。 

< く 問い 合わ せ 先 > 

AS SR: 


ワー - ド バン クノ ー ト 8 2 
セイ コー エフ ソン ーー 

A4 サ イズ の ワー ド バ ン ク ノー ト が バー ジ 
ョ ン ア ッ プ し て 登場 。 新 製品 ワー ド バ ン ク 
ノー ト 2 (74,800 円 ) は 6 月 14 日 に セイ コー 


ワー ド バ ン ク ノー ト 2 


アヘ マー トー la W/ochn 目 


先月 号 で 。 4 M ビ ッ ト ダ イナ ミッ ク RAM 
(DRAM) の 話 を し た が , ご 承知 の と お り , 
いま 全 世 界 的 に メモ リ が 極度 に 足り な い 。 


作っ て も 作っ て も 不足 と いう 状態 で . メモ 


リ の 大 恐慌 に な っ て いる 。 

これ で は と て も 4M 時 代 の 夢 を 見 て いる 
余裕 は な い 。 

品物 別に 見 る と 256K ビ ッ ト の DRAM, 1 
M ビ ッ ト DRAM, 256K ビ ッ ト の スタ テイ ッ 
ク RAM (SRAM) な ど で , RAM が 全般 的 
に 不足 し て いる 。 
早い 話 が ニー ズ が 高い 先端 商品 が 軒並み 
不足 し て いる と いう こと で ある 。 この 半 導 
体 不足 , いろ いろ な 現象 を 巻き 起こ し 始め 
だ ご 王 さ 宅 和み ます 
* * 

PC-9801 が 買え な い 

日 本 電気 が 4 月 に 発売 し た 新型 の 98, つ 
まり PC-9801UV11/CV21/LV21 が いつ ま 
で た っ て も 店 頭 に 並び ば な い 。 ふ と 気がつく 
と ,。 先日 まで びあ っ だ は ず の VX21 も XL2 も 
な く な っ て いる 。 る ら に は 人 厨 妙 な こと に :, 
あっ て 当たり 前 の 割引 値札 が な 《 な っ て い 


162 ohnx 1988.8. 


エプソン か ら 発 売る され た 。 重量 1.2kg。 

価格 は 5,000 円 アッ プ し て 通信 機能 を 標準 
装備 し , プリ ンタ の 対応 機種 を 増やし た 以 
外 は 最初 の バー ジョ ン と 同じ も の 。 

通信 機能 し し て は , 300 か ら 9600bps に 対 
応 し 。 シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 採用 。 ID や パ 
スワ ー ド を 12 カ所 まで 登録 ヒ し て オー ドク グ 
イン で きる 。 ス クロ ー ル バッ ファ は 全角 文 
字 に し て 約 6,000 文 字 分 。 

辞書 は 複合 語 や 固有 名 詞 を 含め 約 13 万 語 , 
JIS 第 2 水準 漢字 を 装備 , 一 括 変換 は 最大 200 
文字 まで 。 

計算 機能 , 住所 録 機能 , スケ ジュ ー ル 管理 
機能 な ど を 持ち , また ワー ドラ ッ プ や ジャ 
ステ ィ イフィ ケ ーション 機能 が ある の て 区 文 
ワー ジ も 上 て も 使用 て きる 。 

内 部 メモ リ は 約 18K バ イト で A4 サ イズ の 
原稿 を 約 9 ペ ー ジ スト ア で きる 。 標準 装備 
の 外部 記憶 装置 に は IC カ ー ド (32K バイ ト 6, 
000 円 , 8K バ イト 3,000 円 ) で デー タ を 保存 
ずる 。 

STN 液 曲 デ イス プレ イ で ガイ ドラ イン の 


か な いた だ ため 。 も ちろ ん 日 本 電気 で も 生産 し 
て は いる が , 企業 向け や 予約 客 の 注文 残 を 
こなす の に 精いっぱい て を て も 導 = メグ 
に 割り 当て る に は 至ら な い 。 

さら に 状況 は 悪化 し て お り , いま か ら 予 
弥 し だ と し て も いつ 買え る か わか ら な いそ を 
削り 
DEC が VAX を 値上げ 

メモ リ の 調達 費用 が か きむ だめ , DEC は 
VAX の 価格 を 6 月 出荷 分 か ら 5 パ ー セ ント 
前 後 の 幅 で 値上げ し た 。 中 小 パ ソコ ュ コン メ ー 
カー や ワー クス テー ショ ン メ ー カ ー も 同様 
の 値上げ を 順次 開始 し て いる 。 
危険 な メモ リ が 出回る 

TI の TTL を DRAM だ と いっ て 売り る ば い 
た 業者 が 現れ だ た こと は 有名 な 話 。 を そこ まで 
いか な く 〈 く て も , 不良 品 や 古い パソ コン か ら 
外し た DRAM が 出回っ て いる 。 

と 〈 く に 人 気 が あ る の が , メル コ の 増設 R 
AM ボー ド か ら 外 し た メモ リ 。 う まく 外し 
だ もの A に お ば ラッ キー だ が SE < が 氏 
け て いた 0 死 ん で い だ り する も の も 当然 あ 
る 。 も と も と 秋葉 原 の ス ポッ ト 市 場 に は メ 


ほか に 40 文 字 X 5 行 が 表示 で きる 。 
プリ ンタ ケー ブル は 別売 (5,000 円 )。 

く < く 問い合わせ 先 > 

セイ コー エプソン 購 容 0266(52)3131 


ia 共 ポ ボー イ PW-90 


本 体 プ リン タ と ハン ディ プリ ンタ の 2 つ 
を 標準 装備 し た 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ キ ヤノ クン 
ワー ド ボ ー イ PW-90 (54,800 円 ) が キヤ ノン 
より 6 月 10 日 か ら 発売 され た 。 

ファ デオ デリ ンタ は ユビ ー 感 覚 で 印刷 


ー カ ー は ほとんど 卸 し て いな い の で , 買え 
る と いう 話 を 聞い た ら ま ず 危 な いと 疑う こ 
と が 必要 ど だ と いう 。 それで も 敢えて 手 を 出 
す ほ ど 不 足 は 深刻 な の だ 。 
休業 状態 の 会 社 も 

米国 , 大 手 , 大 日 と いう の が 優先 客 。 こ 
うな る と ます ます 入手 で き な い の が , 一 本 
料理 を 得意 し する シス テム ハウ ス や 周辺 機 
器 メ ー カ ー,。 そし て 中 小 。 し た が っ て こう 
し た 企業 で は , 注文 を 受け て も 材料 が な い 
こと に は 製造 で き な い の で , ハー ド 部 隊 は 
開店 休業 状態 に し て ソフ ト 開 発 で 喰い つ な 
し で っ し 

まだ まだ 深刻 な 影響 を 受け て いる 話 は あ 
る が , こん な 感じ て 食糧 難 な ら ぬ メ モリ 医 
の 様相 が 完全 に 定着 し て し まっ だ た 。 ニャ 物 
の 横行 や 再生 製品 の 登場 に 玉 っ て は 完全 に 
戦後 の 闇市 的 感覚 だ 。 


| ボロ 儲け の 半導体 メー カー 


メモ リ が ここ まで 足り な く な っ た 理由 だ 
が , お お むね 3 つ 考 えら れる 。 : 

まず は , 各 メ ー カ ー が 4 年 前 に メモ リ を 
余る ほど 作っ た た め に 過剰 在庫 に な り ダ ン 
ピン グ 販 売 競 争 に 至っ て し まっ た の て , 今 


に だ いよ まさ の は 当 で で メリ ント て きる 。 

辞書 は 固有 名 詞 な ど を 含め 約 60,000 語 , 
イラ スト 241 種 類 を 内 蔵 し て いる 。 
最大 40 文 字 ま で を 一 括 変 換 し , 英語 な と 
5 カ国 語 に 対応 する 欧文 ワー プロ と し て も 
使用 で き , また 最大 99 人 分 を 登録 で きる 住 
所 録 管理 機能 を 備 を て いる 。 
液晶 ディ スプ レイ は 8 文字 X 2 行 , 内 部 
メモ リ の 記憶 容量 は , A4 サ イズ 原稿 に し て 
約 3 枚 分 。 

5 枕 カー オン ショ シン て オメー ジ 一 を 
(20.000 円 ) や , 48 ド ッ ト の 毛筆 と 96 ド ッ ト 
の イラ スト パタ ー ン が 使え る 毛筆 ・ イ ラス 
トメ パッ ク (5,000 円 ), 40 種 類 の イラ スト が ハ 
ンジ ディ ブリ ンタ で 印刷 で きる イラ スト ラ パ ッ 
ク (5,000 円 ), 外部 記憶 用 メモ リカ ー ド (3,0 
00 円 ) な ど が 用 意 き る れ て いる 。 

本 体 プ リン タ は 熱転写 式 で 24X24 ド ッ ト 。 
本 体 サ イズ は 幅 348X 奥 行き 288X 高 る 84mm, 
重量 2.2kg。 
< く 問い 合わ せ 先 >? 
キヤ ノン 提 容 03(348)2121 


回 は 各社 が 少な め に 作っ て いる こと 。 次 に , 
通産 省 が ダン ピン グ に な ら な いよ うに 価格 
と 生産 量 を チェ ッ ク し て いる の で きら に 少 
だ ため た な っ て し まう こと 。 そ し て きす つ 日 は 
外国 の メー カー が 4 年 前 に 量産 競争 で 敗退 
し た た め 今 は ほとん どの 外国 メー カー で メ 
モリ を 作っ て いな いこ と 。 こ の ベー ス に な 
っ て いる の は 1986 年 の 9 月 に 日 本 と 米国 の 
間 で 結ば れ た 日 米 半導体 協定 だ 。 

つま り 「 必 要 な 量 だ け 適 正 に メモ リ を 作 
まま も まう と もの こよ た が の だ が な か し 
な こと に は 必要 最小 限 な だ どけ し か 各 メ ー カ 
ー が 作ら な く な っ て し まっ た 。 

メモ リ は, 需要 と 供給 量 で 市 場 価格 が 決 
まる 「 時 価 」 の 市 況 商品 だ 。 し だ が っ て 癌 
物 が 多い と き に は 安い が , 足り な く な っ て 
《 る と 高く な る と いう 性 質 が ある 。 そ うな 
る と 各 メ ー カ ー が 生産 を 抑え れ ば 当然 市 場 
で 不足 し て くる し , 価格 も 下がら な い 。 価 
格 が 下がら な いか ら 量 産 す る 必要 も で て こ 
な い 。 

いか に も 初歩 的 な 経済 原則 に の っ と っ た 
商品 だ が , この せい で メモ リ の 値段 は この 
を は と ん と 下がっ て に な に スズ スネ ホー 
は ボロ 儲け し , 一 方 で は 品物 が 足り な い の 


月 刊 マ イコ ン 誌 別冊 の X68000 活 用 研究 シ 
リー ズ 第 3 弾 。 II の X-BASIC マ スタ ー 編 を 
受け た も の 。X-BASIC の イン スト ー ル , O 
S と の イン タフ フェイス, エディタ 。 構造 化 
プロ グラ ミン グ な ど に 関す る 解説 。 
『X68000 活 用 研究 皿 X-BASIC 活 用 Q&A』 
塚越 一 雄 著 
B5 判 , 230 ペ ー ジ , 2,000 円 
< 問い 合わ せ 先 > 
電波 新聞 社 谷 03(445) 6111 


X68000 
活用 研究 


で ブラ ッ ク マ ー ケ ッ ト が 横行 し て 犯罪 が 増 
2 LM2y の ど 5 っ 

いま 適正 価格 は 256K DRAM が 1 個 350 円 
前 後 な の だ が , 時 価 は 実に 1,200 円 も する 。 
を それ で も まとまっ た 量 は 手 に 入ら な い 状 聴 
だ 。 1 メガ も 同様 で 1 個 2.000 円 の も ゃ の が 4,0 
00 円 以上 する 。1 メ ガ な ど 本 来 は 1 個 1,500 
円 以下 まで 安く な っ て いて 当然 な の だ 。 を 
れ だ け 不 当 に メー カー は 儲け て いる こと を 
志 も て いる 。 


いつ まで 続く か "gp 


この よう な お か し な 状態 が いつ ま て 続く 
か が 肝心 な と ころ だ が , 各種 子 測 に よる と 
現時 点 に 比べ て 年 末 時 点 で は 1M DRAM は 
7 割か ら 8 割 ほ ど 多 め に 生産 る れる 。 256K 
DRAM は 逆 に 1 割か ら 2 割 ほど と 減る 。 こ れ 
で 需要 が 満た な せる か どう か が ポイ ント が だ 。 

店 論 か らい えば, 状況 と し て は 改善 され 
る も の の 相変わらず メモ リ 不 足 は 解消 し な 
ぃ い だ ろ う 。 ブ ラック マー ケッ ド は 一 向 に 減 
ら な いよ うだ し , 価格 も を そう 安く は な ら な 
た 

まあ , 現在 の よう な お か し な 状態 は 減っ 
て くる だ ろう か ら 秋 に は 98 も ちゃ ん と 買え 


X68000 3D 
グラ ジィ ックス 
入門 


X68000 を 使っ て 画面 上 に 図形 を 描い て み 
よう と いう 本 。XC で 記述 し た オリ ジ ナ ル の 
グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ を 使っ て , 立体 図 
形 の 表示 の 仕方 や 動か し 方 を 説明 し て いる 。 
最後 の 第 四部 で は 3 次 元 グ ラフ ィ ッ ク を 行 
う 上 で 必要 な 知識 を 述べ て いる が , 注釈 が 
ふん だ ん に あり すぎ て 少々 読み に くい 。 
『X68000 3D グ ラフ ィ ッ クス 入門 』 
ビー・ エ ヌ ・ エ ヌス 第 2 企画 部 編 
B5 判 , 212 ペ ー ジ , 2,200 円 
く 問い 合わ せ 先 > 
帆 ビ ー・ エ ヌ ・ エ ヌ 容 03(238)1321 
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る よう に な る 程度 に は 回 復 す る だ ろう 。 と 
は いっ で も OS/ 2 も 出 て くる し 上. ワー クス 
テー ショ ン や パソ コン で 標準 メモ リ 容 量 が 
4 M バ イト , 5 M バ イト と グン グン 増え て 
いる : だ さろ を みる と に ひ ょ つと し た らき さら 
に 不足 が 激しく な る か も し れ な いと いう 懸 
も て 2 多 。 

な お, 今回 の メモ リ 恐慌 で いち ば ん 喜ん 
で いる の は PC-9801 関 係 者 か も し れ な い 。 

と いう の は 互換 機 , 対抗 機 が どん と どん 出 
て き て 相当 な 苦戦 を 余儀 な くる れ て いる は 
ず だ っ た の が , し ば らく は VX で 殿様 商売 
が で き て いる を の だ か ら 。 こ の メモ サ 不 征 に 
ょ る 恐慌 状態 は 確実 に 98 の 寿命 を 1 年 延 ば 
ら に だ こと た な なる: 

今月 は コ ユ コンピ ュー タ 関 係 で 目立っ た 動き 
が な か っ だ の で , この よう に メモ リ の 話 で 
お お玉 を で 和 ね て こと に し た 。 も は いっ 
て も この よう な 状況 も な か な か 興味 深い と 
思う 。 次 回 は ちゃ ん と コン ピュ ー タ の 時 評 
a 。 

こう し た 話 も 一 応 は 頭 に 入れ て お いた だ は ほう 
が いい の で , ヒマ な 人 は いち と 256K DRAM を 
買う ふり を し て , 秋葉 原 に で も 遊び に 出 か 
け て みる の も いい だ ろう 。 (K.T.) 
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FROM READERS TO THE EDITOR 


に 海 や 山 に 出かけ て , 思い っ きり 羽 を 伸 
ば し て 遊ん じゃ いま し ょ う 。 で も 。 学生 
の 方 は 宿題 が ある こと を 忘 れ な いよ ー に 。 


いよ いよ 夏 本 番 と な っ て きま し た 。 夏 休 
み も , も う 目 前 。 う っ と うし い 梅 雨 の 間 
部 屋 に 閉じ 込め られ て いた ウサ を 晴らし 


人 6 月 号 の 特集 「 恐 怖 の プロ ッ タ & ス キャ ナ 攻 
撃 」 は と て も 楽し く 読 め ま し た 。 今度 特集 で プ 
リン タ の 活用 法 な ん か や っ て くれ た ら う れ し い 
な 一 。 それ も ビデ オプ リン タ み た いな 最新 の も 
の じゃ な く て , 昔 か ら あ る ドッ ト プ リ ンタ や プ 
ロッ タプ ブリ ンタ な ん か の 面白 い 使 い 方 を や っ て 
ほし いも の で す 。 堀内 雅貴 (5) 北海 道 
あの よ ょ うな 活用 法 が 見 つか れ ば , また ご 紹 
介し て いき だ た いで すね 。 で も 簡単 に 見 つか 
る は と 材料 は コロ が っ て いる の か な 。 は ほか 
に も いい 活用 法 が あれ ば 堀内 君 も 考え て み 
て て et に 
を る 6 月 号 の 特集 は , な か な か 奥 が 深い よう て. 
これ か ら 私 も じっくり 考え て いき た いと 思い ま 
す 。 そ れ と 田村 さん , うち の model 10 も 元気 で 
す 。 あと, うち の 学校 に は 桜の 木 が 26 本 も ある 
の で 少々 怖かっ た り し ます 。 
清水 頭 武信 (I6) 青森 県 
あぶ な い 福 袋 に は マイ ッ タ 。 う っ か り 全 部 信 
じ る と ころ で し た 。 対馬 恵一 (33) 青森 県 
念 特別 記念 番組 「 こ れ , な ん で すか 。」 は な か な 
か よかっ た 。 しかし, 番組 中 に ドラ マ が な い の 
が 残念 で な ら な い 。 次 回 は ドラ マ も お 願い し ま 
す 。 それ に し て も 超 長寿 番組 「 砂 の 嵐 」 は よ か 
た > 鹿沼 一 洋 (18) 栃木 県 
鹿沼 介 み だ た い に あの 「 砂 の 嵐 」 を 笑っ て 
読ん で くれ れ ば いい ん だ けど , 意外 と 「 砂 
の 嵐 っ て どこ に 載っ て た ん で すか ? 」 っ て 
ラプ 2 いま キ が 放 い て いた だ り する の で すさ よ 。 
念 「 あ ぶな い 福 袋 」 の XI/XIturbo 用 ZsSTAFF 
68K と いう の を 見 て , これ は 本 当 か な , と 最後 ま 
で 読ん だ ら ガ ッ カ リ し た 。 誰か 本 当 に 作っ て く 
本 = デ 。 板垣 一 彦 (|6) 北海 道 
信 岡 の 高橋 哲 喝 谷 っ て , 有名 人 だ っ た の ね , 
こう いい ナ 人 昧 で は 。 
信 あ の "あい 〇 っ と " 君 に は まっ た くく 参っ て し ま 
いま し た 。 だって, 僕 は ICOT の 研究 員 な ん だ も 
ん 。F 所 長 に いい つけ て や る 。 
和田 正寛 (25) 奈良 県 
を 6 月 号 の 78 ペ ー ジ 「 編 集 室 の 逆 租 」 で , 僕 へ 
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の コメ ント は 僕 の 前 の 人 へ の コメ ント で は な い 
の で すか 。 人 の 名 前 を 勝手 に 間違え な いで くだ 
さい 。 玉木 俊秀 (20) 鳥取 県 
ご めん た が あみ も に そそ あら の で まで 玉木 きん と 
東京 都 の 村井 裕 弥 さん と を 間違え て し まい 
まし た 。 玉森 き ん か ら の コメ ント は と いう 
と 「 ソ ニー の トリ ニトロ ン 管 を 使っ た ディ 
スプ レイ テレ ビ を シャ ー プ か ら 出 し て 欲し 
い 」 と いう も の で し た ね 。 ご 迷惑 を お かけ 
し まし た の で 改め て ここ に 返事 を 書か せ 
た だ な だき 
を $5 月 20 日 (広島 県 で の Oh ! X 発売 日 ) に , テ 
レビ Oh!X で AM7:00 か ら お か し な 番組 を 放送 
し て いま し た 。 本当 に お か し な 番組 だ っ た か ら , 
思わ ず 放 送 終了 まで 見 て し まい , つい で に ビデ 
ボ に まで 撮っ て も じまい まし た -( 宙 王 )> 
住田 永 司 (16) 広島 県 
念 権兵衛 頓 馬 伝 と 違っ て , わが 町 の 農協 の サイ 
レン は 9 時, 12 時 , 5 時 に 鳴り ます 。 ち な み に 
正午 の サイ レン と 一 緒 に 有線 放送 で 農民 体操 が 
始ま る の さっ 。 そ の 内 容 と は 「 さ あ 皆 さん , 農 
民 体操 を 始め まし ょ ー。( 中 略 ) な お この 体操 は 
朝 信 暁 3 回 欠か さ ず に や る よー に し まし ょ ー。 
農作業 の 合間 に も や り ま し ょ ー」 と いう も の で 
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松永 和久 (18) 熊本 県 
実際 は 、 ど こも サイ レン と 一 緒 に こう いう 
ォ マ ケ が 付い て いる も の な ん で すか 。 ハ が 
キ を 送っ て い だ だ いた 大 野 真 江 き ん に 。 バ 
EC た の まお 9 まさ の よう に 強力 な 
農民 体操 も 入れ て も ら う よう に お 願い し ち 
まま 
を Oh!X の テー マ を テー プ に 録音 し て エン ド 
レス で 流し て いた ら , あの 曲 が 耳 に 焼き 付い て 
し まっ て , 夜 眠れ な く な っ て し まっ た 。 それ に 
し て も みん な で 口ずさん て 広め る に は 難し い 曲 
ーー 渡辺 光 (15) 北海 道 
日 ずる む に は いち ば ん 最後 の と ころ が ネッ 
ググ か が も ヒヒ 才 まん た に も な だ し て も や ジ と ドレ 
ス で 聞い た と いう の は 凄い 。 
償 「 ビ ニニ カマ が 付い て いま せん 」「 ビ ピー, 
文末 の 記述 が 誤っ て いま す 」。「 へ え , 私 が 悪 う 
ご ざい まし た 」 と , か わい い X68000 に BASIC を 
教え て いた だ いて いる この 私 で す 。 あ ーー, 変数 , 
変数 , 変数 。 も お や だ よー。 でも, エラー メッ 
セー ジ が 日 本 語 だ か ら 僕 みた いな 初心 者 に も わ 
か りや すい よね 。 あ と 何 年 か た っ た ら 「 ピ ッ ピ 
ー, あな た の 指示 は 信頼 で きま せん 。 あ と は 自 
分 で や り ま す 」 な ん て メッ セー ジ が 出る よう に 
er hit SG cd 。 いま 地図 帳 を 作っ て いま す 。 
あと も う 少 し が ん ば る ぞ ー。 
吉田 裕 (I6) 岩手 県 
Xiturbo2 の ロー ン が 終わ ら な いう ち に X680 
00ACE-HD を 購入 し まし た 。 い まで は バブ ル ボ 
ブル の BGM と と も に 0S が 立ち 上 が り 「 お は よ 
う ご ざ いま す 」 と 起こ し て くれ ます 。BEEP 音 は 
と いう と ,「 こ ん な 計算 私 に や れ っ て いう ん で す 
か ? 」 と 森川 美穂 の 声 で 話し か け て くれ ます 。 
その うち X68000 と 掛け 合い 漫才 で も 始め よう 
か な あと 考え て いま す 。 
深井 克 志 (26) 長野 県 
吉田 君 や 深井 さん が X68000 と 接し て いる 
と あの が は 入 か よ うう 林 ま 補う 揚 
し な が ら プ ログ ラム が 組め る よう に な れ 
ば , きっ と 最高 どの ろう な ぁ 。 
人 ビジ ネス ショ ウ で 0S-9/X68000 を 見 た 。 負 ( け 
る な Human と いう も の の , OS-9 は 私 の 考え て 
いた も の より 数 段 素 晴 し か っ た 。 実際 に あの ま 
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ま 商 品 化 さ れれ ば 最高 だ 。 あ の パー ソナ ルウ ィ 
ンド ウ の デモ が よかっ た な 。X68000 が LAN で 動 
を な あさ Sa 。 ふっ ふっ ふい, 商品 化 さ れれ ば OS- 
9 で 制御 を や る の じゃ あー。 
清水 克 俊 (26) 宮城 県 
来 月 の 9 月 号 で , OS-9/X68000 の 追跡 レボ 
ー ト を お 届け する 了 予定 な の で , お 楽し み に 。 
最近 , 雑誌 な ど で よ く 「 台 湾 」 を 取り 上 げた 
記事 を 目 に し ます が , も し 編集 室 の 皆さん が 来 
台 さ れる こと が あり まし た ら , 台北 の 秋葉 原 も 
アニ メイ まま も よく 知っ て いる この 私 に , ぜひ ご 
連絡 くだ さい 。 
高綱 慎二 (3|) 中 華 民国 台湾 省 
あの 一 , いつ か 特集 で 「 私 は こう し て 大 学 に 
合格 し た 」 と か ,「 こ うす れ ば 大 学 に 合格 で きる 」 
な ど と ゆー の を や っ て も ら え な いで し ょ うか 。 
小松 原 秀 貴 (7) 千葉 県 
どー も , 編集 室 に いる 人 材 を 投入 し て この 
テ の 話題 し な る と 「 自 慢 じ ゃ な い が 。 私 は 
と が て 等 短 お が ほか ナス キャ ー ト だ 5 
っ て , 2 年 留 年 し て も 威張っ て いら れる 方 
法 」 と か っ て い 2 う 特集 の タイ トル に な っ て 
し まい そう な ん だ けど , . 小 松原 若 は こん な 
内 容 の 特集 で も いい の か な あぁ 。 
6 月 号 で 一 番 よ か っ た 記事 。164 ペ ー ジ に 出 て 
いた 大 阪 の 遠藤 さん の ハガキ 。 
田原 孝 (|6) 山口 県 
結構 多かっ た だ たん だ よね , 田原 若 み た い に 遠 
藤 さ ん の 意見 が 最高 だ っ た と 言っ て きた 人 
が 。 そこ で 皆さん か ら の リク エス ト に お 応 
ぇ え し て , 再び 遠藤 る ん に ご 登場 し て い だ だ 
て てこ に に 生ま 9 
6 月 号 で 「68,000 円 で X68000 を 買っ た と 嫁 さ 
ん を だ まし た 」 と 紹介 され た 遠藤 で す 。 ナ ン ち 
ゅ う 自己 紹介 や 。 過 去 こ れ ま で 2 度 ほ ど ハ ガキ 
を 取り 上 げ て いた だ いて いま す が , いずれ も 嫁 
さん ネタ で し た 。 前 の は 「X1| の ゲー ム よ りり ファ 
ミコ ン の ほう が 面白 いと 嫁さん が いう の て 大 阪 
湾 に 沈め て や ろう か 」 な ど と いう 内 容 の も の で , 
この 前 の ハガキ と 合わ せ て ずい ぶん と 嫁さん を 
いじ め て し まい まし た 。 しかし, 本当 は 優し い 
嫁さん で す 。 結局 , 皿洗い も 1 カ月 で 許し て も 
らい まし た 。 そ こ は そ れ , や っ ぱ 夫 婦 で ん が な , 
ホレ ホレ (失礼 し まし た )。 し か し , 時 々 98 を 見 
て は 「 あ れ 97,800 円 」 と か , 88 が 「8,800 円 安い 
な が の る 打 だ 笠 や われ て いま す 。 
遠藤 勇 (3|) 大 阪 府 
私 も | 年 ほど 前 の ある 日 , 奥さん に 「X68000 
買っ て くれ 」 と いっ た と ころ ,「 自 分 の 小遣い で 
本 お も きれ で も まっ た 。 て で てこ で 。 え た ー づ い 
まま よ , と ば か り に 小遣い の な か か ら ロ ー ン を 
組ん で X68000 を 買っ て し まっ た が , それ か ら は 
タバ コ 代 に ちな こ 才 が く 内 拉 。 し か し 、 う ちの 箕 
さん は いい 奥さん で す 。 タバ コ 代 が な く な っ た 
の で エイ ヤ ニ が きれ た に ドド が まれ た デキ 」 る ) 
畳 の 上 で も が いて いた ら , タバ コ を 買っ て き て 
と 杭 ま し た ご. 今度 は [ツラ ネ が きる 坊 た 一) ぞ も 
が で つや の つが "も ちい e 
渡辺 信 一 (29) 岩手 県 
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ほん と に , 遠藤 きん も 渡辺 さん も いろ いろ 
と よく や り ま すね , 興 さ ん 相手 に 。 こ の お 
2 人 を 見 て いる と , 世の中 の 祝 主 族 は より 
仲間 意識 が 強まっ て し まう ん で し ょ うお ね , 
きっ と 。 でも, この あと ょ と の 奥様 族 の ご 意 
RE 
を な 相本 まく 
Co 今年 の 3 月 
21 日 に 結婚 し た ば か り の 新妻 で す 。 婚 約 中 , ダ 
ン ナ 様 は 3 年 前 に 購入 し た ば か り の PC-8801Imk 
I SR を 山 ほ ど あ っ た ソフ ト と 一 緒 に 手放し ま 
し た 。 そ の と き は 「 も う 結 婚 す る ん だ か ら …… 」 
と , 泣か せ の ひと 言 。 私 の 実家 の 母 は 88 が ベラ 
ボー に 高い の を 知っ て いま し た か ら 「 な か な か 
し っ か り し た , エエ お 人 や 」 と 感心 する こと し 
きり 。 そ し て 現在 , ナゼ か 我 が 新居 の 狭い アパ 
ー ト に は X68000ACE-HD が "で ぇ ー ん "と 居座っ 
て いま す 。 そ し て ダン ナ 様 は ほとん ど 毎 日 , 源 
平 討魔 伝 の 安 駄 婆 に 叱 叱 され て いま す 「 オ ロカ 
LA I と ょ や ー っ た く , 88 を ソフ ト ご と 手 
放す わけ よね 。 ヒ ト の 持参 金 で こん な モン 買い 
や が っ て 。 お まけ に 夏 の ボー ナス で プリ ンタ も 
買う ん だ と か 。 お か け げ て 遊び に 来 た 実 家 の 母 を 
玄関 先 で 追い 返す 始末 。 ど 一 し て くれ る ん だ 
っ ! と 文句 を いい な が ら も X68000 用 の カバ 
ー を 手作り し て いる あたり が , や っ ぱり 新婚 っ 
PO の が で も よう か ーー ネッ 。 
畠中 三代 子 (25) 東京 都 
そう か , 嫁さん の 持参 金 と いう 手 が あ る わ 
け か 。 いやー, 独身 者 の 多い 編集 宝 に と っ 
て は この テ の ハガキ は 日 の 毒 だ けど , 結 
に つい て の いい 勉強 に な り ま し だ た 。 ハイ 。 
私 , X68000 が 欲し いん で す 。 ワ ー プ ロ 専 用 機 
歴 は 趣味 と 実益 で 意外 と 長い ん で すけ ど , コン 
ピュ ー タ は |0 年 ほど 前 に 高校 の 情報 処理 の 授業 
で 紙テープ に パン チ す る と いっ た 作業 の 経験 だ 


け で , パソ コン な ん て 耳 学 問 と 目 学問 の み で す 。 


それ だ け に どう し て も X68000 が 欲し く て , 欲し 
く て …… 。 最近 , 男性 の 皆さん は 奥様 攻略 に 苦 

> な さっ 交 いる よう で すけ ど , うち は ァ ミ 
コン と PC エン ジン さえ あれ ば 生き て いけ る と 
いう 夫 を 説得 する の が た い へ ん 。 どう や っ て 夫 
を だ まく ら か し て X68000 を 購入 すれ ば いい の 


tt 尊 Heel 
が お: が 1 


) 雇 訂 


か , ダン ナ 族 の 絢 点 を 誰か 教え て くだ さい 。 ち 
な み に 昔 , 車 を 買う と き は 「 こ れ て で 送り 迎え し 
て あげ る 』 ちい っ て だ まし まし た 。 - で も 一 度 も 
し た こと が な いん で , と うと う 車 は 売り 飛ば さ 
CE まっ A rd グッ スズ シッ > 
奥山 享子 (28) 大 阪 府 
ご 主人 は 結構 ゲー ム が お 好き な よう で すか 
5 ご さ ご は な と つの 店 更に メサ リズ りす よ 革 きす 
っ て 行っ て , 源平 か スペ ハリ の デモ な ん か 
を さり げ な くく 見 せ て ひと 言 「 こ れ で 値段 は 
68.000 円 !」…… これ じゃ 宮藤 さき さん の 二 の 
舞 か 。 
妻 か ら ひ と 言 : X68000 を 購入 し て か ら も う 
すぐ | 年 に な り ま す 。 メ カオ ンチ の 私 は , 当初 
は 憎悪 の 目 を 向け , か つ , それ に 熱中 する 主人 
に は 無言 の 抵抗 を 続け た の で す 。 しかし, この 
5 月 , スラ ンプ に 陥る 主人 を し り 目 に , 密か に 
BASIC な る も の を 勉強 し 始め まし た 。 そ し て い 
つの 日 か , 主人 に 教え て あげ ける の が 目標 で す 。 
が ん ば る ぞ ー。 だ か ら や さ し く て , 実用 的 な プ 
ログ ラム を た くさ ん の せ て ネ 。 
主人 か ら ひ と 言 : どおり で 知ら な いう ち に デ 
ィ ス ク が ファ イ 北 で 一 杯 に な っ て いた わけ だ 。 
村上 博文 (38) 兵庫 県 
ご 人 の スラ ンプ の 隙 を 突く , な ん て いう 
だ あみ に つかり | 大 時 用 で まま で 
も AGES 二 し 感 た て い は ば あう そよ 
達 も 早い の で は 。 
全 さ て , 皆さん 。1986 年 2 月 号 の Oh ! MZ を 用 意 


こし て て だ が さして そし て お も むろ に 1340…ー ジ を 開 


いて くだ さい 。 そ の ペー ジ は 「 第 | 回 言わ せ て 
くれ な くち ゃ だ ワ 」 の 北海 道 地区 で すね 。 そ し 
て 2 番目 の 人 の 文章 を 見 て くだ さい 。 低 レベ ル 
の 意見 で すね 。 持 っ て いる 機種 は と いう と ファ 
ミコ ン と 書い て あり ます 。 恥ず か し いで すね 。 
最後 に 名 前 を 見 て くだ さい 。「 大 渕 正人 」 と 書い 
て あり ます ね 。 そ れ は 私 で す ( ど っ と は らい )。 
追伸 , 私 は 1984 年 7 月 号 か ら Oh ! MZ(X) を 買っ 
て いま す が 未 だ に ナイ コン (死語 ) で ある 。 
大 渕 正人 (|8) 北海 道 
で も , 大 渕 君 も 秋 に は X68000 を 購入 子 定 
と か 。 を その と き は ハガキ の 「 あ な た の 愛 機 
は ?」 と いう と ころ に デッカ イ 〇 印 を 付け 


STUDIO x 765 


て くだ る いね 。 楽し み に 待っ て いま す 。 
を つい に 手 に 入れ まし た X68000。 と に か く ス ゴ 
イー スプー スス 竹下 の 3 運 革 : だ だ いび いま 
縄 に 出張 中 な ん で す が , そこ まで な ん と X68000 
を 持っ て き て お り ま す 。 今晩 も 抱い て 寝よ 一 と 。 
宮内 功 和 (29) 沖縄 県 
を $5 月 3 日 , ゴー ルデン ウィ ー ク を 利用 し て 帰 
省 し て いた と ころ に , 熊本 気象 台 始 まっ て 以来 
の 降雨 量 (| 時間 あ た り |I40 ミ リ ) で , 標高 400 
メー トル の 辺り に は 滝 が ゴロ ゴロ し て いる わが 
町 で は 洪水 が 発生 。 水 が 引い た あと , 滝 恵 を 見 
る と 車 が 4 て 5 台 は まっ て いた 。 それに し て も 
買っ た ば か り の X68000ACE-HD を 宮崎 に 置い 
て き て ホン ト に よかっ た 。 買っ て | カ月 て 水温 
し じゃ あん まり だ も ん ね 。 
高宮 克也 (|8) 宮崎 県 
を $6 月 号 77 ペ ー ジ の 「NEW BASIC コン パイ ラ 」 
を 者 て ドア レッ まだ 出 て いな が っ 地 だ っ 
け ? 」 と 大 ボケ を し た の は 私 だ け で し ょ うか 。 
これ に は 期待 し て いた の で , と て も 懐か し いよ 
な 所 が も で も まい いま 生 だ だ 
若 月 一 弥 (|8) 新潟 県 
6 月 号 |33 ペ ー ジ の 欄外 に 載っ て いた 榎木 さ 
ん , 私 も 中 島 み ゆき の ファ ン で , アル バム は 友 
だ ちと 協力 し て すべ て 持っ て いま す 。 つ いで に 
谷山 浩子 と 戸川 純 と 冨田 靖子 と 小泉 今日 子 と 
BaBe の ファ ン で も あり ます 。 こ ん な 私 を 友人 た 
ち は 「 趣 味 の わ か らん や つ 」 と いっ て いま す 。 
お っ と 渡辺 美里 と プリ ン セ ス * を 忘れ る と ころ 
で し た 。 先 日, や っ と 念願 の CD プレ イヤ ー を 買 
いま し た 。 こ れ で 歌 磨 が 聴け る ! 
堀端 英彰 (|9) 東京 都 
榎木 さん , ここ に も いま す よ ー。 
有 藤原 将 騎 (9) 愛知 県 
Oh!X の 読者 の な か に は 中 島 み ゆき ファ 
ン っ て 多い よう で す よ 。 こ の ほか に も , 同 
じ よ うな 榎木 きん 宛 の ハガキ が だ た 〈《 く さん 届 
いて いま し た か ら 。 
を いま 岐阜 県 の 中 学校 数 学会 は , コン ピュ ー タ 
の 導入 を 考え て いま す 。 し か し , BASIC な どの 指 
導 者 が 不足 し て いる よう で す 。 ム ハハ ハ , よう 
や くわ し の 時 代 が や っ て きた 一 。 
岩 腰 清 (33) 岐阜 県 
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宮腰 る ん っ て , 当然 中学 の 先生 な ん で し 
ょ 。 こ ん な に 明る い 先 生 の 数 学 の 授業 っ て 
面白 そう 。 
金 ALAN を 1 週間 か け て 打ち 込ん だ 。 こ れ は , は 
っ きり いっ て スゴ イ 。 まさ か 視点 の 移動 ま です 
る と は 思わ な か っ た 。 でも, 各 面 ご と に ボス キ 
ャ ラ は いた ほう が いい し , タイ トル も も っ と 派 
手 な ほう が よかっ た よう な 気 が す る 。 それから 
最後 の ボス キャ ラ は 祝 一 平 護 だ と いう ウワサ で 
す が , 本 当 な の で すか 。 
中 野 貴大 (5) 埼玉 県 
6 月 号 で X68000 用 ゲー ム プ ログ ラム 「 信 州 」 
を 発表 させ て いた だ いた 飯島 で す 。 信州 の 発表 
に 関し て は , 教 多 で の 方 に ご 握力 いた だ な いた よ 
う で /。 た い へ ん 名 放 も て お り まお さて : ここ 
で 掲載 され て いな か っ た 隠し 技 を お 教え し て お 
きま す 。 本 文中 に は 「 チ ャ イ は で き な い 」 と 書 
か れ て いま す が , 実は マウ ス の 右 ボ タン を 押し 
な が ら 左 ボタ ン を 2 回 クリ ッ ク す る と その 面 の 
最初 に 戻れ る と いう , 私 だ けが 知っ て いる 必殺 
技 が 隠さ れ て いた の で す 。 
飯島 医 史 (2I) 長野 県 
飯島 さん の 「 信 州 」 に は ,、 た くさ ん の 方 か 
ら 面 四 い と いう ハガキ を いた だ だ きま し た 。 
それ に , も うこ の 裏 技 を 見 つけ た と いう の 
も 確か あっ た よう な 気 が ……。 い ずれ に し 
て も 飯島 きん どう も あり が と う 。 次 回 作 に 
も 期待 し て いる か ら ね 。 
人 MM. プロ 野球 は と っ て も いい で す よ 。 で も ポ 
ケッ ト に 手 を 入れ て 抗議 に 出 て いけ な い の が と 
っ て も 残念 で す 。 渡辺 俊彦 (5) 栃木 県 
を SFTOUCH の 西川 善司 さん へ 。 源平 で 虎 を 出 
さ な い よう に する の は , 虎 が 出す 銭 の 玉 を 取ら 
な けれ ば 出 な く な る は ず で す 。 
五藤 章 博 (8) 徳島 県 
ある 日 , 源平 討魔 伝 を や っ て いて 突然 , 思っ 
た 。「 う は は は は , た わ む れ は 終わ り ぢ お ゃ 」 と い 
う 頼朝 の 顔 を 卿 ひろ み の 顔 に 変え て ,「 う は は は , 
卿 ひろ み で す 」 と 言わ せる と 面白 いか も し れ な 
い : 白石 達也 (|8) 福岡 県 
を e え 一 , これ まで 発表 し て よい の や ら 迷 っ て い 
た の で す が , X68000 の 弱点 を あえ て 発表 する こ 
と に し ます 。 そ の 弱点 と は 「 引 っ 越し の と き に 箱 


に し まい に くい 」 と いう 事実 で す 。 こ れ は 実際 
に 経験 し て わか り ま し た 。 以 上, 報告 終わ り 。 
佐藤 哲哉 (24) 東京 都 
それ は だ い べ ん 。 き っ そく シャ ー プ さん に 
この こと を 連絡 し て あげ な きゃ 
むけ な いで も よ 。 
を 編集 室 の U 氏 へ 。 |) 変 身 忍 者 嵐 の 愛馬 は 「 ハ 
ヤブ サオ ー」, 2) ダイ アモ ンド アイ の 光線 は 「 外 
道 照 身 霊 波光 線 」, 3) バ トル ホー ク の 必殺 技 は 
「 戦 刃 旋風 斬り 」, 「 変 幻 風 刃 投 げ 」, 「 必 殺 三 
妨 」 な ど な ど 。4) の と ん が り 帽 子 メ モル に つい 
て は アニ メ の メカ も の し か 興味 が な い の で パス 
で す 。 で も 相当 マニ アッ ク な か 問題 で し た ね 。 で 
は , 以下 の 問題 に 答え て くだ さい 。 け |) 白 獅子 仮 
面 の 変身 の と き の 叫 び 声 。2) 緊 急 指令 10-4・10 
-4 の チー ム 顧 問 の 名 は 。3) 突撃 ヒュ ー マ ン の 主 
人 公 「 岩 城 潤一 郎 」 の 出身 地 は 。4) 電撃 スト ラ 
ダ 5 の 国際 的 シン ジ ケ ー ト の 名 前 は 。 以 上 , マ 
イナ ー 作 品 ば か り で す が , ぜひ 答え て くだ さい 。 
砂田 陽一 (20) 鳥取 県 
せっ か く の 人 砂田 きん か ら の 挑戦 状 も , U 氏 
は 今月 多忙 の だ た め 解 答 を も ら う まで に 下り 
ませ ん で し た 。 どなた か 自信 の ある 方 は 編 
集 琴 まで ご 返事 くだ さい 。 
念 北海 道 で は 「 ミ スタ ー 味 っ 子 」 が 朝 6 時 45 分 
か ら や っ て いる の で , 見 る の が チト つら か っ た 
ます 。 福本 雅 一 (7) 北海 道 
先日 , 映画 館 で 「 う る 星 や つら 全 5 作 + め ぞ 
ん 一 刻 」 を オー ルナ イト で 観 た 。 オー ルナ イト 
な ん だ か ら ,。 どー せ 観 客 は 少な い だ ろ うと 思っ 
て いた ら , さ に あら ず 。 場 内 は 懲り な い 面々 で 
満員 に な っ て し まい , 座れ な い 人 の た め に は 折 
り た た み の 杖 子 が 用 意 さ れる と いう 始末 。 映画 
は 午後 9 時 30 分 か ら 朝 の 6 時 40 分 まで 上 映 さ れ 
た の で す が , 私 は 一 睡 も し な いで 全部 観 て し ま 
Cy まだ た 。 望月 隆 (23) 東京 都 
ある 日 , 京都 の アバ ン テ ィ に 行っ た と き , シ 
ャ ー プ の 電子 手帳 が 置い て あっ た の て で, 書き 込 
まれ て いた メモ を 見 て いた ら , な ん と 「Oh! X は 
ロー ディ スト だ 」 と 書い て あっ た 。 僕 は 目 が 点 
に 大 ら た 。 吉田 茂樹 (20) 奈良 県 
9 和 名 まま お ね 。 ここ な な と ころ に , こ 
索 枯 こと を 次 か も れ て し まっ て 。 茸 近 , よく 
(Ohi は 本: ペク ナー と の ロー だ と 
5 計る まう で で まま に まっ た て アレ 
は 迷 嘆 な 話 で す 。 正確 に は 一 部 の 人 間 が 実 
共に を そう な だ け で , 決し て Oh! 欠 て は な い 
イカ ン 。 これ じゃ フォ ロー に な っ て 


全う ちの 嫁さん は , XItwin の 「 こ れ が X| 誕 生 の 
5 年 目 の 解 答 で す 」 と いう 広告 を 見 て ,「 ね ぇ , 
5 年 前 に 出さ れ た 問題 っ て な ぁ に ? 」 と , わけ 
の ゆか らん と を 書 っ て いま し た 。 

中 野 春 一 (27) 東京 都 
私 は 毎日 イラ イラ が 続い て いま す 。 な ぜ な ら 
昨年 の 10 月 に 2000cc の 車 を 買い , 次 に ケン ウッ 
ド の ミニ コン ポ ボ を 所 また その すそ と に 
X68000 を 買っ た 。 さ ら に は 中 古 の 250cc の バイ 
ク を 買い ,。 そし て と ど め に 新車 の トゥ デイ まで 


買っ て し まっ た 。 実 は これ は みん な 妻 に は 黙っ 
て 買っ た も の ば か り 。 私 の 衝動 買い は も うほ と 
ん ど ビ ョ ー キ だ 。 い つか バレ る の で は な いか と 
毎日 ヒヤ ヒヤ 。 そし て 残金 の 支払 いと 妻 の 怖い 
上 且 に 才 ロ オロ 。 え 一 い , こう な りゃ や 自分 と この 
店 の 経費 で みん な オト ソー っ と 

田中 伸和 (30) 大 阪 府 


これ だ け の も の を 勢い だ け で 買っ て りゃ , 
y: 派 に 病 式 で す よ 。 で も, X68000 1 耕 買 っ 
て 興 る ん に いじ め ら れ て る 世 の 享 主 族 か ら 
すれ ば , こん な に いっ ぱい 買っ て 経費 で 落 
と そう な ん て 考え て る 自営 業 の 田中 さん は , 
きっ と 色 ま れ ち ゃ うだ ろう な 一 。 

を シャー プ は MIDI ボー ド を 早く 出さ な い の だ 


家 MZ-2500。 XIturbo ユー ザー ズクラブ 「T.A.C」 
で は , 第 2 次 会 員 を 募集 し ます 。 活動 内 容 は 毎 
月 | 回 発行 し て いる ディ スク に よる 会 報 を 中 心 
に , いろ いろ な こと を 行っ て いま す 。 人 入会 希望 
者 は 60 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。〒569 
大 阪 府 高 槻 市 大 塚 町 2-55-4 北浦 真一 (I8) 

太 「Team X's BLAZE」 で は XIturbo/X68000 ユ ー ザ 
ー の 会 員 を 募集 し ます 。 活動 は 主 に ディ スク 会 
報 を 発行 の ほか , ソフ ト の 共同 開発 や 情報 交換 
な ど で す 。 興味 の ある 方 は 往復 ハガキ で 連絡 を 。 
〒533 大 阪 府 東淀川 区 大 桐 4-5-24 小倉 大 次 郎 

廊 「ZIP-XI」 で は XI/X68000 ユ ー ザ ー を 中 心 と し た 
第 2 期 会 員 を 募集 し ます 。 活動 は 会 報 発行 を 中 
心 に , 現在 は AVG の 共同 開発 に 取り 組ん で いま 
す 。 で すか ら マ シン 語 に 詳し い 方 や CG に 自信 
の ある 方 は 大 歓迎 。 初 心 者 の 方 に は シナ リオ な 
ど で 参 加 し て いた だ けれ ば と 思っ て いま す 。 ま 
た , 投稿 プロ グラ ム の 年 間 ポ イン ト 制 に よる 衰 
華 プ レ ゼ ント 大 会 な ども 実施 し て いま す 。 興味 
の ある 方 は 切手 300 円 分 同封 の うえ 封書 に て 連 
絡 を 。〒037-03 青森 県 北津軽 郡中 里 町 豊島 エ 
有 藤 陵 (|7) 

支 XI/XIturbo ユー ザー ズクラブ 「FREE XI」 で は , 
第 | 次 会 員 を 募集 し ます 。 活動 は ゲー ム の 情報 
交換 を 中 心 に 行い ます の で , と に か く ゲ ー ム が 
大 好き だ と いう 方 , 大 歓迎 。 入 会 金 , 会 費 , 会 
報 代 な ど 一 切 無料 で す 。 詳 し いこ と は ご 意見 や 
ゲー ム 歴 な ど と 一 緒 に , 60 円 切手 同封 の うえ 封 
書 に て 連絡 を 。〒633-02 奈良 県 宇陀 郡 株 原町 天 
満 台東 3-14-3 土屋 信 (18) 

支 XI/XIturrbo の ディ スク ユー ザー を 対象 と し た 
クラ ブ 「 う れ し < て 」 で は 会 員 を 募集 し ます 。 ゲ 
ー ム の 好き な か 方 , ぜひ ご 参加 くだ さい 。 入 会 金 
不用 。 連 絡 は 60 円 切手 同封 の うえ 封書 で お 願い 


ろう か 。 音楽 の ジャ ン ル で PC や Mac に | 歩も 
2 歩も IO 歩も I00 歩 も 後 れ を 取っ て いる 感じ で 
ある 。 せっかく X68000 に は FM 音源 ボー ド や 
ADPCM を 載っ けた り し て いる の だ か ら , MIDI も 
出す べき で ある 。 こ うな りゃ , や は り 自 分 で 作 
る か よそ の 機種 で も 買う し か な い の だ ろう か 。 
まあ ラー すん た べ 。 
柳谷 敏之 (|8) 神奈 川 県 
ホン ト , MIDI ボー ド に 関し て は 我々 シャ 
ー デ ーー ザー は , 今月 の Oh「 天 で も ざ 紹 
介し て いる よう に 自作 する し か 方 法 は 残 き 
れ て いな いん で し ょ うか 。 せめて 。, 年 内 に 
は 発売 し て ほし いも の で すね 。 み ん な 待っ 
て る ん で すか ら 。 


し ます 。〒028-05 岩手 県 遠野 市 早瀬 町 2-4-|| 
松田 孝幸 (16) 

云 6 月 号 に Xlturbo modell0 ユ ー ザ ー の 話 が 載っ 
て いま し た が , 私 の modell0 は 拡張 に 拡張 を 重 
ね , 見 た 人 を 驚か せる まで に な っ て いま す 。G- 
RAM の 増設 や 5 イン チ FDD だ け で は も の 足り 
ず CZ-300F の 3 イン チ を 取り 払っ て , 電動 ポッ 
プア ッ プ の 3.5 イ ンチ 2DD を デュ アル で つなぎ , 
FM 音源 も 搭載 し て , CP/M 上 で TURBO PASCAL 
や HI-TECH C を 使う な ど , か な り 金 を つき 込ん 
で し まい , 手放す 気 に は な れ ま せん 。Oh ! X の 読 


者 の 方 で て 同じ よう に 使っ て お られ る 方 が いら っ 


し ゃ いま し た ら こ ご 連絡 を くだ さい 。 お 待ち し て 
ます 。〒236 神奈 川 県 横浜 市 金沢 区 並木 |-5-410 
岡本 努 


廊 デ ー タ レコ ー ダ CZ-8RLI を | 万 円 で 。 連 絡 は 往 
復 ハ ガキ で 。〒1|25 東京 都 葛飾 区 柴又 3-36-|- 
103 青木 賢一 

支 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI を | 万 4 千 円 , ミュ ー 
トビ ピア CZ-139SF を 4 千 ^ 6 千 円 , また XI 用 マ 
ウス を 6 千 ^ 9 千 円 で 、 い ずれ も 完 動 , 付属 品 
一 式 付き , 送料 別 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒004 


北海 道 札幌 市 豊平 区 平岡 2 条 |-57-14 
(38) 

支 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI( ソ フト 付き ) を | 万 円 , 
XI 用 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド CZ-8BVI (turbo 用 
ソフ ト 付 き ) を | 万 5 千 円 , プリ ンタ MZ-| 
PI7 (XI 用 ケー ブル と イン クリ ボン |I0 本 付き ) を 
3 万 円 , ポケ コン PC-1360K 十 CE-140PK 十 CE-2 
H32M( 新 同 ) を 4 万 円 , PC-1261+CE-125( 取 説 
な し ) を 8 千 円 で 。 すべ て 送料 込み 。 連絡 は 往復 
ハガキ で 。〒707 岡山 県 栄 田 郡 美 作 町 上 相 852 
小林 英樹 (24) 

支 ア イワ の モデ ム PV-AI200mk を | 万 6 千 円 , FM 


八木 明 


ミサ ce げ な しい 

に m さき の よ \ O 
で 0 り 奥さん は 大 事 に し あ 

CS 


⑧ 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 絡 方 
法 ……) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

⑧@ ソ フト の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

る ⑧ 取 り 引 き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ます 。 

⑧ 広 募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


音源 ボー ド CZ-8BSI を | 万 3 千 円 , 2 つ セ ッ ト 
の 場合 は 2 万 8 千 円 で 、 い ずれ も 箱 . マニ ュ ア 
ル , 付属 品 付き 。 ま た Oh ! MZ の バッ ク ナ ン バー 
1985 年 || 月 号 以降 の も の を | 冊 |,000 円 で 。 連 絡 
は 往復 ハガキ で 。〒305 茨城 県 つく ば 市 観音 台 
|-7-2 近 森 敬一 (17) 

支 Xl 用 漢字 ROM・CZ-8BK2 を 第 ・ マ ニュ アル 付 
き , 送料 込み | 万 円 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒982 宮城 県 仙台 市 郡山 新々 田 東 6-I66 岩淵 
剛 (18) 


支 ブ プリ ンタ CZ-8PCI を 2 万 5 千 円 で 。 連 絡 は 往復 
ハガキ で 。〒468 愛知 県 名 古屋 市 昭和 区 天白 町 


八事 裏山 60-48 第 2 向陽 荘 小山 徳 章 

廊 MZ-80B 用 MZ-2000 コ ン パ チ ボ ー ド (セキ グチ ) 
SIDI002 士 MZ-2000 用 G-RAM(1, 2, 3) を 送料 込み 
| 万 て 1 万 5 千 円 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。〒 
245 神奈 川 県 横浜 市 戸塚 区 深谷 町 25 深 谷 団地 10 
-55 黒 武者 健一 (|8) 


. 支 Xl 用 漢字 ROM・CZ-8BK2 を 8 千 ~ー | 万 円 で 。 箱 


な し 可 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒779-0| 徳島 県 
板野 郡 板野 町 松谷 シン トキ 南 3 和田 孝史 (|5) 
支 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI (付属 品 付き ) を | 万 2 
千 円 で 。 付 属 品 の な い 場 合 は | 万 円 で て 。 連絡 は 
往復 ハガキ で 。〒86|-04 熊本 県 鹿本 郡 菊 鹿町 木 
野 319 井手 上 智一 (16) 


バッ ク ナ ン バー 

支 Oh!HC の 第 8 号 よ り 最 終 号 ま で を 各 500 円 で 。 
連絡 は 往復 ハガキ で 。〒489 愛知 県 瀬戸 町 小田 
妻 町 |-273-3-402 岡本 一 (26) 

壇 Oh ! MZI984 年 8 月 号 を 送料 込み 1.500 円 で 。 ハ 
ガキ 以外 の 切り 抜き 不可 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒275 千葉 県 習志野 市 袖ヶ浦 4-6-6 原 英樹 


STUDIO x 7 の 6Z 


プレ ゼン ト の 応募 方 法 


と じ 込 み の ア ン ケ ー ト は が き の 該 当 項 目 を すべ て ご 記 
入 の うえ , 希望 する プレ ゼン ト 番 号 を は が き 右 下 の ス 
ペー ス に ひと つ 記 入 し て お 申し 込み くだ さい 。 締め 切 
り は 1988 年 8 月 18 日 の 到着 分 まで と し ます 。 当選 者 の 
発表 は 1988 年 10 月 号 で 行い ます 。 


デー タウ エス ト 会 06(968)1236 


第 4 の ユニ ッ ト ら 


X1/X1lturbo 用 
5"2D 版 3 枚 組 7,600 円 


に る 


4 月 号 の ゲー ム 特 集 で も ご 紹介 し た 第 4 の ユニ ッ ト に , 新た な 強敵 
が 加わ っ て 登場 の バー ジョ ン ア ッ プ 版 。 ア ド ベ ンチ ャ ー ア クシ ョ ン 
の 世界 を 堪能 し て くだ さい 。 


[1] ザ ・ ラ スベ ガス (広島 県 ) 東 有 明 (東京 都 ) 稲田 昭 (北海 道 ) 
束 理 義明 「2| WINDEX PRO-68K (宮崎 県 ) 田井 秀樹 (福岡 県 ) 松 
尾 和 茂 (北海 道 ) 荒瀬 必 宗 [3| Z'sSTAFF PRO-68K (大 阪 府 ) 田 
中 賢治 4| 魔神 宮 (三重 県 ) 小村 定 (北海 道 ) 青山 利之 (秋田 県 ) 
貧 瀬 信 悦 同 T.D.F. (山口 県 ) 安達 信義 (神奈 川 県 ) 原 英樹 (東京 
都 ) 山岡 義道 |6| 桃太郎 伝説 (千葉 県 ) 新井 政樹 (愛知 県 ) 会 田 
雄一 郎 (埼玉 県 ) 小山 洋一 他 7 名 | XLink68 (東京 都 ) 佐 々 木 
孝司 回 EW (栃木 県 ) 秋山 吉 康 (千葉 県 ) 小宮 山 政 敏 (静岡 県 ) 
秋山 誠 他 3 名 回 C-TRACE68 (神奈 川 県 ) 清水 雅夫 1 FINAL 
_ (千葉 県 ) 人 吉 一 馬 (鹿児島 県 ) 洞 克 治 中 源平 討魔 伝 (福岡 県 ) 
_ 中 山高 幸 (北海 道 ) 堂前 敏弘 (山口 県 ) 岸 勝利 I2 いろ は に ほ へ 
と X68000 用 (神奈 川 県 ) 稲葉 敦司 XI 用 (大阪 府 ) 松村 一 郎 3 
お さ な 妻 鶴 戦 記 (香川 県 ) 伊 朋 浩 克 [4 億 万 長者 (大 阪 府 ) 勇 
尾 繁 輝 (東京 都 ) 廣 澤 亮輔 (神奈 川 県 ) 嶋田 哲朗 還 超 戦 士 ザイ 
ダー グッ ズ a. (沖縄 県 ) 伊 舎 堂 盛行 (大 阪 府 ) 藤本 修一 他 18 名 
b、( 東 京都 ) 川崎 美奈 子 (千葉 県 ) 浦川 博之 他 I8 名 c.( 新 潟 県 ) 
上 田 勇 (京都 府 ) 嶋田 睦 雄 他 I8 名 1 レジ ェ ン ド (長野 県 ) 宮 
田 淳 (神奈 川 県 ) 今里 吉 伸 (大 阪 府 ) 藤田 義弘 分 ジ プ シ (岐阜 
県 ) 橋本 広治 (熊本 県 ) 福田 健児 ガイ フレ ー ム (京都 府 ) 伴 
哲也 [ ロゴ シー ル (群馬 県 ) 馬場 文明 (千葉 県 ) 田中 信弘 他 
14 名 閲 麻 雀 狂 時 代 SPECIAL (東京 都 ) 梅津 統 (埼玉 県 ) 青木 高 
博 隊 スト ー ム (富山 県 ) 金 戸 俊道 (北海道) 藤野 恵子 図 デ 
ィ ー ダ ッシュ (千葉 県 ) 秋葉 貴男 (兵庫 県 ) 宮本 康司 23 a. キ 
ー ホ ル ダ ー (山梨 県 ) 望月 洋 紀 (福島 県 ) 田村 泰司 他 3 名 b. 
メモ 帳 (2 冊 組 ) (愛媛 県 ) 近藤 崇 (宮城 県 ) 緑川 健 他 3 名 24 
ぎゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 (新潟 県 ) 佐々 木 憲 一 (熊本 県 ) 永田 
_ 紳 治 (東京 都 ) 比 留 間 秀 哉 較 王子 ビン ピン 物語 (栃木 県 ) 藤井 
弘 (埼玉 県 ) 田村 佳 則 (愛媛 県 ) 松本 篤 実 名 ワー ルド イン グ ス 
I69 a. XIturbo 用 (千葉 県 ) 井村 信二 (神奈 川 県 ) 大 村 邦 嘉 b. 
XIturboZ 用 (大 分 県 ) 小野 康夫 (石川 県 ) 奥 本 広 27| 棋 太 平 ( 福 
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文武 他 7 名 c. 


シャ ノア ー ル 会 03(702)0598 


プロ フェ ッ シ ョ ナル 
麻雀 悟 空 


X1 シ リー ズ 用 
5"2D 版 6,800 円 
3 名 


腕前 に 合わ せ て 24 人 の な か か ら 対 戦 相手 を 選べ る 本 格 派 麻 雀 ゲ ー ム 。 
研究 モー ド や 段位 戦 , 勝ち 抜き 戦 な ども あり , 対局 デー タ も いつ で 
も 見 られ る 。 


ソー サリ アン スー バー・ 
アレ ンジ バー ジョ ン 
CD 3,200 円 コ 名 


ソー サリ アン の オリ ジ ナ ル サ ン ト ラ 。 ゲー ム に 挿入 され て いる も の 
の うち 1|3 曲 を 選ん で アレ ンジ し て いる 。 全曲 楽譜 付き 。 


月 号 プ レ ゼ ント 当選 者 


岡 県 ) 野中 秀一 (愛知 県 ) 色 部 弘之 名 リ ・ バ ー ス (滋賀 県 ) 湯 
沢 の り 子 (福岡 県 ) 大 津 和 之 29 クリ ム ゾ ン (千葉 県 ) 田村 雅樹 
(神奈 川 県 ) 市 間 健太 郎 (茨城 県 ) 増本 善久 他 2 名 30 ミス 
ター プロ 野球 (京都 府 ) 寺内 正 記 (茨城 県 ) 木村 和弘 (神奈 川 県 ) 
野村 信 重 他 2 名 1 今夜 も 朝 ま で POWERFUL ま あじ ゃ ん (神奈 
川 県 ) 星野 俊英 (大 阪 府 ) 松本 悟朗 (北海 道 ) 熊 岡 丸 32| 紫 棟 雑 
(埼玉 県 ) 秋山 豊 (宮城 県 ) 山本 潮 (長野 県 ) 浜田 成 裕 33 ドー 
ム グ ッ ズ a. ポス ター (大 阪 府 ) 入 木 一 桐 (神奈 川 県 ) 山 島 宏紀 
他 4 名 b. ミ ュー ジッ ク テ ー ブ プ (群馬 県 ) 新井 修一 (東京 都 ) 
米山 公 一 郎 34 テレ ホン カー ド (北海 道 ) 木下 博嗣 (宮城 県 ) 藤 
沼 俊幸 他 3 名 較 ディ スク ケー ス (兵庫 県 ) 橋本 弘 章 (福岡 県 ) 
高橋 哲史 (石川 県 ) 橘 俊 次 他 3 名 36 スー パー レイ ドッ ク T シ 
ャ ツ a. (東京 都 ) 小山 宏美 (岡山 県 ) 池田 訓 章 (栃木 県 ) 玉木 
康夫 他 7 名 b. (宮城 県 ) 山本 幸一 (鳥取 県 ) 松尾 論 (神奈 川 。 
県 ) 中 嶋 祥 史 他 7 名 c. (岡山 県 ) 寺尾 文治 (広島 県 ) 島田 栄 
三 他 3 名 d. (神奈 川 県 ) 金子 満 生 (北海 道 ) 工藤 光吉 他 3 
名 7】 メモ 帳 (福岡 県 ) 末次 正浩 (神奈 川 県 ) 上 地 剛 (山形 県 ) 
宗 片 陽一 8 オリ ジ ナ ル 下 敷き (山形 県 ) 武藤 俊哉 (大 阪 府 ) 豊 
嶋 則 雄 (岩手 県 ) 高橋 伸 英 他 47 名 9 ソー サリ アン グッ ズ a. 
(三重 県 ) 坂 直樹 (東京 都 ) 仲本 英生 (和歌 山県 ) 堀内 直 明 他 !7 
名 b. (宮城 県 ) 亀 圭 川 宏 人 (奈良 県 ) 平木 朝一 (静岡 県 ) 小杉 
(東京 都 ) 本 木 康 雄 (群馬 県 ) 平賀 修 (山梨 県 ) 
奥山 信弘 他 7 名 SUPER 大 戦略 ゲー ムカ ー ド (長崎 県 ) 中 村 
浩司 (広島 県 ) 安部 広 朗 他 3 名 (敬称 略 ) 


以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と う ござい ます 。 品物 は 順 
次 発送 いた し ます が , 入荷 状況 む ど に より 遅れ る こと も あり ます 。 
また , 公正 取引 委員 会 の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 
方 は , この 号 の 他 の 懸賞 に は 当選 で き な い 場合 が あり ます の で , ご 
了承 くだ さい 。 ーー 


( に 郵便 は が き 
還 川 隊 客 川 
ec 1 0 2 


(受取 人 ) 
差出 有効 期間 東京 都 千代 田 区 


昭和 63 年 12 月 


3I 日 まで 九段 南 2-3- 26 井 関 ビ ル 


息 日 本 ソフ トバ パンフ 
{WAR 編集 室生 
| HH 
| 住所 
| | kg 年 齢 
| 職業 ・ 勤 務 先 
| | 学校 ・ 学 部 ・ 学 年 


ma 8 


@ 編集 室 へ の メッ セー ジ 


今月 号 の 特集 に つい て 
A RS a CN に 
これ か ら 載 せ て ほし い 記 事 内 容 誌 以 外 に お 読み の パソ コン 雑誌 
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「 ツジ フト 者 
: 推薦 理由 : 


: あな た の 愛 機 は (該当 機種 に O 印 を つけ て くだ さい ) な い 
: X1( マ ニア タイ ブ プ , C, D, F, G, twin) X1turbo (model 10, 20, 30, 40, II, II,Z, ZII) : 
: MZ-(80K/C, 1200, 700, 1500, 80B, 2000, 2200, 2500, 2861) : 
: X68000(600, 60I, 6II) その 他 

:FD( 基 ) TAPE QD HD( MB) プリ ンタ ( ) 


7777 人 ハバ 8 


覚え て ます か 7? 猫 と コン ピュ ー タ の 共通 点 。 


Oh ! MZ1987 年 7 月 号 ま で 25 回 に わた り 連 
載 さ れ た ユニ ー ク な エッ セイ が , 加筆 ・ 修 
正 の うえ 再編 集 さ れ て 一 莉 の 本 に な り ま し nar 
た 。 パ ソコ ン 好 き の ダ ン ナ 様 と 一 人 息子 , 
それ に , と きど き 人 間 よ り も 人 間 ら し い 白 
猫 ホ ン ニ ャ ア が , 著者 の 筆 先 か ら 生 き 生 き 
と 動き 回 り ま す 。 扉 を 開け た ら , そこ は も 
う “" た か ざわ きょう この 世界 "。 き っ と あな 
た も , 猫 か コン ピュ ー タ が ほし く な る こと 
名 > が 


高沢 恭子 著 


LOA 
ゃ 
7 チ 
ああ 


ど 。 
Pt 、!】 
” 


7 月 下旬 発売 予定 
A5 判 定価 1.200 円 
高沢 恭子 著 


va 
ーー ァ ー バ と! 


日 本 ソフ トバ ンク 


好評 既刊 
大 増刷 出来 / 


メイ シソ ー ズ 


メ 7 turbo 2Z 


試験 に 出る て / / 


ハー ドウ ェ ア の フル コー ス 


x “| 試験 に 出る く パ グ / 


人 ハード | ウエ コア 1 の 1 フル コロ ー1 ス | 


祝 一 平 著 
B5 判 定価 8,800 円 


X 1 の ハー ドウ ェ ア を くま な く 探 検 し た 祝 一 
平 氏 の 名 著 。 オ リ ジ ナ ルプ ログ ラム も 豊富 に 
掲載 。 ユー ザー 必携 で す 。 


株 式 会 社 日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 [ 吾 ロ FT I 
〒102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 谷 03(261)4095 [BANK 


Oh! X 1988.8. 7 の の 


日 本 ソフ トバ ンク 


DRIVE ON 


この コー ナー で は , 本 誌 年 間 モ ニタ の 方 々 の 
ご 意見 を 紹介 し て いま す 。 今月 は 6 月 号 の 記 
事 に 関す る レポ ー ト で す 。 

念 以 前 は 私 に と っ て の シス テム 環境 と いえ ば 
BASIC で し た か ら , 使い や すい コマ ンド の 多 
い BASIC を 積ん だ マシ ン が も っ と も 優れ て い 
る と 思っ て いま し た 。 現在 で は , や は り 良 い 
エディ タ と , 良い FEP と , 使い や すい アプ リ 
ケー ショ ン の ある 0S が 優れ た シス テム 環境 で 
は な い だ ろ うか , と 思っ て いま す 。 つ い めい 最近 
まで アセ ンプ ブラ は アプ ソリュー ト ア ゼン ブラ 
と し か 考え られ ませ ん で し た 。DUAD-88 は 見 
た こと が ある 程度 で す が , EDASM(ZEDA も 似 
て いる ) よ り も 使い や すい と は 思え ませ ん 。 そ 
れ に , S-0S の コス ト パ フ ォ ー マ ンス は 高い と 
思う し , ZEDA で 決ま り で し ょ う 。 それに, 華 
門 氏 の 言う よう に , 恵まれ た 環境 より も そう 
で な いと ころ で プロ グラ ミン グ を 始め た ほう 
が , より 血 肉 に な る と 私 も 思い ます 。 

岡田 忠宏 (19) MZ-2200, X68000 広島 県 
@ パ ソコ ン の シス テム で は で きる だ け 情 報 を 
公開 し て ほし い 。 私 の 持っ て いる ポケ コン の 
話 に な る が , シス テム ・ サ ブル ー チ ン の 一 覧 
表 が ある に は あっ て も 入出 力 レ ジス タ す ら 書 
か れ て いな か っ た 。「 シ ステ ム を 読む た め の 
アセ ンプ ブラ 入門 」 を 読ん で , た し か に ソー ス 
の 解析 は 勉強 に な り 知 識 も た くさ ん 得 ら れる 
と 思っ た 。 しかし, 以前 ある ワー プロ ソフ ト 
の か な 漢字 変換 プロ グラ ム を 逆 ア セン ブル し 
て 死に そう に な っ た の を 思い 出し て し まっ た 。 
初心 者 は こう いう と き は 気 を つけ な けれ ば い 
け ま せん ね 。 

関根 孝司 (20) MZ-1500, PC-1480U 東京 
都 

@⑱ マ シン 語 は , まず 自分 で 作っ て みて , うま 
くい か な いつ 他人 の プロ グラ ム を 見 て みよ う 
つ あ っ ! そう か 1! と や っ て いく の が 一 般 
的 だ と 思い ます 。 失敗 や 困っ た 経験 が 大 切な 
の で す 。 それから 「 あ ぶな い 福 袋 」 の SPECI 
AL HARRIER は 最高 に 笑え まし た 。 し か し , 

パロ ディ と は いえ , よく 考え る と みん な 読 

の 望ん で いる こと な ん で すね 。 


ご めん な さい の 
コー ナー 


6 月 号 NAMPA シ ミュ レー ショ ン 
LISP-85 の 書き 換え アド レス が ずれ て いま し 
だ る 
3BA8H つつ 3BA9』 
に 変更 し て くだ さい 。 


170 onx 1988.8. 


福留 英明 (18) MZ-2500 東京 都 
@ シ ステ ム は ユー ザー に と っ て ツー ルポ ボッ ク 
ス で な けれ ば な ら な い , と 私 は 思い ます 。 単 
ー の 製品 で あっ て は な ら な い の で す 。 ユーザ 
ー が 好き な と き に , 必要 な 部 品 を その 中 か ら 
取り 出し て 利用 で き な け れ ば いけ ませ ん 。 と 
に か くい っ ぱい 道具 が 入っ て いて その 1 つ ひ 
と つが 本 当 に 有効 で 。 し か も 何 に で も 使え る 。 
また , それ は 拡張 や 切り 離し が 自在 で , わが 
まま な ユー ザー の 要求 に 常に 柔軟 に 応え て く 
れる 。 優れ た シス テム と は , まあ , こん な と 
この だ と 思い ます 。 より よい ソフ ラフ トウェア 
環境 の た め に 」 に つい て で す が , パソ コン を 
今 の ワー プロ と この よう に 比較 する の は ちょ 
うと 無理 だ と 思い ます 。 て それ は パソ ツン に は 
汎用 性 を 持ち 続け る 必要 が ある か ら で す 。 何 
に で も 対応 し な けれ ば な ら な いか ら , 起動 直 
後に プロ グラ ム の 入力 を 素人 に 求め る よう な 
形 に も な る の で し ょ う 。 我々 は , 多摩 氏 の 言 
う よ う に , ハー ド , ソフ ト の 製品 に 関す る フィ 
ー ド バ パック を , メー カー に ぶつ け 続 け な け れ 
ば な ら な いと 思い ます 。 

原 悟 (18) X1turboII 宮城 県 

る ⑧ 私 が MZ-1200 で マシ ン 語 の プロ グラ ム を 組 
む の に 使用 し て いた アセ ン ブ ラ は , SP-210-2 
104 の エディ タデ バッ ガ 4 本 セッ ト で , エディ 
クタ で や プログラム を 組み 。 ア セン プラ で コン バ 
イル し , エラ ー が 発生 し た ら デ バッ ガ で 手 直 
し し て …… と , こう 書く と 簡単 な の で す が , 
この 1 つ ひ と つの 工程 の 間 に は ロー ド / セ ー 
プ が ある の で す 。 つ まり , エディ タ の プロ グ 
ラム を 起動 させ , プロ グラ ム を 組み , ソー ス 
プロ グラ ム を セー ブ し , アセ ンプ ブラ の プロ グ 
ラム を 起動 させ , ソー スプ ログ ラム を ロー ド 
SNS 。 M80 に 比べ る と と ん で も な い 遅 さ で 
し た 。 こ ん な こと を M80 を 入手 する まで 続け 
て いた の で すか ら , 今 考 える と 実に 恐ろし い 
こと で あり ます 。 ちなみに M80 は 決し て 遅く 
な い 。 何 を する に も イラ イラ する ucom82 よ り 
速い 。 よう する に ディ スズ スク ペ この アク セス タイ 
ム が 遅い の で す 。 私 は いわ ゆる ジャ ンク 屋 て で て, 
10M バ イト の ハー ド デ ィ スク を 1 個 当 た り 80 
00 円 で 買っ て き て 使っ て いま す 。 
松本 剛 (20) XlturboZ, PC-1350/1501 神 
奈川 県 
@SLANG で 気に入っ て いる も の に , VAR, CO 


6 月 号 信州 

この プロ グラ ム を コン パイ ル す る に は 820 
行 , 910 行 末尾 の "! ” を 削除 し , 新た に 825 
行 , 915 行 に 閉じ カッ コ だ け の 行 を 作っ て くだ 
さい 。 


バグ に 関す る お 問い 合わ せ は 


公 03 (P63)PP30( 直 通 ) 
月 金曜 日 16 : 00~18 : 00 


fm LL 回 詳 右 回 “ 


NST, ARRAY な ど が ある 。「 宣 言 し な けれ ば 使 
えな い 」 こ と こそ プロ グラ マ を 余計 な バグ か 
ら 解 放し て くれ る と 思う か ら だ 。SLANG は こ 
れ か ら も S-0S の 標準 構造 化 言 語 と し て 使わ れ 
て いく だ ろう 。 拡張 関数 オプ ティ マイ ズル 
ー チ ン の 改良 な ど 継 続 的 な サポ ー ト を お 願い 
し た い 。 ま た, 「X68000BASIC 入 門 」 に 表 1 と し 
て 挙げ られ て いた 「MML デ ー タ 一 覧 」 に シ 
ンプ ブル イズ ベス ト と いう 意味 で 花 丸 を あげ た 
い 。X68000 の MML デー タ が 見 事 に まとめ ら 
れ て お り , これ か ら X68000 で MML を 使 お う 
と 思っ て いる 人 に は た い へ ん あり が た いも の 
だ ろう 。 それ か ら , LISP は むず か し い が ,「 マ 
シン 語 体 操 1・2・3 番 外 編 」 は , LISP 講座 と し て 
は 大 変 よ い 記 事 だ っ た と 思う 。 
山口 幸一 (22) X1turboII, X68000 ACE, JR- 
100, PC-1245/55, PC-E200 宮崎 県 
@Human68k と MS-DOS と の 違い は , 表面 的 に 
は CPU と か アプ リケーション の 数 と か で し ょ 
う が , 本 質 的 に は 目指 す ナ す と ころ が 違う と 思い 
ます 。MS-DOS と いう の は CP/M-86 を 強く 意 
識 し て 作ら れ て いて , まだ 16 ビ ッ ト パ ソコ ン 
が 出 始め の ころ だ っ た こと も ある けれ ど , パ 
ソコ ン は こう あり た い 。 と いう ポリ シー が あ 
まり 感じ られ な い 。 一 方 , Human68k は X68000 
と と も に ,。 パソ コン は こう あり た い , と いう 
も の を 考え て いる な と 感じ られ る の で す 。M 
S-DOS マ シン や MAC の よう な マシ ン に 影響 さ 
れ な が ら , 究極 の パソ コン に な ろう と し て い 
る 。 そ こ が 素 晴 し い 。 
野村 正文 (19) MZ-80K, X 1D 茨城 県 
人 @ マ シン 語 を 理解 で きる よう に な っ た 者 と し 
て ひな ね 質 。「 そ し て すべ さて が 見 えて くる 」 ほ 
ん と うに その と お り で す 。 最初 は な に が な ん 
だ か わか ら ず , な に か ら 始 め た らい い の か も 
わか ら ず 困っ て いま し た 。 しかし, ニー モニ 
ッ ク で 書か れ た プロ グラ ム を 何 度 も 何 度 も 解 
析 し , 自分 で プロ グラ ム を デバ パ バッグ し て , あ 
る 日 突然 , ほん と うに 突然 , 前 日 まで と は ま 
っ た く 違 っ て すべ て が 見 えて きた の で す 。 マ 
シン 語 を 理解 し よう と し て 苦し ん で いる と し 
た ら , きっ と それ は 「 す べ て が 見 えて くる 」 
直前 な の だ と 思い ます 。 や が て 苦し ん だ か い 
が あっ た と わか る で し ょ う 。 
佐藤 孝 (31) MZ-2500, PC-9801VX41 埼 
玉 県 
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PC-E200 で は PC-1400 シ リー ズ の プロ グラ ム 
を テー プ か ら 読 むこ と は で きま せん で し た 。 
PC-E500 で は 可能 で す 。 お 詫び の うえ 訂正 い 
だ し ます 。 


お 問い 合わ せ は 原則 と し て , 本 誌 の バグ 情 
報 の み に 限ら せ て いた だ きま す 。 入力 法 , 操 
作法 な ど は マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

また , よく アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 解答 を 
求め る お 電話 を いた だ きま す が , 本 誌 で は い 
っ さい お 答え で きま せん 。 ご 了承 《 だ さい 。 


ヤ さ ぁ 夏 休み で す 。 ど ん な 計画 を 立て て いま 
すか 7? 白鳥 座 や 畔 座 が 夜空 の 主役 に な り , 
夜 更 か し も いち だ ん と 楽し く な っ て きま し た 
ね 。 さ て , OhIX で は た っ ぷり 数 字 と 計算 を 堪 
能 し て いた だ こう と , コン ピュ ー テ ィング の 
基礎 , 数 値 演算 を 特集 し まし た 。 乱 数 の 素顔 
ァ の 不思議 かな ど , つく づく | 二 | が 2 で ある 
と いう 仮定 の 偉大 さがわ か る な ぁ っ て 思い ま 
せん か 。 
今月 か ら 登 場 する 連載 が 3 本 。 ま す 村 田 敏 
幸 氏 に よる 「Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 」。 勉 強 
し が い の あ る マシ ン 語 の 記事 を , と いう 読 
の 皆さん の 要望 に お 応え し まし た 。 和 早速 感想 
を 聞か せ て くだ さい 。 ご 意見 。 ご 要望 も お 待 
ち し て いま す 。 

それ か ら | 年 振り に 本 誌 へ 戻っ て きた 「 猫 
と コン ピュ ー タ 」。 ひ ょ っ と し た ら 人 間 よ り 質 
い ( ? ) あの 白 猫 ホ ン ニ ャ ア が , また 活躍 し ま 
す 。 間 も な くく 単行 本 も 出さ れ ま す の で お 楽し 
み に 。 
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今月 は MIDI 特 集 で し た ね 。 結構 楽し み に し て いた 
人 が 多かっ た ん じゃ な いか な ぁ 。 自分 も その ひと り 
な ん だ けれ ども , 仲 間 に い れ て も ら え な く て 残念 。 と 
ころ て で , X68000 用 の MIDI イン タフ ェ イ スポ ボー ド 早 く 
出 ま せん か ね ぇ 。 一 緒 に シー ケン スソ フト な ん か つ 
いて こない か な ぁ 。 そ れ に 加え て MML で MIDI 出来 
た りす る と MML 派 の 私 は 最高 に 嬉し いん で すけ と ど 。 
( 善 ) 
ぁ 予備 校 の 夏期 講習 が 始ま っ て ます ね 。 去 年 の 私 と 
同じ よう に , 予備 校生 の な か に は 勉強 サボ っ て これ 
を 読ん で いる 人 も いる か も し れ な いで すね 。 今 , 君 
が 怠け る の は 簡単 な こと で す 。 で も あと で 後悔 する 
の も 君 自身 な ん で す 。 受 か れ と は 言わ な い 。 ま た 浪人 
だ っ て いい じゃ な い 。 で も ベス ト を だ 尽く し て くだ さ 
い , 君 の 受験 生 時 代 を 悔い な いた め に も 。 (で ) 
ゆい や ーー, 私 も や っ と 自動 車 免 許 を 取り まし た 。 そ 
れ に し て も 、 免 許 証 の 写真 撮影 っ て 緊張 し ます ね 。 
みん な も 学生 証 の 写真 撮影 な ん か で 経験 ある と 思う 
けど , あれ っ て 何 年 も 使う も ん だ か ら , 砺 惨 な 表情 
に 写っ ちゃ うと | 年 中 笑わ れる ん だ も ん ね 。 よ くい 
る で し ょ , 殺人 犯 み た いな 顔 に 写っ ちゃ う や つ 。 
(クリ ー ミ ー マ ミ の 主題 歌 を 教え て ほし い HLK) 
y 最近 , み ょ 一 に 疲れ る 。 年 の せい だ ろう か 。 ま さ 
か ! まだ Z20 歳 前 だ ぜ 。 サ ー ク ル 内 の 人 間 関 係 は 難 
し いし , 仕事 に は 追わ れ ま くる し , 一 応 勉 強 も し な 
くち ゃ な ら な いし 。 無理 も な いな て 。 で も 遊ぶ と き 
に な る と や た ら 元 気 に な る 私 は いっ た い 何 者 な ん だ 
ろう 。 (それ で も 一 応 幸せ な C.W.) 


そし て リレー 連載 に よる エッ セイ 「 わ れ ら 
電 有 訪 戯 民 」 も スタ ー ト し まし た 。 心 庶 ゲ ー 
ム の 好き な 彼ら の こと , 迫力 ある 内 容 を 期待 
し で うに こら て いい 
次 に , 中 森 章 氏 の 「X68000BASIC 入 門 」 が と 
うと う 最 終 回 を 迎え まし た 。X-BASIC と X680 
00 の 強力 な 機能 を くま な く 探 索 し た この 連載 
は , ユー ザー の 皆さん に と っ て 強力 な 味方 で 
し た ね 。 

も う ひ と つ , 浜口 勇 氏 の 「 実 用 (? ) オ ブ ジ 
ェクト 指向 の ゲー ム プ ログ ラミ ング 」 も 今月 
で 終了 で す 。 連載 中 は 難解 だ と いう 声 が 多数 
あり まし た が , 完成 に こぎ つけ た スネ ー ク ゲ 
ー ム は いか が だ っ た で し ょ うか 。 

今後 の 参考 に も いた し ます の で , ぜひ , ご 
意見 , ご 感想 な ど お 寄 せく だ さい 。 
今月 の 「 知 能 機械 概論 一 お 茶 目 な 計算 機 た 
ち ー」 と 「Between The Lines」 は , どちら も 
筆者 が 多忙 の た め , 残念 な が ら 休 載 し ます 。 
来 月 は 復活 で きる と 思い ます の で , ご 容赦 の 
ほど を 。 
ヤマ さぁ て , お 盆 休 み を に らん で の 締め 切り 設 
定 を 考え る 頃 に な る と , 著 さ も 本 格 的 に な り 
ます 。 か き 水 の 食べ すぎ で お な か こわ し た り 
し な いよ うに ね 。 
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「 み ん な の うた 」( サ ザン の じゃ な いよ ) は か な り 
凄い と いう こと を 最近 知っ た 。 学 校 に 行か な く て い 
いし , 仕事 を し な く て も いい か ら 「 お じい ちゃ ん て 
いい な 」 と いう と ん で も な い 歌 が あっ た り , 山田 邦 
子 作 詞 / 歌 の 「 サ ボテ ン が こわ い 」 で は 歌詞 も さる こ 
と な が ら , バッ ク の 粘土 アニ メ が 凄い 。 ロ シア 民 諾 
風 ダ ンス を する サボ テン は 必見 だ ね 。 (Mu) 
水族館 は 奥 の ビ ル の 10 階 に あっ た 。 昼休み が 終わ 
っ た サラ リー マン ら と エレ ベー ター へ 。 10 階 に 着い 
た の は 2 人 。 中 で は カッ プル や お ば さん の ほか に は 
元気 な イル カ , 丸い 目 の ア ザラ シ , 腹 を 見 せ て 泳ぐ 
エイ , 餌 づ け を する ギャ ル , 腹 の 上 に 子供 を 乗せ て 優 
雅 な ラッ コ 。 し ば し 異 次 元 を さま よい し の ち , 屋上 
で は 風 切 羽 を 切ら れ て 飛べ な い フ ラミ ン ゴ 。 (K) 
ゆ 「 伝 説 巨神 イデ オン 」 の ビデ オ が 発売 に な っ た の で 
さっ そく 買っ て きた 。 本 放送 の と き は 放映 時 間 が コ 
ロコ ロ と 変更 に な っ て 追跡 する の が 大 変 だ っ た だ け 
こ 思 い 出 深い 作品 だ 。 当 時 は 物語 の 進行 が 尾 い と い 
う 批 判 が 多かっ た ( 僕 も そう 思っ て いた ) が , ま と 
め て 観る と ちょ うど よい テン ポ だ 。 こ れ で 予告 編 が 
収録 され て いれ ば 完璧 だ っ た の に 。 (KO) 
消費 税 が 3 % だ そう で す 。 例 外 な く 広 く 薄 く 課 税 
し , 税金 分 を 値引き する よー な こと は 禁止 する そう 
で す 。50 円 の お 菓子 は 5 1 円 に , OhX は 556 円 に , 少年 
ジャ ンプ は 1!75 円 に な り ま す 。1, 5 円 玉 が 不足 し て み 
ん な 困る で し ょ う 。 政治 と は そ 一 ゆー も の で す 。 と 
ころ で 自動 販売 機 や ゲー セン は I03 円 に な る の で し 
ょ うか 。 どー すん の ? (M) 


R E 


ーー 

投稿 応募 要領 

@ 原稿 に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 絡 
先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ プ ログ ラム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト , 
変数 表 メモ リマ ッ プ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
プ ブ し た テー プ (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , プロ グラ ム は 最低 2 
回 は セー ブ プ し て くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 . で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 編集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド か が 必要 な 場 
合 は ご 連絡 いた し ます 。 

@ 投 稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 
他 機 種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 
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〒102 東京 都 生 代田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
Ohlx 「@ DT,」 係 


投稿 整理 に や っ て 来 た H 氏 が ファ イル を 探し て 歩 
きま わっ て いる 。「 た ぶん U さ ん の と こ だ と 思う ん で 
す よ ね 一 」 と 日 氏 。 で も 彼 の 机 の 上 は ダン ジョ ン , 
いや タワ ー リ ング イン フェ ル ノ だ か ら な ぁ と , お っ 
か な びっ くり の ぞ き こん だ ら , あら , ロマ ン シ ン グ 
ザ ス ト ー ン だ 。 そ の 日 , 私 は U 氏 の 机 で 見 つけ た の 
と 同じ テレ マン を 6 枚 と も 買っ て し まっ た 。 ( よ ) 
y 2 回目 の 締め 切り が 過ぎ た 。 誰 も 原稿 を 持っ て こ 

。 早 朝 の マシ ン 室 で 「 こ ん な の REDUCE が あ 
れ ば 一 発 な ん で す が 」 と 加藤 氏 は 一 所 懸命 , 検算 を 
繰り 返す 。 ゆ っ くり 出社 し , ラッ シュ 前 に 電車 で 帰 
る 。 | 日 4 食 。 規則 正しい 生活 。 こ れ で 帰宅 し て か 
ら 食 べ る の が 朝食 で さえ な か っ た ら , きっ と 素 晴 し 
い 生 活か な ん だ ろう な あ 。 (U) 
pe も うす っ か り 夏 だ と いう の に , 夜行 人 性 の 私 は 朝 ( 恨 
だ っ け ) 起き る の が つら い 。 だ か ら 有 目覚 し 時 計 2 個 に 
大 音量 に し た CD の タイ マー セッ ト と いう 強行 手段 に 
出 た の まで は いい の だ が , 先日 の レベ ッ カ で は 地震 
か と 思っ て 飛び 起き た し , 大 滝 詠一 で は 子守 歌 に 聞 
こえ て また 寝 て し まっ た 。 誰 か スッ キリ と 爽快 に 目 
が 覚め る 音楽 が あっ た ら 教 えて くだ さい 。 (N) 
> X C の 登録 ユーザ ー に は ニュ ー バ ー ジ ョ ン が 無料 
で 配布 され た そう で, 先月 号 で スッ パ 抜 いた ( ?) バ 
グ も 取れ て いる 。 シ ャ ー プ さん も 味 な マネ を し て く 
れ ち ゃ っ て 。 さ て , 今月 の 数 値 演算 特集 で は , 難解 
な 数 式 の 嵐 に 編集 室 で も 目 を 皿 に し た り 点 に し た り 。 
は っ きり いっ て ムズ いも の は ムズ いけ ど , Oh!X の 


読者 な らき っ と が ん ば っ て 読ん で くれ る よね 。(T) 
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いま だ に ROGUE を や っ て いる 。 世 間 は ソー サ 
リア ン だ , Ys II だ , ファ ンタ ジー 中 だ と 騒が し 
い が , スト ー リ ー タ イプ の ゲー ム は いま いち 手 
を 出す 気 に な れ な い 。 毎月 , 出張 校正 前 に は 一 
瞬 だ け 仕 事 が な く な る と き が ある 。 そ うい う 台 
風 の 目 の よう な と き に は ROGUE が ちょ うど いい 。 
イェ ンダ ー の 護符 は まだ 遠い が , 何 年 か か っ て 
も いつ か は 究め て みた い 。 

も と も と 私 が この ゲー ム を 始め よう と いう 気 
に な っ た の は , 本 誌 の 前 編集 長 Y 氏 が この ゲー 
ム を 評 し て 「 あ る 意味 で ウィ ザー ドリ イィ を 超え 
た 」 と , 珍し く 高 い 評 価 を 下 し た こと に よる と 
ころ が 大 きい 。 実際 , 手 を 出し て みる と 豊富 な 
アイ テム を 集め る の は 楽し いし , アル ファ ベッ 
ト | 文字 の モン スタ ー も 非常 に 個性 的 に 思え て 
くる 。 と に か く 手 軽 に 手 を 出せ る の が いい 。 

一 時 期 , 市 販 の コン ピュ ー タ RPG が 経験 値 稼 
ぎ と アイ テム 探し の た め の モ ンス ター 殺 角 ゲ ー 
ム と 化し た こと が あっ た ( 今 で も そう か も し れ 
な い が )。 そ こ で その 批判 と し て 叫ば れ た の が 「 コ 
ンピュータ RPG に は スト ー リ ー が な い 」 と いう 
こと と 「 業 し くす ず すれ ば いい っ て も の で は な い 」 
と どい うす 見 だ っ た 。 も て YS や トラ クモ の 
よう な スト ー リ ー 重 視 か つ 甘 口 RPG が 誕生 し た 
の だ ろう 。 こ れ は これ で 悪く な い 。 む し ろ 歓 迎 
すべ きこ と で あろ う < 

し か し , これ ら の ゲー ム で 往々 に し て わけ も 
わか ら ず 行き 詰まっ て いる 人 を 見 か ける 。 イ ベ 
ント に 対し て は 基本 的 に 一 本 道 な の だ 。「 単 に 作 
者 に 踊ら され て いる だ け じ ゃ な いで すか 」 と い 
うと 「 踊 ら そ うと いう 側 と 踊ら され よう と いう 
プレ イヤ ー が いて , 初め て ゲー ム が 成立 する ん 
じゃ な いか 」。 そ れ は も っ と も だ が , RPG っ て の 
は そう ひひ 念 も ん た だ っ け と 思っ て し まう すう 。 

基本 的 に ROGUE や ウィ ザー ドリ ィ と いっ た ゲ 
ー ム に は スト ー リ ー と いう も の が 存在 し な い 。 
だ か ら と いっ て , ドラ マ が な いわ け で は な い 。 
スト ー リ ー が な い に も か か わら ず , 国産 RPG の 
よう に 殺 粗 ゲー ム に な り 下 が っ て いな い (そう 
遊ぶ こと も で きる が )。 さて, どこ が 違う の だ ろ 
うか と 考え て みて も , ゲー ム バ ラン ス 以 外 に こ 
れ と いっ た 大 き な 違 い は な いよ うに も 思わ れる 。 
4 M ROM だ , ディ スク 5 枚 組 だ と いっ た 物量 作 
戦 に 頼ら な く と も , し っ か り と バラ ンス の と れ 
た ゲー ム は オン メモ リ , キャ ラク タ 表 示 の み で 
も 最高 に 面白 い の だ 。 私 は ROGUE 以上 の ゲー ム 
を 知ら な い 。 

最近 は 派手 な ゲー ム が 多い た めか , こう いっ 
た ゲー ム の 本 質 に 関す る こと が お ろ そ か に され 
て いる の で は な いか 。 は た し て , 多く の 人 が 現 
在 制 作 中 (あるいは 構想 中 ) で あろ う , 「 自 然 会 
話 で 進行 し , 2 桁 の パラ メー タ を 持ち , 果て し 
な い マ ッ プ を 持ち , 進行 状況 で シナ リオ が 変化 
する タイ プ の 究極 の RPG」 な ど は 必要 な の だ ろ 
うか 。 な に か 方 向 性 を 見 誤っ て いる の で は な い 
か ? 

ある 日 の M 氏 と の 会 話 「 ど うし て ROGUE みた 
いな ゲー ム を S-0S 用 に 作る 奴 が いな いん で し 
ょ う ね 」「 単 に ROGUE を 知ら な いん じゃ な いで 
すか 」 う 一 ん 。 ご これ は 残 衣 な こと だ 。 市 販 ソ フ 
トウ ェ ア に 対す る 挑戦 と いう 意味 で は S-0S の 
よう な シス テム に こそ , こう いっ た 和 飾り を 捨て 
た 本 物 の ゲー ム が 現れ て ほし い の だ が 。  (U り ) 
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個人 薄 記 会 計 財 計 くん 
定価 49,800 円 


2HD 版 


出力 帳票 : 科目 一 覧 表 ・ 摘 要 一 覧 表 ・ 期 首 
試算 表 ・ 期 末 試 算 表 ・ 貸 借 対照 表 ・ 損 益 
計算 書 ・ 仕 訳 帳 ・ 各 科目 別 元帳 ・ 合 計 残 
高 試算 表 


処理 金額 9 桁 1 0 億 円 年 間 
月 間 仕 訳 処理 数 9 0 0 件 まで 
仕訳 入力 は 一 度 振替 伝票 方 式 を 採用 
使用 勘定 科目 数 75 個 (年 度 別 変更 可能 ) 
摘要 小 書 き 入 力 A と B の 2 ご つ 

B は 自由 入力 
オー ト ・ ソ ー ト 仕訳 訂正 で 

日 付 自動 処理 
ラク ラク 人 金額 入力 カン マ 付 、 無 

どちら を も OK 

プリ ンタ ー 用 紙 


縦 11 イ ンチ の 白紙 又は 昧 線 入 り を 使用 
下さ い 。 
ドッ ト プ リ ンタ ー な ら 、 複 写 用 紙 も 使用 
で きま す 。 
能力 アッ プ の 内 容 

1. ディ スク の 入れ 替え な し で シス テム ・ 
ユー ザー 辞書 が 使え ます 。 

2. 月 次 繰越 処理 と 決算 繰越 処理 の ルー チ 
ン を 設け 、2D 版 で の 手 作 業 処理 を 解消 
3. 科目 多 摘 要 の 入力 時 に HELP 機 能 有 
4. 1 枚 の デー タ ・ デ ィ ス ク で 3 倍 の デー 
ター が 保管 可能 
5. 2 HD と な り よ り 高 速 処理 を 実現 


「 個人 薄 記 会 計 財 計 くん 」 2D 版 
定価 39,800 円 


2HD 版 と の 相違 は 、 先 の 能力 アッ プ の 
内 容 以外 の 通り で す 。 


各 人 資料 の ご 請求 は 


各 製品 に は 、 詳 し い 説 明 資料 (印字 サン 
プル 付 ) を 用 意 し て お り ま す 。 又 、 実 費 
2,400 円 に て 各 デ モ ・ サ ンプ ル 版 も 発送 さ 
せ て 戴 い て お り ま す 。 

説明 資料 は 各 1 部 あたり 2 0 0 円 分 の 切 
手 を 同封 の 上 、 必 ず 封 書 に て お 申し 込み 下 
さい 。 毎週 月 曜日 に 発送 致し ます 。 

デモ ・ サ ンプ ル 版 の 発送 は 逐次 お おこなっ 
て お り ま 、 す 。 


財 計 くん 売 掛 管理 台帳 2HD 版 
定価 39,000 円 


出力 帳票 : 納品 書 ・ 請 求 書 ・ 領 収 書 ・ ア イ 


ウエ オ 順 願 客 一 覧 表 ・ 取 扱 商品 一 覧 表 ・ 
売上 日 計 表 ・ 売 指 残 高 一 覧 表 ・DM シ ー 
ル (条件 検索 可 ) 


処 理 金額 9 桁 1 0 億 円 年 間 
1 顧客 処理 件 数 6 0 件 月 間 ( 繰 越 可 ) 
処理 顧客 数 1 DataDisk 1200 名 
取扱 商品 数 1 DataDisk 250 品 目 
登録 済 願 客 変 更 台帳 内 | 変更 B」 で 自在 
メッ セー ジ 出 力 請求 書 ・ 領 収 証 に 可能 
帳票 3 段階 選択 顧客 別 or〆 切 別 or 全部 
商品 単価 無 登録 250 品 目 が 無限 使用 に 
ラク ラク 金額 入力 カン マ 付 、 無 
どちら も OK 
プリ ンタ ー 対 応 表 


売 掛 管理 台帳 に は プリ ンタ ー に より 4 つ 
の シリ ー ズ 品番 が ご ど ござ いま す 。 ご 購入 の 際 
に は ご 確認 願い ます 。No701・No702・No 
7038 の 用 紙 は ヒサ ゴ GB342 と 縦 11 イ ンチ の 
白紙 又は 暑 線 入り の も の を 使用 し ます 。 
No701 : CZ 一 8PK3・CZ- 8PK4・CZ 一 8PK5・ 
CZ 一 8PK6・CZ 一 8PK7・CZ 一 8PK8・ 
CZ 一 8PK9・VP- 80K・VP-130K・ 
VP—85K・VP 一 135K 
(VP シリ ー ズ 要 X1ROM) 

No702 : CZ 一 8PK2・CZ 一 80PK 

No703 : CZ 一 8PD3・CZ 一 8PD2・CZ 一 800P・ 
SP 一 80(SP ア シリーズ 要 X1ROM) 

No704 : ドッ ト プ リ ンタ ー な ら 2 枚 複写 用 
紙 を 使用 で きま す 。 縦 11 イ ンチ の 
白紙 か 中 社 の 専用 フォ ー ム 紙 を ど 
使用 な さる 時 に 便利 で す 。 な お 専 
用 フォ ー ム 紙 は 貴社 で 作製 願い ま 
本 。 

能力 アッ プ の 内 容 

1. ディ スク の 入れ 替え な し で シス テム ・ 

ユー ザー 辞書 が 使え ます 。 

2. 商品 名 の 入力 時 に HELP 機 能 有 


3. 2 HD と な り よ り 高 速 処理 を 実現 


「 財 計 く ん 売 掛 管理 台帳 」 2D 版 


定価 29,000 円 


2 HD 版 と の 相違 は 、 先 の 能力 アッ プ の 
内 容 以 外 の 通り と 、 処 理 願 客 数 が 600 名 に 、 
取扱 商品 数 が 150 品 目 と な り ま す 。 


「DATA・CARD 1200」 2 D 版 
定価 32,000 円 


カー トド ト 天 デー ター ペー ス と し て の 生 月 


グラ フ 作 成 ツ ソール の グラ フフ デー ター・ フ ァ 
イル 機能 を 持っ て いま す 。 

検索 は 1,124 枚 の デー ター カー ド か ら 3 
重 条件 を 処理 し ます 。 

項目 設定 は 自由 設定 で 1 2 個 ま で 可能 

DM シ ー ル 発行 ・ 葉 書 宛 名 印刷 も 条件 検 
索 で きま す 。 

カー ド No に よる デー ター の 抜粋 ・ ス テッ 
プ 印 刷 が で きま す 。 

7 種類 ・22 タ イプ の グラ フ を 作成 し 、12 
項目 12 デ ー タ ー を 1 単位 と し て 1 DataDisk 
内 に 76 個 を 格納 し 、 処 理 し ます 。 

縦 棒グラフ ・ 横 棒グラフ ・ 帯 グラ フ ・ 円 
グラ フ ・ 折 線 グ ラフ を 作成 し ます 。 各 棒 グ 
ラフ は 3D 使 用 可能 で す 。 


ご 購 入 は 


全国 シャ ー プ OA ショ ー ル ー ム に は 、 デ 


モ ・ サ ンプ ル 版 が 配布 され て だ り ま す 。 ど 
う ぞ 、 ご 利用 下さ い 。 

ご 購入 は お 近く の シャ ー プ パソ コン 販売 
店 か 、 有 名 ショ ッ プ で どう ぞ 。 

お 急ぎ の 方 は 直接 現金 書留 で お 申し 込み 
下さ い 。 な お 、 そ の 節 は 、 商 品名 ・ 機 種 名 
(プリ ンタ ー を 含む )・ メ ディ ア 名 ・ 住 所 ・ 
氏名 ・ 連 絡 先 お 電話 番号 を ご 明記 下さ い 。 

直接 販売 の 場合 、 送 料 は 弊社 負担 で す 。 
製品 は フッ トワ ー ク 便 に て 直送 させ て いた 
だ きま す 。 (出荷 日 に は 、 弊 社 よ り 、 出 荷 
ご 案内 と 、 送 り 状 の 商品 お 問合せ 番号 を ご 
連絡 申し 上 げ て お り ま す 。) 

な お 、 弊 社 の 財 計 くん シン シリーズ 、DATA・ 
CARD1200 と も シリ アル No 入り と な っ て 
お り ま す 。 

業者 の 方 は 、 各 問屋 さん へ お 申し 込み 下 
さい 。 

※ 日 曜 ・ 祭 日 は お 休み で す 。※ 


ci 北 賠 東 最大 の 68000 専 門 店 ここ 
ER 
次 se 朗 NC 


= BASIC HOUSE で 68000CPU が 大 流行 三 


X68000 (2 。。) 
X68 ス ー パ ー コ プラ Il 
2MB バ ー ジ ョ ン 
本 体 (増設 メモ リ 内 蔵 ) 
専用 ディ スプ レー 


SHARP X68000 ACEHD 
20MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 版 


2QWPP 


Apple Macintosh Plus. 


久生 漢字 Talk Ver.2.0 


本 体 CPU 2 MB メ モリ 内 蔵 


標準 価格 
\428,000 


専用 ディ スプ レー 
チル トス タン ド 
標準 価格 

\ ぎ 525,400 


標準 価格 
\530.800 


超 特 価 
超 特 価 20M ハ ー ド ディ スク 付 


= \398.000 特価 \478.000 \ 428,000 
長期 クレ ジッ ト OK 送料 2,000 長期 クレ ジッ ト OK 送料 2,.000 長期 クレ ジッ ト OK 送料 2,000 


XYBB000 オリ ジ ナ ル ハ ー ド ウェ ア ・ ソ フト ウェ ア 新 製品 ar 発売 / 


*B66305 ーー Ysr80 
型番 型番 型番 型番 型番 


C 言 語 ラ イブ プラ リー (XBASIC 用 ) 
KGB-X681MB KGB-X68PRK KGB-X68ADCX KGB-X68PIO KGB-X68DAC B6-6301 を お 持ち の 方 は どう ぞ ! 


1MB 増 設 メモ リ ET 12Bit 16 チ ャ ン ネ ル 16Bit input 12Bit 4 チャ ン ネ ル eB6-6306……| バ ドバドバ | \14.800 
%ACEHD 版 等 は 使 数 値 演算 プロ セッ 高速 A ん /D コ ンー タ 16Bit output 高級 D/A コン バー タ BASIC 拡 張 関 数 パッ ケー ジ C 言 
用 で きま せん 。 サ は ソケット の み 増 高級 絶縁 型 PIO 語 ラ イブ ラリ ー 付 

設 メモ リー は 1MB 実 サン プル ソフ ト 付 サン プル ソフ ト 付 サン プル ソフ ト 付 eKGB-X68UNB y6 800 


凌 。 
X68000 用 ユニ バー サル 基板 
定価 \58.000 定価 \128.000 定価 \68.000 定価 \118.000 。 。。 ょ ッッ ルカ ッッ ラー 


定価 \32,000 


文 第 1 弾 MS-DOS(PCO-DOS) エ ミュ レー タ 
x ] turbo シ リー ズ Nd EE th IBM(PC-DOSver3.2) NEC(MS-DOSyver3. ] ) が 動き ます 。 
商品 発売 予定 RS EE TE ERE CT TED Ed 63 年 8 月 初旬 
商品 価格 NE RR A EEE 未定 (と に か く 〈 低 価格 で だ し ます ) 
文 第 弾 XBBUUU 用 ハン ディ ー ブ プリ ンタ ー 
X68000 で シャ ー プ ワー プロ 書院 用 の ハン デイ プリ ンタ ー が 使用 で きま す 。 
商品 発売 予定 De RE NR a 63 年 7 月 末日 
商品 価格 ER CEE 38 BEE RE EE ER NIR EERE ENE EE \ ギ 24.800 
文 第 3 弾 XBBUUU ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 
Human68K を 使用 する 上 で .、 あれ ば 便利 / と いう 様 な ユー ティ リティ を 70 個 も 用 意 し た ソフ ト で す 。 1 つの ユー テイ リティ が 何と ./ 97 円 で 買え る の で 
商品 ES EE NS 江本: Toys & Tools 商品 価格 i i EGS RE i a ¥6,800 
弄り 番 78:878.8 る SC きき 08828H78 人 7 なき 81682878588182828^ 人 618 和 7 B6-6307 


文 第 4 弾 RAE イン タフ スエ ェ エース ユ ニッ ト 


X68000 で 初め て の MIDI イ ンタ フェ ー ス ユニ ッ ト ハー ドウ ェ ア 一 完成 
商品 名 EE NS EE EE EI CE が MELODY BOX 商品 発売 予定 日 EE RRR RE RE i 未定 
商品 価格 ee 低 価格 で グ 


太 第 5 弾 アナ ログ HG コン バー タユ ニッ ト 


X68000 で ニュ ー メ ディ ア AV 対 応 テ レビ (21P ア ナ ロ グ RGB 付 ) が 接続 出来 る コン バー タユ ニッ ト 
商品 名 ee アナ ログ RGB コ ン バ ー タ (仮称 ) 商品 発売 予定 日 ee 7 月 末日 
商品 価格 etter ¥12.800 


興味 の ある 方 は 、 開発 者 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


株 式 会 社 計測 技研 本 社 営業 部 プ マ イコ ン シ ョ ッ プ ノ 通 販 部 宇都 宮 市 竹林 町 503 一 1 TEL0286-22-9811 FAX0286-25-3970 


マイ コン ショ ッ プ お 申し 込み - お 問い 合せ は B0286-22 -9877( 代 ) 


シャ ー プ コー ナー さら に 充実 ./ 
夏休み お 楽し み セ ー ル 7/20~8/20 
@ お 買上 げ の 際 学 生 証 を ご 提示 の 方 、 
ゲー ム ソ フ ト 他 サプライ 品 20%0FF/ 
⑧ 期間 中 | 万 円 以上 お 買上 げ の 方 に 


ステ キ な 景品 ブレ ゼン ト / 


プロ フェ ッ シ ョ ナル タイ プ 
お 好き な 組合 せ へ Y S80OO0 ACE] 
で どう ぞ 。 | ・ CZ-611C-GY … ¥ 399.800 


組合 せ の ほん の 一 例 
名 づけ て … 


@ CZ-601C(E・B) 本体 キキ ー ボ ー ド …\ 319.800 
@ CZ-601D(E・B) ディ スプ レイ テレ ビ \ 119.800 
@ CZ-6ST1(E・B) チ ルト スタ ンド …\ 5.800 
スペ ー ス ハリ アー \ 5.800 
@ 涼平 討魔 伝 …… ド … ひ …… \ 7,800 
@ XE-1PRO (ジョ イス ティ ッ ク )……\ 9.500 
dois esse eeee \528.700 


均等 払い 


スタ ンダ ー ド モデ ル 


^ ヾ 680OO 


・CZ-601C(E・B) \319.800 


新 製品 ・20M ハ ー ド ディ スク 内 蔵 ク 


IGOAL ¢ 


本 体 


さあ 、 ご 注文 、 お 問合せ は 今 ス 
グ お 電話 で / お 支払 い は 超 低 
金利 の クレ ジッ ト も ご 利用 で 
さき ます 。 お 気軽 に ご 連絡 くだ 
さい 。 


全 03-486-6541] 


ソフ ト や ハー ド の 内 容 や 発売 
日 等 の お た ず ね に も 親切 に お 


ディ スプ ブ プレイ 


@ CZ-601D-GY(BK)\119.800 
ピッ チ 0.39・ ア ナ ロ グ 対応 


CZ-611D-GY(BK)・\ 145.000 
ピッ チ 0.31・ ア ナ ロ グ 対応 


@ CU-15M1(E・B)…\ 99.800 
ピッ チ 0.39・ ア ナ ロ グ / デ ジタル モニ ター 


@XLink 68 
時 代 は パソ コン 通信 だ ./ 
ミュ ー ジ ッ ク PRO-68K… \18.800 
@ サウ ンド PRO-68K…\15.800 
ミュ ー ジ ッ ク 関 係 な ら こ の 2 本 ./ 
@ サン プリ ング PRO-68K…\ 17.800 
PCM を フル 活用 する な ら こ れ / 
@C-TRACE68000……\68,000 
本 格 的 レイ トレ ー シ ン グ ツ ー ル 


ソン フト PART 2 


周辺 機器 ・ ボ ー ド 
@ CZ-8PK7………… \122.000 
80 桁 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー 
@ CZ-8PK8………… \ 152.000 
136 桁 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ ー 
@ CZ-8PC2……… \ 69.800 
80 桁 熱転写 プリ ンタ ー 
@ CZ-6BE1(A)……… \ 35.000 
1MB 増 設 RAM(CZ-601C 用 ) 


娘 そ の 他 い ろ い ろ あ り ま す 。 お 電話 で ! 


< 
ソン フト FAHT 1I 


@ 日 本 語 ワ ー プ ロ EW …\38,000 
フロ ント プロ セッ サ E 1 搭載 ワー プロ ソフ ト 


@ WINDEX PRO-68K・\ 28,000 
コン パイ ラ と 来 た ら エディ タ で す 。 

@ に Kamikaze ¥ 68,000 
忘れ ちゃ いけ な い ビ ジネス ソフ ト 


Z'sSTAFF PRO-68K…\ 58,000 
プロ フェ ッ シ ョ ナル グラ フィ ッ ク ツ ー ル 


\16.850x18 回 | \30.000x 3 回 


@ ソ フト も 周辺 機器 も 紹介 し きれ な い ぐ ら い 豊 富 で す 。 くわ し く は お 電話 で / 


NX/ / アァ ケ アァ クー I ノア / twin 


@ CZ-881C-BK 本 体 + キ ー ボ ー ド …\ 179,800 eCZ-830C-BK 本 体 + キ ー ボ ー ド ・\ 99,800 
@ CZ-880D-BK デ ィ ス プレ イ テ レ ビ …\ 109,800 @ CZ-830D-BK デ ィ ス プレ イ テ レ ビ … \ 98,000 
@CZ-6STIB チル トス タン ド \ 5.800 @CZ-6STIB チル トス タン ド \ 5.800 
@ AN-160SP ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー・\ 59.800 e@ 上 海 ( ゲ ー ム ソフ ト )…ー…… \ 4.500 
@ プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト ………\ 4.500 @ プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト \ 4.500 


画定 価 合計 


12.670x2 引 | \25.000x 太 


クリ エイ ト 特 典 

g 全 商品 完全 保証 書付 (メー カー 保証 ) 

信 全 国 無料 配達 (一 部 離島 の 方 は 有料 に な り ま す ) 

念 配 達 日 の 指定 OK( 日 曜 ・ 祭 日 に か か わら ず お 客 様 の こ 
都合 に あわ せ て 配達 し ます ) 

@ ご どん な 商品 の 組合 せ も 自由 自在 (ご ご 予算 、 用途 に 応じ 
自由 自在 に シス テム アッ プ で きま す ) 

人 @ 中古 バン コン 高額 下 取 ( 今 お 使い の パン コン を わずか 
な 差額 で グレ ー ド アッ プ ) 

依 お 支払 い 方 法 自 由 ( 低 金利 の 均等 払 、 ボ ー ナ ス 一 括 払 
も ご 利用 下さ い ) 


20M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 28ms 以 下 
ITH-520N 20M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 65ms 以 下 
40M ハ ー ド ディ スク 平均 シー クタ イム 38ms 以 下 
80 桁 シリ アル プリ ンタ 


お 則 合 03486.65414 

等 の る る 
リウ と グリ デア チ 没 谷 化 洗 
e 法 谷 店 さ O3-486-65 ら A411) 
@ 横 浜 店 さ 〇 ろ ら - づ 14- イ アア ア (《A) 


略 当 店 は X68000 の 認定 店 で す 
どん な こと で も 安心 し て ご 相談 (くだ さい 。 
廊 X68000 を お 買上 げ け の お 客 様 に も ち れ な く テ 
レ ホ ンカ ー ド と ゲー ム ソ フ ト ( ア ルカ ノイ ド ) を フ 


〒221 横浜 市 神奈 川 区 鶴屋 町 2-12-8 第 1 建設 ビル 
振込 銀行 : 三 和 銀 行 横浜 駅 前 支店 才 No.310852 


ドッ トピ ッ チ 0.31mm の 
モニ ター を セット 20M 
| HD 搭載 の 超 高 級 セ 


ッ ト 。 


CZ-6IID ……\¥ 145,000 
合計 ……… \544 .800 


堅持 価 \44.000 


お 支払 例 ¥ 40, 145X12 回 \21.338X24 回 
\14,949X36 回 \ 上,754X48 回 


XT1turboZZ[! 


X1turboZ の 本 格 派 
セッ ト 。 TV 付 2 モー ド 
オー トス キャ ン デ テディ スプ 
レイ 。 


CZ-88IC…\179,800 
CZ-88ID…\109,800 
合計 ……… \289.600 
特価 \2 皿 3.000 


お 支払 例 \20.628XI2 回 \|0.964X24 回 
\ 7,68|X36 回 \ 6,040X48 回 


高級 日 本 語 ワー プロ 
「 書 院 28」 搭 載 、MS- 
DOS と 融合 し スピ ー 
ディ な 実務 。 


MZ-286I…:-¥ 328,000 
MZ-ID26…\ 89,800 
に れこ \417,800 
. 特価 \33,000 
お 支払 例 \30,803X12 回 \16,373X24 回 

\ I,470X36 回 \ 9,019X48 回 


X1G の 本 格 派 セッ ト 
FDD2 基 内 蔵 、 専 用 
カラ ー モ ニタ は TV に 
も 使用 可能 。 


CZ-822C…\118,000 
CZ-820D…\ 79,000 
1 合計 ……… \197,000 
特価 \[ 狼 9.800 
お 支払 例 \ 9.232XI2 回 \ 6.348XI8 回 
\ 4,906X24 回 \ 3,438X36 回 


型 番 
CU-14GE 
CU-14BD 
CU-14A4 
CU-14AD 
CU-15MI 
CZ-820D 
CZ-880D 
CZ-601ID 
CZ-61IID 
CZ-520F 
CZ-502F 
CZ-503F 
CZ-6BEI 
CZ-6BE2 
CZ-6BE4 


っ 品 み 父 生還 還 中 回 あー 回 の 中 難 回 弄 池 久 


品 名 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 

ディ スプ レイ 

ディ スプ レイ 

ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
ディ スプ レイ 
FDD(2HD/2DD) 
FDD(2DD) 
FDD(2D) 

IMB / 増設 
2MB に | 


4MB \ ボ ー ド 


標準 価格 販売 価格 

\ 49,800 \ 29,800 
\ 64,800 \ 77,000 
\ 89,800 \ ?3,000 
\ 84,800 \ ?8,000 
\ 99,800 \ ?77,000 
\ 79,800 \ ?4.800 
\|09,800 \ 87,000 
\119.800 \ 97,000 
¥145,000 \173,000 
¥118,000 \ 97,000 
\ 99,800 ¥ 7?,000 
¥ 49,800 \ 37,800 
\ 35,000 \ 27,000 
\ 79,800 \ 67,000 
¥138,000 \178,000 


EEE 
co oo の O oo Oo の の な の の の の の の 


お 支払 例 


> | 


強力 な 日 本 語 処 理 と 
実装 密度 を 追求 て 信 
頼 性 、 更 に 向上 。 


CZ-6IIC…・\399.800 
CZ-60|……\119,800 
合計 Dt を \519,600 


特価 \4[24.000 


\ 38,295X12 回 \20,355x24 回 
\14,260X36 回 \ 中 ,213X48 回 


X11turboZ[! XSOOO 


NEW-ZBASIC の 搭 
載 で AV 機能 を サポ ー 
ト 、 充分 に 楽し め る る 


合計 ……… \244 ,600 


特価 \19| 外 000 


お 支払 例 \17.760XI2 回 \ 9,.440X24 回 
\ 6,6I3X36 回 \ 5,200X48 回 


\ 8,198X 


今 よ り も な お ハイ グレ 
ー ド に 、 と お 考え の 方 
に … 更 に 可能 性 を 拡 
大 する 。 


MZ-2531… \199.800 
合計 ee ee ee \307,800 


特価 \2.718.000 


お 支払 例 \22.015XI2 回 \ 上,702X24 回 


36 回 \ 6,.446X48 回 


XI1GMmode!l 30 IX1G mode! 1 


FDD も 欲し い 、 レ コー 
ダ も 使い た い 、 予 算 が 
10 万 以下 な ら こ の セッ 
ト を お 勧め し ます 。 

CZ- 820C…\ 69,800 
CZ- 820D…\ 79,000 
CZ- 503F…\ 49,800 


合計 ……… ¥198,600 


特価 。 \94.800 


お 支払 例 \ 8.769XI2 回 \ 6,.030X1I8 回 


支払 例 


,278 X10 回 
,541 X15 回 
,371 X18 回 
,689 X18 回 
,786X24 回 
,375X15 回 
,081 X24 回 
,203X 36 回 
,892X 36 回 
,169X 36 回 
,172X 30 回 
,219X 12 回 
080X10 回 
,944 X18 回 
,720X 36 回 


\ 4,661X 


型 番 
CZ-620H 
CZ-8PCZ 
CZ-8PK5 
CZ-8PK7 
CZ-8PK6 
CZ-8PK8 
CZ-8PK9 
CZ-8NSI 
CZ-6VTI 
CZ-6PVI 
AN-160SP 
CZ-8BSI 
CZ-6BNI 
CZ-6BUI 
CZ-6BGI 


24 回 \ 3,.265x36 回 


XIFmodel10 


品 名 

HDD 

プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ ( 80 桁 ) 
プリ ンタ (136 桁 ) 
プリ ンタ (136 桁 ) 
プリ ンタ ( 80 桁 ) 
カラ ー イ メー ジス キャ ナ 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 
カラ ー ビ デ オプ リン タ 
アン ブ 内 蔵 スピー カー 
FM 音源 ボー ド 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 
ユニ バー サル 10 ボ ー ド 


GP-IB ボ ー ド 


標準 価格 


\178, 
,800 
¥ 129, 
,000 
\159, 
,000 
,800 
\188, 
,800 
,000 
\ 59, 
,800 
,800 
,800 
,800 


\ 69 


\122 


\152 
¥ 89 


\ 69 
\198 


\ 23 
党 7 は 
\ 39 
\ 59 


000 


000 


000 


000 


800 


| 更に 夢 を 拡大 、20MB 
HD の 搭載 。 最 大 に 能 
力 を 引出 す 3 モー ド の 
| ティ スプ レイ 。 


CZ-61LC 


お 支払 例 ギ :37 000X12 回 \19,667 X24 回 
\13,778X36 回 \10,833X48 回 


20MB 大 容量 メモ リ 内 
蔵 可 能 、 し か も 強力 な 
日 本 語 処理 、 夢 を 超え 
た パソ コン だ / ノ 


CZ-600D-… ¥ 129,800 
Ea ¥ 498,800 


特価 \3[8.000 


お 支払 例 \31.265XI2 回 \16,618 X24 回 
\ 11,642X36 回 \ 9,.154X48 回 


お 支払 例 \18, 500 X 12 回 \ 9,833X24 回 


MZ を これ か ら 使 う 方 、 
少々 ぜいたく で す が 是 
非 お 勧め し た い セ ッ ト 
で す 。 


MZ-2520.……\¥ 159,800 
MZ-ID26…\ 89,800 
合計 Eton 3 oe \ 249, 600 
特価 \2 四 0.000 


\ 6,889X36 回 \ 5,417X48 回 


と りあ え ず BASIC を 


お 支払 例 \10,664X 6 回 \ 6,578XIO 回 
\ 5,532XI2 回 \ 3.804X18 回 


販売 価格 


激安 
\ 57 


\ 97 
\173 


\ 57 


式 


24 
37 
4? 


に る に < 


,000 
\170, 
,000 
,000 
\177, 
\ 70, 
\170, 
,000 
\174, 
78, 
19, 
,000 
,000 
,000 


000 


000 
000 
000 


000 
000 
800 


覚え て ディ スク ソフ ト で 
遊ぶ の は 後 ま わし そ 
ん な 君 へ の セッ ト 。 

CZ-81IC…\ 89,800 
CU-14G……\ 49,800 
特価 \59.800 


ンー 


AVC フ タバ 電機 通信 


販売 部 画 


電波 ビル 


\ 399, 800 
CU-I5MI.…¥ 99,800 
合計 ……… \499.600L_ 
還 特価 \470.000 


お 支払 例 \ 32,653X12 回 \|17,356 X24 回 
\12,159X36 回 \ 9,560X48 回 


外堀 通り 
J コリ ビ ナ ee 
em 
〔( コ 日 通 ビ ル 
中 央 通り 至上 野 ) 
秋葉 原 駅 [コヤマ キワ 


AVC ニブ タバ 電機 
〒101 東京 都 千代 田 区 外 神田 2-9-8 
神田 ユニ オン ビル 会 03-253-7661( 代 ) 


CZ-600 の 後継 直接 


アク セス で きる メモ リー 
が 16MB も ある 優れ も 
の 。 
CZ-60IC…・\319,800 
CZ-60ID…\119,800 
験 | 特価 \33.000 


XSOOO ACE 


CZ-600 の 後継 直接 


アク セス で きる メモ リー 
が 16MB も ある 優れ も 

の 。 
CZ-60IC…・\319,800 
CU-15MI…\ 99,800 
os ¥419,600 
特価 \375,000 


お 支払 例 \30,988X12 回 \|I6,471X24 回 
\11.539X36 回 \ 9,073X48 回 


NEW-Z BASIC は 後 
で 買え ば いい 。 
ハイ グレ ー ド モニタ を 


CZ-880C…\218.000 
合計 YY す と \327,800 


特価 \1[8.000 


お 支払 例 \16,.465XI2 回 \ 8,.752X24 回 
\ 6,13IX36 回 \ 4,.821X48 回 


HE シス テム を 搭載 、 
最上 級 ゲ ー ム 機 と パ 
ソコ ン が 合体 。 


CZ-830C… ¥ 99,800 
CZ-830D・… \ 98 ,000 
合計 …………… ¥ 197,800 


特価 \18.000 


お 支払 例 \14.615XI2 回 \ 7,768 X24 回 
\ 5,442X36 回 \ 4,.279X48 回 


お 支払 例 型 番 品 名 標準 価格 販売 価格 

4 CZ-6BFI 増設 RS232C ボ ー ド \ 49,800 \ 4?,000 
\ 4,995X12 回 CZ-6BPI 数 値 プ ロ セ ッ サ ポ ボード \ 79,800 \ 6?,000 
\ 3,444X36 回 CZ-6EBI 1/0 ボ ックス \ 88,000 \ 6?,000 
\ 3,238X36 回 ! Cz-8TMI モデ ム \ 29.800 \ 27,000 
\ 3,331X48 回 | CZ-8TM2 モデ ム \ 49.800 \ ?9,000 
\ 3.169X48 回 CZ-213MS MUSIC PRO-68K \ 18,800 \ 15,800 
\ 3,442X24 回 CZ-214MS SOUND PRO-68K  \ 15,800 \ 13,800 
\ 4,063X48 回 CZ-212BS ビジ ネス PRO-68K  \ 68,000 \ 5?,000 
\ 3,562X18 回 CZ-211LS C コ ン パ イラ PRO-68K \ 39,800 \ 37,000 
\ 4,171X48 回 CZ-I4ISF NEW-ZBASIC \ 18,800 \ 15,800 
\ 3.053X18 回 CZ-137SF turboZ's STAFF \ 19,800 \ 16,800 

現金 一 括 払 CZ-133SF モデ ムタ ー ミ ナル ソフ ト \ 25,800 \ 27?,000 

現金 一 括 払 Z'STAFF PRO-68K \¥ 58,.000 \ 47,000 
\ 3,520XI0 回 kamikaze \ 68,000 \ 57,000 
\ 3,053X18 回 Shogun \ 34,800 \ 30,000 


5 支払 例 


0 
\ 


\ 


3.013X15 回 
3,147 X24 回 
3,343X24 回 
現金 一 括 払 
3,608X12 回 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
3,435X 18 回 
3,.520X10 回 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
現金 一 括 払 
3,541X15 回 
3,499X18 回 
現金 一 括 払 


AM10 時 お ら PM8 時 
まで 受付 日 曜 ・ 祝 日 も 営業 


ww ) 


CET >~ 財 下 傘 まゆ 世 ラー< 


— 
~ 


。 と は 嘱 吾 光 和 商 壁 S 寺 


安心 と 信頼 の ディ アツ ヨッ お 中 込み は 今 す で 


誌上 ショ ッ ピ ング 需 話 か ハガキ で リリ 


株 式 会 社 メデ ィ ア ショ ッ プ ハイ ラン ド  〒239 神奈 川 県 横須賀 市 ハイ ラン ト 3-3-6 


電話 で の お 申込 み は ハガキ で の お 申込 み は 通信 販売 の お 申込 み 方 法 
p 現 全 一 括 で お 申込 み の 方 
吉 品 付 セ ンタ ー @ 商品 名 (商品 番号 ) 及 び 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 、 ご覧 の 雑 
東京 受付 セン タ 申込 書 誌 名 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 現金 書留 で お 送り 下さ い 。 


人 03(252)2608 
大 阪 受付 セン ター 
谷 06(363)1605 


@ 商品 名 (商品 番号 ) | ee 振込 を ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 、 
* 支払 回 数 お 知ら せ 下 さい 。 
@ お 名 前 < 銀行 搬 込 > 協和 銀行 ・ 久 里 浜 支店 当座 No.2945 
e 生 年 月 日 < 郵便 振替 > 横浜 9-42177 
0 - 住 所 、 電 誌 番号 | クレジット て で お 申込 み の 方 
e お 動 め 先 | @ 電 話 か ハガキ で お 申込 み 下 さい 。 
名 称 、 住 所 二話 午 ち クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で 、 ご 記入 
の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 


ノ \ 


三 溢 書 


w 
の 


X iMO 


帳 
え z. 
テ 
イ 
ア 
ピス 
ヨ 
vV 
フ 


斗 隊 聞 選 


に | 
WV yii へ 


の - の - の デ V へ 


SHARP Y ^AY ら 000 erent な ブレ ガレ ビレ AY ら 8000 CZ-601C: 本 株 年 ea 6 AYG68G000 @CZ-611C: 本 体 キ キー ボー ド 

A SSOUUU A t,t hak Et EE レイ の セッ ト @CZ-611D: ディ スプ レイ テレ ヒビ 
定価 *439,600 特別 価格 
18,4607 16,9007x23am | | 24m | gm18,BB0m・17.40D0Dmxe3m TELE,5507 ‘21,3007<23a 
初 下 15,040=・11,800=x35am) 36m | na13,340=・18,200=x35a 初回 | /,P4H・14.900mx35m ; 
^ ヾ 8g000 eC2-600C : 本 体 キ キー ポー ド し XY5g00O ecC2-600c : 本 体 キ キー ポー ド AYBBO00 scz-Gooc : 林 + キー ポー ド 


・ デ ィ ス プレ イ テ レ ビ -60CD : ディ スプ レイ テレ ビ D: デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 


x-68000 に HD モデ ル 登 場 。 


; Pe ES) セッ ト の 2 者 テル トス タク: 計 果 MR の テン リス ンド 
FE RL. 定価 #574,400 特別 価格 
イキ ンー 初回 81,960・19,800= x23m 初回 1.dBUn・19.800mx@d 初回 19,460=・19,400=x23m 
理想 形 が 見 えて 来る 。 初回 15,34 有 Um・13.90Umx3B 下 初回 15,340Um・13.900nx35 本 初回 17,040・13,500 x35m 
= ; 
HARPAX/ tartwdk. | snarpP SY7/ TWIN RRR XN//C Modet30 


Z-88 2 
ec 0C e CZ-830C eCcZ-822C 


= 


@ CZ-881C に アナ ログ カラ ー イ ラー ジ ポ ボ ポート!( 邊 療 B 
。 題 導 ステ レオ FM 丁 情 WW 人質 


ニ フ ロ ッ ピ ビー ディ スク ドラ 


NEW-Z BASIC を ER し て TX X ewin の twintz twincom 7 だ 。 rt eg 

turbo Z が 生ま れ 変 っ た 。 ま さ に 、 カカ を か ま 7- て る アー トス タ ジ ォ 、. ME シス テム を 内 豆 し 、X シ リー あれ 
@ CZ-880D 400 200 う イン 中 17| き タイ フ 商 前 CZ-830D 人 ビジ ュ ア ル 書 子 搭載 。 

14 肛 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 。 倫 度 カラー ティ スフレ イデ テ レヒ N 149 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ 。 ゅ CZ-820D 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ 
標準 価格 197.800 円 
pa 8.8407. 5.300mx35a ) 3Bm | na B.B40m・3.600nx35m) 


NN 栖 準 備 訂 197.800 円 


標準 価格 289.600 円 標準 価格 327.800 円 Ro 
ー 括 払 価格 158.000 円 


(商品 符号 164 | 一 挨 払 価格 228.000 円  ]| 南 品 番号 167| 一 括 払 価格 188.000 円 . 
|4m | wm 11.4B0m・11,100ax83a || 84s am108B0m・9.100ax83a |84al 
3Bam | wa 10840m 7.700mx35m リ '3Ba wa 7.240m・ 6.400mx35m '\3Bal| 


e C2-8PK8 

。 本 格 実務 か ら パ ー ソ ナル まで 
剛 高 印字 品位 ニー ズ に 応え る 

職 CZ ニ ュー プリ ンタ 

。 標準 価格 152.000 円 

ー 括 払 価格 55.000 円 商品 番号 175 
mam 7,7B0m.7,.700axg3m | | 64m| gm 7.5B0m・7.800mx3m| | Bml wa 9,8007: 9.700ax 5 dal gm 7.040m・5.900nx@3m 


wa 8,8407. 5.300mx35m リ [3Bm| pm 7.040m・5.000mx35m ヵ 5.500m 5.000mx11am (3Bm | 


80 桁 漢字 ドッ ト プ リ ンタ  ! 80 桁 漢字 ドッ ト プ リン タ : 2D デ ィ ス ク ユ ニッ ト ! ス キャ ナ 用 パラ レル ボード 「 増設 用 ディ スク ドラ イブ ! 20MB ハ ー ド ディ スク 
CZ-8PK7 : CZ-8PK9 「 CZ-503F iCZ-6BN1 「 CZ-53F : CZ-620H 
まき 特価 \98.000: 麹 。。 特価 \72.000 : 填 。。 特 価 \38.000 ! 二 。 特価 \25.000j き 間 ao 特価 \18.000: 8000 特価 \138.000 


カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 。 , カラ ー イ メー ジ ボ ー ド II  , パ ー ソ ナル テロ ッ パ ' FM 音源 ボー ド ' 1MB 増 設 RAM ボ ー ド  : 1MB 増 設 RAM ボ ー ド 
CZ-6VT1 ' CZ-8BV2 ' CZ-8BT2 ' CZ-8BS1 ' CZ-6BE 1 ' CZ-6BE1A 


給 am 特価 \56.000:a。 特価 \32000: 閣 。。 特価 \36.000: 攻 amm 特価 \20000 : 閑 xx。 特価 \28000 : 玩 ax 特価 \30000 


GP-IB ボ ー ド : 増設 用 RS-232C ボ ー ド  : 数 値 演算 プロ セッ サボ ポー ド  , ユニ バー サル |/ O ボ ー ド , 拡張 /O ボ ックス : モデ ム ユ ニッ ト 
CZ-6BG1 : CZ-6BF 1 : CZ-6BP1 : CZ-6BU1 : CZ-6EB1 : CZ-8TM2 


寺 ao 特価 \48.000: 交 a 特価 \40.000: 款 ao 特価 \64000: 吉 an 特価 \32000: 鵜 xy 特価 \70.000: 部 ap 特価 \40000 
シャ ー プ オリ ジ ナ ル ソ フ トウ ェ ア 完全 保証 ok 


DA - ! C コ ン パ イラ PRO- 半 n 

BATA PFO GMC BUSNESS PRO-6C :G272PRo KK Eh hs 
環 wo 特価 \46.000: 麹 。。 特価 \54,.000 : 麹 。。 特価 \32.000 8 文 払 回 数 は 大 証 
@④ 低 金利 クレ ジッ ト 実質 年 率 l2.50~23.75% 


@CZ-8NS1 
高速 、 高 精度 で ハイ レベ ル な か 画 
像 入力 を 実現 。 最大 A4 サ イズ の 
原稿 を フレ カラ ー 

読み 取り 可能 。 

標準 価格 188.000 円 


商品 番号 188 ー 括 払 価格 148.000 円 


@ CZ -6PV1 

パン コン や ビデ オォ 機器 に 対応 。 
64 階 調 (485 x 480 ド ッ ト ) で 再現 
する 、 昇 酸性 染料 熱転写 方 式 
を 採用 。 


美しく あざ や か に 。 
JIS 第 2 水準 漢字 ROM を 
標準 装備 。 


標準 価格 198.000 円 


商品 番号 149 ー 括 払 価格 158.000 円 


標準 価格 69.800 円 


こ ニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニ = ニー ニー ニニ ーー ニー ニー よさ こら ここ ニ ここ ニニ ニニ ニー ニニ ここ ここ ニー ご ! こ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー 


NEW Z-BASIC ( MUSIC PRO-68K ' SOUND PRO-68K 

Z-141SF Z-213MS ' CZ-214MS ト ・ 

電 mo 特価 \17000! 部 特価 \16.000: 郊 。。 特価 \14000 に ) FAX Ct も XOK FA 0 人 WCG 
Sampling PRO-68K  !NEW Printshop PRO68K ! ツ ァ イ ト 。 ) )?「 の (Bt の 他 広告 以外 の 商品 も 取扱 っ て お り ます 。 お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


CZ-215MS ' CZ-221HS Z's STAFF PRO 68K| 何 格 問合せ や 商品 説明 は し 
を 特価 \16.000! 交 。 特価 \18.000:\58o 特価 \48.000 お 問合せ テレ フォ ン 谷 0468 (48)3290 て :/ 


p 当社 は X-68000 の 販売 認定 店 で す < 


(送料 \2.000) 


eee 生還 


7/15~8/20 @ お 近く の 方 は お 
@ 本 体 単品 で 特 
きら に 人 金利 が 安く な っ た 超 低 金 利 クレ ジ シッ ト | | る ビジ ネス ソフ ト 定 


X68000ACE ED (送料 \2.000) 


(A セッ ト : 
CZ-611C 寺 CZ-611D 十 M-2HD(10 枚 ) 
OH 定価 \ 544, 800* P&A 超 特価 (価格 は お 電話 下さ い 。 ) 


セッ ト : 
CZ-611C 填 CZ-601D 十 M-2ND(10 枚 ) 
ts 定価 \ 519, 600* FE 8 槍 は お 電話 下さ い 。 ) 


※X-68000 セ ッ ト で お 買 人 \ 7 600 を プレゼント 
※ チ ルト スタ ンド (CX6ST \5.800) 必 要 な 方 は \ 5,000 加 算 し て 下さ い 。 


X68000ACE (送料 \2.000) 


(WW セット: 
CZ-601C 圭 CZ-611D 十 M-2HD(10 枚 ) 
HO 定価 y 464, 800 ゆ P&A 超 特価 ( 価格 は お in 7 


⑧) セ ッ ト : 
CZ-601C 填 CZ-601D 十 M-2HD(10 枚 ) 
vrei ea ¥439,600 呂 P&A 超 特価 (価格 は お 電話 下さ い 。 


回 |29.600 24 回 | 15,500 2E[ 回 | 8, 200 |6 
※ チ ルト スタ ンド (CZ.6STI \5, 800) 必 要 な 方 は \5」 OO し CF 
※X-68000 セ ッ ト で お 買い 上 げ の 方 に 源平 討魔 伝 \ 7,.800 を プレ ゼン ト 致し ます 


(セット : 
X.1 タ ー ボ Z( CZ.880C+CZ.880D)+M-2HD 
(10 枚 ) キ ジョ ィ カ ー ド + ゲー ム ソ フ ト 3 種 
ee 人 ¥ 327 kbd 000 


6 NEWZ-BASIC(CZ-141SF \ 18,800) 必 要 な 
方 は , \15,000 加 算 し て 下さ い 。 
(B セ ッ ト : 
X-1 タ ー ボ 7 1(CZ-881C+CZ-880D)+M-2HD 
(10 枚 ) キ ジョ ィ カ ー ド + ゲー ム ソ フ ト 3 種 
定価 \289,600 叶 P&A 超 特価 (価格 は Te| 下さ い 。) 


※ チ ルト スタ ンド (CZ-6STI\5.800) 
必要 な 方 は \5,000 加 算 し て 
下さ い 。 


ソフ トコ ー ナ ー (送料 \1.000) 
X- 58000U 用 
CZ.213MS(MUSIC PRO68K) ……… 定価 \ 18.800m 特 価 \16,000 
CZ-214MS(SOUND PRO.68K)……… バ 定価 \15.800m 特 価 \13,.500 


⑥⑩CZ.212BS(BUSINESS PRO68K)……… 定価 \68.000m 特 価 \57,000 


⑪CZ211LS(C compiler PRO68K) ……| 定価 \39,800m 特 価 \31.500 
Zs STAFF PRO68K( シ ャ フト )………… 定価 \58.000m 特 価 \46,000 
DKamikaze (神風 ) (サム シン ググ * ド )…… 定 価 \68.000m 特 価 \\49,000 
⑥ ビ ジネス AD68K (マッ シュ シス テム ) …… バ 定価 \98.000m 特 価 \78,500 


弥生 (日 本 マイ コン 販売 )……………… 定価 \80,000m 特 価 \64.000 
①CP/M-68K (ニュ ー ウ ェ イ ブ ) ……… ひ (ドド 定価 \ 110.000m 特 価 \88,000. 
X-1 シ リー ズ 

J)SHOGUN (サム シン ググ ッ ド ) ee 定価 \34,800mm 特 価 \25,000 
《⑩SAMURAI( サ ムシ ング グッ ド ) ………… 定価 \19.800mm 特 価 \15,200 


ーー し ます る 
| 軸 i 
価 の 2096 引 き OK ノ TEL く だ きい 。 

和 』 玉 頭金 な し ./ 云 即日 発送 


超 低 金 利 ク レジ ッ ト OK./ 1 回 一 560 回 払い まで OK 


X-1twin (送料 \2.000) X-1G モ デル 30 (送料 \2.000) 

(の セット: (の で セット: 
X-1twin(CZ-830 十 RF コン バー タ X-IG モ デル 30(CZ-822 填 RF コン バー 
ー(AN-58C) 十 M-2D(10 枚 ) ユ ジ ター(AN-58C) 十 M-2D(10 枚 ) 二 ジ 
ョ イカ ー ド 士 ゲー ム 3 種 ョ イカ ー ド 二 ゲー ム 3 種 eeisrers So 


! FT に \ 102,780m 超 特価 \7 7,000 oy 262.00O 


セット: 
X-IG モ デル 30(CZ-822C 十 CZ-820 
D) + Th NM 2D (10 枚 ) † ジョ イカ ー ド 二 


X- in (CZ-830C 填 CZ-830D) 十 
M-2D(10 枚 ) 十 ジョ イカ ー ド 二 ゲ 
ー ム 3 種 

ーー \ 197, ee 


通信 モデ ムコ ー ナ ー (送料 \1.000) 


0 を mvp.ar28eM55000 | 人 208 和 イー He トト 
定価 159.000 ⑥MD-1200ATT( オ ムロ ン ) ーー 定価 \24.800mw 特 価 半 19, 
3 KCAP7moeourorh 定価 \122.000*P&A 超 特価 | ゆ MD-2400B( オ ムロ ン )…………ーーーーー… 定価 \49.800m ゅ 特価 学 37, 
特価 \89.80O Na ⑥SR-120S (エプソン) ーー 定価 \ 29, ‘800 さ 0 8 3, 
(用 紙 1000 枚 付 送料 無料 ) ⑤SR-240AT( エ プ ソ の ERR 
で ) CZ-8PK5 6 
人 (3 段 ーー (B) 4 段 = 〇 5 段 
特価 \69,8OO 875(H) 1245(H) 1280(H) 
ーー x580(D) x600D)- 供 計 - x600①) 
daw; X610(W) X614(W) 620(W) 
<“ * \8,500 \13,500〆 ア \16,500 


[ 現 久 一括 で お 申 じ 込み の 方 
CE 定 , @ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 


書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 


[銀行 振込 で お 申し 込み の 方 〕 
周辺 機器 コー ナー( 送 料 \1.000) % その 他 の 周辺 機器 は お 電話 下さ い 。 


(送料 \1.000) 


カラ ー イ メー ジス キャ ナ 


@ 銀 行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 
商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 [振込 先 ) 住友 銀行 新小岩 支店 


の CZ-8BSI(FM 音 源 ボ ー ド ) ee 定価 \ 23.800 "特価 演 19,OOO | (電信 扱い て お 振込 み 下 さい 。) 
⑧CZ-8RLI( デ ー タ レコ ー ダ ) ………… ド ドド ーー 定価 \24.800 呂 特価 \20,000 所 1 o e_ 。 ラ ンド 。 ュー 
OCZ ラー イッ ー ジ ポニ ド | ek 定価 \ 39.800 っ 特価 \ き 1 yOOO | 〔 ク レジ ッ ト で お 申し 込み の 方 当 No.263914 稀 ピ ー・ ア ンド ・ エ 

Z-8 | 立 セッ ooeeeooooooooeooeoeoeoee 定価 学 29, 800 > 5 埋 ョ = だ > > \ よる 。、 ィ ゃ * { \ ナ ー ご 
2 rtet ー ム て ュ ee @ 電話 ( て お 提 。 ク レジ ッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ご 記入 
⑤⑥CZ-6VTI( カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト ) ……………… 定価 \69.800 " き 特価 \\55,OOO | の 上 、 当 社 まで お 送り パ だ さい 。 


CZ-6EBI( 拡 張 |/O ボ ックス )…… ド | ドド ーー 定価 \88.000 必 特価 党 69,OOO 


@ 現金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す 残金 の み に 金 利 が か か り ま ず 
①AN-160SP (アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム )・ 定価 \59,800 只 特 価 学 47,OOO 


@ 1 回 60 回 払い まで 出来 ます 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3,000 円 以上 。 
超 低 金 利 ク カレ ジット 率 


wore cna 


マイ コン : PE 休 式 会 社 ピー・ ア ンド ・ エ ー eeeere eee 
@ と ビデ ナ 124 東京 都 葛飾 区 新小岩 2 目 7 番地 1 号 (人 PBY00 う 
a 人 03-651- 0148 Ra 


cr 


避 エ IO つ OOoo の ベー バツ , 名 で 山 由 OO-N 有 ミニ FTSG 計 | 負 弄 RNNCL ご と S 馬 次 価 放 


eR 7 Mivea 


el9HC で 守 古 9#7 角 基 小 仙一 お宮 QO 計 ププ SITNIRTINNO び コ ヒ ユ オー て て | 


VH ご ころ 守 計 州 


2 イプ た ハー が ンダ スク 背 戴 、 
クリ エイ ティ ププ ワー クス テー ショ ン X68000 が 】 


(いい 郊 多 ん っ 


シヤ ep 
本 体 オ キー ボー ド (CZ-611C-GY) 標準 価格 \399.80 


ログ - B00D を FL た 場合 き 人 


の 大 特価 7 1 0 標準 価格 Y369.960- 


人 15 型 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-600DE) 標準 価格 \+129.909- 


ズバ リ ギ 340,000/ @ チル トス タン ド (CZ-6ST1E) 標準 価格 \5.809- 


高度 な パフ フォーマ ンズ を 尋 め で 、 新 登場 / リフ 2 な 7 太 人 衣 と 育 カ 浴 言 カ を 溢 する 。 


18MHz の 高速 80886CPU、 高 速 グ ラフ ィ ッ ク LSI 搭 載 。 
Al 辞 書 に よる 高度 な 日 本 語 処理 、MS-DOS V3.1。 


= 生生 生計 パソ コン テレ ビ 7 77 の Do の 
ーー “年 デー 本 体 + キ キー ボー ド (CZ-880C) 
で プ ) = = 芝 I gr ずい 標準 価格 \218.000 


下取り 機種 問わ すず / サ ービス 大 特価 \100,000 


@ ア ナ ロ グ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド 内 上 蔵 る 4.096 色 対応 ニュ ー テ ロッ パ 機 能 @8 重 和音 ステ レオ FM 音源 
搭載 る @ マ ウス 標準 装備 YJIS 第 1/ 第 2 水準 漢字 ROM 実 装 る シス テム 、 ユ ー ザ ー 辞 書 装備 @1M バ 
イト 5 イン チ フ ロッ ピー2 基 搭載 


お 買い 上 げ の 方 に プレ ゼン ト 


@16 ビ ピッ トバ パーソ ナル コン ピ 
(1.2MB FD2 基 搭載 ) 標準 価格 \ 430.000 

@ 16 ビ ピット パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-6556 
(1.2MB FD2 基 、20MB HD1 基 搭載 ) 標準 価格 Y 650.000 


※ 下 取り 価格 、 及 び 特 価 に つき まし て は 、 電 話 で お 問い 合わ せく だ さい 。 


@⑱ モ デム ユニ ッ ト ( シ ャ ー プ CZ-8TM1) 


“0426-45-3001~3 [prer si 
@ 人 営業 凡 周 : 10:00~19:00 。 議 上 E= 識 上 LU 込 みい 。 人 


お 中 し 込み の 際 


アイ ビッ ト 電 子 格式 会 社 @ 志 話 守 20: 0O 迄 可 - 道 か ら 沖縄 まで i tt の 
〒192 東京 都 八 王子 市 北野 町 560-5 、 友 基 ム 痢 所 = ゴミ 63s に まき 9 誠 半 芝 上 銀 行 八 王子 支店 a 1752505 


男 富 士 通 FM 周辺 機器 ( 約 150 機 種 ) ご 希望 の 方 に 特価 リス ト 差し 上 げ ま す お ( 切 手 70 円 を 添え て お 申し 込み 下さ い ) ] 他 に セカ ラー モー シー 各種 在庫 あり ます 。 


@ シ ャ ー プ Cu14BD(14 型 ) @ シャ ー プ CZ-820DTV 付 @ シャー プ CZ87OD・TV 付 mm 
アナ ログ 2000/4000 OO (14 型 )2000/4000 自 動 切換 て 
定価 \64.800 特価 \39,8 定価 \109.800 > @ シャー プ CU-14GE(14 型 》 


特価 \54:800. 定価 \49.800 っ 
特価 \69.800 特価 \29,800 


_ 生 昌 間 隊 < 人 人 に “ シャ ー プ IMZ-1D2 
通 ゼ ネ ラ ル DM-405 る @ シ CZ-60 @ シ ャ ー プ CZ880D 。 る シャ ー プ MZ-1DITO ” 補 価 \89 0・ 
(MSX2、FM-AV2 対 応 ) (15 型 ) TV 付 TV4HK44 短 9 走 価 \41.800 コ 特価 69.80O 
定価 \67.800 っ 定価 \129.000 ょ 定価 109.800 き 。 55no 用 > < 


特価 \36,OOO 特価 \89.800 ] 特価 ぎり 900 特価 \25.0OO 


本 シャ ー プ モニ タク A る @ シャ ー プ CU-14AD 
ジ シャー ニタ ー i | 
MD-12P1( グ リー シン) (14 型 ) ドッ トピ ッ チ 0.31。 
MD-12P2( モ ノ ク ロ ) 200/400 デ ュ ア ルス キャ ン 1 Pe 
ee 定価 \84.800 ふ 叶 価 \119.000 う 


特価 28.000 「 特価 \6 テ 809Q. 特価 \78,000 


本 誌 発売 IE 本 本栖 補 よう 、 な さら に お 求め や すい 価格 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 


@ シ ャ ー プ MZ8BC04( ダ PB の) …… \18.000\8.000 | @ シ ャ ー プ CZ-8PC2( 疹 革 愛 )…… \69.800 ラ \55.000 
シャー プ MZ-8BI04(GPIB カ ー ド )…\ 45,000 う \18.,000 シャー プ CZ-8NS1( イ バー ジス キャ ナー) 

@ シャ ー プ MZ- 1R09 座間 te \ 35 ,000 ラ \\25.000 RR RE I A es \ 188,000 ラ 

@ シャ ー プ MZ-IR10( 湊 ow)…・\ 30,000 み >\12,000 @ シャ ー プ JX-100、200 (カラ ー ス キャ ナー) 入荷 予定 ./ 
@ シャ ー プ MZ-1R11232RAA ナ ……… -Y80.000 ふ \40,000 @ 日 立 MP-1053( 徐 雪 ウ ンタ ー) .… \ 315,000\158,000 
⑱ シ ャ ー プ MZ_1R18(CP952O…… ¥18,000>\12,000 、 て - 

@ シャ ー プ MZ.1R19 (2 思 。。o。)-\ 35,000>\15,000 | フロッピ ーー ディ スク 

@ シャー プ MZ-1R24( 辞 書 ROM)… \ 22,000 ゅ \10.000 |「 フ 3F 25 ー ) 
@ シャ ー プ MZ_-1R26A( 江 可 RAY)…\ 15,000\12,800 @ シャ ー プ CZ-503(529 し) …\¥30,000 
@ シャープ MZ-1R27A( 全 琶 2)…\ 13,.000\10,000 @ シ ャ ー プ CZ-502F ら 2 ダー タン と)\ 99,800 う \75,000 
@ シャ ー プ MZ_1R28A( 只 維 )… \ 13,.000\10,000 @ シ ャ ー プ CZ-300F errreeee ¥ 13.000 
@ シャープ MZ-1R29A( 其 品 吉 3)… \ 32,.000\10,.000 

シャ ー プ MZ_-1R37(R 人 AA 学ん )… \ 35 , 800 き \\28,000 

@ シ ャ ー プ MZ-1T02 層 22 )\19.800S\8.500 | ソフ ト 

@ シ ャ ー プ MZ-1T03( の 発電 ラー) \ 12.000\8.500 | @ シ ャ ー プ CZ.-21 LLS(C コ バイ … \ 39.800 う \35.800 
@ シャープ CZ8BGR2(%1 タ ー ボ 10 用 )\ 14.800\4.000 @ シ ャ ー プ CZ141SF(NEW BASIC) \ 18.800③ \16.000 
@⑱ シ ャ ー プ CZ.-8BS1(S 和 る ゆけ \ 23.800S\19.500 @ シャ ー プ MZ-.2Z013(888os) …・\ 25,.000③ \21.000 
@ シャ ー プ CZ-51F (ター ボ 増 設 ) 同等 品 ……… \25.000 | @ シ ャ ー プ MZ-2Z017(8%8c3)…… \20,.000 ラ う \17,000 
@ シ ャ ー プ CZ.-252F(X1F 増 設 ) 同等 品 ………… \22,000 @ シ ャ ー プ MZ-2Z032(8R8Asc) … \ 12.000③ \6,000 
@ シ ャ ー プ MZ-2000/2200/80B/1500/700 用 …………… @ シ ャ ー プ MZ- 2Z064 (8) \69,.800 ラ う \59,500 


ES EE ーー バー \ 23.500 う \18.000 | @ シ ャ ー プ MZ.-1Z-005………… \25,000 う \21,500 
シャー プ MZ_IE15( の 人 た し)\ 35.000 う \28.000 | る シャ ー プ MZ-2Z023(2 る XSic)…\ 50.000 う \42,500 
@ シ ャ ー プ X1、MZ 用 マウ ス ……" の 7 特価 \4.800 | @ シ ャ ー プ MZ-2Z025 (合う) \ 49,800 う \15.000 


@ シャ ー プ MZ.1X29( 学 マウ ス ………| \13.800③\11.000 @ シ ャ ー プ MZ-2Z014(TODAY)… \ 68,.000③\15.000 
@ シャープ MZ-1M08( ボ イス ボー ド )・\ 10.000③\6.000 る @ シャ ー プ MZ5Z013( 通 信 ソ フト ) …… ¥6,500 み \2,000 


拡張 機 @ シ ャ ー プ MZ-2000/22000 キ ー ボ ー ド ………… \10.000 ⑯ シ ャ ー プ 6F03(QD デ ィ ス ク )……… パ ドド … 10 枚 \4,000 
まほ 呈 他 ー @ シ ャ ー プ MZ-3500 キ ー ボ ー ド …… パパ \10.000 | @ シ ャ ー プ MZ-1E26(# て ミミ テラ )・\ 24,800$\13,000 
@⑯ シ ャ ー プ CZ- IM1( モ デム ) eae) \29,800 ふ 学 9,800 | @ シ ャ ー プ MZ-5500 キ ー ポ ボー ド ……………… \10.000 | @ シ ャ ー プ MZ-6Z010( ラ ジス る 55)…・ \ 10.000③\8.500 
i a 0 DE Te | AM \10.000 | シレ シャープ MZ.-1MO1(2000/2200 用 )……… 特価 \8.500 
@ シ ャ ー プ に CZ8EM(320kB ボ ポー ド )‥ \ 88,000 ふ \20,000 本 3 

@ シ ャ ー プ CZ.8EB.3 導 きっ)…Y33.800 っ \28.000 | プリ ンタ ー S ラ HARP ポ ボケ ッ ト コ ンピュータ 

@ シャープ CZ-8EP(%1 拡 張 ポ ー ト )… \ 11.800 う \9.000 | @e シ ャ ー プ MZ-.IP27( 平 ブリン 久 …\ 268 000\214,400 | QPC1360( 本 体 )eeeereeeee \29,800 み \19,800 
@ シャ ー プ MZ-1U01(2000 用 拡張 )・\ 37, 000 づ (在庫 切れ ) | る @ シ ャ ー プ MZ-.IP28& 桁 プリン 久 ・\ 148,000 ふ >\118,400 | @PCE200( 本 体 )eeeeeee \22.000 ラ \17.800 
@ シ ャ ー プ MZ-1U03(700 用 拡張 )…\ 35.000③ \15.000 @ シャ ー プ MMZ-1P29(132 桁 プン タ ・\ 168 000 う \134.,400 er. ES00( 本 体 )・ っ ¥ 28 800 ¥24,800 
@ シャ ー プ MZ-1U05(5500 用 拡張 ) …\12,000 う \8.500 | 人 @ シ ャ ー プ MZ-IP17 ヴ ララ あ 千 仙 1 8 

@ シャープ MZ-1U09(2500 用 拡張 ) … \9.000③ う \7.200 の の の の ep ee る と Le る Se ee の る も: る の 6 の: の 0: も の の る …\85,800 ラ \\39.800 し 


@ シャ ー プ 1IRO1 二 1RO02X2………… ¥55,000$\12.000 | る シャ ー プ MZ-6P11( ぽ 2 な どー り ・\ 95 ,000 う \35,000 

@ シャープ MZ-1E24232C カ ー ド ・\ 19,800\16.800 | る シャ ー プ CZ-8PD2( ド ッ ト プ リン ター)…\ 79,.800 う \25,000 . | 較 

@ シ ャ ー プ CZ.-8BK3( 業 傘 あ 42) … \ 13,800\11.700 | る シャ ー プ CZ-8PD3( ド ッ ト プ リン ター)…\ 59,800 う \19.800 - と と ァ ぎ 20.000 
人 @ シャ ー プ CZ-8BK4( 開 某 き あ ) …… \6.800 う \5.700 | @ シ ャ ー プ CZ-8PK5(80 桁 ) …… \129.000③\69,800 y , 


@ シャ ー プ MZ-1M03( 夢 邊 。。。_) ・\ 69,000 ふ \35,000 | @ シ ャ ー プ CZ.-8PK6(130 桁 り …・ \ 159,000 う \89.800 | 切手 \70 を 同封 の 上 、 当 社 へ お 申込 みく だ さい 。 


“0426-45-3001~3 
FAX.0426-44-6002 
営業 好 届 70:00 一 79:00 


アイ ビッ ト 電 子 柄 式 合 社 9 計 :20:00 ほ g 


〒198 東京 都 人 王子 市 北野 町 560-5  W 定 灯 如 : 暦 ( 秦 戸 稿 業 り 
※ 掲 載 さ れ て いる 商品 は 全て 新品 保証 付き で 
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・ 機 能美 あふ れる ハイ コン パク ト 設 計 。 

・32 ビ ッ ト へ の 移行 が スム ー ス に 行え る 将来 性 を 見 越し 
た 68000CPU を 採用 。 

・ メ イン メモ リ は 、 大 容量 1M バ イト を 標準 装備 (最大 12 
M バ イト ) 。 

・ ク ロッ ク は 10MHz の ハイ スピ ー ド 。 

・ ア ー ト 心 を 躍ら せる グラ フィ ックス は 、 65.536 色 を 最大 


次 注文 No.A-0813 


SHARP CZ-611C 学 399 , 800 
SHARP CZ-601D 学 119.800 
標準 価格 合計 学 519.600 
現金 特別 価格 \519-600 
大 特価 に て 提供 中 


ー ナ ス 〕 \ 19,000x10 回 


①⑦ 芝 6@,OOO x 60 回 (〔 ボ 
②\ ら 9,2OO < 36 回 〔 ボ ー 
③¥9,200 x 60 回 (ボー 


ナス ]〕 \ 29,000x 6 回 
ナス ]〕 無 し 


つい に ベー ル が 劉 さ れ た /"68000CPU 搭 載 。 ひ と つ ひ と つの ス 
ベッ クツ に 新鮮 な 驚き が ある 。 未 体験 の 機能 美 が 創造 力 を 刺激 する 。 


912X512 モ ー ド て 同時 発色 の 上 、 新 開発 ス フ ラ イト IC 
採用 で 綴 密 で スム ー ス な 動き の 本 格 G.G が 楽し め る 。 
・ ス テレ オタ イプ の 8 オク ター プ 8 重 和音 FM 音源 を 採用 
し L・R2 チ ャ ン ネ ル の オー ディ オ 出 力 を 使え ば 、 ダ イナ 
ミッ ク な シン セ サ イ ザー サウ ンド の 世界 が 拡がる 。 
・ も ちろ ん JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 は 標準 実装 、 日 本 語 
処理 機能 は 強力 。 


次 注文 No.A-0814 
SHARP CZ-6010C 
SHARP CZ-60ID 


\\319.800 
\119.800 


標準 価格 合計 \439.600 
現金 特別 価格 \ 439-600 


18,000x10 回 
ナス ]〕 \ 30,000x 5 回 
ナス ]〕 無 し 


@\⑨,OOO x 30 回 (ボー 
③\ ぎ 9,30Ox 48 回 (ボー 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 / 今 すぐ お 電話 下さ い 


ペソ / a 


・NEW Z-BASIC (CZ-8FB03) の 搭載 で 4096 色 マ 
ル チ モ ー ド 、 64 色 2 画面 合成 、8 重 和音 FM 音源 、 ビ デ 
オ テ デジタ イズ 機能 な ど を フル サポ ー ト され て いま す 。 

・ 内 部 は 、 さ ら に バン ク RAM を 64K バ イト を 追加 し 、 512 
KB バン ク メ モ リ を 標準 で サポ ー ト され まし た 。 

・ 複 雑 な 入力 も 簡単 に 操作 で きる マウ ス を 標準 装備 。 

・ 大 容量 、1M バ イト ディ スク ドラ イプ 2 期 内 蔵 。 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 / ⑯ 今 すぐ お 電話 下さ い 


W ーー へ 77 
マル チア ー テ ィ ス トマ シン 
次 注文 No.A-0815 
SHARP CZ-881CBK 学 179.800 
SHARP CZ-880DB 学 109.800 
標準 価格 合計 学 289.600 
現金 特別 価格 


= お 支払 例 を 。 
の ¥5, OOO x 36 回 〔 ボ ー ナ ス 〕 \15,000x 6 回 
@\ ぎ 8, OOO < 18 回 (ボー ナス )〕 \ 30,000 x 3 回 
③\8,800 x 30 回 (ボー ナス ) 無 し 


AX// 


・HE シ ステ ム (PC Engine) を 内 蔵 し て ゲー ム 機 と パ 
ソコ ン の あい だ を 埋め た ニュ ー モ デル 。 Joy カ ー ド も 標 
準 装備 。 

・HE シ ステ ム モ ー ド ・X- 1 モー ド ・ 又 、 同 時 に 両方 を 動 
作 可 能 。 

・5 イ ンチ ・320K バ イト ディ スク ドラ イプ を 1 基 搭 載 、 ス ー 
パー イン ボー ズ 機 能 内 蔵 、 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 // ⑯ 今 すぐ お 電話 下さ い 


twin "HH ヒ ビシ ステ 
(PC Engine) 搭 載 で 楽し さら 倍 


次 注文 No.A-0816 


SHARP CZ-830CBK ¥ 99.800 
SHARP CZ-820DB ¥ 79.800 
標準 価格 合計 \179.600 
現金 特別 価格 \ 179_660 
EE 考 お 支払 例 和 a 


Par ep Te ーー 
ー ナ ス 〕 \ 10,000x 2 回 
ナス 〕 無し 


の \ ぎ 5。 20O < |6 回 ( じ 
O¥8, ‘900 x 12 回 【 ボ ー 
S¥8,100 x I6 回 (ボー 


次 注文 No. 己 -0823 


"24 ピン 80 桁 、JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 実装 。 
人 ガキ 印字 可能 な 高速 コン パク ト プ リ ンタ " 


SHARP CZ-8PK5 \129.000 
現金 特別 価 \69,800 
の ① 半 7,400 x |0 回 〔 ボ ー ナ ス )〕 無し 
②\3,30O < 24 回 〔 ボ ー ナ ス 〕 無 し 


当社 で 商品 を お 買い 上 げ の 方 全員 に 、 


次 注文 No.B-0825 
"4 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ " 


次 注文 No. 己 -0824 
"54 ピン 136 桁 、JIS 第 1・ 第 8 水準 漢字 実装 。 


ハガキ 印字 可能 な 高速 ビジ ネス プリ ンタ " snARp MZ-IPI7 \79.800 

CZ 用 ケー ブル 学 7,800 

SHARP CZ-8PK6 \159.000 標準 価格 合計 \86.600 

現金 特別 価格 \89.800 現金 特別 価格 学 42 .800 
5 3 織 お 支払 例 


の ¥7,400 x 6 
@\3,800 x 2 回 (ボー 


シン ショー ルー ム 改装 中 の 為 、 休 業 中 で す 。 
O 中 古 パ ソコ ン 展 示 即 売 


ナス ]〕 無 し 
ナス ]〕 無し 


の \9.500x 10 回 (ボー 


②\ ぎ 3, OOO x 36 回 (ボー ナス ) 無 し 


co 


カー ド を 無料 で お 送り 致し ます 。 こ の カー ド を お 
持ち の 方 な ら 次 の 買い 換え 時 や 、 周 辺 機 器 の 購入 
時 に 会 買 特別 価格 で ご 購入 に な れ ま す 。 
会 員 専 用 ホッ トラ イン 人 な 03(797) 1444 


o レ ンタ ル ・ リ ー ス 用 PC-9801 展 示 
o ビ ジネス ソフ ト の デモ 実施 


mm 


CZ-820CE ( ぶ -iG モ デル Io) SHARP _- 
CZ-8I1OC- 0y すら ,8O sn60-) ほ の ,OO 中 
CIF/10) X-1G モ デル 10HF コ ン バ ー タ セッ ト tee TE 
¥89,800 史 ギ 12,000 SHARP (本 体 十 AN-58C) 新品 同様 デス < 
ロト 。。 6688.809 
¥139,000 史 F442,000 (本 体 + CU-14GB) 新品 同様 X-1G モ デル 30TV デ ィ ス プレ イセ ッ ト 
Yil9,600m ¥46,600 (本 体 + す TV ディ スプ レイ ) 


¥197,800 史 ギ 94,600 


SHARP 

ビ ァ -680 昌 a ri の MZ-1P17(E*B) 新 品 

rr ジル A 

¥ 21 7 一 湊 子 革 

ロン -880D 日 生 SHAHP ¥ 129,000% ¥69,800 Rn デメ 2 2 

¥109,800m 8S6, ひ OOO CZ-820DE・B 新品 ビン - ヨ PKB 新品 同様 (XI 用 ケー ブル 付 ) 

セッ ト 価 格 。 (14 イ ンチ 2000 字 RGBTV) の Y76,600* 人 46,800 

¥ 327,800m FI88,000 ¥79,800 史 F339,800 7 93, (MZ-2500 用 ケー ブル 付 ) 
HARP ' 
本 体 CZ-8PP2( カ ラー プロ ッ タ プリ ンタ ) 新品 | ……… \ 54,800 只 15,000 
CZ-8| 1IC(X-IF/10) SS CEE iG 0 GE Ee \ 89,.000 吐 考 12,000 CZ-8PD2(10" ド ッ ト プ リン タ ) a ka Rs ae \ 79,800 叶 28,000 
CZ-812C(X-| F model 20) ed a \ 139,800 叶 ま 42,000 CZ-8PD3(10" ド ッ ト プ リン タ ) Av GG 0 fh 0 の cec の ee な \ 59 ,.800 吐 才 28,000 
CZ-822C(X-IG model 30) ee ¥\118,000 史 8,000 CZ-8PCI(80 桁 24 ド ッ ト 漢 字 熱 転写 プリ ンタ ) … \ 69,800 呈 35,000 
CZ-850C(X-ITurbo/model10)…… の の の tt… \168.000 只 25,000 CZ-8PNI(80 桁 24 ド ッ ト 漢字 熱転写 プリ ンタ ) … \ 134,800 只 子 32.000 
CZ-852C(X-ITurbo/model 30)…………… \248,.000 ほ ぎ 58,000  MZ-80P6(80 桁 ドッ ト プ リ ンタ ) …… ド ドー \|55,500 只 18,000 
MZ-2531 (MZ-2500 V2) ee ¥ 198,800 只 ¥ 88,000 MZ-| P06 (80 桁 漢字 プリ ンタ ) です ルー \ 234 ,000 味 3 45,000 
ディ スプ レイ MZ-1P09(MZ-1500 用 カラ ー プ ロッ タプ リン タ ) 新品 |… \ 47,600 叶 ぼ 25,800 
I4M-111C(14' カ ラー1000 文 字 ) ee \ 67.800 ゆ ほ 才 75,000 MZ-IPI7( 涯 入替 転写 ラッ シタ) 新品 | …………… \ 76,600 ゆ ギ 42,800 
CU-I4F1I(14" カ ラー2000 文 字 )……………………… \ 64,800 呂 王 18,000 MZ-IPI7( 洪 婁 熱転写 タ ッ シ タ | 新品 | deste ete ¥ 76,600 呂 子 46,800 
CU-14A2(14" カ ラー4050 文 字 ) ee \ 99,800 只 48,000 CZ-8BM2(X-| シ リー ズ 用 マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス ) \ 19,800 只 所 10,000 
CU-14AD (14" カ ラー4050 文 字 ) ee \ 84,800 史 ギ 48,000 CZ-8RB(X-| シ リー ズ 用 ROM BASIC)………… \ |9,800 只 10,000 
CZ-811D(I4" カ ラー2000 文 字 RGBTV)………… \ 89,800 只 ぎ 32,000 CZ-8SS2( シ ステ ム ス タ ン ド )…… つ [ioioeoermn \ 5,500 只 4,000 
CZ-830D(14" カ ラー4050 文 字 RGBTV)………… \ 98,000* ゅ 62,000 * SHARP X-1 シ リー ズ 特 選 極 上 品 コ ーー ナー キネ * 
MZ-ID05(14" カ ラー2000 文 字 ) eS の SGS の SS \ 69.800 呼 手 18,000 CZ-820CE(X-1G/10))! 新 品 同様 a ¥ 69,800 呂 16,800 
MZ-IDII (12" カ ラー4050 文 字 ) …(… ひ ー ド ーー……… ¥ 113,000 嘆 皇 42,000 CZ-822CB(X-1G/30)「 新 品 同様 |…… パ ぱぴ 上 ……… \118,.000 吐 手 59,800 
MZ-ID22(14" カ ラー2000 文 字 ) …… ti ドー ¥\108,000 叶 ギ 45,000 CZ-880CB(X-ITurbo Z)「 新 品 同様 | …………… ¥218,000 史 F102,000 
ディ スク ドラ イブ ・ プ ブリ ンタ.・ 他 * SHARP ディ スプ レイ 特選 極上 品 コ ー ナ ー * 
CZ-501F (5"2D、2 ド ライ プ ) ee \129.800 只 ら 55,000 CU-I4G (14 カ ラー2000 文 字 ) 新 品 | ………… バ \ 49,800 只 才 29,800 
CZ-502F (5'2D、2 ド ライ プ ) ete \ 99.800 只 55,000 CU-i4A4(I4' カ ラー4050 文 字 ) 断 品 ………… \ 89,800 只 49,800 
CZ-503F (5"2D、 | ドラ イブ) ee \ 49.800 只 32,000 oz-820D(4 カ ラー2000 文 字 RGBTV)| 新 品 同様 | …… \ 79,800 叶 F 39,800 
CZ-800P (10" ド ッ ト プ リン タ ) ee \142,800 只 15,000 CZ-880DB(I5" カ ラー4050 文 字 RGBTV)! 新 品 同様 |…\ 109,800 只 才 86,000 
CZ-8IP (ミニ サイ ズ プ リン タ ) ee \ 34,800 只 10,000 CZz-600D (I5' カ ラー4050 文 字 RGBTV)[「 新 品 同様 |…… \|29,800 只 孝 88,000 


全 商 品 保証 付 6 ヶ月 の 保証 期間 だ か ら 安 心 で す 。 
全国 無料 配送 全国 どこ で も 配達 笠 は いた だ きま せん 。 


高額 下取り 少な い 予算 で 買い か えも ラク ラク 。 


代金 引換 え シ ステ /、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで DK。 


クレ ジッ トド で OK カレ ッ ジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 


日 曜 配達 可 留 寺 の 多い 方 で も 安心 で す 。 
高額 買取 りり 電話 ] 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 
ボー ナス ーー 括 払い 商品 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 \ い は ボー ナス 時 に 。 


@ 電 話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ ノ マ 本 社 注文 デス ン 


@ あ な た の 不要 に な っ た パソ コン を 電話 一 本 で 
四条 0 の a “ OS(7S97) リア ケー アー ゴ / 


@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す の で 
= ビュー ダバ ココ 


お 気軽 に お 電話 下さ い 。 
株 式 会 社 バ シフ ィ ッ クコ ンピュータ バン ク  〒150 東京 都 渋 谷 区 渋谷 1-B-B 井上 ビル 営業 時 間 ズ AM9:30~PM9:30 年 中 無休 


3) 


今 


ーー 


芋 箇 冗 還 


の う ラ ( ア ラン フリ 7 用 用 4 


< ぐつ 


J 
A 
7 
電 
詞 
本 
C 
ご 
え 
る 
/ 


7 


で き 2 る 大 の 喜 意 と 中 好 を る っ て 


4 sracp AR" GE000 


ァ ク セス No.X0805 


絡 \862.400 量 きき 半 555,500 


CZ-600C(65536 同 時 発色 、 ソ フト < グラ デウス > 付 、 ス テレ オ 音 源 ) …\369.000 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) emcee \119.800 
VC-DS1000($ デ ジタル ・ ノ イズ ワイ パー+S-VHS 姜 備 ) …………… \220.000 
CZ-8VPI( ビ デオ マル チ プ ロ セ ッ サ ) PTP T \ 59.800 
CZ-5VTI( カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) Ress \ 69.800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD *I0 枚 ) OUR \ 24.000 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 交換 シス テム !) …………………… ¥ 0 

安心 の 3 倍 保 証 ( (IPL 保 証書 付き ) oo ¥ 0 


¥3, 000 準 価格 \862.400 

X72 回 ボー ナス 02 万 X12 回 
\ 5 5 2.82 万 x12 回 
\ 7,.000x48 回 3.88 万 x8 回 
\10.000x36 回 


4.45 万 X6 回 
アァ クセ ス NoO.X0801 


格 了 12.800 量 き IPL 超 特価 


ボー ナス 


ボー ナス 


CZ-600C(65536 同 時 発色 、 ソ フト < グラ デウス 〉 付 、 ス テレ オ 音源 ) …\369.000 
CZ-601D(0.39 ミ り 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) ………………… \119.800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*|0 枚 ) Ssssre3Scotescoee \ 24.000 
初期 不良 期間 (ワイド に | ケ月 間 の 交換 シス テム ………… ド …… \ 0 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) … 人 上 け ド じみ ……… ド ーーー \ 0 


準 価格 \512.800 


¥2. 200 i 2 


2 .0 万 X12 回 
\ ぎ 3.000x48 回 2.8 万 X8 回 
\ 4.900x36 回 3.0 万 x6 回 
\10.000<>24 回 


2.64 万 xX4 回 
RRANGE/ 
わせ て 


ボー ナス 


目的 に 合 
自由 に アレ ンジ ん 


X0801 に ゲー ム を 添え て 


CZ-6ST1( 衣 度 自由 自在 、 調 節 OKI) 


スペ ー ス ハリ アー \ 
マン ハッ タン ・ レ クイ エム ere 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン ト !) 


聞 \541.400 昌 明 IPL 起 特価 


\2,700x72 回 | #ー ナ ス 2.0x42 回 


"seeesseeneseeseeeeessecesesessssseees 


※ そ の 他 の クレ ジッ ト に つい て は お 問い 合せ くだ さい 。 
X0801 を シス テム UP ノ 


CZ-213MS(MUSIC PRO 68K) *\ 18.800 
CZ-214MS(SOUND PRO 68K) 
CZ-8PC2(10" カ ラー 熱転写 B5 て B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文 字 ) ……\ 69. 800 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) 


CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド プレ ゼン ト !) 


絡 \617.670 呈 紅 IPL 超 特価 


\3,000x72 回 | *ー 2.38 万 X12 回 


※ そ の 他 の クレ ジッ ト に つい て は お 問い 合せ くだ さい 。 
50.00UU 人 も の 人 ん が 体感 し た 安心 感 。 


ーー 情 頼 の |P し ワイ ドサ ボー ト 


アク セス No.X0804 


絡 \587.800 時 作 355,800 


CZ-600C(65536 同 時 発色 、 ソ フト < グラ デウス > 付 、 ス テレ オ 音 源 ) …\369.000 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 アナ ログ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) …… トド … \119.800 
VC-N35( 簡 単 操作 の ファ ミリ ー ビ デ オ ) esse eens tn eae \ 75.000 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD 10 枚 ) ぐ で に ee いい ー Y 24.000 
初期 不良 期間 ( (ワイ ド に | 月 の 交換 シス テム …………………… \ 0 


安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き ) 
準 価格 \587.800 


¥3,000 i 


2.0 万 X12 回 
\ 3.000x48 回 3.5 万 X8 回 
3.23 万 X6 回 


3.96 万 X4 回 


ポー ナス 


\ 6.000x36 回 
\10.000x24 回 


アク セス NO.X0817 

価 内 
格 ギ 396.400 時 きき 半 P74,300 
CZ-881 (C (ヒビ デオ 画像 取 込 、 メ スー パー イン ポー ズ 、 テ ロッ 7 可 、 マ ウ 2 付 cucauaaar \ 1 79, 800 
CZ-880D(14" カ ラーTV リ モコ ン 付 4050 文 字 ) NAS saiee ee な \109.800 
VC-N35 (簡単 操作 の ファ ミリ ー ビ デ オ ) Nii a Re vs ¥ 75,000 
イー ス [I RE RI CG RT EET RR \ 7.800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*|I0 枚 ) nis a \ 24.000 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 の 交換 シス テム ) ……… ひ tt…… \ 0 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) ee \ 0 
\1 400 標準 価格 \396.400 

9 x72 回 *- ね 2.0 万 X12 回 


ボー ナス 


¥ 3.000x48 回 
\ 5.000x36 回 
¥ 9.100x24 回 


2.18 万 xX8 回 
2.13 万 X6 回 
2.0 万 XX4 回 


ボー ナス 


RRANGE/ 


目的 に 合わ せ て 
自由 に アレ ンジ / 


X0817 を S-VHS ビ デオ に 変え て 


VC-DS1000($S デ ジタル ・ ノ イズ ワイ パー+S-VHS 装 備 ) … ぎ 220.000 


線 \541.400 時 き 半 358,000 


\2,900x72 回 | 2.0x2 加 
※ そ の 他 の クレ ジッ ト に つい て は お 問い 合せ くだ さい 。 


が ー ブ プス テグ 1 7 
TAO AC, 


Chance 期 間 間 中 、 


200 2 様 に 、 電 話 ゅ 
1 ト 。 edi 


10 桁 電卓 機能 付 


/ ス テム お 買い - 上 ( け の 方 先 
三 


期間 中 、 デ スク を お 買上 け の 方 全員 
に 、A-300( 原 稿 用 スタ ンド \ 8,000) を 
プレ ゼン ト 


Chance 


2 


Chance 


3 


期間 中 、 シ ャ ー プ 製品 を シス テム で お 
買上 げ け の 方 全員 に CZ-8NJ1 (ジョイ 
カー ド ) を プレ ゼン ト 


紹 せ 月 


今回 掲載 の 製品 は 、7 月 18 日 より 8 月 18 日 まで の 期間 に 限ら せ て いた だ きま す 


IPL。 


に SHARP で =/ こ =(@/@/@ ACE 


アァ クセ ス No.X0811 


格 了 823,670 量 き 半 574,00 


U 


CZ-601C(CPU68000.2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) ee \319.800 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 アナログ 3 モー ド オー トス キャ ン ) …… の it \119.800 
VC-DS1000($ デ ジタル ・ ノ イズ ワイ パー+S-VHS 装 備 ) ………… \220.000 
CZ-6VT1( カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) …………… \ 69.800 


CZ-8PC2 (10" カ ラー 熱転写 B5 て B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文 字 ) …… \ 69.800 


3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 )… 條 …… ド ーーーー……ー \ 24.000 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) … 層 に oo \ 470 
電話 帳 電卓 * 贈 時 (E350 人 人 2 ケ ジ ュ ー ル x モ 0OK! 雷 車 機能 付 ………………… \ 0 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 問 交換 シス テム り 9 … の tt \ 0 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) = …t ひ ーー………… \ 0 
¥3 000 標準 価格 \823.670 
3 X72 回 #- カ 4.2 万 X12 回 
\ 5,000x72 回 3.0 万 x12 回 


\ 8.000x48 回 
\ 9.600x36 回 


ボー ナス 


3.55 万 X8 回 
5.0 万 X6 回 


0 全国 無料 配達 4 


ァ ク セス No.X0812 


超 
格 二 646,370 動 半 487.6DD 
CZ-601C(CPU68000、2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) ………………… \319.800 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オー トス キャ ン ) …………… の …… \119.800 
CZ-6ST1 (角度 自由 自在 調節 0KU) = … 上 上 ド ……… ド ーー \ 5.800 
CZ-6BE1A(IMB 増 設 RAM ポ ボード) …… い oo \ 35.000 
CZ-211LS(Ccompiler ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト ) ……………… \ 39.800 
XE-1 PRO( ジ ョ イス テッ ク ) で esseese も eSesosooeeeeeeeeeseseesessewsosess ¥ 9 500 
源平 討魔 伝 tees gion sein od FI ¥ 7 800 
マン ハッ タン ・ レ クイ エム 上 上 L 上 LL ¥ 7.800 
シア あり \ 6.800 
CZ-8PC2 (10" カ ラー 熱転写 B5 て B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文 字 ) …\ 69.800 
3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) Na EE ¥ 24.000 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) 人 候 に oo \ 470 
電話 帳 電卓 * ネ 贈呈 ( 埋 守 550 人 サジ ュー ル メモ OK( 電卓 機能 付 ) ……………… \ 0 
初期 不良 期間 (ワイ ド に 」 ヶ 月 間 交換 シス テム 0 ene \ 0 
安心 の 3 倍 保証 (IPL 保 証書 付き ) ee \ 0 
そう 000 標準 価格 \646.370 
X72 回 *ー ナ ぇ 3.3 万 X12 回 


\ 5.000x72 回 
\ 6.800<x48 回 
\10.000<x36 回 


6 日 曜 祭 日 指定 配達 4 


ポー ナス 2.1 万 X12 回 
3.0 万 X8 回 


3.15 万 X6 回 


ボー ナス 


アァ アクセス No.X0813 


給 \688.070 動き IPL 超 特価 


CZ-601C(CPU68000、2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) ee \319.800 
CZ-601D(0.39 ミ リ 、 アナ ログ 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン ) …ー…… ド ドド …… \119.800 
CZ-211LS(C compiler ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト ) ……………… \ 39.800 
CZ-21 3MS(MUSIC PRO 68K) の … ド ドド ドド \ 18.800 
CZ-214MS(SOUND PRO 68K) ドド ドド ーーー ドー \ 15.800 
AN-160SP (アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム 2 本 組 ) SS 30238 28 \ 79.800 


CZ-8PC2(10" カ ラー 熱転写 B85~B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文字 ) …\ 69.800 


3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD *I0 枚 ) ee 24.000 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) SE IRAE a in eae \ 470 
電話 帳 電卓 * 贈 時 ( 埋 守 紀 50 人 2 ケツ ジュール メモ 0K 電 機能 付 ) ……………… Y D 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 交 換 シ ステ ム !) …………… ド ドド … \ 0 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) =…t…… ド ドド ドド ドド to \ 0 


\3. 000 準 価格 \688.070 

X72 回 ポー ナス 63 万 X12 回 

¥ 5 ea /.42 万 X12 回 
\ 7.000x48 回 


3.39 万 X8 回 
\10.000<x36 回 3.72 万 x6 回 


ボー ナス 


ポー ナス 


ポー ナス 


全局 無 料 配 送 


COMPUTER CREATION 


50.00U 人 も の 人 ん 々 が 体感 し た 安心 感 。 


株 式 会 社 ・ ア イ ビ ピー エル 


信頼 の IP し ワン タッ チワ イド サポ ー ト アパ ビー エリ 
@ 業 界 初 、PL で こそ 成 し 得 た 3 倍 保証 。 

メー カー 保証 12 ヶ 月 の 商品 な ら 36 ヶ 月 の 保証 と グッ と 長期 間 の 保証 を 実施 。 末 
長 〈 安 心して ご 利用 いた だ ける よう 、IPL が 成 し 得 た ワイ ド な サポ ー ト 体制 。 
@IP し だ か ら こ そ 初 期 不 良 へ の 保証 も 万 全 。 交 換 期 間 も 1 ヶ 月 と も っ と も 長期 間 で よむ 
こん な に か か る 修理 費用 eeeeeeeeeeeeeeeee@e@e@@@ 


2 ブリ ンタ ヘッ ド 交 換 \99.500 以 上 /98 シ リー ズ メイ ン ボー ド 交 換 \21 .600 
<S 以上 ノド ライ ブ 交 換 \13.800 以 上 


X PRO SHOP・PRO STAFF 


当社 は 、 SHARP 認定 く Y58000 の XPRO SHOP で すま 
PROSTAFF が サポ ー ト させ て いた だ きま す の で 、 パ ソコ ン ラ イフ 拡げ て 
下さ い 。 


雪 ノ トト ビル 
鎌倉 市 雪 ノ 下 3-4-23 : 商 品 管理 部 


AM10: ーー トー 00 


比べ て ほし いか ら 、 ご 紹介 し ます 。 
さら に お 買得 MP と クレ ジッ ト 


@ ス テッ プア ッ プ クレ ジッ ト が お トク 。 

まず 月 々 1.000 円 か ら ス ター ト し て 2 年 後 か ら 3,000 円 へ アッ プ 。 ボー ナス も 1 年 後 
1 万 円 。3 年 後 3 万 円 。 ま た 夏 の ボー ナス を 貯金 し て 冬 の ボー ナス も 1 年 後 1 万 円 。 
3 年 後 3 万 円 、 ま た 夏 の ボー ナス を 貯金 し て 冬 の ボー ナス の み 年 - - 回 の お 支払 い 
60K。 さ きら 6 に お 支払 い 回 数 も 1 回 払い か ら 最長 72 回 まで ご 自由 に 設定 が 可能 で す 
@ 追 加 購入 も クレ ジッ ト だ か ら 便 利 。 

追加 購入 も 買い 換え も ご 利用 中 の IPL ク レジ ッ ト を 月 々 僅か 1.000 上 円 ずつ の 調整 で OK。 
@ ボ ー ナ ス フ ェ ア を 実施 中 ./ お 買得 感 を じっくり 比べ て 下さ い 。 


Order Telenhone EEE 


@ 本 社 D4B フ 7- ら 4- フ 511 る 大 阪 06-311- ビ 7Z35 


@ 銀 座 03-541-3058 青山 03-470-0061  @ 札 蛋 H11-B ら 1-1444 
@ 仙 台 DE らら -EB5-0531  @ 広 島 DB8 ら - ら ヨコ 3-7881  @ 福 岡 DB ヨ ら -481- ど 44 
@ 商 品 管理 部 時 二 肌 の お 同 合せ 人]467-P4-1154/@ ご 注文 お 問合せ 0487-4-1154/@ メン テ ナ ン ス 部 合流 床 高 の xp U467-4-0453 
@FAX 放 お 量 ヵ タロ グ ]467-P4-0561|@ タ イム リー ボッ クス 5 締 二 まま 0467-P4-0941/@ 下 取り ホッ トラ イン 0467-C4-C040 
本 社 : 〒〒248 鎌 六 市 雪 ノ 下 4-1-12 寺 ノ ンド ビル 電話 受付 :AM10 :00 一 PM8:DOD 水曜 日 定休 
商品 管理 部 : 〒248 鐘 訪 市 寺 ノ イト 3-4-@ 電話 受付 :AM10 :0D0 一 PM8:OOU 水曜 日 定 体 


ァ ク セス No.X0809 
ジ 
A) 価 

ropics / snarp へ ヾ 58000 4cg 価 \907.200 呈 作 IPL 超 特価 
5 CZ-611C(20MHDD 塔 載 、65536 色 発色 、FM8 音 源内 蔵 ) ………… \399.800 
アク セス No.X0807 CZ-611D(0.3 ミ リア ナ ロ グ 3 モー ド オー ト スキ ャ ン ) et \145.000 
日 本 テレ ビ 系 火曜 サス ペン . CZ-6ST1 (角度 自由 自在 、 調 節 0KD emcee \ 5.800 
劇場 「 ネム ー・ /F - 土曜 絡 〒/4/ 5 人 U 2 ii IPL 超 特価 CZ-6BE1A(IMB 増 設 RAM ボ ー ド ) TT oo \ 35.000 
ス ” ン 」/ テ レビ CZ-611C(20MHDD 塔 載 、65536 色 発色 、FM8 音 源内 蔵 ) ………… \399.800 CZ-211LS(C compiler ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト )………………… \ 39.800 
ワイ ド 劇 場 「 黒 い 仮面 の 美女 」。「 日 時 CZ-611D(0.3| ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オー トス キャ ン ) tt \145.000 時 CZ-8NS1 (5-MZ- ム 杉 和 の めい 織 談 計 7 人 W) ee \189.000 
= 、 CZ-6ST1( 衣 度 自由 自在 、 調 節 0KD tt \ 5.800 目 CZ-8PC2(!0" カ ラー 熱転写 B5<B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文 字 ) …\ 69.800 
計 館 の 美女 」 又 、 フ ジテ レビ 系 列 、 月 曜 CZ-211LS(C compiler ソ フト 開発 を 効率 良く サポ ー ト )…… ぐ ooo \ 39.800 3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 ) な ¥ 24.000 
ドラ マラ ンド な ど 他 多数 の 番組 で 使用 Z'sSTAFF PRO 68K( グ ラフ ィ ッ クツ ー ル ) ee \ 58.000 電話 帳 電 卓 * 贈 呈 ( 生 書 90 人 分 、 ス サジ ュー ル メ モ OKI 電卓 機 能 付 ) …………… \ 0 
ーー ーー R CZ-8PC2(10" カ ラー 熱転写 B5~B4 ハ ガキ 可 、 全 角 半 角 文字 ) …\ 59.800 財 初期 不良 期間 (ワイ ド に ! ケ 月間 交換 シス テム 0 mn \ 0 
する コン ヒュ タプ ログ クラ ム を IPL カ 制作 。 3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 )… で rei ¥ 24.000 安心 の 3 倍 保 証 (!PL 保 証書 付き ) ov cd \ 0 
A4 カ ッ ト 紙 (100 枚 ) oo \ 470 標準 価格 \907 200 
電話 帳 電 卓 * 贈 呈 ( 埋 守 50 人 分 スケジュ ー ル OK! 寺 還付) ………… \ 0 ¥3 SO 

$ 初期 不良 交換 期間 1 ヶ月 $ 初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 交 換 シ ステ ム !) … の lion ¥ 0 | X72 回 ポー ナス 5.0 万 X12 回 


アァ ク セス No.X0814 


絡 567,400 量 きき IPL 超 特価 


安心 の 3 倍 保 証 (|PL 保 証書 付き ) 


標準 価格 \742.670 
¥3,000 x72 回 *ー ュ ぇ 4.03 万 X12 回 


\ 5.000<x72 回 2.82 万 x12 回 


ボー ナス 


4.1 万 X】2 回 
2.3 万 X12 回 
3.66 万 X6 回 


\ 5.000x72 回 
\ 8.000x72 回 
\10.000x48 回 


ボー ナス 


CZ-601C(CPU68000、2M バ イト 、65536 同 時 発色 ) ……………… \319.800 \ 6.000X60 回 ボー ナス 3.15 万 X10 回 

CZ-601D(0.39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド オー トス キャ ン ) ere \119.800 \ 8.000x48 回 3 3 万 x8 回 RRANGE/ 
CZ-6ST1 (角度 自由 自在 調節 0KOD ecceeeeeeeeerereereeeeeeees \ 5.800 - 目的 に 合わ せ て 

漂 平 対 議 伝 …… ie \ 7.800 ーー へ >} 

マン バハ バッタ シュ トレ クイ エム eee \ 7.800 RRANGE / 自由 に アレ ンジ グ 

スペ ー ス ハリ アー secession \ 6.800 

CZ-217AS( ツ イン ピー シュ ー テ ィング ゲー ム ) ee \ 7.800 目 的 に 合わ せ て X0809 の プリ ンタ ー を 変え て 
CZ-222AS( ア ルカ ノド ・ リ ベン ジ ・ オ ブ ・ ド ー( ブ ロッ ク ゲ ー ム ) ) ……… ¥ 7,800 自由 に アレ ン ミ メグ 

3M プ ラン ク デ ィ ス ケッ ト (5"2HD*I0 枚 )… で eri \ 24.000 ~~ ン / 
CZ-8NJ1 (ジョ イン カー ド プ レ ゼ ント !) Cestaee disinterestason ee \ 0 ー *J80 桁 漢字 プリ ンタ 、 ハガキ 可 、 ト ラ = 

初期 不良 期間 (ワイ ド に | ケ月 間 交 換 シ ステ ム り ) ete \ 0 X0807 の プリ ンタ ー を 変え て i ot i EC laid 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) ooo \ 0 アク セス No.X0808 に 9// 9 200 苗 符 IPL 超 特価 


凍 
情 


価格 \507.400 


2.13 万 X12 回 


\ 5,.000x48 回 


\10.000<>24 回 


第 送 と の ラフ ルル に る 半 応 


\3.000 cg 


2.5 万 xX8 回 
3.48 万 X6 回 
4 .3 万 X4 回 


CZ-8PK7 (10" ハ ガキ 、 封 筒 可 、 ト ラク ター 付 、 オ ー ト バッ クア ウト 可 ) …\122.000 


絡 そ 794.870 吐き IPL 超 特価 


学 3.000x 72 回 | *- カ 4.43 万 X12 回 
※ そ の 他 の クレ ジッ ト に つい て は お 問い 合せ くだ さい 。 


お 申し 込み は アク セス ナン バー で どう ぞ 。 


※IPL 超 特価 シス テム は さら に お トク な シス テム 。 お 電話 で お 問合せ くだ さい 。 


\5.000x72 回 4.3 万 X12 回 
※ そ の 他 の クレ ジッ ト に つい て は お 問い 合せ くだ さい 。 


組み 合せ 自由 
July.18~Aug.18 


pr 


楽し さい っ ぱい 京都 寺町 店 の フロ ア あ ん な い 


ュー ここ 


お 目当て の 機種 が 思わ ぬ 価 格 で 一 一 一 お 買得 品 満載 の 中 古 品 コー ナー。 さ ら に 、 バ パソ 
コン ラッ ク や 専門 書籍 コー ナー も 充実 。 


ビジ ネス バ パソ コン の フロ ア 


3P ビ ッ ト ・16 ビ ッ ト パ ソコ ン は も ちろ ん 、 周 辺 機器 、 ア クセ サリ ー か ら ビ ジネス ソフ ト 
まで 、 何 で も 揃う 情報 戦士 の た め の フ ロア 。 話 題 の パソ コン 通信 コー ナー も ご 利用 くだ 
さい 。 


| = ワー プロ と ホビ ー の フロ ア 


ワー プロ 、PPC、F AX と 、 オ フィ ス か ら 書 斎 ま で 大 活躍 の 電子 文具 の コー ナー と 、 バ 
ソコ ン の も う 一 つの 楽し み 、 ゲ ー ム ソフ ト 、MSX、8 ビ ッ ト パ ソコ ン の ホビ ー コ ー ナ ー。 
見 て 回 る だ け で も 楽し め ま す 。 


Joshin Computer Store 


eis 


が 


京都 市 下京 区 寺町 通 仏 光 寺 下 ル 恵 美 須 之 町 549 番 (〒600) 


谷 (0757341-3571 


ー ル 7 月 一 月 ) 


※ ら 9 月 以降 の スケ ジュ ー ル は 受付 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


PM2:00~3:00 
PM2: 00~4:00 
| 8/6 中 | 英文 ワー プロ / 高 電 社 「KOA-Techno-Mate」 
日 本 語 ワ ー プ ロ / 日 英 ワ ー プ ロジ ャ スト シス テム 「duet」 


8/13 仕 ) | 財務 会 計 /PCA「PCA 会 計 」』 PM2:00~4:00 
8/21(B) PM2:00~4:00 

PM2:00~3:00 
8/27) 


財務 会 計 /OBC「TOP 財 務 会 計 エ キス パー ト 」 PM2:00 一 3:00 
ワー プロ ソフ ト /dB ソ フト 「 コ ラー ジュ 」 PM2:00~4:00 


(HB) 


大 阪 の 人 も 。 


情報 満載 、 コ スモ ラン ド の イベ ント あん な い 
マッ キン トッ シュ フェ ア AF 

アッ プル マニ ア 待 望 の アッ プル コー ナー、 ア ッ プ ル マ ッ キン トッ シュ フェ ア を 開催 。 
人 OO 
ビジ ネス マン の た め の フ ェ ア を 連日 開催 


マッ ク の ソフ ト を 多数 揃え て お り ま す 。 
有名 ソフ ト ハ ウス に よる ビジ ネス ソフ ト フ ェ ア /0. 言 語 開催 。 さ ら に 、 毎 週 土 ・ 日 に 4 


は 、 株 式 に 関す る あら ゆる 情報 が 一 堂 に ご らん 頂け る 通信 に よる 株 価 分 析 フ ェ ア と 、 
い a 

ッ ト 機 に 絞っ て 充実 の 品 揃 
3・|5 ビ ピッ ト 機 に 絞っ て 呈 出 え 


随 表 災 活 


紀 珠 装 田 


医 惜 痛 問 - コ ほ 


り &P ホ ッ ト ラ イン ・ パ ソコ ン 通 信 フ ェ ア を 実施 し て いま す 。 

ビジ ネス パソ コン 、 パ ソコ ン パ ー ツ 、 プ リン ター、 ハ ー ド ディ スク 、 各 種 周辺 機器 まで 一 
a 堂 に 集結 。 NEC「 新 」PC-9801 勢 揃い フェ ア や 、 コン ピュ ー タ 、 ミュ ー ジ ッ ク 実 演 会 
開催 。 


る 
混 


Joshin Computer Store 


日 本 橋 最 大 の ワー ブロ 売場 誕生 


| ワー ブロ 売場 で は 、 ポ ー タ ブル か ら デ スク トッ プ ま で 、 日 本 橋 最大 の 展示 台数 を 
誇り ます 。 ま た 、 フ ルカ ラー コピ ー サ ービス も お 気軽 に ご 利用 下さ い 。 


9 イズ |B5:A4| B4 | A3 


陸上 コス モラ ンド 


大 阪 市 浪速 区 難波 中 2-1-17 


谷 (06)634-3111 


笠 セ ミナ ー ス ケ ジ ュ ー ル (7 月 ) 


※8 月 以降 の スケ ジュ ー ル は 受付 に お 問い 合わ せく だ さい 


1 


cI 


POP 作 成 ソ フト / ソ フト プロ 「POP 名 人 , PM1:00 一 4:00 


POP 作 成 ソ フト / ダ イナ ウェ ア 「PIX SPOT」 PM1:00 一 4:00 
デス クト ッ プ パプ リッ シン グ ソ フト / モ ー リ ン 「 言 図 」 PM1:00~3:00 
デス クト ッ プ パプ リッ シン グ ソ フト /dBB ソ フト 「 コ ラー ジュ 」 | PM3:00~5:00 
統合 型 ソ フト / ヴ ァ ル 研究 所 「 フ ァ ラ オ II 」 PM1:00~2:00 
表 計 算 / ロ ー タ ス 「 ロ ー タ ス 1-2-3, a PM2:00~3:00 
CAD ソ フト / デ ザイ ン オ ー ト メー ショ ン 「CAD PAC98」 。 。 。 |  PMI:OO=3:0O 
CAD ソ フト / オ ー ト デス ク 「AUTO CAD 」 PM3:00 一 5:00 
株 価 分 析 / ダ イツ ー「Z-Chart III 」 PM1:00~2:00 
グラ フ ソ フ ト / ダ イナ ウェ ア 「 チ ャ ー ト UP」 PM2:00~3:00 
デー タベース / ダ イナ ウェ ア 「UP ク リッ パー」 PM3:00 一 4:00 


7/31( 昌 | CAD ソ フト / 東 京 コン ピュ ー タ 「Generic CAD PM1:00 一 4:00 


の ラン 通 
0 ーー 
ーー 


ブル で 使い や すい パソ コン ラッ ク ・ デ スク ・ チ ェ ア ー 


パソ コン ラッ クチ ェ ア ー セ ッ ト - ーー ーー ィ エレ コム 

ラッ クサ 法 / 幅 600mm3 段 棚 - 回 | の PD-99+F0-60E 
ラッ ク : エレ コム DS-10 ーー el セッ ト 
チエ アー : コイ ズミ し -395 a』 ヘー カー 標準 価格 合計 51.500 円 


男 シ ン 


剛 J イ ーー =395 
バ ソ コ ツン ステ キャ スタ ミ 付 


gi 較 旨 っ スム =』44nnnrm ハン コッ ケン ベー ニテ バテ ニク LJ)-[lo 『 
ER みい pi エレ ラム ER-1200 メー カー 標準 価格 43.000 円 JE 特価 33,000 円 。 メー 本 人 12000F 
pole Nn23000 。 Apwmze000 折 kPam19800B コー ニン reocsy 60m 
幅 1200x 高 さ 650 ~1180 奥行 750m に あご し 付 ・ お 得 。 ー ト カラ ー 


640% X 高 さ 1305 品 Xx 奥行 700% 幅 900 品 X 高 さ 1280 只 Xx 奥 行 700% 、 色 @ 茶 色 


OA 電源 タッ プー 
ナシ ョ ナル WCH 4511 


O&P 特 全 24.800F 
J& 特 価 17800 円 充実 の 124 関 数 機能 、 最 大 96K 


算 を 実現 。24 桁 4 行 表示 40 桁 4 行 表示 


xrse72886g 。 1 ワカ ー ド (PA-7000 用 ) 


エレ コ ジ デ PS-80 
J&P 特 価 5 イ ンチ ケー ス 滞る 10 イ ンチ プリ ンタ スタ ンド 
0 に 連 100 枚 収納 可 80 枚 収納 J&F 価 格 3,400 円 
り ま せん 。 He O00 J&P 特 価 2.000 幅 ※ プ リン 別売 


で あ 始 め よ う バ ソコ ン 通 信 還 バ ターボ 
通信 セッ ト 
画 X-1 通 信 セ ッ ト モデ ム :CZ-8TM2 ー ン ーー ご 


JEP HOTLINE: これ 1 台 で 、 電 卓 ・ 

スタ ー タ キッ ト 葉 . スケ ジュ ー ル ・ メ モ PA-7O1 英和 和英 カー ド 6300 円 
通信 速度 300・1200Dps まあ の モジ ウル @PA-7C2 漢字 辞書 カー ド 9,000 円 
標準 価格 合計 52.800 幅 を 使う こと に より 、 漢 字 @PA-7C3 6 ケ 国 語 会 話 カ ー ド 6,300 円 


Fmg49.800 円 間 と し て も 使え ます 。\ の @PA-7O4 カラ オケ 歌詞 カー ド 9,000 円 


502 回 @PA-7C10 電話 帳 ・ 住 所 録 カ ー ド 9,000 円 


月 $⑤PA-7C11 販売 管理 カー ド 9,000 円 


較 の PA-/ 〇 12 技術 計算 カー ド 6,300 円 
| 
ER yey rer | 周辺 機器 
JET タ ー ボ ター ミナ ル J&P ' の CE-152 デー タレ コー ダマ 9,800 幅 
HOTLINE: ス ター タキ ッ ト 通信 速度 300・1800DpS @CE-50P プリ ンマ 17,800 円 


@CE-200L 通信 用 ケー ブル 2,500 円 


標準 価格 合計 39.600 円 セッ ト 価格 39,600 円 


男 デ ィ ス ケッ ト 


X8-19 マク セル 
OMD2-D (0 枚 ) 1,900 円 
J&PW 可 39,800 円 @MD8-DD(10 枚 ) 2,400 円 
Sy ©MD2-256HD (10 枚 ) 2,500 円 
シャ ー プ CZ-8NM2 グラ フィ ッ ク ン フト の MF1-D(10 枚 ) 4,500 円 
eR 0 こつ RA ©⑤MF2-D (10 枚 ) 4,500 円 
③MF1 -DD(10 枚 ) 4,500 円 
め の MF ら -DD(10 枚 ) 5,000 円 
@CZ-6BE1 1MB 増 設 メ モリ 35.000 円 ⑧MF ら -P55HD (10 枚 ) 8,300 円 


@C〆Z-6BE2 2MB 増 設 メ モリ 79.800 円 


@CZ-6BE4 4MB 増 設 メモ リ 138.000 円 X8-23 WW 
@CZ-6BU1 。 ユニ バー サル I/O ボー ド 39,800 円 
| @®CZ-6BG1 GP-IB ボ ー ド 59,800 円 MD-2HD(10 枚 ) 
| @CZ-6BF1 RS-232C 増 設 2 チ ャ ン ネ ル 49.800 円 
68881 数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド 79.800 円 | 2100F 
張 |/ 〇 ポッ クス 4 88.000 円 | 
dA A A oco1 JP オリ ジ ナ ル MF- ら DD(10 枚 ) 
。 | @MZ-1C48 、X-1 シ リー ズ 用 プリ ンタ ケー ブル 6.800 幅 MD-PD (ZD 枚 ) 
| @MZ-1C35 。MZ-2500/2200/2000 用 ケー ブル 6.800 円 3.000 幅 4,000 円 
| @MZ-1R29 MZ-1P17(B) 用 第 2 水準 ROM 14,800 円 5 


ーー 9CZ- -8PC1-3 CZ- -8PC1 用 第 2 水準 ROM 


9.800 円 | 


プロ 野球 ファ ン 


| ほ 文 alX8-26 

適応 機 種 |X-1 シ リー ズ 
ソフ ト ハ ウス | 日 本 テレ ネッ ト 
春の 高校 野球 ガス ター ト す 
る まで 冬眠 で も し よう と 考 
えて い だ 野 球 フ ァ ン の あな 
だ 。 さ あ 、 ご の 真新しい 球 
場 で 白 球 に 賭け だ 男 だ ちの 
ドラ マ を 味わっ つて みて ご ぐだ 
さい 。 


\7,800⑤72D) 


X8-33 

適 機 種 |X-1 シ リー ズ | 

| ソフ ト ハ ウス | フェ イザ ー ソ フト | 

人 の 届 の 光 と 闇 を 司る フリ スタ 
較 し を 妖精 リーナ が ガ 誤 つて 地上 
| に 落し て し まっ た だ 。 そ の クリ ス 

タル を 手 に 入れ だ の は 古 し え の 

時 代 に 神々 を も 滅ぼそ うと し た 

『 大 魔王 ガウディ ア で あつ た だ 。 


\7,800⑤2D) 


お 申し 込み 万 法 


Lu 3:h1 DAk み リル 


フロ アー 


- 計 語 ドレ ュー ハロ ゴー ス * 8 
2 


X8-2/ 
-1 タ ー ボ 


[| 直 呈 機種 X19 ター ボ ーー 


モー ド (トレ ー ニ ング モー 
ド 、 ト ー ナ メン トモ ー ド ) 全 72 
ー ド で は 、 計 100 人 の ライ バ 


『 ル ゴル ファ テー が 登場 。 あ ら ゆ 
「 る 角度 な ら ゴ ルフ の お も し 


『 ろ さ を 徹底 的 に 分 析 し 、 そ 


れ を シミ ユ ュ レ ー ト 。 ゴル フ ゲ 
ー ム の 最高 星 作 品 / 


\7,800(572D) 


「 散 き 狼 と 曰 き 牝 鹿 」 の 壮大 な スト ー 
リー に 加え 、 戦 闘 モ ー ド で は 騎馬 隊 
や 弓矢 隊 な ご ど 新しく 加え られ だ 戦闘 
部 隊 や 駒 瑞 、 狩 猟 、 降 伏 勧告 な どの 
新 コ マン ド も 加わ つて 、 よ り の 複雑 な 
戦略 が 楽し め る シミ ュ レ ーション ゲ 
ー ム と し て 期待 で きる 。 


学 9800(3.5*DD) 


お と ころ gC 


4 


ー ル ショ ッ ピン の お 申し 込み は 8 上 P 汽 谷 店 で 承り ます 


, 


アル バト ロス | 日 本 テレ ネッ ト 


模 太 


5,800 


| X8-35 | ウィ ザ 


el ティ ー ブ ァ | ree ke スー 
X-58000 対 応 コ ーー ナー 
ZSSTAFF PRO 06K 


表現 力 の 系 晴 し さ に 加え て 、 編 集 機能 も 


PRO 仕 様 。 複 雑 な カラ ー チ ェ ン ジ か ガ ら 、 


モザ イン フク 変換 、 ソ フト フ オ ー カ ス ま で 、 
じ つ く り の と 手 の 込ん だ 作品 を 描く こと が 
可能 で ある 。 


\58,000' び 7 


超 高 性 能 の 有 答 統合 錯 ス プレ ッ ド シー ト 


@ 一 度 に 16 個 まで ウィ ンド ウ を オー ブン で きま す 。 

e マウ ス 完 全 対 万 の 簡単 な オペ レー ショ ン 。 

e Kamikaza( 神 風 ) は ワー プロ 以上 の 表現 力 を 持ち ます 
e 簡単 に デー ツタ を ブラ フ 化 する こと が でき ます 。 


\68,000 "お ムシ ング ク ツ ド ) 


石 の 注文 書 に ご 和希 望 商品 の 注文 No 
お よび 必要 事項 ご 記入 の 上 、 現 金 
書 匂 に て J&P 渋谷 店 まで お 申 レ 
込み こ だ さ い 。 現金 受 領 後 、 発 送 
だ も し し ます 。 

まだ 、J&P HOTLINE 伝 具 の 万 
は 、 シ ョ ッ ピ ング コー ナー で も お 
申し 込み い だ だ け ま す 。 


計 
| お 手持 ちの パソ コン 


判 看 放 鞭 昭典 羽 


AeEESS for AN68000 


X1 エ ミュ レー タ は X1 シ リー ズ の デア デ プ リ ケー ショ ン ソ フト を XGB8B000 上 で 実行 し て 頂く 
た め の ソ フト ウェ ア エ ミ ュ レ ー タ で す 。 X 1 の アプ リケーション を 完全 に ソフ トウ ェ ア の み 
で エミ ュ レ ー ト し て いる た め 、 実行 速度 は 平均 3ー5 倍 程度 遅く な り ま す が 、 今 まで X] 上 
で お 使い 頂い て いた アプ リケーション が Human68k 上 で お 使い 頂け ます 。 

X68000 で は X1 ソ フト (5'2D) の メデ ィ ア を 取り 扱う こと が で きま せん の で 、 付 属 の 
専用 ケー ブル を 接続 し てこ X1 ソフ ト を Human68k の ディ スク 上 に ファ イル 転送 し 、 そ の 
ファ イル を 参照 し て エミ ュ レ ー ト を 行ない ます 。Human68k 上 に 仮想 的 に X1 の ドラ イ 
ブ を 作り ます の で 、X1 で 使用 し て いる イメ ー ジ の まま お 使い 頂け ます 。 

X] と XB58UUU 間 の ファ イル 転送 用 ユー ティ リティ を 用 意 し て お り ま す の で た ん に ファ 
* プロ テク ト の 施し て ある ソフ ト は 実行 で きま せん イル コン バー タ こ と し て も お 使い 頂け ます 。 


*ー 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます X1 シ リー ズ 用 実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 
* 原理 上 実行 で き な い ソフ ト も ご ざい ます 


eBASIC eCP/M e XILOGO 
@ LI|SP eCOBOL eFORTRAN 
e PASCAL eC eFORTH. etc 


A UV/ エミ レ ー ダ 定価 \9.B00 


ミュ レー タ 定価 \99,800 
コン チェ ルト 
CONCERTD-X6BK は 、XBBD00 上 で MS-DDS の アプ リケーション を お 合 
い ] 頂 く た め の MS-DOS エ ミュ レー タ で す 。NEC V3UCPU を 使用 し た 専用 ハー DOS ENgine 
ドウ ェ ア (DOS Engine) が 付属 し て お り 、 ハ ー ド ウェ ア に よる 高速 実行 を 実現 し て 


いま す 。 (V30 CPU ボ ー ド ) 


MS-DOS ソ フト の DOS Engine 上 で の 実行 の 管理 、 お よび それ か ら の コー ル 
を 専用 エエ ミュ レー ショ ン ソ フト が サポ ー ト し 、 特 定 機種 用 と 限定 され て いな い M-D08 
(Vere. 11) 用 の ソフ ト が XB58000 上 で お 使い 頂け ます 。 また 、 MS-DOS(Vere.11) 
を お 持ち の 方 は 、 そ れ に 付属 の COMMAND. COM を 起動 する こと に より MS-D08 
上 で 作業 し て いる の と 同じ イメ ー ジ で 、 つ まり X68000 を 疑似 的 に MS-D0S マ シ 
ン と し て 使用 する こと が で きま す 。 CONCERTO-X68K は X68000 の 世界 を よ 
り 一 層 広 げ る こと を お 約束 致し ます 。 


MS-DO5 用 実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 


@ M- 〇 (Ver4.00) elLattice 〇 (Vere.18.3.10) 
e M ら -FODRHTHAN(Vver3.13.4.01)  @ QpuUtimizing-C(Verg2.20F) i 

- (Vere.00B .3.01A) ® Z の V30 を 使用 
@ MO-PAO い CAL (Ver3.13) MG PASCAL (Ver 。 EU EE 
@ MG-LINK(Vere.01.8.80.8.44) @ Plink865(Verl. 46) e オプ ショ ン で 8087ZNDP 実 装 可 能 
e MS-BASIC (Ver5.27) e Et * ボー ド は 本 体 より 12cm 程 度 大 きく な り ます . その 部 分 に は カバ ー が つき ます 


* MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で す も 
COMMAND.COM は MS-DOS に 標準 の コマ ンド プロ セッ サ で す , 上 記 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す 
* 製品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な く (変更 する 場合 も ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


し: 〒I0i 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 !-64 
会 社 スズ 神保 町 協和 ピル 7F 
会 03(233) 0200⑯ FAX.03(291) 7019 


人 


oo っ 


TIP FD 


こす で た い 


| 夏 を ホン ト に 楽し みた いな ら 、 ぜひ 1 台 ワ ー プ ロ を 用 意 し 


て ホン イ 。 旅 に 、 料理 に 、 株 式 に と 、 使っ て 便利 な 情報 が 、 
指先 一 つ で 手 に 入る か ら 。 タイ ピン グ な ん て 知ら な く て 
いい 。 デ ー タ を フロ ッ ピ ー に 貯め こめ ば 、 編 集 ・ 印 刷 だ っ て 
思い の まま 。 自分 専用 の 情報 が アッ と 言う 間 に 組 み 立 て ら 
れる 。 ワー ブロ 通信 な ら 、「 使 える ネッ ト 」 の J&P HOT 
LINE。 こ の 夏 、 休 み は 知 的 に すご し た い 。 


アク セス ポイ ント 全国 89 ヵ 所 
男 申 込 先 


東京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 / 札 幌 ・ 若 小牧 / 青 森  「 つ 5 大阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 で -7 


山形 ・ 新 潟 ・ 仙 台 ・ 水 戸 ・ 土 浦 ・ 大 宮 ・ 鹿 1 
島 ・ 立 川 ・ 船 橋 ・ 千 葉 ・ 川 崎 ・ 横 浜 ・ 横 須 EL (06)632-2521 ーー 
賀 ・ 平 塚 ・ 甲 府 ・ 静 岡 ・ 金 沢 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 。 画 利用 料金 に つい て _。 (ご 
et 岡山 ・ 松 江 ・ 広 島 / 徳 島 ・ 高 松 / 福 岡 ・ 長 入会 金 /3.000 円 スタ ー タ キッ ト 購入 の 代金 か ら 充当 され ます 。) 
ii 崎 ・ 鹿 児島 接続 料 /3 分 あたり 20 幅 (電話 料金 は お 近く の アク セス ポイ ント 
We 300bps サ ポー ト ポ イ ント 計 朋 本 人 
息 の 旅行 は 、 MOT 館 / 八 戸 ・ 秋 田 ・ 盛 岡 ・ 米 沢 ・ 福 島 ・ 郡 山 ・ 


田 ど こ へ 行こ うか 7? 行き 先 も ワー プロ で 調べ ます 。 ン ノブ MY 
e 旅行 情報 日 本 の まつ り 映画 (東京 ・ 大 阪 ) e コン サー ト 作手 子 ・ 長 野 ・ 松 本 ・ 上 田 ・ 諏 訪 ・ 沼 津 


ゞ A ーー 宮古 [=] ・ 暑 
還 も う 、 時 刻 表 は いり ませ ん ? 交通 情報 (新幹線 ・ 衣 空 時 記 表 ) 
較 泊 まり 先だって 、HOT LINE で 探せ ます 。 プ ホテ ル ガ イ ド 塚 ・ 和 歌 山 尼崎 ・ 姫 店 ・ 米 子 ・ 福 山 ・ 津 


暑中 見 舞い も エレ クト リカ ル に / 山 ・ 呉 ・ 山 口 ・ 徳 山 ・ 下 関 ・ 宇 部 / 新 居 浜 ・ 


田 通 信 仲 間 み ん な に 一 気 に 送 信 / 電子 メー ル ( グ ルー プ pb 久留 米 ・ 熊 本 
送信 等 多 機 能 ) 分 可 / / 漆 


一手 紙 も ワー プロ で 書く 時 代 で す 。 ン ワー プロ 文例 集 NT 


田仲 間 づく り も 簡単 に / ブ 独 目 の 構成 の BBS と 多彩 な SIG 


夏 を の りき る スタ ミナ 料理 。 
圏 SHARP・ サ ン ヨ ー・ 日 立 、 各 社 の 知恵 を 絞っ て 電子 レン ジ 教 室 
較 経 済 料 理 な ら お まかせ / プ ワン ポイ ント クッ キン グ 


較 食 の 話題 も いろ いろ あり ます / ン 生活 情報 「 遊 ing」 マ 万 全 の サポ ー ト 体制 で 全国 を ネッ ト す る パン コン の 大 型 専門 店 8P チェ ー ン 
さ 臣 ーー ニ 渋 谷 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 本目 28 番 4 号 き (03) 496-4141 くず は 店 枚方 市 楠葉 花園 町 15 番 2 号 る (720)56-8181 
ホ a ョ に 大 は ヽ 買 く 増 や し (4 上 手 に 使 に O 町田 店 東京 者 町 田 市 森野 1 丁目 39 番 6 号 全 (0427)23-1313 千里 中 央 店 量 地 和 責 1320 人 f 時 ツタ ウツ 人 き (06) 834-4141 
店 


スタ ー タ キッ ト ( ソ フト な し ) 


* We 八王子 店 束 堆 還 才 )UY ご 27 (0426)26-4141 摂津 富田 店 高槻 市 大 畑 町 2 4-1 0 な (0726)93-751 
田上 場 企業 の 動き を 毎日 お 届け / 野村 証券 情報 (会 社 ニ ュー ス ) テク ノラ ンド 大阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 6 番号 (06) 694-1211 寝屋川 店 寝屋川 市 緑色 4 - 2 0 る (0720D)34-1166 
へ * た く か せ ご ご う 7 上 a”: へ メデ ィ ア ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 8 番 26 弓 (06) 634-1511 藤井寺 店 藤井 寺 市 岡 2 丁目 1 番 33 号 @(0729)38-2111 

男 株 価 を 分 析 、 手 た く か せこ ご こう ノン CUG 「Z チ ャ ー ト 研究 会 」 コス モラ ンド 大阪 市 浪速 区 難波 中 2 丁目 1 番 17 号 全 (06) 634-3111 岸和田 店 岸和田 市 土生 町 2451-3 る (072437-1021 
* 専 用 ソフ ト が 必要 で す 。 ワー ブロ ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 4 丁 目 9 番 15 号 き (06) 634-1411 京都 寺町 店 8t 下 宮 匠 瑞 き トル 9 る (075)341-3571 
SE リー 、Ba ン ラ ィ ト ビジ ネス ラン ド 大 孤 【K 机 |-]- 拓 隊 3PMB2 な (06) 348-1881 京都 近鉄 店 AR 和 寺下 M 東 名 遇 MP な (075)341-5769 
一 お 家 に いな が ら に し て 、 お 贈り も の を / ノ オン ラフ イン 阪急 三 番 街 店 大 阪田 |-]-3 阪 = 秋 人 B1 な (06) 324-3311 。 姫 路 店 直人 細 緒 じ MF 人 (02)22-122 
ショ ッ ピ ング (中 元 商品 ) 高 槻 店 高槻 市 高 楠 町 11 番 16 号 人 (26)85-1212 和歌山 店 和歌 山 市 元 寺町 4 丁目 4 番地 き (0734)28-1441 


※ 通 信 可 能 の ワー プロ 機種 に つい て は お 近く の J&P ま で 、 お 気軽 に ご 相談 くだ さい 。 


性 


New-Life People 


N ラン キネ ーー ア 


SHARP 


あふ れる クリ エイ ティ ブ マ イン ドーーNEW Z-BASIO 搭 載 。 


ADVANLED 


多 色 グラ フィ ッ ク 、 カ ラー 画像 デジ タイ ズ 、 ス テ ピ ビオ FM 音源 、 バ ンク メモ リ 
対応 な ど ク リエ イ テ ィ ブ ワ ー ク を 強力 に サポ ー ト する AV 指向 の 高 水準 
BASIC で す 。 グラ フィ ッ ク 用 関数 、X68000 と 命令 コン パチ の 拡張 MML 
を は じ め 人 使い込む ほど に 凄 さ が わか る パワ フル な BASIC を 搭載 し まし た 。 


量子 化 、 モ ザイ ク 、 反転 な ど ト リッ ク 取 り 込 み 処 理 を サポ ー ト し た カラ ー 
画像 デジ タイ ズ 機 能 標 準 装備 。 さ ら に 、 ク ロマ キー 合成 、 イ ンタ ー レ ー ス 
スー パー イン ポー ズ 、4,096 色 対応 ニュ ー テ ロッ パ 機 能 、8 重 和音 の ステ 
レオ FM 音源 。 先 駆 の Z ア アビ リティ が パソ コン クリ エイ ター を 魅了 し ます 。 
@ メイ ン メ モリ 128KB 標準 実装 (NEW Z-BASIC で 最大 576K バ イト 
まで サポ ー ト ) し た 大 容量 設計 @ 1M バ イト フロ ッ ピ ー2 基 搭載 @ JIS 
第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 ROM、「 シ ステ ム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 」 標 準 装備 @ マ 
ウス 標準 装備 @ X1 タ ー ボ シリ ー ズ の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる 
コン パチ ブル 設計 @ 多彩 な 通信 ツー ル ま の サポ ー ト で パソ コン 通信 に 
対応 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0.31mm の 高 精 細 カ ラー ディ スプ レイ テレ ビ “ ※ 別 売 


v4 


LIST EE 


テッ ケア ダァ ンク 中 


ノバ 


CZ-881C-BK( ブ ラッ ク ) 
CZ-880D-BK( ブ ラッ ク ) 
CZ-830D-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 98,000 円 
CZ-6ST 1-B( ブ ラッ ク ) 標準 価格 5,800 円 

※ 写真 の ディ スフレ イ は CZ-880D で す 。 


本 体 オ す キ ー ボ ー ド 

14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
チル トス タン ド 


標準 価格 179,800 円 
標準 価格 109,800 円 


の s er アー e お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ ( 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代表 ) 
AS グ ャ セー の 柄 式 【 坊 イ 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 162 東京 都 新宿 区 市 谷 衝 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 


を 3 党 べ 、 
の T4910217908548 雑誌 02179-8 


音 目 8 
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円 016 叫 装 


VAL 
(明暗 【 回 [旧型 ) 明 表 HLH8 事 69 時 呈 入 び 4 7/ 


密 日 < HLI 束 8G 叶 呈 


uedef ut D91UIJT 


トー“ さ 一 で く 4108Z 剛 当 


ムン 


